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序章 大学職員の仕事経験に関する研究の意義 
 
 

１．研究の目的 

 
1.1.日本の高等教育と大学職員 

 社会のグローバル化と不確実性が進行する中で、大学は人材育成と学術文化の拠点としての

役割と機能を高めることが求められてきた。2020 年を 1 つの節目として、アメリカと欧州は

大学卒業生を増加させる高等教育政策を重視し、中国や ASEAN も大学の機能の強化を進める

など、各国は成長戦略の中に大学を位置づけてきた。日本においても、留学生の受け入れは、

発展途上国への支援の一環から、質の高い労働力に対する産業界の需要を満たすための受け入

れとなり、1989 年の「留学生 10 万人計画」、2008 年の「留学生 30 万人計画」、2014 年の「ス

ーパーグローバル大学創成支援事業」などの諸施策が進められてきた。このような状況の中で、

各大学は国際的な競争環境の中に置かれてグローバル化への対応が求められ、留学生の国際移

動が拡大するとともに、世界大学ランキングの影響力が大きくなってきた。 
 さらに日本の場合は、国の成長戦略だけでなく、少子高齢化という人口動態とも密接に関連

して、大学に対する諸施策が実施されてきた。収入の多くを学費に依存している私立大学にと

って入学者数は経営問題に直結するし、国の課題として見ても私立大学が大きな比重を占める

ことからその影響は大きい。これが現実問題となったのは 2021 年度の入学者数で、日本私立

学校振興・共済事業団の調査では、私立大学全体の入学定員に対する割合（入学定員充足率）

は 99.81％で、1999 年度の調査開始以来、初めて 100％を割ったことである。また、定員割れ

した大学は 46％に達している（朝日新聞 2021 年 10 月 4 日朝刊）１。 
このような状況のもとで、大学職員への関心が高まるのは、学長や学部長を支えるスタッフ

の質が大学の意思決定に大きな影響を与えることが理解され、そのスタッフの多くを占めるの

が大学職員だからである（山本眞,2003）。高等教育政策の推移を時系列で見ると、1995 年の大

学審議会答申「大学運営の円滑化について」では、大学運営の複雑化、専門的事項の増加など

に伴い、事務組織の果たす役割の重要性に言及している。1998 年の大学審議会答申「21 世紀

の大学像と今後の改革方策について－競争的環境の中で個性が輝く大学」では、事務組織は一

定の専門化された機能を持ち、専門業務の高度化への対応として、専門的素養のある人材の養

成が望まれると述べている。2005 年の中央教育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」では、

スタッフ・ディベロップメント（SD）を、教職員全員を対象とし、管理運営や教育・研究支援

までを含めた資質向上のための組織的な取り組みと定義したうえで、SD に自主的に取り組む

ことを重要な課題とした。2008 年の中教審答申「学士課程教育の構築に向けて」では、高度化・

複雑化する課題に対応していく職員が求められ、SD の場や機会の充実についてその必要性が

言われた。2014 年の中教審大学分科会「大学のガバナンス改革の推進について（審議のまと

め）」では、教職協働の必要性と SD の重要性が言われた。答申の流れは、事務組織の役割、人

材の養成、SD、教職協働と、大学職員の資質向上については SD の深まり（専門性）と広がり

（教職協働）が求められてきたと見ることができる。そして、2017 年に大学設置基準が改正さ

                                                   
１ 2022 年度の入学定員充足率は 100.84％だったが、定員割れした大学は 47.5％に増加した（朝日新聞 2022
年 9 月 10 日朝刊）。 
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れて、SD は義務化され、教職協働に関する条文が追加されたのである。 
ところで、2022 年度の学校基本調査によると、大学および短期大学数は 1,116 校で、学生数

は 3,025,493 人である。大学および短期大学の教育・研究活動に携わる本務教員数は 197,431
人、本務職員数は 264,526 人で、内事務系は 98,434 人である。本務職員数には、雇用期間の

定めのない職員と、有期雇用職員の両方が含まれており ２、総務省統計局の労働力調査（2022
年平均）では正規の比率は 63.1％であるので、大学の職場も同様の傾向にあると考えられる。

また、キャンパスの管理や清掃、営繕、図書館など、大学の業務のアウトソースは多分野で行

われている。職場の環境は変化しているが、事務系の本務職員の中では雇用期間の定めのない

職員が人数のうえでも多く、また、山本眞（2003）の言う学長や学部長を支えるスタッフの多

くを占めていると見ることができる。本研究では、上記の状況をふまえて雇用期間の定めのな

い職員（以下、「専任職員」という）を研究対象とする。 
大学経営は入学定員充足率に見られるように厳しさが増し、課題は高度化・複雑化している

中で、大学の意思決定の質は一層重要になっており、大学職員のあり方に直結する課題である。

答申に見られるように、大学職員の資質向上である SD は深まり（専門性）と広がり（教職協

働）が求められ、それは課題の高度化・複雑化が背景にあり、不確実性への対応であるといえ

る。変化の激しい時代には、自ら考え、自ら判断し、主体的に行動する自律的人材が求められ

る。大学職員を自律的な人材に育成することは、個別大学に止まらず、その規模（人数）の面

でも、日本の高等教育の発展にとって重要な課題であると考える。 
 
1.2.大学職員の人材育成と仕事経験 

 佐藤厚（2016）は、人材育成を、「組織による働きかけを通じて、訓練による技能（スキル）

や知識などの職務に関連した能力の開発をはかるだけでなく、個人の仕事経験やキャリアを通

じた成長および知識や能力の向上を促し、それらを組織の成果の向上に結び付けるために行う

活動」と定義している。「人材開発」は、特定能力の開発をめざした組織から個人への働きかけ

のニュアンスがあるのに対し、「人材育成」はそれに加えて、人間が学習し、発達し、成長を遂

げるプロセスを含むニュアンスがあり、人材育成は人材開発より広い意味で使われているから

である。つまり、人材育成には、個人の学習・成長と組織の側の働きかけの両方の側面を含ん

でおり、人材育成の基盤は日々の仕事を通じての訓練で、個人からみると訓練に対応した学習・

成長とみなすことができるのである。 

 学習・成長について、成人が、変化しつつある状況のもとで、自分の知識が応用できる人材

になるための基礎的能力は、生涯にわたる自己決定学習に関わる能力である。そして、自己決

定学習である自発的な探求をサポートするためには、組織を学習資源のシステムとして考えな

ければならないし、人間は成長・発達するにつれて経験の貯えを蓄積するようになるので、一

層豊かな学習資源になる（Knowles,1980）。成人の能力開発の 70％以上は経験によって説明す

ることができるし、良質な経験を積ませることが、優れた人材を育成する鍵となるが、経験か

ら学ぶ際には、経験、学ぶ力、組織の 3 つの要因が関係する（松尾,2006）。 
 上記を大学職員の人材育成に適用すると、第 1 に、人材育成は、組織の側の働きかけに対し

て、個人の学習・成長があり、その両方の側面を含んだものである。第 2 に、人材育成の基盤

は、日々の仕事を通じて行われていることである。第 3 に、仕事を通した経験が学習・成長に

                                                   
２ 「学校基本調査の手引き」では、正式に発令され、給与が支給され、1 週間の勤務時間が 30 時間以上で、

任用期間が実態として 1 年以上継続する場合は本務者に計上する。 
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とって重要であり、大学職員の人材育成との関係では、仕事経験を探求することである。そし

て、仕事経験の探求は、仕事の内容、つまり業務と、そこでの経験の両方を明らかにすること

であるといえる。以上から、本稿では、大学職員の人材育成は、組織の側の働きかけと個人の

学習・成長の両方の側面があり、基盤は仕事経験であるとしたうえで、仕事経験については、

業務とそこでの経験を明らかにすることが、人材育成に繋がると考える。 
 
1.3.大学職員の仕事経験に関する研究の意義 

 SD は自主的な取り組みから義務化へと進み、大学設置基準では、「大学は、その教育研究活

動等の適切かつ効果的な運営を図るため、職員 ３を対象とした、必要な知識及び技能を習得さ

せ、並びにその能力及び資質を向上させるための研修の機会を設けるほか、必要な取組を行う

ものとする」と規定している。知識・技能の習得と研修の機会を設けることを大学は求められ

ているが、大学職員への関心が高まる中で、大学職員に関する研究も積み重ねられてきた。大

場（2014）は、大学職員を研究対象とする研究領域が「大学職員論」であると論じており、「大

学職員論」では、大学職員のあり方や人材育成が課題となってきた。なお、「大学職員論」の対

象となる大学職員は、専任職員を含む広義の職員であるが、本研究では専任職員を対象とする

ので、本稿では、特に断りがない限り専任職員を「大学職員」と表記する。 
人材育成は、組織の側の働きかけに対して、個人の学習・成長があり、その両方の側面を含

んだものであるが、大学設置基準では組織の側の働きかけを規定している。しかし、人材育成

には個人の学習・成長が必要であり、変化の激しい時代には、自律的人材が求められているの

で、本稿では、佐藤厚（2016）の人材育成に関する定義を参考にして、個人の主体性にもとづ

く学習・成長と、それを支援する組織の側の働きかけの両方を含めて「人材育成」と表記する。

また、人材育成の基盤は日々の仕事を通じて行われており、個人の主体性にもとづく学習・成

長は仕事を通した経験であることから「仕事経験」と表記し、仕事経験は、仕事の内容、つま

り業務と、そこでの経験の両方が含まれているものと定義する。 

ところで、組織開発とは、組織の環境変化への適応を計画的に推進するために行われる組織

成員の態度・行動変容を目的とした教育的組織変革の活動を意味し、人びとの意識・考え方、

態度、行動様式といったよりソフトで本質的な人間行動の側面に焦点を当て、その部分を変革

し活性化させることによって、組織全体の活力と適応力を高めていくことを目的としている。

そして、態度・行動変容は個人だけでなく組織全体として生じることが必要であるため、教育

的手法の適用は組織ぐるみ・集団ぐるみで行うことになる（新版ビジネス経営辞典）。つまり、

組織開発には、個人の態度・行動の変容と組織全体の変革の両方が含まれており、大学職員の

人材育成は、大学の組織開発において重要な構成要素になるといえる。また、人材育成におけ

る組織の側の働きかけと、組織開発における個人の態度・行動の変容は表裏の関係にあると見

ることができ、人材育成は組織の課題である。 

人材育成は、個人の主体性にもとづく学習・成長である仕事経験と、それを支援する組織の

側の働きかけの両方の側面があり、大学職員の仕事経験について探求するためには、大学職員

が置かれている状況を前提にする必要がある。つまり、大学職員は、異動を伴い、様々な業務

（部課）を経験し、昇進・昇格しているという状況である。雇用契約でその内容を明確に定め

て、その範囲内の労働についてのみ労働者は義務を負うし、使用者は権利を持つ、特定された

労働が職務（ジョブ）である。これに対して、日本の雇用システムは、雇用契約それ自体の中

                                                   
３ 法律上の「職員」には教員も含まれている。詳細は第 1 章 2 節「『大学職員論』の対象」を参照されたい。 
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には具体的な職務は定められておらず、雇用契約の法的性格は一種の地位設定契約あるいはメ

ンバーシップ契約で、職務ではなくメンバーシップである（濱口,2009）。つまり、大学職員が

異動を伴い、昇進・昇格しているという状況は、ジョブ型ではなくメンバーシップ型の雇用で

あることを示している。したがって、メンバーシップ型の雇用である大学職員の仕事経験につ

いては、異動を伴い、昇進・昇格していく中での業務と、そこでの経験の両方を明らかにする

ことが求められる。第 1 章において考察するが、「大学職員論」では人材育成に対する関心が高

いので、大学職員の仕事経験を明らかにすることは、「大学職員論」を深耕することになる。 

大学職員の仕事経験に焦点を当てることは、経験学習研究の面からも意義がある。Kolb（1984）
は、学習は、経験の理解を通して知識を生みだす過程であると定義したうえで、経験学習モデ

ルとして、具体的経験、内省的観察、抽象的概念化、能動的実験の 4 つのステップで学習して

いると述べているが、経験学習モデルでは経験と獲得した能力には領域固有性があり、職域と

職能の両方から調査研究が行われている。職域は IT 技術者、教師、看護師、保育士、介護士、

デザイナー、芸術家、営業職などであり、職能は管理職である。職域として大学職員の業務の

内容を明らかにし、大学職員の仕事を通した経験と獲得した能力との関係について調査研究す

ることは、経験学習研究の領域を広げることになる。さらに、人材育成には組織の側の働きか

けの側面があるので、大学職員の経験学習が行われているコンテクストを明らかにすることは、

大学という組織の特性が、大学職員の仕事経験にどのように影響を与えているのかを明らかに

することになる。第 2 章において考察するが、大学はプロフェッショナル組織に該当し、大学

職員はサポート・スタッフに位置づけられる。大学職員の経験学習研究は、プロフェッショナ

ル組織に該当する組織、例えば病院のサポート・スタッフの経験学習について敷衍できる可能

性を持っている。 

 大学設置基準に追加された教職協働の条文では、「教育研究活動等の組織的かつ効果的な運

営を図ることを目的に、大学職員が大学教員と適切に役割分担し、連携体制を確保しながら、

協働して職務を行うこと」が求められている。この内容を具体化するためには、大学職員の業

務と教員との関係が明らかになることが前提である。「大学職員論」と経験学習研究を深耕する

ことは、大学職員の人材育成だけでなく、教職協働を推進するための課題を明らかにすること

にもなる。それは、大学教員にとっても大学職員の仕事経験を理解するための一助になること

が期待され、教職協働は大学の教育・研究活動の高度化に繋がると考えるからである。 
 

２．研究内容 

 
 上記の課題意識にもとづく大学職員の仕事経験に関する研究内容であるが、メンバーシップ

型の雇用である大学職員は、仕事の経験年数を積み、また職位も変化していく。職位の変化は、

一般職から監督職、管理職への昇進・昇格であり、また経験分野（部課）も拡大していく。個

人の側の変化に対して、組織の側からは、個人の仕事経験に直接関係する異動、昇進・昇格な

どの人事制度、意思決定への関わりや会議出席などの組織の運営方法、大学職員が所属する部

課の業務分掌を決める組織編制、および組織文化が影響していると考えられる。中川ほか（2020）
は、組織学会のプロジェクトである「組織調査 2020」について、マクロ的な組織全体の挙動と、

ミクロ的な個人の行動とを紐づけて組織論を再構成する取り組みが開始されており、それは日

本企業が直面している状況を解明していくために重要な視点であると述べている。本研究も、

ミクロとマクロがどのように結び合っているのかを明らかにするために、大学職員の仕事経験
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について実証的調査を行う。 
本研究に関連する先行研究分野は、研究対象である大学職員に関する研究、すなわち「大学

職員論」、大学職員の仕事経験に影響を与える大学組織の特性研究、および大学職員の人材育成

研究の 3 領域である。また、本研究は、日本の大学職員を研究対象にしているが、大学組織の

特性研究の中では、アメリカおよびイギリスの大学の職員の業務と雇用についても探求する。

このことにより、日本の大学職員の対照となる米英の大学職員の範囲、および人材育成に対す

る組織の側の働きかけである大学組織の特性と、メンバーシップ型の雇用の特徴が明らかにな

ると考える。 
なお、本稿における用語の表記は次のとおりとする。 
・「大学職員論」の対象となる大学職員は、専任職員を含む広義の職員であるが、本研究では

専任職員を対象とするので、特に断りがない限り専任職員を「大学職員」と表記する。 
・個人の主体性にもとづく学習・成長と、それを支援する組織の側の働きかけの両方を含め

て、「人材育成」と表記する。 

・人材育成の中の、個人の主体性にもとづく学習・成長は、仕事を通した経験であることか

ら「仕事経験」と表記する。そして、仕事経験は、仕事の内容、つまり業務と、そこでの

経験の両方が含まれているものとする。ただし、本稿では、「仕事経験」は、大学職員を含

めて広く一般的な意味として使用する。大学職員を対象とした本研究においては、仕事の

内容である「業務」と、そこでの経験については学習・成長の主体を強調して「仕事への

取り組み方」と表記し、本研究において解明する仕事経験は「大学職員の業務と仕事への

取り組み方」と表記する。 
・「仕事」はしなくてはならない事で、特に職業・業務を指し、「業務」は日常継続して行う

仕事であり、「職務」は仕事として担当する任務である（いずれも広辞苑第 5 版）ので、「仕

事」は普通名詞として、「業務」は仕事の内容として、「職務」は業務の内容と職位などに

伴う役割・任務で構成されるものとして表記する。 
以上をふまえた本研究の内容は、図 0-1 のとおりである。 

 
３．本稿の構成 

 
本稿の構成は次のとおりである。 

 第 1 章「『大学職員論』の研究と実践の関係」では、大学職員を研究対象とする研究領域であ

る「大学職員論」をレビューする。「大学職員論」が論じてきた内容と、主要な学会誌・紀要へ

の掲載状況を概観することにより、「大学職員論」では人材育成が関心の中心であり、政府の高

等教育政策課題と関連していることを述べる。このことは、「大学職員論」は実践との相互の影

響関係の中にある研究領域であり、「大学職員論」の研究と実践の関係について考察する。 
第 2 章「大学組織の特性－大学職員の仕事経験との関係－」では、大学職員の仕事の場であ

る大学という組織の特性を、Mintzberg（1989）による組織形態の区分の 1 つであるプロフェ

ッショナル組織をもとにレビューする。人材育成は組織の側の働きかけがあり、仕事経験と関

係するので、組織の特性が影響する。大学職員の業務は大学で行われており、大学職員の業務

と仕事への取り組み方に関係する文脈（コンテクスト）について考察する。 
第 3 章「米英におけるプロフェッショナル・スタッフの業務と雇用－大学職員の業務の国際

比較－」は第 2 章を補足する位置づけである。プロフェッショナル組織の中で、大学職員はサ 
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ポート・スタッフに位置づけられるが、米英においてはプロフェッショナル・スタッフに移行

し、拡大しているので、その業務と雇用について考察する。米英はジョブ型、日本はメンバー

シップ型と雇用形態に違いがあり、国際比較により、日本の大学職員の業務と雇用の特徴につ

いて考察する。 
第 4 章「大学職員の人材育成課題の類型化」では、大学職員の人材育成について、人材育成

に関する研究分野の知見を実践的に適用できるように先行研究をレビューし、「大学職員論」の

人材育成に関する研究との対応関係を考察する。学習・活動が行われる場と、変革の対象の 2
軸により区分したマトリクスの中に、人材育成に関する研究分野を当てはめ、そのうえで「大

学職員論」についてもマトリクスの中に当てはめることにより、人材育成に関する研究分野と

「大学職員論」の対応関係を整理する。 
第 5 章「リサーチ・クエスチョンと研究方法および実証的調査」では、まず、第 1 章から第

4 章までの先行研究レビューから明らかになったことをふまえて、本研究のリサーチ・クエス

チョン（RQ）を設定する。そして、RQ を解明するための研究方法として混合研究法を採用す

ること、および本研究における実証的調査の内容と方法について述べる。 
 第 6 章「量的調査結果－大学職員の業務と仕事への取り組み方－」は、量的調査であるアン

ケートの結果である。まず、メンバーシップ型の大学職員の雇用状況を確認したうえで、RQ に

そって、職位・年数と業務、部課の業務、仕事への取り組み方、大学規模 ４について、調査結

果を述べる。 
第 7 章「質的調査結果－大学職員の業務と仕事への取り組み方－」は、量的調査を行ったア

ンケート項目にそった半構造化インタビューの結果である。質的調査結果についても、RQ に

そって、職位・年数と業務、部課の業務、仕事への取り組み方、大学規模について、調査結果

                                                   
４ 組織規模が組織構造の有効性を左右し（沼上ほか,2007）、それが大学職員の業務と仕事への取り組み方に

関係すると考えられるので、本研究では、大学規模についても分析の視座としている。 
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を述べる。 
 終章「量的調査結果と質的調査結果の統合と考察」では、RQ の職位・年数と業務、部課の業

務、仕事への取り組み方、大学規模について、それぞれ量的調査結果と質的調査結果を統合し

て解釈し、RQ の解明結果について述べる。そのうえで、大学職員の業務と仕事への取り組み

方に関する実証的調査結果について考察し、本研究から得られた理論的および実践的含意を述

べ、最後に残された課題について言及する。 
 本研究は、大学職員の業務と仕事への取り組み方を類型化し、体系的なものとして整理する

ことを試みるものである。そして、研究成果が大学職員の人材育成のためのエビデンスとして

提供できることも本研究の目的である。それは、事実や実際に関わり、有効で役に立つことが

「実践的」という形容詞の意味であり（小泉・志水編,2007）、研究成果が、大学職員の人材育

成のための架橋としての役割の一端を担うことができれば、実践的な貢献になるし、さらに、

大学の教育・研究活動の高度化に繋がることを期待するからである。 
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第１章 「大学職員論」の研究と実践の関係 
 
  

１． はじめに 

 

大学職員への関心は、大学改革の必要性に対する認識が高まる1990年代後半から、高等教育

に関係する学会誌等で論考1として公表されてきた。2000年代に入ると、政府による高等教育

政策が矢継ぎ早に出され、大学職員についても教育、研究、大学経営の質向上に関わって、そ

の役割の重要性がいっそう強く認識されるようになってきた。大学が、社会の持続的発展に教

育・研究活動を通じて貢献することは社会的責務であり、教育、研究とそれを促進する大学経

営の両面で大学の機能を向上させることが求められる。そのためには、大学職員の人材育成は

今後さらに重要になっていく。 
大場（2014）は、「大学職員論」は、大学職員を研究対象とする研究領域であると論じてい

る。「大学職員論」を含む高等教育研究は、大学や大学に関わる問題の批判的・反省的な検討・

分析で、実践的・政策的性格を持つ（天野,1998）。また、「大学職員論」は実践を前提としな

い限り成り立たず、研究と実践の交流が大切である（山本眞,2003）し、SD（Staff Development）
をめぐる学術研究は、実践との密接な相互の影響関係の中に置かれるべきものである（伊

藤,2010）と指摘されている。つまり、「大学職員論」は研究領域であるが、実践と強い関係を

持っているといえる。その実践の意味は、一般的には人間が何かを行動によって実行すること

だが、人間の倫理的行動や人間が行動を通じて環境を意識的に変化させることも含まれている

（広辞苑第5版）。実践は、行動やコミュニケーション、問題解決、作業、説明責任などの基

盤となる共通の手法や基準で、新しい状況に対処し、新しい知識を生み出すための資源になる

（Wenger et al.,2002）。本研究は、大学職員の業務と仕事への取り組み方を解明する「大学

職員論」であるが、「大学職員論」は実践と強い関係があるので、実践については積極的な意

味づけを行いたい。本稿においては、実践とは、知識を生み出したり応用する具体的な行動で、

それは大学職員の職務の遂行である仕事の場で行われるものと定義する。 
本章は、日本において公表された「大学職員論」の対象、内容、および主要な学会誌・紀要

への掲載状況を概観することを通して、「大学職員論」の研究と実践の関係について考察する。

本章では、まず２において、「大学職員論」が対象とする大学職員の定義と呼称を確認し、３

において、「大学職員論」の内容と課題を確認したうえで、本研究において解明する大学職員

の業務と仕事への取り組み方に関する先行研究をレビューする。４において、「大学職員論」

の主要な学会誌・紀要への掲載状況を概観することを通して、「大学職員論」が政府の高等教

育政策課題と関係していることを確認する。そして、５において、「大学職員論」の研究と実

践の関係について考察する。本章の目的は、「大学職員論」の対象、内容、および主要な学会

誌・紀要への掲載状況を概観することを通して、実践と強い関係がある「大学職員論」では、

どのような内容の研究が求められているのか、またその中で、本研究はどのような意義がある

                                                   
1 学会誌等への掲載は論文、論稿、特集、事例研究、研究ノート、研究資料、事例報告など多様に区分されて

いるので、本稿では「論考」と表記する。 
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のかを考察することである。 
 

２．「大学職員論」の対象 

 

 「大学職員論」が対象とする「大学職員」の定義であるが、学校教育法に規定されている職

名は、学長、副学長、学部長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、技術職員であり2、

また、「その他必要な職員を置くことができる」と規定されており、職員には教員も含まれて

いる。大学設置基準第4章では、学長、教授、准教授、講師、助教、助手について、教員とし

てその資格を定めている。法律上の「職員」の規定は明確ではないが、行政上の取り扱いとな

る学校基本調査では「教員」と「職員」に二分されている（舘,2008）。このことから、大場（2003）
は、大学職員は「教員外の職員」と消極的に定義することが現実に合っていると述べている。 
次に、SDの対象であるが、「大学設置基準等の一部を改正する省令の留意事項」によるSD

の対象者は、「事務職員のほか、教授等の教員や学長等の大学執行部、技術職員等も含まれ」

ると規定されており、教員と「教員外の職員」が該当する。つまり、「大学職員論」が対象と

する大学職員（教員外の職員）と、SDの対象者はイコールではない。またSDとは別に、「教

員が授業内容・方法を改善し向上させるための組織的な取組」であるFD（Faculty 
Development）が義務化されており、教員はFDとSDの対象になる。 
ところで、大学職員への関心が高まるのは、学長や学部長を支えるスタッフの質が大学の意

思決定に大きな影響を与えることが理解され、そのスタッフの多くを占めるのが大学職員だか

らである（山本眞,2003）。このことから、「職員」「大学職員」「事務職員」以外に、大学経

営人材（山本眞,2008）、大学運営・経営のエキスパート（山本眞,2002）、中核職員（大場,2003）、
大学アドミニストレータ、学術・経営専門職（いずれも孫福,2003）等と論者により呼称が異な

っている。また、日本私立大学連盟が主催する研修はアドミニストレーター研修であり（藤

田,2008）、アドミニストレーターは教員・職員の区分がないのが本来の意味であるが、日本で

は、職員の成長した姿をシンボリックに表す言葉として用いられるようになった（舘,2011）の

である。さらに、大学職員が主要な構成員である大学行政管理学会は、プロフェッショナルと

しての大学行政管理職員の確立を目指している（「大学行政管理学会」設立趣旨）ことを反映

して、多くの論考で「プロフェッショナル」が使われている。 
以上から、法律や行政上の取り扱いによる「大学職員」の定義とSDの対象者をふまえると、

「大学職員」は、大場（2003）が論じているように教員外の職員と消極的に定義することが現

実に合っていると考える。本章ではそれに従い、教員外の職員を広義の意味で「大学職員」と

定義し、大学職員を対象とする研究領域を「大学職員論」とする。そして、「大学職員論」で

は、論者の意図により上記のとおり多様に呼称されているのである。 
なお、広義の意味での大学職員の雇用形態については、雇用期間の定めのない雇用と有期雇

用の両方が含まれていることに留意する必要がある。キャリア開発、外部資金確保、国際交流

などの専門職の業務領域は大学に特有のものであり（山本清,2010）、アメリカではこの領域の

プロフェッショナルが拡大している（舘,2008）。日本においては、ファカルティ・ディベロッ

                                                   
2 国立学校設置法施行規則では「教務職員」が規定されている。 
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パー、キャリア支援担当者、IR（Institutional Research）担当者、URA（University Research 
Administrator）、産学連携コーディネーターなどの新しい「専門職」は、2000年前後以降、

専門職の必要が答申などで矢継ぎ早にだされ、またその雇用は政府の時限付の補助金であるこ

とが多く、雇用期限が定められている（二宮ほか,2017）。 
以上のとおり、「大学職員論」の対象は教員外の職員であり、その仕事と雇用形態は多様で

ある。本研究は、「大学職員論」の中の雇用期間の定めのない職員（専任職員）を研究対象と

し、本稿では特に断りがない限り専任職員を「大学職員」と表記している。 
  

３．「大学職員論」の内容、課題と本研究に関わる先行研究 

 

3.1 「大学職員論」の内容 
大学改革は、1990年代は大学設置基準の大綱化や自己点検・評価など大学制度の外枠、2000

年代に入ってからは国立大学法人化や認証評価制度など大学経営の根幹に関わる事項、中央教

育審議会答申「我が国の高等教育の将来像」（2005年）以降は、教育の質保証など大学の本質

と教育研究の内面に迫るというようにその政策は動いてきた（山本眞,2009）。また、管理は手

続き面の公正性や法令遵守に力点がおかれるため、成果測定・統制が困難であるのに対し、経

営は結果を重視し、成果による統制が市場原理を通じて合理的に行うことができ、管理から経

営という流れは、1990年代から強まったNew Public Management（NPM）で成果志向が強調

され、測定・評価が重視されたことによる（山本清,2015）。さらに、大学と政府との関係につ

いては、1998年の大学審議会答申では、学長のリーダーシップの強化と事務組織の資質向上・

専門化の強化、2004年の国立大学法人化ではNPM型の大学改革、2012年の大学改革実行プラ

ンでは、大学・学部の枠を越えた再編成と多様な大学間連携が促進された（山本清,2015）。こ

のような中で、高等教育研究は、それぞれの国の高等教育システムの構造や性格によって強く

方向づけられる（天野,1998）し、現在の政策はアカウンタビリティをキーワードに指導性が強

化されているため、国の打ち出す政策課題が同時に実践的研究課題として取り上げられている

（大崎,1998）のである。 
上記のような背景の中にある「大学職員論」の内容について、山本眞（2003）は、「職員論」

の説明として、職員そのものにむけられた研究、大学組織を運営するにあたっての職員の関わ

り方、職員の養成や能力開発などの領域に関する研究を総括するものであると述べている。ま

た、大場（2006）は、大学職員（SD）の個別分野として、①大学職員の位置づけや在り方に

関する研究、②管理運営論・組織論の一環としての大学職員（SD）の研究、③大学自治論の中

での大学職員（SD）研究、④大学職員の業務領域（図書館・国際交流・学生業務など）の研究、

⑤大学職員（SD）に関する調査報告等に区分している。さらに吉田（2013）は、『大学行政

管理学会誌』第1号（1998年）から第15号（2011年）までに掲載された199本の論考を整理し

た結果、職員に関するものが48本（24％）と最も多く、その内容はあり方・役割、仕事、専門

性・専門職、能力開発・育成・SDであり、それ以外の論考では海外事例30本、経営・マネジ

メント12本、継続教育・地域等連携11本、大学評価・認証評価11本であると述べている。福留

（2004）も大学職員論の共通点として、大学職員が大学の管理運営の主体になることと、その

ために高度で専門的な能力を身につける必要があることの2点を上げている。 
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上述した先行研究によれば、「大学職員論」の内容は、職員のあり方・役割、仕事、専門性

などと、それを獲得するための能力開発を含む個として見た職員に関するものと、個が集合し

た組織の中での職員に関するものの2つに大別できる。それは、「大学職員論」は政府の高等

教育政策課題と関係しており、政府の高等教育政策課題は大学という組織のあり方を対象とし

ており、それに対してどこに重点を置くのかという違いであるといえる。山本眞（2003）の区

分によれば、職員そのものと、職員の養成や能力開発が前者、すなわち個として見た職員に関

するものであり、大学組織を運営するにあたっての職員の関わり方が後者、すなわち組織の中

での職員に関するものである。大場（2006）の区分によれば、大学職員の位置づけや在り方に

関する研究と大学職員の業務領域の研究は前者、管理運営論・組織論の一環としての研究と大

学自治論の中での研究は後者にあたる。つまり、前者は主体を職員個人に置き、後者は組織と

の関係が強調されているといえる。さらに、「大学職員」の定義などの理論的整理という区分

を加えると、「大学職員論」の内容は、①理論的整理、②職員、③組織に区分することができ

る。『大学行政管理学会誌』では職員に関するものが最も多い（吉田,2013）ので、その内容を

参考にして、「職員」についてはさらに、①役割・あり方、②人材育成、③業務に区分するこ

とにより、「大学職員論」の内容を整理できると考える。なお、「人材育成」は、本稿におい

ては、個人の主体性にもとづく学習・成長と、それを支援する組織の側の働きかけの両方が含

まれる。また、大場（2006）は、大学職員に関する調査報告を1つの区分としていたが、調査

報告は大学職員の役割や人材育成など何らかの目的を持って行われるので、上記区分のいずれ

かに該当させることができると考える。以上から、これまでに公表されてきた論考について内

容により区分すれば、表1-1のとおりとなる。 
 

  

区分 「職員」の小区分 内容
「大学職員」の定義、対象（範囲）、研究上の課題など

役割、あり方
将来像、教員との関係、現状（調査を含む）、海外大学等の
状況

人材育成
研修・大学院、専門性・専門職、業務関係（プロジェクト業
務、評価制度、人事異動等）、現状（調査を含む）、海外大
学等の状況

業務
特定分野の業務、改革改善事例、現状（調査を含む）、海外
大学等の状況
組織編制・業務分掌、組織文化、組織学習、管理運営、改革
改善事例

職　　員

（出所：大場（2006）、吉田（2013）等を参考に筆者作成）

理論的整理

組　　織

表1-1　「大学職員論」の内容区分

 
 

3.2 「大学職員論」の課題 
「大学職員論」の課題については、まず、大学職員の多様性という研究領域の曖昧さを抱え

ており、そこに研究の困難さがある（大場,2014）。しかし、これは、大学職員を「教員外の職

員」と消極的に定義した（大場,2003）こと、すなわち大学の教職員全体の中から、法律等で職

名が規定されている教員を除くという方法で研究対象を定めたことと表裏一体の課題であり、

むしろ前提にせざるを得ない課題であると考える。 
そのうえで、羽田（2010）は、経験を土台に語られ、専門性の向上による経営強化の枠組に

縛られがちで、大学職員そのものに関する領域の実証的・理論的研究は不十分で、また、担い

手と問題関心から、実践としての大学職員論と研究としての大学職員論に乖離があり、現実の
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課題解決とそれを支える研究をどう発展させるか、さらに大学教員は教育研究者としてその役

割・機能は普遍であるのに対し、大学職員は業務、階層、雇用形態が多様であり、大学職員研

究のあり方の問い直しが求められていると述べている。また、加藤（2010）は、大学のマネジ

メントや職員、SDそのものを対象とする学術的な研究活動を「SD論」としたうえで、個別性

の高い具体の問題状況に適合的なSDのあり方を提言できていないと述べている。上記の指摘は、

大学職員を対象とした研究の必要性と、その研究成果と実践との関係をどのように考えるのか

という課題提起である。前者は大学職員の仕事経験、すなわち業務と仕事への取り組み方を解

明することであり、後者は研究と研究成果の活用という応用性を持つ研究領域における研究と

実践の関係を考察することであると考える。 
  
3.3 大学職員の業務と仕事への取り組み方に関する先行研究 

大学職員そのものに関する研究、すなわち大学職員の業務と仕事への取り組み方に関する先

行研究は、量的研究と質的研究が行われている。 
まず、量的研究であるが、両角（2015）は、東京大学大学経営・政策研究センターが2010

年に実施した「全国大学事務職員調査」３をもとに、大学職員の仕事は定型的な業務が多い一

方で、その場に応じた柔軟な判断を求められる仕事も多いと述べている。加藤

（2017a,2017b,2018）によるインターネットモニター調査では、OJT中心で多様な経験を積む

ホワイトカラー総合職モデルを大学職員に適用したうえで、業務については、職務設計理論を

もとに、通常業務として、①定型作業、②軽度習熟業務、③重度習熟業務、④新課題対応、通

常業務範囲外として⑤公式プロジェクト、業務外として⑥自発的取り組みに区分し、業務の状

況、業務改善などの状況、業務支援体制や育成などの職場環境について、大学職員の状況を明

らかにしている。また、木村（2017）は、「全国大学事務職員調査」の二次分析を行い、管理

職、初級管理職、一般職員の職位別と、現在従事している業務分野別の分析を行っている。職

位が上がるにつれて定型業務のウエイトが下がり、調整・意思決定業務のウエイトが高まるこ

と、上記の傾向は業務分野間や大学の設置形態間で異なることなどを明らかにしている。さら

に、加藤（2020）は、第2回インターネットモニター調査を行い、前回の調査結果

（2017a,2017b,2018）と比較して、業務の状況はほとんど変化がないこと、人材育成との関係

では、新たに追加した項目である仕事の強度、研修、職場における育成・支援活動、必要とさ

れる能力について、大学職員の状況を明らかにしている。 
 以上の量的研究については、東京大学大学経営・政策研究センターの調査は、定型的な業務

の多さと柔軟な判断を求められる仕事が多いことを明らかにしているが、他方で、業務の内容

について「大きい・少しある・ほとんどない」の選択肢で尋ねており、全部の仕事量の中で、

定型的な業務など各業務がどのような構成になっているのかは明らかではない。加藤

（2017a,2017b,2018,2020）は、業務の状況および業務支援体制や育成などの職場環境につい

て明らかにしているが、他方で、職務設計理論をもとにした業務の区分であり、異動を伴い、

昇進・昇格する大学職員にとって、習熟に対する認識はそれまでの業務経験によって変わると

考えられる。木村（2017）は、職位別と業務分野別の業務の状況を明らかにしているが、東京

                                                   
３ 第2回全国大学事務職員調査は2021年2月に実施され、報告書（2021年8月）が公表されている。 
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大学大学経営・政策研究センターの調査の二次分析であるので、両角（2015）と同様に全部の

仕事量との関係は明らかではない。さらに、いずれの先行研究も、大学組織の特性と大学職員

の業務との関係については明らかにしていない。以上から、メンバーシップ型の大学職員につ

いては、異動を伴い、昇進・昇格がある中で共通性を持つ業務の区分を行い、全部の仕事量は

どのような構成になっており、さらに、それが大学組織の特性との関係でどのように特徴づけ

られるのかを明らかにすることが求められる。 
次に、質的研究であるが、中島（2011）は、優秀という評価を得ている 7 人の管理職（課長）

に対して、どのような経験を通じて成長し、現在、どのように部下を育成しているのかについ

てインタビュー調査を行っている。管理職として業務を遂行する力を身につけるうえで、研修

以上に業務を通じた学習が重要であること、管理運営業務に必要な資質は、経験から学ぶこと

を通じて獲得されること、大学職員の職場において特徴的な学習内容は、組織内部に関する学

習であることなどを明らかにしている。また、中島（2011）は、残された課題として、設置形

態や組織の規模など組織の属性を考慮した分析が必要であると述べている。質的研究の一般化

可能性は、論文読者等が自らのケースと比較（比較可能性）しながら、自らのケースのために

翻訳（翻訳可能性）することで、適用が可能になる（大谷,2019）。中島（2011）は、管理職（課

長）について仕事経験の重要性を明らかにしたが、管理職（課長）以外の職位について、大学

規模を考慮して調査する必要があるし、それは中島（2011）の残された課題に応えることにな

る。 
大学職員の仕事への取り組み方については、先行研究としては経験学習研究になる。経験学

習の理論的系譜には、①経験学習モデル、②経験からの学習論、③批判マネジメント教育論の

3 つの流れが存在し、共通点は、学習における経験・実践の重視と経験の内省であるが、経験

を価値中立的なものとみなしているのが経験学習モデルである（中原,2013）。Kolb（1984）の

経験学習モデルは、①具体的な経験をし（具体的経験）、②その内容を振り返って内省すること

で（内省的観察）、③そこから得られた教訓を抽象的な仮説や概念に落とし込み（抽象的概念化）、

④それを新たな状況に適用する（能動的実験）4 つのステップで学習するものである。経験学

習モデルは、4 つのステップで学習している経験学習サイクルモデルと、そのサイクルが生涯

継続していく生涯発達プロセスの経験学習プロセスモデルの両方が含まれており、さらに、学

習者が置かれた社会的文脈へも配慮している（山川,2004）。 
ある領域の長い経験を通して高いレベルのパフォーマンスを発揮できる段階に達した人が熟

達者で、通常 10 年以上にわたる長期的な学習が必要（熟達化の 10 年ルール）である。熟達化

は、①仕事の一般的手順やルールのような手続き的知識を学習しそれを実行する「手続的熟達

化」、②定型的な仕事は速く、正確に、自動化されたスキルで行える「定型的熟達化」、③柔軟

な手続的熟達化により、状況に応じて規則が適用でき、また類型的な状況において過去の経験

や獲得したスキルを使う「適応的熟達化」、④高いレベルの完璧なパフォーマンスを効率良く正

確に発揮でき、事態の予測や状況の直感的な分析と判断は正確で信頼でき、また難しい問題に

も対処できる「創造的熟達化」の 4 段階に分けることができる（楠見,2012b）。 
経験学習に関する先行研究では、4 つのステップで学習する経験学習モデルと 4 段階の熟達

化が重要であり、こうした経験学習の理論をベースとして、経験と獲得した能力の関係につい

ては領域固有性を踏まえつつ、職域と職能の両方から調査研究が行われている。職域は IT 技



 

 14 

術者、教師、看護師、保育士、介護士、デザイナー、芸術家、営業職などであり、職能は管理

職である。しかし、管見の限りでは、経験学習研究が対象とした職域の中で、大学職員の業務

と類似する分野は、公務員の係長級を対象にしたインタビュー調査による松尾（2011）の研究

４のみで、大学という文脈の中ではあるが、事務系の業務従事者を対象とした経験学習を調査

研究することは、経験学習研究の領域を広げることになると考える。 

「大学職員論」と経験学習研究の先行研究から、仕事経験が重要であり、また、大学職員そ

のものに関する研究を深化させるためには、大学職員の仕事経験である業務と仕事への取り組

み方を類型化し、体系的なものとして整理することにより、研究成果が大学職員の人材育成を

実践するうえでの架橋になると考える。 
 

４．「大学職員論」の学会誌・紀要への掲載状況 

 

「大学職員論」については、1990年代前は大学教育改革や大学職員の人材育成の視座からの

論考はほとんどなかったが、1997年の大学行政管理学会の結成はひとつの画期であり、セミナ

ー開催や情報紹介した筑波大学大学研究センターや広島大学高等教育研究開発センターの役割

は大きかった（寺崎,2010）のである。そこで、「大学職員論」の研究と実践の関係について考

察するために、大学行政管理学会結成以降の主要な学会誌・紀要への掲載状況を概観する。寺

崎（2010）は、「大学職員論」の視座として大学教育改革や大学職員の人材育成を述べている

ので、主要な学会誌は、『大学行政管理学会誌』（大学行政管理学会）、『大学教育学会誌』

（大学教育学会）、『高等教育研究』（日本高等教育学会）とする。紀要については、大学職

員の養成に関係する大学院研究科が発行する紀要、および履修プログラムを実施している大学

のセンターが発行する紀要とする。具体的には、『大学アドミニストレーション研究』（桜美

林大学）、『大学研究』（筑波大学）、『大学経営政策研究』（東京大学）、『大学論集』、

『高等教育研究叢書』（いずれも広島大学）、『東北大学高度教養教育・学生支援機構紀要』

（東北大学）、『名古屋高等教育研究』（名古屋大学）とする。広島大学高等教育研究開発セ

ンターは、研究紀要として『大学論集』、『大学研究ノート』の後継として『高等教育研究叢

書』を発行しているので、分析の対象に『高等教育研究叢書』を含める。また、『東北大学高

度教養教育・学生支援機構紀要』については、前身の『東北大学高等教育開発推進センター紀

要』も含めることとする５。論考の掲載期間は、『大学行政管理学会誌』第1号が発行された1998
年から2020年までとする。 
対象とする「大学職員論」の論考は、巻頭言、講演、シンポジウム（それをまとめた論文を

含む）を除いた論文、特集、事例研究、研究ノート、事例報告、論説等である。掲載誌別の件

数は、『大学行政管理学会誌』100本、『大学教育学会誌』8本、『高等教育研究』13本、『大

学アドミニストレーション研究』16本、『大学研究』9本、『大学経営政策研究』7本、『大学

論集』5本、『高等教育研究叢書』6本、『東北大学高度教養教育・学生支援機構紀要』2本、

                                                   
４ 行政組織のマネジャーは、約2年毎に職場を異動することと関係して、上司の指導を通して学ぶ傾向があり、

経験を通した対人スキルの獲得が大きなウエイトを占めている（松尾,2011）。 
５ 『東北大学高等教育開発推進センター紀要』は2006～2015年、『東北大学高度教養教育・学生支援機構紀

要』は2015年以降に発行されている。 
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『名古屋高等教育研究』16本である。 
表1-2は、「大学職員論」の論考が、主要な学会誌・紀要において掲載された区分を示したも

のである。各学会誌・紀要で掲載基準は異なるが、本章では、論文、論稿、研究論文、研究論

稿、特集、特別寄稿は「論文」、事例研究、事例研究論文は「事例研究」、研究ノート、研究

資料は「研究ノート」、事例報告、調査研究報告、共同研究プロジェクト報告、実践報告、論

説、展望・総説論文は「その他」の4つに区分した６。『大学行政管理学会誌』とそれ以外の学

会誌・紀要では掲載区分が大きく異なる。『大学行政管理学会誌』は、論文9本、事例研究12
本、研究ノート27本、その他52本で、その他が52.0％を占めている。これに対して『大学行政

管理学会誌』以外の学会誌・紀要は、論文56本、事例研究6本、研究ノート14本、その他6本で、

論文が68.3％を占めている。『大学行政管理学会誌』で半数以上を占め、また全論考数でも3
割を占める「その他」の内訳は、69.0％が報告（事例報告、調査研究報告、実践報告）である。

大学行政管理学会は、設立趣旨によれば「大学行政・管理」の多様な領域を理論的かつ実践的

に研究しているが、実践との関係では、「報告」を中心にして相互の啓発と研鑽が行われてい

ると見ることができる。 
 

     

大学行政管理学会誌 左記以外

論文 65（35.7％） 9（9.0％） 56（68.3％）

事例研究 18（9.9％） 12（12.0％） 6（7.3％）

研究ノート 41（22.5％） 27（27.0％） 14（17.1％）

その他 58（31.9％） 52（52.0％） 6（7.3％）

合計 182（100.0％） 100（100.0％） 82（100.0％）

掲載区分
合計

論考数（％）

内訳

（出所：筆者作成）

表1-2　「大学職員論」の掲載区分

 
 
次に、「大学職員論」の内容であるが、論考のタイトルおよび要旨（抄録、abstractなど）

から、表1-1（「大学職員論」の内容区分）の区分のいずれかに当てはまるように区分７した結

果が、表1-3である。 
『大学行政管理学会誌』が全体の論考数の55％を占めるので、『大学行政管理学会誌』とそ

れ以外の学会誌・紀要に区分した状況を見ると、『大学行政管理学会誌』の場合、職員が86.0％、

組織が14.0％であり、『大学行政管理学会誌』以外の学会誌・紀要の場合、理論的整理が8.5％、

職員が78.1％、組織が13.4％である。『大学行政管理学会誌』には理論的整理に該当する論考

はないが、職員と組織に該当する論考については、『大学行政管理学会誌』は職員が組織の6.1
倍、『大学行政管理学会誌』以外の学会誌・紀要は職員が組織の5.8倍で、同様の傾向にあると

いえる。表1-3のとおり職員を対象としたものが80％を超えて大半を占めており、吉田（2013）
による職員に関するものが最も多いという調査結果と、同様の結果である。また、「職員」区

分の内訳は65.3％が人材育成で、これは全論考数の53.8％であり、「大学職員論」の関心の中

心は人材育成であるといえる。さらに、「大学職員論」の課題として指摘されている大学職員

                                                   
６ 『大学アドミニストレーション研究』第10号（2020）の論考は、オンライン版のみのため目次はなく掲載区

分が明示されていないので、同号に掲載された論考1本は「論文」に計上した。 
７ 『高等教育研究叢書』は独立の刊行物としての位置づけであり、タイトルと章構成から内容を判断し、掲載

区分は論文とした。 
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そのものに関する研究、すなわち業務については8本であり８、この領域の研究が求められてい

る。 
 

         

区分 「職員」の小区分 論考数（％）

7（3.8％）

役割・あり方 44（24.2％）[29.3％]

人材育成 98（53.8％）[65.3％]

業務 8（4.4％）[5.3％]

計 150（82.4％）[100.0％]

25（13.7％）

182（100.0％）

注：（％）は合計、[％]は「職員」計に対する比率
（出所：筆者作成）

表1-3　「大学職員論」の内容区分別状況

理論的整理

職　　員

組　　織

合計

 
 
図1-1は、表1-3の論考数について、1998年から2020年までの推移を示したものである。合計

数は、2013年までは全体として上昇する傾向にあったが、以降は10本前後で横ばいの状況であ

る。なお、2010年は『高等教育研究』、2013年は『名古屋高等教育研究』が「大学職員論」に

関する特集を組んだことにより論考数が増加している。内容区分別の状況については、「職員」

は全体に占める比率を反映して合計数と同じ傾向であり、「組織」は5本以内で推移している。 
 

   
 
次に図1-2は、「職員」の小区分にもとづく論考数の推移である。2008年までは役割・あり

方と人材育成はほぼ同じであったが、2009年以降は人材育成が上位となり、役割・あり方は減

少している。また、業務は2013年以降に取り上げられるようになっている。 
 

                                                   
８ 本章3節3項の先行研究については、加藤（2017b）と木村（2017）は「業務」、加藤（2018）、加藤（2020）
と中島（2017）は「人材育成」に分類している。 
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「大学職員論」は政府の高等教育政策課題と関係しており、1991年に大学設置基準が「大綱

化」され、1995年に大学審議会答申「大学運営の円滑化について」、1998年に大学審議会答申

「21世紀の大学像と今後の改革方策について－競争的環境の中で個性が輝く大学」がだされて

きた。高等教育政策において、大学の自律化と事務組織の重要性について言及されたことによ

り「大学職員論」は増加し、またその内容は、大学職員の役割・あり方に関心が向かったとい

える。2004年に国立大学が法人化され、2005年の中教審答申「我が国の高等教育の将来像」で

は教育の質保証とSDが提言され、2008年の中教審答申「学士課程教育の構築に向けて」では

SDの重要性が提言された。SDが提言されて以降、「大学職員論」の論考数が急増し、大学職

員の高度な役割と、それに見合う能力の獲得の必要性が「大学職員論」の論考に影響したと考

えられる。2014年の中教審大学分科会「大学のガバナンス改革の推進について（審議のまとめ）」

では教職協働の必要性が言われ、SDはそれまでの専門性から教職協働に広がり、協働の内容と

して業務そのものが対象になってきたと考えられる。そして、2013年以降に取り上げられるよ

うになった業務に関する論考8本のうち、中長期計画、IR、授業支援システムなどの改革改善

事例が半数の4本、業務分析が3本、職務説明書の提案が1本である。論考で取り上げられたIR
は、2008年の中教審答申「学士課程教育の構築に向けて」の中で登場し、2014年度から私学助

成においてIR組織の設置・実施が評価対象になったことなど、教育の質保証や大学評価といっ

た政策的文脈で重要性が増えた（二宮ほか,2017）ためであり、業務についても政府の高等教育

政策課題との関係が反映されていると考えられる。 
両角（2001）は、高等教育関係の授業などで用いられる4件のリーディングスのキーワード

により、アメリカの大学の組織・経営について分類している。それによると、①organization, 
authority, powerなどがキーワードとなる「組織（フォーマル）」、②belief, organizational 
culture, loosely coupled, roleなどがキーワードとなる「組織（インフォーマル）」、③leadership, 
strategy, planning, administrative effectivenessなどがキーワードとなる「戦略」、④

assessment, organizational change, competitive environmentなどがキーワードとなる「環境

変化と大学内部の変化」の4つである。そして、1970年代は「組織」に関するものが多いが、
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大学の危機に対する認識から、1980年代は戦略的経営に関心が向かい、1990年代は大学は経済

社会の要求を正確に把握し、本来の目的を達成する必要、すなわち環境変化への対応に迫られ

ていたとその推移を述べている。 
上記のキーワードと「大学職員論」の内容区分との関係では、roleを「役割・あり方」、

administrative effectivenessを主体の能力向上となる「人材育成」に当てはめると、大学の組

織・経営の観点からは、組織（インフォーマル）から戦略に推移してきたと見ることもできる。

大学改革の政策動向の推移は、1990年代は大学設置基準の大綱化など大学制度の外枠、2000
年代に入ってからは認証評価制度など大学経営の根幹に関わる事項、2005年以降は教育の質保

証など大学の本質と教育研究の内面に迫る事項というように動いてきており（山本眞,2009）、

両角（2001）の言うアメリカにおける組織から戦略的経営という流れと共通性があるといえる。 
 

５．「大学職員論」の研究と実践の関係 

 
「大学職員論」の主要な学会誌・紀要への掲載状況から、「大学職員論」は高等教育政策課

題と関係しており、実践的性格が求められる（天野,1998）。また、全国の大学横断的な職員相

互の組織で、「大学行政・管理」の多様な領域を理論的かつ実践的に研究している大学行政管

理学会の『大学行政管理学会誌』の論考の掲載区分では、「その他」が半数以上で、そのうち

の7割が報告である。このような状況をふまえて、「大学職員論」の研究と実践の関係につい

て考察することは、羽田（2010）や加藤（2010）が指摘している「大学職員論」の課題に応え

ることになると考える。 
研究についてであるが、ある事象を対象とした実証研究は、原因と結果の因果関係について、

①原因が実際の結果に影響を与えているという内的妥当性、②研究結果が研究対象以外の状況

にも当てはまるという外的妥当性、③研究が実施された社会文脈で得られた結果が、他の社会

文脈でも当てはまるという社会文脈妥当性、④研究が再現できるという信頼性が求められる。

また、研究対象となる社会現象の関係者たちの捉え方や解釈を理解することが研究目的である

帰納法は、社会構成主義にもとづいており、社会現象に対する研究対象者たちの解釈を、研究

者がどの程度正確に捉えているかという信用性が求められる（須田,2019）。 
本稿では、実践は、知識を生み出したり応用する具体的な行動で、それは大学職員の職務の

遂行である仕事の場で行われるものと定義した。これに関わり、Schon（1983）によると、専

門家の場合は、状況の不確実性や不安定性がある中で、目の前の課題を解決するために、新た

な状況を作り、それを評価するための探求となる「行為の中の省察（Reflection-in-action）」、

すなわち「状況との反省的な対話（Reflective conversation with the situation）」が行われ、

行為の後では「行為についての省察（Reflection on action）」が行われ、新しい枠組みを発見

したり、既存の枠組みの組み替えが行われると述べている。また、理論は、対象となる現象に

ついて、それが「なぜ」（why）、「いつ」（when）、「どのように」（how）起こるかとい

うことを説明するものである（服部,2020）が、それに対して、実践において基盤となる共通の

手法や基準（Wenger et al.,2002）も理論に近いものである。しかし、実践では、それが行動

や省察を通して生み出されているので、研究に対して実践は動的であるといえる。 
このような研究と実践の違いに対して、どのように交流したり、相互の密接な関係を持つこ
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とができるのであろうか。服部（2020）によると、理論が使われるべき実践を持つ応用社会科

学である組織行動研究において、研究を経営の実践家が参照していないし、経営の実践に役立

っていないというリサーチ・プラクティス・ギャップ問題があるが、EBMgt（Evidence Based 
Management）として実践家が参照できる良質のエビデンスが、メタ分析によって蓄積されて

きていると言う。さらに、研究者の側は、①理論的世界または経験的世界からの問題発見、②

理論的視点の選択と仮説の設定、③経験的世界の写像であるリサーチ、④仮説と経験的世界の

確認による検証と理論の誤りの排除、反証、⑤新しい問題の発見という探求のサイクルがある。

また、実践家の側にも、①問題の所在、②解決策の創出、③試行的実験、④批判的評価、⑤新

たな問題の所在という探求のサイクルがある。そこで、研究者の側はリサーチ、実践家の側は

試行的実験を接点とすることができるので、共同研究により理論や解決策を相対化し、自分の

理解を更新していく機会になると提言している。研究と実践の違いがある中で、研究者の側の

リサーチと実践家の側の試行的実験を共同で行うことで交流は可能になるが、前提として研究

者と実践家の間に強い接点が求められる。 
組織行動研究において取り組まれているEBMgtは、研究成果がエビデンスとして提供され、

それが実践家に参照されているが、大学においても、認証評価を始めとして多くの分野でエビ

デンスが求められており、大学職員がエビデンスを認識して仕事を行っている現状と親和性が

あると考えられる。したがって、「大学職員論」についても、研究成果がエビデンスとして参

照される方策を具体化することが、研究と実践の交流や相互の密接な関係に繋がると考えられ

る。参照されるための方策は、研究の過程と研究の結果の両方がある。研究の過程については、

服部（2020）が提言している共同研究は1つの方策である。また、共同研究ではないが、調査

結果の解釈について意見交換することは、研究成果に対する関心が高まり、参照されることが

期待される。さらに、アンケートやインタビューを行う場合は、研究参加者に対して研究の進

捗と研究成果を報告することは、研究成果に対する関心に繋がるだけでなく、研究倫理上も必

要なことである。研究の結果については、広く参照されるためには、大学職員に共通する課題

を研究対象にすることであり、大学職員の仕事経験について研究することは、大学職員に共通

する課題に該当するといえる。しかし、大学職員の仕事経験である日常の業務とそこでの経験

を研究対象にすることは、実証する範囲が広くなるので、研究の再現性や反証への対応という

信頼性との関係ではトレードオフになる。そうであっても、本研究において探求する大学職員

の業務と仕事への取り組み方について類型化し、体系的なものとして整理することは、人材育

成のためのエビデンスとなり、研究と実践を架橋するために意義はあると考える。 
 

６．まとめ 

 
本章においては、大学職員を研究対象とする研究領域である「大学職員論」をレビューし、

研究と実践の関係について考察したが、その内容について次のとおり整理しておきたい。 
第1に、「大学職員論」は、実践を前提としない限り成り立たない（山本眞,2003）し、実践

との密接な相互の影響関係の中に置かれるべきもの（伊藤,2010）で、「大学職員論」では実

践は重要な意味を持っている。そこで本稿では、実践とは、知識を生み出したり応用する具体

的な行動で、それは大学職員の職務の遂行である仕事の場で行われるものと定義する。 
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第2に、法律や行政上の取り扱いによる「大学職員」の定義、およびSDの対象者には大学教

員も含まれるので、「大学職員」は教員外の職員と消極的に定義することが現実に合っている

（大場,2003）。したがって、「大学職員論」の対象は教員外の職員であり、雇用形態は雇用期

間の定めのない雇用と有期雇用の両方が含まれている。その中で、本研究では、雇用期間の定

めがない雇用で、異動があり、昇進・昇格していく大学職員を研究対象とする。 
第3に、「大学職員論」の内容については、①理論的整理、②個として見た職員に関するも

の（職員）、③組織との関係で見た職員に関するもの（組織）に区分でき、8割は②の職員に

関する論考である。さらに、職員に関するものの内訳は、①役割・あり方、②人材育成、③業

務に区分できるが、②の人材育成が全論考の半数以上を占め、「大学職員論」の関心の中心は

人材育成であるといえる。 
第4に、「大学職員論」は実践と強い関係があるので、課題として指摘されている大学職員

そのものに関する領域の実証的・理論的研究に取り組む意義は大きい。そのような中で、大学

職員の業務と仕事への取り組み方に関する先行研究との関係では、仕事経験の重要性が明らか

になっている。本研究は、大学職員の仕事経験である業務と、経験学習モデルにもとづく仕事

への取り組み方を類型化し、体系的なものとして整理することを目指しており、研究と実践を

架橋できると考える。 
第5に、「大学職員論」は政府の高等教育政策課題と関係している。「大学職員論」の関心

の中心である人材育成は、2005年の中教審答申においてSDが提言されて以降、論考数が増加

した。2013年以降は業務に関する論考もでてきているが、全論考数の4％と極めて少なく、こ

の領域の研究が求められる。 
本章では、研究と実践の関係について考察したが、実践と強い関係がある「大学職員論」は、

主要な学会誌・紀要では、論文、事例研究、事例報告など多様な形で公表されている。そして、

全国の大学横断的な職員相互の専門組織である大学行政管理学会が発行する学会誌では、多く

は「報告」の形で職員相互の啓発と研鑽が行われている。経験学習の観点では、事例報告は間

接経験であり、それを内省し、概念化し、自らが関わる場で実験することにより実践に繋がっ

ていく。一方、研究成果である論文は原因と結果の因果関係を明らかにしているので、何らか

の実践が求められた時に、それに取り組むことの信頼性を提供できるし、それは大学職員がそ

の仕事を実践するための見通しを与えることになると考える。 
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第２章 大学組織の特性 

－大学職員の仕事経験との関係－ 
 
 

１．はじめに 

 
 大学職員の仕事経験は大学で積まれており、また、人材育成は組織の側の働きかけの側面も

あり、個人の学習・成長にとって組織の特性は影響すると考えられる。そこで、本章では、大

学組織が持つ特性として、組織の構造・構成・編制（以下「組織編制」という）と組織文化が、

大学職員の業務と仕事への取り組み方にどのような影響を与えるのかについて考察する。 
第 1 章で述べたように、「大学職員論」の関心の中心は大学職員の人材育成であるが、組織編

制・業務分掌、組織文化、組織学習、管理運営など、組織との関係で見た職員に関する論考も

公表されている １。本章では、組織、大学組織、組織文化に関する先行研究をレビューし、大

学職員の仕事経験にとって、大学組織の特性がどのような影響を与えるのかについて考察する。 
本章の構成は、まず２において、組織編制の視点から、Mintzberg（1989）による組織区分

の 1 つであるプロフェッショナル組織の特徴を確認したうえで、３において、Clark（1986）
による大学の組織編制の特徴を確認する。次に４において、組織メンバーの活動に影響を与え

る組織文化について、Schein（1986）と Cameron & Quinn（2011）の研究内容を確認したう

えで、５において、大学の組織文化の特徴を確認する。そして、組織はマクロ・カルチャーと

いう国、人種、職業という幅広い環境の下にあり、時間や人間関係などの基礎となる部分が共

有されている（Schein et al.,2019）ので、６において日本の大学組織が持っている特性を考察

する。 
 

２．組織編制からみた特徴 

 

2.1.組織の定義 

組織とは、意識的で、計画的で、目的を持つような人々の相互間の協働であり、相互に意見

を伝達できる人がおり（伝達：communication）、その人たちが活動する意欲を持ち（貢献意

欲：willing to serve）、共通の目的の達成をめざす（共通目的：common purpose）時に成立す

る。また、組織が存続するためには、外的な状況との均衡、すなわち環境に対して組織目的が

適切か否かという「有効性」（effectiveness）と、組織活動を引き出すために個人的動機を満た

すという「能率」（efficiency）の 2 つのいずれかが必要であり、組織の寿命が長くなるほど両

方が必要である（Barnard,1938）。また、経営組織は協働的行為のシステムで、組織メンバー

には組織目的として採用されている目標に向けて自身の行動を方向づけることが期待されて

おり、経営組織の設計も運営も全体的能率（over-all efficiency）が指導基準にならなければな

らない。「協働（cooperation）」は参加者が共通の目標を共有して行う活動で、その前提として、

                                                   
１ 「大学職員論」の内容区分で「組織」に該当する論考は、対象とした 182 本の内 25 本（13.7％）であ

る。詳細は第 1 章 4 節「『大学職員論』の学会誌・紀要への掲載状況」を参照されたい。 
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他の人々の計画された行動について各人に通知する過程として「調整（coordination）」が必要

になる。また、組織が個々のメンバーに影響を与えるために、仕事をメンバー間で分割し、標

準的な手続きを確立し、権限を確立して決定を伝達し、メンバーを訓練する（Simon,1975）。 
組織は人で構成され、制度や仕組みの中で協働する。これが組織編制で、組織をマクロ的視点

からみるが、環境に対する組織の対応を扱うマクロ組織論では、組織と環境との相互作用の説

明は、実証主義と社会構成主義の 2 つの立場がある。実証主義の主なものはコンティンジェン

シー理論と資源依存理論である。前者が、環境を受け入れて自分を変えていく受け身の理論で

あるのに対し、後者は、経営資源の調達について環境や他の組織にできるだけ依存せず、自ら

の意思決定を守ろうとする行動を理論づけるという違いがある。社会構成主義は、環境に働き

かけて環境を変えていく側面を重視し、主なものは新制度理論である。これは、何らかの技術

的優位に立っている組織がベストプラクティスとして同種の組織に認められると、それが見習

うべき 1 つの正当な姿として設定され、他の組織は正当な姿を目標にして「同型化」を進める、

つまり組織が集まって環境を形成する（水田,2014）２のである。なお、コンティンジェンシー

理論では、どのような場合でも常に高い成果を生み出す組織構造は存在せず、何らかの状況要

因次第で有効な組織構造は異なるし、近年は組織規模も組織構造の有効性を左右するので、こ

の理論的枠組みの中に統合する考え方が提出されている。また、新制度理論は社会学系組織論

の流れで、社会の中での正当性を確保するための組織変化に焦点を当て、構造を重視する特徴

があるが、企業経営の効率性・有効性の向上をめざす組織論としては扱いにくい（沼上ほ

か,2007）という特徴がある。組織編制の効率性、有効性は、大学職員の仕事経験に関わると考

えられるが、同時に組織編制の効率性・有効性にとって、組織規模が影響することについて留

意しなければならない。 
 
2.2.組織編制を決める要素と組織形態 

Mintzberg(1989）は、組織編制の主目的は、多種多様に分割された仕事を調整することで、

その調整をいかなる方法で、つまり誰がどんな手段で実現するかにより組織編制は決まると述

べている。そして組織編制を決める要素は、①職務の専門化（job specialization）、②職務記述

書や規則など作業プロセスの公式化（behavior formalization）、③職務に必要な公式の教育訓

練（training and indoctrination）、④機能別または市場別などのユニットのグルーピング（unit 
grouping）、⑤管理者の管理範囲であるユニットの規模（unit size）、⑥活動計画と業績管理シ

ステム（planning and control systems）、⑦タスク・フォースや統合マネジャーなどユニット

内およびユニット間の相互調節を促すリエゾンのあり方（liaison devices）、⑧権力の委譲であ

る分権（decentralization）である。なお、分権については、ラインとの関係では、垂直的分権

（vertical decentralization）と水平的分権（horizontal decentralization）、委譲の仕方との関

係では、異なる部門に異なる権限を委譲する選択的分権（selective decentralization）と、同

種の部門に様々な権限を委譲する並行的分権（parallel decentralization）がある。 
さらに、組織は、6 つの構成部分のコンフィギュレーション（configuration：相対的配置）

により組織形態が区分できる。戦略の司令塔（strategic apex）、司令塔とオペレーションをつ

なぐミドル・ライン（middle line）、作業プロセスの標準化を設計するスタッフであるテクノ

                                                   
２ 具体例として、各国の大学の類似性が高まっていることが「同型化」により説明されていると紹介してい

る。 
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ストラクチャー（technostructure）、製品を製造したりサービスを提供するオペレーションの

主役（operating core）、サポート・スタッフ（support staff）と、全てに影響する組織文化（culture）
と価値観（ideology）である。そして、組織形態 ３を、その編制や置かれた状況、最初に発生

した時期により、①起業家組織（the entrepreneurial organization）、②機械的組織（the 
machine organization）、③多角化組織（the diversified organization）、④プロフェッショナ

ル組織（the professional organization）、⑤イノベーション組織（the innovative organization）、
⑥ミッション組織（the missionary organization）、⑦政治的組織（the political organization）
に区分している。 

まず、起業家組織は、CEO が命令を下し、最低限のスタッフとミドル・ラインのみで構成さ

れる。作業プロセスの標準化によって調整が進められる場合は、非熟練職務と高度に専門化し

た職務が置かれ、管理体制が充実した機械的組織になる。市場などを単位として本社機能のも

とにユニットが形成されたものが多角化組織で、各ユニットのミドル・マネジャーに自主性が

認められ、調整は業績など各ユニットのアウトプットの標準化により達成されるが、ユニット

内は機械的組織になっている。従業員のスキルの標準化により調整が進められる場合は、組織

はオペレーションの主役に熟練した専門職と、そのサポートに当たる相当人数のスタッフを置

くことになり、これがプロフェッショナル組織である。臨機応変にスタッフ、担当者、マネジ

ャーでチームを編成し、専門家が革新的なプロジェクトを推進するのがイノベーション組織で

ある。ミッション組織は、構成要素である組織文化と価値観により醸成された組織メンバーの

協力により、小さな単位が緩やかに組織化され、分権化された組織である。政治的組織は、組

織内で政治的駆け引きが行われるためさまざまな対立が生じる組織である。なお、ミッション

組織と政治的組織は他の 5 つの組織とは異なる位置づけである。それは、組織を構成する 6 つ

の要素で形作られるのではなく、むしろミッション組織は一体化に向かう力、政治的組織は分

化に向かう力を示しているといえるからである。 
また、組織の歴史と規模との関係では、歴史が長くなり、規模が拡大すると、公式化、専門

化し、管理部門が強化される。技術との関係では、仕事が定型化されると、オペレーションは

官僚的編制になり、複雑で精巧さが求められると、専門的なサポート・スタッフが必要になる。

環境との関係では、複雑だと分権化が進み、市場が多様だと垂直的分権には限界があるため市

場別になる。多様化は分権化を進めるが、競争が激しいと一時的には中央集権化が進む。さら

に、外部からの統制が加えられた時は、中央集権化や公式化に傾斜するのである。 
 
2.3.プロフェッショナル組織の特性 

大学は、病院や会計事務所などとともにプロフェッショナル組織に該当する。まず、プロフ

ェッショナルは、スキルや知識を自動化されたように駆使して仕事ができるので、個人として

独立した仕事になり、顧客との距離も近い。スキルと知識の活用は、顧客のニーズに対して、

その専門分野の基準にもとづいてカテゴリー化し、そのうえで適用するという 2 つの過程を経

るが、顧客によりニーズは多様であり複雑になる。スキルと知識は、プロフェッショナル自身

の経験を分析して発展させることと、その専門分野で標準化されたものに依拠して向上するこ

とになる。したがって、プロフェッショナルの仕事を直接管理することや、組織が詳細な基準

                                                   
３ Mintzberg（1989）は、コンフィギュレーションで区分した編制を Organization と表記しているので、本

章では「組織」と表記する。 
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を整備してそれに準拠させることは、自律性を妨げることになる。 
機械的組織は、組織自らが基準を設定し、目的に向かって活動するので、中央集権化した官

僚的編制である。これに対して、プロフェッショナル組織は分権化しており、プロフェッショ

ナルは自らの仕事を管理するとともに、組織の決定については集団として関与する。したがっ

て、民主的な編制が求められ、組織の運営に関する調整はタスク・フォースや委員会を通じて

行われる。つまり、プロフェッショナルにとってのボトムアップ型の民主的な編制と、サポー

ト・スタッフにとってのトップダウン型の機械的な編制が併存する組織である。このような特

徴を持つプロフェッショナル組織において、管理者は法的問題への対応により組織を維持する

ことと、政府や利害関係者など組織の外部との関係構築が役割となる。 
プロフェッショナル組織では、決定には 3 つのレベルがある。1 つ目は、組織が存在する基

本的な価値提供、すなわち誰にどの程度のサービスを提供するかは、プロフェッショナル個人

の選択にかかっている。この決定に対しては、管理者も他の専門分野のプロフェッショナルも

あまり関与ができない。2 つ目は、管理者による決定である。プロフェッショナルに関わらな

い領域は問題ないが、プロフェッショナルの仕事に直接関わる領域については集団的な決定が

必要になる。3 つ目は、その集団的な決定で、決定すべき事項の確認、対応策の検討、対応策

の選択の段階を踏んで行われる。ここでは共通の関心と個別の関心が交錯して「ゴミ箱モデル」

の決定になるため、分析にもとづいて議論することが求められる。 
なお、プロフェッショナル組織の特徴である民主制と自律性は、①プロフェッショナルの標

準化されたスキルと知識に依存しているため、様々なニーズがある場合に調整の仕組みを持っ

ていないこと、②プロフェッショナルは顧客のニーズを無視する行動をとる可能性もあるが、

組織としてはニーズに応えなければならないという矛盾が生じること、③プロフェッショナル

のスキルと知識は演繹的に適用することを前提としているため、安定した環境では機能するが、

予想できないニーズに帰納的に対応する革新性がないことなどの課題がある。したがって、組

織全体を結合させる必要があり、その時に管理者の決定が行われたり、集団的な決定を行うた

めの幅広い交渉が行われる（Mintzberg,1989）のである。 
プロフェッショナル組織を構成員の側からみると、プロフェッショナルとサポート・スタッ

フでは志向が異なる。プロフェッショナルが自らの専門性や知識にコミットし、組織へのロイ

ヤルティは強くないのに対し、サポート・スタッフは組織へのロイヤルティは強い。したがっ

て、プロフェッショナル組織では、両者の志向の違いをふまえたうえで、プロフェッショナル

の志向を尊重したマネジメントが求められる（三輪,2011）。プロフェッショナル組織において、

大学職員はサポート・スタッフに位置づけられるので、プロフェッショナル組織が持つ特性は

大学職員の仕事経験に関係する。 
 
2.4.非公式組織 

組織には、人々の集団の連結をつくる「非公式組織」（informal executive organization）が

あり、組織の構成員間の調和を維持する役割を果たしており、無形のサービスを目的とする個

人活動が中心となる大学のような組織では、非公式組織が発達している（Barnard,1938）。非

公式組織（informal organization）は、組織内決定に影響を及ぼすが、公式的枠組みからは漏

れているか、それとは合致しない個人間の関係で、どの公式組織もそれに随伴する非公式組織

がなければ効果的に運営されない（Simon,1975）。また、プロフェッショナル組織は、プロフ
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ェッショナルの標準化されたスキルと知識に依存しているため、様々なニーズがある場合に調

整の仕組みを持っていない（Mintzberg,1989）ので、大学は非公式組織による調整が大きな比

重を占めると考えられる。 
調整の比重が大きい場合の問題であるが、日本企業の組織内調整労力の問題を研究した沼上

ほか（2007）による「組織の重さ」の概念から、調整の比重が大きい場合にどのような問題が

生じるのかについて確認しておきたい。「重い組織」とは、内向きの合意形成のための過剰な

労力支出により、通常の組織運営や戦略の生成・実現に際してミドル・マネジメント層が苦労

する組織であり、そのような組織劣化の程度を組織の「重さ」と呼んでいる。それによると、

第 1 に、組織が重いほど利益率は低く、達成感・成長機会は少ない。第 2 に、自由度の高いヨ

コのコミュニケーションを重視する有機的組織と、しっかりとした官僚制機構をもつ機械的組

織は共存している。第 3 に、組織の計画が参照される度合いが高いほど重さは軽減される。な

お、マニュアルの整備等のプロセス・コントロールは重さとは無相関だが、目標によるアウト

プット・コントロールは重さを軽減する傾向がみられる。第 4 に、ある程度の組織文化の強さ

は軽い（重くない）組織の特徴であるが、複雑に入り組んだ知識・行動規範などの組織文化の

過剰は組織難解度が増し、組織が重くなる。第 5 に、階層によるコミュニケーション経路が短

いほど、また上位者が指示・命令の背後の理由を説明しているほど上下のフォーマルな情報量

が多くなり、組織の重さが軽減される。第 6 に、組織規模の拡大に伴う組織内のネットワーク

である知人数の増大は、説明する人の増加となって組織の重さを高める。第 7 に、リーダーシ

ップはタスク志向であっても人間関係志向であっても、それが発揮されていれば組織の重さは

軽減し、またコンフリクトに対しては、問題回避や妥協ではなく、直接対話が重さを軽減して

いる。第 8 に、組織の年数が長く（高齢化）なり大規模化すると、階層は縦長になり、また職

能的な形態に近づく。職能制は、下位では調整負担は減るが、説得する対象者が増え、上下の

情報の流れが少なくなり、組織の重さが増える。上記の第 5 とも共通するが、組織の重さは上

下の情報の流れが最も影響し、その要因は下位からの公式ルートの距離である。これに関わり、

伝達のラインはできるだけ直接的か、または短くなければならない（Barnard,1938）し、義務

の適切な配分と、コミュニケーションの適切なチャネルの維持は、どちらも非公式的チャネル

を発展させる必要性を緩和する（Simon,1975）のである。 
組織内の調和を維持するために非公式組織が存在するが、それが大きいと「重い組織」にな

って、ミドル・マネジメント層を中心に個人の成長に影響する。調整が多く、「重く」なる要素

を内包する大学において、「重さ」を軽減するための組織編制のあり方は、大学職員の業務と

仕事への取り組み方に影響する。 
 

３．大学の組織 

 

3.1.組織構成 

 Clark（1986）は、大学組織を形づくる学術活動（academic activities）の特徴は、知識が素

材であり、それを発見、保存、洗練、伝達、応用することで、研究（research）と教育（teaching）
はそのための主要な技能（technology）であると述べている。また、大学の特徴は、①上級知

識（advanced knowledge）は巨大化する専門分野を構成した後、それが職業や資格に繋がる訓

練内容を持っていると分化していく、②専門分野は常に自律性が高まる方向に動くので、専門
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分野間の相互依存は小さい、③知識の発見は未知の仕事であり、通常の組織構造を通して体系

化することは難しい、④知識は重い遺産を有するので、各科目は威信を獲得しながら伝承され

るのである。 
大学組織の構成要素は、①業務が開始され調整される方法である仕事（work）、②多数の行

為者たちが持っている主要な規範と価値観である信念（belief）、③合法的権力の配分である権

威（authority）の 3 つである。構成要素の中で、仕事が大学の組織編制に該当し、それによる

と、学術活動は知識領域ごとに専門分化しているが、組織を越えて広範囲に繋がっている専門

分野（discipline）と、異なる専門家、専門家と非専門家、教員・学生・管理者を結びつける事

業組織体（enterprise）に分割されて行われている。事業組織体は、知識領域ごとに分化した水

平的関係のセクション（sections）と、垂直的関係のティア（tiers）に分かれる。セクション

は、最も下部となる学科（Department）、講座（Chair）、研究所（Institute）と、それをまと

めた学部（Faculty, School, College）の 2 つのレベルに分かれる場合もある。ティアは、一般

教育と専門教育、学部と大学院のような上級と下級、第 1 課程と第 2 課程の階層のことである。

なお、事業組織体の間では、公立・私立、大学・上級カレッジ・専門教育カレッジなどの水平

的関係のセクター（sectors）と、資格と関係した高次・低次や威信（prestige）による垂直的

関係のヒエラルキー（hierarchies）に分かれる。 
 次に、高等教育システムの権威（authority）については、①学科、講座、研究所など専門分

野の基礎となる主要な運営ユニット（operating unit）、②学部、スクールなど運営ユニットを

機能として集約するもの、③大学、カレッジなど運営ユニットで構成する事業組織体にあたる

もの、④カリフォルニア大学システムのような複数の大学を管理する上部団体（superbodies: 
multi-campus academic administration）、⑤州・地方政府、⑥国家政府の 6 つのレベルがあ

り、①および②が下部構造（under structure）、③が中間構造（middle structure）となる。大

学は、自律性を求めて分化していく性質をもっている知識により機能しているので、中核とな

る構成ユニットは下部構造であり、それは専門分野志向で、組織における重要なもの全てに影

響を与える。下部構造が専門分野の論理によって動くのに対して、大学を管理する国は、断片

化してしまう専門分野や事業組織体を統合する方向で動く。このことから、中間構造である事

業組織体は、上部構造である国と下部構造であるセクションの調整の機能を果たさなければな

らないが、それは上部構造の支配の度合いにより異なるのである。なお、信念（belief）につい

ては、第 5 節「大学の組織文化」において述べる。 
 以上をプロフェッショナル組織の特徴と重ねると、第 1 に、専門分野が組織運営の基礎とな

る運営ユニットであり、そこは外部との関係が強い。第 2 に、運営の基本ユニットが専門分野

であっても、事業組織体は専門分野間の連結を管理するだけでなく、「中間構造」として上部構

造から公式化として要請される事項との調整が求められる。第 3 に、組織編制としては、運営

ユニットであるセクションとティアは、学部と学科や、学部と大学院として階層化されている

し、事業組織体も階層化された組織になっている。第 4 に、教育の質保証のためのカリキュラ

ム整備など、組織としての統一性が求められれば、事業組織体の役割が大きくならざるを得な

いことである。なお、Clark（1986）は専門分野や事業組織体に学生を含めているが、Mintzberg
（1989）は顧客や協力者は準構成員（associate）としているため、学生は組織構成員には含ま

れていないという違いがある。以上から、大学職員の業務と仕事への取り組み方に影響を与え

る大学組織の特性を考察するためには、大学職員をプロフェッショナル組織におけるサポート・
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スタッフに位置づけた上で、Clark（1986）による、大学の組織運営の基礎となる運営ユニッ

トは専門分野であるという特徴を重ねることが適切であると考える。 
図 2-1 は、Mintzberg（1989）が組織編制の 1 つとして区分したプロフェッショナル組織を

もとに、Clark（1986）による大学組織の構成要素を加えて、現在の日本の大学に適応したも

のである。教員組織がプロフェッショナルに該当し、その中は学部と学科（セクション）、学部

と大学院（ティア）の階層的な構造になる。また、専門分野は外部の学会等との繋がりを持っ

ている。職員組織がサポート・スタッフに該当し、通常は部課などにより階層化されているし、

雇用形態が多様化し、業務委託などもありその内部は複雑になっている。また、大学職員の業

務範囲が拡大し、担当する職員の雇用形態が多様化している一方で、大学教員についても教育、

研究の担当と雇用形態の多様化があり、両者の担当領域には重なりがある。さらに、大学では

委員会を設置することが多いし、上部構造となる国や関係機関から様々な課題について共通の

指針（公式化）が示されている。このように組織の構成は複雑であるが、大学は組織編制から

見ればプロフェッショナル組織の特徴を有している。したがって、大学職員の仕事経験は、大

学組織が持つ特性の影響を受けているといえる。 
 

 
 
3.2.組織規模 

第 2 節 1 項の組織の定義において、組織規模が組織編制の効率性・有効性に影響することに

ついて述べたが、大学についても組織規模が与える影響について確認する。 
大学を教育・研究・社会サービスを生産する主体と捉えて、その活動の効率性と有効性につ

いての研究 ４では、効率性は、できるだけ少ない資源で事業（教育・研究・社会サービス）が

行われること、有効性は、できるだけ少ない資源で大学の目的に見合った成果が得られること

である。研究結果によると、学部の構成によって効率性に違いがあること、アウトプットを学

                                                   
４ 「私立大学経営の効率性・有効性評価－内部及び外部環境の視点から－」（2012～2014 科学研究費助成事

業基盤研究(C)、研究代表者：山崎その、課題番号 24531081 
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位授与数や科研費とした大学全体の活動（教育・研究・社会サービス）の効率性と規模はプラ

スの相関がみられること、教育や社会サービス、就職支援といった活動別の効率性と規模との

関係にはマイナスの相関が見られる。また、国立大学を対象にした研究では、大学を学部卒業

生、大学院修了生、研究活動の 3 つの要素を産出する経済主体と仮定し、教育・研究の全ての

活動において規模の経済性が存在し、大学の規模が大きくなるに従って規模の経済性も大きく

なること、研究活動では範囲の経済性が大きく、教育・研究活動を同時に行うことで経済効率

性が存在する（中島ほか,2004）。さらに、学生数 2,000 人程度が 1 つの基準となって、それ以

上の大学であれば、計画策定などの取り組みは経営状態の違いに表れるが、規模が小さい大学

では、中長期計画の策定や財務運営の効果よりも、規模の小さいデメリットが上回ってしまう

可能性がある（両角,2011a）。いずれも大学の教育、研究、運営と組織規模は関係しており、ま

た、組織規模は組織編制の有効性を左右するので、大学職員の仕事経験にも関係すると考えら

れる。したがって、組織規模は、大学組織の特性の 1 つの要素になると考える。 
 

４．組織文化 

 

 Mintzberg（1989）は、全ての組織形態に影響を与えるものとして組織文化（culture）と価

値観（ideology）をあげているので、組織の特性と組織文化との関係についても確認する。 
 Schein（1986）は、組織は、多くの環境と常に相互に影響するオープン・システムであり、

多くのサブ・グループ、職業単位、階層、地域的に分散した部分から成り立っていると述べて

いる。また、文化（culture）は、ある特定のグループが、外部への適応や内部統合の問題に対

処する際に学習した、グループ自身によって創られ、発見され、または発展させられた基本的

仮定のパターンである。そして、文化には、①技術、芸術、視覚可能な行動パターンなど人工

物と創造されたもの（artifacts and creations）で、見えるがしばしば理解できない、②たえず

意識され表現される価値（values）で知覚されている、③環境に対する関係や人間行動などに

対する基本的仮定（basic assumptions）で、当たり前と受け取られており目に見えないものの

3 つのレベルがあり、それぞれを区別する必要がある。文化の本質は、③のレベルにある価値

観、および行動の源泉となる仮定であるため、源泉を把握することは難しいが、文化は組織の

戦略、機構、プロセス、コントロール制度、日常業務などほとんど全ての面で影響を与えるの

である。 
 文化の役割は、①外的環境の中での生き残りと適応、②生き残り、適応し続ける能力を確保

するための内部プロセスを統合することである。このような文化の形成過程はグループの形成

過程と同一であり、グループのメンバーにより経験が共有され、学習の結果として思想、信念、

感覚、価値が共有されていく。グループのメンバーによる共通の学習は、試した解決方法が成

功した場合は、積極的な強化に進み、不安を回避した場合は、不安が発生しない対応が安定化

する。 
 集団の進化と文化との関係であるが、①集団の形成期は、リーダーに依存して行動規範が構

築され、②集団の構築期は、メンバー間の調和、同調、親密性が追求されて融合が進み、③集

団が安定して仕事をする時期は、良好に仕事を遂行するための条件の維持が行われ、④集団の

成熟期は、集団と文化の維持に向けられるが、これは環境への対応が安定化してしまうのをい

かに防ぐかという不可避的ジレンマが生じることでもある。このように、集団の一生における
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文化の機能は、集団が成熟していくのに伴い変化する。つまり、組織の誕生および初期段階で

は、文化は組織を結束させる「糊（glue）」であるが、製品や市場が拡大し垂直的統合や地理的

拡大が進む組織の中期は、新たな下位文化が出現する時期であり、文化的統一性が弱まること

から、中核的目標、価値観、アイデンティティの危機が生じる。市場の成熟や社内的安定性が

増加する組織の成熟期は、文化が革新の障害となり、過去の栄光を保持し、その結果自尊心や

自己防衛の源泉として尊重されるので、文化の変革が不可避となる。 
組織の成熟期には、環境への対応においてジレンマが生じるが、組織文化の変革は外部から

の危機か、それに対する内部的力のどちらかが、変革に対して用意ができているかにかかって

いる。組織文化の変革ができるか、または変革すべきかは、組織の年齢、組織を取り巻く環境、

規模および複雑さ、経営陣の考え方などに依存するが、その中では組織の創設者からの世代年

齢（generational age）が最も重要で、組織の規模や複雑さが二次的な重要性を持つのである。 
Cameron & Quinn（2011）は、組織文化を、ある組織と他の組織を異なるものとする価値

観、リーダーシップスタイル、シンボル、仕事の進め方、日常業務、成功についての定義など

が反映されるものと定義したうえで、組織の有効性、すなわち何に価値を見出し評価するのか

という次元を、柔軟性・変革志向か、安定性・統制志向か、および内部・統合志向か、外部・

差別化志向かという 2 軸により、4 つのタイプに区分している。実践家にも分かるように補足

的なタイプ名も付されている。安定性・統制志向で内部・統合化志向が階層文化（hierarchy、
補足的な名称は統制文化（control））で、管理と効率性と業務プロセスが成果を高め、長期間の

継続性が特徴で、政府機関や大学が該当する。安定性・統制志向で外部・差別化志向がマーケ

ット文化（market、補足的な名称は競争文化（compete））で、経済市場のメカニズムに従い、

競争優位と生産性が成果を高める。柔軟性・変革志向で内部・統合化志向が家族文化（clan、
補足的な名称は協力文化（collaborate））で、協働を志向することから人材開発と構成員の参加

が成果を高める。柔軟性・変革志向で外部・差別化志向がアドホクラシー文化（adhocracy５、

補足的な名称は創造文化（create））で、革新、ビジョン、新しい資源が成果を高める。階層文

化とアドホクラシー文化のように対角に位置するタイプは対照的であるが、どの組織もいずれ

もの要素を持っている。また、時間の経過との関係では、アドホクラシー文化、家族文化、階

層文化、マーケット文化の順に変化していくが、同じ組織内でも部課やグループにより組織文

化は異なる。さらに、組織文化のタイプとリーダーシップスタイル、マネジメントの役割、人

的資源管理、品質管理などは高い整合性がある。 
 以上から、組織文化は、外的環境への適応と内部統合の上で重要な役割を果たしているが、

組織の有効性に対する評価により区分される。また、文化の本質は把握しにくいだけでなく、

組織の時間の経過や発展段階により変化するし、下位文化が形成されるなど極めて複雑なもの

である。Cameron & Quinn（2011）の区分によれば、大学は長期間の継続性が特徴である階層

文化に含まれ、それは大学職員の仕事経験に影響する。 
 

５．大学の組織文化 

 

Clark（1986）は、文化として共有され、シンボルとなる信念（belief）を大学組織の構成要

素の 1 つとしてあげている。それによると、文化は専門分野、事業組織体、専門職全体（academic 

                                                   
５ 弾力的な型にはまらない組織運営で、官僚制と対角にある。（ジーニアス英和大辞典） 
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profession）のそれぞれで形成されるが、専門分野は領域によって異なり、部内者と部外者を

区別する信条（doctrines）である。事業組織体の文化は忠誠心を生むが、その強さは組織の構

造的な堅固さによるし、専門分野以外にも学生、教授団（faculty）、管理者（administrator）
などの下位文化が成立する。専門職全体の文化は大学人（academic man）としての主体性で、

個人の自律性と同僚による自治が強調される。 
McNay（1995）は、大学の組織文化について、政策の定義と実行の統制の 2 軸により区分

される4つのモデルを示している。政策の定義も実行に対する統制も曖昧な同僚性（collegium）、

政策の定義は曖昧で緩やかだが、実行に対する統制は厳しい官僚性（bureaucracy）、政策の定

義も実行に対する統制も厳しい法人性（corporation）、政策の定義は明確だが、実行に対する

統制は緩やかな企業性（enterprise）であり、表 2-1 は、4 つのモデルの主な構成要素を示し

たものである。同僚性の主要な価値は自由で、学外からの統制に対する自律性と大学の自治が

重視される。官僚性は手続きに従って正確に実行することが要求され、その主要な価値は公正

で、一貫性の維持、法令や規則の遵守、作業手順の妥当性などが重視される。法人性の主要な

価値は忠誠で、権限にもとづく指示が中心となる。企業性の主要な価値は能力で、意思決定の

評価基準はステークホルダーとの継続性で、学生を顧客とみなしている。ほとんどの大学では

4 つのモデルは共存しているが、そのバランスは異なるし、大学の歴史、使命、外部からの圧

力によっても異なる。また、イギリスでは基本的に同僚性から官僚性、法人性、企業性へとバ

ランスが移動しているが、これも大学によって異なる。 
 

 

 
上述した組織文化のレベル、役割、組織の発展段階との関係、および組織の有効性に対する

評価による 4 つのタイプと、大学の組織文化を合わせると、大学は長期間の継続性が特徴であ

る階層文化に含まれる。図 2-2 は、Cameron & Quinn（2011）の組織文化の区分と、McNay
（1995）の組織文化による大学組織モデルを合わせて、大学の組織文化の特徴を示したもので

ある。Cameron & Quinn（2011） の柔軟性・変革志向か安定性・統制志向かは、McNay（1995）
の実行に対する統制が緩やかか厳しいか、内部・統合化志向か外部・差別化志向かは、政策の

構成要素 同僚性 官僚性 法人性 企業性
主要な価値 自由 公正 忠誠 能力
大学管理者の役割 寛容 規制 指示 支持

優勢な組織単位 学科／個人 教授会／委員会 大学／上級大学経営陣
下位組織単位／プロ
ジェクトチーム

意思決定の場
非公式な集団のネット
ワーク

委員会と実施事務の打
合せ

特別調査委員会と上級
大学経営陣

プロジェクトチーム

マネジメントスタイル 合意 公式／「合理性」 政治／戦術 委譲された指導権
時間の枠 長期 周期 短期／中期 即時
環境への「適応」 発展期 安定期 危機状態 混乱状態
変化の性質 本質的な革新 受け身的適応 計画的な転換 戦術的柔軟性

学外の準拠集団
みえない大学（アカデ
ミック・ギルド：強い
つながり）

規制機関
オピニオンリーダーと
しての政策立案者

顧客／スポンサー

学内の準拠集団 専門分野 規則 計画 市場競争力／学生
評価の基礎 同僚評価 手続きの監査 達成指標 継続的取引
学生の地位 見習い大学人 統計値 資源の単位 顧客
大学管理者の奉仕対象 大学共同体 委員会 最高経営責任者 学内外の顧客

表2-1　組織文化による大学モデルの構成要素

（出所：McNay（1995）を一部修正）
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定義が緩やかか厳しいかに近いので、McNay（1995）の 2 軸を入れ替えている。それは、表

2-1 の大学モデルの構成要素の主要な価値が Cameron & Quinn（2011）の 4 つのタイプに近

く、また階層文化の対角にあるのはアドホクラシー文化であり、McNay（1995）の大学モデル

も官僚性の対角にあるのは企業性だからである。 
 

 
 

大学の組織文化は階層文化の中にあるが、その中で、知識を素材とする大学の教育・研究活

動の基本的仮定は、プロフェッショナルのスキルと知識にもとづく仕事に対する「自由」を基

礎に、外部に準拠する専門分野が運営ユニット（学科など）になっているので、それらは同僚

性の構成要素の中に見ることができる。そして、大学の発展に伴って、文化の内容は規則など

により制度化されると、「公正」な運営が求められる官僚性の構成要素が強まる。組織の成熟

期には文化の変革が必要になるが、それに対しては、国レベルの主導による計画の策定や管理

者の役割の強化が背景となり、法人性や企業性の構成要素を持つようになったといえる。組織

文化は時間の経過によりアドホクラシー文化、家族文化、階層文化、マーケット文化へと推移

していく大きな流れの中で、大学の組織文化も影響を受けていると考えられる。そのような中

で、高等教育機関で高い成果を上げている組織は、革新と変革を重視すると同時に、安定と統

制も重視している（Cameron & Quinn,2011）。また、大学は、専門分野を基礎としてそれを集

約する学部、さらには大学全体と階層化されているので下位文化が成立している。そして、大

学職員の仕事経験は、階層化された組織文化の中で、大学組織が持つ組織文化から、業務分掌

の違いなどにより形成される部課の下位文化まで、幅広い範囲の影響を受けていると考えられ

る。 
 

６．日本の大学組織の特性 

 

 大学組織の特性について、組織の編制と組織文化の両面から考察したが、Clark（1986）は
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権威の最上位に国家システムを置いている。また、組織文化は、社会的、人種的、職業的文化

の内部に形成される（Schein,1986）ので、大学組織の特性は大学が存立する国の制度や文化と

深く関わっている。したがって、大学職員の仕事経験に対する大学組織の特性を考察するため

には、日本の大学が存立している状況についても確認する必要がある。 
 日本の大学の特徴は、ヨーロッパ型とアメリカ型の混合物である。すなわち、ヨーロッパ型

に類似した国家官僚制の中で、講座制により東京大学を頂点とした国立大学セクターと、学科

制によるアメリカの私立セクターに類似した巨大な私立大学セクターが併存している。強力な

中央官庁が存在し、国が管轄する威信の高い国立大学群が存在する中で、私立大学は政府の圧

力や影響を回避することはできず、政府との関係ではアメリカの私立セクターとは異なる位置

づけになった（Clark,1986）のである。日本の大学がヨーロッパ型とアメリカ型の混合物であ

るのは、戦前における日本の大学の形成は、欧米各国のシステムに学びながらも、日本の現実

に即して主体的判断で進められてきたが、戦後は一般教育、単位制、課程制大学院、アクレデ

ィテーションなどアメリカ型のシステムが導入された（大崎,1998）からである。このような中

で、中間構造である事業組織体は、上部構造である国と下部構造であるセクションの調整の機

能を果たさなければならないが、それは上部構造の支配の度合いにより異なり（Clark,1986）、
日本は上部構造の影響が大きい。1998 年の大学審議会答申「21 世紀の大学像と今後の改革方

策について－競争的環境の中で個性が輝く大学」以降、大学の自律化が求められ、経常経費へ

の支援から政策誘導となる競争的資金へ重点が移行し、また認証評価による質保証の義務化な

どが進められてきた。競争的資金の申請には、当該競争的資金における直接の目的の範囲を越

えて、政府が推進する大学の諸改革への対応が半ば前提になっているし、認証評価や教学運営

方針による細部に至るまでの点検は徹底されており（山本眞,2021）、むしろ国の影響力は強化

されている。 
 プロフェッショナル組織において大学職員はサポート・スタッフに位置づけられ、プロフェ

ッショナルにとってのボトムアップ型の民主的な編制と、サポート・スタッフにとってのトッ

プダウン型の機械的な編制が併存する組織の中で、大学職員は業務を行っている。そこで、業

務を行ううえで前提となっている日本の文化的特徴を見ておきたい。Meyer（2014）は、統率

（leading）について、権力格差が小さい平等主義（egalitarian）と、権力格差が大きい階層主

義（hierarchical）の間で、日本は階層主義が強い国であり、序列にそったコミュニケーション

が行われていると述べている。また、意思決定（deciding）の志向では、合意（consensual）
かトップダウン（top-down）かであるが、日本は合意志向が強い、すなわち意思決定は合意の

上でグループとしてなされる。多くの国では、統率と意思決定の志向は、階層主義であればト

ップダウン、平等主義であれば合意志向であるが、日本は異なった組み合わせになっている。

さらに、信頼の基礎を仕事（task-based）、すなわち認知的信頼（cognitive trust）によるか、

人間関係（relationship-based）、すなわち感情的信頼（affective trust）によるかでは、人間関

係が強く、仕事の関係はゆっくりと長い時間をかけて築かれる傾向にある。 
 これまで見てきた大学組織の編成と組織文化の特徴に、日本の大学が存立している状況を加

えた日本の大学組織の特性は次のとおりであろう。第 1 に、大学職員は、プロフェッショナル

組織の中でサポート・スタッフに位置づけられるので、プロフェッショナルである大学教員の

志向と大学職員の志向は異なる。しかし、現在は、大学教員も大学職員も雇用形態の多様化や

役割の細分化などにより、両者の担当領域が直接関係する、あるいは重なる領域が生まれてい
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る。また、大学職員も専門性が求められる業務の領域が拡大しているので、大学教員も大学職

員もその志向の幅は広くなっていると考えられる。第 2 に、組織には非公式組織が欠かせない

が、構成員の間の調和を維持するための調整に、過剰な労力を要する場合は「重い組織」にな

り、構成員の達成感・成長機会は少ない。特に、日本は階層主義が強いが、意思決定の志向は

合意であることから、大学では合意形成を図る場として委員会（会議）が設置される。また、

日本は、仕事での信頼の基礎が人間関係であることも、幅広い関係者を会議の構成員とするな

ど、情報の公式ルートが長くなりやすく、それは「重い組織」になる要素である。第 3 に、大

学は、長期間の継続性が求められる教育・研究活動を行うので階層文化の中にあるが、教育・

研究活動は知識を素材とすることから、専門分野を基礎とした学部・学科が運営の基本ユニッ

トであり、組織文化の基盤は McNay（1995）の区分による同僚性であると考えられる。他方、

大学を取り巻く環境と国による影響力が大きくなっている中で、中期計画などにより大学全体

の価値を明確にしてその達成を確認する仕組みが整備されてきており、「中間構造」である大学

（事業組織体）の役割が大きくなっている。 
以上のような日本の大学組織の特性を前提とした上で、大学職員の業務と仕事への取り組み

方を探求するためには、大学組織の規模についても留意しなければならない。また、組織文化

は、組織の戦略から日常業務までほとんど全てに影響を与えるが、組織の進化・進展と文化の

役割は関係するので、組織の発展段階についても見る必要がある。大学職員が所属する大学は

規模や歴史が異なるし、所属している部課などの下位文化により差異もある。大学職員の人材

育成との関係では、大学がプロフェッショナル組織として持つ組織の編制と、組織文化から生

じる大学組織の特性は、全ての大学に共通する課題であり、大学職員が所属する大学が持つ組

織の特性は、各大学の課題である。この違いを認識することが、大学職員の学習・成長にとっ

ても、組織の側の働きかけのあり方にとっても、具体的な対応を検討する際の出発点になると

考える。 
 

７．まとめ 

 

 本章においては、大学組織の構造・構成・編制と組織文化について先行研究をレビューし、

日本の大学組織の特性を考察したが、その内容を次のとおり整理しておきたい。 
第 1 に、組織は、歴史が長くなり、規模が拡大すると、専門化して管理部門が強化され、業

務が定型化されると官僚的編制になる。また、競争が激しかったり、外部からの統制が加えら

れる時は中央集権化に傾斜する（Mintzberg,1989）。 
第 2 に、大学はプロフェッショナル組織であり、大学職員はサポート・スタッフに位置づけ

られ、プロフェッショナルにとってのボトムアップ型の民主的な編制と、サポート・スタッフ

にとってのトップダウン型の機械的な編制が併存するという組織の特性がある。そして、プロ

フェッショナル組織の特徴である民主制と自律性は、様々なニーズを調整する機能を持ってお

らず、安定した環境では機能するが、革新性では課題がある（Mintzberg,1989）。 
第 3 に、大学の運営の基本ユニットは専門分野であり、大学は国との関係では「中間構造」

になる（Clark,1986）。したがって、大学は、プロフェッショナル組織の特徴である組織内にお

ける調整だけでなく、国との関係においても調整することが多い。そして、合意形成に過剰な

労力を要する「重い組織」では、構成員の成長機会は少ない（沼上ほか,2007）。 
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第 4 に、組織規模は、組織編制の有効性を左右する（沼上ほか,2007）。大学については、教

育・研究活動で規模の経済性が存在し、研究活動で範囲の経済性が存在する（中島ほか,2004）。 
第 5 に、組織文化は、組織の戦略、機構、プロセス、日常業務などほとんど全ての面で影響

を与える。ただし、組織文化には表面的に見えるものから、当たり前と受け取られていて目に

見えないものまでレベルがあり、また、組織の中では上位から下位まで階層的に形成されるし、

さらに組織の発展段階に応じてその役割は変遷するという複雑さがある（Schein,1986）。
Cameron & Quinn（2011）の区分した組織文化のタイプでは、大学は階層文化であり、長期間

の継続性が求められるので、管理と効率性と業務プロセスが成果を高める組織である。 
第 6 に、日本の文化的特徴との関係で、日本の大学は、大学の運営について調整に要する労

力が大きく、また、国の影響力が大きいといえる。この状況は、大学組織の特性に加えて、日

本の大学の特性として、大学職員の仕事経験に対して影響していると考えられる。 
先行研究から得られた知見は以上のとおりであるが、第 1 章で述べたように、「大学職員論」

は政府の高等教育政策課題と関係しており、大学に対する国の影響力が強まる中で、McNay
（1995）の大学モデルによれば、同僚性から法人性や企業性の要素が強まっており、それは大

学職員の仕事経験に影響する。他方、プロフェッショナル組織の基盤は、知識を素材にして教

育、研究を行う大学教員の自律性の尊重にある。大学が置かれている状況の中で、大学の教育・

研究機能を高めていくためには、大学教員の志向と大学職員の志向を双方が理解し、調整した

上で協働することが一層重要になっている。Mintzberg（1989）は、集団的な決定が行われる

時は管理者の役割が重要で、影響力を持ちながらも、他者の合意により決定がなされるという

洗練さが求められるし、プロフェッショナルが持つ行動や革新性に関する弱点に対しては、プ

ロフェッショナルの仕事を理解した上で協働をつくりだすことが重要であると述べており、こ

れは大学職員についても適応できることである。また、知識は専門化するという本質は大学職

員の領域にも表れている。大学職員に求められる能力として専門性が言われ、大学職員が大学

行政管理学会など所属大学以外の組織とも関わりを持っている状況は、プロフェッショナルの

特徴を示す事例であり、大学教員と大学職員の協働は一層必要になっている。 
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第３章 米英におけるプロフェッショナル・スタッフの業務と雇用 
 

－大学職員の業務の国際比較－ 
 
  

１．はじめに 

 

プロフェッショナル組織である大学において、職員はサポート・スタッフに位置づけられる

が、職員組織は階層化された部課で編制され、構成員の雇用形態は多様化し、業務委託もあり

複雑になっている。職員組織が多様化している一方で、教員の所属組織と雇用も多様化してい

る1。また、アメリカでは専門職としてプロフェッショナルが拡大しており（舘,2008）、日本

の大学職員の業務と仕事への取り組み方を探求するためには、この動向についても考察する必

要がある。つまり、プロフェッショナル組織におけるサポート・スタッフのプロフェッショナ

ルへの移行と業務の内容、およびそのことが本来のプロフェッショナルである教員とどのよう

な関係になるのかについてである。 
 この課題は、2008年の中央教育審議会答申「学士課程教育の構築に向けて」において、高度

化・複雑化する課題に対応していく職員の必要性が言われ、2012年の中教審答申「新たな未来

を築くための大学教育の質的転換に向けて－生涯学び続け、主体的に考える力を育成する大学

へ」において、教員のみならず、職員等専門スタッフを育成し、教育課程の形成・編制に組織

的に参画させる必要性が示されており、アメリカにおける専門職としてのプロフェッショナル

の拡大との関係で考察が必要であると考える。また、日本の大学の特徴は、ヨーロッパ型とア

メリカ型の混合物（Clark,1986）である。「大学職員論」の中で海外の大学等の状況に言及し

た論考は23本で、複数の国・地域を対象とした論考もあるので、国・地域ののべ数は35である

が、そのうち最も多いのはアメリカで15本、次いでイギリスが6本である2。米英の大学におけ

る職員のプロフェッショナルへの移行と業務の内容について探求することは、日本の大学職員

の業務の特徴を国際比較の視座から見ることであり、「大学職員論」を深化させることになる。 
米英の大学の職員の業務と雇用についての包括的な研究としては、『高等教育研究叢書』第

79号（大場淳編,2004）がある。それによると、アメリカでは、採用は長期間の雇用契約を前提

とせず、部局の予算の範囲内で必要に応じて行われること、大学職員の機能に焦点を絞った専

門機関が様々な形で存在していることなどが明らかにされている。イギリスについては、上級

職員、それをサポートするスタッフ、秘書などポジションが多数あること、採用等は各部門の

責任者に任されていること、学歴等でレベルが分かれていて日本の昇進するシステムとはかな

り異なること、職員の全国的なネットワーク組織（Association of University Administrators : 
AUA）があり、初任者から上級管理職までの様々な段階のプログラムが提供されていることな

どが明らかにされている。また、アメリカについて、高野（2012）は、アメリカ教育統計セン

ターの統計（National Center for Education Statistics : NCES）をもとに、専門職（professional）
と非専門職（non-professional）の区分があること、教員以外の専門職は教育・研究の支援、学

                                                   
1 二宮ほか（2019）による、新しい専門職であるファカルティ・ディベロッパー、キャリア支援担当者など

の調査の回答者の職名は、教員248人、事務職員178人、その他242人であった。新しい専門職については、

第1章2節「『大学職員論』の対象」を参照されたい。 
2 詳細は第1章3節1項「『大学職員論』の内容」を参照されたい。 



 

 36 

生サービス、機関・組織の支援業務で、学士以上の学位かそれ相当の経験が必要であること、

1987年と2007年の比較で、専門職比率は62％から74％に増加したが、非専門職は38％から26％
に減少したこと、組織は教学側と非教学側に分かれ、非教学側は管理、渉外、学生サービスが

あり、部長が置かれていると述べている。イギリスについては、職員は専門性にもとづきキャ

リア・アップしており、大半はパーマネント雇用である。また、教員でも職員でもない第3の場

（third space）の専門職が生まれており、専門職の拡大は、多様な学生の入学や外部資金によ

る研究プロジェクトの増加などが背景にある（高野,2018）。 
ところで、雇用についてはジョブ型とメンバーシップ型があるが、日本以外ではジョブ型し

かない（濱口,2022）ので、米英はジョブ型、日本の大学職員はメンバーシップ型という雇用形

態に違いがある。しかし、プロフェッショナル組織においてプロフェッショナル（教員）とサ

ポート・スタッフ（職員）の関係にあることは共通している。したがって、本章では、プロフ

ェッショナル組織の特性との関係、すなわち教員と職員の関係を視野に入れて日本の大学職員

の業務を国際比較するために、米英の大学における職員のプロフェッショナルへの移行と、業

務の内容および雇用について明らかにする。 
なお、本章では、米英の大学の職員について、プロフェッショナル組織におけるプロフェッ

ショナルとサポート・スタッフの関係の中で、プロフェッショナルである職員の業務の内容と

雇用を探求するので、「プロフェッショナル・スタッフ」と表記し、プロフェッショナル・ス

タッフを含む全教員・職員については「教職員」または「職員」と表記する。 
 米英におけるプロフェッショナル・スタッフの業務と雇用についは、文献、米英の大学のウ

ェブサイト情報、米英の大学の教職員へのインタビューによる調査を通して明らかにする。ま

ず、文献調査であるが、世界の高等教育をめぐる状況は、2010年を境に留学生数が変化し、各

国の成長戦略において高等教育の役割が高まり、日本においても2008年に「留学生30万人計画」

がだされ、2009年に「大学の国際化のためのネットワーク形成推進」事業（Global30）が開始

された3。このような動向をふまえて、文献調査は2010～2020年の間に公表された論考とした。

アメリカについては、先行研究で参照されていたNew Directions for Higher Educationを検索

し、13本の論考から情報を得た 4。イギリスについては、AUAは高等教育機関の管理職とアド

ミニストレーターを会員とする職能団体で、このような組織はアメリカにはない（大場編,2004）
ので、AUAが発行しているPerspectives : Policy and Practice in Higher Educationを検索し、

17本の論考から情報を得た5。また、検索した論考をもとに、関連する資料や論考からも情報を

得た。次に、ウェブサイト情報であるが、米英の大学のウェブサイトには、当該大学の教職員

および当該大学での勤務に関心を持つ人を対象にしたページがあり、採用、給与等の条件、福

利厚生、能力開発などについて閲覧できる。閲覧した内容については、直接、当該大学に対し

て確認が必要になると考えられるので、情報収集する大学は、研究者の繋がりでウェブサイト

情報について内容の確認が依頼できる大学とした6。公立（州立）大学は、政府および州の規制

                                                   
3 2018年度中央教育審議会大学分科会将来構想部会（第9期）第19回資料。 
（https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/042/siryo/1405510.htm,閲覧日：2021.9.15） 
4 査読付論文、professional、staff、administratorで検索した結果181本の論考が対象となった。タイトルと

抄録から、職員の業務と雇用に関する論考は13本であった。 
5 査読付論文、professionalで検索した結果148本の論考が対象となった。タイトルと抄録（抄録がない論考

は導入部分）から、職員の業務と雇用に関する論考は17本であった。 
6 アメリカについては、American University、George Washington University、University of Maryland, 
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を受けているし、私立大学についても、雇用は政府の法律にもとづいていることがウェブサイ

トから確認できるので、情報収集した大学は米英において一般的な運営が行われている大学で

あるといえる。そして、ウェブサイト情報を収集した大学の中から、インタビュー調査は、了

解を得られたアメリカン大学7（American University）の人事担当学長補佐（文書回答）、ジョ

ージワシントン大学 8（George Washington University）の学科長、およびブリストル大学 9

（University of Bristol）の大学本部所属スタッフ（組織開発担当）に行った。 
以上による調査結果をふまえた本章の構成は、２において職員のプロフェッショナル・スタ

ッフへの移行、３においてプロフェッショナル・スタッフの業務、４においてプロフェッショ

ナル・スタッフの雇用について述べたうえで、５において、大学職員の業務の国際比較を行う。 
  

２．職員のプロフェッショナル・スタッフへの移行 

 

2.1 プロフェッショナル・スタッフの拡大 
イギリスでは伝統的にacademicとeveryone elseに区分され、academicとnon-academic staff、

lecturingとtechnical, administrative, managerial staffのように使われてきた。しかし、1980
年代から、教育の受益者を消費者とみなし、教育・学習への考え方の変化に伴い、教育・学習

を支援する新しい専門職（new professionals）が雇用され始めた。学生数の増加に対する非常

勤講師の活用、大学外の資金による教員ポストの設置やプロジェクト実施のためのスタッフの

雇用などにより、1991年以前にはなかった新しい専門職が生まれ、職名や所属組織の名称は伝

統的なものから新しいものまで幅がある（Gornall,1999）。プロフェッショナルの呼称である

が、professional services staffを短縮してprofessional staffと呼び、イギリスでは管理運営の

上級職から専門職、多様な役割を担うスタッフが該当する（Sebalj et al.,2012）。または、マ

ネジメントの役割を持つがacademicではなく、専門性を持ちながら経営に責任を負うスタッフ

で あ る general manager, specialist professional, niche specialist が 該 当 す る

（Whitchurch,2008）。 
プロフェッショナル・スタッフが本格的に雇用され始めるまでは、facultyでもsenior 

administratorでもなく周辺に位置づけられていたが、大学の本部機能としてコアの位置づけに

なり、また、多くは教育、研究に直接関わる領域を担うようになってきた。それは、第1に、環

境要因として、政府・州の規制の強化により説明責任を果たす方法が高度化したこと、学生構

成が多様化したこと、高等教育機関の同型化が進行したこと、技術進歩によりとりわけITの専

                                                   
Baltimore(UMB)、University of Maryland, Baltimore County(UMBC)の4大学、イギリスについては、

Newcastle University、Oxford Brookes University、The University of Warwick、University of Bristolの
4大学である。 
7 American UniversityはアメリカのワシントンD.C.にある私立大学で、6学部・大学院があり、学生数は約

15,000人である。 
8 George Washington UniversityはアメリカのワシントンD.C.にある私立大学で、10学部・大学院があり、

学生数は約27,000人である。なお、学科長へは2021年10月27日に45分間、オンラインによりインタビューし

た。 
9 University of Bristolはイギリスのブリストル市にある公立大学で、6学部・大学院があり、学生数は約

23,000人である。なお、大学本部所属スタッフ（組織開発担当）へは2022年1月28日に45分間、オンライン

によりインタビューした。 



 

 38 

門家が必要になったこと、第2に、組織構造として、個人への対応の比重が高まり、ルールが複

雑化し官僚制組織が強化されたこと、第3に、大学改革により教員の間でも役割の分化があり、

学生サービスや教育技術などの領域で専門家が必要になったためである。これにより、雇用費

用が増加したのでプロフェッショナルのポストで雇用し、アメリカは、1993年と2011年の比較

でプロフェッショナル・スタッフの人数は倍増し、研究活動の比重が高い大学院博士後期課程

を設置する大学は、職員の半数はプロフェッショナル・スタッフが占めている（Frye & 
Fulton,2020)。イギリスについては、2014/2015年における大学の教職員の中で、プロフェッシ

ョナル・スタッフは23.7％で、他は事務補助職16.7％、現業関係職10.4％であり、教員以外の

職員が50.8％で、教員は49.2％である（Gander,2018）10。本部機能としてのコアの位置づけに

ついては、不動産、財政、IT、図書館、人事などの管理業務が拡大し、専門性が必要になった

が、技術進歩の影響で管理業務と事務スタッフの業務の区分が曖昧になった（Hogan,2014)か
らである。 
 

2.2 教員との関係 
 プロフェッショナル・スタッフの拡大は、同時に専門職グループ間や専門職と教員との境界

を曖昧にした（Lewis,2014)。例えば、オンライン授業は伝統的な授業形態と大きく異なるが、

オンライン授業のモニタリング、進捗管理、学生のモチベーションの維持・向上などの担当教

員への支援は、資源を本部に集約し、実際の教育支援は学部・学科単位に行うことが経費的に

も効果的な方法で、プロフェッショナル・スタッフが本部と学部・学科の両方で担当している

（Guan & Stanford,2016）。 
 教員のプロフェッショナル・スタッフに対する見方であるが、各機関の長のポストにはアカ

デミックの文化やシンボルとしての力が必要で、職員は同じ専門性を持っていても正統とはみ

なされない。研究の担当者は財務や人事の担当者に比べるとハンディがあり、研究資金確保な

どの直接的な支援に対しては教員は価値を見出すが、研究戦略や政策、研究データの収集・分

析は好まれない（Deem,2010)。学位は学術的な共感を示し、プロフェッショナル・スタッフで

修士号取得者はアメリカでは93％、イギリスでは27％、博士号取得者はアメリカでは60％、イ

ギリスでは8％であり、アメリカでは教員との関係はイギリスより対等である（Lewis,2014）。

アメリカの大学の組織は教学側と管理運営側に分かれ、教学側は、総長、学長、副学長のエグ

ゼクティブと、学部長、部長、副学部長、学部長補佐などの教学管理運営職に分かれるが、両

者を合わせて上級レベル管理運営職になる（高野,2012）。上級レベル管理運営職の選任である

が、ジョージワシントン大学の学科長によると、同大学では、学部長と副学部長は教授で構成

される全学の委員会の審査を受け、最低でも1授業は担当し、学科長は学科所属教員の選挙によ

り選出されるとインタビューで答えている。アメリカは、大学の組織の作り方として、学部が

学生・大学院学生・教員の帰属組織であり、教授会などの意思決定の基礎単位で、教育、研究、

運営の基礎単位として完結している点に特徴がある（両角,2011b）。イギリスは、学部・研究

                                                   
10 Higher Education Statistics Agency(HESA) in the UKの統計で、事務補助職（clerical staff）は図書館補

助、事務補助、秘書、タイピスト、受付、電話交換などであり、現業関係職（manual staff）は調理師、緑

化、電気、建設、機械、印刷、管理人、看護師などである。

（https://www.hesa.ac.uk/support/definitions/staff, 閲覧日：2022.1.10） 
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科と学科・専攻のいずれかが重要な組織単位であるかは大学によって異なるが、予算、人事、

教育プログラムなどの実質的な経営責任を持っている（大森,2012）。プロフェッショナル・ス

タッフの最上位であるイギリスの大学のレジストラーの業務は、大学本部の業務を指揮・管理

することで、学部・学科のプロフェッショナル・スタッフからレジストラーに対して報告義務

はない（Duncan,2014）。 

大学は、教育・研究活動の単位として専門分野で構成される学部・学科が並立し、それが組

織運営の基礎単位で自律性を持っている。そして、ジョージワシントン大学の場合は、専門分

野の最小単位の学科の代表は教員の間で選出され、学部長も教員で構成される委員会の審査を

受けており、プロフェッショナル組織である大学では教員が大学の運営の主体であるという考

え方である。このことはプロフェッショナル・スタッフの能力開発に影響する。教員が上司で

ある場合は、能力開発のための時間が必要であることについて理解が得られない（Holmes,2020）
し、学位取得を伴う場合は経済的支援が求められるが、学部・学科の予算規模との関係ではそ

れが困難になる（Patterson,1998）のである。 
  

３．プロフェッショナル・スタッフの業務 

 

3.1 職員の区分 
 米英の政府統計における教員と職員の区分であるが、アメリカは教育統計センター(National 
 

  

エグゼクティブ/管理運営 教育

教育 研究

教育・研究・社会貢献 社会貢献

研究

社会貢献 ライブラリアン/キュレーター/アーカイビスト

大学院生助手 学生・教育支援

その他（支援/サービス）

管理運営

ビジネス・財務

IT/エンジニアリング

技術・プロフェッショナル補佐
地域/社会サービス/法務/アート/デザイン/芸術/ス
ポーツ/メディア

事務・秘書 健康管理

熟練職 サービス

サービス/メンテナンス 【新】販売関係

事務補助

環境/建設/メンテナンス

生産/交通/輸送

大学院生助手

（出所：National Center for Education Statisticsの資料をもとに筆者作成）

図3-１　アメリカ教育省（NCES）の大学教職員の区分の変更

2011/2012年 2018/2019年

プロフェッショナル 教育関係

非プロフェッショナル

ライブラリー・教育支援関係

その他
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Center for Education Statistics : NCES）が教職員数を公表している。NCESは2012/2013年
から教職員の区分を変更し、前年まではプロフェッショナルと非プロフェッショナルに区分し

ていたが、それを止めて職業をもとにした区分を並列的に記載している。これにより、同一の

業務をプロフェッショナル・スタッフとそれ以外のスタッフが担当する場合に、前年まではプ

ロフェッショナルと非プロフェッショナルに分かれていたが、2012/2013年以降は同一の区分

になっている。つまり、プロフェッショナル・スタッフとそれ以外のスタッフの区分は分から

ないのである。図3-1は、2011/2012年と2018/2019年を比較した区分であるが、プロフェッシ

ョナルのその他（支援/サービス）と非プロフェッショナルの技術・プロフェッショナル補佐が

様々な区分に分かれて、統合されていることが分かる。 
イギリスは、高等教育統計局（Higher Education Statistics Agency : HESA）が教学

（academic）と非教学（non-academic）に区分して教職員数を公表しており、表3-1がその区

分と非教学の区分の説明である。教学と非教学に分かれ、プロフェッショナルが区分としてあ

る点で現在のアメリカのNCESの区分とは異なっているが、2011/2012年以前の区分とは類似

している。 
 

 

 
3.2 プロフェッショナル・スタッフの業務 
 アメリカのプロフェッショナル・スタッフの業務であるが、メリーランド大学ボルティモア

校11（University of Maryland, Baltimore：UMB）の職務記述書の構成ではプロフェッショナ

ル・スタッフの業務は区分されている12。図3-2がその構成を示したものであるが、業務分野と

プロフェッショナル・スタッフの区分の両方の組み合わせにより職務記述書が作成されている。

業務分野は業務の共通性により29分野に分かれ、各分野は専門性により小分野に分類されてい

                                                   
11 University of Maryland, Baltimoreはアメリカのボルティモア市にある州立大学で、法律と医学系の7学
部・大学院があり、学部学生数は約1,000人、大学院学生数は約6,000人である。 
12 UMBは、メリーランド州の法律のもとで、州立大学共通の運営が行われている。プロフェッショナル・ス

タッフの職務記述書はUMBのウェブサイトで公表されているが、プロフェッショナル・スタッフ以外のスタ

ッフの職務記述書は、州立大学として共通したものが州のウェブサイトで公表されている。University 
System of Maryland（https://www.usmd.edu/usm/adminfinance/hr/umspp/nonexempt-jobs, 閲覧日：

2021.11.1） 

区分 説明
管理運営職 管理運営職 組織を効果的に運営するための知識と経験を有する。

プロフェッショナル職 プロフェッショナル職
業務に必要な学部卒および/または正式な一定期間の経験を有す
る。

准プロフェッショナル・技術職 准プロフェッショナル・技術職
一定期間のフルタイムの経験を通して、業務に必要な水準を有
する。業務に関連する訓練が提供される。

事務・補助職 事務・秘書職 一般教養があり、業務のスキルに関する訓練が求められる。
熟練職 業務を通して一定期間の訓練が行われている。
ケア/レジャー等サービス職 一般教養があり、業務を通した訓練が行われる。
販売等サービス職 販売に関する教育と業務を通した訓練が行われる。

施設設備操作
車、事務機器、施設設備の操作・修繕についての知識と経験を
有する。

単純業務職
健康、安全、食品衛生、顧客関係についての短期間の経験を有
する。（義務教育終了者）

表3-１　イギリス高等教育統計局（HESA）による大学教職員の区分

教学（academic）
非教学（non-academic）

（出所：Higher Education Statistics Agency in the UKの資料をもとに筆者作成）
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る。例えば、教学分野は11の小分野に分かれる。プロフェッショナル・スタッフの区分は、自

ら業務を行うプロフェッショナルと、50％以上はマネジメントを行う上級プロフェッショナル

に分かれ、それぞれがⅠからⅣの役割レベルに分かれている。 
 

 
 
イギリスのブリストル大学にはグレードがあり、各グレードには、業務の目的、業務の内容、

必要な資格・スキル・知識・経験など膨大な情報が記載されている。表3-2は、その中でプロフ

ェッショナル・スタッフのグレードに記載されている業務の目的である。プロフェッショナル・

スタッフの業務のレベルは、初級から上級まで幅広いことが分かる。グレードは給与基準でも

あり、A～Cのグレードはプロフェッショナル・スタッフ以外に適用されている。なお、グレー

ドI～Mは教員の給与に適用されている。プロフェッショナル・スタッフの区分に関わり、学生

支援を担当する新任のプロフェッショナル・スタッフは、①予算管理、戦略立案、会議運営な

どの業務の基礎、②コミュニケーションや業務の優先順位などの自己管理、③大学内での適切

な関係をつくるための組織文化の理解、④他者と協働するための人間関係、⑤意思決定の5つの 
 

 

教学
芸術
コミュニケーション
データ分析
施設・建築 教学事務
危機管理 教学改革
収益事業 教学プログラム支援
環境保全 入試

上級プロフェッショナル 財務 ビジネススクール事務
学士学位以上、マネジメント経験 総務 教員関係
50％以上はマネジメント 健康管理 組織発展

人事 留学生支援
情報技術 生涯学習

一般的な職名 組織・法令遵守 苦情処理
国際 能力開発
法務
図書館
事務支援
駐車・交通
慈善事業
企画
警察・安全管理
プログラム運営
フィットネス
研究
研究事務
戦略
学生支援
寄付

小分野 分野内の専門性による分類

分野 業務の共通性による分類

区分
プロフェッショナル

学士学位以上
自ら業務を行う

初級 0～2年 課長

専門家 6年以上 上級部長、アドミニストレーター

（出所：University of Maryland, Baltimoreのウェブサイトをもとに筆者作成）

図3-2　メリーランド大学ボルチモア校の職務記述書の構成

Ⅱ 中級 2～4年 次長

Ⅲ 上級 4～6年 部長

Ⅳ

役
割
レ
ベ
ル

経験年数

Ⅰ

グレード 業務の目的
Ｄ 確立されたルーチンと手順の範囲内で、決められた範囲の業務を、求められた水準で行う。
Ｅ 関連する業務をある程度理解したうえで、基準となるルーチンを行い、その範囲内で意思決定もする。
Ｆ 数年の実務経験をもとに関連する業務を理解しており、決められた範囲の業務に責任を持つ。
Ｇ 業務に関連した大学に関する知識、業務の専門的知識とマネジメントが必要で、個人の責任で判断することが求められる。

Ｈ
資格または実務経験を通して、財務および大学のポリシーと手続きについても理解し、業務は計画と調整（外部を含む）、監督
的なものである。

Ｉ 学部や部課等へのアドバイスとサポートを行い、必要に応じて既存の運用手順の見直しや策定も行う。
Ｊ 学部や部課等へのアドバイスとサポート、および人員を含むリソースの取り扱いに関わり、また運用手順を策定する。

Ｋ
複雑な業務経験や専門知識をもとに、業務を管理して意思決定し、また幅広い裁量権もあるので、大学全体への影響を考えるこ
とが求められる。

Ｌ
高度な専門知識を持ち、専門家として責任を果たし、その分野においてトップマネジメントを補佐する。また、1年を超える計画
の策定に関与する。

Ｍ 責任分野でのトップマネジメントとして、マネジャーや専門家集団を指揮する。また、大学の戦略計画を策定する。

表3-2　ブリストル大学のプロフェッショナル・スタッフのグレード

（出所：University of Bristolのウェブサイトをもとに筆者作成）
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能力が求められ、先輩のプロフェッショナル・スタッフが業務を通して指導し、メンタリング

し、フィードバックにより知識やスキルに助言を与えることが、大学において組織社会化する

うえでは有効である（Holzweiss et al.,2019）。 
米英ともにプロフェッショナル・スタッフが担当するいわゆるタテの業務範囲は幅広いが、

ヨコの業務分野の区分は論者により多様である。Bacon（2009）は、プロフェッショナル・ス

タッフを一般（generic）と専門（specialist）に区分し、前者は学部・学科等に所属し、後者は

会計、人事などで大学本部に所属していると述べている。プロフェッショナル・スタッフのア

イデンティティは、専門性から生じる（essential）ものと、状況から生じる（situational）も

のがあり、一般であれば状況、専門であれば専門性の関係にある。しかし、規模が小さい大学

では必ずしも、専門性を持つ人を配置することはできないし、専門のプロフェッショナル・ス

タッフも、大学での勤務が長いと状況の影響を受けるのである。Whitchurch（2008）は、従来

は、教員との関係では、プロフェッショナル・スタッフの業務は管理運営であったが、プロフ

ェッショナル・スタッフの拡大により、境界型（bounded）、境界横断型（cross-bounded）、

無境界型（unbounded）になっていると述べている。境界型は専門性を基礎に正確性と継続性

が重視され、境界横断型は大学の手続き・知識と外部環境を理解して業務を行い、無境界型は

将来の組織の発展に焦点を合わせた業務である。管理職を対象にしたインタビュー調査では、

境界型が50％、境界横断型が33％、無境界型が17％であったと述べている。教員とプロフェッ

ショナル・スタッフの業務が重なる領域の業務を行うのが第3領域のプロフェッショナル（third 
space professional）である。プロフェッショナル・スタッフは、財務やITを担当するspecialist
と、企画、研究支援、入試などを担当するgeneralistに区分できるが、第3領域のプロフェッシ

ョナルは、generalistの領域で高い専門性が必要になる質保証、研究マネジメント、教育開発な

どを担当している。また、イギリスに比べて、アメリカのプロフェッショナル・スタッフは明

確な専門性と自律性を持っている（Akerman,2020）。 
 以上から、プロフェッショナル・スタッフの業務範囲は初級から上級、さらにはマネジメン

ト担当と幅広く、業務分野は、教員が行う教育・研究活動に直接関わる業務と、財務や人事な

ど間接的に関わる業務に区分できる。教員の教育・研究活動に直接関わる業務でも、学部・学

科等で業務を行う場合と、ITや学生支援など大学本部に集中している業務がある。プロフェッ

ショナル・スタッフの業務は、日本の大学職員の役割・職務と大きく異なるわけではない（高

野,2012）といえる。 
  

４．プロフェッショナル・スタッフの雇用 

 

4.1 採用、異動、昇進・昇格 
職員の雇用であるが、アメリカン大学（AU）では、職員はフルタイムとパートタイムに区分

され、フルタイムは週28時間以上の勤務を3カ月以上継続する者、パートタイムは週28時間未

満の勤務者である。フルタイムの職員の採用は、各学科が大学から割り当てられたポストと人

数の範囲内で、大学の人事方針と手続きに従って行う。各学科が新しいポストを置いたり、現

在のポストを変更する時は大学の人事部と協議する。それは、給与はその分野の社会的水準と、

学内の他のポストとの均衡性の中で決まるからであり、その分野の社会的水準や人材の需給状
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況は各学科が情報を持っているからである。採用された職員は個別契約ではなく、ウェブサイ

トで公開されている人事マニュアルの基準や手続きにもとづいて、雇用に関する事項が運用さ

れている。第2節2項で述べたように、学部・学科が組織運営の基礎単位であり、各学科は大学

からポストと人数を割り当てられており、大学の人事方針と手続きに従って職員を採用するの

である。なお、パートタイムの職員は大学の人事部が管理し、1年毎の契約である。大学は募集

しているポストを人事部のウェブサイトで公表しており、各ポストには資格・条件などが詳細

に示されており、業務の経験も資格に含まれる。なお、ポストは、①幹部（executive staff）、

②上級職（senior staff）、③管理・専門職（administrative/professional staff）、④実務を担

当する事務・秘書・技術等のスタッフ（clerical, secretarial, technical, skilled craft and service 
position）の4つに区分されており、①および②には学長補佐や学部長などの教員役職者も含ま

れる。アメリカでは、プロフェッショナル・スタッフであるアドミニストレーターは労働基準

法（Fair Labor Standards Act）の適用、すなわち超過勤務手当の支払いから除外される

（exempt）が、それは業務を自己決定できるからである（Wilk,2016）。AUも管理・専門職は

超過勤務手当の支払いから除外されている。また、大学の人事部は、各学科が行う職員の募集

と選考を支援している。 
ブリストル大学（UB）について、大学本部所属スタッフ（組織開発担当）は、プロフェッシ

ョナル・スタッフのほとんどは単年度契約ではない open-ended 契約だが、66 歳を年齢上限に

しているとインタビューで答えている。また、フルタイム勤務者が 2,000 人（75％）、パートタ

イム勤務者が 700 人（25％）である。さらに、単年度契約もあり、それは研究ファンドなどに

よる雇用の場合であると大学本部所属スタッフ（組織開発担当）は答えている。 
異動、昇進・昇格について、AU では、職員は募集が行われているポストに応募することが

できる。また、学部長や学科長は、業務がなくなった時などは、同じ学部・学科内の同じレベ

ルのポストに異動させることができ、大学は他の学部等に異動させることができる。先述した

とおり、フルタイムの職員は学部・学科が採用することができるが、大学としては手続きの統

一性とポスト間の給与の均衡性をとる必要があるので、人事部が常に採用、異動、昇進・昇格

に関わっている。大学本部所属スタッフ（組織開発担当）によると、UB ではプロフェッショ

ナル・スタッフの異動はほとんどないが、自らの意思で変わりたい場合は shadowing scheme
があり、1～2 カ月間仮に働くことができる。しかし、昇進の基準はないので、新しいポストへ

の応募はリスクを伴うとインタビューで答えている。 
 

4.2 プロフェッショナル・スタッフの雇用状況 
 米英における職員の雇用状況であるが、アメリカでは先述したとおり、NCESの区分が

2012/2013年から変更になったため、プロフェッショナル・スタッフに限定した雇用状況は分

からない。Frye & Fulton（2020）は、2016年の状況について、プロフェッショナル・スタッ

フの人数を124万人と推定したうえで、女性が3分の2、白人が3分の2であるが、フルタイムの

教員、特に上級クラスと比較すると女性比率が高いと述べている。イギリスについては、プロ

フェッショナル・スタッフの54.2％は女性で、open-ended契約が83～84％であるのに対し、教

員は男性が55％、教授では78％でジェンダー・バランスの違いがある（Hogan,2014）。 
イギリスのプロフェッショナル・スタッフの専門職団体である AUA の会員を対象にした
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Gander（2018）のキャリアについて調査の回答者は、女性が 73.5％、40-49 歳層が 39.7％、

修士以上の学位取得者が 60.3％で、10 年以上の勤務経験者が 84.6％、10 年以上現在の大学に

勤務している人が 42.2％、フルタイムが 89.0％、open-ended 契約が 87.5％である。Holmes
（2020）は、イギリスの大学のプロフェッショナル・スタッフを対象に能力開発に関する調査

を行っているが、その回答者は、フルタイムが 75.1％、open-ended 契約が 66.9％で、現在の

大学のみでの勤務経験者は 65.9％である。また、第 3 節 2 項で述べたように、プロフェッショ

ナル・スタッフのいわゆるタテの業務範囲は幅広いが、アメリカの大学スポーツを担当する部

に所属するプロフェッショナル・スタッフの比率は、初級が 50％、中級が 45％（初級に近い

中級が 35％、上級に近い中級が 10％）、上級が 5％である（Ott & Beaumont（2020）, p.92）。
以上から、プロフェッショナル・スタッフは階層化された業務の中で、ジョブ型の雇用であり、

フルタイムで、open-ended 契約、すなわち雇用期間は定められておらず、多くが同一大学に勤

務しているといえる。 
  

５．大学職員の業務の国際比較－プロフェッショナル・スタッフに関する考察－ 

 

5.1 プロフェッショナル組織の特性との関係 
大学職員の業務の国際比較について、プロフェッショナル組織の特性との関係では、第1に、

プロフェッショナル・スタッフが拡大している背景についてである。プロフェッショナル・ス

タッフの拡大は、academicとnon-academicという区分への批判が根底にあると考えられる。こ

の区分が、大学環境の変化の中で、プロフェッショナル組織は、仕事が複雑で精巧さが求めら

れると、専門的なサポート・スタッフが必要になること（Mintzberg,1989）、業務の実態として

境界が曖昧になったこと、および教員中心の運営に対して職員が対等性を求めたことから、プ

ロフェッショナル・スタッフが拡大したといえる。職員が対等性を求めたのは、専門分野であ

る学部・学科は部内者と部外者を区分し、教員全体の文化は大学人（academic man）であると

いう信念（belief）（Clark,1986）が底流にある。そして、教員とプロフェッショナル・スタッ

フの業務が曖昧になっていることが、教員とプロフェッショナル・スタッフの緊張を高めてい

る面があるが、信頼にもとづく個人の相互依存関係により、共創、協働、効果的な業務を行う

ことが可能になり、学生募集や研究費確保などの成果を生んでいる（Gibbs & Kharouf,2022）。
また、学生の在学率と標準年限での卒業率が、学生の学習成果として評価されるので、アカデ

ミック・アドバイザーは、卒業後のキャリアとの関係で早い時期に専攻を決めるようにアドバ

イスすることや、カリキュラムへの関わりが求められ、キャリア・アドバイザーとの機能的な

統合が必要になっている（Lyuch & Lungrin,2018）。プロフェッショナル・スタッフの拡大に

より、教育・研究の質向上のための協働は必要であるし、避けられない課題で、教員の研究と

教育の両立の面で大学にも好影響を与える（Zilvinskis et al.,2017）のである。 
第2に、プロフェッショナル・スタッフの業務分野についてである。プロフェッショナル組織

におけるサポート・スタッフは、教員が行う教育・研究活動に直接関わる業務と、間接的に関

わる業務の両方を担っており、財務や人事などの後者の業務分野は専門性が求められてきた。

また、プロフェッショナル・スタッフの業務範囲は、初級から上級、マネジメントと幅広く、

プロフェッショナル組織において階層化されている。しかし、大学環境の変化により、教育・
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研究活動に直接関わる業務分野についても専門性が求められ、その中でも高い専門性を前提と

する質保証、研究マネジメント、教育開発などの業務分野が「第3領域」に該当する。第3領域

は、本来は教員の業務であったと見ることもでき、教員とプロフェッショナル・スタッフの業

務の重なりが特に大きく、両者の境界は曖昧になるといえる。なお、日本においても、第3領域

の業務については、2000年前後以降、専門職の必要性が答申などで矢継ぎ早にだされ、政府の

時限付の補助金で雇用されていることが多く（二宮ほか,2017）、第3領域についてはイギリス

と同様に日本においても存在している。 
第3に、米英におけるプロフェッショナル・スタッフへの移行とプロフェッショナル研究との

関係である。西脇（2013）は、組織と個人の関係を軸にしたプロフェッショナル研究は、専門

職従事者としてのプロフェッショナルとそのマネジメントを論じている研究（官僚制ベース研

究）と、知識の担い手としてのプロフェッショナルとそのマネジメントを論じている研究（知

識ベース研究）に大別できると述べている。官僚制ベース研究は、プロフェッショナルは知識

の保有の有無で非プロフェッショナルと区別され、組織との関係は専門知識に根ざす権威によ

り仕事を統制することができる。知識ベース研究では、プロフェッショナルに相応しい仕事を

する人が該当し、組織はプロフェッショナルがつくり出す協働体系である。知識ベース研究は

1990年代以降本格化するが、知識の重要性が認識され、社会の変化や競争からプロフェッショ

ナルを論じるようになった。プロフェッショナル組織は、プロフェッショナルやそれに準じる

専門職従事者・知識労働者を雇用し知的業務を提供するが、それは、①専門的タスクは専門組

織によって行われ、大規模化する、②タスクが1つの専門性の範囲に収まらない、③IT化により

プロフェッショナル同士の連携が容易になっているからである。プロフェッショナル組織にお

けるプロフェッショナルとサポート・スタッフの関係が官僚制ベース研究だが、プロフェッシ

ョナル・スタッフの業務と教員との関係は知識ベース研究であり、米英におけるプロフェッシ

ョナル・スタッフへの移行は、官僚制ベース研究から知識ベース研究への流れといえる。 
以上から、米英におけるプロフェッショナル・スタッフへの移行と拡大、および業務の内容

と、プロフェッショナル組織の特性との関係は、日本の大学職員についても該当するものであ

り、日本の大学職員は、米英のプロフェッショナル・スタッフと同様の環境の中にあるといえ

る。 
 
5.2 雇用形態との関係 
 雇用形態については、米英はジョブ型、日本はメンバーシップ型という違いがある中で、米

英のプロフェッショナル・スタッフの業務と雇用を探求してきたが、第1は、両者の違いである。

ジョブ型は職務が明確であり、業務の内容、役割、求められる知識・スキルなどは職務記述書

に明記され、業績評価とも関わって、職員のグレードや期待される水準が示されている。つま

り、職務が起点となって採用が行われ、新しい職務への異動や昇進・昇格は本人の意思による。

これを組織の側から見ると、プロフェッショナル・スタッフの流動性があってもポストとして

の職務は変わらないし、職務が明示されていることは組織として持っている知識も可視化され、

維持されると考えられる。これに対してメンバーシップ型は、職務を構成する業務の内容と役

割は相対的に独立しており、異動と昇進・昇格による仕事経験を通して、業務と役割が個人の

中に蓄積されていく。ジョブ型とメンバーシップ型の違いを個人の側から見ると、ジョブ型は
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個人の意思で職務を選択できるが、メンバーシップ型は受動的に職務が決まるといえる。 
 第2に、ジョブ型の雇用の実態である。プロフェッショナル・スタッフの多くはopen-ended
契約、つまり雇用期間の定めがなく、同一大学のみでの勤務経験者が多く、メンバーシップ型

と外形は相似している。このことから問題も生じており、昇進の機会への期待と現実の差に対

する不満である（Gander,2018）。寮・住居の担当部署では、初級レベルでの経験は2～4年で、

伝統的には内部昇進だったが、マーケティングや設備エンジニアなど専門性が求められる領域

は外部人材が採用されている（Ellett et al.,2020）。また、多くの人が職名に満足しておらず、

それは、職名は業務の出発点で、担当業務や知識・スキルを説明し評価されるものだが、大学

内外での通用性に課題がある（Melling,2019）からである。以上のとおり、ジョブ型の実態は

長期間の雇用になっており、それが昇進や職名の問題になっている。 
第3に、ジョブ型とメンバーシップ型の違いをどのように見るかである。職務には業務の内容

と役割の両方があり、財務のマネジャーは財務分野の業務とマネジャーの役割の両方を担って

いる。ジョブ型は職務が明確であるので、仕事経験により業務の内容の深化、つまり専門性の

深化と役割の深化がある。これに対してメンバーシップ型は、異動や昇進・昇格があるので組

織内外の人間関係を広げることができる。職務の中の役割は、職位により権限が決まっている

ので、部課の規模等により違いはあってもほぼ同様の水準で仕事経験を積むことができる。業

務の内容は異動があるので、幅広い業務が経験でき、各業務の関係性を理解することができる

が、1つの分野、つまり専門性を深化させることは容易ではない。米英のプロフェッショナル・

スタッフの状況から日本の大学職員に対して示唆を得るためには、ジョブ型とメンバーシップ

型の違いふまえ、知識ベース研究においてプロフェッショナルに求められる、専門性と知識の

担い手の連携の両立を検討する必要がある。 
  

６．まとめ 

 

 本章においては、プロフェッショナル組織の特性であるプロフェッショナルとサポート・ス

タッフの関係から、米英の大学におけるプロフェッショナル・スタッフの拡大、およびその業

務の内容と雇用について探求してきたが、その内容を次のとおり整理しておきたい。 
第1に、プロフェッショナル・スタッフが拡大してきた背景である。それは、大学環境の変化

によるもので、政府の規制の強化により説明責任が強く求められること、学生構成の多様化に

伴い、学生支援は個人を対象にした支援が拡大したこと、IT技術の進歩により教育、研究を行

ううえで教員、学生双方に専門的な支援が必要になったこと、教員の間でも役割の分化が進ん

だことなどである。大学環境の変化は社会の大きな流れの中で生じており、それはプロフェッ

ショナル研究における官僚制ベース研究から知識ベース研究への流れとして見ることができる。

また、academicとnon-academicという区分への批判が根底にあることも、プロフェッショナ

ル・スタッフが拡大してきた背景である。大学環境の変化は日本においても同様であるし、第

1章で見た「大学職員論」の論考も、当初は大学職員の役割・位置づけに関わるものが多かった

点では同様である。 
第2に、プロフェッショナル・スタッフの拡大は、従来の教員と職員の境界を曖昧にしている。

第3領域として教員との業務の重なりが特に大きいプロフェッショナル・スタッフも存在する
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が、多くのプロフェッショナル・スタッフの業務は、プロフェッショナル組織におけるサポー

ト・スタッフの分野である。しかし、大学環境の変化は、業務が複雑で精巧さが求められると、

専門的なサポート・スタッフが必要になるというプロフェッショナル組織の流れ

（Mintzberg,1989）になっており、教員とプロフェッショナル・スタッフの境界を曖昧にした

といえる。また、大学環境の変化は、プロフェッショナル・スタッフと補助的役割のスタッフ

や業務委託先との関係についても、業務の境界が曖昧になるという影響を与えていると考えら

れる。 
第3に、職員の業務について、日本と米英の間で大きな違いはないし、それが階層化されてい

ることも共通している。また、雇用についても、ジョブ型の雇用の外形はメンバーシップ型と

相似している。 
 第4に、大学環境の変化は、プロフェッショナル・スタッフの専門性だけではなく、タスクが

1つの専門性の範囲に収まらないので連携が重要になっている。2017年の大学設置基準の改正

により教職協働に関する条文が追加されており、大学職員が教員を始めとして大学の内外と幅

広く連携する中で、大学の教育、研究、運営を発展させていくことが求められている。メンバ

ーシップ型は、ジョブ型に比して専門性の深化は容易ではないが、幅広い人間関係を築くこと

ができるので、連携の可能性については優位ではないかと考えられる。 
 米英のプロフェッショナル・スタッフの状況から、日本の大学職員の人材育成について示唆

を得るためには、大学職員の業務そのものを分析する必要がある。1つは、各部課の業務が専門

性と連携の観点から見てどのような特徴があるのかということであり、もう1つは、大学職員が

異動と昇進・昇格をする中で、業務と役割をどのように深化させているかということである。

本章において、米英のプロフェッショナル・スタッフと日本の大学職員の役割と業務は大きく

異なるものではないことが明らかになり、また同時に、大学職員の業務と仕事への取り組み方

を探求するためには、上記の点を明らかにすることが必要になったと考える。 
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第４章 大学職員の人材育成課題の類型化 

 

 

１．はじめに 

 

 組織の成長・発展にとって人材育成は重要であることから、心理学、教育学、経営学など様々

な分野で研究が蓄積されてきた。本稿では、人材育成を、個人の主体性にもとづく学習・成長

と、それを支援する組織の側の働きかけの両方を含めた意味で表記しており、大学職員の人材

育成は、大学の教育、研究、運営の質向上のために着実に取り組まれるべき課題である。その

際に、これまでに蓄積された諸理論の知見を適用することは、研究成果を実践に活かすことで

あり、人材育成を効果的に行うことができる。そこで、大学職員の人材育成について、関連す

る研究分野の知見を適用すれば、有意義な示唆が得られると考えられる。大学職員の人材育成

は実践を伴う課題であるので、本稿では「人材育成課題」と表記し、本章においては、大学職

員の人材育成課題を類型化し、人材育成に関連する研究分野との対応関係を考察する。 

本章は、まず２において、第 1 章で考察にした「大学職員論」の論考をもとに、「大学職員

論」の中で取り上げられている人材育成の内容を分類する。次に３では、大学職員の人材育成

において前提と考える自律性、実践、ポテンシャル、およびマネジメントとリーダーシップに

ついてその内容を確認する。そして４において、まず、人材育成課題を類型化するための枠組

みを整理した上で、「学習」の意味、および人材育成に関連する研究分野の内容を確認する。そ

して、５において、４で整理した枠組みに２で分類した「大学職員論」の論考をあてはめ、人

材育成に関連する研究分野と、「大学職員論」が取り上げた人材育成課題との対応関係の整理を

試みる。 

 

２．「大学職員論」における人材育成に関する研究 

 

2.1．「大学職員論」の論考の分類方法 

第 1 章で述べたように、大学職員への関心は、大学改革の必要性に対する認識が高まる 1990
年代後半から、高等教育に関係する学会誌・紀要で、論文、事例研究、研究ノート、報告など

様々な形で公表されてきた。第 1 章で取り上げた 11 の学会誌・紀要 １に、1998 年から 2020
年の間に掲載された「大学職員論」の 182 本の論考のうち、職員を対象としたものは 150 本

（82.4％）あり、「職員」区分の内訳では 98 本（65.3％）が人材育成に関するものである。こ

れは全論考数の 53.8％であり、「大学職員論」の関心の中心は人材育成であるといえる。第 1 章

において、人材育成に含めた論考の内容は、研修・大学院、専門性・専門職、業務関係（プロ

ジェクト業務、評価制度、人事異動等）、現状（調査を含む）、海外の大学等の状況であるが、

人材育成に関連する研究分野の知見が適応できるように、98 本の論考を改めて分類する。人材

                                                   
１ 『大学行政管理学会誌』（大学行政管理学会）、『大学教育学会誌』（大学教育学会）、『高等教育研究』（日本

高等教育学会）、『大学アドミニストレーション研究』（桜美林大学）、『大学研究』（筑波大学）、『大学経営政

策研究』（東京大学）、『大学論集』（広島大学）、『高等教育研究叢書』（広島大学）、『東北大学高等教育開発セ

ンター紀要』（東北大学）、『東北大学高度教養教育・学生支援機構紀要』（東北大学）、『名古屋高等教育研

究』（名古屋大学）である。 
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育成には個人の学習・成長と組織の側の働きかけの両面があるが、両者は相互に関連している

ため、「大学職員論」の論考を分類する ２ために、横山・尾形（2018）による個人の能力獲得に

関する研究の整理を参考にする。すなわち、①能力そのものに関するコンピテンシーについて

の研究群、②能力獲得の具体的な方法として学習に関する研究群、③能力獲得の学習を促進す

る要因に関する研究群の 3 つであるが、②と③は密接に関係しているため、能力の内容と能力

の獲得に関わるもの（学習とその促進要因）に区分して分類する。 
 

2.2.「大学職員論」の人材育成に関する論考の分類 

2.2.1.能力 

 表 4-1 は、能力の内容を明らかにする方法により論考を分類したものである。その方法は、

①実際の仕事や経験によるもの、②調査を含む海外および国内の事例を紹介するもの、③アン

ケートやインタビュー調査によるもの、④特定の人材の成長プロセス（ヒストリー）を追うも

のに分類でき、約 30％が仕事経験を取り上げ、半数がアンケート・インタビュー調査により能

力の内容を明らかにしている。 
 

          

 
次に、能力の内容であるが、表 4-2 が、複数の分類に当てはまる論考をそれぞれに計上した

結果である。他業種にも共通する能力や、大学職員として業務を行ううえで求められる一般性

の高い能力と、大学の業務に関わって専門的要素がある能力、および管理職に大別できる。一 
 

          

 

                                                   
２ 「大学職員論」の内容の区分と同様に、論考のタイトルおよび要旨（抄録、abstract など）から分類し

た。 

方法 件数（％）
実際の仕事・経験 29（29.6％）
海外・国内事例の紹介 17（17.3％）
アンケート・インタビュー調査 49（50.0％）
成長ヒストリー 3（3.1％）

計 98（100.0％）

表4-1　能力の内容を明らかにする方法

（出所：筆者作成）

分類 内容 件数（％）
一般性が高い能力 73（73.0％）

入学審査 1
学生支援 2
教務 6
図書館 5

キャリア支援 2

国際交流 4

認証評価・IR 2

全分野 2

計 24（24.0％）

管理職（経営人材） 3（3.0％）

100（100.0％）

（出所：筆者作成）

専門的要素が
ある能力

表4-2　能力の内容

合計
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般性の高い能力は、職務遂行能力や大学職員として必要になる知識や技能・スキル、大学の管

理運営を担いトップマネジメントを支える人材として必要になる能力 ３などである。専門的要

素がある能力は、入学審査、学生支援、学習支援や教学マネジメントなどの教務、図書館、キ

ャリア支援、国際交流、認証評価や IR（Institutional Research）などである。能力の内容は、

一般性の高い能力が 73％を占めている。 
 

2.2.2.能力の獲得 

表 4-3 は、能力の獲得についての分類である。全ての論考が学習や学習を促進する要因につ

いて言及しているわけではないが、学習については大学院と研修が取り上げられている。大学

院については、大学の職員を養成のための国内および海外の大学院修士課程のカリキュラム内

容、プロフェッショナル・スクールとしてのあり方、修了生の状況などである。研修について

は、Off-JT（Off-the-Job Training）として、教育・学習支援、IR、図書館などの専門的要素が

ある研修と、OJT（On-the-Job Training）や SD（Staff Development）として、職務遂行能力

を効果的に向上させるためのあり方が取り上げられている。 
学習を促進する要因については、業務を通じて獲得した能力の内容や、学ぶ契機となった業

務の内容、国内および海外の専門職団体の概要、自主的勉強会への参加による効果などである。

業務を通して能力を獲得したものが 25％あり、仕事経験は学習になっている。なお、能力の獲

得に関連して、人事異動やジョブローテーションなどの人事制度や人事評価制度を取り上げて

いる論考も 17 本ある。 
 

           

 

３．人材育成において前提とする事項 

 

3.1.大学職員の人材育成を考察する際の前提 

 「大学職員論」は高等教育政策課題と関係しており、各種答申において大学の自律化と事務

組織、職員の重要性について言及されたことにより論考数が増加してきたが、大学職員の側か

らも、事務職としての受動的役割から、大学の管理運営において能動的・主体的役割を果たす

ことの必要性が自覚されてきたことが背景にある。また、変化の激しい時代には、能動的・主

体的に仕事をすることが求められるし、専門性が求められる領域も拡大している。同時に、そ

れは大学職員のキャリア形成に繋がる課題である。人材育成は、個人の主体性にもとづく学習・

                                                   
３ 「大学職員論」では、大学経営人材、大学運営・経営のエキスパート、中核職員、大学アドミニストレー

タ、学術・経営専門職などの呼称が論者の意図により使われている。詳細は第 1 章 2 節「『大学職員論』の対

象」を参照されたい。 

区分 内容 件数（％）
大学院 15（22.1％）
研修 26（38.2％）

計 41（60.3％）
業務 17（25.0％）
専門職団体 6（8.8％）

自主的勉強会 4（5.9％）

計 27（39.7％）

68（100.0％）

（出所：筆者作成）

表4-3　能力の獲得

学習

学習を促進する要因

合計
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成長と、それを支援する組織の側の働きかけの両面があり、また、業務を遂行するうえではマ

ネジメントとリーダーシップが必要である。そこで、大学職員の人材育成課題を類型化するに

あたり、個人の主体性に関すること、およびマネジメントとリーダーシップについては、人材

育成において前提とする事項とし、その内容を確認しておきたい。 

 

3.2.個人の主体性に関すること 

3.2.1.自律性－「自律」と「自立」 

 「自律（autonomy）」は、外部からの制御から脱して、自身の立てた規範に従って行動する

こと（広辞苑第 5 版）であり、対義語は「他律（heteronomy）」である。また、「自立（independence）」
は、他の援助や支援を受けず、自分の力で身を立てること（広辞苑第 5 版）で、対義語は「依

存（dependence）」である。いずれの語も個人と組織の両方について使われるし、また対義語

から分かるように、相手（他者）があることが前提である。「自律」は意思決定の側面を重視し

て自らが定めた基準に従って行動する、すなわち自己をコントロールすることに対して、「自立」

は身体や経済の独立を強調しているといえる。 
「自律」と「自立」は多様な領域で使われているが、ビジネスの現場については、個人が既

存の慣習や考え方に縛られない状態が「自立」であるのに対して、「自律」は他に依存しないと

同時に、自らの行動ルールを持ち、主体的に目的を達成するものである（佐藤剛,2006）。また、

鈴木（2007）は、自分を律すると同時に自分で立つことも含めて「自律」と定義している。さ

らに、看護師の専門性に関わっては、自律性は専門職としての職務行動を決定し、行動化する

ための自由裁量権と責任であり、その内容は、認知能力、実践能力、具体的判断能力、抽象的

判断能力、自立的判断能力で構成されている（山口,2009）。 
 

3.2.2.実践 

 実践の意味は、一般的には人間が何かを行動によって実行することだが、人間の倫理的行動

や、人間が行動を通じて環境を意識的に変化させることも含まれている（広辞苑第 5 版）。本稿

は、大学職員の業務と仕事への取り組み方を類型化し、体系的なものとして整理することによ

り、大学職員の人材育成課題と架橋することが目的であり、主体性を強調して仕事への取り組

み方と表記しているので、「実践」については積極的な意味づけを行う必要がある。実践

（practice）は、行動やコミュニケーション、問題解決、作業、説明責任などの基盤となる共通

の手法や基準で、新しい状況に対処し、新しい知識を生み出すための資源になる（Wenger et 
al.,2002）。また、実践の基本原則は仮想世界（virtual world）における実験で、仮想世界は現

実世界を再設定し、表現したものである（Senge,1990）。さらに、実践は、ものごとを変えるた

めに振り返り、行動することである（Kolb,1984）。以上から、実践とは、知識を生み出したり

応用する具体的な行動であるといえる。このことから、第 1 章 1 節で述べたように、本稿では、

実践とは、知識を生み出したり応用する具体的な行動で、それは大学職員の職務の遂行である

仕事の場で行われるものと定義している。 
 なお、実践から生み出される知識、すなわち「共通の手法や基準」（Wenger et al.,2002）に

ついて、看護師の場合は、①患者の容態や病状の変化を認識できる「質的差異の識別」、②多様

な患者の共通問題に対応する中で、時間をかけて他の看護師とも同様の認識を共有する「共通

認識」、③体験談から得たことを、新たに生じる疑問と突き合わせる中で生まれ、検証される「予
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測・予期・構え」、④経験を積むことで、構えにつながる予備知識が形成される「判例と個人的

知識」、⑤専門的な状況下で、その状況を熟知している者でしか用いない言葉である「格率」、

⑥業務範囲の拡大に伴って増える仕事である「想定外の業務」の 6 領域がある（勝原,2012）。 
 

3.2.3.ポテンシャル 

ハイポテンシャル人材は、同僚たちを常に大きく上回る業績を上げ、会社文化・価値を反映

する行動を模範的に示し、同僚よりも迅速・効率的に成長し、成功するために高い能力を示す

人である。その基本要素の第 1 は、他者から信頼される方法で優れた業績を上げることである。

第 2 は、新たな技量を身につけることである。昇進していくに従い、技術的知識に優れている

ことは戦略的思考や人にやる気を起こさせるスキルと比較して価値が薄れていく場合もあるの

で、知識を増やす難しさと同様に放棄する難しさに対応することが求められる。第 3 は、行動

が重視されることを認識し、ロールモデル兼教師へと行動を変化させ示すことが求められる

（Ready et al.,2010）のである。 
 

3.3.マネジメントとリーダーシップ 

 マネジメントとリーダーシップについて、マネジメントは、現在のシステムをうまく機能さ

せ続けることが目的で、階層とシステムを通して機能し、複雑さに対処するものである。具体

的には、計画立案、予算策定、組織化、人的配置、コントロールと問題解決などである。これ

に対して、リーダーシップは、組織をより良くするための変革を推進するために、障害を乗り

越えてでも実現できる力で、人と組織文化に訴えかけることで機能するものである。具体的に

は、ビジョンや戦略をつくり上げることや、戦略の遂行にむけて、それに関わる人々を結集し

たり動機づけることである（Kotter,1999）。金井（1991）は、ミドル・マネジャーの研究から、

マネジメントの両義性、すなわち「表のマネジメント」と「裏のマネジメント」を明らかにし

ている。表のマネジメントは、人を通じてことを成し遂げる、すなわち人にやってもらうこと

で、マネジャーの方が上に立つものとしてより多く知っていることを前提とし、職位にもとづ

くパワー（フォーマル・リーダーシップ）が基盤となる。これに対して、裏のマネジメントは、

一緒に何とかすることで、マネジャーだからといってよりよく知っているとは限らないことを

前提とし、異質な部下たちの相互接触の触媒となること（セルフ・リーダーシップ）を基盤と

している。 
金井（1991）による、表のマネジメントとフォーマル・リーダーシップ、裏のマネジメント

とセルフ・リーダーシップは対応しており、いずれも Kotter（1999）によるマネジメントとリ

ーダーシップの区分に類似している。マネジメントとリーダーシップの相互関係については、

マネジャーが、付与されたマネジメントの権限を、どの程度行使するかを決めることがリーダ

ーシップである（Mintzberg,1975）。また、リーダーシップとは、人間の視点を高め、成果の基

準を上げさせ、人間の人格をして制約を超えさせるもので、そのようなリーダーシップの素地

として、実行と責任の原則、高い成果の基準、人と仕事に対する敬意を、日常の仕事において

確認するというマネジメントを行うことが重要である（Drucker,1993）。 
以上から、マネジメントとリーダーシップには差異はあるが、金井（1991）が「表のマネジ

メント」と「裏のマネジメント」と述べているように密接に関連している。また、マネジメン

トは責任を伴ってプロセスを安定させることで、リーダーシップはプロセスを新しくしたり良
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くしたりすることであるが、そのためにはメンバーに新しいスキルや価値を学んでもらわなけ

ればならないので、人はマネジメントをしつつ、同時に良い方向を意識して行動している

（Schein et al.,2019）。つまり、マネジメントとリーダーシップは同時に行使されていると考

えられる。 
 マネジメントとリーダーシップが重要な職務であるマネジャーにとっては、自ら考えて行動

する能力が最も重要な資質であり、3 つの教訓を学習している。第 1 は、自分の仕事は自分で

管理することである。仕事の範囲と優先順位を決めて、戦略上の目標の実現に邁進するのであ

る。第 2 は、必要な資源は自ら調達してくることである。制約を回避する方法を綿密に計画し、

長期戦略を立てているのである。第 3 は、代替案の存在を認識し活用することである。つまり、

真に有能なマネジャーは、個々の課題や仕事ではなく、組織や自分のキャリアといったより広

い文脈に従って行動している（Ghoshal & Bruch,2004）。 
Mintzberg（1975）は、マネジャーが、権限にもとづく対人関係を通じて、情報にアクセス

し、意思決定するための 10 の役割モデルを提示している。まず、組織単位の長としての看板的

役割（figurehead role）、組織に属する人々の仕事に責任を負うリーダー的役割（leader role）、
自分の担当組織以外との接触であるリエゾン的役割（liaison role）の 3 つは、対人関係

（interpersonal roles）である。次に、情報を求める監視者の役割（monitor role）、自分が保

有している情報を他者に提供する散布者の役割（disseminator role）、情報の一部を組織の部外

者に送り届けるスポークスマンの役割（spokesman role）の 3 つは、情報関係（informational 
roles）である。最後に、担当する組織を改善し、変化する状況に適応させようとする企業家の

役割（entrepreneur role）、何らかの変化にやむなく対処する障害排除者の役割（disturbance 
handler role）、組織内の誰が何を受け取るのかを決める資源配分者の役割（resource allocator 
role）、マネジャーの重要な職務である交渉者の役割（negotiator role）の 4 つは、意思決定関

係（decisional roles）である。同時に、10 の役割は統合的な職務で、能力は自分の仕事に対す

る洞察力によって左右され、自分の仕事について内省できる（introspective）マネジャーが、

職務をうまくこなすことができるのである。 
また、プレイヤーとマネジャーでは果たすべき役割とスキルが異なることにも留意しなけれ

ばならない。それは、管理職への移行は、スキルやコンピテンシーの獲得や新たな人間関係の

発生だけにとどまらず、深いレベルのアイデンティティの転換を伴うからである。管理職にな

ることは、仕事を自分でやるのではなく、部下や他部署をうまく使いながら成果を上げていく

ことへと意識を変えなければならず、多かれ少なかれ心理的な抵抗を伴う（元山,2008）のであ

る。また、リーダーシップを身につけるのは仕事の場での経験だが、個人で貢献することと、

人を動かすことの間は非連続的であり、転換が要請される（金井ほか,2003）。 
さらに、タスク・コンティンジェンシー・モデルでは、タスク特性が異なれば、効果的な管

理者行動やリーダーシップは異なる。タスク特性は、試行錯誤で成果のフィードバックまでか

なりの時間を要する「不確実性」と、タスク遂行のうえで他部門（組織外を含む）との協力が

必要となる「依存性」の両方がある（金井,1991）。また、人材育成の観点から見た場合、手順

が明確である仕事は行動のあり方（プロセス）をコントロールできるが、不確実性の高い仕事

は結果を見ることでプロセスは任せることになる（金井,1989）。タスク特性には不確実性と依

存性があり、タスク特性によりマネジメントとリーダーシップのあり方は異なるので、タスク

特性は人材育成に影響するといえる。 
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４．人材育成課題の類型化 

 

4.1.人材育成課題を類型化するための枠組み 

 佐藤厚（2016）は、人材育成を、組織による働きかけを通じて、訓練による技能（スキル）

や知識などの職務に関連した能力の開発をはかるだけでなく、個人の仕事経験やキャリアを通

じた成長および知識や能力の向上を促し、それらを組織の成果の向上に結び付けるために行う

活動と定義しており、その実践である人材開発は訓練開発、組織開発、キャリア開発の 3 領域

で構成されているという。訓練開発は、個人が現在もしくは将来の仕事を遂行するための鍵と

なる能力を特定し、評価し、開発を支援し、計画的な学習を促すことで、経験学習が該当する。

組織開発は、組織内、組織間での関係を健全なものに維持し、組織レベルでの変化および学習

を促すことで、職場での学習や組織学習が該当する。キャリア開発は、個人のキャリア計画と

組織のキャリア管理のプロセスを、それぞれのニーズをマッチングさせるために調和させるこ

とである。そして、各領域について、個人の発達と組織の側の開発の 2 つの見方があり、前者

は教育学、後者はビジネスの視点を反映している。 
 なお、組織開発とは、組織の環境変化への適応を計画的に推進するために行われる、組織成

員の態度・行動変容を目的とした教育的組織変革の活動を意味し、人びとの意識・考え方、態

度、行動様式といったよりソフトで本質的な人間行動の側面に焦点を当て、その部分を変革し

活性化させることによって、組織全体の活力と適応力を高めていくことを目的としている。そ

して、態度・行動変容は、個人だけでなく組織全体として生じることが必要であるため、教育

的手法の適用は組織ぐるみ・集団ぐるみで行うことになる（新版ビジネス経営辞典）。つまり、

組織開発には、個人の態度・行動の変容と、組織全体の変革の両方が含まれており、訓練開発

は組織開発の重要な構成部分である。 
本章では、大学職員の人材育成について、関連する研究分野の知見を適用するために、人材

育成課題を類型化するが、第 1 章において、「大学職員論」の内容を理論的整理、職員、組織の

3 つに区分した。人材育成は「職員」区分に含めており ４、個として見た職員の人材育成課題

である。第 2 節 2 項の「大学職員論」の人材育成に関する論考の分類では、表 4-3（能力の獲

得）のとおり、能力の獲得については学習と学習を促進する要因の両方があるが、個として見

た職員の人材育成では、能力を獲得する学習は個人の学習・成長、学習を推進する要因は組織

の側の働きかけになる。また、佐藤厚（2016）による人材開発の 3 つの領域との関係では、個

人の学習・成長は訓練開発であり、組織開発における個人の態度・行動の変容は、個人の学習・

成長と組織の側の働きかけの両方が含まれている。図 4-1 は、「大学職員論」の内容と、人材開

発の 3 つの領域をもとにして、大学職員の人材育成課題を類型化するための枠組みを示したも

のである。 
 人材育成において前提とする個人の主体性に関すること（自律性、実践、ポテンシャル）と、

マネジメントとリーダーシップ（それを体現するマネジャーを含む）が基礎となり、大学職員

の能力としては、一般性が高い能力と専門的要素がある能力の 2 つがある。これらの能力を獲

得する主たる場であるが、個としての個人と、組織の構成員としての個人、すなわち組織・集

団の中の個人の両方がある。人材開発の領域との関係では、個人は訓練開発の領域、組織・集

                                                   
４ 詳細は第 1 章 3 節「『大学職員論』の内容、課題と本研究に関わる先行研究」を参照されたい。 
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団は組織開発の領域に該当する。佐藤厚（2016）は、人材開発の領域に該当する研究分野とし

て経験学習、職場での学習、組織学習をあげている。これに社会人である大学職員の学習、す

なわち成人学習と、「大学職員論」の論考で取り上げられている専門職団体や自主的勉強会に該

当する実践共同体を加えて、上記の区分に該当する研究分野の内容を確認することにしたい。

これにより、大学職員の人材育成課題と、関連する研究分野との対応関係を整理することがで

き、研究分野の知見が大学職員の人材育成課題に適用できると考える。 
 

    
 

4.2.学習 

4.2.1.「学習」の定義 

人材育成では個人の学習・成長が重要であるので、まず、働く人や社会人の「学習」につい

てであるが、学習（learning）は、心や体、魂を含む全体的な活動で、コミュニティとともに

なされる集合的な活動であり、生涯にわたるものである（Merriam,2008）。また、学習は、古

い実践方法（practices）を捨てて新しい実践方法を身につけることである（Ulrich & 
Smallwood,2004）。さらに、学習は、日常の中で複合的・継続的に進行する組織・個人の行動

や考え方が変化していくプロセスであり、経験によって比較的永続的な認知変化・行動変化・

情動変化が起こるものである（中原,2010）。つまり、社会人の学習は、プロセスに焦点が当て

られ、実際に認知や行動など幅広い変化が起こるもので、それが集団との関わりをもって行わ

れ、生涯にわたるものである。 
 

4.2.2.学習する内容 

学習は、経験を通して既存の知識・スキルが修正・追加されていく過程（プロセス）であり、

学習する内容は知識とスキルである。知識は、事実に関する知識で表現できるものであるのに

対して、スキルは、やり方や技能など言語的に表現することが難しい知識である（松尾,2006）。
知識創造モデルでは、「形式知」は表現可能な知識、「暗黙知」は表現できない知識であり、両

者は全く独立したものではなく、相互補完的な関係で、連続的であり相互作用的である（野

中,2002）。松尾（2006）の定義する知識とスキルは、形式知と暗黙知に該当するので、知識と

スキルの関係も相互補完的、連続的、相互作用的であるといえる。次に、学習する内容のレベ

ルであるが、既存の組織価値の疑問や否定から発生する「高次学習」と、既存の枠組の範囲内

での学習活動・修正活動である「低次学習」に区分できる（安藤,2001）。以上から、学習する

内容は、言語的に表現できるか否かにより知識とスキルに区分できるが、知識とスキルは相互

人材開発の領域 主たる場 変革・変容の対象 研究分野

訓練開発 個人 個人 成人学習、経験学習

個人 職場での学習、実践共同体

組織・集団 組織学習

大学職員の能力

人材育成において
前提とする事項

（出所：佐藤厚（2016）を参考に筆者作成）

【基礎となるもの】

組織開発 組織・集団

一般性が高い能力、専門的要素がある能力

自律性、実践、ポテンシャル、マネジメントとリーダーシップ、マネジャー

図4-１　大学職員の人材育成課題を類型化するための枠組み
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補完的な関係で、連続的、相互作用的であり、また、学習する内容のレベルは、高次と低次に

区分することができる。 
 

4.2.3.経験 

社会人の学習は、経験を媒介としたプロセスであるが、経験は、人間と外部環境の相互作用

であり、身体を通した事象への関与である直接経験と、言語・映像を通した事象への関与であ

る間接経験、また、関与する事象の客観的特性である外的経験と、関与する事象の理解・解釈

である内的経験に類型化できる。さらに、経験の中で仕事における態度、行動、業績と密接に

関係する「仕事経験」は、①仕事の量や頻度、時間などの量的要素、②多様性や挑戦性、複雑

性など仕事のタイプによる質的要素、③仕事の密度やタイミングなどの相互作用的要素を持っ

ている（松尾,2013）。経験は、人間と外部環境の相互作用であるが、その認識の仕方は多様で

ある。また、仕事経験には量と質と相互作用が関係するが、学習との関係では、学習には修正・

追加された知識・スキルにより認知や行動の変化までが含まれるが、経験には学習した内容は

含まれていないので、同じ経験をしても個人により学習した内容に違いがあることに留意がい

る。 
 

4.2.4.意識変容と行動変容 

学習は、認知、考え方、意識や行動の変化を含むプロセスであるが、意識の変化、すなわち

意識変容は、経験の意味に対して新しくかつ修正された解釈を構築し充当すること、すなわち

個人の潜在的な視点を形づくり、個人の考え方・信念や行動に影響を与える準拠枠を修正する

ことである。また、意識変容の学習の中核は、自らが変容の担い手であると認識する批判的省

察、単なる情報の移転ではない認識活動にするための方法である問題提起と対話、支援する側・

される側の対等で水平的な関係の構築の 3 つである（Taylor,2008）。次に、行動変容であるが、

経験によって生じる比較的永続的な行動の変化であり、具体的には、今までに経験したことの

ない行動を新たに始める、かつて経験したことのある行動を再開する、好ましくない行動をや

める、行動を修正する、および以上の 4 つの行動を継続することである。また、行動変容の働

きかけは、個人内、個人間、集団、組織の他、制度的要因などマルチレベルで行われる。さら

に、行動変容のレベルにも段階があり、意識が行動に変容するためには、自己効力感、結果へ

の期待（予期機能）、自律性の尊重などが必要である（津田・石橋,2019）。 
 

4.3.訓練開発の領域 

4.3.1.成人学習 

大学職員の人材育成課題を類型化するための枠組みの中で、訓練開発の領域については、関

連する研究分野は成人学習と経験学習である。まず、成人学習であるが、Tara（2008）は、成

人学習（adult learning）において、学習とは、技術の獲得や個人的変容、エンパワーメントの

強化などの諸現象の集まりであると定義したうえで、職場における学習は、仕事そのものが多

様であるため多元的形態、多元的表出、多元的質を持っていると述べている。また、職場にお

ける学習は、1985 年以前は習得として特徴づけられていたが、それ以降は内省的実践や自己管

理的学習、意識変容学習の概念が職場での訓練に導入されるようになってきており、成人学習

における学習は、経験の意味を理解する過程としてとらえている。 
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成人教育（adult education）の目的は、変化しつつある状況のもとで、自分の知識が応用で

きる人材になることであり、基礎的能力は生涯にわたる自己決定学習（lifelong self-directed 
learning）に関わる能力である。そのためには、自発的な探求者のために資源とサポートを提

供することが必要で、それは学習者と学習資源を結びつけることである。職場では、教育プロ

グラムだけでなく組織が行う全てのことを通じて教えるので、組織は学習を促進したり学習を

妨げたりもする。したがって、組織を学習資源のシステムとして考えなければならず、人々の

日々の経験を含めて、教育的な環境をつくる必要がある。また、人間は成長・発達するにつれ

て経験の貯えを蓄積するようになるので、一層豊かな学習資源になる（Knowles,1980）。さら

に、Knowles（1980）は、成人学習の考え方を「アンドラゴジー（andragogy）」と呼び、学習

者は、教育を自分の生活上の可能性を十分に開く力を高めていくプロセスとして見ている。こ

れに対して、成人に達していない子供たちの教育は「ペダゴジー（pedagogy）」と呼び、学習者

は、教育を教科内容を習得するプロセスとして見ており、アンドラゴジーとペタゴジーを対比

させている。また、人間のニーズは成熟（maturation）することだが、成熟は、知識とその賢

明な使用を通して成長し続けることであり、成人教育は、人間の生涯にわたる成熟への援助で

ある。成熟には、達成されるべき完全な状態ではなく、成長の方向性を示す 15 の次元

（dimensions）があり、依存性（dependence）から自律性（autonomy）へ、受動性（passivity）
から能動性（activity）へ、少しの責任（ few responsibilities）から大きな責任（many 
responsibilities）へ、利己性（selfishness）から利他性（altruism）へ、模倣（imitation）か

ら独創性（originality）へなどであるが、数種類の次元が成長の機会を提供するし、諸次元は

相互依存的なものである ５。 
 

4.3.2.経験学習 

経験学習は、個人が社会的・文化的な環境と相互作用するプロセスである（松尾,2006）。経

験学習の理論的系譜には、①経験学習モデル、②経験からの学習論、③批判マネジメント教育

論の主に 3 つの流れが存在するが、共通点は学習における経験・実践の重視と経験の内省であ

る。この中で、経験学習モデルは経験を価値中立的なものとみなしているのに対して、経験か

らの学習論では、経験は現有能力を超える飛躍が必要なものであり、批判マネジメント教育論

では、経験は教育の中で準備されるプロジェクト学習や問題解決学習として考えられている（中

原,2013）。 
Kolb（1984）は、学習を、経験の理解を通して知識を生みだす過程であると定義したうえで、

経験学習モデルでは、①具体的な経験をし（具体的経験：concreate experience）、②その内容

を振り返って内省することで（内省的観察：reflective observation）、③そこから得られた教訓

を抽象的な仮説や概念に落とし込み（抽象的概念化：abstract conceptualization）、④それを新

たな状況に適用する（能動的実験：active experimentation）4 つのステップで学習していると

                                                   
５ 上記の 5 次元の他、成熟は、主観性（subjectivity）から客観性（objectivity）へ、無知（ignorance）か

ら知識獲得（enlightment）へ、小さな能力（small abilities）から大きな能力（large abilities）へ、狭い関

心（narrow interests）から広い関心（broad interests）へ、自己拒否（self-rejection）から自己受容（self-
acceptance）へ、曖昧な自己アイデンティティ（amorphous self-identity）から統合された自己アイデンテ

ィティ（integrated self-identity）へ、個別への焦点化（focus on particulars）から原理への焦点化（focus 
on principles）へ、表面的な関心（superficial concerns）から深い関心（deep concerns）へ、確かさへのニ

ーズ（need for certainty）から曖昧さへの寛容（tolerance for ambiguity）へ、衝動（impulsiveness）から

理性（rationality）への 10 次元がある。 
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述べている。経験学習モデルは、4 つのステップで学習している経験学習サイクルモデルと、

そのサイクルが生涯継続していく生涯発達プロセスの経験学習プロセスモデルの両方が含まれ

ており、さらに、学習者が置かれた社会的文脈へも配慮している（山川,2004）。なお、「抽象化」

では部分から全体を導きだそうとするが、全体がなかなか見つからず、全体を見るのをあきら

めて部分に戻ってしまうことが多くの場合であるので、部分を見てそこに現れている全体を理

解する方法を獲得することが必要である（Senge et al.,2005）。これは、経験学習モデルの中で

は、抽象的概念化が難しいことを意味している。 
ある領域の長い経験を通して高いレベルのパフォーマンスを発揮できる段階に達した人が熟

達者で、通常 10 年以上にわたる長期的な学習が必要（熟達化の 10 年ルール）である。熟達化

は、①仕事の一般的手順やルールのような手続き的知識を学習し、それを実行する「手続的熟

達化」、②定型的な仕事は速く、正確に、自動化されたスキルで行える「定型的熟達化」、③柔

軟な手続的熟達化により、状況に応じて規則が適用でき、また類型的な状況において過去の経

験や獲得したスキルを使う「適応的熟達化」、④高いレベルの完璧なパフォーマンスを効率良く

正確に発揮でき、事態の予測や状況の直感的な分析と判断は正確で信頼でき、また難しい問題

にも対処できる「創造的熟達化」の 4 段階に分けることができる（楠見,2012b）。 
本節 2 項で述べたように、経験には学習した内容、換言すれば獲得した能力は含めないため、

経験学習モデルにもとづく先行研究では、経験と獲得した能力の関係について実証的調査研究

が多数行われている。経験には時期とその内容があり、時期については、熟達化との関係で初

任（初期）、中堅(中期)、マネジメント（後期）などに区分している。経験した内容については、

仕事が変わったり高度な仕事を担当すること、仕事で相手となる人、例えば看護師の場合は患

者や家族などとの関わり、先輩・上司・同僚との関係などが経験した内容である。獲得した能

力は、基礎的技術、専門的技術、コミュニケーションなどの一般的な能力、価値観、マネジメ

ントやリーダーシップに関する能力などである。仕事が多様であることから、経験学習モデル

による経験と獲得した能力の関係には領域固有性があり、営業職、IT 技術者、看護師、介護福

祉士、教師などの職域を対象にした調査研究と、管理職などの職能を対象にした調査研究が行

われている。 
また、経験は、個人を取り巻く状況や文脈（コンテクスト）によっても異なる。個人が所属

する組織や部門レベルで生じるコンテクスト（グローバル・コンテクスト）は、組織が環境に

適応するように働き、それが部門の個人が所属する課などのセクションに波及し、個人の役割

に影響する。個人の役割への影響がローカル・コンテクストで、課題の割当と、具体的にその

課題を遂行することの 2 つがあり、特に課題を遂行することは学習の素地となり、経験の意味

合いが形成された時に、経験から学習した内容が蓄積されていく（谷口,2006）。 
大学職員の業務と仕事への取り組み方を類型化し、体系的なものとして整理するためには、

経験は価値中立的なものとみなす経験学習モデルにもとづくことが適切である。そして、大学

職員の人材育成課題を探求するためには、職域の特性を明らかにし、管理職など職能による区

分を行ったうえで、経験と獲得した能力との関係について調査分析することが必要である。そ

の際、大学職員の経験学習が行われている文脈（コンテクスト）についても分析する必要があ

る。それは、第 2 章 4 節で見たように、組織文化は下位文化が形成されるので、大学組織の特

性と、大学職員が所属する大学、部課の階層化された組織文化になっているからである。 
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4.4.組織開発の領域 

4.4.1.職場での学習 

組織開発には、個人の態度・行動の変容と、組織全体の変革の両方が含まれるので、組織開

発の領域においては、主たる場は組織・集団であるが、変革・変容の対象は個人と組織・集団

に区分される。個人が変革・変容の対象である研究分野が職場での学習と実践共同体であり、

組織・集団が変革・変容の対象である研究分野が組織学習である。各研究分野の内容について

確認するが、実践共同体については組織学習との対比が必要であり、職場での学習、組織学習、

実践共同体の順とする。 

まず、職場での学習であるが、職場学習は、職場において人が仕事に従事し経験を深める中

で、他者、人工物との相互作用によって生起する学習であり、職場は、学習の場であり、学習

の機会でもある。そして、経験学習が個人の学習に焦点を当てるのに対して、職場学習は、上

司・上位者、同僚・同期、部下などの他者からの支援やコミュニケーションを含めた学習であ

り、経験学習と職場学習を区分している（中原,2010）６。なお、職場を学習する場（環境）と

みなす研究は、職場での学習の実態を把握する調査研究と、職場での実践を学習機会として活

用する実践研究の 2 つがある（中原,2012a）。 
ワークプレイスラーニング（Workplace Learning：WPL）は、主に

．．
仕事での活動と文脈にお

いて生じる人間の変化と成長である（傍点は筆者）。通常の仕事のみではないので、WPL の研

究は形態等により区分される。1 つは、OJT などの研修によるフォーマルなものと、意図的で

はあるが形にはなっていないインフォーマルなものに区分することである。もう 1 つは、組織

の中か、組織を越えたものであるかという境界の置き方である。この区分に加えて、学習をど

のように見るかという学習観、すなわち経験からの内省が学習になる（経験学習）とするもの

と、社会的活動への参加が学習になる（正統的周辺参加）とするものに分かれる。組織の内外

を境界とし、それぞれに 2 つの学習観を組み合わせると、職場・経験、職場・参加、越境・参

加、越境・経験の 4 つに研究のアプローチを類型化することができる（荒木,2008）７。 
なお、中原（2012b）は、企業・組織に関係する人々の学習を取り扱う学際的研究である経営

学習論の立場から、職場学習とは別に、越境学習を 1 つの視点として取り上げている ８。経営

学習論は、学習の場がどこで、学習のプロセスを時系列的に把握することに焦点を当て、その

中で職場学習はフォーマルな組織内を対象にしているのに対して、越境学習は個人が所属する

組織の境界を越えた場所を対象にしており、また WPL も個人が所属する職場よりも広い捉え

方をしている。しかし、いずれも集団の中での学習であり、成人学習がコミュニティとともに

なされる集合的な活動としている点では共通している。 
 

4.4.2.組織学習 

 組織開発の領域において、変革・変容の対象が組織・集団である研究分野が組織学習である

が、本章では、「組織学習論」と「学習する組織」を合わせて「組織学習」と表記する。 

                                                   
６ 中原（2010）では、「職場学習論」、「経験学習論」と表記されているが、中原（2012b）では、経営学習論

の中の 1 つの視点として「職場学習」と表記されているので、本章では「職場学習」と表記する。 
７ 「職場経験アプローチ」は、経験による内省という学習観に立ち、そのような学習を促す環境を、主に個

人が所属する職場に着目して分析する。これに対して「越境経験アプローチ」は、職場以外の共同体への参

加に着目して分析する。「職場参加アプローチ」と「越境参加アプローチ」は、参加による学習という学習観

に立ち、そのような学習を促す環境を、職場やそれ以外の共同体（越境）への参加に着目して分析する。 
８ 経営学習論の 5 つの視点は、組織社会化、経験学習、職場学習、越境学習、組織再社会化である。 
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幅広い組織現象を取り扱う経営組織論の中で、動的な組織現象を対象にし、その中でも長期

の組織適応プロセスを領域とするのが「組織学習論」である。すなわち、動的かつ継続的な変

化プロセスを扱う研究分野で、根本的な価値観・枠組みが変化し、その結果として変革プロセ

スが長期に継続することを重視する（安藤,2001）。 
「学習する組織（The Learning Organization）」は、目的を達成する能力を効果的に伸ばし

続ける組織で、従来のコントロールを基盤とする組織とは異なり、実践するために学習し、習

得しなければならない理論と手法の体系である 5 つのディシプリンを身につけている。それは、

①パターンの全体を明らかにして、それを効果的に変える方法を見つけるための概念的枠組み

であるシステム思考（system thinking）、②継続的に個人のビジョンを明確にし、それを深め

る自己マスタリー（personal mastery）、③世界をどのように理解し、どのように行動するかに

影響を及ぼす一般概念であるメンタル・モデル（mental models）、④組織を活性化できる未来

の共通像である共有ビジョン（building shared vision）、⑤対話から始まり、チームメンバー

が共に考えるチーム学習（team learning）である（Senge,1990）。さらに、学習プロセスの完

了は実現（realizing）すること、すなわち外面でも内面でも変化を起こし、それを続けること

で、外面の変化は目に見える結果が現れ達成されること、内面の変化は今までにない行動力が

発揮できるようになることと、意味の新たな領域（domains）が生まれることである（Senge et 
al.,2005）９。 

以上のとおり、「組織学習論」の研究は、個々人の学習成果を組織で共有するプロセスに着目

してきたのに対し、「学習する組織」の研究は、個人の学習行動を促進する組織に着目してきた

（鈴木,2014）。組織が学習するということは、実際には組織内の個人が学習したり、その内容

を共有することであるが、組織学習論は組織の側を強調しているのに対して、学習する組織は

個人と組織の両方が含まれており、そのために様々な研究分野の要素が取り入れられていると

考えられる。 
安藤（2001）によると、組織学習論には Hedberg、Argyris、March の 3 つの系統があると

いう。その違いは、第 1 に、議論の関心が、Hedberg 系は組織価値の妥当性を問うためのアン

ラーニング、Argyris 系は組織能力を高めるための組織介入、March 系は学習結果としての組

織ルーチンの変化・淘汰・定着で、Hedberg 系と Argyris 系が学習の発生に関心があるのに対

して、March 系の関心は学習の定着である。第 2 に、学習主体については、Hedberg 系が組織

を 1 つのまとまった有機体と見た上で、組織行動を左右する経営トップやグループ、Argyris
系は組織を個々の構成要素の集合体と見た上で、全ての組織メンバー、March 系は組織を組織

ルーチンの束と見た上で、持続している組織そのものである。第 3 に、学習対象と水準につい

ては、Hedberg 系が企業レベルの価値を対象とした高次学習によるアンラーニング、Argyris
系は企業レベルから仕事の進め方まで、組織のあらゆる価値を対象とした低次学習から高次学

習まで、March 系は仕事の進め方を対象にした低次学習が主となる。第 4 に、研究方法につい

ては、Hedberg 系が理論形成をもとに事例分析・検証を行う、Argyris 系は事例分析から共通

点や理論を抽出する、March 系はシミュレーションを用いた検証である。さらに、安藤（2001）
は、組織目標の実現のために、組織メンバー1 人 1 人がそれぞれの立場から、組織における自

己の役割や位置づけを自分なりに理解・解釈したものを「組織内地図」と呼び、組織内地図の

                                                   
９ 学習を、①知覚の変容（センシング Sensing）、②自己と意思の変容（プレゼンシング Presencing）、③行

動の変容（リアライジング Realizing）のプロセスで動く U 運動（U movement,「U」字形でプレゼンシン

グが深い部分にあたる）として説明している。 
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明確さの度合いは主体性に関わり、高次学習に関係すると述べている。 
戦略策定の時代から組織学習の時代になっており、新しい変化に対して常に対応策を試さな

ければならず、そこで得られた情報や知識を組織全体のものにすることが必要である。そのた

めには、情報や知識が水平的にスムーズに流れることが可能になる、統合されたネットワーク

のような構造が組織学習の要（anchor）である（Ghoshal & Bartlett,1997）。組織学習論は、

個々人の学習成果を組織で共有するプロセスに着目しているが、学習成果の共有はフォーマル、

インフォーマルな形で行われる。また、組織開発では、情報や知識が組織全体のものになるた

めに、情報や知識が幅広く組織構成員の間で共有される必要がある。いずれも組織編制のあり

方と組織の運営方法に関連し、人材育成における組織の側の働きかけの要素になるといえる。 
 

4.4.3.実践共同体 

組織開発の領域において、変革・変容の対象が個人である研究分野が実践共同体である。ド

ラッカーやトフラーなどにより 1990 年代に「知識」へのフォーカスが起こり、ナレッジ・マ

ネジメントが取り上げられたが、ナレッジ・マネジメントは知識の活用・共有には有効である

が、知識創造活動の全体を包括していなかった。知の創造と活用には人と人が文脈を共有する

ことが必要で、実践コミュニティに注目が集まった（野中,2002）。成人学習では、1980 年代中

頃から個人の精神的活動に焦点を当てるようになり、1990 年代に入ると、学習過程において個

人と集合的活動の関係が検討されるようになり、それが実践共同体である（Tara,2008）。ナレ

ッジ・マネジメントと成人学習では研究分野は異なるが、実践共同体が注目され始めた時期が

重なっており、知識の創造・活用と成人学習において、集合的活動が持つ精神的側面への影響

は関連性があることが示唆されている。 
Wenger et al.（2002）は、実践共同体（Communities of Practice）を、あるテーマに関する

関心や問題、熱意などを共有し、その分野の知識や技能を持続的な相互交流を通じて深めてい

く人々の集団であると定義している。その基本的構造は、①問題を定義する知識の領域

（domain）、②学習する構造を生み出すこの領域に関心を持つ人々のコミュニティ

（community）、③構成メンバーが、この領域内で効果的に仕事をするために生み出し、共有す

る枠組みやアイデア、情報などの特定の知識である実践（practice）の 3 つである。実践共同

体は知識を生み出すことが目的であり、学習する組織を作るための具体的な組織基盤を提供す

るものである。 
学習する組織と実践共同体は、①学習における「意識の変革」の重視、②学習主体としての

個人の重視、③個人・チーム・組織というレベルごとの学習と相互作用、④学習環境を整える

役割の重視という共通点がある。相違点は、①学習する場所は、学習する組織は組織内である

のに対して、実践共同体は実践共同体と公式組織、②学習する時間は、学習する組織は業務内

で OJT と Off-JT の枠組み内であるのに対して、実践共同体は業務外、③学習姿勢は、学習す

る組織は義務であるのに対して、実践共同体は自律的、④学習の境界は、学習する組織は組織

内・企業内で不変であるのに対して、実践共同体はメンバーの実践によって可変的、⑤目的は、

学習する組織は組織変革や意識・行動変革であるのに対して、実践共同体は学習そのものであ

るという違いがある。しかし、学習する組織と実践共同体は併存可能で、実践共同体は複眼的

学習や知識の深化など補完的役割を持つ（松本,2013a）。また、個人が学びたいことと組織で学

べることの違いである、組織と個人の「学習のミスマッチ」の解消には、同じ関心を持った他
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者の支援が有効である（松本,2013b）。 
 

５．大学職員の人材育成課題への適用 

 

5.1.人材育成に関連する研究分野の位置づけ 

 第 4 節において、「学習」の意味を確認したうえで、図 4-1（大学職員の人材育成課題を類型

化するための枠組み）にもとづき、関連する研究分野として、訓練開発の領域は成人学習と経

験学習、組織開発の領域は職場での学習（職場学習、ワークプレイスラーニング）、組織学習（組

織学習論、学習する組織）、実践共同体の内容を確認してきた。これらの研究分野の知見を、大

学職員の人材育成課題に実践的に適用できるように、対応関係を整理することが本章の目的で

ある。実践的であるためには、場所と対象を明確にすれば活用が容易になるので、学習・活動

が行われる場（横軸）と、変革・変容の対象（縦軸）の 2 軸により区分したうえで、人材育成

に関連する研究分野を配置したものが、図 4-2 である。図 4-1 では、「主たる場」を個人と組

織・集団にしていたが、組織・集団を所属組織と所属外組織に区分し、組織の境界を明確にし

た。なお、いずれの組織にもフォーマルなものとインフォーマルなものの両方が含まれる。変

革・変容の対象は図 4-1 を踏襲して、個人と組織（集団）に区分している。また、第 3 節にお

いて内容を確認した、人材育成において前提とする事項は基礎となるものであり、2 軸の枠外

に記載している。大学職員に適用すれば、横軸は「組織（所属）」が所属大学、「組織（所属外）」

が所属大学以外の組織・集団、および「個人」となる。「大学職員論」は政府の高等教育政策課

題と関係しており、大学の教育、研究、経営のあり方に問題関心があるので、縦軸の変革・変

容の対象の「組織」は、組織（所属）とほぼ等しいといえる。以上から、図 4-2 は 6 区分にな

るので、便宜的に①～⑥の数字をつけている。 
 

   
 

それぞれの位置づけであるが、まず「成人学習」は、個人の変容をめざし、個人、組織（所

属外）、組織（所属）において学習するので、①②③に該当する。「経験学習」は、個人の変容

をめざし、個人が学習するので、①に該当する。「職場学習」は、個人の変容をめざし、組織（所
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属）において学習するので、③に該当する。なお、経営学習論の中の 1 つの視点である「越境

学習」は、個人の変容をめざし、組織（所属外）において学習するので、②に該当する。「ワー

クプレイスラーニング」は、個人の変容をめざし、組織（所属外）と組織（所属）において学

習するので、②③に該当する。「組織学習論」は、組織の変革をめざし、組織（所属）と組織（所

属外）における活動が対象になるので、④⑤に該当する。「学習する組織」は、個人と組織の変

革・変容をめざし、組織（所属）において学習・活動するので、③④に該当する。「実践共同体」

は、個人の変容をめざし、組織（所属外）と組織（所属）において学習するので、②③に該当

する。 
以上のとおり人材育成に関連する研究分野の配置を試みたが、組織学習研究は、①個人の学

習に焦点をあてた研究群、②組織のルーチンの蓄積に焦点化した研究群、③個人の学習と組織

のルーチンの蓄積を結合しようとする研究群が、相互に複雑に絡み合っており（中原,2010）、
明確に区分することは困難である。本章の目的は、大学職員の人材育成課題について、関連す

る研究分野の知見を活用するために、「大学職員論」の人材育成に関する論考との対応関係を考

察することであり、上記の整理をもとに、「大学職員論」の人材育成に関する論考についても配

置することができると考える。 
 

5.2.「大学職員論」と人材育成に関連する研究分野との関係 

図 4-2 をもとに、第 2 節 2 項の能力の獲得（学習と学習を促進する要因）について分類した

内容を配置したものが、図 4-3 である。なお、組織（所属）は「所属大学」、組織（所属外）は

「所属大学外組織」と大学職員に合わせた表記にしている。 
図 4-2 では、人材育成において前提とする事項を 2 軸の枠外に置いたが、図 4-3 では、それ

に加えて、大学職員の能力として一般性が高い能力と専門的要素がある能力は基礎となるもの

であり、2 軸の枠外に置いている。 
学習・活動の場と変革・変容の対象の 2 軸による 6 区分との関係であるが、まず、「大学院」

は個人の変容をめざし、大学からの学費支援や時間保障があっても個人が学習するので、①に

該当する。次に「研修」であるが、形態は職場を離れて実施される Off-JT と、職場において基

本的には垂直的な支援関係となる OJT がある。また、研修する場所は組織の内外があり、研修

の性格は、業務として位置づけられるものと、個人の判断によるものがあり、研修内容は、業

務に直接関わるものから、大学職員として必要になる知識・スキルまで幅が広い。このように

研修は多様であるが、直接的には個人の変容をめざし、集団（所属大学、所属大学外組織）の

中で行われるので、②③に該当する。しかし、研修の成果物として所属大学・所属部課の改革・

改善提案を求めるものもあり １０、組織変革への期待も含まれているので、④⑤にも該当する。

次に「専門職団体」と「自主的勉強会」であるが、いずれも個人の変容をめざすが、専門職団

体は、所属大学外組織が場となるので②に該当し、自主的勉強会は、所属大学および所属大学

外組織の両方が場となるので②③に該当する。業務であるが、大学職員の業務は所属大学で行

われ、業務の成果は個人と組織の両方の変革・変容になるので、③④に該当する。なお、本章

が目的とする人材育成課題の類型化は、第 4 節 1 項で述べたとおり、「大学職員論」の内容の

分類との関係で、個として見た職員の人材育成課題であり、人事制度は組織の特性や考え方を

                                                   
１０ 日本私立大学連盟が実施しているアドミニストレーター研修は、研修参加者に対して、研修の成果として

所属大学の「改革提案」の提出を求めている（藤田,2008）。 
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反映した大学（組織）の制度であるので、2 軸による整理の枠外に置いている。 
 

   

 

以上のように整理することにより、大学職員の人材育成課題を検討する場合に、どの研究分

野の知見を活用できるか示唆を得ることができると考える。例えば、大学職員が学習する「大

学院」については成人学習、「研修」については、個人の変容に関わっては成人学習と越境学習、

組織の変革に関わっては組織学習、「専門職団体」と「自主的勉強会」については越境学習と実

践共同体の知見が活用できる。多様である仕事を通じた学習は、多元的形態、多元的表出、多

元的質を持つ（Tara,2008）ので、具体的な中身に関わって経験学習、ワークプレイスラーニン

グ、職場学習、組織学習論、学習する組織などの知見から、相応しい研究分野の知見を活用す

ることが適切である。また、マネジメントとリーダーシップは相互関係があり、マネジャーへ

成長していくうえで必要な能力であり、そこでは自律性と実践が求められる。さらに、個人の

学習・成長に関しては、他者との関わり合いによる経験の意味づけの重要さに関する知見も活

用できるし、個人の学習成果を組織として共有し、それが長期にわたって定着するためには、

組織学習論や学習する組織の知見は有意義な示唆を与えてくれる。 
 

６．まとめ 

 

本章では、「大学職員論」の人材育成に関する論考をもとに、大学職員の人材育成課題に関連

する研究分野を確認し、「大学職員論」との対応関係を考察したが、その内容を次のとおり整理

しておきたい。 
第 1 に、「大学職員論」の論考で取り上げられた能力の内容は、職務遂行能力や大学職員とし

て必要な知識・スキルなどの一般性が高い能力が 73％を占めている。また、能力の獲得につい

ては大学院と研修、学習を促進する要因については業務、専門職団体、自主的勉強会が取り上

げられている。 
第 2 に、成人の学習についてである。成人の学習は、経験によって永続的な認知変化・行動
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変化・情動変化が起きること（中原,2010）だが、学習には、既存の組織価値の疑問や否定から

発生する高次学習と、既存の枠組の範囲内での学習活動・修正活動である低次学習がある（安

藤,2001）。さらに、職場での学習は、仕事が多様であるため、多元的形態、多元的表出、多元

的質を持っている（Tara,2008）。 
第 3 に、経験についてである。経験は、直接経験と間接経験、外的経験と内的経験に区分で

き、仕事経験は量的要素、質的要素、仕事の密度やタイミングなどの相互作用的要素がある（松

尾,2013）。また、経験には時期（初期・中期・マネジメント）と内容があり、経験と獲得した

能力の関係には領域固有性がある。さらに、個人を取り巻く状況や文脈（コンテクスト）も、

経験に対して影響する（谷口,2006）。 
第 4 に、熟達化についてである。熟達化は、手続的熟達化、定型的熟達化、適応的熟達化、

創造的熟達化の 4 段階があり（楠見,2012b）、経験年数は熟達化にとって重要な要素である。 
第 5 に、実践についてである。仕事経験にとって実践は重要であり、本稿では、実践とは、

知識を生み出したり応用する具体的な行動で、それは大学職員の職務の遂行である仕事の場で

行われるものと定義している。看護師の場合、実践により、質的差異の識別、共通認識、予測

などの知識が生み出されており（勝原,2012）、実践と学習は密接な関係にある。 
第 6 に、マネジメントとリーダーシップについてである。マネジメントは階層を通して機能

し、リーダーシップは人と組織文化を通して機能するという違いがある（Kotter,1999）が、そ

れはマネジメントの両義性である（金井,1991）。マネジャーが、付与されたマネジメントの権

限をどの程度行使するかを決めることがリーダーシップであり（Mintzberg,1975）、マネジメ

ントとリーダーシップは密接に関連している。さらに、マネジメントとリーダーシップは違い

はあるが、両者は同時に行使されている（Schein et al.,2019）。したがって、本稿では、マネジ

メントとリーダーシップは違いはあるが、密接に関連して行使されていると考えられるので「マ

ネジメント/リーダーシップ」と表記する。また、タスク特性には不確実性と依存性があり、タ

スク特性によりマネジメント/リーダーシップは異なる（金井,1991）。マネジャーは対人関係、

情報関係、意思決定関係の役割がある（Mintzberg,1975）が、管理職への移行には考え方の転

換がいる（元山,2008）。 
第 7 に、組織学習についてである。本章では、組織学習論と学習する組織を組織学習と表記

したが、組織学習では知識や情報を組織全体で共有することが必要である（Ghoshal & 
Bartlett,1997）。そのためには、組織編制のあり方と組織の運営方法が関連する。 

第 8 に、学習・活動の場と、変革・変容の対象の 2 軸により区分した枠組みのうえに、「大学

職員論」と人材育成に関連する研究分野を配置することにより、両者の対応関係を考察した。

成人学習では経験の意味の理解が重要であり、それは大学職員の仕事経験に関係する。業務は

多様であり、人材育成に適用する研究分野は多岐にわたる。したがって、大学職員の業務の内

容を類型化すれば、人材育成に関連する研究分野との関係で示唆が得られる可能性がある。 
本章の整理は以上のとおりであるが、大学職員の人材育成について探求するためには、大学

職員の業務の領域固有性を明らかにすることが必要である。そのためには、大学職員の業務と

仕事への取り組み方について、①業務の内容、②業務と獲得した能力の関係、③経験した時期

である一般職・監督職・管理職での状況、④経験した文脈（コンテクスト）についての実証的

調査が必要である。 
 



66 
 

第５章 リサーチ・クエスチョンと研究方法および実証的調査 
 
 

１．はじめに 

 
 序章で述べたように、本稿の課題意識は、大学経営が厳しさを増し、課題は高度化・複雑化

している中で、大学職員が自律的な人材に成長することは、個別大学に止まらず日本の高等教

育の発展にとって喫緊の課題であり、大学職員の人材育成は重要であるという認識である。人

材育成は、個人の主体性にもとづく学習・成長と、それを支援する組織の側の働きかけの両方

がある。本稿の目的は、人材育成の中の、個人の主体性にもとづく学習・成長である仕事経験、

つまり、大学職員の業務と仕事への取り組み方を探求することであり、そのためには解明しな

ければならない課題と、解明するための方法を明確にする必要がある。そこで、本章では、第

1 章から第 4 章まで、大学職員の人材育成に関連する研究分野を考察した結果をふまえて、大

学職員の業務と仕事への取り組み方について解明すべき課題を明らかにし、その課題を解明す

るための研究方法と実証的調査について述べる。 
 本章の構成は、２において、先行研究のレビューにより明らかになった点を整理したうえで、

３においてリサーチ・クエスチョン（RQ）を設定する。そして、４において RQ を解明するた

めの研究方法、５において実証的調査の内容と方法について述べる。 
 

２．先行研究のレビューにより明らかになったこと 

 
 第 1 章から第 4 章まで、大学職員の人材育成に関連する研究分野の先行研究をレビューした。

研究分野は、「大学職員論」、大学組織の特性研究、大学職員の人材育成研究の 3 分野であるが、

大学組織の特性研究については、それを補足するために、米英の大学におけるプロフェッショ

ナル・スタッフの業務と雇用を探求し、大学職員の業務の国際比較を行った。先行研究をレビ

ューした結果は各章においてそれぞれまとめをしているが、改めて先行研究のレビューにより

明らかになった要点を整理すると、次のとおりである。 
第 1 に、大学職員を対象とした研究領域である「大学職員論」は、政府の高等教育政策課題

と関連しており、実践との密接な相互の影響関係の中にある。そして、「大学職員論」を内容に

より区分すると、職員に関する論考が 82.4％を占め、その内訳の 65.3％は人材育成であり、「大

学職員論」の関心の中心は人材育成である。大学職員の人材育成については、求められる能力

の内容や、能力の獲得に関わる学習と学習を促進する要因など広範に研究されているが、課題

として、大学職員そのものに関する領域の実証的・理論的研究の必要性が指摘されている。「大

学職員論」では人材育成に対する関心が高いにも関わらず、人材育成に繋がる大学職員の業務

を取り上げた論考数は 4％と極めて少なく、大学職員の仕事経験を明らかにすることにより、

「大学職員論」の課題に応える必要がある。 
第 2 に、大学は、Mintzberg（1989）による組織形態の分類ではプロフェッショナル組織に

該当し、大学職員はサポート・スタッフに位置づけられる。プロフェッショナル組織は、ボト

ムアップ型の民主的な編制と、トップダウン型の機械的な編制が併存するために調整が多くな

る。また、組織文化は、組織の戦略からプロセス、日常業務までほとんど全ての面で影響を与



67 
 

える（Schein,1986）が、大学は長期間の継続性が特徴である階層文化であり（Cameron & 
Quinn,2011）、また組織規模は組織編制の有効性を左右する（沼上ほか,2007）。大学職員はこ

のような大学組織の特性のもとで業務を行っているので、大学職員の仕事経験との関係を解明

する必要がある。 
第 3 に、米英の大学において、職員はプロフェッショナル・スタッフに移行し、拡大してい

る。その背景は、政府の規制の強化や学生構成の多様化などであり、日本の大学が置かれてい

る状況についても同様である。また、プロフェッショナル研究によれば、プロフェッショナル

の拡大は知識の重要性に対する認識が基盤にあり、知識の担い手の連携が必要になっている（西

脇,2013）。米英の大学におけるプロフェッショナル・スタッフと日本の大学職員の業務に大き

な違いはないが、ジョブ型とメンバーシップ型という雇用形態の違いがある。日本の大学職員

の業務と仕事への取り組み方を探求するためには、メンバーシップ型の雇用で年数を積み、ま

た異動と昇進・昇格をする中で、業務と役割がどのように変っていくのか、および知識の担い

手の連携という視点から見た部課の業務の特徴について解明する必要がある。 
第 4 に、人材育成の 1 つの側面は、個人の主体性にもとづく学習・成長であり、成人にとっ

ての学習では、経験の意味を理解することが重要である。経験には、初任、中堅、マネジメン

トなどの時期と、高度な仕事や仕事上の相手など経験した内容があるが、仕事が多様であるた

め、経験と獲得した能力の関係については、職域について領域固有性がある。また、大学職員

は階層組織の中で業務を行っており、マネジメント/リーダーシップ 1が求められる。業務の特

性には不確実性と依存性があり（金井,1991）、マネジメント/リーダーシップは業務の特性によ

り異なる。大学職員の業務と仕事への取り組み方について探求するためには、業務の内容、お

よび仕事への取り組み方については、領域固有性がある経験学習と、業務の特性により異なる

マネジメント/リーダーシップの状況について解明する必要がある。 
 先行研究のレビューにより明らかになった要点は以上のとおりであるが、大学職員の業務と

仕事への取り組み方を探求するためには、メンバーシップ型の雇用により年数を積んでいるこ

と、さらに「大学職員論」の先行研究から、職位により業務の内容に違いがあることが明らか

になっているので、年数と職位を分析の視座とする。また、メンバーシップ型の雇用は異動を

伴い、先行研究から業務分野間で違いがあることが明らかになっているので、部課も分析の視

座とする。さらに、組織規模は組織編制の有効性を左右するので、大学規模についても分析の

視座とする。 
経験学習については、Kolb（1989）の経験学習モデルに基づく経験学習研究が積み重ねられ

ている。Kolb の経験学習モデルは、具体的経験を起点とし、内省的観察、抽象的概念化、能動

的実験の 4 つのステップで学習している経験学習サイクルモデルと、そのサイクルが生涯継続

していく生涯発達プロセスの経験学習プロセスモデルの両方が含まれており、また学習スタイ

ルは、学習者個人に内在する要素と、学習者を取り巻く社会的環境の相互作用によって形成さ

れるという、学習者の置かれた社会的文脈へも配慮している（山川,2004）。このことから、経

験学習研究では、経験と獲得した能力の関係については領域固有性があるので、職域としては、

IT 技術者、教師、看護師、保育士、介護士、デザイナー、芸術家、営業職などが研究されてき

た。大学職員は、学校教育法では「事務職員」、学校基本調査では「事務系職員」に該当し、上

                                                   
1 第 4 章 3 節 3 項「マネジメントとリーダーシップ」で述べたように、両者には差異はあるが密接に関連し

ている。実践においては、マネジメントとリーダーシップは両者の違いに関わらず両方が同時に行使されて

いると考えられるので、本稿においては「マネジメント/リーダーシップ」と表記している。 
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記の職域とは異なるので、職域の 1 つとして大学職員の領域固有性を探求することになる。大

学職員の経験学習について、大学組織の特性との関係で考察するためには、まず、大学組織の

特性のもとで行われている大学職員の業務の状況を明らかにしなければならない。それが、大

学職員の経験学習が行われている文脈になるからである。また、上述したとおりマネジメント

/リーダーシップも業務の特性により異なる。 
したがって、本研究において探求する大学職員の仕事経験は、業務の状況を明らかにしたう

えで、その業務を通した仕事への取り組み方、換言すれば、経験学習とマネジメント/リーダー

シップの状況を明らかにすることになる。すなわち、本研究では、大学職員の仕事経験を「大

学職員の業務と仕事への取り組み方」と表記し、仕事への取り組み方は、経験学習とマネジメ

ント/リーダーシップで構成されるものとする。 
本研究において探求する、大学職員の業務と仕事への取り組み方に関する先行研究について

は、第 1 章 3 節 3 項で述べたが、改めて課題を整理しておきたい。大学職員の業務については、

量的研究と質的研究が行われているが、量的研究については、全部の仕事量の中で、定型的な

業務など、各業務がどのような構成になっているのか明らかでないし、メンバーシップ型の雇

用で、異動を伴い、昇進・昇格することに対応した業務の区分にはなっていない。質的研究に

ついては、大学規模は考慮されていないし、管理職（課長）以外の職位については明らかにな

っていない。さらに、量的研究も質的研究も、大学組織の特性との関係については言及されて

いない。経験学習については領域固有性があるが、大学職員の業務と類似する分野の研究は、

公務員の係長級を対象にした質的研究のみである。以上から、大学職員の業務と仕事への取り

組み方を探求する意義はあると考える。 
 

３．リサーチ・クエスチョン 

 
 本研究の対象は、事務系の本務職員の中では人数が最も多く、学長や学部長を支えるスタッ

フの多くを占めると考えられる専任職員であり、本稿では「大学職員」と表記しているが、メ

ンバーシップ型の雇用で、異動を伴い、昇進・昇格していく中で仕事経験を積んでいる。本研

究ではその状況を探求するが、まず、大学組織の特性のもとにある大学職員の業務の状況を明

らかにし、その業務を通した大学職員の仕事への取り組み方、すなわち経験学習とマネジメン

ト/リーダーシップの状況を明らかにする必要がある。そこで、本研究では、大学職員の業務と

仕事への取り組み方のそれぞれについて、上述した分析の視座からリサーチ・クエスチョン（RQ）

を次のとおり設定する。なお、用語の表記であるが、「仕事」は普通名詞、「業務」は仕事の内

容、「職務」は業務と職位などに伴う役割で構成されるものとする。また、仕事経験において実

践は重要な意味を持つので、実践とは、知識を生み出したり応用する具体的な行動で、それは

大学職員の職務の遂行である仕事の場で行われるものと定義する。 
RQ1：大学職員の業務は、職位・年数によりどのような違いがあるのか？ 

「大学職員論」の課題として指摘されている大学職員そのものに関する領域の研究であり、

仕事への取り組み方の前提となる大学職員の業務の内容を、大学組織の特性との関係を含

めて明らかにする必要がある。その際、メンバーシップ型の雇用は異動を伴い、昇進・昇

格していくので、業務の区分の仕方については、定型化された業務など、異動や昇進・昇

格があっても共通性を持つ区分にする必要がある。また、メンバーシップ型の雇用のもと

で、先行研究により明らかになっているように、年数の経過で熟達化するし、昇進・昇格
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は、プレーヤーとマネジャーでは果たすべき役割とスキルが異なる。そこで、RQ1 は、大

学職員の業務が、職位・年数により、どのように変っているのか、つまり、職位・年数に

よりどのような違いがあるのかを明らかにする。 
RQ2：部課の業務はどのような違いがあるのか？ 

大学職員が所属する部課は、大学の業務を分担しており、部課により業務に違いがあるこ

とが先行研究により明らかになっており、部課の業務も仕事への取り組み方の前提となる。

そこで、RQ2 は、部課の業務はどのような違いがあるのかを明らかにする。 
RQ3：大学職員の仕事への取り組み方は、職位・年数によりどのような違いがあるのか？ 

本研究において、大学職員の仕事への取り組み方は経験学習とマネジメント/リーダーシッ

プで構成している。RQ1 では、業務について職位・年数によりどのような違いがあるのか

を探求するので、RQ3 では、大学職員の経験学習とマネジメント/リーダーシップが、大学

組織の特性という文脈の中で、職位・年数によりどのような違いがあるのかを明らかにす

る。そして、RQ1 と合わせることにより、業務と仕事への取り組み方の関係についても明

らかにする。 
RQ4：大学規模により、大学職員の業務と仕事への取り組み方に違いがあるのか？ 

組織規模は組織編制の有効性を左右し、また組織文化は、組織の戦略からプロセス、日常

業務までほとんど全ての面で影響するので、大学職員の業務と仕事への取り組み方に影響

を与えると考えられる。そこで、RQ4 は、大学規模により、大学職員の業務と仕事への取

り組み方に違いがあるのかを明らかにする。 
 

４．研究方法 

 
 第 2 節で述べたとおり、大学職員の業務については、量的研究と質的研究が行われているが、

業務の内容と、その業務を通した仕事への取り組み方については明らかになっていないし、仕

事経験の文脈となる大学組織の特性との関係についても明らかになっていない。小泉・志水編

（2007）は、量的調査と質的調査を結合するメリットは、第 1 に、単一の方法を用いたのでは

答えられない研究課題に答えることができると述べている。マクロな現象は量的調査で捉え、

個人間の相互作用といったミクロな現象は質的調査で捉えるという棲み分けや、構造の記述は

量的データを用い、過程の記述に質的データを用いるなどである。第 2 に、多角的な視点から、

1 つの現象を立体的に理解することである。量的方法と質的方法で整合的なデータが得られれ

ば、その知見の妥当性は高まる。また、具体的・実践的課題の解明をめざす領域では、現実の

諸側面を全体として捉える必要があり、量的調査と質的調査を結合するメリットがあると小泉・

志水編（2007）は述べている。 
上記を、本研究で設定した RQ に敷衍すれば、いずれの RQ についても、量的調査と質的調

査を結合し、立体的に理解する必要がある。RQ1 の「大学職員の業務は、職位・年数によりど

のような違いがあるのか？」は、職位・年数による業務の状況は構造で、マクロな現象として

量的調査が必要であり、その内部の状況は過程であり、ミクロな現象として質的調査が必要で

ある。RQ2 の「部課の業務はどのような違いがあるのか？」は、部課の主要な業務の状況は、

マクロな現象として量的調査が必要であり、部課の業務の内容は、ミクロな現象として質的調

査が必要である。RQ3 の「大学職員の仕事への取り組み方は、職位・年数によりどのような違

いがあるのか？」は、職位・年数による経験学習とマネジメント/リーダーシップの状況は、マ
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クロな現象として量的調査が必要であり、その内容と変化の過程については、ミクロな現象と

して質的調査が必要である。RQ4 の「大学規模により、大学職員の業務と仕事への取り組み方

に違いがあるのか？」は、大学規模の違いは構造であり、マクロな現象として量的調査が必要

であり、大学規模の違いが個人に与える影響については、ミクロな現象として質的調査が必要

である。以上のような量的調査と質的調査により、1 つの現象を立体的に理解することは、そ

れだけ実践的になると考える。したがって、本研究では、研究課題を理解するために量的デー

タと質的データの両方を収集し、2 つを統合し、両方のデータが持つ強みを合わせたところか

ら解釈を導きだす研究アプローチである混合研究法を採用する。量的データと質的データの取

り扱いであるが、2 つの形態のデータは異なる洞察を提供するため、両方のデータの組み合わ

せが問題を複数の角度や複数の視点から捉えることができ、量的結果は一般的な傾向と関係を

明らかにし、質的結果は個人的な視点を提供する収斂デザイン（Creswell,2017）を採用する。 
本研究の手続きを示したものが、図 5-1 である。業務と仕事への取り組み方に関する質問（ア

ンケート）をもとに、量的データと質的データを収集する。量的データと同一の母集団の中か

ら、職位と大学規模を網羅して質的データを収集する。量的データは解析ソフト（SPSS）によ

り統計結果を出し、質的データは SCAT（Steps for Cording and Theorization）によりデータ

分析を行う。また、質的データの分析については、調査対象大学の諸制度について理解するた

めに、事務局長等へのインタビューを行う。最後に、量的データ分析結果（量的調査結果）と

質的データ分析結果（質的調査結果）を統合してジョイント・ディスプレイ 2で表現し、大学職

員の業務と仕事への取り組み方について解釈する。 
 

  
 

上記の研究方法と研究手続きにより、本研究では、大学職員の業務と仕事への取り組み方に

関する実証的調査を行い、類型化し、体系的なものとして整理することを試みるものである。

このことにより、本研究の成果が、大学職員の人材育成にとって 1 つのエビデンスとなり、人

材育成に対して実践的に貢献することができると考える。 
                                                   
2 量的・質的データの両方のデータベースの結果を説明するための図表である（Creswell,2017）。 
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５．実証的調査の内容と方法 

 
5.1 調査内容 

本研究は、量的調査と質的調査の両方を行うが、量的調査は、アンケートにより、業務に関

する 12 項目と、仕事への取り組み方に関する 21 項目を質問した。選択または業務比率など数

値を記入する形式とし、質問項目は次のとおりである（資料 1）。 
①職位は、課員、係長、課長補佐、課長、次長・部長（事務局長を含む）に区分して質問し、

集計では、課員は一般職、係長と課長補佐は監督職、課長と次長・部長（事務局長を含む）

は管理職とした。なお、監督職は、先行研究では初級管理職に該当する。 
②所属大学での勤務年数、正社員としての前職の有無と、有りの場合の勤務年数、所属大学で

の監督職と管理職の経験年数を質問し、集計では、所属大学での勤務年数と前職での勤務年

数を合わせて仕事経験年数とした。なお、年数は、1 年以下は 1 年、1 年超から 2 年以下は

2 年と、年単位の回答になっている。 
③所属部課は、特定非営利活動法人実務能力認定機構（ACPA）が 2012 年に作成・公表した

「大学マネジメント業務スキル基準表」の 21 分野の中の 18 分野に分類された専門業務領

域 3を参考に、11 部課（総務・人事・財務、企画・大学評価、教学、入試、学生生活支援、

就職・エクステンション、研究推進・支援、学術情報（図書館含む）、情報化推進、国際化推

進、社会連携（校友・父母等））と、初等・中等教育、他機関（出向等）、それ以外に区分し

た。 
④業務については、大学職員は異動を伴い、昇進・昇格していくことを前提にすると、共通性

を持つ業務の区分を行う必要がある。大学の業務は分業されており、各業務は処理方法を標

準化することで調整が行われるので、業務は定型化されたものになる。また、調整は、分業

された各業務の処理方法の標準化だけでは対応できないので、人どおしによる調整が必要に

なるし、大学では学生・父母や大学教員への対応業務がある。さらに、大学では、カリキュ

ラム改革や認証評価への対応、学部・学科の新増設・改組など、プロジェクトとして行う業

務が発生する。このような状況をふまえて、本調査では、業務を以下のように定義し、全部

の仕事量を 100 とした場合のそれぞれの業務の担当状況を質問した。その結果が、各業務の

担当業務比率（％）である。なお、質問に該当しない業務は「その他」とした。 
・定型業務：一定の周期で、ほぼ同じ手順により繰り返し行う業務。 
・組織運営業務：部・課・チームなど自らが直接関わっている組織が担当している業務を

遂行するための事前準備・事後処理や、他者（他部・他課・他チーム・外部）との調

整を行う業務。 
・期間がある時限的業務（以下、「時限的業務」と表記する）：カリキュラム改革の検討な

ど、通常はないが一時的な業務として行うプロジェクト的な業務。 
 さらに、上記の定型業務を次のように区分し、定型業務の全部の仕事量を 100 とした場合の

担当状況を質問した。その結果が、定型業務内の内訳の比率（％）である。なお、質問に該

当しない内訳は「その他」とした。 
・実務：資料・議事録作成、データ処理、点検、書類整理、マニュアル作成等。 

                                                   
3 法人・総務、人事・労務、財務、教務、入試、学務、教育研究支援、学術情報、研究推進、国際化推進、

学生生活支援、文化推進、情報化推進、キャンパス整備、広報、校友支援、募金、エクステンションである

（内山,2019）。 
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・対人業務：会議・打合せ、学生面談等。 
・調整業務：契約職員・派遣職員が実務を行うための調整。 

⑤「業務の繋がり」は、他部課や外部との連絡・協議・調整があることで、定型業務、組織運

営業務、時限的業務のそれぞれについて、「1：全くない」から「4：常にある」の 4 件法で

質問した。「業務の変化」は、1 年前との業務量の比較で、定型業務、組織運営業務、時限的

業務のそれぞれについて、「1：たいへん減った」から「5：たいへん増えた」の 5 件法で質

問した。 
⑥仕事への取り組み方は、木村ほか（2011）による経験学習に関する 16 項目と、独自の 5 項

目により構成した。独自項目はマネジメント/リーダーシップに関する質問である 4。21 項

目について、「1：全くしていない」から「5：いつもしている」の 5 件法で質問した。なお、

経験学習に関する 16 項目は、経験学習モデルの具体的経験、内省的観察、抽象的概念化、

能動的実験の 4 つの質問項目で構成されており、この尺度の得点と、職場における能力向上

に関する成長実感の間に有意な相関があるので、本研究では、経験学習モデル全体は「経験

学習」と表記し、全平均を「経験学習力」と定義した。 
質的調査は、アンケート項目にそった半構造化インタビューを行った。 

 
5.2 調査方法 

本研究は、混合研究法の収斂デザインにより、量的・質的データの両方を収集・分析し、2 つ

の調査結果を統合するが、本調査の量的調査数（アンケート）と質的調査数（インタビュー）

の関係では、質的調査も相当数実施している。大谷（2019）は、質的研究の一般化可能性は、

論文読者等にとって比較可能性と翻訳可能性を提供するものであり、それを担保するために詳

細な記述が必要であり、質的研究では量的研究ほど n は大きくできないと述べている。しかし、

本研究は、大学職員の業務と仕事への取り組み方について、類型化し、体系的なものとして整

理することを試みており、研究対象である大学職員は、異動を伴い、昇進・昇格していくし、

部課の業務も多岐にわたる。質的研究の一般化可能性を提供するためには、インタビュイーが

経験を有している必要がある。分析の視座とした大学規模は、インタビュイーの所属大学に規

定されるし、職位については、一般職は監督職や管理職の経験がない。また、管理職が一般職

であった時と現在では、契約職員や派遣職員の人数、業務のアウトソース、エクセルなど業務

ツールの活用が大きく変化している。以上の理由から、大学職員の業務と仕事への取り組み方

のミクロな現象を解明するためには、職位と大学規模を網羅した幅広い層の大学職員に調査に

参加してもらう必要があると考える。したがって、インタビュイー5はそれを満たすことができ

る人数に対して行うこととした。これは、多様な視点を研究デザインの中に組み込むために、

差異のある個人が選ばれる多様性最大化サンプリング（Creswell,2017）である。 
量的調査は、大学職員全員に対して実施することについて了解を得た大学は Web アンケー

トにより行った。インタビューのみ実施することについて了解を得た大学は、インタビュー実

施者に事前にアンケート用紙を送付し、インタビュー当日に回答を得た。なお、大学職員全員

に対して Web アンケートを実施した大学については、インタビュー時に Web アンケートへの

                                                   
4 信頼性検定の Cronbach のα値は 0.706 である。 
5 Creswell（2017）は、質的・量的研究の長所と短所の説明の中で「研究参加者」と表記している。また、

大谷（2019）も、質的研究で研究対象となるのは、日常生活を通して出会う人の中から研究参加をお願いし

ているので、「研究参加者」と表記している。本調査のアンケートとインタビューについても、研究参加をお

願いしているので、「研究参加者」と表記する。 
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回答の有無を確認し、未回答者分は量的調査に加えた。量的調査の集計と分析は、SPSS 
Statistics 27 により行った。 

質的調査は、1 人につき約 1 時間のインタビューを行い、インタビュイー毎に記録を作成し、

録音から内容と表現を確認した。質的データの分析は SCAT（Steps for Cording and 
Theorization）により行った。SCAT は、マトリクスの中にセグメント化したデータを記述し、

それぞれに、①データの中の着目すべき語句、②それを言い換えるためのデータ外の語句、③

それを説明するための語句、④そこから浮き上がる構成概念の順にコードを付していくコーデ

ィングと、構成概念を紡いでストーリーラインを記述し、そこから理論を記述する手続きとか

らなる質的データ分析手法である。質的研究では、量的研究における統計的手法ほど包括的か

つ一般的な、データ分析のための定式的手続きは存在しない中で、SCAT は分析手続きの明示

化、分析の初期段階への円滑な誘導、分析過程の省察可能性と反証可能性の増大、理論的コー

ディングと質的データの分析の統合が可能である（大谷,2019）。 
仕事経験には組織の特性が影響すると考えられるが、大学は設置者や学部構成など多様であ

るため、調査対象大学はある程度の共通性を前提とし、医学部を有しない私立大学とした。医

学部を有する場合は教職員構成が異なり、国公立と私立では財政構造が異なるからである。そ

のうえで、大学規模は組織構造の有効性に関わり、大学職員の業務に影響すると考えられるの

で、文部科学省による「定員の厳格化」後の収容定員と、日本私立学校振興・共済事業団によ

る入学定員の区分を参考に、小規模（収容定員 4,000 人未満）、中規模（同 8,000 人未満）、大

規模（同 12,000 未満）、巨大規模（12,000 人以上）の 4 水準に区分し、各水準 2 大学、合計 8
大学を調査した。 

調査対象大学は研究者の繋がりにより依頼し、当該大学として了解が得られた調査方法（大

学職員全員に対するアンケートと一定数に対するインタビュー、または一定数に対するアンケ

ートとインタビュー）により行った。調査は大学毎に期間が異なり、Web アンケートは 2020
年 1 月 7 日から 3 月 23 日、インタビューは 2020 年 9 月 15 日から 2021 年 6 月 7 日の間に実

施した。 
調査対象大学の組織、運営方法、大学職員の人事制度（採用、異動、昇進・昇格等）などに

ついて、事務局長または人事部長にインタビューした。1 人につき 1 時間から 1 時間 30 分で、

記録を作成してインタビュイーの確認を得た。実施期間は 2021 年 3 月 12 日から 6 月 11 日の

間であった。 
調査にあたり、研究倫理上の取り扱いは次のとおりである。まず、大学職員全員に対してア

ンケートを実施した大学では、アンケートの趣旨を記載した文書を全員に配布していただき、

そこに記載されたアドレスから Web アンケートにより回答を求めた。インタビューについて

は、1 大学は、インタビューの趣旨と研究参加者を募る文書を全員に配布していただき、協力

を表明していただいた方をインタビュイーとした。他の 7 大学は、当該大学からインタビュー

をお願いできる方を推薦していただき、研究者から、直接、研究の趣旨と協力依頼の文書を送

付し、了解いただいた方をインタビュイーとした。インタビュー実施にあたっては、開始前に

改めて文書にもとづき口頭で説明を行い、同意書にて意思を確認した。事務局長（または人事

部長）についても、同様にインタビューの同意を得て実施した。なお、インタビューは、イン

タビュイーの都合に合わせて対面またはオンラインで実施した。 
以上による調査対象大学と研究に参加した大学職員（以下、「研究参加者」という）の人数は、

表 5-1 のとおりである。 
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６．まとめ 

 
 本章においては、まず、第 1 章から第 4 章において考察した、大学職員の仕事経験に関連す

る研究分野の先行研究のレビューにより明らかになった要点を整理した。その結果、リサーチ・

クエスチョン（RQ）として次の 4 つを設定した。 
RQ1：大学職員の業務は、職位・年数によりどのような違いがあるのか？ 
RQ2：部課の業務はどのような違いがあるのか？ 
RQ3：大学職員の仕事への取り組み方は、職位・年数によりどのような違いがあるのか？ 
RQ4：大学規模により、大学職員の業務と仕事への取り組み方に違いがあるのか？ 

 本研究では、大学職員の業務と仕事への取り組み方について、量的調査と質的調査により、

1 つの現象を立体的に理解することが実践的であると考えるので、上記の RQ を解明するため

に、量的データと質的データの両方を収集して解釈する混合研究法の収斂デザインを採用する。

そして、第 6 章において量的調査結果、第 7 章において質的調査結果について述べた後、終章

において量的調査結果と質的調査結果の統合を行い、実証的調査結果について考察する。 
 

規模 大学 アンケート インタビュー
量的調査

（アンケート）
質的調査

（インタビュー）
事務局長等

インタビュー
Ａ 全員 ○
Ｂ 全員 ○
Ｃ 一部 ○
Ｄ 一部 ○
Ｅ 一部 ○
Ｆ 全員 ○
Ｇ 一部 ○
Ｈ 全員 ○

合計 8 全員4、一部4 8 367 105 8

大規模

巨大規模

注1)大学規模は文部科学省「定員の厳格化」後の収容定員と日本私立学校振興・共済事業団の入学定員の区分を参考
　　に分類した。
　　小規模：収容定員4,000人未満、中規模：8,000人未満、大規模：12,000人未満、巨大規模：12,000人以上
注2)アンケート欄の「全員」は大学職員全員に対して実施、「一部」はインタビュイーに事前にアンケートを送付
　　し、インタビュー時に回答を得た。
（出所：筆者作成）

207 55 2

63 15 2

表5-1　調査対象大学と研究参加者数

77 15小規模

中規模

2

20 20 2
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第６章 量的調査結果 

－大学職員の業務と仕事への取り組み方－ 

 
 

１．はじめに 

 
本章では、大学職員の雇用の状況と、業務に関する 12 項目および仕事への取り組み方に関

する 21 項目のアンケート結果について述べるが、量的調査に参加した大学職員（以下、「研究

参加者」という）の人数は表 6-1 のとおりである。本調査では、一般職が約半数、監督職と管

理職が約四分の一ずつの構成である。第 1 章 3 節 3 項「大学職員の業務と仕事への取り組み方

に関する先行研究」で取り上げた加藤（2017a,2017b,2018）の調査は、一般職 22％、初級管理

職 25％、管理職 21％、役員 1％、有期・嘱託・派遣職員 31％であり １、本調査とは職位につ

いての比較は可能である。木村（2017）の調査は、一般職 44.8％、初級管理職 38.5％、管理職

16.7％であり、本調査の研究参加者の構成と比較的類似しており、調査結果について比較が可

能である。なお、本調査における監督職は先行研究では初級管理職にあたる。 
 

 
 

本章の構成は、２において、調査対象であるメンバーシップ型の大学職員の雇用の状況を考

察する。そのうえで、第 5 章で設定したリサーチ・クエスチョン（RQ）にそって、３において

職位・年数による業務の違い、４において部課による業務の違い、５において職位・年数によ

る仕事への取り組み方の違い、６において大学規模による業務と仕事への取り組み方の違いに

ついて、調査結果を述べる。 
 

２．雇用の状況 

 
大学職員はメンバーシップ型の雇用であるが、表 6-2 は、所属大学での勤務年数、所属大学

および前職での正社員としての仕事経験年数、所属大学での監督職年数と管理職年数、所属大

学での経験分野数の平均値である。なお、経験分野数は、第 5 章 5 節 1 項の調査内容③で述べ

た区分による経験部課数（初等・中等教育、他機関等を含む）である。大学職員の勤務年数は

15.90 年で、前職を含めると 18.42 年の仕事経験年数であり、2.68 部課を経験していた。なお、

前職が有る人は 157 人で、研究参加者数の 42.8％である。 
                                                   
１ 加藤（2017a）に記載されている。 

人数 規模内 人数 規模内 人数 規模内 人数 規模内 人数 規模内 人数

小規模 40 51.9% 17 22.1% 14 18.2% 6 7.8% 20 26.0% 77

中規模 8 40.0% 7 35.0% 3 15.0% 2 10.0% 5 25.0% 20

大規模 27 42.9% 20 31.7% 11 17.5% 5 7.9% 16 25.4% 63

巨大規模 99 47.8% 56 27.1% 42 20.3% 10 4.8% 52 25.1% 207

合計 174 47.4% 100 27.2% 70 19.1% 23 6.3% 93 25.3% 367

表6-1　量的研究参加者数（大学規模・職位別）

大学規模 計

管理職

（出所：筆者作成）

課長職 部次長職
一般職 監督職 合計
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雇用の状況であるが、職位が上がると、勤務年数、仕事経験年数、管理職年数は長くなり、

経験分野数も職位が上がると増加し、大学職員は異動し、年数の経過により昇進・昇格をして

いた。なお、正規分布を仮定した参考値であるが、全職位について、勤務年数と経験分野数は

0.597（p 値<0.01）の正の相関になり、勤務年数の経過により異動も増加している。 
 

 
 

３．職位・年数と業務 

 
大学職員の業務の状況であるが、表 6-3 は、定型業務、組織運営業務、時限的業務、定型業

務内の内訳である実務、対人業務、調整業務の業務比率の平均値である。なお、上記に該当し

ない業務は「その他」としている。全職位から、大学職員は、定型業務を 44.89％、組織運営業

務を 29.76％、時限的業務を 20.46％行っており、定型業務内では実務が 50.48％、対人業務が

34.37％、調整業務が 11.29％であった。通常業務である定型業務と組織運営業務が 4 分の 3 を

占め、定型業務の中では実務が半分、対人業務が 3 割強であった。 
 

 
 

職位と業務の関係であるが、職位が上がると定型業務は減少し、組織運営業務は増加し、定

型業務の内訳では、職位が上がると実務は減少し、対人業務は増加していた。業務比率の多重

比較の結果、定型業務については、一般職は監督職および管理職（以下、課長職と部次長職の

両方が該当する場合は「管理職」と表記する）、監督職は部次長職、課長職は部次長職との間で

差があり ２、組織運営業務については、一般職は監督職および管理職、監督職は部次長職との

間で差があった。実務については、一般職は監督職および管理職、監督職は管理職、課長職は

                                                   
２ 多重比較（Tukey HSD）の p 値が 0.05 未満であり、「差がある」と表記した。多重比較の結果について

は、以下も同様に p 値が 0.05 未満の場合は、「差がある」と表記している。 

平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

勤務年数（所属大学） 10.52 7.276 17.47 8.106 23.34 7.269 27.13 7.973 24.28 7.585 15.90 9.463

仕事経験年数 12.60 8.045 20.38 7.340 25.89 6.233 31.22 5.526 27.20 6.465 18.42 9.613

監督職年数（所属大学） 5.72 4.522 5.70 4.506 4.65 3.996 5.44 4.387 5.59 4.448

管理職年数（所属大学） 6.30 4.710 12.17 4.960 7.75 5.386 7.75 5.386

経験分野数（所属大学） 2.29 1.339 2.55 1.329 3.33 1.236 4.26 1.959 3.56 1.492 2.68 1.469

単位：年数は年、経験分野数は部課数
注)監督職で管理職経験がある1人の管理職年数は集計から除いている。
（出所：筆者作成）

表6-2　年数・経験分野数（職位別）

年数・経験分野数

一般職 監督職
管理職

全職位
課長職 部次長職 計

n＝174 n=100 n =70 n=23 n=93 n =367

平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差 平均 標準偏差

54.23% 24.900 41.29% 23.201 34.70% 20.559 19.77% 17.285 31.13% 20.747 44.89% 25.299

実務 58.74% 21.863 48.94% 19.696 39.09% 20.883 25.00% 22.328 35.89% 21.908 50.48% 23.173

対人業務 27.26% 16.118 34.15% 16.418 44.38% 18.272 63.35% 26.027 48.69% 21.655 34.37% 19.651

調整業務 10.72% 10.557 13.99% 9.817 11.04% 8.265 3.65% 5.659 9.36% 8.326 11.29% 9.981

その他 3.28% 12.053 2.92% 9.229 5.49% 10.568 8.00% 23.586 6.06% 14.444 3.86% 12.042

内訳計 100.00% - 100.00% - 100.00% - 100.00% - 100.00% - 100.00% -

23.32% 17.842 31.39% 16.241 37.67% 15.875 48.18% 26.392 40.18% 19.291 29.76% 19.056

18.64% 19.298 23.60% 18.101 19.41% 12.242 23.86% 20.813 20.48% 14.739 20.46% 17.995

3.81% 10.093 3.72% 7.902 8.21% 12.396 8.18% 18.358 8.21% 13.938 4.89% 10.833

100.00% - 100.00% - 100.00% - 100.00% - 100.00% - 100.00% -

表6-3　業務比率（職位別）

業務

一般職 監督職
管理職

全職位
課長職 部次長職 計

n =174

組織運営業務

時限的業務

注1）業務比率は、定型業務、組織運営業務、時限的業務に区分し、全部の仕事量を100とし、上記3つに該当しない業務は「その他」とした。
注2)「内訳」は定型業務内の区分で、定型業務の仕事量の全部を100とし、実務、対人業務、調整業務に該当しない業務は「その他」とした。
（出所：筆者作成）

n=99 n =68 n=19 n=87 n =360

定型業務

内
訳

業務合計

その他
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部次長職との間で差があり、対人業務については、一般職は監督職および管理職、監督職は管

理職、課長職は部次長職との間で差があった。調整業務については、一般職は監督職および部

次長職、監督職は部次長職、課長職は部次長職との間で差があった。図 6-1 は、多重比較によ

る職位と業務の関係であるが、定型業務は一般職、監督職および課長職、部次長職の 3 つのサ

ブグループに分かれ、組織運営業務は一般職および監督職、監督職および課長職、部次長職の

3 つに分かれた。実務は一般職および監督職、監督職および課長職、部次長職の 3 つ、対人業

務は一般職および監督職、課長職、部次長職の 3 つ、調整業務は一般職、監督職、課長職と部

次長職の 2 つのサブグループに分かれた。監督職と課長職の業務比率は近似しているが、課長

職は組織運営業務と定型業務の中の対人業務の業務比率が高く、職位による違いが見られた。

これに対して、部次長職は他の職位と業務比率が異なり、部次長職になると業務は大きく変化

していた。 
 

            
 

タスク・コンティンジェンシー・モデルでは、タスク特性として、タスク遂行のうえで他部

門（組織外を含む）との協力が必要になる「依存性」がある（金井,1991）が、本稿では、業務

の依存性を「業務の繋がり」として調査し、表 6-4 がその平均値である。全職位から、組織運

営業務は業務の繋がりが強く（数値が高い）、定型業務は弱かった。全業務平均で見ると、職位

が上がると業務の繋がりは強くなった。多重比較の結果、組織運営業務は一般職と管理職、時

限的業務は一般職と監督職および管理職の間で差があった。また、一般職は定型業務、監督職

は時限的業務、管理職は組織運営業務と、職位により繋がりの強い業務は異なった。 
 

         
 

課長職 部次長職

管理職

定型業務

一般職 監督職

対人業務
内
訳

実務

調整業務

時限的業務

図6-1　職位と業務の関係

（出所：筆者作成）

組織運営業務

課長職 部次長職 計

n =140 n=96 n =66 n=19 n=85 n=321
定型業務 3.24 3.27 3.16 3.32 3.19 3.24

組織運営業務 3.17 3.34 3.50 3.74 3.56 3.32

時限的業務 3.09 3.38 3.42 3.61 3.47 3.28

全業務平均 3.17 3.33 3.35 3.57 3.41 3.27

注)回答は、1:全く無い、2:あまり無い、3:時々有る、4:常にあるの4件法で、
　当該業務を担当していない場合は未回答になる。
（出所：筆者作成）

表6-4　業務の繋がり（職位別）

業務
一般職 監督職

管理職
全職位



78 
 

仕事経験年数と業務の関係であるが、仕事経験年数の経過により業務は熟達化する ３。仕事

経験年数と業務の関係であるが、一般職の定型業務比率との相関係数は-0.37、組織運営業務比

率は-0.109 で負の関係になった。つまり、年数の経過により、定型業務、組織運営業務から時

限的業務に移行している。これに対して、監督職と課長職の定型業務比率との相関係数は、監

督職 0.465、課長職 0.344 で正の関係になり、組織運営業務比率は監督職-0.265、課長職-0.449、
時限的業務比率は監督職-0.310、課長職-0.238 で負の関係になった。つまり、年数の経過によ

り定型業務が増加していたのである。 
 

４．部課の業務 

 
本調査は、第 5 章 5 節 1 項の調査内容③で述べた 11 部課を調査対象にしたが、研究参加者

数は全て 10 人以上であり、いずれの部課も一般職が最も多く、職位による影響はほぼ同様の

傾向になると考えられる（資料 2-1）。仕事経験年数および経験分野数について、多重比較の結

果、部課の間で差はなかったが、情報化推進の経験分野数のみ 2 未満で、異動が少ない部課で

あった（資料 2-2）。 
表 6-5 は、部課別の定型業務、組織運営業務、時限的業務、定型業務内の内訳である実務、

対人業務、調整業務の業務比率の平均値であり、図 6-2,3 がそのグラフである。なお、上記に

該当しない業務は「その他」としている。多くの部課は定型業務が最も多いが、企画・大学評

価と国際化推進は組織運営業務、情報化推進は時限的業務が最も多かった。定型業務の内訳は、

多くの部課は実務が最も多いが、学生生活支援と就職・エクステンションは実務との比較で対

人業務が 4 ポイント以上多かった。定型業務比率が 5 割を超えている部課は教学と研究推進・

支援で、いずれも定型業務の内訳では実務が 5 割を超えていた。 
業務の繋がりであるが、多重比較の結果、研究推進・支援と総務・人事・財務および学生生

活支援の間で差があり、全部課平均との関係では、総務・人事・財務、企画・大学評価、学生

生活支援、国際化推進は業務の繋がりが強く、研究推進・支援、学術情報は弱かった（資料 2-
3）。 
 

 
 

                                                   
３ 熟達化は、通常 10 年以上にわたる長期的な学習が必要（熟達化の 10 年ルール）で、熟達化は、手続的熟

達化、定型的熟達化、適用的熟達化、創造的熟達化の 4 段階に分けることができる（楠見,2012b）。詳細は、

第 4 章 4 節 3 項 2 を参照されたい。 

総務・人
事・財務

企画・
大学評価

教学 入試
学生生活

支援

就職・エ
クステン
ション

研究推
進・支援

学術情報
情報化
推進

国際化
推進

社会連携 全部課

n=70 n =21 n=94 n =26 n =22 n =21 n =27 n =22 n =11 n=10 n =13 n=360
43.61% 31.05% 52.70% 48.58% 42.09% 47.50% 51.30% 44.77% 19.55% 31.82% 43.08% 44.89%

実務 54.67% 45.19% 55.78% 51.96% 38.82% 36.90% 50.74% 57.27% 41.82% 45.50% 39.64% 50.48%

対人業務 32.93% 38.81% 30.40% 36.12% 43.09% 47.62% 24.81% 26.36% 43.18% 33.00% 43.21% 34.37%

調整業務 9.11% 8.38% 11.51% 10.00% 14.23% 11.67% 15.37% 14.55% 10.45% 15.00% 11.79% 11.29%

その他 3.29% 7.62% 2.31% 1.92% 3.86% 3.81% 9.07% 1.82% 4.55% 6.50% 5.36% 3.86%

内訳計 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

30.56% 33.67% 25.05% 31.73% 23.86% 33.18% 27.37% 29.09% 26.36% 39.55% 37.77% 29.76%

19.86% 32.90% 18.59% 15.46% 25.68% 15.00% 13.44% 22.05% 52.27% 25.00% 15.31% 20.46%

5.97% 2.38% 3.66% 4.23% 8.36% 4.32% 7.89% 4.09% 1.82% 3.64% 3.85% 4.89%

100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

注1）業務比率は、定型業務、組織運営業務、時限的業務に区分し、全部の仕事量を100とし、上記3つに該当しない業務は「その他」とした。
注2)「内訳」は定型業務内の区分で、定型業務の仕事量の全部を100とし、実務、対人業務、調整業務に該当しない業務は「その他」とした。
注3）全部課平均には、初等・中等教育、他機関、それ以外を含んでいる。
（出所：筆者作成）

表6-5　業務比率（部課別）

業務

定型業務

組織運営業務

時限的業務

内
訳

その他

業務合計
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５．仕事への取り組み方 

 

仕事への取り組み方については、経験学習に関する 16 の質問項目と、マネジメント/リーダ

ーシップに関する 5 つの質問項目の結果である。第 5 章 5 節 1 項の調査内容⑥で述べたよう

に、経験学習は、経験学習モデルの具体的経験、内省的観察、抽象的概念化、能動的実験が各

4 つの質問項目で構成されており、マネジメント/リーダーシップは 5 つの質問項目で構成され

ている。本稿では、経験学習については、具体的経験の 4 つの質問項目の平均値を具体的経験

とし、内省的観察以下も同様とした。本調査で用いた木村ほか（2011）による経験学習に関す

る尺度の得点と、職場における能力向上に関する成長実感の間に有意な相関があるので、本稿

では、経験学習モデル全体を「経験学習」、具体的経験、内省的観察、抽象的概念化、能動的実

験の全平均を「経験学習力」と表記する。また、マネジメント/リーダーシップについては、5
つの質問項目の平均値をマネジメント/リーダーシップとした。 

表 6-6 が具体的経験、内省的観察、抽象的概念化、能動的実験、全平均である経験学習力、

マネジメント/リーダーシップの平均値である。経験学習については、監督職と課長職の平均値

が同じである項目も含めると、職位が上がると内省的観察、抽象的概念化、経験学習力は高く

なり、多重比較の結果、内省的観察は一般職と課長職の間で差があった。これは、内省的観察

　　　　　　　　　図6-2　業務比率（部課別）
（出所：筆者作成）
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　　　　　　　図6-3　定型業務内の比率（部課別）
（出所：筆者作成）
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の 4 つの質問項目の中の「様々なやり方を求めて自分のやり方を見直す」について、一般職と

課長職の間で差があったことが要因である（資料 2-4、以下、経験学習とマネジメント/リーダ

ーシップの質問項目については同じ）。また、具体的経験の中の「困難な仕事に立ち向かう」は

一般職と監督職および管理職の間で差があるが、能動的実験については職位の間で差はなかっ

た。 
 

      
 
マネジメント/リーダーシップについても職位が上がると高くなり、多重比較の結果、一般職

と監督職および管理職、監督職と管理職の間で差があった。マネジメント/リーダーシップの 5
つの質問項目については、「予算や人員配置など計画を立てて行う」は一般職と監督職および管

理職、監督職と管理職の間で差があり、「フォーマルなライン（権限関係）に基づいて仕事を進

める」は一般職と管理職の間で差があった。「学園や所属課（部）の課題や方向性を意識してい

る」は一般職と管理職、監督職と部次長職の間で差があり、「課題を実現するためにいろいろな

人脈を活用する」は一般職と監督職および管理職の間で差があった。 
表 6-7 は、経験学習力についての回帰分析の結果である。仕事経験年数を変数としたモデル

1、モデル 1 に業務（定型業務比率と業務の繋がり）を追加したモデル 2、モデル 2 に職位（監

督職ダミー、課長職ダミー、部次長職ダミー）を追加したモデル 3 から、経験学習力には業務

が影響していた。定型業務比率はマイナス（以下、「－」と表記する。）の影響、業務の繋がり

はプラス（以下、「＋」と表記する。）の影響を与えていた。経験学習の 4 項目について、モデ

ル 3 の p 値＜0.05 となった変数は、具体的経験は定型業務比率（－）と業務の繋がり（＋）、 
 

         

課長職 部次長職 計

n =174 n=100 n=70 n=23 n=93 n =367
具体的経験 3.78 4.00 3.98 4.14 4.02 3.90

内省的観察 3.89 4.05 4.13 4.20 4.15 4.00

抽象的概念化 3.96 4.09 4.09 4.18 4.11 4.03

能動的実験 3.87 3.98 3.94 3.90 3.93 3.92

経験学習力 3.87 4.03 4.03 4.11 4.05 3.96

マネジメント/リーダーシップ 3.69 4.03 4.31 4.55 4.37 3.96

注1)回答は、経験学習は各項目毎に4つ、マネジメント/リーダーシップは5つの質問があ
　　り、1:全くしていない、2:あまりしていない、3:どちらともいえない、4:時々して
　　いる、5:いつもしているの5件法で、その平均値である。
注2)経験学習力は、具体的経験、内省的観察、抽象的概念化、能動的実験の平均値であ
　　る。
（出所：筆者作成）

表6-6　仕事への取り組み方（職位別）

経験学習・
マネジメント/リーダーシップ

一般職 監督職
管理職

全職位

Ｂ p値 Ｂ p値 Ｂ p値
定数 3.881 0.000 3.263 0.000 3.250 0.000
仕事経験年数 0.004 0.115 0.002 0.424 0.003 0.368
定型業務比率 -0.004 0.000 -0.005 0.000
業務の繋がり 0.260 0.000 0.262 0.000
監督職ダミー 0.030 0.651
課長職ダミー -0.016 0.849
部次長職ダミー -0.119 0.364

調整済R2乗

p値
注）目的変数の経験学習力は、経験学習の具体的経験、内省的観察、抽象的概念
　　化、能動的実験の全平均値である。
（出所：筆者作成）

0.004 0.166 0.163

0.115 0.000 0.000

表6-7　経験学習力との関係

変数

モデル1 モデル2 モデル3

n=367 n =365 n =365
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内省的観察は業務の繋がり（＋）、抽象的概念化は仕事経験年数（＋）、定型業務比率（－）、業

務の繋がり（＋）、能動的実験は定型業務比率（－）、業務の繋がり（＋）、部次長職ダミー（－） 
であった。以上から、業務と経験学習の関係は、定型業務はマイナス、業務の繋がりはプラス

の要因になった。また、仕事経験年数は抽象的概念化にプラスの要因になった。職位について

は、部次長職は能動的実験に対してはマイナスの要因になった。 
表 6-8 は、マネジメント/リーダーシップについての回帰分析の結果である。経験学習力と同

様に、仕事経験年数を変数としたモデル 1、モデル 1 に業務（組織運営務比率と業務の繋がり）

を追加したモデル 2、モデル 2 に職位（監督職ダミー、課長職ダミー、部次長職ダミー）を追

加したモデル 3 である。業務については、業務を遂行するうえでマネジメント/リーダーシップ

が最も必要になると考えられる組織運営業務比率を変数にした。モデル 3 から、マネジメント

/リーダーシップには職位の影響が大きく、職位が上がるほどその影響は大きかった。また、業

務の繋がりも経験学習と同程度（非標準化係数が経験学習は 0.262、マネジメント/リーダーシ

ップは 0.227）で影響を与えていた。 
 

         
 
 経験学習とマネジメント/リーダーシップの関係であるが、正規分布を仮定した参考値であ

るマネジメント/リーダーシップとの相関係数（p＜0.01）は、具体的経験が 0.394、内省的観察

が 0.394、抽象的概念化が 0.328、能動的実験が 0.286、経験学習力が 0.441 であった。本稿で

は、仕事への取り組み方の構成要素を経験学習とマネジメント/リーダーシップにしているが、

両者は関係していた。 
なお、部課についても仕事への取り組み方である具体的経験、内省的観察、抽象的概念化、

能動的実験、経験学習力、マネジメント/リーダーシップを考察したが、多重比較の結果、部課

の間で差がある項目はなかった。ただし、全部課平均との関係では、学術情報は経験学習の全

項目とマネジメント/リーダーシップ、情報化推進は経験学習の全項目の数値が低かった（資料

2-5）。 
 

６．大学規模 

 
大学規模との関係では、表 6-1（量的調査対象者数（大学規模・職位別））のとおり、小規模

大学は一般職の比率が高く、監督職の比率が低いこと、中規模大学および大規模大学は一般職

の比率が低く、監督職の比率が高い傾向はあるが、いずれの大学規模も一般職の人数が最も多

く、職位による影響はほぼ同様の傾向になると考えられる。また、大学規模別の仕事経験年数

Ｂ p値 Ｂ p値 Ｂ p値
定数 3.606 0.000 2.630 0.000 2.914 0.000
仕事経験年数 0.019 0.000 0.017 0.000 0.003 0.513
組織運営業務比率 0.005 0.009 0.001 0.532
業務の繋がり 0.265 0.000 0.227 0.000
監督職ダミー 0.269 0.002
課長職ダミー 0.520 0.000
部次長職ダミー 0.666 0.000
調整済R2乗
p値

表6-8　マネジメント/リーダーシップとの関係

変数

モデル1 モデル2 モデル3

n=367 n=365 n=365

注）目的変数のマネジメント/リーダーシップは、5つの質問項目の平均値である。
（出所：筆者作成）

0.072 0.148 0.200
0.000 0.000 0.000
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と経験分野数についても、多重比較の結果、差はなかった（資料 2-6）。 
業務比率について、大学規模により違いがあるのかを分析したが、全大学平均と大きく異な

る大学規模はなく、業務について大学規模による違いはなかった（資料 2-7）。ただし、多重比

較の結果、時限的業務について大規模大学と中規模大学および巨大規模大学との間で差がある

が、通常業務である定型業務と組織運営業務について差はなかった。また、業務の繋がりにつ

いても、大学規模による違いはなかった（資料 2-8）。仕事への取り組み方についても、大学規

模により違いがあるのかを分析したが、多重比較の結果、全ての項目について大学規模による

差はなかった（資料 2-9）。 
なお、部課人員数であるが、大学規模別では、小規模 12.03 人、中規模 11.55 人、大規模 12.55

人、巨大規模 23.18 人で、全大学平均は 18.47 人であった。巨大規模大学の部課人員数が多い

のは、巨大規模 H 大学の部課人員数が影響しており、巨大規模 G 大学は 13.63 人である。巨

大規模 H 大学を除いた部課人員数は 11.55 人（中規模）から 13.63 人（巨大規模）の範囲で、

12 人前後が 1 部課の規模であり、大学規模による違いはなかったといえる（資料 2-10,11）。上

記のとおり大学規模により業務に違いがなかったので、大学規模により部課の業務分掌範囲は

異なる。つまり、大学職員数は規模が大きいほど多くなるので、同一分野の業務を分掌する部

課については、規模が大きいほど 1 つの部課が分掌する業務分野は細分化されたものになる。

そして、部課の中で 1 人の大学職員が担当する業務も細分化された領域になる。したがって、

同一分野の部課であっても、1 人の大学職員が担当する業務領域は、大学規模により違いがあ

るといえる。 
 

７．まとめ 

 
 大学職員の業務と仕事への取り組み方に関する量的調査結果について、RQ との関係で得ら

れた知見を次のとおり整理しておきたい。 
 第 1 に、大学職員の雇用についてである。職位が上がると、勤務年数、仕事経験年数、管理

職年数は長くなり、経験分野数は増加する。つまり、メンバーシップ型の雇用の大学職員は、

年数の経過により異動と昇進・昇格をしている。また、仕事経験年数について部課の間で差は

ないが、経験分野数について情報化推進は少なく、異動が少ない部課である。仕事経験年数お

よび経験分野数について、大学規模による違いはない。 
第 2 に、RQ1 の職位・年数と業務についてである。まず、大学職員の業務の半分近くは定型

業務（全職位の定型業務比率は 44.89％）であり、組織運営業務も 3 割（29.76％）で、通常業

務が多い。また、定型業務の中では対人業務が 3 割強（34.37％）を占めている。業務について

は、定型業務は業務の繋がりが弱く、組織運営業務は強いという特徴があり、これが仕事への

取り組み方に影響している。職位と業務との関係であるが、職位が上がると定型業務は減少し、

組織運営業務は増加し、一般職、監督職、管理職の間で差がある。定型業務内の内訳は、職位

が上がると実務は減少し、対人業務は増加し、一般職、監督職、管理職の間で差がある。調整

業務は部次長職のみ一般職、監督職、課長職と差がある。職位と業務の関係は、監督職と課長

職の業務比率は近似しており、部次長職は他の職位と業務比率が異なり、部次長職になると業

務は大きく変化する。業務の繋がりについては職位が上がると強くなるが、職位による業務比

率の違いが業務の繋がりに影響している。なお、一般職は定型業務、監督職は時限的業務、管

理職は組織運営業務と、職位により繋がりの強い業務は異なる。仕事経験年数と業務の関係で
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あるが、年数の経過により、一般職は定型業務、組織運営業務から時限的業務に移行しており、

熟達化している。これに対して、監督職と課長職は定型業務が増加している。また、大学規模

により業務比率に違いはなかった。 
第 3 に、RQ2 の部課の業務についてである。業務比率については、多くの部課は定型業務が

最も多いが、企画・大学評価と国際化推進は組織運営業務、情報化推進は時限的業務が最も多

い。定型業務の内訳は、多くの部課は実務が最も多いが、学生生活支援と就職・エクステンシ

ョンは実務との比較で対人業務が 4 ポイント以上多い。業務の繋がりは業務比率と関係してお

り、定型業務以外の比率が高い企画・大学評価と国際化推進、定型業務の中では対人業務比率

が高い学生生活支援は業務の繋がりが強いが、定型業務比率が高い研究推進・支援と学術情報

は弱い。また、部課人員数であるが、巨大規模 H 大学を除くと大学規模による違いはなく、12
人前後が 1 部課の規模である。大学規模により業務に違いがなかったので、部課人員数がほぼ

同じであることは、1 つの部課の業務分掌範囲は、大学規模が大きいほど分掌する業務分野は

細分化されたものになり、1 人の大学職員が担当する業務領域は、大学規模により違いがある

といえる。 
 第 4 に、RQ3 の仕事への取り組み方である経験学習とマネジメント/リーダーシップについ

てである。職位が上がると、内省的観察、抽象的概念化、経験学習力、マネジメント/リーダー

シップは高くなる。経験学習については、内省的観察は一般職と課長職の間で差がある。業務

と経験学習の関係は、定型業務はマイナス、業務の繋がりはプラスの要因になる。また、仕事

経験年数は抽象的概念化にプラスの要因になる。職位については、具体的経験、内省的観察、

抽象的概念化は職位が上がると高くなるが、能動的実験は職位の間で差はない。監督職と課長

職は、仕事経験年数と経験学習力は負の関係になる。マネジメント/リーダーシップについては、

一般職と監督職および管理職、監督職と管理職の間で差がある。マネジメント/リーダーシップ

には職位の影響が大きく、職位が上がるほどその影響は大きい。また、業務の繋がりも経験学

習と同程度の影響を与えている。なお、仕事への取り組み方について、部課の間で違いはない。 
 第 5 に、RQ4 の大学規模による業務と仕事への取り組み方の違いであるが、業務比率、業務

の繋がり、仕事への取り組み方について大学規模による差はない。また、部課人員数について

も、大学規模による違いはない。 
 量的調査結果から、大学職員がメンバーシップ型の雇用であること、大学職員の業務の約半

分は定型業務であること、業務により繋がり（依存性）に違いがあること、職位・年数により

業務に違いがあること、部課により業務に違いがあること、年数・職位により仕事への取り組

み方に違いがあること、仕事への取り組み方の経験学習とマネジメント/リーダーシップは関係

していること、経験学習に対して定型業務はマイナスの影響を与えること、マネジメント/リー

ダーシップは職位の影響が大きいこと、業務の繋がりは経験学習とマネジメント/リーダーシッ

プに対してプラスの影響を与えること、大学規模による業務の内容と仕事への取り組み方に違

いがないことなどが明らかになったと考える。 
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第７章 質的調査結果 

－大学職員の業務と仕事への取り組み方－ 

 
 

１．はじめに 

 
本章では、量的調査を行ったアンケート項目にそった半構造化インタビューの結果について

述べるが、質的調査に参加した大学職員（以下、「研究参加者」という）の人数は表 7-1 のとお

りである。量的調査の職位別の構成比率との関係では、一般職は 7.4p（ポイント）、監督職は

1.5p 低く、管理職は 9.0p 高い。また、前職が有る人は 0.9p 低い。本調査では、質的調査にお

いて大学規模と職位を網羅する必要があるが、大学規模・職位別の人数では全て 3 人以上にイ

ンタビューしており、大学規模と職位は網羅している。なお、管理職について、量的調査では

課長職と部次長職（事務局長を含む）に区分して分析したが、質的調査では管理職として分析

する。それは、管理職 36 人の内訳は課長職 26 人、部次長職 10 人であるが、インタビューで

は管理職に至るまでのことが中心に語られているからである。また、第 5 章 5 節 2 項の調査方

法で述べたとおり、研究参加者とは別に、調査対象 8 大学の事務局長等（合計 8 人）にもイン

タビューをしている。 
 

        
 

第 5 章 5 節 2 項の調査方法で述べたとおり、質的データは SCAT（Steps for Cording and 
Theorization）により分析したが、その手順は次のとおりである。まず、インタビュー内容は

個人毎にアンケート項目にそって記録を作成し、録音から内容と表現を確認して個人毎の記録

とした。次に、アンケート項目毎に各個人の記録を集約・整理した。これは、SCAT のコーデ

ィングにおけるセグメント化にあたる １が、集約・整理は、業務（定型業務など）、仕事への取

り組み方（具体的経験など）、部課別に行い、インタビュー内容で業務と仕事への取り組み方な

ど整理する分野に複数該当する場合は、それぞれの分野に含めるようにして整理した。各分野

の中ではさらに中分類・小分類を行った。例えば、定型業務の中分類は内容、習得、変化、取

り組み方で、内容の小分類は特徴、他業務との関係、担当者である ２。集約・整理したインタ

                                                   
１ セグメント化は、1 回分の発話に複数の内容が含まれている場合はそれを分けることで、セグメント化の

適切性は分析のやりやすさ（コーディング）のために重要である（大谷,2019）。 
２ 大谷（2019）は、SCAT は大規模なデータや大量のデータの分析には必ずしも適していないが、そのよう

な場合は、分析するいくつかのテーマを決め、そのテーマに関連する部分を切り出して集めることで、全体

合計

人数 規模内 人数 規模内 人数 規模内 人数

小規模 6 40.0% 4 26.7% 5 33.3% 15

中規模 8 40.0% 7 35.0% 5 25.0% 20

大規模 6 40.0% 3 20.0% 6 40.0% 15

巨大規模 22 40.0% 13 23.6% 20 36.4% 55

合計 42 40.0% 27 25.7% 36 34.3% 105

表7-1　質的研究参加者数（大学規模・職位別）

注）質的研究参加者数の内訳は、前職有が44人（41.9％）、前職無が61人
　（58.1％）である。また、管理職の内訳は、課長職が26人、部次長職が10人
　　である。
（出所：筆者作成）

大学規模
一般職 監督職 管理職
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ビューの発言は SCAT の「注目すべき語句」とし、以降は SCAT の手続きを踏んで理論を記述

した。 
業務と仕事への取り組み方については、大学規模別にも区分して集約・整理した。大学規模

の違いは教員数・職員数の違いになり、量的調査結果から、部課人員数については大学規模に

よる違いはなかったので、部課の業務分掌範囲は大学規模が大きいほど細分化されているとい

える。部課は、組織文化の中で下位文化になるので、部課の間で違いを感じる要因を組織文化

とし、また、大学組織の特性である教員との関係については、教員との接点・教員の見方とし

て大学規模別に整理した。そのうえで、大学規模により業務と仕事への取り組み方に違いがあ

るのかを分析するために、SCAT により抽出した構成概念と大学規模とのマトリクス表を作成

した ３。マトリクス表は、大学規模と業務の内容、職位・年数と業務の関係、仕事への取り組

み方、組織文化などである。さらに、事務局長等にインタビューした内容もマトリクス表に加

えた。上記の手順を踏んで作成したものが資料 3 である。 
本章の構成は、第 5 章で設定したリサーチ・クエスチョン（RQ）にそって、２において職

位・年数による業務の違い、３において部課による業務の違い、４において職位・年数による

仕事への取り組み方の違い、５において大学規模による業務、仕事への取り組み方、組織文化

などの違いについて、調査結果を述べる。 
 

２．職位・年数と業務 

 
本調査では、第 5 章 5 節 1 項の調査内容④で述べたように、業務を、定型業務、組織運営業

務、期間がある時限的業務に区分したが、質的調査結果から、上記の区分とは別に、大学職員

の業務全体を表す区分として「業務全般」を追加した。表 7-2 は、業務全般を含めて SCAT に

より導出した業務の内容に関する理論記述である。 
SCAT により導出した業務の内容の前提となる大学組織であるが、目標は定性的で、期間は

長く、安定性が志向される。また、会議により意思決定が行われ、階層組織の中で業務は行わ

れている。さらに、キャンパスを構成する学部とキャンパスの歴史などにより特徴を持つので、

独自のルールが形成されるなどの特性を持っている。 
このことから、業務全般は、根拠（規程・規則）と文書にもとづいてルールを遵守し、定型

処理、対人業務、調整が多い。業務の調整は、学部や部課などの組織の間と人間関係の両方が

あり、人間関係の調整は相手となる人数（規模）と職種（専任職員、契約職員、派遣職員など）

の構成が影響する。業務は基礎があって安定するが、幅広さや深さがあり、裁量幅もあり、知

識と視野の広さが必要である。教員への対応はエビデンスにもとづく説明とレスポンスが必要

だが、見極めがいる。管理職は、部課の業務に影響を与え、権限にもとづき業務を決めること

ができるので、管理職の業務範囲は曖昧になる。また、管理職の業務は組織規模（人数）が影

響し、大学に関する暗黙知が必要である。なお、暗黙知は、主観的、身体的な非言語的、形式

的な知識で、個人的経験、熟練技能、組織文化、風土などの形で存在している。普遍的な知識

ではなく、状況や目標依存的な知識で、仕事の問題状況を即座に把握して適切な対処行動をと

                                                   
よりも小規模のテクストのグループをテーマごとにいくつか作り、それに対してテーマごとに分析する方法

について言及している。また、その際、1 つの部分が複数のテーマに関連している部分があれば、それは分

割後の複数のグループに含まれるべきであると述べている。 
３ 大谷（2019）は、SCAT で得た概念を、サブカテゴリ―、カテゴリー、コアカテゴリー等に階層化して示

す方法が良いと判断すれば、そのようなに階層化して示すことはかまわないと述べている。 
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ったり、仕事の場の慣習や経験的知識にもとづいて熟考したりする時に働く（楠見,2014）４。 
次に、定型業務は、正確に処理し、継続性と安定性が求められ、大学職員として基礎・基盤

となる業務で、習得しなければならないが、他者に移管していく業務である。習得は OJT（On 
the Job Training）で、メンターの支援を得るが、資料も整備されている。また、改善と合理化

が容易で、計画もし易く、予測可能でスキル習得に意欲を持ち、内省的観察が行われる。他方、

自己完結できる業務のため閉鎖的であり、失敗回避のために慎重になる。主たる担当は一般職

であり、管理職は独自の業務もある。 
組織運営業務は、人のマネジメントであり、他者支援であるので、業務比率は専任職員比率

と、対象者の規模および構成が関係する。人のマネジメントは、人間関係の基礎として信頼関

係が必要である。信頼関係のためには業務（実務）経験が必要であり、チームマネジメントを

意識するが、範囲のマネジメントがある。人間関係の対応については、類型的な状況において

過去の経験が活かされて有用性が認識されるし、他者とのやり取りであり、助言を受け入れ、

継承のためにノウハウ化を考える。業務が安定していないと調整が多くなり、調整は同等の職

位の間で行われ、組織運営業務が増える。 
時限的業務は、完結するまで一貫する業務で、期限があり、結果も分かる。業務のレベルは

難易度の高いものから些細なものまで多様である。時限的業務は役職や指名により受動的に発 
 

 
                                                   
４ 知識創造モデルでは、「形式知」は表現可能な知識、「暗黙知」は表現できない知識だが、両者は全く独立

したものではなく、相互補完的な関係で、連続的・相互作用的である（野中,2002）。松尾（2006）は、「知

識」は表現できるもの、「スキル」は言語的に表現することが難しいものと区分しており、暗黙知はスキルに

該当する。 

業務 理論記述

業務全般

・根拠（規程・規則）と文書にもとづいてルールを遵守し、定型処理、対人業務、調整が多い。
・基礎があって安定するが、業務は幅広さや深さがあり、裁量幅がある。
・業務の調整は、組織間と人間関係の両方があり、人間関係は規模と構成が影響する。
・業務を行ううえでは知識と視野の広さが必要である。
・教員への対応では、エビデンスにもとづく説明とレスポンスが必要だが、対応については見極めがいる。
・管理職は判断と責任が伴い、また権限により業務を決めることができるので、業務範囲は曖昧になる。
・管理職は、組織規模（人数）が影響する。
・管理職は、大学に関する知識が必要である。
・管理職は部課の業務に影響を与える。

定型業務

・正確に処理し、継続性と安定性が求められる。
・大学職員として基礎・基盤となる業務で、習得しなければならない。
・他者に移管していく業務である。
・習得はOJTで、メンターの支援を得るが、資料も整備されている。
・改善と合理化が容易で、計画もし易い。
・予測可能でスキル習得に意欲を持ち、内省的観察が行われる。
・自己完結できる業務のため閉鎖的である。
・失敗回避のために慎重になる。
・主たる担当は一般職である。
・管理職は独自の業務もある。

組織運営業務

・人のマネジメントであり、他者支援であるので、業務比率は専任職員比率と、対象者の規模および構成が関係する。
・人間関係の基礎として信頼関係が必要である。信頼関係のためには業務（実務）経験が必要である。
・チームマネジメントを意識するが、範囲のマネジメントがある。
・人間関係の対応については有用性が認識されるし、他者とのやり取りであり、継承のためにノウハウ化を考える。
・業務が安定していないと調整が多くなり、調整は同等の職位間で行われ、組織運営業務が増える。

時限的業務

・完結するまで一貫する業務で、期限があり、結果も分かる。
・業務のレベルは難易度の高いものから些細なものまで多様である。
・役職や指名により受動的に発生するが、多様な視点を持って挑戦的な業務である。
・期限との関係で業務の質が変動する。
・定型業務と組織運営業務の経験が基礎として必要である。
・時限的業務を行うことでパターンが蓄積される。
・全体的視野を持つことができる業務で、経験学習をしないと次に繋がらない。
・受動的に始まり、期限があるので、慎重になる。

表7-2　業務の内容

（出所：筆者作成）
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生し、多様な視点を持って挑戦的な業務であるが、期限との関係で業務の質が変動する。時限

的業務は、定型業務と組織運営業務の経験が基礎として必要である。時限的業務はパターンが

蓄積される業務であるが、経験学習をしないと次に繋がらない。また、時限的業務は受動的に

始まり、期限があるので、慎重になる。 
表 7-3 は、職位・年数と業務の関係について、SCAT により導出した理論記述である。年数

は、主として一般職に該当する内容である。業務全般については、監督職は業務量が増加し、

業務の比重は定型業務から組織運営業務と時限的業務に移る。組織運営業務が増えるので、先

見性と多面的視野、部下がいるので自律性の尊重が求められる。管理職は、関係者が拡大し、

他者からの反応や評価を受ける。意識と視点の変化があり、チーム活動を促進する人材育成に

ついて意識する。 
定型業務については、年数の経過により熟達化する。1 年目は初心者で、2 年目は手続的熟達

化と定型的熟達化、3 年目以降は定型的熟達化と適応的熟達化が進む ５。職位との関係では、

監督職は権限を持ち役割が変化するので、職務拡大と職務充実がある。管理職は組織の「顔」

としての役割があり、調整役となり、直接の反応と評価を受け、職務充実は監督職よりも大き

い。なお、「職務拡大」は職務の水平的拡大で、個人が行うタスクの数、および種類を増やすこ

とで、職務の多様性を拡大することである。「職務充実」は職務の垂直的拡大で、自分の職務の

プラニング、実施、評価に対して、従業員が自分でより多くを管理できるようにすることであ

る（Robbins,2005）。 
組織運営業務については、年数の経過により、他者の立場の理解、助言や支援などの人のマ

ネジメントに習熟していく。監督職は、調整する業務が増え、調整弁としての役割になるので、

適応的熟達化が進む。管理職は、権限と責任を伴うことにより、情報量が増加する。情報量が

増加して視野が拡大するし、業務と人間関係の両方の管理が必要なことから、部下の育成やチ

ームの調和を考える。責任は職位により異なり、部次長職は課という組織を動かすことが求め

られるので、課長を通して間接的に管理する姿勢が求められる。また、時限的業務については、

管理職は増加する。 
 

 
 

                                                   
５ 熟達化は、通常 10 年以上にわたる長期的な学習が必要（熟達化の 10 年ルール）で、手続的熟達化、定型

的熟達化、適用的熟達化、創造的熟達化の 4 段階に分けることができる（楠見,2012b）。詳細は、第 4 章 4 節

3 項 2 を参照されたい。 

業務 理論記述

業務全般

・監督職は業務量が増加し、業務の比重は定型業務から組織運営業務と時限的業務に移る。
・監督職は組織運営業務が増えるので、先見性と多面的視野、部下がいるので自律性の尊重が求められる。
・管理職は、関係者が拡大し、他者からの反応や評価を受ける。
・管理職は、意識と視点の変化があり、チーム活動を促進する人材育成について意識する。

定型業務

・年数の経過により熟達化する。1年目は初心者で、2年目は手続的熟達化と定型的熟達化、3年目以降は定型的熟達化と適
応的熟達化が進む。
・監督職は権限を持ち役割が変化するので、職務拡大と職務充実がある。
・管理職は組織の「顔」としての役割があり、調整役となり直接の反応と評価を受ける。職務充実は監督職よりも大きい。

組織運営業務

・年数の経過により、他者の立場の理解、助言や支援などの人のマネジメントに熟達していく。
・監督職は、調整する業務が増え、調整弁としての役割になるので、適応的熟達化が進む。
・管理職は、権限と責任を伴うことにより、情報量が増加する。
・管理職は、情報量が増加することで視野が拡大する。
・管理職は、業務と人間関係の両方の管理が必要で、部下の育成やチームの調和を考える。
・責任は職位により異なり、部次長職は間接的に管理する姿勢が求められる。

時限的業務 ・管理職は時限的業務が増加する。

表7-3　職位・年数と業務の関係

（出所：筆者作成）
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３．部課の業務 

 
部課の業務であるが、表 7-4 は SCAT により導出した理論記述である。なお、情報化推進は

インタビューの内容（質的データ）が少なく理論記述ができなかった。 
まず、総務・人事・財務であるが、定型業務が多く、学生との接点は無いが、トップとは近

い。また、総務と広報は対外的な窓口である。業務は、ルールを遵守し、ラインが明確であり、

最終判断をする上司が職員であるので判断について責任がある。人事の管理職は独自業務があ

り、財務は専門性が必要である。教員との関係は、役職者や特定の教員と接点があるが、多く

の教員については資料を通して知る。福利厚生や経理など管理をする側の業務になるので、教

員からはそのように見られている。広報は、総務・人事・財務とは異なり、業務は定期性と新

規があり、指標により分析するし、挑戦になる。総務・人事・財務は、業務を通じて、学校法

人全体を理解し学校法人や大学の視点を持つし、外部からの視線についても意識する。また、

ラインについても理解しているので、慎重である。 
企画・大学評価は、完結性のある業務で、成果も見え、大学の内外で業務上の接点は多い。

新規課題を含め、大学の必須課題をトップマターとして担当し、知識と論理的思考が必要で、

事務も複雑である。外部の動向と関係し、執行部と調整して業務を行う。執行部との繋がりが

強いので、教員からは対等にみられる。大学全体を見る広い視野を持ち、ラインを理解し、業

務を行ううえでは計画性が必要である。 
教学は、業務範囲は明確で、定型業務を正確に行うことが求められるが、基本的に大学内で

完結し、学部間の調整がある。根拠にもとづきルールを遵守し、学生への対応は、管理者の姿

勢でルールの遵守を求める側面と支援の両面がある。教員主導の領域であり、教員を理解する

が、補助的役割として慎重な対応になる。また、定型業務が多いので、契約職員や派遣職員な

どのマネジメントが必要になる。学費や学生、学部が大学組織の基本単位であることを意識す

る。定型業務の重要性を理解し、効率化を考えるが、他方で現状維持、失敗回避にもなる。大

学外との繋がりがある業務は刺激を得ているし、人間関係を学ぶことができ、ノウハウを実践

することができる。 
入試は、1 年サイクルの業務で、大学外との繋がりがある。入試は学生募集業務と入試執行

業務があり、学生募集業務は、大学に関する知識が必要で、高校から大学卒業までの学生の成

長過程を見ることができる。入試執行業務は、社会的影響が大きいため、正確に厳密に行うこ

とが求められる。成果が可視化され、分析と改善が迅速に行われる。共同で業務を行い、管理

職には独自業務がある。教員からは専門家と見られて依存されるので対等であり、特定の教員

と一時的な関係で業務を行う。課題意識を持って内省するが、学生募集業務は挑戦になり、入

試執行業務は慎重になる。 
学生生活支援は、定型業務として学生・父母対応が多い業務であり、業務範囲は広いが、部

課で完結する。学生対応は学生個人毎に個別性があるので、担当者により業務への関わり方に

幅があり、業務領域の曖昧さとなる。学生生活支援は生活支援業務と活動支援業務がある。生

活支援業務はルールの遵守を求めるので受動的だが、活動支援業務は学生の活動に寄り添うの

で能動的である。学生対応があるので、学生の反応からの学びがあり、学生の成長を実感し、

職員の役割を理解する。特定の教員と協働が行われ、授業とは異なる教員の学生に対する支援

を見るので、教員の多様な側面を理解する。 
就職・エクステンションは、学生対応の業務で、当該部課単独で施策を具体化でき、調整負
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担は少ない。個人担当で、コミュニケーション能力と社会の要請への対応が求められる。教員

からは専門家と見られ、対等で協力関係にあるが、関係は少ない。喜ばれる仕事で、企画の提

案など挑戦できるが、学生対応の場面は多様ではなく、対人業務の共通性は得にくい。 
研究推進・支援は、研究費執行業務と社会連携・事業連携業務がある。研究費執行業務は定

型化されており、支援業務でルールの遵守が求められる。契約職員や派遣職員など実務担当者

の非専任職員化が進んでいるため、マネジメントが必要になる。競争的資金の獲得や社会連携・

事業連携業務は定型化されておらず、調整が多い。社会連携・事業連携業務では特定の教員と 
 

 

部課 理論記述

総務・人事・財務

・定型業務が多く、学生との接点は無いが、トップとは近い。ルールを遵守し、ラインが明確であり、判断について最
終責任がある。
・総務と広報は対外的な窓口である。
・人事の管理職は独自業務があり、財務は専門性が必要である。
・広報の業務は定期性と新規があり、指標により分析するし、挑戦になる。
・教員との関係は、役職者や特定の教員と接点があるが、多くの教員については資料を通して知る。管理する側の業務
になるので、教員からはそのように見られている。
・業務を通じて、法人全体を理解し法人や大学の視点を持つし、外部からの視線についても意識する。
・ラインについて理解しているので、慎重である。

企画・大学評価

・新規課題を含め、大学の必須課題をトップマターとして担当する。
・完結性のある業務で、成果も見え、業務上の接点は多い。
・業務の意義は理解されるが、知識と論理的思考が必要で、事務も複雑である。
・外部の動向と関係し、執行部と調整して業務を行う。
・執行部との繋がりが強いので、教員からは対等にみられる。
・大学全体を見る広い視野を持ち、他者との繋がりがある。
・ラインを理解し、業務を行ううえでは計画性が必要である。

教学

・業務範囲は明確で、根拠にもとづきルールを遵守し、定型業務を正確に行うことが求められる。
・学生への対応は、管理者の姿勢でルールの遵守を求める側面と支援の両面がある。
・基本的に学内で完結し、学部間調整がある。
・教職協働で行う業務があるが、教員主導の領域であり、教員を理解するが、補助的役割として慎重な対応になる。
・定型業務が多いので、非専任職員のマネジメントがある。
・学費や学生、学部が大学組織の基本単位であることを意識する。
・定型業務の重要性を理解し、効率化を考えるが、他方で現状維持、失敗回避にもなる。
・大学外との繋がりがある業務は刺激を得ている。
・人間関係を学ぶことができ、ノウハウを実践することができる。

入試

・1年サイクルの業務で、成果が可視化され、分析と改善が迅速に行われる。
・共同で業務を行い、大学外との繋がりがあり、管理職には独自業務がある。
・学生募集業務は、大学に関する知識が必要で、高校から大学卒業までの学生の成長過程を見ることができる。
・入試執行業務は、社会的影響が大きいため、正確に厳密に行うことが求められる。
・教員からは専門家と見られて依存されるので対等であり、特定の教員と一時的な関係で業務を行う。
・課題意識を持って内省する。学生募集業務は挑戦になるが、入試執行業務は慎重になる。

学生生活支援

・定型業務として学生・父母対応が多い業務である。
・業務範囲は広いが、部課で完結する。
・学生対応は個別性があるので、担当者により業務の関わり方に幅があり、業務領域の曖昧さとなる。
・生活支援業務はルールの遵守を求めるので受動的だが、活動支援業務は能動的である。
・特定の教員と協働が行われる。
・学生対応があるので、学生の反応からの学びがあり、学生の成長を実感し、職員の役割を理解する。
・教員の学生支援を見て教員の多様な側面を理解する。

就職・
エクステンション

・学生対応の業務で、当該部課単独で施策を具体化でき、調整負担は少ない。
・個人担当で、コミュニケーション能力と社会の要請への対応が求められる。
・教員からは専門家と見られ、対等で協力関係にあるが、関係は少ない。
・喜ばれる仕事で、企画の提案など挑戦できるが、学生対応の場面は多様ではなく、対人業務の共通性は得にくい。

研究推進・支援

・研究費執行業務は定型化されており、支援業務でルールの遵守が求められる。非専任職員化が進んでいるためマネジ
メントが必要になる。
・競争的資金の獲得や社会連携・事業連携業務は定型化されておらず調整が多い。
・社会連携・事業連携業務では特定の教員と協働するが、研究費執行業務では教員のネガティブな側面を見る。
・定型業務は熟達化し、社会連携・事業連携業務は挑戦になる。

学術情報
（図書館含む）

・部課内で完結する定型業務で、業務の中では裁量がある。
・研究熱心な教員を認識するが、多くの教員とは直接接することはない。

国際化推進

・ハブ機能のため調整が多い。
・役職者と直結し、大学外との繋がりが強いが、突発的な業務もある。
・専門性が必要で、特定の教員と協働し、対等な関係で自負を持つが、関係が遠く理解されていない教員もいる。
・能動的な業務で、広い視野を持ち、業務の意義や学生の満足、他の業務との関係性について理解する。

社会連携
（校友・父母等）

・定期性のある定型業務である。
・調整は少ないが、トップの意向が強く反映する。
・教員との関係は少ない。

表7-4　部課の業務内容

注）情報化推進部課はインタビュー内容（質的データ）が少なく、理論記述はできなかった。
（出所：筆者作成）
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協働するが、研究費執行業務では教員のネガティブな側面を見る。研究費執行の定型業務は熟

達化し、社会連携・事業連携業務は挑戦になる。 
学術情報（図書館含む）は、部課内で完結する定型業務で、業務の中では裁量がある。研究

熱心な教員を認識するが、多くの教員とは直接接することはない。 
国際化推進は、留学の単位認定は教学、留学生入試は入試など、ハブ的要素を持っている業

務のため調整が多い。役職者と直接繋がっており、大学外との繋がりが強い。専門性が必要で

あり、能動的な業務で、特定の教員と協働し、対等な関係で自負を持つが、国際化推進とは関

係が薄い教員には理解されていない。広い視野を持ち、業務の意義や学生の満足、他の業務と

の関係性について理解する。 
社会連携（校友・父母等）は、定期性のある定型業務で、調整は少ないが、トップの意向が

強く反映する。教員との関係は少ない。 
 

４．仕事への取り組み方 

 
まず、仕事への取り組み方である経験学習およびマネジメント/リーダーシップと業務の関係

であるが、表 7-5 は SCAT により導出した理論記述である。経験学習の中の具体的経験は、業

務を任せられる、新しい業務を行う、業務量が増加する、自律的に業務を行うことが求められ

る、時間に制約がある時に意識される。具体的経験は、余裕がある、寛容である、新しい展開

が多いと促進されるが、繁忙、失敗に寛容でない、新しい展開が少ないと具体的経験は少ない。 
内省的観察は、関係者が増加する、新しい職場、主体性が求められる業務の担当、業務分掌

が広くなる、比較の対象が増える、大学への要請が増加するなどの業務の変化により行われる

が、余裕がないと内省的観察ができない。 
抽象的概念化は、異動が早すぎるとノウハウが蓄積できないし、業務が単一パターンの職場

では汎用性は見いだせない。 
能動的実験は、新しい業務で、余裕があると行われるが、権限により制約はある。能動的実

験は、他者からの視線や理解の程度、協力者や理解者の状況に依存するが、業務が順調すぎた 
 

 

仕事への取り組み方 理論記述

具体的経験

・業務を任せられる、新しい業務を行う、業務量が増加する、自律的に業務を行うことが求められる、時間に制約が
ある時に意識される。
・余裕がある、寛容である、新しい展開が多いと促進される。
・繁忙、失敗に寛容でない、新しい展開が少ないと具体的経験は少ない。

内省的観察
・関係者が増加する、新しい職場、主体性が求められる業務の担当、業務分掌が広くなる、比較の対象が増える、大
学への要請が増加するなどの業務の変化により行われる。
・余裕がないと内省的観察ができない。

抽象的概念化
・異動が早すぎるとノウハウが蓄積できない。
・業務が単一パターンの職場では汎用性は見いだせない。

能動的実験

・新しい業務で、余裕があると行われるが、権限により制約はある。
・他者からの視線や理解の程度、協力者や理解者の状況に依存する。
・業務が順調すぎたり、多忙だと能動的実験はできない。
・主体の側には、業務の意味と業務内容の理解、準備状況、組織の理解、自信が必要である。
・関係者の規模と複雑さ、内容の影響の大きさ、チームの志向性、信頼関係、タイミングに依存する。
・組織改革により大学改革が進むと、能動的実験が促進される。
・了解を得る範囲の広さ、合議や合意形成のあり方、成果測定の難しさ、安定志向などは影響する。
・上司の姿勢や業務スタイル、判断基準、経験の有無は影響する。
・教員との関係では、説明責任の果たし方と、教学優先に対する対応による。

マネジメント/
リーダーシップ

・人を動かす、予算を管理する業務、組織の人数が多くなると必要になる。
・組織方針の可視化など組織の側の動きが影響する。

表7-5　仕事への取り組み方と業務の関係

（出所：筆者作成）
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り、多忙だと能動的実験はできない。主体の側には、業務の意味と業務内容の理解、準備状況、

組織の理解、自信が必要である。また、関係者の規模と複雑さ、内容の影響の大きさ、チーム

の志向性、信頼関係、タイミングにも依存する。組織改革により大学改革が進むと、能動的実

験が促進される。他方、能動的実験は、了解を得る範囲の広さ、合議や合意形成のあり方、成

果測定の難しさ、安定志向などが影響する。さらに、上司の姿勢や業務スタイル、判断基準、 
経験の有無も能動的実験に影響するし、教員との関係では、説明責任の果たし方と、教学優先

（大学は教育、研究が目的で、それが優先される）に対する対応によっても影響される。 
マネジメント/リーダーシップは、人を動かす、予算を管理する業務、組織の人数が多くなる

と必要になる。また、組織方針の可視化など組織の側の動きが影響する。 
次に、職位・年数と仕事への取り組み方の関係であるが、表 7-6 は SCAT により導出した理

論記述である。年数は、主として一般職に該当する内容である。具体的経験は、年数の経過に

より、手続的熟達化と定型的熟達化が進み、人的ネットワークが拡大し、影響範囲も拡大する。

熟達化すると多様な見方ができ、観察も深化し、応用を意識する。また、知識が増加し、経験

も増加するので自信を持ち、挑戦に向かう。他方、熟達化により先が見えるので自重も働く。

職位により、意識と主体性が向上し、組織発展の視点を持ち、また人的ネットワークの拡大が

あり、チームを意識する。他方、責任と影響を考えて慎重になるし、他者からの視線も意識さ

れ、上司や教員との関係を意識する。 
内省的観察は、年数の経過により、多様な職場経験や失敗の積み重ねと、熟達化により余裕

ができ、内省して他者の意見を求める。熟達化は主体性を高めるが、成功したことや順調に進

んだことは意識しなくなる。また、関係者が増加してチームを意識するが、他者からの視線も

意識する。職位により、責任を伴うので、他者からの視線を意識するし、関係者が増加するの

で、他者からの意見も拡大する。他者の支援や人材育成、チームを意識するが、他方、他者（部

下）からの視線を意識して、慎重になる。 
抽象的概念化は、年数の経過により、経験する職場が多様になり、比較する対象と対応策が

増加して、類型化できるようになる。また関係者も増加し、協働化の条件ができるし、人間関

係の増加により、ノウハウ化される。さらに、熟達化により余裕ができると、特に意識されな

い場合もある。職位はステージと相手が変わる節目で、視野が拡大し、視点が変化する。職位

により、調整する業務が増加して、ノウハウ化されたものを適用する機会が増えて、汎用性や

応用を意識するし、上位者からの助言を得ることができる。 
能動的実験は、年数の経過により、経験する部課が多くなり、熟達化による経験と知識の増

加により、自信を持つ。小さな業務で応用して漸進的な取り組みになり、自信により幅が広が

って積極的になる。ただし、経験を過信すると失敗し、保守的になる。職位により、目標設定

と責任が求められ、協働が拡大し、多様な機会も得る。また、責任を伴うので他者の意見を傾

聴して独走の防止に努める。さらに、業務と役割を経験し、理解し、次の取り組みをすること

で自信を持つが、責任を伴うので慎重になる。 
マネジメント/リーダーシップは、年数の経過により、知識を習得し、組織理解が進み、他者

や上司との関係の業務が増加する。熟達化により余裕ができて、対話を重視し、組織人を意識

し、組織内の関係性を理解する。マネジメント/リーダーシップには組織社会化（組織再社会化）

が必要であり、組織理解が進むとラインを尊重するかを考えるが、業務に期限があるとライン

より結果を優先する。また、関係者が増えるので人脈を活用するし、大学のことが分かると課

題を意識する。職位により、権限と責任があり、管理職は「顔」としての役割があるので、公
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式・非公式に対応し、組織内の関係性について理解が深まる。そして、結果との関係では対応

する方法を合理的に判断する。さらに視野が拡大し、意識が向上し、他者を通して業務を進め

るので、対話の重要性を理解するが、他者からの視線を意識する。部次長職は、個人ではなく

課という組織を動かすことが求められるので、課長のマネジメントを尊重することが求められ

る。なお、「組織社会化」は、個人が組織の役割を想定するのに必要な社会的知識や技術を習得

し、組織の成員になっていくプロセスで、「組織再社会化」は、ある組織において組織社会化を

済ませ、仕事に熟達した個人が、新たな組織に再参入する過程において生じる学習、変容を扱

う概念である（中原,2012b）。 
 経験学習を促進する要因であるが、助言は具体的経験、内省的観察、抽象的概念化、能動的

実験を促進し、ロールモデルの存在も具体的経験、内省的観察、抽象的概念化を促進する。ま

た、研修会への参加や大学院などでの継続学習により内省的観察が行われる。マネジメント/リ
ーダーシップは、指導や助言により意識され、上司からの情報の提供により課題意識が高まる。

また、研修会への参加によっても意識が高まる。 
 

 
 
 

仕事への取り組み方 理論記述

具体的経験

・年数の経過により、手続的熟達化と定型的熟達化が進み、人的ネットワークが拡大し、影響範囲も拡大する。
・熟達化すると多様な見方ができ、観察も深化し、応用を意識する。
・年数の経過により、知識が増加し、経験も増加するので自信を持ち、挑戦に向かう。
・年数の経過により、先が見えるので自重も働く。
・職位により、意識と主体性が向上し、組織発展の視点を持つ。
・職位により、人的ネットワークの拡大があり、チームを意識するが、他者からの視線も意識される。
・職位に伴う責任と影響を考えて慎重になる。
・職位により、上司や教員との関係を意識する。

内省的観察

・年数の経過により、多様な職場経験や失敗の積み重ねと、熟達化により余裕ができ、内省して他者の意見を求める。
・年数の経過により、関係者が増加し、チームを意識する。
・年数の経過により、他者からの視線が意識される。
・年数の経過による熟達化により、主体性が高まる。他方、熟達化は意識しないこともある。
・職位により、責任を伴うので、他者からの視線を意識する。
・職位により、関係者が増加するので、他者からの意見も拡大する。
・職位により、他者の支援や人材育成、チームを意識する。
・職位により、他者（部下）からの視線を意識して、慎重になる。

抽象的概念化

・年数の経過により、経験する職場が多様になり、比較する対象と対応策が増加して、類型化できるようになる。
・年数の経過により、関係者が増加し、協働の条件ができるし、人間関係の増加により、ノウハウ化される。
・熟達化により余裕ができると、対象の難易度によっては意識されないものもある。
・職位は、ステージと相手が変わる節目で、視野が拡大し、視点が変化する。
・職位により、調整する業務が増加して、ノウハウ化されたものを適用する機会が増える。
・職位により、ノウハウ化されたものを適用する機会が増えると、汎用性や応用を意識する。
・職位により、上位者からの助言を得ることができる。

能動的実験

・年数の経過により、経験する部課が多くなり、熟達化による経験と知識の増加により、自信を持つ。
・小さな業務で応用して漸進的な取り組みになり、自信により幅が広がって積極的になる。
・経験を過信すると失敗し、保守的になる。
・職位により、目標設定と責任が求められ、協働が拡大し、多様な機会を得る。
・職位により、責任を伴うので他者の意見を傾聴して独走の防止に努める。
・職位により、経験し、理解し、次の取り組みをすることで自信を持つ。
・職位により、責任を伴うので慎重になる。

マネジメント/
リーダーシップ

・年数の経過により、知識を習得し、組織理解が進み、他者や上司との関係の業務が増加する。
・熟達化により余裕ができて、対話を重視し、組織人を意識し、組織内の関係性を理解する。
・組織理解が進むとラインを尊重するかを考えるが、業務に期限があるとラインより結果を優先する。
・年数の経過により、関係者が増えるので人脈を活用するし、大学のことが分かると課題を意識する。
・マネジメント/リーダーシップには組織社会化（組織再社会化）が必要である。
・職位により、権限と責任があり、管理職は「顔」としての役割があるので、公式・非公式に対応し、組織内の関係性
について理解が深まる。
・職位により、結果との関係で、対応する方法を合理的に判断する。
・職位により、他者からの視線を意識する。
・職位により、視野が拡大し、意識が向上し、他者を通して業務を進めるので、対話の重要性を理解する。
・部次長職は組織（課）として動かすことが求められるので、課長のマネジメントを尊重することが求められる。

表7-6　職位・年数と仕事への取り組み方の関係

（出所：筆者作成）
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５．大学規模 

 
大学規模と業務と仕事への取り組み方との関係については、第 1 節で述べたとおり、大学規

模別にインタビューの内容を集約・整理したうえで、大学規模と関係する教員数・職員数、お

よび大学組織の特性である教員との関係から、組織文化と教員との接点・教員の見方について

もインタビューの内容を整理した。さらに、職員数の違いは業務の習得にも関係すると考えら

れるので、業務については内容と習得に区分してインタビューの内容を整理した。以上により、

業務の内容、業務の習得、職位・年数と業務の関係、仕事への取り組み方、組織文化、教員と

の接点・教員の見方について、SCAT により抽出した構成概念と大学規模との 6 つのマトリク

ス表を作成した。マトリクス表から、大学規模により違いがあるのかを考察するために、構成

概念が抽出された大学規模に「〇」をつけて比較ができるようにした。なお、SCAT により抽

出した構成概念については、大学規模による違いが分かりやすくなるように、共通するものを

まとめた「分類」欄を設けた。さらに、マトリクス表には事務局長等にインタビューした内容

を加えた。 
6 つのマトリクス表について分析した結果、業務の内容、職位・年数と業務の関係、仕事へ

の取り組み方、教員との接点・教員の見方については、大学規模により違いがある項目を見出

すことはできず、大学規模による違いはなかった ６。第 6 章第 6 節で考察したとおり、量的調

査結果では業務と仕事への取り組み方について大学規模による違いはなかったが、質的調査結

果でも同様の結果であった。 
上記以外の業務の習得と組織文化であるが、表 7-7 は、業務の習得に関するマトリクス表で

ある。共通していることは、指導・援助者は、メンター、先輩、前任者、監督者等であり、資

料等があり、担当方法はペアで業務を行い、副担当から主担当になる OJT により、業務を習得

していた。また、異動についての方針・考え方は、新入職員も他の職員も一定の年数により異

動していることである。なお、事務局長等のインタビューでは、巨大規模大学は、課内での業

務ローテーションの方針を持っている部課があること、一般職の所属を部として柔軟に担当が

変更できるようにしていると述べられていた。 
大学規模による違いは、小規模大学では、職員数との関係で定期採用を行っておらず、この

ことから小規模の 1 大学では新入職員研修が行われていなかった。研修を実施している大学で

は、新入職員研修は階層別研修の 1 つで、メンターの配置や部課をローテーションで経験する

研修を実施している大学があった。巨大規模大学では着任前の事前研修も実施していた。小規

模大学では「引継ぎ無」があるが、巨大規模大学では指導・援助者に「類似業務」があり、こ

れは業務の担当者が複数いるため、その人からの援助である。また、「非専任職員（契約職員等）」

は小規模・中規模・大規模大学にあるが、これは非専任職員を通して業務を習得しており、職

員数と業務の関係で専任職員以外に依存している状況があった。さらに、事務局長等のインタ

ビューから、国際化業務はコミュニケーションのために言語能力が必要になるが、小規模大学

は教員に依存しており、中規模大学は専門性を前提にした採用は行っていないと述べられてい

た。また、他組織への出向・派遣は、中規模以下の大学では先方機関からの要請に応じること

が難しいこと、小規模大学では決裁について、アルバイトの雇用は理事長決裁、学長名での発

出文書は学長決裁にしていると述べられていた。以上から、大学規模の違いによる職員数の違

いは、定期採用、研修、OJT の指導・援助者の範囲、専門性を要する業務への対応、出向・派

                                                   
６ 4 つのマトリクス表については、資料 3-10～13 を参照されたい。 
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遣の要請への対応、権限委譲についての違いになっていた。 
 

      
 

表 7-8 は、部課の間で違いを感じる要因を組織文化として整理したマトリクス表である。「学

生対応」は、大学規模に関わりなく部課の組織文化に影響した。また、「職場内環境」の上司、

職場規模、職場構成も、小規模大学を除いて部課の組織文化に影響した。部課の業務との関係

であるが、「業務の特徴」から正確さを求められるか緩やかさがあるか、また、「業務分掌」か

ら部課で完結するかなど、学生対応の有無を含めて部課の業務の特徴が影響していた。事務局

長等のインタビューから、学部事務室を置いていない大学は、教務課等の中に学部担当者を配

置しており、部課の人数は教務課等が最も多いと述べられていた。大学規模が大きいほど部課

の業務分掌範囲は機能分化しており、また、部課構成員の雇用形態が多様になっているので、

部課の業務内容が部課の違いを感じる要因になっているといえる。さらに、「物理的条件」の中

のキャンパスは、複数キャンパスを持つ大規模・巨大規模大学において見られ、部課が離れた

場所にある場合も「独立性」を持ち、組織文化の要因になっていた。 
大学職員は教員との関係の中で業務を行っているが、その教員との接点・教員の見方につい

てである。先述したとおりマトリクス表では大学規模による違いを見いだすことができなかっ

たのは、教員との接点・教員の見方は部課の業務の違いに規定されているからである。そして、

教員との接点と関係性が教員の見方に影響しており、教員に対しては、必要性を見極めたうえ

で配慮した対応を行ったり、ルールの遵守を求めるなどの対応を行っていた。 
事務局長等へのインタビューから、教授会への関わり方、換言すれば教学課題に大学職員が

どの程度関わっているのかは大学により違いがあった。教授会を例にとれば、大学職員が議題

の調整、資料作成を行ったうえで、教授会に出席して議事録を作成しているのは 2 大学で、他

の大学は、大学職員は書記として教授会に出席して議事録を作成するか、教員が議事録を作成

している学部もあった。教授会への大学職員の関わり方は、他の教学や学生支援に関わる会議

の中で、大学職員がどのように位置づけられているのかにも関係し、業務を通した教員との接

点や教員の見方についても、職員の関わり方の違いにより、その内容は影響されるといえる。 
 

語句 分類 小規模 中規模 大規模 巨大規模

引継ぎ無 引継ぎ 〇

先輩、メンター 〇 〇 〇

前任者、経験者、関係者 〇 〇 〇 〇

監督者、管理職 〇 〇

類似業務 〇

他部署 〇

非専任職員（契約職員等） 〇 〇 〇

手引き・マニュアル、資料 〇 〇 〇 〇

研修会・勉強会 〇 〇 〇

ペア 〇 〇 〇 〇

副担当から主担当 〇 〇 〇

業務経験 〇

ローテーション研修 〇

事前研修 〇

▲▲ ●● ●● ●●

● ●● ●● ●●

●● ●● ●● ●●

表7-7　業務の習得（大学規模別）

大学規模質的調査の概念構成

指導・援助者

資料等

担当方法

研修

事務局長等へのインタビュー内容（該当する場合は●または▲）

（出所：筆者作成）

採用（●定期、▲退職者補充等）

新入職員研修（メンター、ローテーション研修等）

異動（一定の年数での異動方針・考え方）



95 
 

      

 
６．まとめ 

 
 大学職員の業務と仕事への取り組み方に関する質的調査結果について、RQ との関係で得ら

れた知見を次のとおり整理しておきたい。 
第 1 に、RQ1 の職位・年数と業務についてである。まず、業務の内容であるが、大学組織の

特性から、大学職員の業務の特徴を表す区分として「業務全般」がある。業務全般は、定型処

理、対人業務、調整が多く、基礎があって安定するが、業務は幅広さや深さがあり、裁量幅が

ある。業務を行ううえでは知識と視野の広さが必要で、監督職は先見性、多面的視野、部下の

自律性の尊重が求められ、管理職は人材育成を意識する。次に各業務であるが、定型業務は、

正確、継続、安定が必要で、大学職員として基礎・基盤となる業務である。定型業務は改善と

合理化が容易だが、失敗回避のために慎重になる。主として一般職が担当するが、管理職には

独自の業務がある。組織運営業務は人のマネジメントであり、対象者の規模と構成が影響する。

業務が安定していないと調整が多くなり、組織運営業務が増加するが、人間関係の対応につい

て有用性が認識される。時限的業務は、受動的に始まるが、完結するまで一貫しており、期限

があり、挑戦的な業務で結果も分かる。時限的業務は、定型業務と組織運営業務の経験が必要

で、全体的視野を持つことができるが、経験学習をしないと次に繋がらない。そして、定型業

務の経験が、人のマネジメントである組織運営業務の信頼の基礎となり、また、時限的業務は

定型業務と組織運営業務の経験が必要であり、定型業務、組織運営業務、時限的業務は関係し

ている。 
次に、職位・年数と業務の関係であるが、業務全般は、監督職は業務量が増加し、定型業務

から組織運営業務と時限的業務に比重が移り、管理職は関係者が拡大して他者からの反応や評

価を受け、意識と視点の変化があり、人材育成について意識する。定型業務の主たる担当は一

般職だが、年数の経過により熟達化が進む。監督職と管理職については職務拡大と職務充実が

語句 分類 小規模 中規模 大規模 巨大規模

来室 〇 〇 〇 〇

学生対応、学生対応事由、学生との距離感 〇 〇 〇 〇

共同 〇 〇 〇

調整 〇 〇

正確、厳格 〇 〇 〇

守り、現状維持、保守的 〇 〇

攻め、挑戦、積極的 〇 〇

速さ、敏感、期限 〇

緩やか、自由 〇 〇 〇

支援、個別性 〇 〇 〇

トップの意向 〇

デスクワーク 〇

業務分野の広さ 〇

業務分担、分業 〇

完結 〇

裁量 〇

業務密度 〇

キャンパス、本部（キャンパス） 〇 〇

独立性、独自ルール 〇 〇 〇

上司 〇 〇 〇

職場規模 〇 〇 〇

職場構成 〇 〇 〇

親近感、親密 〇 〇

教員優位、受け身 〇

学生対応

表7-8　組織文化（大学規模別）

質的調査の概念構成 大学規模

（出所：筆者作成）

業務の特徴

業務分掌

職場内環境

教員との関係

物理的条件
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ある。組織運営業務は、監督職は調整する業務が増えて調整弁としての役割になるので、適応

的熟達化が進む。管理職は、権限と責任を伴うことにより情報量が増加し、視野が拡大するが、

責任は職位により異なり、部次長職は課という組織を動かすことが求められるので、課長を通

して間接的に管理する姿勢が求められる。 
第 2 に、RQ2 の部課の業務についてである。定型業務や 1 年サイクルの業務が主要な業務で

ある部課が多いが、完結性のある業務や、ハブ的要素の業務のため調整が多い部課もある。定

型業務については、ルールにもとづく業務が中心となる部課と、学生・父母対応が中心となる

部課がある。また、外部との業務の接点がある部課と、業務は大学内で完結する部課があり、

部課の業務には違いがある。 
第 3 に、RQ3 の仕事への取り組み方についてである。まず、仕事への取り組み方と業務の関

係については、具体的経験は、業務を任せられるなどで意識され、余裕があり新しい展開が多

いと促進されるが、繁忙や失敗に寛容でないと具体的経験は少ない。内省的観察は、関係者が

増加したり比較の対象が増えた時に行われるが、余裕がないとできない。抽象的概念化は、異

動が早すぎたり、業務が単一パターンの職場では汎用性は見いだせない。能動的実験は、主体

の側と他者との関係の両方の状況が合った時に行われるが、上司の姿勢や業務スタイルなどが

影響する。マネジメント/リーダーシップは、人を動かしたり組織の人数が多くなると必要にな

る。 
次に、職位・年数と仕事への取り組み方の関係についてである。具体的経験は、年数の経過

により熟達化が進み影響範囲が拡大し、職位により、意識と主体性が向上して組織発展の視点

を持つが、職位は責任と影響を考えて慎重になり、上司や教員との関係を意識する。内省的観

察は、熟達化して余裕ができるし、関係者が増加してチームを意識するが、他者からの視線も

意識される。職位も他者からの視線を意識させるが、他者からの意見も拡大する。抽象的概念

化は、年数の経過により、比較する対象と対応策が増加して類型化できるようになるが、職位

はステージと相手が変わる節目であり、ノウハウ化されたものを適用する機会が増える。能動

的実験は、年数の経過により自信を持ち、積極的になり、応用を意識する。職位により多様な

機会を得て自信を持つが、責任を伴うことで慎重になる。マネジメント/リーダーシップは、年

数の経過により、組織社会化（組織再社会化）と熟達化が進み、他者や上司との関係が増加す

る。職位により権限と責任が伴うので公式・非公式に対応し、組織内の関係性の理解が深まる

が、他者からの視線も意識される。助言とロールモデルの存在は仕事への取り組み方を促進す

る要因である。また、研修会への参加などにより内省的観察が行われるし、マネジメント/リー

ダーシップは上司からの情報提供により課題意識が高まり、研修会への参加によっても意識が

高まる。 
第 4 に、RQ4 の大学規模による業務と仕事への取り組み方の違いについてである。大学職員

の業務は上記の「業務全般」として共通性があるため、業務の内容、職位・年数と業務の関係、

仕事への取り組み方、教員との接点・教員の見方については大学規模による違いはない。しか

し、大学規模による職員数の違いは、定期採用、研修、OJT の指導・援助者の範囲、専門性を

要する業務への対応などについての違いになっている。また、大学規模が大きいほど部課の業

務分掌範囲は機能分化しており、部課の違いを感じている。教員との接点・教員の見方につい

ては、大学規模による違いではなく、部課の業務内容と、教学課題への大学職員の関わり方が

影響しているといえる。 
質的調査結果から、業務の内容は大学組織の特性による業務全般があり、定型業務、組織運
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営業務、時限的業務は関係していること、部課により業務の内容に違いがあること、職位・年

数により業務の内容に違いがあること、仕事への取り組み方については業務との関係があり、

また職位・年数により内容に違いがあること、大学規模による職員数と部課の業務分掌範囲の

違いは、業務の習得や組織文化に影響するが、業務と仕事への取り組み方については違いがな

いことが明らかになったと考える。 
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終章 量的調査結果と質的調査結果の統合と考察 

 
 

１．はじめに 

 
第 5 章 4 節「研究方法」で述べたとおり、本研究の研究方法は混合研究法の収斂デザインを

採用している。大学職員の業務と仕事への取り組み方の実証的調査については、第 6 章におい

て量的調査結果、第 7 章において質的調査結果について述べたので、本章においては 2 つの調

査結果を統合して解釈する。このことにより、大学職員の業務と仕事への取り組み方を類型化

し、体系的なものとして整理できると考える。混合研究法において、量的調査結果と質的調査

結果を統合し、その解釈を示すために調査結果を 1 つの図表に配置したものがジョイントディ

スプレイである。本研究の成果は、大学職員の人材育成にとって 1 つのエビデンスとなり、研

究と実践を架橋することを目指している。したがって、研究内容については理解が容易になる

工夫が必要であり、ジョイントディスプレイの型の 1つであるコンセプトマップ 1を採用する。 
本章の構成は、リサーチ・クエスチョン（RQ）にもとづいて量的調査結果と質的調査結果の

統合を行う。まず、２において RQ1（大学職員の業務は、職位・年数によりどのような違いが

あるのか？）、３において RQ2（部課の業務はどのような違いがあるのか？）、４において RQ3
（大学職員の仕事への取り組み方は、職位・年数によりどのような違いがあるのか？）、５にお

いて RQ4（大学規模により、大学職員の業務と仕事への取り組み方に違いがあるのか？）につ

いて、量的調査結果と質的調査結果を統合し、解釈した結果について述べる。そして６におい

て、実証的調査結果を考察し、７において、本研究から得られた理論的含意と実践的含意につ

いて述べる。以上をふまえて、８において、本研究の残された課題について言及する。 
 

２．職位・年数と業務 

 
まず、大学職員の雇用の状況であるが、量的調査結果の表 6-2（年数・経験分野数（職位別））

から、職位が上がると、勤務年数、仕事経験年数、管理職年数が長くなり、経験分野数も多く

なる。つまり、メンバーシップ型の雇用で、異動を伴い、昇進・昇格している。 
次に、業務の内容であるが、本研究では、大学職員の業務を定型業務、組織運営業務、時限

的業務に区分したが、質的調査結果から、大学職員の業務の特徴を表す業務全般がある。業務

全般の内容は、根拠と文書にもとづいてルールを遵守し、定型処理、対人業務、調整が多い。

また、基礎があって安定するが、業務は幅広さと深さがあり、裁量幅もある。これは、大学組

織の特性として、目標は定性的で、期間は長いので、安定性と統制が組織の有効性を高くする

階層文化であり（Cameron & Quinn,2011）、根拠と文書にもとづく定型的な処理が多いといえ

る。また、組織形態区分ではプロフェッショナル組織に該当するので、プロフェッショナルに

とっての民主的な編制になっており（Mintzberg,1989）、会議により意思決定や合意形成が行

われることが多く、キャンパスを構成する学部とキャンパスの歴史により独自ルールが形成さ

れるので、対人業務や調整が多いといえる。 

                                                   
1 ジョイントディスプレイは、対照比較型、テーマ別統計量型、コンセプトマップ型、データ変換型がある

（抱井・亀井,2019）。 
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図 8-1 は、業務の内容と関係性を示したコンセプトマップである。量的調査結果から業務比

率と業務の繋がり、質的調査結果から業務の内容を配置している。大学組織の特性に規定され

た大学職員の業務の特徴である業務全般を最下段に置いたうえで、定型業務、組織運営業務、

時限的業務の内容と関係性を示している。 
大学職員の業務の半分弱は定型業務で、その内訳は実務が半分、対人業務が 3 割強である。

定型業務は、タスク特性の 1 つである業務の依存性、すなわち業務の繋がりは最も弱いが、基

礎・基盤となる業務で、正確に処理し、継続性と安定性が求められる。他者に移管していく業

務で、改善と合理化が容易で、計画もし易く予測可能であるが、自己完結できるので閉鎖的で

あり、失敗回避のために慎重になる。主担当は一般職で、管理職は独自の業務がある。 
組織運営業務は 3 割で、定型業務と合わせると通常業務が 4 分の 3 を占める。組織運営業務

は業務の繋がりが強く、人のマネジメントであるので、専任職員比率と対象者の規模・構成が

業務量に関係する。他者との信頼関係のためには業務（実務）経験が必要である。業務が安定

していないと調整が多くなり組織運営業務が増えるが、人間関係の対応について有用性を認識

する。 
時限的業務は 2 割で、業務の繋がりは定型業務と組織運営業務の中間である。完結するまで

一貫し、期限があり結果も分かる業務だが、定型業務と組織運営業務の経験が必要である。全

体的な視野を持つことができるが、受動的に始まり期限があるので慎重になる。 
 

 

 
職位・年数と業務の関係であるが、表 8-1 は、量的調査結果から業務比率と業務の繋がり、

【業務比率】44.89％　【業務の繋がり】3.24（弱い）
（内訳：実務50.48％、対人業務34.37％、調整11.29）

【業務比率】29.76％　【業務の繋がり】3.32（強い）

定型業務

時限的業務

【業務比率】20.46％　【業務の繋がり】3.28

・完結するまで一貫する業務で、期限があり結果が分かり、
業務のレベルは多様である。
・役職や指名により受動的に担当するが、多様な視点を持っ
て挑戦的な業務である。
・期限との関係で業務の質が変動し、定型業務と組織運営業
務の経験が必要で、パターンが蓄積される。全体的視野を持
つことができるが、経験学習をしないと次に繋がらないし、
受動的に始まり期限があるので慎重になる。

組織運営業務

・正確に処理し、継続性と安定性が求められ、基礎・基盤と
なる業務で、他者へ移管していく。習得はOJTで、資料は整備
されている。
・改善と合理化が容易で、計画し易く、予測可能でスキル習
得に意欲を持ち、内省的観察が行われる。自己完結できるの
で閉鎖的で、失敗回避のために慎重になる。
・主担当は一般職で、管理職は独自の業務がある。

・人のマネジメント、他者支援で、専任職員比率と対象者の
規模・構成が業務量に関係する。
・信頼関係のために業務（実務）経験が必要で、チームマネ
ジメントを意識するが、範囲のマネジメントがある。人間関
係の対応についての有用性を認識し、助言を受け入れ継承の
ためのノウハウ化を考える。
・業務が安定していないと調整が多くなり業務が増える。

（出所：筆者作成）

図8-1　業務の内容と関係性

業務全般

・根拠と文書にもとづいてルールを遵守し、定型処理、対人業務、調整が多い。調整は組織間と人間関係の両方があり、人間関係の調整は規模と
構成が影響する。
・基礎があって安定するが、業務は幅広さ、深さ、裁量幅があり、知識と視野の広さが必要である。
・教員へはエビデンスにもとづく説明と対応が必要だが見極めがいる。
・管理職は、部課の業務に影響を与え、権限で業務を決めることができるので業務範囲は曖昧になる。業務は組織規模（人数）が影響し、大学に
関する暗黙知が必要である。

・目標は定性的で、期間は長く、安定性が志向される。会議により意思決定が行われ、階層組織の中で業務は行われている。キャンパスを構成す
る学部とキャンパスの歴史により独自ルールが形成される。

【大学組織の特性】

業務経験＝信頼



100 
 

質的調査結果から職位・年数と業務の関係を配置した表形式のコンセプトマップである。まず、

定型業務であるが、職位が上がると減少し、職位の間で差があり、一般職、監督職および課長

職、部次長職に区分される。定型業務の内訳であるが、職位が上がると実務は減少し、対人業

務は増加し、職位の間で差がある。実務は、一般職および監督職、監督職および課長職、部次

長職の 3 つ、対人業務は一般職および監督職、課長職、部次長職の 3 つ、調整業務は一般職・

監督職・管理職と部次長職の 2 つに区分される。職位により業務比率と業務の繋がりに違いが

あるが、質的調査結果からも職位により定型業務の内容に違いがある。定型業務は、年数の経

過により熟達化 2する。また、監督職と管理職は、権限にもとづき役割が変わるので、業務の種

類が増える職務拡大と、自らが業務を管理する職務充実 3があり、業務内容に違いがある。な

お、職務充実は管理職の方が大きい。 
組織運営業務であるが、職位が上がると増加し、職位の間で差があり、一般職および監督職、

監督職および課長職、部次長職に区分される。また、職位が上がると業務の繋がりも強くなる。

組織運営業務についても、年数の経過により熟達化する。監督職は調整する業務が増えて業務

量の調整弁の役割となり、適応的熟達化が進む。管理職は権限と責任を伴うので情報量が増加

して視野が拡大する。部次長職は課長を通して間接的に管理する姿勢が求められる。職位によ

る業務の繋がりの違いは、組織運営業務の内容に違いがあることを示しており、また、職位が

上がると組織運営業務が増加する。 
時限的業務は、職位の間で業務比率に差は見られないが、業務の繋がりは職位が上がると高

くなり、職位により時限的業務の内容に違いがある。そして、上記の定型業務と組織運営業務

の状況から、業務全般は、監督職は業務量が増加し、定型業務から組織運営業務、時限的業務

に移行し、業務の繋がりも職位が上がると強くなる。 
 RQ1 の「大学職員の業務は、職位・年数によりどのような違いがあるのか？」の解明結果で

あるが、まず、大学職員の業務の内容についてである。大学組織の特性に規定された大学職員

の業務の特徴は、継続性と安定性が志向されるため、根拠と文書にもとづきルールを遵守し、

定型処理、対人業務、調整が多い。通常業務である定型業務が約半分、組織運営業務が 3 割あ

り、全体の 4 分の 3 を占めている。定型業務は自己完結性が高いため業務の繋がりは弱いが、

組織運営業務は業務の繋がりが強い。定型業務は基礎・基盤となる業務で、定型業務の経験が

人のマネジメントである組織運営業務の信頼の基礎となり、時限的業務は定型業務と組織運営

業務の経験が必要になるという関係にある。職位・年数と業務の関係であるが、年数の経過に

より業務に熟達化し、その内容は、定型業務は業務の内容であり、組織運営業務は人のマネジ

メントである。職位は、権限にもとづき役割が変わり、職位が上がると定型業務は減少して組

織運営業務が増え、業務の繋がりも強くなる。定型業務は、一般職、監督職および課長職、部

次長職に区分され、監督職と管理職は職務拡大と職務充実がある。組織運営業務は、一般職お

よび監督職、監督職および課長職、部次長職に区分される。組織運営業務と時限的業務につい

ては、職位の間で業務の繋がりの違いがある。定型業務と組織運営業務は職位により業務比率

に違いがあったが、業務の繋がりは定型業務、組織運営業務、時限的業務のいずれについても

                                                   
2 熟達化は、通常 10 年以上にわたる長期的な学習が必要（熟達化の 10 年ルール）で、熟達化は、手続的熟

達化、定型的熟達化、適用的熟達化、創造的熟達化の 4 段階に分けることができる（楠見,2012b）。詳細は、

第 4 章 4 節 3 項 2 を参照されたい。 
3 「職務拡大」は職務の水平的拡大で、個人が行うタスクの数、種類を増やすことで、職務の多様性を拡大

することである。「職務充実」は、職務の垂直的拡大で、自分の職務のプラニング、実施、評価をより多く管

理できるようにすることである（Robbins ,2005）。 
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違いがあり、職位により、業務の内容についても違いがある。先行研究との関係では、加藤

（2017a,2017b,2018）の調査も定型作業と軽度習熟業務は職位が上がると減少しており 4、木

村（2017）の調査も定型的業務のウエイト平均値は職位が上がると減少しており 5、職位によ

り業務比率に違いがあることについては、本調査結果と一致する。本調査では、職位により業

務内容についても違いがあることが明らかになったと考える。 
 

 
 

３．部課の業務 

 
表 8-2 は、部課の業務を示した表形式のコンセプトマップである。量的調査結果から主要業

務（業務比率）と業務の繋がり、質的調査結果から部課の業務の内容と対人業務の対象、専門

性を配置している。 
部課の主要業務であるが、多くの部課は定型業務が最も多いが、企画・大学評価と国際化推

進は組織運営業務、情報化推進は時限的業務が最も多い。定型業務の内訳は、多くの部課は実

務が最も多いが、学生生活支援、就職・エクステンション、社会連携（校友・父母等）は対人

業務が最も多い。また、業務比率の違いは、業務の繋がりの違いになっている。全業務の平均

値（最大 4.0）を、強い（3.40 以上）、やや強い（3.25 以上）、やや弱い（3.10 以上）、弱い（3.10
未満）に区分すると、企画・大学評価、学生生活支援、国際化推進は業務の繋がりが強く、研

                                                   
4 加藤は、通常の範囲内の定型的・標準化業務を、①定型作業、②軽度習熟業務（2～3 年）、③重度習熟業務

（4 年以上）の 3 つに区分し、創造的業務（未手順化）を④新規課題対応、通常業務範囲外の創造的業務を

⑤公式プロジェクト、業務外の創造的業務を⑥自発的取組みの６つに区分している。 
5 木村は、学生教員対応、定型的業務、課題分析解決、事業企画開発、調整合意形成、意思決定管理の 6 つ

に区分している。 

課長職 部次長職
54.23% 41.29% 34.70% 19.77%

58.74% 48.94% 39.09% 25.00%

27.26% 34.15% 44.38% 63.35%

10.72% 13.99% 11.04% 3.65%

3.24 3.27 3.16 3.32

23.32% 31.39% 37.67% 48.18%

3.17 3.34 3.50 3.74

18.64% 23.60% 19.41% 23.86%

3.09 3.38 3.42 3.61

業務全般

3.17 3.33 3.35 3.57

定型業務

業務の繋がり

職位・年数との
関係

・年数の経過により熟達化する。
・監督職は権限を持ち役割が変化するので、職務拡大と職務充実がある。
・管理職は組織の「顔」としての役割があり、調整役として直接の反応と評価を受ける。職務充実は監督職より大きい。

表8-1　職位・年数と業務の関係

一般職 監督職
管理職

業務比率

組織運営業務
業務の繋がり

職位・年数との
関係

・年数の経過により、他者の立場の理解、助言や支援などの人のマネジメントに熟達していく。
・監督職は調整する業務が増え、調整弁としての役割になるので適応的熟達化が進む。
・管理職は権限と責任を伴うことにより情報量が増加する。情報量が増加することで視野が拡大する。また、業務と人間関係
の両方の管理が必要で、部課の育成やチームの調和を考える。
・責任は職位により異なり、部次長職は間接的に管理する姿勢が求められる。

業務比率

実務

内
訳 対人業務

調整業務

業務比率

注1）業務比率の←→は、多重比較の結果によるサブグループである。
注2）業務の繋がりの最大値は4である。
（出所：筆者作成）

職位・年数との
関係

・監督職は業務量が増加し、業務の比重は定型業務から組織運営業務と時限的業務に移る。組織運営業務が増えるので、先見
性と多面的視野、部下がいるので自律性の尊重が求められる。
・管理職は、関係者が拡大し、他者からの反応や評価を受ける。意識と視点の変化があり、チーム活動を促進する人材育成に
ついて意識する。

業務の繋がり（全業務平均）

時限的業務 業務の繋がり

職位・年数との
関係

・管理職は時限的業務が増加する。
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究推進・支援と学術情報（図書館含む）は弱い。 
業務の内容であるが、総務・人事・財務、入試、学生生活支援、研究推進・支援は、内容が

異なる複数の業務がある。対人業務の対象については、学生対応がある部課は、教学、学生生

活支援、就職・エクステンション、国際化推進の 4 部課で、第 7 章 5 節「大学規模」で述べた

ように、学生対応の有無は部課の間の組織文化の違いになっている。学生対応がある部課でも、

来室する学生により業務が異なる。学生を指導する業務の場合は、ルールの遵守を求める対応

になるが、学生を支援する業務の場合は、学生個人毎の個別性があるので、担当者により関わ

り方に幅があり、業務領域が曖昧になる。教員との接点については、役職者・執行部、特定の

教員、多数の教員、ほとんどない（上記の 3 つに該当しない）に分かれる。教員の見方は、部

課の業務を通した教員との接点と関係性により影響を受けるが、教員への対応は大学組織の特

性を理解する機会であり、暗黙知が形成されていくと見られる。教員からの見られ方は、入試

と就職・エクステンションは専門家として見られ、対等な関係になる。大学外との繋がりがあ

るのは、総務・人事・財務、企画・大学評価、入試、就職・エクステンション、国際化推進の

5 部課で、他の部課の主要業務は大学内で完結している。また、専門性が必要になるのは財務

と国際化推進であるが、量的調査結果から、情報化推進は経験分野数が 2 未満で極めて少なく、

メンバーシップ型の雇用のもとで、専門性への対応のために異動が少ない。さらに、量的調査

結果から、部課人員数は 12 人前後が 1 部課の規模であり、大学規模による違いはないので、

同一の分野であっても、1 つの部課の業務分掌範囲は大学規模が大きいほど細分化されている。 
 

 
 
 RQ2 の「部課の業務はどのような違いがあるのか？」の解明結果であるが、部課の業務を類

型化すると、①主要業務は定型業務で、内訳は実務が多い、②主要業務は定型業務で、内訳は

対人業務が多い、③主要業務は組織運営業務、④主要業務は時限的業務の 4 つに区分できる。

対人業務の対象については、学生対応の有無、教員対応は役職者・執行部、特定教員、多数の

教員など部課により異なり、学生対応や教員対応がない部課もある。また、大学外との対応が

ある部課と、主要業務は大学内で完結する部課に分かれる。大学外との対応がある部課と、定

型業務の内訳として対人業務が多い部課は、業務の繋がりが強い傾向がある。さらに、同一の

分野であっても、1 つの部課の業務分掌範囲は大学規模が大きいほど細分化されている。 
 
 

役職者
執行部

特定の
教員

多数の
教員

見られ方
(専門家)

総務・人事・財務 〇（財務）

広報

〇 〇 〇 強い

〇 〇 〇 やや弱い

学生募集

入試執行

生活支援

活動支援

● 〇 〇 〇 やや弱い

研究費執行 〇

社会・事業連携 〇

〇 弱い

〇 やや弱い 異動少ない

〇 〇 〇 〇 〇 強い 〇

● 〇 やや強い

注）業務の繋がりは、全業務の平均値（最大値4）について、「強い」3.4～、「やや強い」3.25～、「やや弱い」3.1～、「弱い」3.1未満で区分した。
（出所：筆者作成）

表8-2　部課の業務

弱い

学術情報（図書館含む）

情報化推進

国際化推進

社会連携（校友・父母等）

強い

就職・エクステンション

研究推進・支援 〇

やや強い

学生生活支援 ● 〇 〇

〇 〇 〇

企画・大学評価

教学

入試 〇

大学外

〇 〇 〇

専門性

総務・人事・財務 〇

部課

主要業務（業務比率） 対人業務の対象

業務の
繋がり

定型業務
(内訳で最

多：〇実務、
●対人業務)

組織運営
業務

時限的
業務

学生対応

教員対応

やや強い
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４．仕事への取り組み方 

 
仕事への取り組み方については、経験学習の具体的経験、内省的観察、抽象的概念化、能動

的実験および全平均である経験学習力と、マネジメント/リーダーシップで構成しているが、表

8-3 は、職位・年数と仕事への取り組み方の関係を示した表形式のコンセプトマップである。

量的調査結果から各項目の平均値、質的調査結果から各項目と業務との関係および職位・年数

との関係を配置している。 
具体的経験は、監督職および管理職は一般職より高く、業務を任せられる、新しい業務、業

務量の増加、自律的な業務、時間に制約がある時に意識される。余裕があり、寛容で、新しい

展開が多いと具体的経験が促進されるが、繁忙、失敗に寛容でない、新しい展開が少ないと具

体的経験は少ない。年数の経過により、熟達化が進み、人的ネットワークが拡大して知識と経

験が増加するので自信を持つが、先が見えるので自重も働く。職位により、意識と主体性が高

まり、人的ネットワークの拡大もありチームを意識するが、他者からの視線が意識され、責任

と影響を考えて慎重になるし、上司や教員との関係を意識する。職位・年数との関係により、

職位が上がると具体的経験の数値は高くなるといえる。 
内省的観察は、職位が上がると高くなり、関係者の増加、新しい職場、主体性が求められる

業務の担当、業務分掌の拡大、大学への要望の増加など業務の変化により行われる。余裕がな

いと内省的観察はできない。年数の経過により、多様な職場経験と失敗の積み重ね、熟達化に

より余裕ができ、他者の意見を求め、関係者が増加してチームを意識するが、他者からの視線

も意識される。ただし、熟達化は、成功したことや順調に進んだことは意識しなくなる。職位

により、責任を伴うので他者の視線を意識するが、関係者が増加するので他者からの意見も拡

大する。他者の支援、人材育成、チームを意識するが、他者（部下）からの視線を意識して慎

重になる。業務の内容の変化と職位・年数により、職位が上がると内省的観察の数値は高くな

る。 
抽象的概念化は、職位が上がると高くなるが、異動が早すぎるとノウハウが蓄積できないし、

業務が単一のパターンの職場では汎用性は見いだせない。年数の経過による経験する職場の多

様化は、比較対象が増えて類型化できるようになるし、関係者の増加は協働の条件をつくり、

人間関係についてノウハウ化される。また、年数の経過による熟達化により主体性が高まるが、

熟達化は特に意識されない場合もある。職位はステージと相手が変わる節目で、視野が拡大し、

視点が変化する。ノウハウ化されたものを適用する機会が増え、汎用性や応用を意識するし、

上位者から助言を得ることができる。職位・年数との関係により、職位が上がると抽象的概念

化の数値は高くなるといえる。 
能動的実験は、職位の間で差はない。新しい業務で余裕があると行われるが、権限により制

約はある。また、業務が順調すぎたり多忙だと能動的実験はできない。能動的実験は主体の側

と他者からの影響の両方が関係する。主体の側は、業務と組織に対する理解、準備状況、自信

である。他者からの影響は、関係者の規模と複雑さ、内容の影響の大きさ、チームの志向性、

信頼関係、タイミングに依存する。大学改革が進むと能動的実験は促進されるが、了解を得る

範囲の広さ、合意形成のあり方、安定志向などが影響する。上司の姿勢、業務スタイル、判断

基準なども影響し、教員との関係では、説明責任の果たし方と教学優先（大学は教育、研究が

目的で、それが優先される）に対する対応による。年数の経過により、経験と知識が増加し、

小さな業務で応用して漸進的な取り組みにより自信を持ち、積極的になる。職位により、協働
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が拡大して多様な機会を得るが、責任を伴うことで他者の意見を求めるし、慎重になる。能動

的実験について職位の間で差がないのは、他者との関係に規定され、職位に伴う責任が関係す

るからだといえる。 
上記の経験学習の 4 項目の全平均である経験学習力は、具体的経験、内省的観察、抽象的概

念化の影響により、職位が上がると高くなる。 
マネジメント/リーダーシップは、職位が上がると高くなり、職位の間で差があり、人を動か

す、予算を管理する、組織の人数が多くなると必要になる。年数の経過により、他者や上司と

関係する業務が増え、熟達化で余裕ができ、組織内の関係性を理解する。組織理解が進むとラ

インを尊重するか考え、業務に期限があるとラインより結果を優先する。また、関係者が増え 
 

 

課長職 部次長職 全管理職
平均値 3.78 4.00 3.98 4.14 4.02

業務との関係

職位・年数との
関係

平均値 3.89 4.05 4.13 4.20 4.15

業務との関係

職位・年数との
関係

平均値 3.96 4.09 4.09 4.18 4.11

業務との関係

職位・年数との
関係

平均値 3.87 3.98 3.94 3.90 3.93

業務との関係

職位・年数との
関係

3.87 4.03 4.03 4.11 4.05

平均値 3.69 4.03 4.31 4.55 4.37

業務との関係

職位・年数との
関係

注）平均値の最大値は5である。
（出所：筆者作成）

表8-3　職位・年数と仕事への取り組み方の関係

一般職 監督職
管理職

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

・関係者が増加する、新しい職場、主体性が求められる業務の担当、業務分掌が広くなる、比較の対象が増える、大学への要
請が増加するなどの業務の変化により行われる。
・余裕がないと内省的観察ができない。

・年数の経過により、多様な職場経験や失敗の積み重ねと、熟達化により余裕ができ、内省して他者の意見を求める。また、
関係者が増加し、チームを意識するが、他者からの視線が意識される。
・年数の経過による熟達化により、主体性が高まるが、熟達化は無意識にもなる。
・職位により、責任を伴うことから、他者からの視線を意識する。関係者が増加するので、他者からの意見も拡大する。
・職位により、他者の支援や人材育成、チームを意識するが、他者（部下）からの視線を意識して、慎重になる。

・異動が早すぎるとノウハウが蓄積できないし、業務が単一パターンの職場では汎用性は見いだせない。

・年数の経過により、経験する職場が多様になり、比較する対象と対応策が増加して、類型化できるようになる。関係者が増
加し、協働の条件ができるし、人間関係の増加により、ノウハウ化される。熟達化により余裕ができると、対象の難易度に
よっては無意識になるものもある。
・職位は、ステージと相手が変わる節目で、視野が拡大し、視点が変化する。
・職位により、調整する業務が増加して、ノウハウ化されたものを適用する機会が増える。ノウハウ化されたものを適用する
機会が増えると、汎用性や応用を意識する。また、上位者からの助言を得ることができる。

・新しい業務で、余裕があると行われるが、権限により制約はある。
・他者からの視線や理解の程度、協力者や理解者の状況に依存するが、業務が順調すぎたり、多忙だと能動的実験はできな
い。
・主体の側には、業務の意味と業務内容の理解、準備状況、組織の理解、自信が必要である。関係者の規模と複雑さ、内容の
影響の大きさ、チームの志向性、信頼関係、タイミングに依存する。
・組織改革により大学改革が進むと、能動的実験が促進されるが、了解を得る範囲の広さ、合議や合意形成のあり方、成果測
定の難しさ、安定志向などは影響する。
・上司の姿勢や業務スタイル、判断基準、経験の有無は影響する。教員との関係では、説明責任の果たし方と、教学優先に対
する対応による。

・年数の経過により、経験する部課が多くなり、経験と知識の増加により自信を持つ。小さな業務で応用して漸進的な取り組
みになり、自信により幅が広がって積極的になるが、経験を過信すると失敗し、保守的になる。
・職位により、目標設定と責任が求められ、協働が拡大し、多様な機会も得る。責任を伴うことで他者の意見を傾聴して独走
の防止に努める。経験し、理解し、次の取り組みをすることで自信を持つが、責任を伴うことで慎重になる。

・人を動かす、予算を管理する業務、組織の人数が多くなると必要になる。

・年数の経過により、知識を習得し、組織理解が進み、他者や上司との関係の業務が増加する。
・熟達化により余裕ができて、対話を重視し、組織人を意識し、組織内の関係性を理解する。組織理解が進むとラインを尊重
するかを考えるが、業務に期限があるとラインより結果を優先する。
・年数の経過により、関係者が増えるので人脈を活用するし、大学のことが分かると課題を意識する。マネジメント/リー
ダーシップには組織社会化（組織再社会化）が必要である。
・職位により、権限と責任があり、管理職は「顔」としての役割があるので、公式・非公式に対応し、組織内の関係性につい
て理解が深まる。結果との関係で、対応する方法を合理的に判断するが、他者からの視線を意識する。視野が拡大し、意識が
向上し、他者を通して業務を進めるので、対話の重要性を理解する。
・部次長職は組織（課）として動かすことが求められるので、課長を尊重することが求められる。

経験学習力
（経験学習の全平均）

能
動
的
実
験

・業務を任せられる、新しい業務を行う、業務量が増加する、自律的に業務を行うことが求められる、時間に制約がある時に
意識される。
・余裕がある、寛容である、新しい展開が多いと促進される。
・繁忙、失敗に寛容でない、新しい展開が少ないと具体的経験は少ない。

具
体
的
経
験

・年数の経過により、手続的熟達化と定型的熟達化が進み、人的ネットワークが拡大し、影響範囲も拡大する。熟達化すると
多様な見方ができ、観察も深化し、応用を意識する。
・年数の経過により、知識が増加し、経験も増加するので自信を持ち、挑戦に向かうが、先が見えるので自重も働く。
・職位により、意識と主体性が向上し、組織発展の視点を持つ。人的ネットワークの拡大があり、チームを意識するが、他者
からの視線も意識される。職位に伴う責任と影響を考えて慎重になるし、上司や教員との関係を意識する。

内
省
的
観
察

抽
象
的
概
念
化
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るので人脈を活用し、大学の課題を意識する。マネジメント/リーダーシップには組織社会化（組

織再社会化）6が必要である。職位により、権限と責任が伴うので、組織内の関係性の理解が深

まり、視野が拡大し、他者を通して業務を進めるので対話の重要性を理解するが、他者からの

視線を意識する。部次長職は、課という組織を動かすことが求められるので、課長のマネジメ

ントを尊重することが求められる。業務の内容の変化と職位・年数により、職位が上がるとマ

ネジメント/リーダーシップの数値は高くなる。 
さらに、量的調査の回帰分析の結果、経験学習力には業務が関係し、定型業務はマイナス、

業務の繋がりはプラスに影響している。マネジメント/リーダーシップには職位の影響が大きく、

職位が上がるほどその影響は大きいし、業務の繋がりも影響している。また、経験学習とマネ

ジメント/リーダーシップは正の相関があり、仕事への取り組み方の構成要素である経験学習と

マネジメント/リーダーシップは関係している。なお、助言とロールモデルの存在は仕事への取

り組み方を促進する要因であり、研修会への参加も内省的観察やマネジメント/リーダーシップ

の意識を高めている。 
 RQ3 の「大学職員の仕事への取り組み方は、職位・年数によりどのような違いがあるのか？」

の解明結果であるが、経験学習は業務の変化が契機となり、マネジメント/リーダーシップは権

限を伴う業務の変化が契機となる。職位が上がると具体的経験、内省的観察、抽象的概念化と

経験学習の全平均である経験学習力は高くなる。経験学習については定型業務はマイナス、業

務の繋がりはプラスに影響しており、職位が上がると定型業務は減少して組織運営業務は増加

し、業務の繋がりは強くなるので、職位が上がると経験学習力は高くなる。量的調査結果から、

一般職は、年数の経過により定型業務から組織運営業務と時限的業務に移行しており、年数が

抽象的概念化にプラスに影響している。これに対して、監督職と課長職は、年数の経過により

定型業務が増加するので、経験学習力とは負の相関になる。能動的実験は職位の間で差はなく、

回帰分析の結果、部次長職は能動的実験に対してマイナスの要因になっており、職位が影響し

ている。 
 

５．大学規模 

 
量的調査結果から、業務比率と業務の繋がりについて大学規模による違いはなかったし、質

的調査結果でも、業務の内容について大学規模による違いはなかった。また、仕事への取り組

み方についても、量的調査結果および質的調査結果とも大学規模による違いはなかった。 
大学規模による違いは、第 1 に、職員数である。質的調査結果から、業務は、指導・援助を

得て OJT により習得されていることは共通しているが、定期採用、研修、OJT の指導・援助

者の範囲、専門性を要する業務への対応などについては、大学規模による職員数の差により内

容に違いがある。第 2 に、部課の業務分掌範囲の違いである。部課人員数は、巨大規模 H 大学

を除くと大学規模による違いはなく、12 人前後が 1 部課の規模であり、1 つの部課の業務分掌

範囲は、規模が大きいほど分掌する業務分野は細分化されたものになり、1 人の大学職員が担

当する業務も細分化された領域になる。このことから、大学規模が大きいほど組織文化として

部課の違いを感じている。他方、大学規模に関わらず、部課の業務として、学生対応の有無、

                                                   
6 「組織社会化」は、個人が組織の役割を想定するのに必要な社会的知識や技術を習得し、組織の成員にな

っていくプロセスで、「組織再社会化」は、ある組織において組織社会化を済ませ、仕事に熟達した個人が、

新たな組織に再参入する過程において生じる学習、変容を扱う概念である（中原,2012b）。 



106 
 

教員対応の有無と関係性、業務の正確さへの厳格と緩やかの程度、部課で業務が完結するかな

どの部課の業務の特徴は、部課の違いを感じさせているし、教員の見方に影響している。また、

教学や研究推進・支援など定型業務が多い部課は、構成員の人数が多く、契約職員や派遣職員

など雇用形態が多様化しており、組織文化に影響している。 
 以上から、RQ4 の「大学規模により、大学職員の業務と仕事への取り組み方に違いがあるの

か？」については、大学組織の特性による大学職員の業務の特徴から、大学規模による業務と

仕事への取り組み方に違いはない。大学規模の違いは職員数の差となり、採用、研修、OJT の

指導・援助者の範囲、専門性を要する業務への対応などに違いがある。また、部課の業務の特

徴は部課の違いを感じさせているが、大学規模が大きいほど部課の業務分掌範囲は細分化され

ており、部課の業務を通して組織文化として意識される要因になっている。 
 

６．実証的調査結果に関する考察 

 
6.1 業務 

大学職員の仕事経験は業務とそこでの経験であり、本研究では、大学組織の特性のもとにあ

る大学職員の業務の状況を明らかにし、その業務を通した大学職員の仕事への取り組み方の状

況について実証的調査を行った。したがって、業務と仕事への取り組み方に区分して考察する。 
まず、大学職員の業務であるが、第 1 に、職位と業務の関係についてである。大学職員の業

務は、大学組織の特性のもとで、定型処理、対人業務、調整が多く、通常業務である定型業務

と組織運営業務が四分の三を占めている。そして、大学職員はメンバーシップ型の雇用であり、

職位が上がると、勤務年数、仕事経験年数、管理職年数は長くなり、経験分野数は増加し、異

動と昇進・昇格をする中で業務が変化している。職位が上がると定型業務は減少し、組織運営

業務は増加し、定型業務の内訳は、職位が上がると実務は減少し、対人業務は増加する。定型

業務は業務の繋がりが弱く、組織運営業務は強いので、職位が上がると業務の繋がりは強くな

る。また、組織運営業務と時限的業務については、業務の繋がりが職位の間で差がある。これ

は、プロジェクト的な業務の場合、資料作成など他者との調整を要しない、つまり業務の依存

性が弱い領域を一般職が担当し、業務の依存性が強い領域を監督職や管理職が担当しているか

らだと考えられる。組織運営業務についても同様の状況が考えられ、職位により業務の内容に

違いがある。また、定型業務についても、監督職と管理職は職務拡大と職務充実があるので、

業務比率だけでなく、業務の内容についても職位により違いがあるといえる。 
年数の経過により、一般職は定型業務、組織運営業務から時限的業務に移行しているが、監

督職と課長職の業務比率は近似しており、年数の経過により、定型業務は増加するが組織運営

業務は減少する。他方、質的分析では、監督職は業務量が増加し、定型業務から組織運営業務

と時限的業務に移行し、業務量の調整弁としての役割が大きくなっていた。これは、直接、指

示・命令できる部下を持つ監督職と課長職は、マネジメントの対象である一般職や契約職員・

派遣職員の業務量の調整弁になっており、定型業務である実務や学生面談等を行っていること

が要因ではないかと考えられる。他方、部次長職は他の職位と業務比率が異なり、部次長職に

なると業務は大きく変化する。定型業務の内訳である契約職員・派遣職員が実務を行うための

調整業務は部次長職のみ少なかったが、部次長職は課という組織を動かすことが求められる位

置にあるので、課長のマネジメントを尊重する必要があり、直接、部下に対して指示・命令で

きる課長職とはマネジメント/リーダーシップの方法が変わるのである。 
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第 2 に、部課の業務についてである。部課の業務を類型化すると、①主要業務は定型業務で、

内訳は実務が多い（総務・人事・財務、教学、入試、研究推進・支援、学術情報（図書館を含

む））、②主要業務は定型業務で、内訳は対人業務が多い（学生生活支援、就職・エクステンシ

ョン、社会連携（校友・父母等））、③主要業務は組織運営業務（企画・大学評価、国際化推進）、

④主要業務は時限的業務（情報化推進）の 4 つに区分できる。業務比率は業務の繋がりと関係

しており、定型業務は業務の繋がりが弱いので、定型業務以外の比率が高い企画・大学評価と

国際化推進、定型業務の中では対人業務比率が高い学生生活支援は業務の繋がりが強くなり、

上記の区分では①に該当する教学、研究推進・支援、学術情報は業務の繋がりが弱くなると見

られる。上記の区分①に該当する総務・人事・財務と入試は、大学外との繋がりがある業務で、

同じ区分の中での違いになっていると考えられる。また、教学と研究推進・支援は、定型業務

が 5 割、定型業務の内訳では実務が 5 割を超えており、教育と研究に関する領域の業務の処理

方法は標準化されているといえる。先行研究との関係であるが、木村（2017）の調査では、経

営企画分野のみ調整合意形成のウエイトが高く定型的業務のウエイトが小さいこと、教務学生

支援分野と研究支援分野は学生教員対応が中心であり、業務分野ごとに異なっていると述べて

いる 7。木村の調査結果に加えて、本稿では、部課の主要な業務を明らかにしたうえで類型化

し、また、対人業務の対象と業務の繋がりについても明らかにしている。 
さらに、部課人員数ついては大学規模による違いはなく、12 人前後を 1 部課の適正規模にし

ているのではないかと考えられる。大学規模により業務に違いがなかったので、大学規模によ

り部課の業務分掌範囲は異なり、規模が大きいほど 1 つの部課が分掌する業務分野は細分化さ

れたものになる。そして、部課の中で 1 人の大学職員が担当する業務も細分化された領域にな

るので、同一分野の部課であっても、1 人の大学職員が担当する業務領域は、大学規模が小さ

いと広く、大学規模が大きいと狭くなる。この違いは、大学規模が大きいほど組織は階層化し

て機能分化しており、部課の間の違い（組織文化）を感じるが、それは、組織の下位文化（サ

ブ・カルチャー）は職業や業務による影響を受ける（Schein et al.,2019）からである。また、

大学規模が小さいと部課の業務分掌範囲が広いため、時期により、特定の業務に多くの職員が

関わり、共同を感じている。部課の主要業務の違いと大学規模による業務分掌範囲の違いは、

大学職員の仕事への取り組み方に影響すると考えられる。 
第 3 に、定型業務についてである。定型業務は基礎・基盤となる業務であり、定型業務の経

験が人のマネジメントである組織運営業務を行ううえでの信頼の基礎となり、また、業務が安

定していないと調整が多くなり、組織運営業務が増えるという関係がある。さらに、定型業務

と組織運営業務の経験が時限的業務に繋がるという関係がある。大学職員の業務の半分近くは

定型業務（全職位の定型業務比率は 44.89％）であり、組織運営業務も 3 割（29.76％）で、通

常業務が多い。さらに、定型業務の中では対人業務が 3 割強（34.37％）を占めている。これ

は、プロフェッショナル組織である大学において、サポート・スタッフの職員組織は階層化さ

れた機械的組織で、業務の処理方法の標準化によって調整が進められるので、定型業務が多い。

また、コンセンサスを得る場として委員会（会議）が設置され、調整事項が多いことなど、大

学組織の特性によると考えられる。 
部課の中では、教学と研究推進・支援が、一定の周期で、ほぼ同じ手順で繰り返す定型業務

が 5 割、定型業務の内訳では実務が 5 割を超えて多かった。ルーチンは分業ないし専門化の根

                                                   
7 木村は、総務人事、財務経理、経営企画、情報システム、施設管財、病院、教務学生支援、入試広報、国

際交流、研究支援、図書館、その他の 12 分野に区分している。 
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幹であり、個人が処理できる単位まで分割されており、既存のルーチンは実践し、成果を出し、

フィードバックという流れであるが、既存のルーチンの例外でその範囲内で対応する「問題解

決」と、既存のルーチンに新しいプログラムを加えたり、修正したりする「学習」も発生する

（桑田,2021）。定型業務は業務の性格そのものの中に改善への取り組みの要素が含まれている

が、調査結果から、定型業務は熟達化が進行するが、経験学習力との関係ではマイナスに影響

する。定型業務は、改善や合理化について内省的観察が行われる一方で、失敗回避のために慎

重になる。この違いについては、経験から学習する態度が重要で、学習に関わる態度や傾向は

個人差要因があり、挑戦性、柔軟性、状況への注意とフィードバックの活用、類推の 4 つに整

理できる（楠見,2012b）。定型業務の中には問題解決や学習の要素はあるが、個人差要因に影響

され、それに加えて、大学職員が行っている定型業務は、大学組織の特性に影響されると考え

られる。つまり、大学組織の特性により安定性と継続性が求められる定型業務は、サポート・

スタッフという位置づけの中で、安定性と継続性を維持することが強く働くのではないかと考

えられる。 
第 4 に、業務の依存性についてである。タスク・コンティンジェンシー・モデルでは、タス

ク特性として、タスク遂行のうえで他部門（組織外を含む）との協力が必要になる依存性があ

る。本研究では、業務の依存性を「業務の繋がり」として調査したが、職位が上がると強くな

り、部課により違いがある。定型業務は自己完結でき、業務の繋がりは最も弱く、主担当は一

般職である。2017 年に大学設置基準に教職協働に関する条文が追加されたが、教員との接点、

教員との関係性、教員からの見られ方や業務の繋がりは部課により違いがある。調査結果から、

業務の繋がりは仕事への取り組み方である経験学習とマネジメント/リーダーシップの両方に

プラスに影響しており、教員、他部課、大学外との連絡・調整・協議等がある業務を担当する

ことは、大学職員の仕事への取り組み方にとって効果がある。人は境界により他と区分される

範囲（境界単位）の中で、そこで形成される意味を学習しているが、異なる文脈において意味

の交渉を行えば、組織内外の知識や情報を繋ぐことになり、また、異質な他者との対話で生じ

た意味を多様に解釈することができる（石山,2020）からである。さらに、相互依存関係がある

と、情報共有や意思決定についても関わりがあり、協働が行われるが、相互依存関係がないと

リスクをとらないし、懸念事項についても意見を言わないので、相互依存関係は個人と組織の

両方の成果に影響する（Gibbs＆Kharouf,2022）。業務に熟達化し、業務の繋がりを持つことは、

人間関係について熟達化することであり、それは個人の学習・成長と同時に、組織にとっても

良い効果があるといえる。 
第 5 に、大学規模により業務に違いはなかったことである。これは、教育、研究が目的であ

る大学は、目標は定性的で期間は長く、安定性が志向され、会議により意思決定や合意形成が

行われる。大学職員の業務は、階層組織の中で行われ、ルールを遵守する定型処理と対人業務

が多く、調整事項も多いが、裁量の幅があるという特徴を持っている。このように、大学職員

の業務は大学組織の特性に規定されているので、大学規模により業務に違いはなかったと考え

られる。なお、先行研究との関係であるが、木村（2017）の調査では、設置形態間では違いが

あると述べている。設置形態の違いのどのような要因が、大学組織の特性が規定する業務に対

して違いを生みだしているのか、解明することが求められる。 
 
6.2 仕事への取り組み方 

大学職員の仕事への取り組み方については、第 1 に、職位が上がると高くなる。経験学習は
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業務の変化が契機となり、マネジメント/リーダーシップは権限を伴う業務の変化が契機となっ

て行われる。職位が上がると定型業務は減少し、業務の繋がりは強くなり、また業務の内容も

変化するので、具体的経験、内省的観察、抽象的概念化と経験学習の全平均である経験学習力

は高くなると考えられる。上記第 1 項の業務で述べたように、監督職と課長職の業務比率は近

似しており、経験学習力は一般職（平均値 3.87）、監督職・課長職（4.03）、部次長職（4.11）
に区分できる。経験学習の中では、具体的経験、内省的観察、抽象的概念化は職位が上がると

高くなるが、能動的実験は職位の間で差がない。つまり、職位により、具体的経験をし、それ

をもとに内省的観察と抽象的概念化を行う機会を得ており、経験学習力が高くなるが、職位は

責任を伴うため、能動的実験に対しては抑制的になると考えられる。特に、部次長職は回帰分

析ではマイナスの要因になっており、責任の重さの表れといえる。 
経験学習の中で、一般職は抽象的概念化、能動的実験、経験学習力が仕事経験年数と正の相

関になる。これは、経験の理解を通して学習が行われており（Kolb,1984）、平均仕事経験年数

が 12.60 年であるので、熟達化の過程にあるといえる。これに対して、監督職と課長職は仕事

経験年数と経験学習力が負の相関になり、年数の経過により定型業務が増加していることが要

因であると考えられる。マネジメント/リーダーシップは職位が上がると高くなるが、職位の影

響が大きく、職位が上がるほどその影響は大きい。第 6 章 5 節で見たように、マネジメント/リ
ーダーシップの各項目について職位の間で差があり、その内容から、職位に伴う権限と課題の

認識およびその達成への意識が、職位の間の違いになっている。 
仕事への取り組み方について職位の間で差があるのは、先行研究で明らかになっているプレ

ーヤーとマネジャーの違いの一側面が、本研究の実証的調査結果でも示されたと考えられる。

管理職は同僚、部下と良い関係をつくる暗黙知を多く持っており、対人処理能力が求められる

こと、将来の管理職と期待される監督職は、困難な仕事や柔軟な対応、自分の経験を他者の問

題解決に積極的に利用していることなどが特徴（楠見,2014）だからである。また、管理職は与

えられた役割とコンテクストから、質的に異なる経験を学習している（谷口,2006）。このよう

に職位により業務と仕事への取り組み方に違いがある中で、管理職への移行は、スキルやコン

ピテンシーの獲得や新たな人間関係の発生だけにとどまらず、深いレベルのアイデンティティ

の転換が求められる。管理職になることは、仕事を自分でやるのではなく、部下や他部署をう

まく使いながら成果を上げていくことへと意識を変えなければならず、多かれ少なかれ心理的

な抵抗を伴う（元山,2008）のである。また、リーダーシップを身につけるのは仕事の場での経

験だが、個人で貢献することと人を動かすことの間は非連続的であり、転換が要請される（金

井ほか,2003）。監督職、課長職、部次長職に関する調査結果は、監督職と課長職は業務比率が

近似し、経験学習力も同じであり、課長職は転換を求められているが、年数の経過により定型

業務が増加しているという状況の中で、それを困難にしていると考えられる。 
第 2 に、経験学習の中では、抽象的概念化は重要である。しかし、抽象化では部分から全体

を導きだそうとするが、全体がなかなか見つからず、全体を見るのをあきらめて部分に戻って

しまうことが多くの場合であり（Senge et al.,2005）、経験学習の中では抽象的概念化は難しい。

しかし、調査結果から、一般職と監督職は 1 番目、管理職は 2 番目に数値が高い。これは、部

課の業務には違いがあり、大学職員の業務分野は幅広いこと、また、教育、研究は人を対象と

した活動であるので対人業務が多く、それらが抽象的概念化のもととなる比較の対象を多くし

ていると考えられる。 
第 3 に、仕事への取り組み方である経験学習とマネジメント/リーダーシップは関係してい
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る。具体的経験、内省的観察、抽象的概念化、能動的実験、経験学習力の全項目について、マ

ネジメント/リーダーシップと正の相関があり、経験学習とマネジメント/リーダーシップは連

動しながら個人の学習・成長を促進している。金井（1991）は、マネジメントの両義性として、

職位にもとづくパワー（フォーマル・リーダーシップ）と、相互接触の触媒になること（セル

フ・リーダーシップ）の両方が基盤になると述べており、マネジメント/リーダーシップは同時

に行使され、それが経験学習と関係しているといえる。 
第 4 に、大学職員にとって組織社会化（組織再社会化）は重要である。大学職員は、階層組

織の中で、意思決定は会議により行われ、調整が多い業務を行っているので、組織社会化（組

織再社会化）は業務に直接関係する。また、大学職員は日本の労働環境の中に置かれているが、

日本企業の労働環境は、文書による取り決めが少ないことが特徴で、明文化されない職務内容

や社内ルールが存在している（中川ほか,2022）ので、組織社会化（組織再社会化）の必要性は

日本の労働環境の文脈からも影響を受けている。組織社会化を促す契機は、訓練、経験、人の

3 次元で、これらの契機によって、①業務に必要とされる知識、能力、②ワークグループの価

値観や人間関係、③組織の目標、④メンバーとしての役割、責任を学習する（中原,2010）ので

ある。組織社会化を促す契機の経験が大学職員の経験学習、特に具体的経験である。大学職員

の業務領域は幅広く、人を相手とした業務や調整が多いので、組織社会化（組織再社会化）の

契機となる経験学習は、業務に直接関係するといえる。 
第 5 に、経験学習には、部課の業務分掌が影響する。経験学習には業務の繋がりが影響する

が、上記第 1 項の業務で述べたとおり、部課により業務の繋がりに違いがある。さらに、大学

規模との関係では、部課の業務分掌範囲は異なり、同一分野の部課であっても 1 人の大学職員

が担当する業務領域は、規模が小さいと広く、規模が大きいと狭いと考えられる。国立大学の

場合、課長に登用される最初のポストは主に国立高等専門学校で、国立大学と比べて比較的規

模が小さく、課の分掌事務の範囲は国立大学の部に相当する幅広さがある（渡辺,2018）。部課

人員数の調査結果は、大学規模による部課の業務分掌範囲の違いを示しており、その内容は国

立大学の場合と同様であろう。しかし、部課の業務分掌範囲の違いは、大学規模が小さい場合

は広い範囲の定型業務を担当するので、定型業務以外での新しい業務経験の機会を得る可能性

や、同一業務における内容の深化や熟達化、比較の対象となる業務分野の数などに影響し、経

験学習にも影響すると考えられる。 
 
6.3 大学職員の業務と仕事への取り組み方の状況 

序章 2 節「研究内容」において、本研究のフレーム（図 0-1）を示したが、図 8-2 は、実証的

調査により明らかになった大学職員の業務と仕事への取り組み方の状況である。 
 人材育成は、個人の学習・成長と組織の側の働きかけの両面があり、業務とそれを通した経

験である仕事経験が基盤になっている。個人の変化は、年数・経験分野数、業務の状況、仕事

への取り組み方であり、職位との関連が強い。つまり、年数の経過、経験分野（部課）、業務比

率と業務の繋がり、経験学習力とマネジメント/リーダーシップは、職位により変化する。これ

に対して、組織の側の働きかけは、大学組織の特性、業務の特徴、部課の業務、大学規模であ

る。大学組織の特性は、目標は定性的で、期間が長く、安定性が志向されるので、業務につい

ては定型処理が多く、対人業務も多い。プロフェッショナル組織として民主的な編成と機械的

な編成（階層組織）が併存するので、会議により意思決定が行われ、調整事項が多いし、業務

領域が広いので、部課の間では業務に違いがあり、仕事への取り組み方に影響する。また、大
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学規模は、職員数と部課の業務分掌範囲の違いとなり、大学職員の担当する業務領域の違いに

なる。このような大学組織の特性の中で、大学職員は仕事経験を積んでいる。 
 

 

 
７．含意 

 

7.1 理論的含意 

本研究では、「大学職員論」、大学組織の特性研究、大学職員の人材育成研究をふまえて、大

学職員の業務と仕事への取り組み方について実証的調査を行ったが、そこで得られた理論的含

意は次のとおりである。 
まず、「大学職員論」との関係である。「大学職員論」では、大学職員そのものに関する領域

の実証的・理論的研究は不十分であると課題が指摘されていることに対して、第 1 に，メンバ

ーシップ型の雇用である大学職員の業務について、異動を伴い、昇進・昇格がある中で、共通

性を持つ区分として定型業務、組織運営業務、時限的業務を定義したうえで、全部の仕事量の

中での各業務の構成（業務比率）と、それが職位により違いがあることを明らかにしたことで

ある。また、大学組織の特性から、大学職員の業務の特徴となる業務全般があり、定型業務、

組織運営業務、時限的業務の関係性を体系的に整理したことである。第 2 に、部課の主要な業

務を明らかにしたうえで、①主要業務は定型業務で、内訳は実務が多い、②主要業務は定型業

務で、内訳は対人業務が多い、③主要業務は組織運営業務、④主要業務は時限的業務の 4 つに

類型化したことである。第 3 に、大学組織の特性との関係で、大学職員の業務の内容を分析し

たことである。組織編制の区分では、大学はプロフェッショナル組織に該当し、大学職員はサ

ポート・スタッフに位置づけられる（Mintzberg,1989）。組織文化の区分では、大学は安定性・

統制志向で内部・統合化志向の階層文化であり、管理と効率性と業務プロセスが成果を高め、

長期間の継続性が特徴である（Cameron & Quinn,2011）。つまり、大学職員の業務は階層組織

の中で行われており、定型業務が多く、会議により意思決定や合意形成が行われることが多く、

課長職 部次長職
10.52年 17.47年 23.34年 27.13年 【大学組織の特性】

（長い）

12.60年 20.38年 25.89年 31.22年

（長い）

2.29分野 2.55分野 3.33分野 4.26分野 【業務】

（多い）

54.23% 41.29% 34.70% 19.77%

（減少）

23.32% 31.39% 37.67% 48.18% 【部課の業務】

（増加）

18.64% 23.60% 19.41% 23.86%

3.17 3.33 3.35 3.57 【大学規模】

（強い）

3.87 4.03 4.03 4.11

（高い）

3.69 4.03 4.31 4.55

（高い）

図8-2　大学職員の業務と仕事への取り組み方の状況
（出所：筆者作成）

時限的業務

【組　織】

年
数
・
経
験
分
野
数

業
務

目標は定性的で、期間は長く、安定性が
志向される。
会議による意思決定が行われ、階層組織
の中で業務は行われている。

根拠と文書にもとづいてルールを遵守
し、定型処理、対人業務、調整が多い。
業務は幅広さ、深さ、裁量の幅がある。

組織運営業務

【個　人】

一般職 監督職
管理職

職員数の差が採用、研修、OJTの指導・援
助者の範囲などの違いになる。
部課の業務分掌範囲に違いがあり、大学
職員の担当する業務領域に違いがある
し、部課の違いも感じる。

業務の繋がり
（最大値4）

仕
事
へ
の

取
り
組
み
方

経験学習力
（最大値5）

マネジメント/
リーダーシップ
（最大値5）

主要業務に違いがあり、対人業務の対象
者も違いがある。
業務の繋がりに違いがある。

勤務年数

仕事経験年数

経験分野数

定型業務
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調整事項が多いのである。第 4 に、大学職員の仕事経験の内容を明らかにしたことである。「大

学職員論」の関心の中心は人材育成であるが、通常業務である定型業務と組織運営業務が多い

大学職員の仕事経験、つまり業務と仕事への取り組み方の内容、両者の関係、年数・職位によ

る変化について整理し、業務の繋がりが重要であることを明らかにしたことである。第 5 に、

SD（Staff Development）の具体的提言に対して分析したことである。加藤（2011）は、SD
（Staff Development）の 1 つとして、プロジェクト型の業務への参加を通して人材育成が行

われる OJD2（On-the-Job Development×Development）を、具体の問題状況に適合的な SD
として提言している。本研究により、大学職員の業務と仕事への取り組み方を類型化し、体系

的なものとして整理したことで、その理由が明らかになったと考える。それは、中堅管理職が

新規事業創出を経験すると、他者本位思考の獲得、リーダーマインドの獲得、経営者視点の獲

得の学習成果がある。その学習プロセスは、始点は他責思考の強化、次に自責思考の獲得で、

そこでは働く理由の探索、事業価値の探索、鳥瞰的視点での現状認識が媒介し、学習成果に至

る過程では反省的思考が媒介する（田中・中原,2017）からである。時限的業務も役職や指名に

より担当し、多様な視点を持って取り組む挑戦的な業務であり、経験学習が行われるが、その

内容について学習の視点から理論的説明が可能になると考える。 
次に、大学組織の特性研究との関係では、上記の「大学職員論」との関係で述べたとおり、

大学職員の業務の特徴はプロフェッショナル組織の特性に規定されていることである。プロフ

ェッショナル組織の中で、大学職員はプロフェッショナル（教員）に対してサポート・スタッ

フに位置づけられ、プロフェッショナル組織は民主的な編成と機械的な編成（階層組織）が併

存している。大学職員の業務は定型処理が多く、会議により意思決定や合意形成が行われるこ

とが多く、調整事項が多いし、大学の運営の基本単位である学部・学科が並列しており、独自

のルールが形成されやすい。しかし、アメリカおよびイギリスでは、学生の学習を支援する大

学教育の質の変化と、高等教育環境の複雑化に伴う専門性の要請により、専門職（プロフェッ

ショナル・スタッフ）が拡大している。これについて、「大学職員論」と大学組織の特性研究の

両面から検討したい。 
プロフェッショナル・スタッフの拡大について、プロフェッショナル研究では、知識の重要

性が認識され、組織はプロフェッショナルが作りだす協働体系（西脇,2013）になっているとい

う流れの中にある。同時に、プロフェッショナル組織は、仕事が複雑で精巧さが求められると、

専門的なサポート・スタッフが必要になる（Mintzberg,1989）ので、プロフェッショナルとサ

ポート・スタッフの関係は維持されていると見ることができる。また、米英のプロフェッショ

ナル・スタッフの業務が階層化されていることは、サポート・スタッフの組織は機械的編制で

あることを表している。このことが、職員は専門性を持っていても正統とはみなされない

（Deem,2010）し、ジョージ・ワシントン大学の学部長や学科長の選出が教員の中で行われて

いることと関係していると考えられる。さらに、プロフェッショナル・スタッフの拡大は専門

性の要請への対応であるが、専門分野は、常に自律性が高まる方向に働く（Clark,1986）ので、

専門分野間の協働が重要になる。したがって、プロフェッショナル組織における協働は、プロ

フェッショナル間、プロフェッショナルとサポート・スタッフ、およびサポート・スタッフ間

において求められる。 
次に、米英のプロフェッショナル・スタッフはジョブ型の雇用であるのに対し、日本の大学

職員はメンバーシップ型の雇用という違いについてである。まず、雇用の実態であるが、大学

は長期間の継続性が特徴であることから、第 3 章で考察したように、プロフェッショナル・ス
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タッフの雇用状況の外形はメンバーシップ型に相似していた。また、業務についても、階層化

された中で行われており、内容も大きな違いはなかった。メリーランド大学ボルチモア校のプ

ロフェッショナル・スタッフの評価のための評価者ガイドでは、仕事の質、仕事の量、相互関

係、社会との関係、問題解決スキル、業務上のスキル、企画、業務管理などについて、評価基

準として詳細に示されているが、求められる業務の水準も日本の大学職員と同様である 8。ジ

ョブ型とメンバーシップ型の違いは、個人の側からみると、職務を選択できるか、組織が決め

るかである。それは、組織の側からみると、人事部門の役割がメンバーシップ型の方が大きい

といえる。しかし、人材育成の実践である人材開発は、訓練開発、組織開発、キャリア開発の

3 分野で構成されている（佐藤厚,2016）ので、本人の意向をふまえたキャリアへの対応は一層

重要になる。対象となる大学職員数にもよるが、人事部門が、大学職員のキャリアを含めて、

全ての人事制度を運用していくことができるかは課題である。つまり、米英の大学の人事部門

のように、人事制度の一部の運用については、プロフェッショナル・スタッフが所属する組織

に権限を移譲し、キャリア開発への対応を強化することなどである。このように見てくると、

米英のプロフェッショナル・スタッフと日本の大学職員の雇用の実態、すなわち、ジョブ型と

メンバーシップ型の境界は曖昧になってきていると考えられる。 
本研究では、メンバーシップ型の雇用である大学職員を研究対象とした。それは、学長や学

部長を支えるスタッフの質が大学の意思決定に大きな影響を与える（山本眞,2003）からである

が、大学教員も、大学職員と業務を分担している契約職員などもジョブ型の雇用であり、大学

職員のみがメンバーシップ型の雇用である。大学の意思決定の質との関係では、大学組織の特

性を理解し、部課の業務の関係性を理解している大学職員の存在は強みとなる。他方、調査結

果から明らかになったように、大学職員は、業務に関する知識は契約職員等の方が高い状況の

もとでマネジメントを行っているし、大学職員は異動を伴うが、専門性が必要な情報化推進部

課は異動が少ないという実態がある。さらに、大学は、国との関係では中間構造になるため、

自律性を尊重しなければならない学部・学科に対して、国の政策にもとづく対応を求めること

から、軋轢が生まれる可能性がある。したがって、メンバーシップ型の雇用の大学職員の人材

育成は、上述したジョブ型の雇用との境界が曖昧になってきているという状況をふまえたうえ

で、業務に関係する他者との関係、業務を遂行するうえで求められる知識・スキルや経験など、

課題を多角的に検討する必要がある。 
以上の「大学職員論」と大学組織の特性研究にもとづく大学職員の仕事経験の分析と課題の

抽出は、広義の大学職員である「教員外の職員」だけでなく、大学教員にとっても、大学職員

の仕事経験を理解する機会になることが期待される。それは、教員と大学職員の相互理解が、

教職協働を進めるための出発点になると考えるからである。 
最後に、大学職員の人材育成研究との関係であるが、本研究では、人材育成の基盤は仕事経

験であるので、大学職員の仕事への取り組み方については、Kolb（1984）の経験学習モデルに

もとづいて実証的調査を行った。大学職員は定型業務が多く、学校教育法では「事務職員」と

規定されているが、経験学習研究では、経験と獲得した能力の関係について職域の特性があり、

営業職、IT 技術者、看護師など領域毎に実証的研究が多数行われている。また、経験した時期

                                                   
8 例えば、仕事の質は、①対象者の具体的な状況に合う、②正確に行う、③簡潔に、理解しやすいように整

理する、④成果物が正しいか質をチェックする、⑤成果物が対象者の要請に合っているかフォローするの 5
項目である。（https://www.umaryland.edu/media/umb/hrs/performance-development-
program/Performance-Development-Program-Staff-Guide.pdf, 閲覧日：2023.4.22） 
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との関係では、初任（初期）、中堅（中期）、マネジメント（後期）に区分し、管理職も研究さ

れている。上記のような研究状況の中で、プロフェッショナル組織に該当する大学という文脈

の中で、「事務」が主要な業務である大学職員の経験学習について明らかにしたことである。先

行研究との関係では、大学職員の業務と類似する分野として、公務員の係長級を対象にした質

的研究がある。行政組織のマネジャーは、約 2 年毎に職場を異動することと関係して、上司の

指導を通して学ぶ傾向があり、経験を通した対人スキルの獲得が大きなウエイトを占めている

（松尾,2011）。大学職員も業務を通して人間関係に熟達化していくこと、および職場では管理

職の影響が大きいことは共通している。本研究により、「事務」が主要な業務である職域の経験

学習について示唆を与えることができると考える。また、プロフェッショナル組織におけるサ

ポート・スタッフ、例えば、病院の事務部門のスタッフの経験学習についても敷衍できるし、

米英の大学におけるプロフェッショナル・スタッフの拡大に関する分析も、同様に活かすこと

ができると考える。 
管理職は、タスク管理、他者管理、自己管理が求められ、発展段階的には、主として仕組み

で人に動いてもらうマネジャーから、描く絵の実現にフォロワーがついてくるという変革型の

リーダーへの移行期がある（元山ほか,2012）。メンバーシップ型の雇用である大学職員の人材

育成に関わっては、管理職、監督職はもちろん、一般職も契約職員や派遣職員などの業務を調

整しており、タスク管理、他者管理、自己管理と発展段階的な移行は、全ての大学職員に適応

できる。また、人を相手とする教師は、個人で省察を行っていると、個人的な信念を強固にし

ていく可能性があり、他者に開かれた省察が必要で、教師のコミュニティの中での学習が行わ

れている（坂本・秋田,2012）。大学職員の業務には学生対応があり、支援業務は学生個人毎に

個別性があり、特に活動支援業務は学生に寄り添うので教師と同様の役割が求められ、他者に

開かれた省察の必要性は、大学職員にも適応できる。大学職員の業務と類似した領域の研究成

果を重ねることで、経験学習の視座から、大学職員の人材育成課題を深耕することができると

考える。 
 
7.2 実践的含意 

本研究の問題関心は大学職員の人材育成であり、そのために、大学職員の業務と仕事への取

り組み方について類型化し、体系的なものとして整理することを試みた。研究結果について実

践との関係では、第 1 に、職位および部課と業務の関係を見る際に 1 つのエビデンスとなりう

ることである。部課により業務内容は異なり、学生、教員など対人業務の対象も違いがあるが、

特に、教員への対応の有無と関係性は教員の見方に影響する。また、職位により、定型業務と

組織運営業務の比率に違いがあり、定型業務、組織運営業務、時限的業務のいずれについても

業務内容に違いがある。本研究による大学職員の仕事経験について、大学職員自身の実感と近

いものであれば、エビデンスとしての意義は大きいし、実践との架橋になる。さらに、職位お

よび部課による業務内容の違いは、業務の繋がり、すなわちタスク特性である依存性の違いに

なっており、仕事への取り組み方に影響する。また、多様な職場経験は、抽象的概念化と組織

社会化（組織再社会化）にとって有効である。他部経験は教訓を多く作っており（谷口,2006）、
異動がある大学職員にとって、適切な業務の変更は仕事への取り組み方との関係で意味がある。

さらに、部課の業務の質的分析から、総務・財務・人事と企画・大学評価は、大学や学校法人

の視野を持つことができる。国立大学の部課長職が、幅広い視野や国の施策の流れが分かるな

どの職務遂行能力の開発に繋がった経験は、文部科学省勤務の時に集中しており（渡辺,2018）、
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人材育成との関係で、部課の業務の特徴を勘案することの重要性が示唆されている。 
第 2 に、大学内外での業務の繋がりをつくることの重要性である。大学職員の業務は定型業

務が約半分を占めており、定型業務は自己完結性があるため大学内・大学外との業務上の繋が

りが少ないので、意識的にそのような機会をつくることは意義がある。業務について米英のプ

ロフェッショナル・スタッフと日本の大学職員の間で違いはなかったが、米英の大学における

プロフェッショナル・スタッフの拡大は、知識が重要になる中で、知識の担い手の連携が重要

になっており、業務の繋がりをつくることの重要性は増すと考えられる。また、組織における

自己の役割や位置づけを、自分なりに理解・解釈した「組織内地図」の明確さの度合いは主体

性に関わる（安藤,2001）が、業務の繋がりはその場になるといえる。さらに、業務の繋がりは

意味を多様に解釈する場にもなり（石山,2020）、仕事への取り組み方にとって効果は大きいと

考えられ、繋がりを持てる業務や機会を提供することは、人材育成にとって重要である。その

1 つとして、大学外で人的ネットワークが形成できる研修会への参加はその機会になるし、イ

ンタビューでも大学外の人との繋がりがあることは影響を受けると語られていた。業務の繋が

りは、人材育成との関係ではそれが持つ学習の効果から、重要性を理解する必要がある。 
第 3 に、管理職は影響が大きいことと、職位が上がることにより、マネジメントの方法は変

化させる必要があると自覚することの重要性である。第 7 章 5 節「大学規模」で見たように、

組織の下位文化を形成する部課の間の違いでは、上司である管理職の役割はその要因、つまり

部課の文化を形成しており、管理職の影響は大きい。また、経験学習の能動的実験の促進要因

の 1 つは、上司の姿勢、業務スタイル、判断基準であり、経験学習の生涯にわたるプロセスを

左右することになる。管理職への移行はアイデンティティの転換を伴う（元山,2008）し、個人

で貢献することと人を動かすことの間は非連続的である（金井ほか,2003）ので、成長を持続さ

せるためにはアンラーニングが必要である。アンラーニングは、個人が自身の知識・スキルを

意図的に棄却しながら新しい知識・スキルを取り入れるプロセスで、アンラーニングの促進要

因の 71.3％は昇進・異動等の状況変化であり、18.9％は他者の行動であるが、上司の革新的行

動もロールモデルとなり、部下の内省を刺激している（松尾,2021）。つまり、昇進していくに

従い、技術的知識に優れていることは、戦略的思考や人にやる気を起こさせるスキルと比較し

て価値が薄れていく場合もあるので、知識を増やす難しさと同様に放棄する難しさに対応する

ことが求められる（Ready et al.,2010）のである。調査結果から、課長職と部次長職では業務

が大きく変わり、仕事への取り組み方にも違いがある。課長職は、直接、部下に対して指示・

命令できるが、部次長職は課長を通して課を動かすので、マネジメントの方法が変わる。これ

は、課長職でも、部下を持つ監督職との関係では同様の対応が求められる。昇進・異動等はア

ンラーニングの促進要因であり、その機会を活かすことの重要性が示唆されている。 
第 4 に、時限的業務の担当についてである。時限的業務は学習する機会になるが、第 2 節の

業務の内容で述べたとおり、定型業務、組織運営業務、時限的業務は関係しており、時限的業

務は定型業務と組織運営業務を通じて学んだ成果が活かされる場である。したがって、一定の

業務経験を積んだうえでの時限的業務の担当は、大学職員の人材育成にとって有意義である。 
 

８．残された課題－おわりにかえて－ 

 
 本研究では、大学職員の人材育成に貢献するために、大学職員の業務と仕事への取り組み方

について実証的調査・分析を行った。それは、「大学職員論」の課題として指摘されている大学
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職員そのものに関する領域の実証的・理論的研究であり、大学職員の仕事経験、すなわち業務

と仕事への取り組み方について類型化し、体系的なものとして整理することができたので、「大

学職員論」を理論面で発展させることになると考える。人材育成は、個人の側の学習・成長と、

大学職員の業務に大学組織の特性が関係したように、組織の側の働きかけの両面がある。本研

究の成果は、人材育成策を具体化する際に 1 つのエビデンスとなりうるが、それは大学職員の

業務と仕事への取り組み方はどうなっているかという記述である。中川ほか（2020）は、研究

が使われるべき実践を持つ応用社会科学の経営学は、説明と記述を現場へフィードバックし、

そこで研究者とビジネスパーソンとの対話が行われることが、社会のための研究として留意す

べきであると述べており、本研究の成果は、研究と実践を架橋する一端を担うことができるの

ではないかと考える。 
 本研究の成果は、大学職員の人材育成に対して、実践との架橋になることを目指して混合研

究法を採用し、私立 8 大学の協力を得て成し遂げることができたが、本研究の限界もそこにあ

る。大学職員を対象とした調査は、所属大学の協力を得ることがたいへん難しく、データ数の

バランスが取り難いことである。大学規模別に 2 大学ずつを対象にしたが、データ数により 1
大学の特徴を反映した結果となった可能性があることは否めない。また、質的調査は職位と大

学規模を網羅できる研究参加者に対して実施し、質的データは SCAT により分析した。研究者

は、大学職員（専任職員）として 37 年勤務したので、インタビューで何を聴き、分析するかは

ある程度導きだせると考えるし、SCAT の分析過程の可視化による明示性は、妥当性確認のた

めの省察を分析者に迫る機能を有している（大谷,2019）。しかし、混合研究法は、量的調査と

質的調査の両方を行うので、個人研究として行うことには限界がある。調査結果から明らかに

なった部次長職の業務と仕事への取り組み方の分析、例えば、部次長職のみ経験学習の能動的

実験に対して職位がマイナスに影響したが、それは責任の重さのみが要因といえるのかの分析

などは、残された課題の 1 つである。さらに、組織の特性を考慮して医学部を有しない私立大

学の専任職員を対象に調査したが、大学の職員の業務と仕事への取り組み方を類型化し、体系

的なものとして整理するためには、設置形態や学部構成に配慮した調査が必要である。職員の

所属大学は国立、公立、私立があり、医学部を有する大学だけでなく単科大学などその形態は

多様で、当然、大学の職員の業務にも差異があることが考えられる。また、契約職員や派遣職

員など職場の構成員も多様になっており、大学の職員の業務を記述するためには、本研究で対

象にした異動があり、昇進・昇格していく専任職員だけでは十分ではない。設置形態、学部構

成、雇用形態などの要素により、対象を定めて大学の職員の業務の状況を調査し、本研究の結

果などと重ね合わせることで、「大学職員論」の対象である大学職員、すなわち「教員外の職員」

の全体像を明らかにすることができると考える。 
 大学職員の日々の業務は実践である。「実践知」は熟達者が持つ実践に関する知性で、その特

徴は、①個人の実践経験によって獲得されること、②仕事において目標志向的であること、③

仕事の手順や手続きに関わること、④実践の場面で役立つものである（楠見,2012a）。実践知は

実践経験から帰納的に生み出されるのに対し、理論は原因と結果の因果関係を明らかにしてい

るので、業務に対して演繹的に考えることができ、実践が求められた時に見通しを与えること

ができる。理論にもとづく実践により得られた実践知が、理論と親和性が高ければ、その実践

知の客観性は高まる。本研究の成果が、業務を演繹的に見るうえで少しでもその役割を果たす

ことができれば、大学職員の人材育成課題に対して実践的な貢献になると考える。 
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【資料 1】 
大学職員の仕事に関するアンケート 

 
 
１．現在の職位は何ですか？    課員／係長・課長補佐等／課長等／次長・部長  
 
２．貴学での勤務年数は何年ですか？        年 
  ※1年以下は「1年」、1年超～2年以下は「2年」と、年単位でお答え下さい。 
 
３．貴学に就職する前に正社員としての勤務経験がありますか？   有   無  
  「有」の場合、その年数は何年ですか？      年 
  ※複数職場での勤務経験がある場合は合計して下さい。また、年数は上記 2と同様に年単位でお

答え下さい。 
 

係長・課長補佐等／課長等／次長・部長の方にお尋ねします  

４．貴学で係長・課長補佐等を経験した年数は何年ですか？      年 
  ※複数職場で経験した場合は合計した年数をお答え下さい。また、年数は上記 2と同様に年単位

でお答え下さい。 
 

課長等／次長・部長の方にお尋ねします 

５．貴学で課長・次長・部長を経験した年数は何年ですか？      年 
  ※複数の職場や職位を経験した場合は合計した年数をお答え下さい。また、年数は上記 2と同様

に年単位でお答え下さい。 
 
６．現在、所属している課（部）についてお尋ねします。 
（１）所属している課（部）は次のどの分野ですか？ 

総務・人事・財務      企画・大学評価        教学           
入試            学生生活支援         就職・エクステンション  
研究推進・支援       学術情報（図書館を含む）   情報化推進        
国際化推進         社会連携（校友・父母等）   初等・中等教育      
他機関（出向等）      上記以外 

  ※複数の課（部）に所属している場合は、主たる課（部）について、複数の分野を担当している

課（部）に所属している場合は、現在担当している業務についてお答え下さい。 
 
（２）所属している課（部）の人員は何人ですか？      人 
  ※人員＝専任職員数＋契約職員数＋派遣職員数＋その他職員数 
 
（３）あなたがこれまで経験した課（部）は次のどの分野ですか？該当するものを全てお答え下さい。 

総務・人事・財務      企画・大学評価        教学           
入試            学生生活支援         就職・エクステンション  
研究推進・支援       学術情報（図書館を含む）   情報化推進        
国際化推進         社会連携（校友・父母等）   初等・中等教育      
他機関（出向等）      上記以外 

 
７．現在の担当業務（半年から 1年程度前から現在までの期間に担当している業務）についてお尋ね
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します。 
（１）あなたの全部の仕事量を 100とした場合、次の仕事の比率はどの程度ですか？ 
    定型業務（担当業務として位置づけられたもので、一定の周期で、ほぼ同じ手順により繰り

返し行う業務。担当者不在で臨時に対応する業務は除きます。）         ％ 
    組織運営業務（部・課・チームなど自らが直接関わっている組織が担当している業務を遂行

するための事前準備・事後処理や、他者（他部・他課・他チーム・外部）との調整を行う

業務。業務委託先との調整業務を含みますが、あなたの担当業務を分担している契約職員・

派遣職員が実務を行うための調整は「定型業務」とします。）          ％ 
    期間がある時限的業務（カリキュラム改革の検討など、通常はないが一時的な業務として行

うプロジェクト的な業務）                         ％ 
    その他（上記に該当しないもの）                       ％ 
                                     合計 100％ 
    「その他」についてどのような業務か記載して下さい。 
 
 
（２）上記の定型業務を次のように区分した場合、それぞれの比率はどの程度ですか？ 
    実務（資料・議事録等作成、データ処理、点検、書類整理、マニュアル作成等）     ％ 
    対人業務（会議・打合せ、学生面談等）                      ％ 
    契約職員・派遣職員が実務を行うための調整                    ％ 
    その他（上記に該当しないもの）                         ％ 
                                       合計 100％ 
    

 「その他」についてどのような業務か記載して下さい。 
 
 
（３）現在の仕事は、他の部課や外部（同一課内は除きます）と連絡・調整・協議等がどの程度あり

ますか？定型業務、組織運営業務、期間がある時限的業務のそれぞれについて、該当するものを

一つ選んで下さい。なお、担当していない場合は業務区分の「担当していない」欄にチェックの

みして下さい。 
  定型業務  □担当していない 
    1          2           3           4          
 
   全く無い     あまり無い        時々有る       常に有る 
 
  組織運営業務  □担当していない 
    1          2           3           4          
 
   全く無い     あまり無い        時々有る       常に有る 
 
  期間がある時限的業務  □担当していない 
    1          2           3           4          
 
   全く無い     あまり無い        時々有る       常に有る 
 
８．現在の仕事を 1 年前と比較すると、担当業務に変化はありましたか？定型業務、組織運営業務、

期間がある時限的業務のそれぞれについて、該当するものを一つ選んで下さい。なお、担当して

いない場合は業務区分の「担当していない」欄にチェックのみして下さい。 
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  定型業務  □担当していない 
    1       2        3         4       5          
 
 たいへん減った  少し減った   変わらない   少し増えた   たいへん増えた 
 
  組織運営業務  □担当していない 
    1       2        3         4       5          
 
 たいへん減った  少し減った   変わらない   少し増えた   たいへん増えた 
 
  期間がある時限的業務  □担当していない 
    1       2        3         4       5          
 
 たいへん減った  少し減った   変わらない   少し増えた   たいへん増えた 
 
９．仕事への取り組み方として該当するものを一つ選んで下さい。 

 
 

質問項目 

全
く
し
て
い
な
い 

あ
ま
り
し
て
い
な
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

時
々
し
て
い
る 

い
つ
も
し
て
い
る 

1 困難な仕事に立ち向かう １ ２ ３ ４ ５ 
2 常に新しいことに挑戦する １ ２ ３ ４ ５ 
3 失敗を恐れずにやってみる １ ２ ３ ４ ５ 
4 様々な経験の機会を求める １ ２ ３ ４ ５ 
5 必要な情報を集めて、経験したことを分析する １ ２ ３ ４ ５ 
6 経験したことを多様な視点から捉え直す １ ２ ３ ４ ５ 
7 自分の仕事の成功や失敗の原因を考える １ ２ ３ ４ ５ 
8 様々な意見を求めて自分のやり方を見直す １ ２ ３ ４ ５ 
9 様々な仕事場面に共通する方法などを見出す １ ２ ３ ４ ５ 
10 経験の結果を自分なりのノウハウに落とし込む １ ２ ３ ４ ５ 
11 他の状況にもあてはまるような仕事のコツを見つける １ ２ ３ ４ ５ 
12 経験から自分の仕事のやり方を見出す １ ２ ３ ４ ５ 
13 経験から学んだことを実際にやってみる １ ２ ３ ４ ５ 
14 あるやり方が他の場面でも使えるかどうか実験する １ ２ ３ ４ ５ 
15 新しく得たノウハウを実際に応用する １ ２ ３ ４ ５ 
16 自分のやり方が正しいかどうか試す １ ２ ３ ４ ５ 
17 予算や人員配置など計画を立てて行う １ ２ ３ ４ ５ 
18 フォーマルなライン（権限関係）に基づいて仕事を進める １ ２ ３ ４ ５ 
19 学園や所属課（部）の課題や方向性を意識している １ ２ ３ ４ ５ 
20 課題を実現するためにいろいろな人脈を活用する １ ２ ３ ４ ５ 
21 職場内でコミュニケーションをとっている １ ２ ３ ４ ５ 

 
以上 
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【資料２】 

 

 
 

 
 

 
 

合計

人数 所属内 人数 所属内 人数 所属内 人数

総務・人事・財務 31 43.1% 18 25.0% 23 31.9% 72

企画・大学評価 9 42.9% 5 23.8% 7 33.3% 21

教学 54 56.3% 25 26.0% 17 17.7% 96

入試 15 57.7% 6 23.1% 5 19.2% 26

学生生活支援 10 45.5% 6 27.3% 6 27.3% 22

就職・エクステンション 9 40.9% 7 31.8% 6 27.3% 22

研究推進・支援 12 44.4% 8 29.6% 7 25.9% 27

学術情報（図書館含む） 9 40.9% 7 31.8% 6 27.3% 22

情報化推進 5 45.5% 4 36.4% 2 18.2% 11

国際化推進 4 36.4% 4 36.4% 3 27.3% 11

社会連携（校友・父母等） 8 57.1% 2 14.3% 4 28.6% 14

初等・中等教育 2 40.0% 2 40.0% 1 20.0% 5

他機関（出向等） 0 0.0% 1 50.0% 1 50.0% 2

上記以外 6 37.5% 5 31.3% 5 31.3% 16

合計 174 47.4% 100 27.2% 93 25.3% 367

（出所：筆者作成）

資料2-1　量的研究参加者数（部課・職位別）

所属部課
一般職 監督職 管理職

総務・人
事・財務

企画・
大学評価

教学 入試
学生生活
支援

就職・エ
クステン
ション

研究推
進・支援

学術情報
情報化
推進

国際化
推進

社会連携 全部課

n =72 n=21 n =96 n=26 n =22 n=22 n=27 n=22 n =11 n=11 n =14 n =367
勤務年数（所属大学） 17.49 18.14 14.17 12.00 15.86 16.50 14.67 22.82 14.00 15.18 15.00 15.90

仕事経験年数 19.82 19.52 15.97 14.00 18.14 19.14 19.52 25.50 18.09 16.64 19.43 18.42

監督職年数（所属大学） 5.44 4.25 6.00 4.36 4.50 5.46 5.00 11.46 4.50 5.00 4.50 5.59

管理職年数（所属大学） 5.04 10.43 7.94 7.50 6.33 7.83 9.57 7.67 15.00 10.00 11.50 7.80

経験分野数 2.79 3.48 2.26 2.38 2.86 2.77 2.52 3.27 1.91 3.09 3.07 2.68

資料2-2　年数・経験分野数（部課別）

単位：年数は年、経験分野数は部課数
注）全部課平均には、初等・中等教育、他機関、それ以外を含む。
（出所：筆者作成）

年数・経験分野数

総務・人
事・財務

企画・
大学評価

教学 入試
学生生活

支援

就職・エ
クステン
ション

研究推進
・支援

学術情報
情報化
推進

国際化
推進

社会連携 全部課

n =62 n=19 n =82 n=21 n=21 n=18 n=22 n=20 n=11 n =11 n=12 n=321
定型業務 3.33 3.20 3.30 3.35 3.59 3.19 2.81 2.76 2.64 3.36 3.36 3.24

組織運営業務 3.51 3.45 3.06 3.38 3.55 3.41 3.04 3.33 3.27 3.55 3.36 3.32

時限的業務 3.34 3.50 3.16 3.38 3.57 3.00 3.17 3.05 3.64 3.36 3.33 3.28

全業務平均 3.39 3.40 3.18 3.37 3.56 3.20 2.95 3.06 3.18 3.42 3.35 3.27

資料2-3　業務の繋がり（部課別）

注1）回答は、1:全く無い、2:あまり無い、3:時々有る、4:常にあるの4件法で、当該業務を担当していない場合は未回答になる。
注2）全部課平均には、初等・中等教育、他機関、それ以外を含んでいる。
（出所：筆者作成）

業務
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課長職 部次長職 計

n=174 n=100 n=70 n=23 n=93 n=367
困難な仕事に立ち向かう 3.74 4.07 4.21 4.26 4.23 3.95

常に新しいことに挑戦する 3.83 4.01 4.03 4.30 4.10 3.95

失敗を恐れずにやってみる 3.72 3.96 3.70 3.83 3.73 3.79

様々な経験の機会を求める 3.82 3.94 3.97 4.17 4.02 3.90

具体的経験の平均 3.78 4.00 3.98 4.14 4.02 3.90

必要な情報を集めて、経験したことを分析する 3.79 3.93 4.04 4.22 4.09 3.90

経験したことを多様な視点から捉え直す 3.66 3.86 3.91 4.00 3.94 3.78

自分の仕事の成功や失敗の原因を考える 4.16 4.33 4.34 4.43 4.37 4.26

様々な意見を求めて自分のやり方を見直す 3.95 4.08 4.23 4.13 4.20 4.05

内省的観察の平均 3.89 4.05 4.13 4.20 4.15 4.00

様々な仕事場面に共通する方法などを見出す 3.76 3.91 3.96 3.91 3.95 3.85

経験の結果を自分なりのノウハウに落とし込む 4.06 4.21 4.27 4.43 4.31 4.17

他の状況にもあてはまるような仕事のコツを見つける 3.88 4.05 4.00 4.09 4.02 3.96

経験から自分の仕事のやり方を見出す 4.14 4.18 4.11 4.30 4.16 4.16

抽象的概念化の平均 3.96 4.09 4.09 4.18 4.11 4.03

経験から学んだことを実際にやってみる 4.21 4.24 4.26 4.09 4.22 4.22

あるやり方が他の場面でも使えるかどうか実験する 3.71 3.81 3.80 3.74 3.78 3.75

新しく得たノウハウを実際に応用する 3.82 3.97 3.99 4.09 4.01 3.91

自分のやり方が正しいかどうか試す 3.74 3.91 3.73 3.70 3.72 3.78

能動的実験の平均 3.87 3.98 3.94 3.90 3.93 3.92

3.87 4.03 4.03 4.11 4.05 3.96

予算や人員配置など計画を立てて行う 2.96 3.62 4.19 4.39 4.24 3.46

フォーマルなライン（権限関係）に基づいて仕事を進める 3.87 4.07 4.37 4.48 4.40 4.06

学園や所属課（部）の課題や方向性を意識している 3.81 4.09 4.31 4.70 4.41 4.04

課題を実現するためにいろいろな人脈を活用する 3.49 3.96 4.20 4.48 4.27 3.82

職場内でコミュニケーションをとっている 4.32 4.42 4.49 4.70 4.54 4.40

3.69 4.03 4.31 4.55 4.37 3.96

資料2-4　仕事への取り組み方（職位・項目別）

（出所：筆者作成）

具
体
的
経
験

内
省
的
観
察

抽
象
的
概
念
化

能
動
的
実
験

経験学習力（経験学習の全平均）

項目
一般職 監督職

管理職
全職位

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

/

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

マネジメント/リーダーシップ（全平均）

総務・人
事・財務

企画・
大学評価

教学 入試
学生生活

支援

就職・エ
クステン
ション

研究推進
・支援

学術情報
情報化
推進

国際化
推進

社会連携 全部課

n=72 n =21 n =96 n=26 n=22 n=22 n=27 n=22 n =11 n =11 n=14 n=367
具体的経験 4.00 4.06 3.84 3.95 3.98 3.86 3.81 3.70 3.73 4.23 3.93 3.90

内省的観察 4.00 4.02 4.11 3.88 3.91 4.00 3.95 3.77 3.82 4.00 4.21 4.00

抽象的概念化 4.06 3.96 4.09 3.95 4.05 4.00 4.02 3.89 3.86 4.09 4.18 4.03

能動的実験 3.93 3.82 4.03 3.86 4.03 3.84 3.72 3.78 3.75 3.91 3.95 3.92

経験学習力 4.00 3.97 4.02 3.91 3.99 3.93 3.88 3.79 3.79 4.06 4.07 3.96
マネジメント/リーダーシップ 4.01 4.11 3.91 3.92 4.04 4.07 3.90 3.74 3.96 4.00 4.01 3.96

注1)回答は、経験学習は各項目毎に4つ、マネジメント/リーダーシップは5つの質問があり、1:全くしていない、2:あまりしていない、3:どちらと
　　もいえない、4:時々している、5:いつもしているの5件法で、その平均値である。
注2)経験学習力は、具体的経験、内省的観察、抽象的概念化、能動的実験の平均値である。
注3)全部課平均には、初等・中等教育、他機関、それ以外を含んでいる。
（出所：筆者作成）

資料2-5　仕事への取り組み方（部課別）

経験学習・
マネジメント/リーダーシップ

小規模 中規模 大規模 巨大規模 全大学

n=77 n=20 n=63 n=207 n=367
勤務年数（所属大学） 16.04 14.05 18.71 15.17 15.90

仕事経験年数 18.71 16.60 21.24 17.63 18.42

監督職年数（所属大学） 6.51 5.92 5.42 5.29 5.59

管理職年数（所属大学） 7.55 6.20 5.13 8.85 7.80

経験分野数（所属大学） 2.73 2.50 2.73 2.67 2.68

資料2-6　年数・経験分野数（大学規模別）

単位：年数は年、経験分野数は部課数
（出所：筆者作成）

年数・経験分野数
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小規模 中規模 大規模 巨大規模 全大学

n =75 n =20 n =62 n =203 n=360
47.32% 40.50% 47.14% 43.73% 44.89%

実務 50.33% 63.50% 48.34% 49.91% 50.48%

対人業務 36.20% 30.25% 33.92% 34.24% 34.37%

調整業務 9.07% 6.25% 9.44% 13.18% 11.29%

その他 4.41% 0.00% 8.31% 2.67% 3.86%

内訳計 100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

27.80% 31.00% 31.67% 29.78% 29.76%

20.59% 27.50% 14.54% 21.53% 20.46%

4.29% 1.00% 6.65% 4.95% 4.89%

100.00% 100.00% 100.00% 100.00% 100.00%

資料2-7　業務比率（大学規模別）

注1）業務比率は、定型業務、組織運営業務、時限的業務に区分し、全部の仕事
   量を100とし、上記3つに該当しない業務は「その他」とした。
注2)「内訳」は定型業務内の区分で、定型業務の仕事量の全部を100とし、 実
   務、対人業務、調整業務に該当しない業務は「その他」とした。
（出所：筆者作成）

定型業務

組織運営業務

時限的業務

業務

内
訳

その他

業務合計

小規模 中規模 大規模 巨大規模 全大学

n =63 n =17 n=58 n=183 n=321
定型業務 3.27 3.35 3.20 3.23 3.24

組織運営業務 3.33 3.61 3.35 3.28 3.32

時限的業務 3.27 3.32 3.18 3.30 3.28

全業務平均 3.29 3.42 3.22 3.27 3.27

資料2-8　業務の繋がり（大学規模別）

注）回答は、1:全く無い、2:あまり無い、3:時々有る、4:常にあるの4
　　件法で、当該業務を担当していない場合は未回答になる。
（出所：筆者作成）

業務

小規模 中規模 大規模 巨大規模 全大学

n =77 n =20 n =63 n =207 n=367
具体的経験 3.79 4.00 3.95 3.91 3.90

内省的観察 3.99 4.01 3.99 4.00 4.00

抽象的概念化 3.95 3.90 4.00 4.09 4.03

能動的実験 3.86 3.83 3.90 3.95 3.92

経験学習力 3.90 3.93 3.96 3.99 3.96
マネジメント/リーダーシップ 3.83 4.21 3.97 3.97 3.96

資料2-9　仕事への取り組み方（大学規模別）

注1)回答は、経験学習は各項目毎に4つ、マネジメント/リーダーシップ
　　は5つの質問があり、1:全くしていない、2:あまりしていない、3:
　　どちらともいえない、4:時々している、5:いつもしているの5件法
　　で、その平均値である。
注2)経験学習力は、具体的経験、内省的観察、抽象的概念化、能動的実
　　験の平均値である。
（出所：筆者作成）

経験学習・
マネジメント/リーダーシップ

小規模 中規模 大規模 巨大規模 全大学

n=71 n =20 n =58 n=199 n=348
部課人員数（人） 12.03 11.55 12.55 23.18 18.47

資料2-10　部課人員数（大学規模別）

注）巨大規模大学の部課人員数はG大学13.63人、H大学24.19人である。
（出所：筆者作成）

総務・人
事・財務

企画・
大学評価

教学 入試
学生生活
支援

就職・エ
クステン
ション

研究推進
・支援

学術情報
情報化
推進

国際化
推進

社会連携 全部課

n =67 n =18 n =94 n =26 n =21 n =21 n =26 n=22 n=9 n =11 n =13 n=348
部課人員数（人） 11.33 9.50 21.65 19.38 16.43 20.24 47.19 16.05 14.11 11.00 10.23 18.47

資料2-11　部課人員数（部課別）

注）全部課平均には、初等・中等教育、他機関、それ以外を含んでいる。
（出所：筆者作成）
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業
務

中
分
類

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

思
い
や
り
を
持
ち
、
見
通
し
を
持
っ
て
、
複
数
の
力
で
や
る
。
調
整
す
る
。

規
程
に
そ
っ
て
や
る
意
識
が
い
る
。

学
生
や
教
員
と
の
繋
が
り
を
感
じ
る
。

作
る
や
り
が
い
は
あ
る
が
、
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
た
評
価
は
な
い
。

学
外
と
の
繋
が
り
で
視
野
の
広
が
り
が
あ
っ
た
。

文
書
を
書
く
仕
事
。
論
理
だ
て
て
書
く
。

職
制
が
雰
囲
気
を
作
る
。

教
員
と
の
距
離
が
近
く
、
業
務
会
議
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。

組
織
的
、
調
整
業
務
、
根

拠
に
も
と
づ
く
仕
事
、
学

生
・
教
員
と
の
繋
が
り
、

仕
事
を
任
せ
ら
れ
る
、
外

部
と
の
繋
が
り
、
文
書
に

よ
る
、
管
理
職
の
影
響
、

教
員
と
会
議

組
織
性
（
特
性
）
、
調
整

業
務
（
特
性
）
、
根
拠
に

も
と
づ
き
文
書
に
よ
る

（
特
性
）
、
対
人
関
係

（
特
性
）
、
裁
量
が
あ
る

（
特
性
）
、
教
員
（
特

性
）
、
会
議
（
特
性
）

組
織
、
調
整
、

根
拠
と
文
書
、

対
人
関
係
、
裁

量
幅
、
教
員
、

会
議

人
が
相
手
だ
と
考
え
る
。
（
育
休
明
け
は
）
誰
か
を
育
て
る
と
い
う
親
の
立
場
で
考
え
る
。

職
員
の
権
限
が
弱
い
と
保
守
的
に
な
り
や
す
い
。

調
整
す
る
部
署
が
多
い
と
変
化
の
範
囲
は
狭
く
ス
ピ
ー
ド
感
が
な
い
。

（
学
生
部
の
業
務
は
）
ベ
ー
ス
が
な
い
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
が
続
か
な
い
。

対
人
業
務
、
親
の
視
点
、

職
員
の
権
限
に
よ
る
業
務

の
保
守
性
、
調
整
範
囲
に

伴
う
業
務
の
速
さ
、
基
礎

の
上
の
安
定

対
人
業
務
（
特
性
）
、

ル
ー
ル
順
守
（
特
性
）
、

調
整
の
多
さ
（
特
性
）
、

基
礎
の
上
の
安
定
（
影

響
）

対
人
業
務
、

ル
ー
ル
順
守
、

調
整
の
多
さ
、

基
礎
の
上
の
安

定

【
営
業
職
】

振
り
返
り
な
ど
の
た
め
の
指
標
を
見
つ
け
難
く
、
定
性
的
目
標
で
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
が

十
分
で
あ
る
か
が
計
り
づ
ら
い
。
大
学
は
目
標
が
な
く
安
定
し
て
運
営
し
て
い
く
仕
事
で
、
間

違
い
な
く
や
る
こ
と
で
あ
る
。

大
学
は
直
ぐ
に
結
果
が
で
な
い
し
期
限
が
長
い
。

新
し
い
こ
と
に
抵
抗
が
強
く
定
着
に
1
～
2
年
か
か
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
も
な
く
、
仕
事
の
負
荷
も

少
な
い
。

大
学
は
全
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る
し
、
そ
の
機
会
が
あ
り
、
仕
事
が
幅
広
く
多
岐
に
わ
た

る
。
大
学
の
仕
事
は
幅
が
広
く
奥
行
き
も
深
い
。
覚
え
る
知
識
（
関
連
す
る
法
律
を
含
む
）
は

大
学
の
方
が
多
い
。

【
銀
行
】

学
生
と
は
直
接
の
利
害
関
係
は
な
い
の
で
学
生
の
た
め
に
素
直
に
気
持
ち
を
表
現
で
き
る
。

個
人
事
業
主
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
大
学
は
組
織
と
し
て
動
い
て
い
る
。

大
学
で
3
～
5
年
か
け
て
や
る
こ
と
を
1
年
で
教
え
ら
れ
た
。
時
間
の
使
い
方
が
違
う
。
短
期
的

（
半
年
）
視
野
に
な
り
、
極
端
に
言
え
ば
半
年
単
位
で
し
か
考
え
ら
れ
な
い
が
、
大
学
は
半

年
、
1
年
と
お
い
て
い
る
が
内
容
は
も
っ
と
長
期
的
視
野
に
な
っ
て
い
る
。
年
度
単
位
で
ノ
ル

マ
が
あ
っ
た
が
、
大
学
は
な
く
学
生
の
4
年
間
の
成
長
が
見
ら
れ
る
。
学
力
を
上
げ
る
た
め
に

ノ
ル
マ
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。

大
学
は
業
務
の
種
類
が
多
く
、
裁
量
が
あ
り
自
由
度
が
高
い
の
で
、
厳
格
さ
に
対
し
て
は
そ
の

人
の
性
格
が
で
る
。

【
通
信
業
】

ス
ピ
ー
デ
ィ
に
臨
機
応
変
に
判
断
し
て
い
た
が
、
大
学
は
毎
年
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
確
実
に
進

め
て
い
く
。

【
S
E
】

学
校
は
仕
事
の
幅
が
広
い
し
多
様
な
関
係
の
中
で
仕
事
を
す
る
の
で
視
野
や
考
え
方
の
広
さ
が

い
る
。

【
商
社
】

常
に
金
が
回
っ
て
お
ら
ず
経
営
へ
の
関
心
が
薄
く
、
ル
ー
テ
ィ
ン
が
多
い
の
で
回
っ
て
い
る
こ

と
は
成
功
し
て
い
る
と
思
っ
て
し
ま
い
改
善
の
必
要
を
感
じ
な
い
。

【
営
業
職
】

指
標
が
不
明
確
、
定
性
的

目
標
は
計
測
し
に
く
い
、

結
果
が
出
に
く
い
、
安

定
、
正
確
、
長
期
間
、
新

し
い
こ
と
へ
の
抵
抗
、
定

着
に
時
間
が
か
か
る
、
負

荷
の
少
な
さ
、
仕
事
の
幅

広
さ
・
奥
深
さ
、
必
要
な

知
識
の
多
さ

【
銀
行
】

直
接
の
利
害
関
係
無
、
組

織
と
し
て
の
動
き
、
遅
い

動
き
、
目
標
期
間
の
長

さ
、
定
量
的
目
標
は
無
、

業
務
の
多
様
性
、
裁
量
・

自
由
度
の
高
さ

【
通
信
業
】
定
型
処
理

【
S
E
】
仕
事
の
幅
広
さ
、

視
野
の
広
さ
が
必
要

【
商
社
】
経
営
へ
の
無
関

心
、
定
型
業
務
の
多
さ

定
性
的
目
標
（
特
性
）
、

指
標
・
結
果
測
定
の
難
し

さ
（
特
性
）
、
長
期
間

（
特
性
）
、
安
定
（
特

性
）
、
変
化
へ
の
抵
抗

（
特
性
）
、
仕
事
の
幅
広

さ
・
奥
深
さ
（
特
性
）
、

知
識
が
必
要
（
条
件
）
、

非
営
利
組
織
（
特
性
）
、

組
織
と
し
て
の
動
き
（
特

性
）
、
裁
量
・
自
由
度
の

高
さ
（
特
性
）
、
定
型
処

理
（
特
性
）
、
正
確
さ

（
特
性
）

非
営
利
組
織
、

定
性
的
目
標
、

長
期
間
、
安

定
、
定
型
処

理
、
仕
事
の
幅

広
さ
・
深
さ
、

裁
量
幅
、
知

識
・
視
野
が
必

要
、
組
織
活
動

業
務
全
般

業
務

【
資
料
3
-
1
】

業
務
の
S
C
A
T
分
析

小
分
類

特
徴

内
容

前
職
と
の
違
い
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業
務

中
分

類
注

目
す

べ
き

語
句

語
句

の
言

い
換

え
テ

キ
ス

ト
外

の
概

念
構

成
概

念

業
務

【
管

理
職

】
課

の
規

模
で

業
務

の
委

譲
の

仕
方

が
変

わ
る

。
大

学
に

つ
い

て
の

知
識

を
え

る
と

職
位

や
職

場
が

変
わ

っ
て

も
で

き
る

。
ブ

レ
ー

キ
を

踏
む

人
は

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

下
げ

、
自

分
の

仕
事

の
み

す
れ

ば
良

い
と

な
り

や
す

い
。

判
断

が
早

い
と

早
く

進
み

、
優

柔
不

断
だ

と
時

間
が

か
か

る
だ

け
。

上
司

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
少

な
い

と
暗

い
雰

囲
気

に
な

る
。

上
司

は
経

験
で

得
た

も
の

を
そ

の
課

で
も

や
る

の
で

ロ
ー

カ
ル

ル
ー

ル
を

作
る

。
【

課
長

】
部

長
が

前
に

出
て

く
れ

て
い

た
の

で
課

長
は

定
型

が
ほ

と
ん

ど
だ

っ
た

。
課

長
は

仕
事

を
選

べ
る

し
仕

事
配

分
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

る
。

課
長

は
大

学
執

行
部

が
出

席
す

る
会

議
で

説
明

し
他

部
局

の
意

見
を

受
け

、
指

摘
に

へ
こ

ん
だ

。
【

部
長

】
部

長
は

課
長

に
任

せ
、

部
の

方
針

作
成

・
予

算
に

徹
し

た
。

部
長

に
な

っ
た

ら
教

員
の

見
る

目
が

変
わ

り
、

こ
ち

ら
も

言
え

る
こ

と
が

多
く

な
っ

た
。

【
管

理
職

】
組

織
規

模
と

業
務

の
範

囲
、

基
礎

知
識

が
必

要
、

部
下

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
仕

事
の

速
度

に
影

響
、

課
の

雰
囲

気
を

作
る

【
課

長
】

定
型

業
務

、
権

限
、

ダ
イ

レ
ク

ト
な

評
価

、
【

部
長

】
他

者
の

権
限

の
尊

重
、

他
者

の
対

応
の

変
化

、

業
務

範
囲

の
曖

昧
さ

（
特

性
）

、
組

織
規

模
（

条
件

）
、

権
限

（
条

件
）

、
他

者
の

反
応

（
結

果
）

、
基

礎
知

識
が

必
要

（
条

件
）

、
上

司
の

影
響

（
影

響
）

権
限

、
組

織
規

模
、

業
務

の
曖

昧
さ

、
反

応
・

評
価

、
基

礎
知

識
、

上
司

の
影

響

離
れ

て
い

る
と

ガ
ラ

パ
ゴ

ス
化

し
て

独
自

の
ル

ー
ル

で
動

く
。

本
部

キ
ャ

ン
パ

ス
は

フ
ォ

ー
マ

ル
ラ

イ
ン

が
し

っ
か

り
し

て
い

る
。

単
独

学
部

の
キ

ャ
ン

パ
ス

は
教

員
と

の
距

離
が

近
い

。
キ

ャ
ン

パ
ス

が
違

う
と

マ
イ

ナ
ー

ル
ー

ル
が

で
き

る
。

独
自

ル
ー

ル
、

本
部

キ
ャ

ン
パ

ス
と

そ
れ

以
外

、
学

部
教

員
と

の
一

体
感

独
自

ル
ー

ル
（

結
果

）
、

キ
ャ

ン
パ

ス
の

特
徴

（
原

因
）

キ
ャ

ン
パ

ス
の

特
徴

、
独

自
ル

ー
ル

会
話

が
あ

る
と

相
談

し
や

す
い

。
学

部
横

断
的

に
動

く
と

横
の

調
整

が
大

事
。

規
模

が
大

き
い

と
人

間
関

係
の

調
整

が
必

要
で

ス
ピ

ー
ド

感
は

落
ち

る
し

意
思

疎
通

も
深

ま
り

に
く

い
。

職
種

構
成

の
多

様
化

は
帰

属
意

識
に

差
が

で
て

一
体

感
が

薄
れ

る
。

立
場

や
職

位
の

違
い

の
意

識
が

強
い

と
ま

と
め

る
の

に
苦

労
す

る
。

学
生

対
応

な
ど

仕
事

が
同

じ
だ

と
意

識
の

違
い

は
少

な
く

な
る

。
業

務
範

囲
が

広
く

、
人

数
が

多
い

と
、

契
約

か
ら

他
チ

ー
ム

と
の

比
較

で
突

き
上

げ
が

あ
る

。
机

で
の

仕
事

は
い

な
い

の
が

目
に

つ
き

や
す

い
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

学
部

間
調

整
、

規
模

と
構

成
に

よ
る

人
間

関
係

の
調

整
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

規
模

と
構

成
に

よ
る

人
間

関
係

の
調

整
（

原
因

）
、

学
部

間
調

整
（

原
因

）
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
（

条
件

）
、

デ
ス

ク
ワ

ー
ク

（
背

景
）

規
模

と
構

成
に

よ
る

調
整

、
学

部
間

調
整

、
デ

ス
ク

ワ
ー

ク

【
営

業
職

】
大

学
は

規
程

・
規

則
が

し
っ

か
り

し
て

い
る

し
、

意
思

決
定

の
ス

ピ
ー

ド
が

違
う

。
決

裁
を

得
る

機
関

が
多

く
ス

ピ
ー

デ
ィ

に
動

い
て

い
か

な
い

。
意

思
決

定
は

セ
ク

シ
ョ

ン
が

分
か

れ
て

い
る

の
に

会
議

体
を

通
す

の
で

時
間

が
か

か
る

し
、

役
職

者
の

権
限

が
小

さ
い

。
【

銀
行

】
大

学
は

何
か

す
る

時
に

意
義

や
成

果
に

つ
い

て
説

明
し

、
説

得
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

守
備

範
囲

が
広

く
、

他
部

課
と

の
調

整
が

多
い

。
【

メ
ー

カ
ー

等
】

文
書

を
書

く
こ

と
と

会
議

の
多

さ
。

前
職

は
現

場
で

判
断

で
き

た
が

、
大

学
は

会
議

を
通

す
必

要
が

あ
り

、
ま

た
紙

文
化

で
あ

る
。

【
公

務
員

】
大

学
の

方
が

1
つ

の
事

業
に

集
団

的
・

横
断

的
に

取
り

組
む

こ
と

が
多

い
。

大
学

は
組

織
力

が
な

く
皆

が
バ

ラ
バ

ラ
で

、
ヒ

エ
ラ

ル
キ

ー
が

き
ち

ん
と

で
き

て
い

な
い

。
意

思
決

定
に

つ
い

て
、

前
職

で
は

文
書

で
行

わ
れ

た
が

、
大

学
で

は
会

議
の

中
で

固
め

て
い

く
。

対
象

期
間

が
大

学
は

長
い

。

【
営

業
職

】
規

程
・

規
則

、
意

思
決

定
の

遅
さ

、
会

議
、

手
続

き
、

役
職

者
権

限
の

少
な

さ
【

銀
行

】
説

明
と

説
得

、
業

務
の

広
さ

と
調

整
【

メ
ー

カ
ー

等
】

文
書

、
会

議
【

公
務

員
】

集
団

的
取

り
組

み
、

不
十

分
な

官
僚

制
組

織
、

会
議

、
対

象
期

間
の

長
さ

規
程

・
規

則
（

特
性

）
、

文
書

（
特

性
）

、
会

議
と

手
続

き
（

特
性

）
、

意
思

決
定

の
遅

さ
（

特
性

）
、

業
務

の
広

さ
と

調
整

（
特

性
）

、
集

団
的

取
り

組
み

（
特

性
）

、
不

十
分

な
官

僚
制

組
織

（
特

性
）

規
程

・
規

則
、

文
書

、
会

議
と

手
続

き
、

調
整

、
組

織
の

階
層

性

管
理

職

規
模

・
構

成

前
職

と
の

違
い

物
理

的
条

件

業
務

全
般

大
学

組
織

と
の

関
係

【
資

料
3
-
1
】

（
続

き
）

業
務

の
S
C
A
T
分

析

小
分

類
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業
務

中
分
類

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

大
学
組
織

と
の
関
係

信
頼
度
は
い
か
に
エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
す
か
、
レ
ス
ポ
ン
ス
を
早
く
す
る
こ
と
に
よ
る
。

積
極
的
な
人
は
や
り
た
い
こ
と
が
多
く
事
務
局
に
降
り
て
く
る
の
で
、
本
当
に
必
要
か
調
整
が

求
め
ら
れ
る
。

エ
ビ
デ
ン
ス
、
レ
ス
ポ
ン

ス
、
必
要
性
の
見
極
め

エ
ビ
デ
ン
ス
（
条
件
）
、

レ
ス
ポ
ン
ス
（
条
件
）
、

必
要
性
の
見
極
め
（
背

景
）

エ
ビ
デ
ン
ス
、

レ
ス
ポ
ン
ス
、

見
極
め

ス
ト
ー

リ
ー
ラ
イ

ン 理
論
記
述

定
型
業
務
は
変
わ
ら
ず
、
組
織
運
営
・
時
限
的
業
務
が
増
加
し
て
パ
イ
が
拡
大
し
た
。
メ
イ
ン

業
務
（
入
試
関
係
）
の
主
担
当
に
な
り
3
倍
く
ら
い
に
増
加
し
た
。

定
型
業
務
を
他
者
に
回
し
、
組
織
運
営
・
時
限
的
業
務
を
行
っ
た
。

先
を
見
て
自
分
の
意
見
を
持
ち
、
多
面
的
に
考
え
る
こ
と
が
必
要
。

マ
イ
ク
ロ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
な
い
上
司
の
元
で
仕
事
が
で
き
た
。
業
務
範
囲
は
明
確
だ
が
そ
の

中
で
自
由
に
さ
せ
て
く
れ
た
。

業
務
量
増
加
、
業
務
の
比

重
の
変
化
、
先
見
性
と
多

面
的
視
野
、
自
律
性
の
尊

重

業
務
量
増
加
（
結
果
）
、

業
務
の
比
重
の
変
化
（
影

響
）
、
先
見
性
と
多
面
的

視
野
（
条
件
）
、
自
律
性

の
尊
重
（
条
件
）

業
務
量
増
加
、

業
務
の
比
重
の

変
化
、
先
見
性

と
多
面
的
視

野
、
自
律
性
の

尊
重

判
断
す
る
こ
と
が
仕
事
。
教
員
や
部
署
間
の
調
整
が
増
加
。

同
質
の
仕
事
を
し
て
も
責
任
を
伴
う
と
意
識
が
変
わ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
る
の
で
、
自
ら
が
提
案
す
る
側
に
な
ら
な
い
と
大
学
は
良
く
な
ら
な
い

と
い
う
意
識
に
な
る
。
外
部
と
の
関
係
が
増
え
る
の
で
、
外
部
か
ら
見
て
よ
い
と
思
う
こ
と
は

や
ろ
う
と
い
う
マ
イ
ン
ド
に
な
る
。

課
長
は
実
務
を
持
た
な
い
の
で
仕
事
が
止
ま
ら
な
い
と
い
う
心
の
ゆ
と
り
は
あ
る
が
、
大
学
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
視
点
は
高
く
な
り
、
他
大
学
と
の
交
流
が
増
え
る
中
で
そ
れ
が
促
進
さ
れ

る
。

プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
る
の
は
人
数
の
関
係
。

現
場
は
一
緒
に
動
く
こ
と
が
必
要
。
任
せ
る
と
見
え
方
が
変
わ
る
し
、
（
任
せ
な
い
と
）
課
員

の
考
え
る
能
力
を
奪
っ
て
い
る
。

知
ら
な
い
分
野
の
仕
事
は
業
務
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
。

判
断
と
調
整
業
務
の
増

加
、
責
任
、
意
識
・
視
点

の
変
化
、
関
係
者
の
拡

大
、
規
模
の
影
響
、
チ
ー

ム
活
動
、
人
材
育
成
の
視

点
、
新
規
業
務
に
よ
る
変

化

判
断
と
責
任
（
特
性
）
、

関
係
者
の
拡
大
（
特

性
）
、
意
識
・
視
点
の
変

化
（
結
果
）
、
チ
ー
ム
活

動
（
結
果
）
、
組
織
規
模

（
条
件
）
、
人
材
育
成

（
影
響
）

判
断
と
責
任
、

関
係
者
の
拡

大
、
意
識
・
視

点
の
変
化
、

チ
ー
ム
活
動
、

組
織
規
模
、
人

材
育
成

ス
ト
ー

リ
ー
ラ
イ

ン

大
学
組
織
と
の
関
係
で
は
、
非
営
利
組
織
で
あ
る
大
学
の
業
務
は
、
目
標
は
定
性
的
で
、
期
間
は
長
く
、
安
定
性
が
志
向
さ
れ
る
。
手
続
き
と
し
て
会
議
に
よ
る
意
思
決
定
が
行
わ
れ
、
階
層
組
織
の

中
で
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
成
す
る
学
部
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
な
ど
に
よ
り
独
自
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
る
。

業
務
に
つ
い
て
は
、
人
が
相
手
で
定
型
処
理
が
多
く
、
規
程
・
規
則
な
ど
の
根
拠
に
も
と
づ
く
文
書
で
の
処
理
と
、
調
整
す
る
こ
と
が
多
い
。
調
整
は
学
部
間
、
部
課
間
と
人
間
関
係
の
両
方
が
あ

り
、
後
者
は
規
模
（
人
数
）
と
構
成
が
影
響
す
る
。
ま
た
、
教
員
が
関
わ
る
場
合
は
エ
ビ
デ
ン
ス
に
よ
り
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
業
務
を
行
う
う
え
で
は
知
識
と
視
野
の
広
さ
が
必
要

で
、
基
礎
が
あ
っ
て
安
定
す
る
が
、
業
務
の
領
域
が
広
く
、
裁
量
の
幅
が
あ
る
。

管
理
職
は
判
断
と
責
任
が
伴
い
、
権
限
に
よ
り
業
務
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
業
務
範
囲
は
曖
昧
に
な
る
が
、
部
課
の
業
務
に
影
響
を
与
え
る
。
管
理
職
は
組
織
規
模
（
人
数
）
が
影
響
し
、

大
学
に
関
す
る
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

職
位
と
の
関
係
で
は
、
監
督
職
に
な
る
と
業
務
量
が
増
加
し
、
そ
の
比
重
は
定
型
業
務
か
ら
組
織
運
営
業
務
と
時
限
的
業
務
に
移
る
。
監
督
職
に
な
る
と
他
者
に
対
す
る
業
務
が
増
え
る
の
で
先
見
性

と
多
面
的
視
野
が
必
要
で
、
ま
た
部
下
が
い
る
の
で
自
律
性
の
尊
重
が
求
め
ら
れ
る
。
管
理
職
に
な
る
と
判
断
と
責
任
が
伴
い
、
関
係
者
が
増
え
る
の
で
、
他
者
の
反
応
や
業
務
の
結
果
へ
の
評
価
を

直
接
受
け
る
。
ま
た
、
意
識
や
視
点
が
変
化
し
、
チ
ー
ム
活
動
を
促
進
す
る
人
材
育
成
に
つ
い
て
意
識
す
る
。

教
員

監
督
職

・
根
拠
（
規
程
・
規
則
）
と
文
書
に
も
と
づ
い
て
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
定
型
処
理
、
対
人
業
務
、
調
整
が
多
い
。

・
基
礎
が
あ
っ
て
安
定
す
る
が
、
業
務
は
幅
広
さ
や
深
さ
が
あ
り
、
裁
量
幅
が
あ
る
。

・
業
務
の
調
整
は
、
組
織
間
と
人
間
関
係
の
両
方
が
あ
り
、
人
間
関
係
は
規
模
と
構
成
が
影
響
す
る
。

・
業
務
を
行
う
う
え
で
は
知
識
と
視
野
の
広
さ
が
必
要
で
あ
る
。

・
教
員
へ
の
対
応
で
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
も
と
づ
く
説
明
と
レ
ス
ポ
ン
ス
が
必
要
だ
が
、
対
応
に
つ
い
て
は
見
極
め
が
い
る
。

・
管
理
職
は
判
断
と
責
任
が
伴
い
、
ま
た
権
限
に
よ
り
業
務
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
業
務
範
囲
は
曖
昧
に
な
る
。

・
管
理
職
は
、
組
織
規
模
（
人
数
）
が
影
響
す
る
。

・
管
理
職
は
、
大
学
に
関
す
る
知
識
が
必
要
で
あ
る
。

・
管
理
職
は
部
課
の
業
務
に
影
響
を
与
え
る
。

管
理
職

職
位
と
業

務
の
関
係

業
務
全
般

【
資
料
3
-
1
】
（
続
き
）

業
務
の
S
C
A
T
分
析

小
分
類
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業
務

中
分
類

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

業
務
全
般

理
論
記
述

性
格

仕
事
が
固
ま
っ
て
い
る
ほ
ど
定
型
業
務
が
多
い
。
歴
史
が
あ
る
と
定
型
業
務
が
多
い
。

定
型
業
務
は
、
事
務
室
で
は
学
年
暦
で
成
績
・
入
試
な
ど
の
仕
事
、
人
事
は
人
が
相
手
な
の
で

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
ケ
ー
ス
（
ト
ラ
ブ
ル
）
が
多
い
。

分
析
す
る
こ
と
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

新
し
い
こ
と
は
正
解
が
な
い
が
、
既
存
の
も
の
は
枠
組
み
の
中
で
間
違
い
な
く
や
る
と
い
う
難

易
度
の
違
い
が
あ
る
。

エ
ク
セ
ル
を
使
う
こ
と
で
時
間
を
短
縮
で
き
他
の
仕
事
が
い
ろ
い
ろ
入
る
。

固
定
化
、
長
期
間
、
規
則

性
と
不
規
則
、
P
D
C
A
サ
イ

ク
ル
の
内
包
、
正
確
、
改

善

継
続
す
る
業
務
（
特

性
）
、
基
盤
と
な
る
業
務

（
影
響
）
、
漸
進
性
あ
る

業
務
（
結
果
）

継
続
性
、
安
定

性

積
極
面

ル
ー
テ
ィ
ン
業
務
は
習
得
し
や
す
い
。

や
り
や
す
い
し
、
改
善
が
考
え
や
す
く
、
新
た
な
ル
ー
テ
ィ
ン
に
し
や
す
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

で
き
る
業
務
で
他
者
に
頼
む
た
め
に
は
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

専
門
的
な
こ
と
が
多
く
、
課
長
も
分
か
ら
な
い
の
で
自
分
で
判
断
し
た
。

非
専
任
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
必
要
だ
が
、
中
身
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
だ
め
で
、
そ
れ

は
い
ろ
い
ろ
イ
ン
プ
ッ
ト
で
き
る
か
ら
で
、
立
案
す
る
た
め
の
基
礎
で
あ
り
分
析
が
で
き
な

い
。

習
熟
が
容
易
、
改
善
が
容

易
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
化
、

自
律
し
た
判
断
、
他
業
務

を
す
る
た
め
の
基
礎

習
得
す
る
業
務
（
特

性
）
、
基
礎
と
な
る
業
務

（
特
性
）
、
改
善
す
る
業

務
（
影
響
）
、
他
者
に
移

す
業
務
（
結
果
）

習
得
、
基
礎
、

移
管

消
極
面

ミ
ス
な
く
や
る
こ
と
で
前
年
踏
襲
に
な
る
。
失
敗
し
な
い
よ
う
に
安
定
し
て
運
営
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

自
分
だ
け
で
完
結
。

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
手
一
杯
だ
と
外
の
こ
と
を
見
る
余
裕
が
な
い
。

ル
ー
テ
ィ
ン
を
こ
な
す
だ
け
だ
と
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
は
求
め
ら
れ
な
い
。

個
性
が
発
揮
で
き
な
い
。

正
確
、
継
続
、
安
定
、
自

己
完
結
、
閉
鎖
性
、
没
個

性

正
確
・
安
定
・
基
礎
・
継

続
す
る
業
務
（
特
性
）
、

自
己
完
結
（
結
果
）
、
閉

鎖
性
（
結
果
）

正
確
、
安
定
、

継
続
、
自
己
完

結
、
閉
鎖
性

取
り
組
み

方
積
極
面

年
数
に
よ
り
ル
ー
テ
ィ
ン
の
比
率
が
高
く
な
る
の
で
、
い
か
に
軽
減
し
て
新
し
い
こ
と
を
や
り

た
い
の
で
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
効
率
性
や
ミ
ス
の
な
い
仕
組
み
を
考
え
る
。

ル
ー
テ
ィ
ン
を
や
る
中
で
少
し
ず
つ
改
善
し
て
お
り
、
改
善
の
た
め
に
人
の
意
見
を
聞
く
。
担

当
業
務
の
中
で
改
善
を
し
た
。
使
え
る
見
通
し
が
見
え
る
の
で
ノ
ウ
ハ
ウ
に
落
と
し
込
め
る
。

外
部
に
聞
く
方
が
良
い
も
の
に
な
る
。

次
年
度
も
あ
る
の
で
振
り
返
っ
た
り
考
え
る
。
組
織
運
営
業
務
と
時
限
的
業
務
は
単
発
で
終
わ

る
。

1
人
体
制
の
時
は
や
り
き
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
強
か
っ
た
。

ル
ー
テ
ィ
ン
で
基
礎
体
力
を
つ
け
る
と
早
く
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
そ
の
た
め
の
ス

キ
ル
（
メ
ー
ル
処
理
・
エ
ク
セ
ル
な
ど
）
を
習
得
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

正
し
い
か
試
す
の
は
定
型
業
務
で
、
定
型
・
組
織
運
営
・
時
限
的
業
務
で
違
い
が
あ
る
。

他
者
と
の
や
り
と
り
が
増
え
る
と
頼
る
よ
う
に
な
り
、
他
者
の
背
景
を
考
え
る
し
、
自
分
も
何

が
で
き
る
か
考
え
る
。

外
に
出
る
機
会
が
多
い
と
自
分
を
見
つ
め
直
す
。

知
ら
な
い
人
と
対
外
的
に
動
く
広
報
で
困
難
な
仕
事
を
す
る
こ
と
は
も
ま
れ
た
。

子
の
送
り
迎
え
が
あ
る
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
。

改
善
志
向
、
合
理
性
の
追

求
、
漸
進
的
改
善
と
他
者

か
ら
の
傾
聴
、
有
意
義
な

他
者
の
意
見
、
予
測
可

能
、
内
省
、
精
神
的
重

圧
、
ス
キ
ル
習
得
意
欲
、

依
存
に
よ
る
他
者
理
解
、

計
画
性

改
善
や
合
理
化
の
容
易
さ

（
特
性
）
、
計
画
し
易
い

（
特
性
）
、
予
測
可
能
で

ス
キ
ル
習
得
意
欲
（
影

響
）
、
内
省
と
他
者
に
よ

る
内
省
促
進
（
影
響
）

改
善
・
合
理
化

の
容
易
性
、
内

省
的
観
察

特
徴

・
監
督
職
は
業
務
量
が
増
加
し
、
業
務
の
比
重
は
定
型
業
務
か
ら
組
織
運
営
業
務
と
時
限
的
業
務
に
移
る
。

・
監
督
職
は
組
織
運
営
業
務
が
増
え
る
の
で
、
先
見
性
と
多
面
的
視
野
、
部
下
が
い
る
の
で
自
律
性
の
尊
重
が
求
め
ら
れ
る
。

・
管
理
職
は
、
関
係
者
が
拡
大
し
、
他
者
か
ら
の
反
応
や
評
価
を
受
け
る
。

・
管
理
職
は
、
意
識
と
視
点
の
変
化
が
あ
り
、
チ
ー
ム
活
動
を
促
進
す
る
人
材
育
成
に
つ
い
て
意
識
す
る
。

定
型
業
務

内
容

【
資
料
3
-
1
】
（
続
き
）

業
務
の
S
C
A
T
分
析

小
分
類



134 
 

 

業
務

中
分

類
注

目
す

べ
き

語
句

語
句

の
言

い
換

え
テ

キ
ス

ト
外

の
概

念
構

成
概

念

取
り

組
み

方
消

極
面

何
の

た
め

に
や

る
の

か
の

マ
イ

ン
ド

セ
ッ

ト
が

必
要

。
（

定
型

業
務

）
比

率
が

高
い

と
挑

戦
で

き
な

い
。

失
敗

の
原

因
は

考
え

る
が

、
成

功
の

要
因

は
考

え
な

い
。

失
敗

を
恐

れ
て

い
る

の
で

、
定

型
業

務
で

支
障

の
な

い
も

の
以

外
は

慎
重

で
前

年
踏

襲
に

な
る

。
一

人
だ

と
怖

い
し

自
信

が
な

い
の

で
先

輩
や

上
司

の
了

解
を

得
ら

れ
れ

ば
や

る
。

意
味

理
解

が
必

要
、

余
裕

が
必

要
、

問
題

発
生

時
に

認
識

、
失

敗
へ

の
恐

怖
か

ら
慎

重
、

判
断

回
避

業
務

内
容

の
理

解
（

条
件

）
、

間
違

え
な

い
（

結
果

）
、

慎
重

（
結

果
）

失
敗

回
避

、
慎

重

新
し

い
と

変
え

る
た

め
に

動
く

の
で

組
織

運
営

が
多

く
な

る
。

仕
事

の
ベ

ー
ス

で
習

得
し

て
い

く
も

の
で

、
組

織
運

営
・

時
限

的
業

務
の

土
台

を
作

る
。

職
位

が
あ

が
る

と
、

会
議

運
営

や
管

理
業

務
な

ど
組

織
運

営
業

務
に

近
い

も
の

に
な

っ
て

い
く

。

他
業

務
を

す
る

た
め

の
基

盤
、

職
位

の
影

響

基
盤

と
な

る
業

務
（

影
響

）
、

幅
の

あ
る

業
務

（
影

響
）

基
盤

、
幅

広
さ

課
長

が
決

め
る

仕
事

で
、

そ
の

前
段

を
一

般
職

と
し

て
定

型
業

務
を

担
当

。
管

理
職

で
も

学
生

対
応

を
す

る
。

少
人

数
で

役
割

は
不

明
確

。
一

般
職

が
担

当
、

担
当

内
容

の
曖

昧
さ

一
般

職
が

主
担

当
（

結
果

）
一

般
職

先
輩

・
上

司
と

同
じ

仕
事

を
す

る
。

ペ
ア

で
仕

事
を

す
る

。
副

担
当

か
ら

主
担

当
に

な
る

。
前

任
者

に
聞

く
。

資
料

・
手

引
き

を
見

な
が

ら
。

先
輩

や
メ

ン
タ

ー
が

つ
く

。
実

務
を

す
る

こ
と

で
知

識
を

得
た

。
業

者
か

ら
言

わ
れ

る
こ

と
で

教
え

ら
れ

る
（

入
試

広
報

）
。

仕
事

で
全

部
課

を
回

っ
て

い
た

し
、

卒
業

生
と

し
て

仕
事

の
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

た
。

特
命

課
題

（
国

際
化

推
進

）
の

た
め

に
、

1
回

事
務

の
流

れ
を

経
験

し
た

。
嘱

託
・

派
遣

職
員

か
ら

教
え

て
も

ら
う

。
契

約
職

員
は

実
務

を
や

っ
て

い
る

が
意

味
が

分
か

っ
て

い
な

い
の

で
教

え
て

も
ら

わ
な

い
。

教
え

て
く

れ
る

人
が

い
な

い
の

で
他

部
署

の
若

手
に

聞
く

。
当

該
課

の
課

長
に

は
聞

き
に

く
い

。

複
数

担
当

で
習

得
、

資
料

参
照

、
メ

ン
タ

ー
、

知
識

習
得

、
経

験
が

必
要

、
聞

く
相

手
は

限
定

O
J
T
で

習
得

（
条

件
）

、
支

援
（

条
件

）
、

経
験

が
必

要
（

条
件

）
O
J
T
、

支
援

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

整
備

さ
れ

て
い

る
（

教
務

課
、

給
与

業
務

）
。

窓
口

対
応

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

有
る

（
学

生
課

）
。

法
律

・
規

程
、

事
業

団
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
で

仕
事

を
す

る
。

契
約

職
員

が
作

成
し

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
読

む
が

、
銀

行
で

は
な

い
こ

と
。

関
係

資
料

は
整

備
関

係
資

料
は

整
備

（
条

件
）

O
J
T
の

資
料

教
職

業
務

の
研

修
へ

参
加

し
た

。
勉

強
会

へ
参

加
し

た
。

新
任

職
員

研
修

で
半

年
で

複
数

部
課

を
経

験
し

た
。

研
修

研
修

（
影

響
）

O
f
f
-
J
T

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン 理

論
記

述

定
型

業
務

の
特

徴
は

、
正

確
に

処
理

し
、

継
続

性
と

安
定

性
が

求
め

ら
れ

、
習

得
が

容
易

で
幅

広
さ

が
あ

る
。

基
礎

・
基

盤
と

な
る

業
務

で
、

習
得

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
が

、
移

管
し

て
い

く
業

務
で

、
主

た
る

担
当

は
一

般
職

で
あ

る
。

管
理

職
は

独
自

の
業

務
が

あ
る

。
習

得
は

O
J
T
で

メ
ン

タ
ー

の
支

援
を

得
る

が
、

そ
の

た
め

の
資

料
も

整
備

さ
れ

て
い

る
。

改
善

や
合

理
化

が
容

易
で

、
計

画
も

し
易

く
、

予
測

可
能

で
ス

キ
ル

習
得

に
意

欲
を

持
ち

、
内

省
的

観
察

も
行

わ
れ

る
。

他
方

、
自

己
完

結
で

き
る

の
で

閉
鎖

的
で

あ
り

、
失

敗
回

避
の

た
め

に
慎

重
に

な
り

前
年

踏
襲

と
な

る
。

・
正

確
に

処
理

し
、

継
続

性
と

安
定

性
が

求
め

ら
れ

る
。

・
大

学
職

員
と

し
て

基
礎

・
基

盤
と

な
る

業
務

で
、

習
得

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

・
他

者
に

移
管

し
て

い
く

業
務

で
あ

る
。

・
習

得
は

O
J
T
で

、
メ

ン
タ

ー
の

支
援

を
得

る
が

、
資

料
も

整
備

さ
れ

て
い

る
。

・
改

善
と

合
理

化
が

容
易

で
、

計
画

も
し

易
い

。
・

予
測

可
能

で
ス

キ
ル

習
得

に
意

欲
を

持
ち

、
内

省
的

観
察

が
行

わ
れ

る
。

・
自

己
完

結
で

き
る

業
務

の
た

め
閉

鎖
的

で
あ

る
。

・
失

敗
回

避
の

た
め

に
慎

重
に

な
る

。
・

主
た

る
担

当
は

一
般

職
で

あ
る

。
・

管
理

職
は

独
自

の
業

務
も

あ
る

。

他
業

務
と

の
関

係

担
当

者

習
得

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

研
修

等

O
J
T

【
資

料
3
-
1
】

（
続

き
）

業
務

の
S
C
A
T
分

析

小
分

類

内
容

定
型

業
務
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業
務

中
分
類

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

1
年
目

時
間
が
か
か
り
超
勤
も
多
い
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
や
る
。
同
じ
こ
と
を
や
る
。

遅
い
進
行
、
模
倣
と
忠
実

不
慣
れ
（
原
因
）
、
忠
実

に
実
行
（
結
果
）

初
心
者

2
年
目

担
当
領
域
が
拡
大
。
効
率
性
を
考
え
業
務
量
が
増
え
る
。
改
善
を
考
え
る
の
で
仕
事
が
増
え

る
。
学
生
対
応
が
追
加
さ
れ
、
仕
事
は
早
く
な
っ
た
が
対
応
に
左
右
さ
れ
る
。

考
え
な
が
ら
や
る
。
デ
ー
タ
を
出
す
時
に
適
切
性
が
分
か
る
。

任
さ
れ
る
。
自
分
で
調
べ
て
か
ら
聞
く
。

2
年
目
に
上
が
っ
た
感
覚
（
セ
メ
ス
タ
ー
で
年
2
回
経
験
、
2
年
目
は
3
回
目
）
。
他
の
仕
事
と
調

整
し
な
が
ら
挑
戦
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
2
年
目
か
ら
少
し
ず
つ
前
職
で
生
か
せ
る
こ
と
を

だ
す
よ
う
に
し
た
。

手
続
き
の
習
得
、
早
い
進

行
、
業
務
量
の
拡
大
、
進

歩
を
自
覚
、
自
律

手
続
的
熟
達
化
（
原

因
）
、
一
人
前
の
仕
事

（
結
果
）
、
自
律
（
結

果
）

手
続
的
熟
達

化
、
定
型
的
熟

達
化

3
年
目
以
上

改
善
策
に
よ
り
仕
事
が
減
る
。

話
し
方
な
ど
支
援
が
手
厚
く
な
っ
た
感
じ
。
3
年
目
か
ら
こ
う
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
の
が
増

え
、
4
年
目
か
ら
自
分
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
積
む
よ
う
に
な
っ
た
。
3
年
目
に
会
議
で
報
告

し
質
疑
応
答
に
も
対
応
し
て
壁
を
越
え
自
信
を
得
た
。

忙
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
学
外
で
の
学
び
を
や
め
た
。

仕
事
内
容
の
向
上
、
自

信
、
中
核
と
し
て
の
役
割

熟
達
（
原
因
）
、
自
信

（
結
果
）
、
役
割
の
高
ま

り
（
影
響
）

定
型
的
熟
達

化
、
適
応
的
熟

達
化

推
移

最
初
は
作
成
さ
れ
た
資
料
の
提
供
で
、
次
は
自
分
で
資
料
を
作
成
し
、
会
議
の
調
整
も
行
う

し
、
資
料
を
作
り
上
げ
る
こ
と
を
重
視
し
担
当
業
務
を
完
成
さ
せ
る
。

職
位
が
上
が
る
ご
と
に
資
料
の
適
切
性
や
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
分
か
る
。

受
動
か
ら
能
動
、
仕
事
の

質
向
上

受
動
か
ら
能
動
（
結

果
）
、
仕
事
の
質
向
上

（
結
果
）

熟
達
化

取
り
組
み

方

1
年
目
は
必
死
だ
っ
た
の
で
反
省
し
た
り
客
観
的
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
2
年
目
は

余
裕
が
で
き
て
数
字
を
捉
え
直
し
た
り
、
他
者
の
意
見
を
聞
い
て
顧
み
る
機
会
も
増
え
た
し
、

仕
事
が
落
ち
着
い
た
時
や
問
題
だ
と
感
じ
た
時
に
、
そ
の
根
拠
を
探
す
た
め
に
振
り
返
り
を
行

う
。

2
年
目
は
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
で
、
立
ち
向
か
う
よ
う
に

な
っ
た
。

卒
業
デ
ー
タ
の
取
り
扱
い
や
学
生
募
集
の
担
当
で
は
他
へ
の
影
響
を
考
え
る
。

手
続
的
熟
達
化
、
内
省
的

観
察
、
他
業
務
と
の
関
係

を
意
識

手
続
的
熟
達
化
（
結

果
）
、
内
省
的
観
察
（
影

響
）
、
業
務
の
関
係
性
を

認
識
（
結
果
）

手
続
的
熟
達
化

権
限
が
な
い
の
で
一
般
職
と
変
わ
ら
な
い
。

課
内
で
の
話
の
通
り
が
良
い
の
で
調
整
を
求
め
ら
れ
る
。
他
者
の
仕
事
も
見
る
。
出
退
勤
管

理
・
請
求
書
処
理
等
が
担
当
と
な
り
定
型
業
務
が
増
加
。
高
度
な
定
型
業
務
（
委
託
の
仕
様
書

作
成
・
シ
ス
テ
ム
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
・
課
員
の
業
務
掌
握
）
を
す
る
が
、
政
策
提
起
は
し
な

い
。

係
長
は
意
見
具
申
が
あ
る
が
、
補
佐
は
権
限
が
あ
る
の
で
こ
な
す
仕
事
が
多
く
な
る
。
係
長
は

課
員
の
仕
事
を
ま
と
め
、
補
佐
は
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
課
長
に
上
げ
る
。
係
長
は
一
つ
の
仕

事
を
任
せ
ら
れ
、
補
佐
は
政
策
的
な
仕
事
を
担
当
。
係
長
は
細
部
は
上
長
の
判
断
を
求
め
る

が
、
補
佐
は
見
る
範
囲
が
広
が
り
権
限
も
あ
る
。

限
定
さ
れ
た
範
囲
で
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
は
管
理
職
に
上
げ
た
が
、
課
長
は
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス

を
動
か
す
必
要
が
あ
る
。

権
限
に
も
と
づ
く
仕
事
、

他
者
か
ら
の
見
ら
れ
方
、

業
務
内
容
の
高
度
化
と
増

加
、
他
者
支
援

権
限
を
持
つ
（
原
因
）
、

依
存
さ
れ
る
側
（
結

果
）
、
職
務
拡
大
と
職
務

充
実
（
結
果
）

権
限
、
職
務
拡

大
・
職
務
充
実

一
般
職
よ
り
減
少
。

出
席
す
る
会
議
が
増
加
。
対
人
業
務
が
増
加
。
責
任
を
求
め
ら
れ
る
も
の
や
、
一
般
職
か
ら
判

断
を
求
め
ら
れ
る
も
の
が
増
加
し
、
内
容
が
濃
く
な
っ
た
。

専
任
か
ら
の
相
談
が
増
え
た
。

役
割
の
変
化
、
仕
事
の
密

度
の
強
化

役
割
の
変
化
（
原
因
）
、

職
務
充
実
（
結
果
）

役
割
、
職
務
充

実

小
分
類

定
型
業
務

職
位
・
年

数
と
業
務

の
関
係

職
位

監
督
職

年
数

【
資
料
3
-
1
】
（
続
き
）

業
務
の
S
C
A
T
分
析
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業
務

中
分
類

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

課
長
の
実
務
は
独
自
業
務
が
あ
り
、
他
大
学
と
の
交
流
も
課
長
が
担
当
し
た
。
部
長
の
方
が
繋

が
り
は
な
い
。
課
長
は
完
璧
に
仕
上
げ
る
こ
と
と
、
ノ
ル
マ
の
達
成
が
あ
る
。
課
長
が
定
型
業

務
を
持
つ
と
、
課
員
の
仕
事
が
止
ま
る
。

事
務
長
は
事
務
の
責
任
者
だ
が
、
渉
外
課
は
上
も
職
員
の
た
め
相
談
で
き
る
。

専
門
職
が
担
当
す
る
分
野
は
一
歩
引
い
て
ど
う
回
す
か
を
見
る
。

情
報
シ
ス
テ
ム
部
長
の
時
は
新
技
術
に
つ
い
て
い
け
ず
、
課
員
の
仕
事
を
見
て
い
る
だ
け
で
方

針
が
つ
く
れ
な
か
っ
た
。
財
務
課
長
で
実
務
が
分
か
ら
ず
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
自
問
自
答
し

た
。

管
理
職
の
独
自
業
務
、
業

務
責
任
、
部
下
へ
の
影

響
、
見
守
り
、
管
理
職
は

業
務
内
容
の
理
解
が
必
要

業
務
知
識
（
条
件
）
、
独

自
業
務
（
特
性
）
、
業
務

責
任
（
特
性
）
、
部
下
支

援
（
影
響
）

独
自
の
役
割
と

業
務

他
部
課
と
の
関
係
で
は
課
長
ど
お
し
の
案
件
が
増
え
た
。
課
長
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
案
件
・
人
事

考
課
な
ど
困
難
な
案
件
が
増
え
た
。
残
業
と
の
関
係
で
監
督
職
の
時
よ
り
業
務
量
は
増
え
た
。

勤
務
管
理
と
他
者
と
の
調
整
が
増
加
。

課
長
は
課
員
に
仕
事
を
任
せ
、
監
督
職
が
課
長
に
報
告
す
る
の
で
実
務
は
減
っ
た
。

課
員
は
資
料
を
作
れ
ば
良
い
が
、
会
議
で
資
料
の
説
明
を
す
る
と
反
論
も
あ
り
、
景
色
が
変

わ
っ
た
。

対
等
な
職
位
、
業
務
内
容

の
変
化
、
業
務
の
調
整

役
、
直
接
の
反
応

組
織
内
の
位
置
（
原

因
）
、
職
務
充
実
（
結

果
）
、
調
整
役
（
結

果
）
、
直
接
の
反
応
・
評

価
（
結
果
）

役
割
、
職
務
充

実
、
「
顔
」

ス
ト
ー

リ
ー
ラ
イ

ン 理
論
記
述

性
格

専
任
率
が
高
い
と
定
型
業
務
が
多
く
な
り
、
組
織
運
営
業
務
が
減
る
。
契
約
職
員
の
実
務
の
範

囲
が
広
が
り
、
高
度
化
す
る
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
負
荷
（
人
間
関
係
の
調
整
）
は
大
き
く
な

る
。

相
手
の
様
子
を
見
な
が
ら
や
る
仕
事
は
、
非
定
型
業
務
が
多
く
な
る
。

実
務
経
験
が
見
え
る
と
、
相
手
の
信
用
度
が
上
が
る
。

新
設
学
部
事
務
室
は
業
務
が
安
定
し
て
い
な
い
の
で
調
整
事
項
が
多
く
、
組
織
運
営
業
務
と
時

限
的
業
務
が
増
え
る
。

専
任
比
率
の
低
下
で
増
え
、
契
約
職
員
の
仕
事
を
管
理
す
る
監
督
職
の
役
割
が
キ
ー
に
な
る
。

科
研
費
と
教
学
の
担
当
分
野
の
違
い
で
、
組
織
運
営
業
務
比
率
が
変
わ
る
。
初
め
て
の
時
は
組

織
運
営
業
務
比
率
が
上
が
る
。
チ
ー
ム
の
人
数
が
多
い
と
組
織
運
営
業
務
比
率
が
上
が
る
。

（
以
上
は
監
督
職
）

課
長
は
現
場
の
取
り
仕
切
り
で
課
員
へ
の
仕
事
を
指
示
し
、
他
課
と
調
整
す
る
。
課
長
は
課
の

人
数
が
多
い
と
相
談
も
多
い
。
（
課
長
）

専
任
率
が
影
響
、
人
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
対
象
者
の

人
数
と
仕
事
内
容
が
影

響
、
習
熟
、
実
務
能
力
は

信
用
の
基
礎
、
業
務
の
安

定
性
が
影
響

専
任
比
率
（
条
件
）
、
人

間
関
係
軸
（
特
性
）
、
対

象
者
数
（
影
響
）
、
経
験

が
必
要
（
結
果
）
、
信
頼

関
係
（
条
件
）
、
業
務
の

安
定
性
と
関
係
（
特
性
）

専
任
率
、
人
間

関
係
、
規
模
と

構
成
、
信
頼

積
極
面

経
験
が
あ
り
、
チ
ー
ム
を
見
て
い
た
の
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
お
り
、
監
督
職
に
な
っ
て
も
意

識
は
変
わ
ら
な
い
。

特
定
職
は
年
齢
が
上
で
、
苦
労
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

対
象
者
の
構
成
が
影
響

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
特
性
）

チ
ー
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

消
極
面

職
種
が
多
い
ほ
ど
管
理
し
に
く
い
。
課
の
規
模
で
組
織
運
営
業
務
の
負
荷
は
全
く
違
う
。

対
象
者
の
規
模
と
構
成

範
囲
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

範
囲
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

管
理
職

・
年
数
の
経
過
に
よ
り
熟
達
化
す
る
。
1
年
目
は
初
心
者
で
、
2
年
目
は
手
続
的
熟
達
化
と
定
型
的
熟
達
化
、
3
年
目
以
降
は
定
型
的
熟
達
化
と
適
応
的
熟
達
化
が
進
む
。

・
監
督
職
は
権
限
を
持
ち
役
割
が
変
化
す
る
の
で
、
職
務
拡
大
と
職
務
充
実
が
あ
る
。

・
管
理
職
は
組
織
の
「
顔
」
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
、
調
整
役
と
な
り
直
接
の
反
応
と
評
価
を
受
け
る
。
職
務
充
実
は
監
督
職
よ
り
も
大
き
い
。

定
型
業
務
は
熟
達
化
す
る
。
1
年
目
は
初
心
者
、
2
年
目
は
手
続
的
熟
達
化
と
定
型
的
熟
達
化
、
3
年
目
以
降
は
定
型
的
熟
達
化
と
適
応
的
熟
達
化
が
進
む
。
監
督
職
・
管
理
職
は
権
限
に
も
と
づ
き
役

割
が
変
化
す
る
こ
と
で
職
務
拡
大
と
職
務
充
実
に
な
る
。
管
理
職
は
「
顔
」
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
の
で
、
調
整
役
と
な
り
直
接
の
反
応
を
受
け
る
。
職
務
充
実
は
監
督
職
よ
り
も
大
き
い
。

特
徴

組
織
運
営

業
務

内
容

職
位
・
年

数
と
業
務

の
関
係

職
位

定
型
業
務

【
資
料
3
-
1
】
（
続
き
）

業
務
の
S
C
A
T
分
析
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業
務

中
分

類
注

目
す

べ
き

語
句

語
句

の
言

い
換

え
テ

キ
ス

ト
外

の
概

念
構

成
概

念

取
り

組
み

方
積

極
面

使
え

る
見

通
し

が
見

え
る

の
で

ノ
ウ

ハ
ウ

に
落

と
し

込
め

る
。

引
き

継
が

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

ノ
ウ

ハ
ウ

な
ど

を
意

識
す

る
。

時
限

的
業

務
は

引
き

継
が

な
い

の
で

考
え

な
い

。
徐

々
に

増
え

て
お

り
、

訓
練

し
な

が
ら

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

。
実

務
の

経
験

を
積

ん
で

か
ら

人
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

で
、

契
約

職
員

も
仕

事
を

知
っ

て
い

る
人

か
ら

の
方

が
対

応
は

良
い

。
学

外
や

他
部

署
と

の
や

り
と

り
が

あ
る

の
で

、
相

手
の

言
う

こ
と

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

人
の

バ
ラ

ン
ス

・
特

性
を

意
識

す
る

。
担

当
業

務
と

課
が

う
ま

く
回

る
こ

と
を

意
識

す
る

。
専

任
が

少
な

い
の

で
腹

を
く

く
っ

て
契

約
職

員
に

任
せ

る
。

（
以

上
は

監
督

職
）

効
果

の
見

通
し

と
ノ

ウ
ハ

ウ
化

、
習

熟
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

す
る

側
の

知
識

、
継

承
、

助
言

の
受

け
入

れ
、

対
象

者
の

構
成

、
成

果
達

成
、

割
り

切
り

有
用

性
の

認
識

（
条

件
）

、
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
2
軸

（
影

響
）

、
習

熟
（

結
果

）

有
用

性
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

定
型

で
習

得
し

て
、

他
者

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
で

、
組

織
運

営
業

務
に

な
る

。
課

員
の

仕
事

が
明

確
だ

と
フ

ォ
ロ

ー
に

入
る

が
、

マ
ン

パ
ワ

ー
が

な
い

と
定

型
業

務
を

行
う

（
監

督
職

）
。

他
者

支
援

業
務

、
調

整
弁

他
者

支
援

業
務

（
特

性
）

他
者

支
援

業
務

組
織

が
大

き
く

な
る

と
話

す
相

手
は

同
じ

職
位

に
な

る
。

対
等

な
職

位
組

織
内

の
位

置
（

原
因

）
役

割

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン 理

論
記

述

嘱
託

職
員

と
ペ

ア
で

仕
事

を
し

、
相

手
を

考
え

な
が

ら
仕

事
を

す
る

。
臨

時
職

と
立

ち
位

置
が

違
う

中
で

ど
う

一
緒

に
仕

事
を

す
る

か
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
考

え
た

。
複

数
人

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
で

全
体

を
把

握
し

、
契

約
職

員
の

成
長

が
見

え
る

時
が

あ
り

、
ア

ド
バ

イ
ス

す
る

訓
練

に
な

っ
た

。
子

育
て

は
時

間
の

制
限

が
あ

る
の

で
、

仕
事

を
単

純
化

し
て

派
遣

職
員

を
フ

ル
活

用
す

る
。

他
者

の
立

場
の

理
解

、
人

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

助
言

・
支

援
の

習
熟

、
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
志

向

他
者

理
解

（
条

件
）

、
人

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（

特
性

）

他
者

理
解

、
人

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

監
督

職

課
内

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

業
務

、
担

当
未

定
の

業
務

、
他

部
課

か
ら

の
依

頼
業

務
が

増
加

し
た

。
一

般
職

の
時

の
定

型
業

務
は

変
わ

ら
ず

、
組

織
運

営
業

務
が

増
え

た
。

他
部

課
と

の
調

整
が

増
え

た
。

部
長

・
課

長
と

の
調

整
が

増
え

、
そ

の
結

果
で

自
分

の
課

の
も

の
は

自
分

で
処

理
す

る
。

年
数

の
経

過
で

習
熟

し
て

い
く

の
で

、
チ

ェ
ッ

ク
ポ

イ
ン

ト
が

分
か

り
組

織
運

営
業

務
比

率
は

下
が

る
。

課
長

と
同

じ
意

識
で

、
組

織
運

営
業

務
の

意
識

が
高

か
っ

た
。

調
整

業
務

の
増

加
、

調
整

弁
の

役
割

、
適

応
的

熟
達

化
、

意
識

化

調
整

業
務

と
調

整
弁

（
特

性
）

、
適

応
的

熟
達

化
（

結
果

）

調
整

役
、

適
応

的
熟

達
化

管
理

職

課
長

は
意

思
決

定
も

提
案

も
で

き
る

。
学

長
・

学
部

長
が

出
席

す
る

会
議

に
出

る
の

で
、

大
学

全
体

の
動

き
が

見
え

る
。

課
長

は
会

議
に

出
席

し
情

報
が

あ
る

の
で

主
役

に
な

る
。

監
督

職
は

情
報

に
制

限
が

あ
る

。
組

織
の

あ
り

方
を

上
か

ら
見

る
の

で
、

視
点

・
意

識
の

変
化

が
あ

る
。

課
長

は
組

織
運

営
業

務
で

直
接

の
責

任
を

果
た

す
。

3
チ

ー
ム

を
見

る
課

長
は

補
佐

を
通

し
て

管
理

す
る

が
、

1
チ

ー
ム

を
見

る
課

長
は

業
務

の
深

さ
が

あ
る

。
課

員
と

一
緒

に
や

る
と

い
う

姿
勢

は
課

員
も

喜
ぶ

。
契

約
職

員
に

と
っ

て
遠

く
な

り
す

ぎ
ず

、
納

得
す

る
よ

う
に

方
針

を
出

す
よ

う
に

す
る

。
契

約
専

門
職

に
専

任
職

員
が

つ
い

て
い

け
な

い
時

の
対

応
も

い
る

。

権
限

と
責

任
、

情
報

量
増

加
、

視
野

拡
大

、
俯

瞰
的

視
野

、
直

接
的

な
管

理
と

間
接

的
な

管
理

、
部

下
育

成
の

姿
勢

、
チ

ー
ム

の
調

和

権
限

と
責

任
（

条
件

）
、

視
野

の
拡

大
（

結
果

）
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

2
軸

（
影

響
）

権
限

と
責

任
、

視
野

の
拡

大
、

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

他
業

務
と

の
関

係

【
資

料
3
-
1
】

（
続

き
）

業
務

の
S
C
A
T
分

析

組
織

運
営

業
務

は
、

人
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

で
あ

り
、

他
者

支
援

で
あ

る
の

で
、

業
務

比
率

は
専

任
比

率
が

影
響

し
、

対
象

者
の

規
模

と
構

成
が

関
係

す
る

。
チ

ー
ム

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

は
信

頼
関

係
が

必
要

で
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

す
る

側
に

は
業

務
に

関
す

る
知

識
や

経
験

が
前

提
と

な
る

。
人

間
関

係
の

対
応

に
つ

い
て

有
用

性
が

認
識

さ
れ

る
。

他
者

と
の

や
り

取
り

で
あ

り
、

継
承

の
た

め
に

ノ
ウ

ハ
ウ

を
考

え
る

。
（

定
型

）
業

務
が

安
定

し
て

い
な

い
と

調
整

が
多

く
な

り
、

組
織

運
営

業
務

が
増

え
る

。
調

整
は

職
位

の
間

で
行

わ
れ

る
。

・
人

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
で

あ
り

、
他

者
支

援
で

あ
る

の
で

、
業

務
比

率
は

専
任

職
員

比
率

と
、

対
象

者
の

規
模

お
よ

び
構

成
が

関
係

す
る

。
・

人
間

関
係

の
基

礎
と

し
て

信
頼

関
係

が
必

要
で

あ
る

。
信

頼
関

係
の

た
め

に
は

業
務

（
実

務
）

経
験

が
必

要
で

あ
る

。
・

チ
ー

ム
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

意
識

す
る

が
、

範
囲

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

あ
る

。
・

人
間

関
係

の
対

応
に

つ
い

て
は

有
用

性
が

認
識

さ
れ

る
し

、
他

者
と

の
や

り
取

り
で

あ
り

、
継

承
の

た
め

に
ノ

ウ
ハ

ウ
化

を
考

え
る

。
・

業
務

が
安

定
し

て
い

な
い

と
調

整
が

多
く

な
り

、
調

整
は

同
等

の
職

位
間

で
行

わ
れ

、
組

織
運

営
業

務
が

増
え

る
。

年
数

小
分

類

内
容

組
織

運
営

業
務

職
位

・
年

数
と

業
務

の
関

係

職
位

担
当

者
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業
務

中
分
類

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

職
位
・
年

数
と
業
務

の
関
係

職
位

管
理
職

部
長
は
課
長
と
は
発
言
の
重
み
が
違
う
。

部
長
は
課
長
を
尊
重
し
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
伝
え
、
そ
れ
が
課
員
ま
で
伝
わ
る
こ
と
が

必
要
で
、
直
接
の
指
示
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

職
位
に
よ
る
責
任
、
間
接

的
管
理

責
任
（
条
件
）
、
間
接
的

管
理
（
結
果
）

間
接
的
管
理
と

支
援
の
姿
勢

ス
ト
ー

リ
ー
ラ
イ

ン 理
論
記
述

性
格

ゼ
ロ
イ
チ
業
務
。
指
名
で
増
加
。

新
設
学
部
事
務
室
は
業
務
が
安
定
し
て
い
な
い
の
で
調
整
事
項
が
多
く
、
組
織
運
営
業
務
と
時

限
的
業
務
が
増
え
る
。

企
画
の
手
順
・
準
備
す
る
資
料
・
事
務
的
な
躓
き
が
ど
こ
で
あ
る
か
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
が

い
る
。

期
限
が
あ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
さ
が
求
め
ら
れ
、
来
年
は
な
い
仕
事
な
の
で
経
験
値
で
さ
っ
さ
と
や

る
。

一
般
職
の
時
は
時
限
的
に
該
当
す
る
か
も
分
か
ら
な
い
。

難
易
度
の
高
い
も
の
と
些
細
な
も
の
が
あ
り
、
些
細
な
も
の
は
人
に
頼
む
よ
り
自
分
で
や
る

（
監
督
職
）
。

受
動
的
に
発
生
、
業
務
が

不
安
定
、
調
整
事
項
の
多

さ
、
業
務
完
結
ま
で
の
見

通
し
、
期
限
と
結
果
、
多

様
な
レ
ベ
ル

一
貫
・
完
結
（
特
性
）
、

期
限
（
特
性
）
、
受
動

（
背
景
）

一
貫
・
完
結
、

期
限
、
受
動

積
極
面

政
策
系
業
務
は
他
大
学
事
例
な
ど
多
様
な
視
点
に
な
る
。
外
部
に
聞
く
方
が
良
い
も
の
に
な

る
。

新
し
く
困
難
な
こ
と
を
や
っ
て
い
く
。

多
様
な
視
点
、
助
言
の
受

け
入
れ
、
挑
戦

多
様
な
視
点
（
影
響
）
、

挑
戦
（
特
性
）

多
様
な
視
点
、

挑
戦

消
極
面

業
務
に
余
裕
が
あ
れ
ば
促
進
さ
れ
、
余
裕
が
な
い
と
期
日
と
の
関
係
で
帳
尻
を
合
わ
せ
る
た
め

に
従
来
ど
お
り
と
な
る
。

業
務
の
質
の
変
動

業
務
の
質
の
変
動
（
影

響
）

業
務
の
質

積
極
面

5
年
目
に
担
当
し
て
挑
戦
に
な
っ
た
。

経
験
を
も
と
に
ど
う
す
れ
ば
効
率
的
か
考
え
る
。

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
前
任
者
も
い
な
い
の
で
（
内
省
を
）
意
識
す
る
。
振
り
返
ら
な
い
と
次
の
提

起
が
で
き
な
い
。

新
し
く
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使
う
し
、
全
体
最
適
を
考
え
る
の
は
時
限
的
業
務
な
ど
、
定
型
業

務
・
組
織
運
営
業
務
・
時
限
的
業
務
で
違
い
が
あ
る
。

課
で
総
が
か
り
で
や
る
の
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
活
発
に
な
っ
て
い
る
。

挑
戦
、
経
験
の
活
用
、
内

省
、
全
体
最
適
と
ノ
ウ
ハ

ウ
の
活
用
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク

全
体
的
視
野
（
影
響
）
、

経
験
学
習
（
影
響
）

経
験
学
習

消
極
面

振
り
返
る
間
も
な
く
進
む
。

言
わ
れ
た
仕
事
で
期
限
が
あ
る
の
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
は
な
ら
な

い
。

全
学
が
関
わ
る
の
で
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
か
慎
重
に
な
り
、
失
敗
を
避
け
る
よ
う
に
な

る
。
拙
速
は
避
け
一
歩
引
い
て
見
る
の
で
、
飛
び
つ
い
て
良
い
か
慎
重
に
な
る
（
管
理
職
）
。

業
務
に
追
わ
れ
る
、
受
け

身
、
慎
重

受
動
的
（
影
響
）
、
慎
重

（
影
響
）

慎
重
、
受
動
的

定
型
業
務
で
習
得
し
て
、
他
者
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
組
織
運
営
業
務
に
な
り
、
時
限

的
業
務
は
自
分
の
中
の
引
き
出
し
（
成
功
・
失
敗
体
験
）
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
を
早

く
適
応
す
れ
ば
道
筋
が
見
え
て
く
る
。

新
し
い
こ
と
を
や
ろ
う
と
す
る
と
多
く
な
り
、
そ
う
で
な
い
と
組
織
運
営
業
務
が
多
く
な
る
。

定
型
と
組
織
運
営
が
基

礎
、
パ
タ
ー
ン
の
蓄
積
、

新
規
課
題

業
務
の
基
礎
が
必
要
（
条

件
）
、
パ
タ
ー
ン
の
蓄
積

（
結
果
）
、
新
規
課
題

（
特
性
）

新
規
性
、
パ

タ
ー
ン
の
蓄
積

時
限
的
業

務

特
徴

他
業
務
と
の
関
係

内
容

取
り
組
み

方

組
織
運
営

業
務

【
資
料
3
-
1
】
（
続
き
）

業
務
の
S
C
A
T
分
析

小
分
類

組
織
運
営
業
務
は
、
年
数
の
経
過
に
よ
り
、
他
者
の
立
場
を
理
解
し
、
助
言
や
支
援
な
ど
人
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
熟
達
し
て
い
く
。
監
督
職
は
調
整
す
る
業
務
が
増
え
、
調
整
弁
と
し
て
の
役
割
に
な

る
の
で
、
適
応
的
熟
達
化
が
進
む
。
管
理
職
は
権
限
と
責
任
を
伴
う
こ
と
に
よ
り
、
情
報
量
が
増
加
し
、
視
野
が
拡
大
す
る
。
管
理
職
は
業
務
と
人
間
関
係
の
両
方
の
管
理
が
必
要
で
、
部
下
の
育
成

や
チ
ー
ム
の
調
和
を
考
え
る
。
責
任
は
職
位
に
よ
り
異
な
り
、
部
次
長
職
は
間
接
的
に
管
理
と
支
援
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

・
年
数
の
経
過
に
よ
り
、
他
者
の
立
場
の
理
解
、
助
言
や
支
援
な
ど
の
人
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
熟
達
し
て
い
く
。

・
監
督
職
は
、
調
整
す
る
業
務
が
増
え
、
調
整
弁
と
し
て
の
役
割
に
な
る
の
で
、
適
応
的
熟
達
化
が
進
む
。

・
管
理
職
は
、
権
限
と
責
任
を
伴
う
こ
と
に
よ
り
、
情
報
量
が
増
加
す
る
。

・
管
理
職
は
、
情
報
量
が
増
加
す
る
こ
と
で
視
野
が
拡
大
す
る
。

・
管
理
職
は
、
業
務
と
人
間
関
係
の
両
方
の
管
理
が
必
要
で
、
部
下
の
育
成
や
チ
ー
ム
の
調
和
を
考
え
る
。

・
責
任
は
職
位
に
よ
り
異
な
り
、
部
次
長
職
は
間
接
的
に
管
理
と
支
援
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。
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業
務

中
分

類
注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン 理

論
記

述

職
位

と
の

関
係

職
位

管
理

職
課
長
で
は
増
え
る
。

職
位
に
連
動

職
位
に
連
動
（
背
景
）

職
位
に
連
動

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン 理

論
記

述

（
出
所
：
筆

者
作

成
）

時
限

的
業

務
は

、
役

職
や

指
名
に
よ
り
担
当
し
、
完
結
す
る
ま
で
一
貫
し
て
い
る
も
の
で
期
限
が
あ
る
が
、
結
果
も

分
か
る
。
期
限
と
の
関
係
で
業
務
の
質
が
変
動
す
る
。
業
務
の
レ
ベ
ル
は
難
易
度

の
高

い
も

の
か

ら
些

細
な

も
の
ま
で
多
様
で
あ
る
。
多
様
な
視
点
、
全
体
的
な
視
点
を
持
っ
て
挑
戦
的
で
あ
る
が
、

経
験
学
習
を
し
な
い
と
次
に
繋
が
ら
な
い
し
、
受
動
的
に
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
慎

重
に

な
る

。
定

型
業

務
と

組
織
運
営
業
務
の
経
験
が
基
礎
と
し
て
必
要
で
、
時
限
的
業
務
を
行
う
こ
と
で
パ
タ
ー
ン

が
蓄
積
さ
れ
る
。

・
完

結
す

る
ま

で
一

貫
す

る
業
務
で
、
期
限
が
あ
り
、
結
果
も
分
か
る
。

・
業

務
の

レ
ベ

ル
は

難
易

度
の
高
い
も
の
か
ら
些
細
な
も
の
ま
で
多
様
で
あ
る
。

・
役

職
や

指
名

に
よ

り
受

動
的
に
発
生
す
る
が
、
多
様
な
視
点
を
持
っ
て
挑
戦
的
な
業
務
で
あ
る
。

・
期

限
と

の
関

係
で

業
務

の
質
が
変
動
す
る
。

・
定

型
業

務
と

組
織

運
営

業
務
の
経
験
が
基
礎
と
し
て
必
要
で
あ
る
。

・
時

限
的

業
務

を
行

う
こ

と
で
パ
タ
ー
ン
が
蓄
積
さ
れ
る
。

・
全

体
的

視
野

を
持

つ
こ

と
が
で
き
る
業
務
で
、
経
験
学
習
を
し
な
い
と
次
に
繋
が
ら
な
い
。

・
受

動
的

に
始

ま
り

、
期

限
が
あ
る
の
で
、
慎
重
に
な
る
。

・
管

理
職

は
時

限
的

業
務

が
増
加
す
る
。

【
資
料
3
-
1
】

（
続

き
）

業
務
の
S
C
A
T
分
析

小
分

類

時
限
的
業

務

課
長

職
に

な
る

と
時

限
的

業
務
が
増
え
る
。



140 
 

 

部
課

中
分
類

小
分
類

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

共
通

直
接
学
生
に
関
与
し
な
い
。

事
務
部
門
が
ト
ッ
プ
に
な
る
の
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
責
任
が
重
い
。

学
長
・
専
務
に
自
分
の
考
え
や
意
見
を
言
う
機
会
が
あ
っ
た
。

人
・
モ
ノ
・
金
の
流
れ
が
分
か
っ
た
。
学
外
の
人
の
目
線
を
知
り
、
学
園
が
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
か

知
っ
た
。
経
営
面
を
考
え
て
動
か
す
こ
と
、
大
学
全
体
を
常
に
意
識
し
大
局
的
な
見
方
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
法
人
全
体
へ
視
野
が
広
が
っ
た
。

学
生
窓
口
無
、
判
断
と
責

任
、
ト
ッ
プ
と
の
近
さ
、

組
織
の
動
き
の
理
解
、
学

外
の
人
の
目
線
、
経
営
的

な
見
方
、
法
人
全
体
の
視

点

学
生
と
の
接
点
無
（
特

性
）
、
判
断
と
責
任
（
結

果
）
、
ト
ッ
プ
と
の
近
さ

（
特
性
）
、
学
園
全
体
の

理
解
と
視
点
（
結
果
）
、

外
部
の
目
（
特
性
）

学
生
と
の
接
点

無
、
学
園
全
体

の
理
解
と
視

点
、
外
部
の
目

総
務

よ
ろ
ず
相
談
窓
口
的
業
務
。
何
で
も
屋
で
現
場
か
ら
の
調
整
弁
。

対
外
的
窓
口
で
緊
張
感
が
あ
る
。

幅
広
い
知
識
・
経
験
が
必
要
。
専
任
の
手
作
業
は
少
な
く
、
契
約
職
員
と
の
差
は
大
き
い
。

話
を
し
た
り
決
裁
を
と
る
順
番
が
明
確
。

何
で
も
屋
、
調
整
役
、
対

外
的
窓
口
、
知
識
・
経

験
、
実
務
の
少
な
さ
、
ラ

イ
ン
が
明
確

業
務
範
囲
の
広
さ
（
特

性
）
、
対
外
的
窓
口
（
特

性
）
、
知
識
・
経
験
（
条

件
）
、
ラ
イ
ン
（
特
性
）

業
務
範
囲
の
広

さ
、
対
外
的
窓

口
、
ラ
イ
ン

人
事

証
明
書
発
行
な
ど
突
発
的
対
応
が
多
い
。
定
型
業
務
が
多
い
。

課
長
は
部
次
長
の
部
下
の
よ
う
で
、
実
務
は
自
己
完
結
型
で
孤
独
だ
っ
た
。

給
与
業
務
は
慎
重
に
な
る
。

窓
口
、
定
型
、
管
理
職
の

独
自
業
務
、
慎
重

定
型
（
特
性
）
、
管
理
職

の
独
自
業
務
（
特
性
）
、

慎
重
（
結
果
）

定
型
、
管
理
職

の
独
自
業
務
、

慎
重

経
理

定
型
業
務
が
多
い
。
厳
格
な
ル
ー
ル
を
守
る
。
変
化
が
乏
し
い
。
監
査
を
受
け
る
。

大
学
の
経
営
を
考
え
る
。
金
は
数
値
化
で
き
る
の
で
、
財
務
分
析
を
通
じ
て
何
を
す
る
か
見
つ
け
や
す

い
。

財
務
で
の
効
率
性
の
追
求
は
経
験
値
で
、
2
年
目
ま
で
は
何
が
良
く
て
何
が
だ
め
か
分
か
ら
な
か
っ
た

が
、
3
年
く
ら
い
や
っ
て
理
解
で
き
、
1
0
年
経
っ
て
自
信
が
で
き
た
の
で
、
課
員
に
指
示
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
3
年
で
は
き
れ
い
に
で
き
る
が
そ
の
上
の
展
開
は
で
き
な
か
っ
た
。

定
型
、
ル
ー
ル
遵
守
、
単

調
、
外
部
チ
ェ
ッ
ク
、
大

学
経
営
、
定
量
化
、
経
験

値
が
必
要

定
型
（
特
性
）
、
ル
ー
ル

遵
守
（
特
性
）
、
大
学
経

営
（
結
果
）
、
専
門
性

（
条
件
）

定
型
、
ル
ー
ル

遵
守
、
大
学
経

営
、
専
門
性

施
設

課
長
は
、
課
員
が
実
務
を
担
当
す
る
の
で
、
予
算
交
渉
が
主
任
務
。

一
般
職
が
定
型
、
管
理
職

は
調
整

定
型
（
特
性
）
、
専
門
性

（
条
件
）

定
型
、
専
門
性

広
報

時
期
が
決
ま
っ
て
い
て
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
た
。
対
外
的
窓
口
で
緊
張
感
が
あ
る
。
未
知
の
領

域
の
仕
事
が
多
か
っ
た
。

結
果
に
つ
い
て
指
標
で
分
析
す
る
こ
と
が
多
い
。

定
期
性
、
対
外
窓
口
、
未

知
の
仕
事
、
指
標
で
の
分

析

対
外
窓
口
（
特
性
）
、
結

果
指
標
（
結
果
）
、
定
期

（
特
性
）
、
新
規
（
特

性
）

対
外
窓
口
、
指

標
、
定
期
、
新

規

【
総
務
】
石
橋
を
叩
い
て
渡
る
仕
事
で
、
失
敗
を
考
え
る
。
大
学
の
土
台
と
な
る
仕
事
を
知
っ
た
。
ラ

イ
ン
と
課
題
意
識
は
総
務
で
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

【
人
事
】
教
職
員
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
悪
い
と
学
生
に
伝
わ
る
の
で
、
良
い
も
の
は
取
り
入
れ
て
い

く
し
、
そ
の
視
点
が
な
い
と
独
り
よ
が
り
に
な
る
。
学
園
と
の
関
わ
り
が
強
い
の
で
、
学
園
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
経
理
】
会
計
基
準
で
決
ま
っ
た
こ
と
を
前
提
に
仕
事
を
す
る
の
で
挑
戦
は
へ
っ
た
。
間
違
え
ら
れ
な

い
の
で
原
因
を
考
え
る
。
学
園
と
の
関
わ
り
が
強
い
の
で
、
学
園
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
広
報
】
具
体
的
挑
戦
が
常
に
求
め
ら
れ
る
。
慎
重
さ
は
い
る
が
良
い
方
向
・
悪
い
方
向
は
あ
っ
て
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
側
面
は
あ
る
。
外
部
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
臆
し
な
く

な
っ
た
。

【
総
務
等
】
慎
重
、
土

台
、
間
接
的
影
響
、
根

拠
、
ラ
イ
ン
、
課
題
意

識
、
学
園
を
意
識
、
【
広

報
】
挑
戦
、
外
部
情
報

【
総
務
等
】
間
接
（
特

性
）
、
土
台
（
結
果
）
、

慎
重
（
結
果
）
、
ラ
イ
ン

（
結
果
）
、
課
題
意
識

（
結
果
）
、
学
園
を
意
識

（
結
果
）
、
【
広
報
】
挑

戦
（
結
果
）

慎
重
、
土
台
、

挑
戦
、
ラ
イ

ン
、
課
題
意

識
、
学
園
を
意

識

広
報
は
取
材
で
の
接
点
が
あ
り
研
究
面
も
知
る
が
、
協
力
的
・
非
協
力
的
な
人
が
い
る
。

財
務
は
資
料
か
ら
研
究
状
況
を
見
る
。
財
務
に
は
向
け
ら
れ
る
目
は
冷
た
く
感
じ
た
。

人
事
は
評
価
制
度
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
の
で
対
峙
す
る
。

総
務
は
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
側
で
見
る
。

役
員
は
一
緒
に
考
え
る
姿
勢
が
あ
る
。
役
職
に
つ
い
て
い
て
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
。

特
定
教
員
、
資
料
を
媒

介
、
非
良
好
、
対
峙
的
関

係
、
管
理
者
の
側
、
協
働

（
役
員
）

特
定
教
員
（
特
性
）
、
役

職
者
（
特
性
）
、
資
料
か

ら
認
識
（
特
性
）
、
管
理

者
の
側
（
特
性
）
、
非
良

好
（
結
果
）

特
定
教
員
、
役

職
者
、
資
料
か

ら
認
識
、
管
理

者
の
側
、
非
良

好

取
り
組
み
方

教
員
と
の
関
係

【
資
料
3
-
2
】

部
課
の
業
務
の
S
C
A
T
分
析

業
務
内
容

総
務
・
人

事
・
財
務
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部
課

中
分
類

小
分
類

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

ス
ト
ー
リ
ー

ラ
イ
ン

理
論
記
述

企
画
・
政
策

大
学
全
体
を
広
く
見
て
、
大
学
の
方
向
性
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
俯
瞰
的
に
見
る
位
置
で
視
野
が

広
が
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い
、
考
え
る
。
課
題
を
意
識
し
た
。
課
題
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
入
っ
て

く
る
。

ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
中
で
調
査
し
て
や
り
上
げ
た
。

教
員
・
上
司
と
一
緒
に
や
る
の
で
知
識
が
必
要
だ
っ
た
。

認
可
申
請
事
務
は
知
識
と
論
理
的
思
考
が
必
要
で
、
事
務
は
複
雑
、
大
学
の
将
来
が
か
か
る
の
で
、
や

ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
、
組
織
と
し
て
目
指
す
こ
と
、
社
会
的
意
味
づ
け
が
一

体
化
し
た
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

競
争
的
資
金
の
獲
得
は
、
申
請
・
実
行
・
終
了
ま
で
を
担
当
し
、
成
果
を
ど
う
見
せ
る
か
で
あ
る
。

ト
ッ
プ
マ
タ
ー
を
扱
う
の
で
、
全
部
を
受
け
取
る
必
要
は
な
い
。

課
内
の
業
務
範
囲
が
広
い
の
で
、
方
向
性
の
一
致
は
緩
い
。

大
学
全
体
の
視
野
、
接
点

の
多
さ
、
課
題
意
識
、
調

査
、
知
識
、
認
可
申
請
事

務
、
論
理
的
思
考
、
複

雑
、
必
須
課
題
、
意
義
、

競
争
的
資
金
、
完
結
性
、

成
果
、
ト
ッ
プ
マ
タ
ー
、

ベ
ク
ト
ル
合
わ
せ

大
学
全
体
の
視
点
（
特

性
）
、
接
点
の
多
さ
（
特

性
）
、
知
識
・
調
査
・
論

理
性
（
条
件
）
、
複
雑

（
条
件
）
、
必
須
課
題

（
特
性
）
、
意
義
・
課
題

意
識
（
原
因
）
、
完
結
性

（
特
性
）
、
成
果
（
特

性
）

広
い
視
野
、
接

点
の
多
さ
、
意

義
、
知
識
・
論

理
、
複
雑
、
完

結
、
成
果

点
検
・
評
価

執
行
部
と
の
や
り
と
り
が
増
え
、
組
織
運
営
業
務
の
比
重
が
上
が
る
。

外
部
の
動
き
を
吸
収
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

執
行
部
と
の
調
整
、
学
外

の
動
向

執
行
部
と
の
調
整
（
特

性
）
、
外
部
の
動
向
（
特

性
）

執
行
部
と
の
調

整
、
外
部
の
動

向
I
R

一
か
ら
の
仕
事
で
、
考
え
な
が
ら
で
業
務
量
の
負
担
は
少
な
か
っ
た
。

新
規

新
規
（
特
性
）

新
規

【
点
検
・
評
価
】
他
者
・
学
外
と
の
関
係
が
増
え
る
の
で
、
原
因
を
考
え
る
。
ラ
イ
ン
、
計
画
を
立
て

る
、
課
題
に
気
を
付
け
て
対
応
し
て
い
る
。

他
者
と
の
繋
が
り
、
ラ
イ

ン
、
計
画
性
、
課
題

他
者
と
の
繋
が
り
（
特

性
）
、
ラ
イ
ン
（
条

件
）
、
計
画
性
（
特

性
）
、
課
題
（
原
因
）

他
者
と
の
繋
が

り
、
ラ
イ
ン
、

計
画
性
、
課
題

バ
ッ
ク
に
理
事
長
・
学
長
が
い
る
の
で
対
等
に
議
論
で
き
る
。

自
己
点
検
は
執
行
部
と
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。

代
理
の
位
置
、
対
等
、
執

行
部

代
理
の
位
置
（
影
響
）
、

対
等
（
結
果
）
、
執
行
部

（
特
性
）

代
理
、
対
等
、

執
行
部

ス
ト
ー
リ
ー

ラ
イ
ン

総
務
・
人
事
・
財
務
は
、
定
型
業
務
が
多
く
、
学
生
と
の
接
点
は
無
い
が
、
ト
ッ
プ
と
は
近
い
。
ま
た
、
総
務
と
広
報
は
対
外
的
な
窓
口
で
あ
る
。
業
務
は
、
根
拠
に
も
と
づ
く
仕
事
の
た
め
ル
ー
ル

の
遵
守
が
必
要
で
、
ラ
イ
ン
が
明
確
で
あ
り
、
最
終
判
断
を
す
る
上
司
が
職
員
で
あ
る
の
で
、
判
断
に
つ
い
て
責
任
が
あ
る
。
人
事
の
管
理
職
は
独
自
業
務
が
あ
り
、
財
務
は
専
門
性
が
求
め
ら
れ

る
。
直
接
、
接
す
る
教
員
は
役
職
者
や
特
定
教
員
の
み
で
あ
り
、
多
く
の
教
員
に
つ
い
て
は
資
料
に
よ
り
認
識
し
て
お
り
、
管
理
的
業
務
を
通
じ
た
関
係
で
あ
る
。
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
は
慎
重

で
、
ラ
イ
ン
を
意
識
し
、
学
校
法
人
や
大
学
の
課
題
が
意
識
さ
れ
る
。
学
校
法
人
全
体
や
大
学
の
経
営
を
理
解
し
、
外
部
の
視
点
を
意
識
す
る
業
務
で
あ
る
。
広
報
は
、
定
期
性
と
新
規
が
あ
り
、
指

標
に
よ
り
分
析
す
る
し
、
挑
戦
す
る
仕
事
で
あ
る
。

部
課
の
業
務
の
S
C
A
T
分
析

【
資
料
3
-
2
】
（
続
き
）

総
務
・
人

事
・
財
務

企
画
・
大
学
評
価
は
、
完
結
性
が
あ
り
、
成
果
も
明
示
化
さ
れ
る
業
務
で
、
外
部
・
他
者
と
の
接
点
は
多
い
。
大
学
の
必
須
課
題
を
ト
ッ
プ
マ
タ
ー
と
し
て
担
当
し
、
業
務
は
複
雑
で
、
知
識
や
論
理

性
が
必
要
で
あ
る
。
意
義
も
明
確
で
あ
り
、
外
部
の
動
向
や
大
学
全
体
の
視
野
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
執
行
部
と
調
整
を
し
つ
つ
、
ラ
イ
ン
に
よ
り
計
画
的
に
仕
事
を
進
め
る
。
教
員
と
の
関
係
は

執
行
部
だ
が
、
そ
の
も
と
で
の
仕
事
に
な
る
の
で
、
他
の
教
員
か
ら
の
見
ら
れ
方
に
も
影
響
す
る
。

取
り
組
み
方

業
務
内
容

・
定
型
業
務
が
多
く
、
学
生
と
の
接
点
は
無
い
が
、
ト
ッ
プ
と
は
近
い
。

・
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
ラ
イ
ン
が
明
確
で
あ
り
、
判
断
に
つ
い
て
最
終
責
任
が
あ
る
。

・
総
務
と
広
報
は
対
外
的
な
窓
口
で
あ
る
。

・
人
事
の
管
理
職
は
独
自
業
務
が
あ
り
、
財
務
は
専
門
性
が
必
要
で
あ
る
。

・
広
報
の
業
務
は
定
期
性
と
新
規
が
あ
り
、
指
標
に
よ
り
分
析
す
る
し
、
挑
戦
に
な
る
。

・
教
員
と
の
関
係
は
、
役
職
者
や
特
定
の
教
員
と
接
点
が
あ
る
が
、
多
く
の
教
員
に
つ
い
て
は
資
料
を
通
し
て
知
る
。
管
理
す
る
側
の
業
務
に
な
る
の
で
、
教
員
か
ら
は
そ
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い

る
。

・
業
務
を
通
じ
て
、
学
校
法
人
全
体
を
理
解
し
、
学
校
法
人
や
大
学
の
視
点
を
持
つ
し
、
外
部
か
ら
の
視
線
に
つ
い
て
も
意
識
す
る
。

・
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
の
で
、
慎
重
で
あ
る
。

教
員
と
の
関
係

企
画
・
大

学
評
価
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部
課

中
分

類
小

分
類

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

語
句

の
言

い
換

え
テ

キ
ス

ト
外

の
概

念
構

成
概

念

企
画

・
大

学
評

価
理

論
記

述

特
徴

（
＋

）

ル
ー

ル
を

ど
う

動
か

し
て

い
く

か
で

固
ま

っ
て

い
る

中
で

や
る

。
ル

ー
テ

ィ
ン

が
多

い
が

、
卒

業
が

か
か

る
の

で
ル

ー
テ

ィ
ン

の
重

要
さ

を
学

ん
だ

。
当

た
り

前
の

こ
と

を
当

た
り

前
に

や
る

こ
と

が
大

事
。

教
務

事
務

は
大

学
職

員
の

基
本

で
、

決
ま

り
事

が
多

く
人

間
関

係
も

必
要

。
定

型
が

多
く

、
他

部
課

や
会

議
で

調
整

す
る

。
業

務
範

囲
・

守
備

範
囲

が
明

確
で

、
担

当
業

務
も

整
理

さ
れ

て
い

る
。

デ
ー

タ
照

合
が

多
く

、
エ

ク
セ

ル
の

関
数

を
使

う
。

入
力

作
業

が
多

く
、

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

で
効

率
化

と
正

確
性

が
上

が
る

。
分

か
り

や
す

資
料

を
作

る
な

ど
創

造
的

業
務

。
事

務
室

は
定

型
業

務
と

新
規

業
務

の
両

方
が

あ
り

、
学

生
の

相
談

は
イ

レ
ギ

ュ
ラ

ー
で

連
携

が
必

要
。

教
学

系
は

契
約

職
員

と
ペ

ア
で

仕
事

を
す

る
の

で
組

織
運

営
業

務
が

多
い

。
学

生
の

存
在

を
知

る
。

学
費

と
学

習
を

担
っ

て
い

る
。

学
部

は
小

さ
な

会
社

を
任

さ
れ

て
い

る
感

じ
。

大
学

全
体

の
こ

と
を

意
識

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
改

革
は

、
学

部
と

事
務

局
の

や
り

と
り

が
あ

る
の

で
教

職
協

働
を

感
じ

た
し

、
学

部
長

が
入

る
会

議
で

レ
ベ

ル
が

違
っ

た
。

教
員

も
専

門
家

で
な

い
大

学
教

育
開

発
は

、
事

務
局

主
導

で
で

き
る

。
調

整
業

務
で

事
実

に
も

と
づ

く
進

め
方

を
理

解
し

た
。

教
育

や
大

学
を

俯
瞰

的
に

見
て

視
野

が
広

が
り

、
文

書
は

全
学

が
み

る
こ

と
を

意
識

し
た

。
事

務
長

が
、

他
部

課
に

比
べ

て
一

番
マ

ネ
ジ

ャ
ー

ら
し

い
。

定
型

の
重

要
性

、
正

確
、

基
本

業
務

、
根

拠
に

よ
る

、
人

間
関

係
、

調
整

、
業

務
範

囲
の

明
確

さ
、

効
率

化
が

可
能

、
資

料
作

成
の

工
夫

、
非

専
任

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

学
生

を
意

識
、

学
費

と
学

習
、

学
部

は
基

本
組

織
、

大
学

を
意

識
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
革

で
の

教
職

協
働

、
専

門
外

は
事

務
局

主
導

、
文

書
は

見
ら

れ
る

、
管

理
職

は
マ

ネ
ジ

ャ
ー

基
本

業
務

（
特

性
）

、
正

確
・

根
拠

・
範

囲
の

明
確

さ
（

特
性

）
、

調
整

（
特

性
）

、
学

生
対

応
（

特
性

）
、

教
職

協
働

で
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

改
革

（
特

性
）

、
新

し
い

分
野

の
業

務
（

特
性

）
、

学
費

と
学

習
の

理
解

（
影

響
）

、
学

部
が

基
本

組
織

（
原

因
）

、
大

学
を

意
識

（
結

果
）

、
定

型
の

重
要

性
と

効
率

化
（

結
果

）
、

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
結

果
）

基
本

業
務

、
正

確
・

根
拠

・
範

囲
の

明
確

さ
、

定
型

の
重

要
性

と
効

率
化

、
調

整
、

学
生

対
応

、
学

費
・

学
習

・
大

学
を

意
識

、
教

職
協

働
、

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

特
徴

（
－

）

ル
ー

ル
が

決
ま

っ
て

い
る

の
で

変
わ

っ
た

こ
と

は
で

き
な

い
。

ル
ー

ル
が

あ
る

の
で

、
違

う
こ

と
を

し
た

ら
後

で
困

る
。

ミ
ス

が
発

生
し

た
り

苦
情

が
こ

な
い

よ
う

に
対

応
す

る
の

で
、

保
守

的
に

な
る

。
学

部
が

横
並

び
で

細
か

い
こ

と
の

調
整

は
で

き
る

が
、

大
き

い
こ

と
は

で
き

な
い

。
1
部

署
で

完
結

し
て

い
れ

ば
で

き
る

。
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
さ

れ
、

大
学

院
課

の
管

理
の

も
と

に
動

く
し

、
専

任
と

契
約

職
員

の
仕

事
の

区
分

も
明

確
だ

が
裁

量
の

幅
は

小
さ

い
。

現
状

維
持

に
重

き
が

お
か

れ
意

思
決

定
に

時
間

が
か

か
る

。
教

員
と

の
調

整
が

あ
り

、
実

務
量

が
多

い
。

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

時
は

業
務

量
が

1
.
5
倍

。
委

員
会

で
決

め
る

た
め

、
教

員
に

委
ね

ら
れ

、
判

断
す

る
業

務
は

な
い

。
教

員
が

相
手

で
、

自
分

の
思

い
だ

け
で

は
で

き
な

い
。

自
分

（
課

長
）

が
い

な
く

て
も

流
れ

て
い

く
の

で
、

皆
が

プ
ラ

イ
ド

を
も

っ
て

仕
事

を
し

た
方

が
良

い
。

ル
ー

ル
遵

守
、

保
守

的
、

現
状

維
持

、
時

限
的

業
務

で
業

務
量

の
増

加
、

業
務

の
明

確
化

に
よ

る
裁

量
幅

の
縮

小
、

学
部

間
調

整
、

教
員

に
よ

る
意

思
決

定
、

管
理

職
の

役
割

ル
ー

ル
遵

守
（

特
性

）
、

現
状

維
持

（
影

響
）

、
裁

量
の

少
な

さ
（

結
果

）
、

学
部

間
調

整
（

背
景

）
、

教
員

主
導

（
背

景
）

ル
ー

ル
遵

守
、

学
部

間
調

整
、

現
状

維
持

、
教

員
主

導

学
生

直
接

学
生

に
関

与
し

な
い

。
学

生
と

直
に

接
し

て
い

た
の

で
、

ど
う

学
ん

で
も

ら
う

か
考

え
た

。
実

習
指

導
で

は
対

応
を

考
え

た
。

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
で

来
る

学
生

は
少

な
い

の
で

ド
ラ

イ
で

、
全

て
に

対
応

し
て

い
た

ら
き

り
が

な
い

。
教

務
・

学
生

支
援

は
身

構
え

て
い

る
。

学
部

の
偏

差
値

の
違

い
は

、
手

続
き

の
負

担
と

し
て

カ
ウ

ン
タ

ー
業

務
が

増
え

る
。

学
生

へ
の

視
線

・
支

援
、

ド
ラ

イ
な

対
応

、
管

理
者

の
側

、
学

生
の

質

学
生

へ
の

視
線

・
支

援
（

影
響

）
、

管
理

者
の

姿
勢

（
影

響
）

学
生

支
援

、
管

理
者

の
姿

勢

・
新

規
課

題
を

含
め

、
大

学
の

必
須

課
題

を
ト

ッ
プ

マ
タ

ー
と

し
て

担
当

す
る

。
・

完
結

性
の

あ
る

業
務

で
、

成
果

も
見

え
、

業
務

上
の

接
点

は
多

い
。

・
業

務
の

意
義

は
理

解
さ

れ
る

が
、

知
識

と
論

理
的

思
考

が
必

要
で

、
事

務
も

複
雑

で
あ

る
。

・
外

部
の

動
向

と
関

係
し

、
執

行
部

と
調

整
し

て
業

務
を

行
う

。
・

執
行

部
と

の
繋

が
り

が
強

い
の

で
、

教
員

か
ら

は
対

等
に

み
ら

れ
る

。
・

大
学

全
体

を
見

る
広

い
視

野
を

持
ち

、
他

者
と

の
繋

が
り

が
あ

る
。

・
ラ

イ
ン

を
理

解
し

、
業

務
を

行
う

う
え

で
は

計
画

性
が

必
要

で
あ

る
。

業
務

内
容

教
学

部
課

の
業

務
の

S
C
A
T
分

析
【

資
料

3
-
2
】

（
続

き
）
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部
課

小
分
類

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

業
務
内
容

繋
が
り

学
外
と
の
繋
が
り
で
刺
激
・
学
び
が
あ
っ
た
。

対
外
的
対
応
は
あ
ま
り
な
い
。
定
型
業
務
は
学
内
で
完
結
、
事
務
室
は
業
務
が
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で

繋
が
り
は
少
な
い
。
会
議
や
打
合
せ
が
少
な
く
、
組
織
運
営
業
務
の
比
率
は
低
い
。

教
学
部
は
整
理
す
る
側
の
た
め
、
他
部
と
の
繋
が
り
は
多
い
。

学
内
が
対
象
で
失
敗
し
て
も
大
ご
と
に
な
ら
な
い
。

学
外
と
の
繋
が
り
、
学
内

で
完
結
、
繋
が
り
の
少
な

さ

学
内
で
完
結
（
特
性
）
、

学
外
と
の
繋
が
り
（
特

性
）

学
内
で
完
結
、

学
外
と
の
繋
が

り

学
生
と
の
や
り
取
り
で
、
新
し
い
ト
ラ
ブ
ル
に
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
目
線
が
強
く
な
る
。

ノ
ウ
ハ
ウ
を
実
践
し
や
す
い
。
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
他
大
学
事
例
の
知
識
が
得
ら
れ
る
の
で
、
能
動
的
実

験
は
進
む
。

失
敗
は
で
き
な
い
。
事
務
室
は
き
ち
ん
と
や
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
の
で
、
失
敗
を
恐
れ
な
い
は
減
っ

て
い
る
。
学
生
対
応
・
教
員
対
応
で
は
間
違
い
は
で
き
ず
攻
め
に
な
ら
な
い
し
、
課
長
で
は
よ
り
強
く

な
る
。
教
学
部
は
違
う
要
素
が
出
て
く
る
し
、
変
え
る
こ
と
が
常
の
文
化
で
は
な
い
の
で
積
極
的
実
験

は
難
し
い
。

人
間
関
係
対
応
、
ノ
ウ
ハ

ウ
の
実
践
、
知
識
の
増
加

に
よ
り
実
践
、
失
敗
回

避
、
現
状
維
持

人
間
関
係
対
応
（
特

性
）
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
実
践

（
結
果
）
、
失
敗
回
避

（
影
響
）
、
現
状
維
持

（
影
響
）

人
間
関
係
、
ノ

ウ
ハ
ウ
の
実

践
、
失
敗
回

避
、
現
状
維
持

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
で
執
行
部
と
意
見
交
換
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ま
で
踏
み
込
む
の
で
、
一
緒
に
仕

事
を
し
て
い
る
感
じ
。

学
生
と
接
し
て
い
る
姿
を
見
る
の
で
、
尊
敬
す
る
し
大
変
さ
も
分
か
る
。
学
生
に
寄
り
添
っ
て
一
緒
に

や
っ
て
い
る
感
じ
。

一
緒
に
仕
事
を
す
る
。
協
働
・
合
い
支
え
る
立
場
。
教
育
が
媒
介
に
な
る
の
で
、
仕
事
と
し
て
動
い
て

い
る
教
員
を
見
る
。
教
育
を
中
心
に
一
緒
に
や
る
の
で
、
利
害
対
立
は
起
こ
ら
な
い
。

職
員
の
上
に
教
員
が
い
る
の
で
、
教
員
と
の
力
関
係
が
難
し
い
。
職
員
は
お
願
い
す
る
立
場
。
事
務
室

は
教
員
の
手
足
と
い
う
感
じ
。
事
務
室
は
多
様
な
教
員
を
見
る
が
、
教
学
部
は
仕
事
を
す
る
教
員
と
の

み
接
す
る
。
恐
怖
を
も
っ
て
仕
事
を
し
て
お
り
、
メ
ー
ル
で
も
繊
細
に
や
っ
て
い
る
。
事
務
室
は
教
員

の
実
態
が
分
か
る
の
で
、
事
務
室
を
経
験
し
て
い
た
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
は
で
き
な
か
っ
た
。
お
伺

い
を
た
て
意
見
を
求
め
る
。
事
務
室
は
ア
シ
ス
ト
で
意
思
決
定
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。
学
部
で
は
職
員

は
教
学
方
針
に
口
を
出
す
な
と
い
う
感
じ
。

指
導
す
る
部
分
も
あ
る
。

問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
で
の

協
働
、
教
員
理
解
、
協
働

意
識
、
利
害
対
立
無
し
、

教
員
優
位
、
多
様
な
教
員

理
解
、
慎
重
・
繊
細
な
対

応
、
補
助
的
役
割

教
員
理
解
（
結
果
）
、
協

働
意
識
（
結
果
）
、
教
員

優
位
（
結
果
）
、
多
様
な

教
員
理
解
（
影
響
）
、
慎

重
・
繊
細
な
対
応
（
結

果
）
、
補
助
的
役
割
（
結

果
）

教
員
理
解
、
協

働
意
識
、
教
員

優
位
、
多
様
な

教
員
理
解
、
慎

重
、
補
助
的
役

割

ス
ト
ー
リ
ー

ラ
イ
ン

理
論
記
述

取
り
組
み
方

教
員
と
の
関
係

教
学
は
、
教
育
研
究
活
動
の
基
本
と
な
る
業
務
で
、
範
囲
は
明
確
で
、
根
拠
に
よ
り
正
確
に
処
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
大
学
内
（
学
部
内
）
で
完
結
す
る
定
型
業
務
が
多
く
、
そ
の
重
要
性
を

理
解
す
る
が
、
学
部
が
大
学
組
織
の
基
礎
単
位
で
あ
り
、
教
員
主
導
の
も
と
で
、
学
部
間
の
調
整
が
発
生
す
る
し
、
契
約
職
員
等
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
必
要
に
な
る
。
大
学
外
と
の
繋
が
り
の
あ
る
業

務
は
刺
激
や
学
び
が
あ
る
。
業
務
の
特
徴
か
ら
、
定
型
業
務
の
効
率
化
を
考
え
る
一
方
で
、
失
敗
回
避
や
現
状
維
持
に
も
な
る
。
学
生
に
対
応
す
る
の
で
、
学
習
や
学
費
、
大
学
を
意
識
す
る
業
務
で

あ
る
。
学
生
に
対
し
て
は
、
支
援
の
側
面
と
、
ル
ー
ル
の
遵
守
を
求
め
る
側
面
の
両
方
が
あ
り
、
そ
の
対
応
は
ノ
ウ
ハ
ウ
に
な
っ
て
実
践
さ
れ
る
。
教
員
と
の
接
点
は
多
く
、
教
員
を
理
解
し
協
働
意

識
を
持
つ
一
方
で
、
教
員
優
位
の
た
め
慎
重
に
な
り
、
補
助
的
役
割
に
も
な
る
。
た
だ
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
や
新
し
い
分
野
で
の
業
務
で
は
教
員
と
の
協
働
も
行
わ
れ
る
。

・
業
務
範
囲
は
明
確
で
、
根
拠
に
も
と
づ
き
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
定
型
業
務
を
正
確
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

・
学
生
へ
の
対
応
は
、
管
理
者
の
姿
勢
で
ル
ー
ル
の
遵
守
を
求
め
る
側
面
と
支
援
の
両
面
が
あ
る
。

・
基
本
的
に
学
内
で
完
結
し
、
学
部
間
調
整
が
あ
る
。

・
教
職
協
働
で
行
う
業
務
が
あ
る
が
、
教
員
主
導
の
領
域
で
あ
り
、
教
員
を
理
解
す
る
が
、
補
助
的
役
割
と
し
て
慎
重
な
対
応
に
な
る
。

・
定
型
業
務
が
多
い
の
で
、
非
専
任
職
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
あ
る
。

・
学
費
や
学
生
、
学
部
が
大
学
組
織
の
基
本
単
位
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
。

・
定
型
業
務
の
重
要
性
を
理
解
し
、
効
率
化
を
考
え
る
が
、
他
方
で
現
状
維
持
、
失
敗
回
避
に
も
な
る
。

・
大
学
外
と
の
繋
が
り
が
あ
る
業
務
は
刺
激
を
得
て
い
る
。

・
人
間
関
係
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

部
課
の
業
務
の
S
C
A
T
分
析

【
資
料
3
-
2
】
（
続
き
）

教
学
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部
課

中
分
類

小
分
類

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

共
通

年
間
を
通
し
た
流
れ
が
あ
り
、
見
え
や
す
く
仕
事
が
組
み
や
す
い
。

分
析
や
多
様
な
視
点
が
求
め
ら
れ
、
短
期
間
で
成
果
が
見
え
る
の
で
、
改
善
の
サ
イ
ク
ル
も
回
し
や
す

い
。
変
え
る
こ
と
が
あ
る
部
署
。
他
私
大
と
の
関
係
で
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
た
。

一
緒
に
や
る
の
で
人
の
密
度
が
濃
く
、
情
報
も
共
有
さ
れ
た
。
人
間
関
係
で
仕
事
が
で
き
る
。
個
人
ご

と
の
担
当
で
組
織
運
営
業
務
は
あ
ま
り
な
い
。

分
析
の
仕
方
と
考
え
方
を
学
ん
だ
。

大
学
に
と
っ
て
の
ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
。

監
督
職
は
施
設
貸
与
手
続
き
な
ど
調
整
事
項
が
多
い
。

課
長
は
定
型
業
務
の
一
部
を
担
当
す
る
の
で
割
合
は
高
い
。
課
長
は
学
外
の
繋
が
り
が
多
か
っ
た
。

年
サ
イ
ク
ル
、
可
視
化
、

分
析
、
改
善
、
速
さ
、
定

量
化
さ
れ
た
成
果
、

P
D
C
A
、
共
同
、
情
報
共

有
、
個
人
ご
と
の
担
当
、

重
要
な
業
務
、
学
外
と
の

繋
が
り
、
調
整
、
管
理
職

の
独
自
業
務

年
サ
イ
ク
ル
（
特
性
）
、

可
視
性
さ
れ
た
成
果
（
特

性
）
、
分
析
・
改
善
（
特

性
）
、
迅
速
（
特
性
）
、

共
同
（
条
件
）
、
学
外
と

の
繋
が
り
（
特
性
）
、
管

理
職
の
独
自
業
務
（
特

性
）

可
視
性
さ
れ
た

成
果
、
分
析
・

改
善
・
迅
速
、

共
同
、
学
外
と

の
繋
が
り
、
管

理
職
の
独
自
業

務

募
集

学
内
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
高
校
生
に
話
せ
な
い
。
高
校
生
の
時
か
ら
卒
業
ま
で
を
見
て
本
人
の
判
断

に
役
立
っ
た
。

知
識
、
学
生
の
成
長
過
程

知
識
（
条
件
）
、
学
生
の

成
長
過
程
（
結
果
）

知
識
、
学
生
の

成
長
過
程

執
行

絶
対
に
間
違
え
ら
れ
な
い
怖
さ
と
緻
密
さ
が
あ
る
。
確
実
に
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
し
、
ミ
ス
は
許
さ

れ
な
い
。

正
確
、
厳
密

正
確
（
特
性
）
、
緻
密

（
特
性
）

正
確
、
厳
密

捉
え
な
お
し
や
原
因
を
考
え
る
は
体
系
化
し
て
い
た
の
で
常
に
し
て
い
た
し
、
課
長
か
ら
も
求
め
ら
れ

た
。

外
向
き
の
仕
事
は
課
題
意
識
は
高
く
な
る
。

広
報
は
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
が
あ
り
、
積
極
的
に
な
れ
る
。
広
報
は
積
極
的
な
風
潮
が
あ
る
。
実
際

に
や
る
・
応
用
す
る
が
で
き
る
。

石
橋
を
叩
い
て
渡
る
。
仕
事
で
失
敗
を
考
え
る
。

内
省
、
課
題
意
識
、
ト
ラ

イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
、
積
極

性
、
慎
重

内
省
（
影
響
）
、
課
題
認

識
（
影
響
）
、
挑
戦
（
影

響
）
、
慎
重
（
影
響
）

内
省
、
課
題
意

識
、
挑
戦
、
慎

重

任
せ
ら
れ
て
お
り
意
見
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
基
本
的
方
向
を
示
せ
ば
理
解
し
て
も
ら
え
た
。

頼
ら
れ
作
り
上
げ
る
仕
事
は
リ
ー
ド
で
き
る
が
、
教
授
会
で
反
対
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

職
員
を
専
門
家
と
し
て
見
る
の
で
提
案
で
き
る
し
、
対
等
に
見
て
も
ら
え
る
。
A
O
入
試
で
職
員
が
書
類

を
審
査
す
る
よ
う
に
な
り
、
教
員
の
職
員
へ
の
見
方
が
変
わ
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
近
い
存
在
だ
が
普
段
は
分
か
ら
な
い
。
協
力
し
て
く
れ
る
教
員
と
の
み
接

触
。
お
願
い
す
る
側
。
特
定
の
教
員
と
の
や
り
と
り
。
課
長
の
独
自
業
務
が
あ
り
接
点
は
多
か
っ
た
。

専
門
家
、
了
解
、
依
存
、

対
等
、
管
理
職
の
独
自
業

務
、
一
時
的
関
係
、
特
定

教
員

専
門
家
（
結
果
）
、
依
存

（
結
果
）
、
対
等
（
結

果
）
、
一
時
的
関
係
（
結

果
）
、
特
定
教
員
（
結

果
）

専
門
家
、
依

存
、
対
等
、
一

時
的
関
係
、
特

定
教
員

ス
ト
ー
リ
ー

ラ
イ
ン

理
論
記
述

教
員
と
の
関
係

入
試
は
、
1
年
間
で
完
結
し
、
学
外
と
の
繋
が
り
が
強
い
。
成
果
が
可
視
化
さ
れ
る
の
で
、
分
析
と
改
善
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
。
共
同
で
取
り
組
ま
れ
、
管
理
職
に
は
独
自
業
務
も
あ
る
。
募
集
業
務
は

大
学
に
関
す
る
知
識
が
必
要
で
、
高
校
か
ら
大
学
卒
業
ま
で
の
学
生
の
成
長
を
見
る
の
で
、
課
題
意
識
を
持
っ
て
内
省
し
、
挑
戦
す
る
。
執
行
業
務
は
正
確
さ
と
厳
密
さ
が
必
要
で
、
慎
重
に
な
る
。

教
員
か
ら
は
専
門
家
と
見
ら
れ
依
存
さ
れ
る
の
で
対
等
で
あ
り
、
特
定
教
員
と
限
ら
れ
た
期
間
に
接
す
る
関
係
で
あ
る
。

入
試

取
り
組
み
方

業
務
内
容

【
資
料
3
-
2
】
（
続
き
）

部
課
の
業
務
の
S
C
A
T
分
析

・
1
年
サ
イ
ク
ル
の
業
務
で
、
成
果
が
可
視
化
さ
れ
、
分
析
と
改
善
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
。

・
共
同
で
業
務
を
行
い
、
大
学
外
と
の
繋
が
り
が
あ
り
、
管
理
職
に
は
独
自
業
務
が
あ
る
。

・
学
生
募
集
業
務
は
、
大
学
に
関
す
る
知
識
が
必
要
で
、
高
校
か
ら
大
学
卒
業
ま
で
の
学
生
の
成
長
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
入
試
執
行
業
務
は
、
社
会
的
影
響
が
大
き
い
た
め
、
正
確
に
厳
密
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

・
教
員
か
ら
は
専
門
家
と
見
ら
れ
て
依
存
さ
れ
る
の
で
対
等
で
あ
り
、
特
定
の
教
員
と
一
時
的
な
関
係
で
業
務
を
行
う
。

・
課
題
意
識
を
持
っ
て
内
省
す
る
。
学
生
募
集
業
務
は
挑
戦
に
な
る
が
、
入
試
執
行
業
務
は
慎
重
に
な
る
。
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部
課

中
分

類
小

分
類

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

語
句

の
言

い
換

え
テ

キ
ス

ト
外

の
概

念
構

成
概

念

共
通

学
年

暦
に

合
わ

せ
た

ル
ー

テ
ィ

ン
。

学
生

に
対

し
て

大
人

と
し

て
の

対
応

を
伝

え
る

。
ト

ラ
ブ

ル
を

含
む

学
生

対
応

が
あ

り
実

務
量

は
多

い
。

休
学

・
退

学
の

面
接

を
年

4
～

5
0
0
人

し
た

。
個

別
の

ア
プ

ロ
ー

チ
で

個
別

の
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

が
、

統
一

し
た

ル
ー

ル
で

機
械

的
に

適
用

す
る

大
学

も
あ

る
。

学
生

対
応

・
保

護
者

対
応

の
重

み
が

あ
る

。
個

々
に

よ
る

の
で

判
断

の
難

し
さ

が
あ

る
。

教
務

・
学

生
支

援
は

身
構

え
て

い
る

。
学

生
部

は
学

生
に

寄
り

添
う

の
で

だ
ら

だ
ら

し
て

い
て

、
個

人
に

よ
り

業
務

の
密

度
が

違
う

。
学

生
視

線
で

ア
グ

レ
ッ

シ
ブ

に
い

け
る

し
、

提
案

は
学

生
部

の
中

で
完

結
し

た
。

学
生

の
イ

ン
パ

ク
ト

が
直

接
返

っ
て

く
る

し
、

影
響

が
大

き
い

の
で

よ
く

考
え

、
学

生
に

育
て

て
も

ら
っ

た
。

学
生

か
ら

言
わ

れ
て

新
鮮

な
見

方
が

で
き

、
教

え
ら

れ
る

。
主

役
は

教
員

と
学

生
で

あ
る

こ
と

を
理

解
し

た
。

学
生

課
は

領
域

が
広

く
、

定
型

業
務

は
課

員
が

担
当

し
、

管
理

職
は

そ
れ

を
統

括
す

る
組

織
運

営
業

務
が

多
い

。

年
間

ル
ー

テ
ィ

ン
、

学
生

対
応

・
父

母
対

応
、

個
別

性
、

積
極

的
、

業
務

密
度

の
差

、
学

生
の

反
応

か
ら

の
学

び
、

職
員

の
役

割
を

理
解

、
完

結
、

受
動

的
、

領
域

の
広

さ

定
型

（
特

性
）

、
学

生
・

父
母

対
応

（
特

性
）

、
個

別
対

応
（

特
性

）
、

積
極

的
（

影
響

）
、

学
生

か
ら

の
学

び
（

影
響

）
、

職
員

の
役

割
を

理
解

（
影

響
）

、
完

結
（

特
性

）
、

受
動

的
（

影
響

）
、

領
域

の
広

さ
（

特
性

）

定
型

、
学

生
・

父
母

対
応

、
個

別
性

、
積

極
的

、
受

動
的

、
領

域
の

広
さ

生
活

支
援

奨
学

金
は

ル
ー

ル
を

逸
脱

さ
せ

な
い

で
何

が
で

き
る

か
。

生
活

支
援

は
定

型
化

さ
れ

て
い

る
、

。
ル

ー
ル

遵
守

ル
ー

ル
遵

守
（

特
性

）
ル

ー
ル

遵
守

活
動

支
援

課
外

活
動

は
大

学
の

枠
の

中
で

何
が

で
き

る
か

。
課

外
・

学
生

支
援

は
業

務
範

囲
が

弾
力

的
で

、
整

理
さ

れ
て

い
な

い
。

東
日

本
大

震
災

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

学
生

の
成

長
を

実
感

。

工
夫

、
業

務
範

囲
の

曖
昧

さ
、

学
生

の
成

長

能
動

的
（

影
響

）
、

業
務

範
囲

の
曖

昧
さ

（
特

性
）

、
学

生
の

成
長

（
結

果
）

能
動

的
、

業
務

範
囲

の
曖

昧
さ

、
学

生
の

成
長

失
敗

を
恐

れ
な

い
で

で
き

た
。

挑
戦

挑
戦

（
影

響
）

挑
戦

学
生

と
接

す
る

姿
を

見
る

の
で

、
尊

敬
す

る
し

大
変

さ
も

分
か

る
。

学
生

に
寄

り
添

っ
て

一
緒

に
や

っ
て

い
る

感
じ

。
学

生
思

い
の

教
員

が
多

く
、

同
じ

人
で

も
教

学
部

と
は

見
え

方
・

印
象

が
違

っ
た

。
学

生
支

援
で

目
標

が
一

致
し

て
い

て
コ

ン
フ

リ
ク

ト
は

な
か

っ
た

。
方

針
を

決
め

て
進

め
て

い
く

時
は

や
り

や
す

か
っ

た
。

教
員

理
解

、
協

働
、

学
生

思
い

、
容

易
教

員
理

解
（

影
響

）
、

協
働

（
特

性
）

教
員

理
解

、
協

働

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン

理
論

記
述

対
人

業
務

が
多

い
。

学
生

に
伴

走
す

る
。

常
に

面
談

す
る

。
時

代
や

企
業

の
求

め
に

応
じ

て
新

し
い

い
こ

と
が

求
め

ら
れ

た
。

就
職

率
は

教
学

の
理

解
が

な
い

と
ど

う
に

も
な

ら
な

い
。

世
間

の
こ

と
を

知
ら

な
い

と
学

生
指

導
が

で
き

な
い

の
で

、
新

聞
・

雑
誌

を
読

ん
だ

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
。

C
D
A
の

資
格

を
取

り
、

聞
く

姿
勢

が
身

に
つ

い
た

。
情

勢
を

見
な

が
ら

、
外

の
声

を
聞

き
な

が
ら

自
由

に
で

き
た

。
調

整
が

少
な

い
の

で
、

プ
ラ

ン
作

成
・

効
果

検
証

の
時

間
が

と
れ

る
。

新
た

な
企

画
を

考
え

る
。

喜
ば

れ
る

仕
事

で
何

を
や

っ
て

も
反

対
さ

れ
な

い
。

就
職

は
ウ

エ
ル

カ
ム

の
雰

囲
気

。
個

人
ご

と
の

担
当

で
組

織
運

営
業

務
は

あ
ま

り
な

い
。

学
外

と
の

対
応

は
課

長
が

担
当

。

学
生

に
伴

走
、

面
談

、
社

会
常

識
・

動
き

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
、

傾
聴

姿
勢

、
自

由
、

調
整

負
担

の
少

な
さ

、
企

画
、

喜
ば

れ
る

仕
事

、
個

人
担

当
、

社
会

の
要

請
へ

の
対

応
、

教
学

の
理

解

学
生

対
応

（
特

性
）

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

（
条

件
）

、
単

独
で

の
施

策
具

体
化

（
比

較
）

、
喜

ば
れ

る
仕

事
（

結
果

）
、

社
会

の
要

請
へ

の
対

応
（

特
性

）
、

個
人

担
当

（
特

性
）

学
生

対
応

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

、
社

会
の

要
請

へ
の

対
応

、
単

独
で

の
施

策
具

体
化

、
個

人
担

当

失
敗

を
恐

れ
な

い
で

で
き

た
。

対
応

は
そ

れ
ぞ

れ
に

な
る

の
で

、
ノ

ウ
ハ

ウ
と

し
て

使
え

る
か

分
か

ら
な

い
。

多
様

な
場

面
が

少
な

か
っ

た
の

で
、

共
通

す
る

方
法

の
評

価
は

低
い

。

挑
戦

、
個

別
性

、
単

一
の

場
面

挑
戦

（
影

響
）

、
個

別
性

（
特

性
）

、
単

一
の

場
面

（
特

性
）

挑
戦

、
個

別
性

、
単

一
場

面

【
資

料
3
-
2
】

（
続

き
）

部
課

の
業

務
の

S
C
A
T
分

析

学
生

生
活

支
援

就
職

・
エ

ク
ス

テ
ン

シ
ョ

ン

取
り

組
み

方

教
員

と
の

関
係

業
務

内
容

取
り

組
み

方

業
務

内
容

学
生

生
活

支
援

は
、

定
型

業
務

と
し

て
学

生
・

父
母

対
応

が
多

い
業

務
で

あ
る

。
業

務
範

囲
は

広
い

が
、

部
課

で
完

結
す

る
。

学
生

対
応

は
個

別
性

が
あ

る
の

で
、

業
務

の
関

わ
り

方
に

幅
が

あ
り

業
務

領
域

の
曖

昧
さ

と
な

る
。

生
活

支
援

業
務

は
ル

ー
ル

の
遵

守
を

求
め

る
の

で
受

動
的

に
な

る
が

、
活

動
支

援
業

務
は

学
生

の
成

長
を

見
る

の
で

、
能

動
的

・
積

極
的

で
挑

戦
に

な
る

し
、

職
員

の
役

割
を

理
解

す
る

。
特

定
教

員
と

協
働

が
行

わ
れ

、
ま

た
教

員
の

学
生

支
援

を
見

て
教

員
の

多
様

な
側

面
を

理
解

す
る

。

・
定

型
業

務
と

し
て

学
生

・
父

母
対

応
が

多
い

業
務

で
あ

る
。

・
業

務
範

囲
は

広
い

が
、

部
課

で
完

結
す

る
。

・
学

生
対

応
は

個
別

性
が

あ
る

の
で

、
担

当
者

に
よ

り
業

務
の

関
わ

り
方

に
幅

が
あ

り
、

業
務

領
域

の
曖

昧
さ

と
な

る
。

・
生

活
支

援
業

務
は

ル
ー

ル
の

遵
守

を
求

め
る

の
で

受
動

的
だ

が
、

活
動

支
援

業
務

は
能

動
的

で
あ

る
。

・
特

定
の

教
員

と
協

働
が

行
わ

れ
る

。
・

学
生

対
応

が
あ

る
の

で
、

学
生

の
反

応
か

ら
の

学
び

が
あ

り
、

学
生

の
成

長
を

実
感

し
、

職
員

の
役

割
を

理
解

す
る

。
・

教
員

の
学

生
支

援
を

見
て

教
員

の
多

様
な

側
面

を
理

解
す

る
。



146 
 

 

部
課

中
分

類
小

分
類

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

語
句

の
言

い
換

え
テ

キ
ス

ト
外

の
概

念
構

成
概

念

学
生

の
様

子
を

教
え

て
も

ら
う

な
ど

協
力

関
係

に
あ

っ
た

。
知

識
は

職
員

の
方

が
上

で
、

偉
い

と
思

わ
な

か
っ

た
し

対
等

に
話

を
し

た
。

依
頼

す
る

関
係

。
任

せ
ら

れ
て

い
て

接
点

は
な

い
。

職
員

は
遠

い
存

在
で

コ
ン

サ
ル

の
よ

う
に

見
ら

れ
て

い
た

。

協
力

関
係

、
専

門
家

、
対

等
、

依
頼

、
依

存
、

遠
い

存
在

協
力

関
係

（
結

果
）

、
専

門
家

（
背

景
）

、
対

等
（

影
響

）
、

関
係

の
少

な
さ

（
特

性
）

協
力

関
係

、
専

門
家

、
対

等
、

関
係

の
少

な
さ

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン

理
論

記
述

研
究

費

業
務

は
整

理
さ

れ
て

お
り

実
務

は
少

な
い

が
、

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
大

き
い

。
ル

ー
テ

ィ
ン

を
こ

な
す

が
、

慣
れ

る
と

広
が

り
と

奥
行

き
が

持
て

る
。

科
研

費
は

ル
ー

ル
を

守
り

、
い

か
に

使
い

や
す

く
す

る
か

と
い

う
環

境
整

備
。

補
助

金
関

係
業

務
は

調
整

が
多

い
。

定
型

、
非

専
任

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

広
が

り
と

奥
行

き
、

研
究

環
境

整
備

、
ル

ー
ル

遵
守

、
調

整

定
型

（
特

性
）

、
熟

達
化

（
特

性
）

、
非

専
任

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（

影
響

）
、

ル
ー

ル
遵

守
（

特
性

）
、

支
援

業
務

（
特

性
）

定
型

、
熟

達
化

、
支

援
、

ル
ー

ル
遵

守
、

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

連
携

事
業

社
会

連
携

・
事

業
連

携
は

調
整

が
多

い
。

業
務

が
型

に
縛

ら
れ

て
お

ら
ず

、
世

の
中

の
新

し
い

知
見

に
関

わ
る

の
で

た
い

へ
ん

だ
が

チ
ャ

レ
ン

ジ
ン

グ
。

調
整

、
非

定
型

、
新

し
い

知
見

、
挑

戦

調
整

（
特

性
）

、
非

定
型

（
特

性
）

、
挑

戦
（

影
響

）

調
整

、
非

定
型

、
挑

戦

積
極

的
な

教
員

の
活

動
を

見
る

。
協

働
・

合
い

支
え

る
立

場
。

競
争

的
資

金
の

獲
得

を
一

緒
に

し
、

成
長

実
感

を
持

っ
た

。
い

い
加

減
さ

が
見

え
る

し
幻

滅
も

多
い

。
ル

ー
ル

を
守

ら
せ

る
側

か
ら

は
め

ん
ど

う
く

さ
さ

や
社

会
性

の
低

さ
を

見
た

。
や

り
た

い
こ

と
を

や
る

と
い

う
本

質
が

見
え

る
。

尖
っ

た
と

こ
ろ

が
で

る
の

で
、

苦
情

を
言

わ
れ

る
。

積
極

的
な

教
員

、
協

働
、

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

側
面

、
管

理
者

の
側

、
本

質

積
極

的
な

教
員

（
条

件
）

、
協

働
（

原
因

）
、

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

教
員

理
解

（
結

果
）

特
定

教
員

、
協

働
、

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

教
員

理
解

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン

理
論

記
述

裁
量

が
あ

り
、

任
せ

ら
れ

た
仕

事
で

や
っ

た
分

だ
け

結
果

が
見

え
る

。
図

書
館

は
離

れ
て

い
て

他
課

と
の

繋
が

り
が

な
か

っ
た

の
で

、
課

長
で

も
定

型
業

務
が

ほ
と

ん
ど

だ
っ

た
。

課
外

分
野

で
あ

り
で

、
失

敗
し

て
も

怒
ら

れ
な

い
。

ア
ウ

ト
ソ

ー
ス

は
何

も
し

な
い

と
仕

事
は

な
い

。

裁
量

、
可

視
化

さ
れ

た
成

果
、

定
型

、
内

部
完

結

定
型

（
特

性
）

、
内

部
完

結
（

特
性

）
、

裁
量

（
特

性
）

定
型

、
内

部
完

結
、

裁
量

研
究

に
熱

心
な

教
員

か
な

ど
が

分
か

っ
た

。
名

前
は

覚
え

た
が

協
働

の
経

験
は

な
い

。
顔

を
合

わ
せ

な
い

の
で

よ
く

分
か

ら
な

い
。

遠
い

存
在

で
、

職
員

の
方

が
避

け
て

い
る

。

研
究

熱
心

な
教

員
、

非
対

面
、

遠
い

存
在

研
究

熱
心

な
教

員
（

結
果

）
、

非
対

面
（

特
性

）
研

究
熱

心
な

教
員

、
非

対
面

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン

就
職

・
エ

ク
ス

テ
ン

シ
ョ

ン

【
資

料
3
-
2
】

（
続

き
）

部
課

の
業

務
の

S
C
A
T
分

析

教
員

と
の

関
係

就
職

・
エ

ク
ス

テ
ン

シ
ョ

ン
は

、
学

生
対

応
の

業
務

で
、

当
該

部
課

単
独

で
施

策
を

具
体

化
で

き
、

調
整

は
少

な
い

。
個

人
担

当
に

な
っ

て
お

り
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

社
会

の
要

請
へ

の
対

応
が

求
め

ら
れ

る
。

喜
ば

れ
る

仕
事

で
、

挑
戦

し
や

す
い

。
他

方
、

対
人

業
務

の
た

め
個

別
性

が
高

い
が

、
場

面
は

多
様

で
は

な
い

。
教

員
か

ら
は

専
門

家
と

見
ら

れ
、

対
等

で
協

力
関

係
に

あ
る

が
、

関
係

は
少

な
い

。

・
学

生
対

応
の

業
務

で
、

当
該

部
課

単
独

で
施

策
を

具
体

化
で

き
、

調
整

負
担

は
少

な
い

。
・

個
人

担
当

で
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
と

社
会

の
要

請
へ

の
対

応
が

求
め

ら
れ

る
。

・
教

員
か

ら
は

専
門

家
と

見
ら

れ
、

対
等

で
協

力
関

係
に

あ
る

が
、

関
係

は
少

な
い

。
・

喜
ば

れ
る

仕
事

で
、

企
画

の
提

案
な

ど
挑

戦
で

き
る

が
、

学
生

対
応

の
場

面
は

多
様

で
は

な
く

、
対

人
業

務
の

共
通

性
は

得
に

く
い

。

業
務

内
容

取
り

組
み

方

学
術

情
報

は
、

部
課

内
で

完
結

す
る

定
型

業
務

で
、

業
務

内
で

は
裁

量
が

あ
る

。
研

究
熱

心
な

教
員

を
認

識
す

る
が

、
多

く
の

教
員

と
は

直
接

接
す

る
こ

と
は

な
い

。

教
員

と
の

関
係

業
務

内
容

取
り

組
み

方

教
員

と
の

関
係

研
究

推
進

・
支

援
の

う
ち

、
研

究
費

執
行

業
務

は
定

型
化

さ
れ

て
お

り
、

支
援

業
務

で
ル

ー
ル

の
遵

守
が

求
め

ら
れ

る
。

非
専

任
化

が
進

ん
で

い
る

た
め

そ
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
必

要
に

な
る

。
競

争
的

資
金

の
獲

得
や

社
会

連
携

・
事

業
連

携
業

務
は

定
型

化
さ

れ
て

お
ら

ず
調

整
が

多
い

。
社

会
連

携
・

事
業

連
携

業
務

な
ど

で
は

特
定

教
員

と
協

働
に

な
る

が
、

研
究

費
執

行
業

務
で

は
教

員
の

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

側
面

を
見

る
。

研
究

費
執

行
業

務
は

熟
達

化
し

、
社

会
連

携
・

事
業

連
携

業
務

は
挑

戦
に

な
る

。

・
研

究
費

執
行

業
務

は
定

型
化

さ
れ

て
お

り
、

支
援

業
務

で
ル

ー
ル

の
遵

守
が

求
め

ら
れ

る
。

非
専

任
職

員
化

が
進

ん
で

い
る

た
め

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

が
必

要
に

な
る

。
・

競
争

的
資

金
の

獲
得

や
社

会
連

携
・

事
業

連
携

業
務

は
定

型
化

さ
れ

て
お

ら
ず

調
整

が
多

い
。

・
社

会
連

携
・

事
業

連
携

業
務

で
は

特
定

の
教

員
と

協
働

す
る

が
、

研
究

費
執

行
業

務
で

は
教

員
の

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

側
面

を
見

る
。

・
定

型
業

務
は

熟
達

化
し

、
社

会
連

携
・

事
業

連
携

業
務

は
挑

戦
に

な
る

。

研
究

推
進

・
支

援

学
術

情
報

（
図

書
館

含
む

）
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部
課

中
分
類

小
分
類

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

学
術
情
報

（
図
書
館

含
む
）

理
論
記
述

S
E
の
経
験
で
、
仕
事
に
合
わ
せ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
作
る
方
で
あ
る
。

ノ
ウ
ハ
ウ
化

ノ
ウ
ハ
ウ
化
（
影
響
）

ノ
ウ
ハ
ウ
化

纏
ま
っ
た
意
見
は
上
が
ら
ず
、
個
別
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
。
遠
い
存
在
。

個
別
の
関
係

関
係
の
少
な
さ
（
特
性
）

関
係
の
少
な
さ

ハ
ブ
機
能
の
た
め
当
該
課
だ
け
で
は
解
決
で
き
ず
、
調
整
事
項
が
多
い
。
と
り
ま
と
め
役
の
た
め
、
他

部
署
が
同
じ
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
リ
ー
ド
す
る
意
識
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
習
熟
し
て
く
る

と
就
職
な
ど
と
の
繋
が
り
が
見
え
て
く
る
。

突
然
、
協
定
締
結
や
来
訪
の
話
が
入
る
。

外
と
の
繋
が
り
が
強
く
、
自
分
で
情
報
を
取
り
に
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

副
学
長
・
部
長
の
元
で
の
仕
事
で
、
上
司
の
考
え
・
会
議
の
通
し
方
・
文
書
の
書
き
方
な
ど
を
学
ん

だ
。

創
意
工
夫
が
で
き
新
し
い
制
度
を
考
え
実
現
で
き
た
。
教
学
部
は
守
り
だ
が
、
攻
め
の
仕
事
で
、
視
野

の
違
い
が
あ
る
。
海
外
と
接
点
が
あ
り
視
野
が
広
が
っ
た
。
学
生
が
満
足
す
る
姿
に
接
す
る
。
大
学
の

国
際
貢
献
の
意
義
を
理
解
し
た
。

専
門
性
（
言
語
と
海
外
事
情
）
が
な
い
と
入
れ
な
い
。

ハ
ブ
機
能
、
リ
ー
ド
す
る

意
識
、
他
業
務
と
の
関
係

性
理
解
、
突
発
性
、
外
部

と
の
繋
が
り
、
上
位
者
と

の
直
接
の
関
係
、
創
意
工

夫
、
新
制
度
、
能
動
的
業

務
、
視
野
の
広
さ
、
学
生

の
満
足
、
国
際
貢
献
、
専

門
性

ハ
ブ
機
能
（
特
性
）
、
調

整
（
特
性
）
、
他
業
務
と

の
繋
が
り
（
結
果
）
、
突

発
性
（
特
性
）
、
外
部
と

の
繋
が
り
（
特
性
）
、
役

職
者
と
直
結
（
特
性
）
、

能
動
的
業
務
（
特
性
）
、

広
い
視
野
（
影
響
）
、
学

生
の
満
足
（
結
果
）
、
意

義
（
背
景
）
、
専
門
性

（
条
件
）

ハ
ブ
機
能
、
調

整
、
他
業
務
と

の
繋
が
り
、
突

発
性
、
外
部
と

の
繋
が
り
、
役

職
者
直
結
、
能

動
的
業
務
、
広

い
視
野
、
意

義
、
学
生
の
満

足
、
専
門
性

一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
。
対
等
に
近
い
意
識
で
、
仕
事
に
対
し
て
自
負
が
あ
っ
た
。
仕
事
を
す
る
教

員
と
の
み
接
す
る
。

距
離
が
遠
く
味
方
と
み
て
く
れ
な
か
っ
た
の
で
、
説
得
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。

協
働
、
対
等
、
自
負
、
特

定
教
員
、
不
理
解

協
働
（
条
件
）
、
対
等

（
結
果
）
、
自
負
（
結

果
）
、
特
定
教
員
（
原

因
）
、
不
理
解
（
背
景
）

協
働
、
対
等
、

自
負
、
不
理

解
、
特
定
教
員

ス
ト
ー
リ
ー

ラ
イ
ン

理
論
記
述

教
員
と
の
関
係

業
務
内
容

国
際
化
推
進
は
、
ハ
ブ
的
機
能
の
た
め
調
整
が
多
い
。
役
職
者
と
直
結
し
た
業
務
で
、
外
部
と
の
繋
が
り
が
強
い
が
、
突
発
的
な
業
務
も
あ
る
。
能
動
的
な
業
務
で
、
広
い
視
野
を
持
ち
、
業
務
の
意

義
や
学
生
の
満
足
、
他
業
務
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
。
専
門
性
が
必
要
で
あ
り
、
特
定
教
員
と
協
働
し
、
対
等
な
関
係
で
自
負
を
持
つ
が
、
関
係
が
遠
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
教
員
も
い

る
。

・
ハ
ブ
機
能
の
た
め
調
整
が
多
い
。

・
役
職
者
と
直
結
し
、
大
学
外
と
の
繋
が
り
が
強
い
が
、
突
発
的
な
業
務
も
あ
る
。

・
専
門
性
が
必
要
で
、
特
定
の
教
員
と
協
働
し
、
対
等
な
関
係
で
自
負
を
持
つ
が
、
関
係
が
遠
く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
教
員
も
い
る
。

・
能
動
的
な
業
務
で
、
広
い
視
野
を
持
ち
、
業
務
の
意
義
や
学
生
の
満
足
、
他
の
業
務
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

取
り
組
み
方

情
報
化
推

進

業
務
内
容

取
り
組
み
方

教
員
と
の
関
係

・
部
課
内
で
完
結
す
る
定
型
業
務
で
、
業
務
の
中
で
は
裁
量
が
あ
る
。

・
研
究
熱
心
な
教
員
を
認
識
す
る
が
、
多
く
の
教
員
と
は
直
接
接
す
る
こ
と
は
な
い
。

【
資
料
3
-
2
】
（
続
き
）

部
課
の
業
務
の
S
C
A
T
分
析

国
際
化
推

進
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部
課

中
分
類

小
分
類

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

校
友
は
、
時
期
が
決
ま
っ
て
い
て
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
た
。
校
友
・
父
母
は
ル
ー
テ
ィ
ン
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ト
ッ
プ
の
意
向
を
常
に
意
識
し
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
。

調
整
が
少
な
い
の
で
、
プ
ラ
ン
作
成
・
効
果
検
証
の
時
間
が
と
れ
る
。

定
期
性
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

可
能
、
定
型
、
ト
ッ
プ
の

意
向
、
調
整
の
少
な
さ

定
期
性
（
特
性
）
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
可
能
（
結

果
）
、
定
型
（
特
性
）
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
（
条

件
）
、
調
整
の
少
な
さ

（
特
性
）

定
期
性
、
定

型
、
調
整
の
少

な
さ
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン

遠
い
存
在
で
ゲ
ス
ト
。

遠
い
存
在

関
係
の
少
な
さ
（
背
景
）

関
係
の
少
な
さ

ス
ト
ー
リ
ー

ラ
イ
ン

理
論
記
述

（
出
所
：
筆
者
作
成
）

業
務
内
容

取
り
組
み
方

教
員
と
の
関
係

社
会
連
携
は
、
定
期
性
の
あ
る
定
型
業
務
で
、
調
整
は
少
な
い
が
、
ト
ッ
プ
の
意
向
が
強
く
反
映
す
る
。
教
員
と
の
関
係
は
少
な
い
。

・
定
期
性
の
あ
る
定
型
業
務
で
あ
る
。

・
調
整
は
少
な
い
が
、
ト
ッ
プ
の
意
向
が
強
く
反
映
す
る
。

・
教
員
と
の
関
係
は
少
な
い
。

【
資
料
3
-
2
】
（
続
き
）

部
課
の
業
務
の
S
C
A
T
分
析

社
会
連
携
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 仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
中

分
類

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

仕
事

を
任

せ
て

も
ら

っ
て

挑
戦

し
よ

う
と

思
っ

た
。

監
督

職
の

時
に

や
っ

て
み

ろ
と

言
わ

れ
い

ろ
い

ろ
や

っ
た

。
全

学
に

ノ
ウ

ハ
ウ

が
な

く
、

1
か

ら
の

仕
事

は
開

き
直

っ
た

。
異

動
に

よ
り

新
し

い
仕

事
に

な
る

と
挑

戦
し

よ
う

と
い

う
気

持
ち

に
な

る
。

異
動

に
よ

り
全

く
新

し
い

や
り

方
に

な
る

の
で

、
ゼ

ロ
か

ら
の

ス
タ

ー
ト

に
な

り
、

ギ
ャ

ッ
プ

や
違

い
を

感
じ

る
。

業
務

増
で

自
律

的
に

動
か

な
い

と
進

ま
な

い
と

学
ん

だ
。

成
功

経
験

は
積

極
的

に
な

る
。

成
功

が
想

像
で

き
る

。
い

ろ
い

ろ
な

意
見

を
聞

い
て

自
分

の
ア

イ
デ

ア
に

確
信

が
持

て
る

。
仕

事
の

繁
忙

具
合

に
よ

り
、

忙
し

い
と

手
が

回
ら

な
い

。
失

敗
に

寛
容

で
な

い
と

前
向

き
に

な
ら

な
い

。
新

し
い

こ
と

を
展

開
す

る
場

面
が

少
な

い
と

、
失

敗
す

る
こ

と
を

考
え

て
尻

込
み

す
る

。

任
せ

ら
れ

る
、

新
し

い
業

務
、

業
務

増
、

自
律

、
成

功
体

験
、

助
言

を
得

て
確

信
、

余
裕

が
必

要
、

寛
容

さ
、

定
型

化
に

よ
る

慎
重

さ
の

拡
大

任
せ

ら
れ

る
（

条
件

）
、

新
し

い
業

務
（

条
件

）
、

業
務

増
（

条
件

）
、

自
律

（
条

件
）

、
余

裕
（

条
件

）
、

寛
容

さ
（

条
件

）
、

新
し

い
展

開
の

多
さ

（
条

件
）

、
助

言
（

影
響

）

任
せ

ら
れ

る
、

新
し

い
業

務
、

業
務

増
、

自
律

、
繁

忙
、

不
寛

容
、

新
展

開
の

少
な

さ
、

助
言

先
輩

の
姿

を
見

て
、

一
杯

一
杯

で
は

や
ら

さ
れ

感
し

か
な

い
の

で
、

変
え

な
い

と
い

け
な

い
と

思
っ

た
。

補
佐

が
挑

戦
し

て
い

る
姿

を
見

て
、

自
分

も
な

り
た

い
と

思
っ

た
。

上
位

者
と

接
し

、
目

線
の

高
さ

・
経

験
値

を
知

り
追

い
つ

き
た

い
と

思
っ

た
。

前
職

の
上

司
か

ら
、

「
苦

労
は

買
っ

て
で

も
し

ろ
」

と
言

わ
れ

て
し

っ
く

り
し

て
い

た
。

社
会

人
1
～

2
年

目
に

先
輩

か
ら

ア
ド

バ
イ

ス
さ

れ
た

。

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

、
助

言
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
（

条
件

）
、

助
言

（
条

件
）

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

、
助

言

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン 理

論
記

述

積
極

面

慣
れ

て
く

る
の

で
で

き
る

こ
と

が
増

え
、

気
持

ち
に

余
裕

が
で

き
る

。
ア

ン
テ

ナ
を

張
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
余

裕
が

で
き

る
と

外
を

見
よ

う
と

思
う

。
反

省
し

た
り

考
え

る
時

間
が

増
え

、
大

学
の

こ
と

を
考

え
る

。
最

初
は

分
か

ら
な

い
の

で
い

つ
も

し
て

い
た

が
、

年
数

で
減

り
、

困
難

で
な

く
な

っ
た

の
で

減
っ

た
。

知
識

が
増

え
、

大
学

の
仕

組
み

が
分

か
り

、
自

信
が

持
て

て
前

向
き

に
な

る
。

困
難

な
仕

事
が

増
え

る
の

で
立

ち
向

か
っ

て
い

る
。

経
験

で
仕

事
が

分
か

り
自

信
が

つ
く

の
で

、
立

ち
向

か
え

る
よ

う
に

な
る

。
前

例
が

分
か

り
最

低
限

間
違

え
な

い
ラ

イ
ン

が
分

か
る

の
で

、
新

し
い

こ
と

を
考

え
る

。
勢

い
づ

く
こ

と
と

、
ダ

メ
だ

と
い

う
見

通
し

が
分

か
る

。
年

数
・

経
験

が
少

な
い

と
手

を
だ

せ
る

領
域

が
狭

く
、

行
き

詰
っ

て
し

ま
う

。
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

で
き

る
。

難
易

度
が

上
が

り
、

影
響

す
る

範
囲

・
要

素
が

広
が

る
。

困
難

の
ハ

ー
ド

ル
が

下
が

る
。

自
然

に
内

発
的

な
挑

戦
に

向
か

う
。

職
位

は
意

識
さ

れ
る

の
で

、
外

発
的

な
挑

戦
に

な
る

。

慣
れ

と
余

裕
、

情
報

収
集

、
余

裕
に

よ
る

視
野

の
拡

大
、

見
通

し
、

手
続

的
熟

達
化

・
定

型
的

熟
達

化
に

よ
る

困
難

さ
の

減
少

、
外

部
へ

の
視

線
、

知
識

増
・

経
験

増
に

よ
る

自
信

、
困

難
な

仕
事

の
増

加
、

最
低

ラ
イ

ン
の

理
解

に
よ

る
新

し
い

こ
と

の
思

考
、

経
験

不
足

に
よ

る
行

き
詰

り
、

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拡

大
、

影
響

す
る

範
囲

の
拡

大
、

内
発

性

手
続

的
熟

達
化

・
定

型
的

熟
達

化
（

結
果

）
、

内
発

性
（

影
響

）
、

自
信

（
結

果
）

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
拡

大
（

影
響

）
、

影
響

範
囲

の
拡

大
（

結
果

）

手
続

的
熟

達
化

・
定

型
的

熟
達

化
、

内
発

性
、

自
信

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
拡

大
、

影
響

力
の

拡
大

消
極

面

経
験

し
た

い
こ

と
は

増
え

る
が

、
今

や
る

と
仕

事
が

回
ら

な
く

な
る

の
で

や
め

る
。

若
い

時
は

精
神

的
に

戸
惑

い
が

あ
り

守
り

だ
っ

た
。

年
数

が
経

つ
と

で
き

な
い

こ
と

が
見

え
る

。
や

る
こ

と
が

ど
こ

に
結

び
つ

く
か

考
え

る
よ

う
に

な
る

と
、

挑
戦

す
る

態
度

は
弱

く
な

る
。

未
知

の
世

界
で

躊
躇

し
て

し
ま

う
と

挑
戦

で
き

な
い

。

自
重

、
迷

い
、

実
現

の
難

し
さ

が
分

か
る

、
挑

戦
へ

の
消

極
性

自
重

（
影

響
）

、
先

が
見

え
る

（
影

響
）

自
重

、
先

が
見

え
る

【
資

料
3
-
3
】

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析

具
体

的
経

験

年
数

・
職

位
と

の
関

係

小
分

類

年
数

業
務

促
進

要
因

業
務

と
の

関
係

具
体

的
経

験
は

、
業

務
を

任
せ

ら
れ

る
、

新
し

い
業

務
を

す
る

、
業

務
が

増
え

る
、

自
律

的
に

業
務

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
、

時
間

に
制

約
が

あ
る

時
に

具
体

的
経

験
が

意
識

さ
れ

る
。

余
裕

が
あ

る
、

寛
容

で
あ

る
、

新
し

い
展

開
が

多
い

と
促

進
さ

れ
る

が
、

忙
し

す
ぎ

た
り

、
変

化
へ

の
不

寛
容

、
新

し
い

展
開

が
少

な
い

場
合

は
具

体
的

経
験

は
少

な
い

。
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
の

存
在

や
助

言
は

具
体

的
経

験
を

促
進

す
る

。

・
業

務
を

任
せ

ら
れ

る
、

新
し

い
業

務
を

行
う

、
業

務
量

が
増

加
す

る
、

自
律

的
に

業
務

を
行

う
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
、

時
間

に
制

約
が

あ
る

時
に

意
識

さ
れ

る
。

・
余

裕
が

あ
る

、
寛

容
で

あ
る

、
新

し
い

展
開

が
多

い
と

促
進

さ
れ

る
。

・
繁

忙
、

失
敗

に
寛

容
で

な
い

、
新

し
い

展
開

が
少

な
い

と
具

体
的

経
験

は
少

な
い

。
【

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
存

在
や

助
言

は
具

体
的

経
験

を
促

進
す

る
。

】
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 仕
事
へ
の

取
り
組
み
方

中
分

類
注

目
す

べ
き

語
句

語
句

の
言

い
換

え
テ

キ
ス

ト
外

の
概

念
構

成
概

念

積
極

面

意
識

が
高

ま
り

、
難

し
い

こ
と

は
人

任
せ

か
ら

自
分

で
考

え
る

よ
う

に
な

る
。

自
分

を
見

な
が

ら
下

に
も

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
ほ

し
い

し
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

も
拡

大
し

た
。

自
分

で
率

先
し

て
や

る
よ

り
も

、
回

り
の

人
に

求
め

る
よ

う
に

な
る

。
安

全
志

向
で

大
学

の
こ

と
を

考
え

な
が

ら
、

失
敗

を
恐

れ
な

が
ら

や
る

。
人

か
ら

の
見

え
方

に
違

い
が

で
る

。
業

務
職

か
ら

総
合

職
に

か
わ

っ
た

こ
と

を
皆

が
知

っ
て

い
る

。
プ

レ
ー

ヤ
ー

か
ら

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
か

わ
っ

て
、

困
難

な
仕

事
も

チ
ー

ム
の

こ
と

を
考

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
監

督
職

の
時

に
意

識
し

て
挑

戦
的

な
仕

事
に

取
り

組
ん

で
い

た
が

、
課

員
の

時
も

関
心

が
あ

っ
た

り
疑

問
を

持
っ

た
時

は
取

り
組

ん
だ

。
部

長
は

自
分

が
決

め
な

い
と

進
ま

な
い

の
で

意
識

が
高

く
な

る
。

意
識

と
主

体
性

の
向

上
、

大
学

発
展

の
視

点
、

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

に
な

る
、

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拡
大

、
他

者
へ

の
視

点
、

他
者

か
ら

の
見

ら
れ

方
、

チ
ー

ム
意

識

意
識

と
主

体
性

の
向

上
（

条
件

）
、

組
織

発
展

の
視

点
（

結
果

）
、

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拡
大

（
条

件
）

、
チ

ー
ム

意
識

（
結

果
）

、
他

者
か

ら
の

見
ら

れ
方

（
条

件
）

主
体

性
、

組
織

的
視

点
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拡
大

、
チ

ー
ム

意
識

、
他

者
視

線

消
極

面

保
守

的
に

な
る

。
若

い
時

は
イ

ケ
イ

ケ
だ

っ
た

が
、

責
任

が
伴

い
慎

重
に

な
る

。
リ

ス
ク

を
ど

う
ヘ

ッ
ジ

す
る

か
考

え
る

。
裁

量
が

大
き

く
、

全
学

へ
の

影
響

が
大

き
い

の
で

慎
重

に
な

る
。

リ
ス

ク
と

し
て

パ
ン

ド
ラ

（
教

員
と

の
関

係
）

が
あ

る
の

で
、

そ
こ

に
は

触
れ

な
い

よ
う

に
し

て
い

る
。

課
員

は
上

に
頼

れ
ば

よ
い

し
、

失
敗

し
た

ら
し

ょ
う

が
な

い
と

考
え

る
。

課
長

は
情

報
が

入
り

す
ぎ

て
バ

イ
ア

ス
が

か
か

る
。

課
長

は
そ

の
判

断
が

課
に

と
っ

て
有

益
か

考
え

、
課

員
の

反
応

を
見

る
。

課
長

は
部

長
の

決
裁

を
得

れ
ば

良
い

が
、

部
長

は
タ

イ
ミ

ン
グ

を
見

な
が

ら
物

事
を

通
す

こ
と

を
考

え
る

。
上

位
者

が
押

さ
え

つ
け

た
り

権
威

的
だ

と
部

下
の

や
る

気
を

そ
ぐ

。

責
任

・
影

響
に

伴
う

慎
重

さ
、

教
員

と
の

関
係

の
回

避
、

情
報

過
多

、
組

織
の

視
点

で
判

断
、

責
任

に
伴

う
業

務
姿

勢
の

違
い

、
上

司
の

姿
勢

が
影

響

責
任

（
条

件
）

、
慎

重
（

結
果

）
、

組
織

の
視

点
（

影
響

）
、

上
司

・
教

員
と

の
関

係
（

条
件

）

慎
重

、
組

織
の

視
点

、
上

司
・

教
員

の
影

響

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン 理

論
記

述

【
資

料
3
-
3
】

（
続

き
）

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析

小
分

類

具
体

的
経

験

年
数

・
職

位
と

の
関

係

具
体

的
経

験
は

、
年

数
の

経
過

に
よ

り
、

手
続

的
熟

達
化

・
定

型
的

熟
達

化
が

進
み

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

増
え

影
響

範
囲

も
大

き
く

な
る

。
熟

達
化

す
る

と
視

野
が

拡
大

し
、

見
通

し
を

持
ち

、
内

発
性

も
高

ま
る

。
年

数
の

経
過

に
よ

り
知

識
が

増
加

し
、

経
験

も
増

加
す

る
の

で
自

信
を

持
ち

、
挑

戦
に

向
か

う
。

他
方

、
熟

達
化

は
先

が
見

え
る

た
め

自
重

も
働

く
。

監
督

職
・

管
理

職
は

、
意

識
と

主
体

性
が

高
ま

り
、

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
拡

大
す

る
の

で
、

組
織

的
視

点
や

チ
ー

ム
意

識
が

高
ま

る
が

、
他

方
、

他
者

か
ら

の
視

線
も

影
響

す
る

の
で

慎
重

に
な

り
、

上
司

や
教

員
と

の
関

係
に

対
す

る
意

識
が

働
く

。

・
年

数
の

経
過

に
よ

り
、

手
続

的
熟

達
化

と
定

型
的

熟
達

化
が

進
み

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

拡
大

し
、

影
響

範
囲

も
拡

大
す

る
。

・
熟

達
化

す
る

と
視

野
が

拡
大

し
、

見
通

し
を

持
ち

、
内

発
性

も
高

ま
る

。
・

年
数

の
経

過
に

よ
り

、
知

識
が

増
加

し
、

経
験

も
増

加
す

る
の

で
自

信
を

持
ち

、
挑

戦
に

向
か

う
。

・
年

数
の

経
過

に
よ

り
、

先
が

見
え

る
の

で
自

重
も

働
く

。
・

職
位

に
よ

り
、

意
識

と
主

体
性

が
向

上
し

、
組

織
発

展
の

視
点

を
持

つ
。

・
職

位
に

よ
り

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
大

が
あ

り
、

チ
ー

ム
を

意
識

す
る

が
、

他
者

か
ら

の
視

線
も

意
識

さ
れ

る
。

・
職

位
に

伴
う

責
任

と
影

響
を

考
え

て
慎

重
に

な
る

。
・

職
位

に
よ

り
、

上
司

や
教

員
と

の
関

係
を

意
識

す
る

。

職
位
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 仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
中

分
類

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

課
の

規
模

が
大

き
く

な
り

、
意

見
を

聞
く

人
が

増
え

た
。

人
数

が
少

な
い

と
実

務
を

や
っ

て
い

た
。

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

が
多

い
と

根
拠

が
い

る
の

で
、

慎
重

に
な

る
。

新
し

い
職

場
で

は
や

り
方

を
見

直
し

た
。

企
画

業
務

と
私

学
事

業
団

へ
の

出
向

は
良

い
機

会
だ

っ
た

。
異

動
し

た
課

は
、

自
分

で
情

報
を

集
め

て
自

分
で

説
明

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

の
で

、
経

験
し

た
こ

と
を

分
析

す
る

こ
と

が
増

え
、

共
通

言
語

も
増

え
て

き
た

。
外

向
き

の
仕

事
が

多
い

の
で

、
他

大
学

と
の

比
較

、
社

会
の

要
請

、
学

生
な

ど
常

に
自

問
自

答
し

て
い

る
。

扱
う

範
囲

が
広

い
部

署
ほ

ど
振

り
返

る
。

多
忙

だ
と

振
り

返
り

が
で

き
ず

、
自

分
の

変
化

と
し

て
捉

え
き

れ
て

い
な

い
。

時
間

が
な

い
と

と
り

あ
え

ず
こ

な
し

た
ら

よ
い

と
考

え
る

。
効

率
化

は
日

常
化

・
習

慣
化

し
て

い
て

意
識

し
て

い
な

い
し

、
振

り
返

り
を

す
る

と
マ

イ
ナ

ス
に

な
る

。

関
係

者
の

増
加

、
新

し
い

職
場

、
主

体
性

が
求

め
ら

れ
る

業
務

、
比

較
対

象
・

大
学

へ
の

要
請

な
ど

の
増

加
、

業
務

分
掌

の
広

さ
、

余
裕

が
必

要
、

振
り

返
り

は
自

己
否

定
に

な
る

業
務

の
変

化
（

条
件

）
、

外
部

と
の

接
点

の
増

加
（

条
件

）
、

関
係

者
の

増
加

（
条

件
）

、
余

裕
（

条
件

）
、

自
己

否
定

の
要

素
（

影
響

）

関
係

者
増

、
業

務
の

変
化

、
外

部
と

の
接

点
の

増
加

、
余

裕
の

無
さ

、
自

己
否

定

先
輩

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

。
外

部
や

他
大

学
の

専
門

知
識

の
あ

る
人

か
ら

意
見

を
も

ら
う

と
面

白
い

。
先

輩
と

話
す

機
会

が
多

く
、

雑
談

の
中

で
も

い
ろ

い
ろ

と
相

談
し

た
。

い
ろ

い
ろ

な
方

向
か

ら
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

先
輩

を
見

て
、

こ
の

人
な

ら
ど

う
分

析
す

る
か

と
考

え
た

。
学

外
の

研
修

会
出

席
後

に
大

学
院

に
進

学
し

、
分

析
を

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。

助
言

、
対

話
の

増
加

、
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
、

学
習

の
継

続

助
言

（
条

件
）

、
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
（

条
件

）
、

学
習

の
継

続
（

結
果

）

助
言

、
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
、

継
続

学
習

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン 理

論
記

述

積
極

面

教
務

は
年

数
が

長
い

の
で

、
そ

の
影

響
で

振
り

返
り

を
す

る
。

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
を

知
る

と
意

見
を

求
め

る
よ

う
に

な
る

。
興

味
関

心
を

持
つ

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
失

敗
の

積
み

重
ね

で
、

今
の

仕
事

に
繋

が
っ

て
い

る
。

で
き

る
こ

と
・

で
き

な
い

こ
と

の
度

合
い

が
変

わ
り

、
考

え
る

余
裕

も
変

わ
っ

て
く

る
。

最
初

は
何

も
分

か
ら

な
か

っ
た

が
、

自
分

の
仕

事
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
多

様
な

視
点

は
、

年
数

と
多

様
な

職
場

経
験

に
よ

る
。

経
験

職
場

数
が

増
え

る
と

経
験

値
が

上
が

り
、

多
様

な
視

点
・

見
方

が
で

き
た

。
人

を
知

る
の

で
ブ

レ
ー

ン
が

増
え

、
多

角
的

な
視

点
か

ら
考

え
る

よ
う

に
な

る
。

深
く

思
料

す
る

よ
う

に
な

る
。

年
数

の
経

過
で

独
り

よ
が

り
で

は
ダ

メ
だ

と
思

う
し

、
チ

ー
ム

が
大

き
く

な
る

と
自

分
の

考
え

の
み

で
は

う
ま

く
い

か
な

い
こ

と
が

分
か

っ
て

く
る

。
専

門
的

知
識

が
な

い
と

意
見

を
聞

い
て

修
正

し
た

方
が

良
い

と
思

っ
た

。
自

分
で

考
え

て
や

っ
た

も
の

は
原

因
を

考
え

る
。

業
務

量
が

多
か

っ
た

り
、

う
ま

く
い

か
な

か
っ

た
時

に
振

り
返

る
。

内
省

、
意

見
を

求
め

る
、

興
味

関
心

、
失

敗
の

積
み

重
ね

、
熟

達
化

に
よ

る
余

裕
、

多
様

な
職

場
経

験
に

よ
る

多
様

な
視

点
、

関
係

者
増

に
よ

る
視

野
の

拡
大

・
深

化
、

チ
ー

ム
意

識
、

主
体

性
、

困
難

な
局

面

内
省

と
他

者
の

意
見

（
結

果
）

、
失

敗
経

験
（

影
響

）
、

多
様

な
職

場
経

験
（

影
響

）
、

熟
達

化
（

条
件

）
、

主
体

性
（

条
件

）
、

関
係

者
の

増
加

（
影

響
）

、
チ

ー
ム

意
識

（
結

果
）

熟
達

化
、

経
験

の
蓄

積
、

主
体

性
、

関
係

者
の

増
加

、
チ

ー
ム

意
識

消
極

面
今

は
失

敗
す

れ
ば

振
り

返
る

が
、

成
功

す
れ

ば
振

り
返

り
は

し
な

く
な

っ
た

。
年

数
が

経
過

す
る

と
意

見
を

聞
く

こ
と

が
恥

ず
か

し
く

な
る

。
最

初
は

判
断

に
自

信
が

な
い

の
で

聞
く

。

成
功

は
無

意
識

化
、

恥
ず

か
し

さ
、

自
信

の
な

さ

他
者

か
ら

の
見

ら
れ

方
（

条
件

）
、

無
意

識
化

（
結

果
）

無
意

識
化

、
他

者
視

線

内
省

的
観

察

年
数

・
職

位
と

の
関

係

業
務

促
進

要
因

内
省

的
観

察
は

、
関

係
者

の
増

加
、

新
し

い
職

場
、

主
体

性
が

求
め

ら
れ

る
業

務
の

担
当

、
業

務
分

掌
の

拡
大

、
比

較
対

象
の

拡
大

、
外

部
か

ら
大

学
へ

の
要

請
の

増
加

な
ど

、
業

務
の

変
化

に
よ

り
行

わ
れ

る
。

余
裕

が
な

い
と

内
省

で
き

な
い

。
助

言
や

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
存

在
、

研
修

会
へ

の
参

加
も

内
省

的
観

察
の

契
機

と
な

る
。

・
関

係
者

が
増

加
す

る
、

新
し

い
職

場
、

主
体

性
が

求
め

ら
れ

る
業

務
の

担
当

、
業

務
分

掌
が

広
く

な
る

、
比

較
の

対
象

が
増

え
る

、
大

学
へ

の
要

請
が

増
加

す
る

な
ど

の
業

務
の

変
化

に
よ

り
行

わ
れ

る
。

・
余

裕
が

な
い

と
内

省
的

観
察

が
で

き
な

い
。

【
助

言
や

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
存

在
、

研
修

会
へ

の
参

加
は

内
省

的
観

察
を

促
進

す
る

。
】

年
数

【
資

料
3
-
3
】

（
続

き
）

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析

小
分

類

業
務

と
の

関
係
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 仕
事
へ
の

取
り
組
み
方

中
分
類

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

積
極
面

最
初
は
ど
う
い
う
情
報
を
集
め
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
今
は
予
測
が
つ
く
。

経
験
を
客
観
的
に
み
る
余
裕
が
で
き
た
。
も
の
の
見
方
・
振
り
返
り
な
ど
他
者
の
仕
事
も
見
る

し
、
関
わ
り
も
増
え
情
報
が
得
ら
れ
る
。
自
分
だ
け
の
世
界
か
ら
他
者
も
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
人
の
話
を
聞
く
よ
う
に
な
り
、
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
方
が
人
は
つ
い
て
く
る
。

係
長
と
し
て
意
見
を
求
め
ら
れ
る
。
監
督
職
で
意
識
し
、
若
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

ヒ
ン
ト
を
与
え
た
い
。

課
員
の
時
は
自
分
の
や
り
方
で
や
る
こ
と
が
固
ま
っ
て
い
た
が
、
補
佐
に
な
っ
て
経
験
が
浅
い

の
で
、
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
見
直
し
た
り
す
る
。

監
督
職
は
く
よ
く
よ
し
て
い
て
原
因
を
考
え
た
が
、
課
長
は
割
り
切
っ
て
強
気
で
い
よ
う
と
思

う
。

課
長
に
な
り
他
大
学
・
他
部
署
と
の
関
係
が
広
が
り
、
意
見
を
求
め
る
範
囲
が
広
く
な
っ
た
。

課
長
は
会
議
で
説
明
す
る
の
で
反
省
も
す
る
。

職
位
が
上
が
る
と
人
材
育
成
の
観
点
が
強
く
な
る
の
で
、
人
を
巻
き
込
ん
で
行
う
よ
う
に
し
て

い
る
し
、
課
の
成
功
や
失
敗
を
考
え
る
。
課
長
に
な
っ
て
強
く
な
っ
た
。

適
応
的
熟
達
化
、
余
裕
、

他
者
支
援
、
責
任
に
伴
う

姿
勢
、
関
係
者
増
に
よ
る

他
者
意
見
の
拡
大
、
他
者

か
ら
の
見
ら
れ
方
、
人
材

育
成
、
傾
聴
、
チ
ー
ム
意

識
、
促
進

適
応
的
熟
達
化
（
条

件
）
、
他
者
支
援
・
人
材

育
成
（
影
響
）
、
関
係
者

増
（
影
響
）
、
チ
ー
ム
意

識
（
影
響
）
、
他
者
か
ら

の
見
ら
れ
方
（
条
件
）
、

意
識
化
（
影
響
）

適
応
的
熟
達

化
、
他
者
支

援
・
人
材
育

成
、
関
係
者

増
、
チ
ー
ム
意

識
、
意
識
化

消
極
面

管
理
職
に
な
り
も
っ
と
言
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
話
が
な
く
寂
し
い
。

自
分
の
判
断
が
間
違
い
な
い
か
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
責
任
が
伴
う
の
で
次
に
繰
り
返
さ
な
い

よ
う
に
原
因
を
考
え
る
。

課
長
は
部
下
か
ら
反
対
意
見
が
出
て
見
直
す
こ
と
が
あ
り
、
反
対
意
見
の
方
を
良
く
聞
く
が
、

責
任
で
慎
重
に
考
え
る
。

部
下
と
の
距
離
、
慎
重
な

判
断

部
下
と
の
距
離
（
結

果
）
、
慎
重
な
判
断
（
結

果
）

他
者
視
線
、
慎

重

ス
ト
ー

リ
ー
ラ
イ

ン 理
論
記
述

異
動
が
早
く
ノ
ウ
ハ
ウ
が
定
着
し
な
い
。
入
試
は
パ
タ
ー
ン
は
1
つ
で
、
汎
用
性
の
あ
る
捉
え

方
を
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

仕
事
を
回
せ
て
い
る
と
い
う
感
覚
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
改
ま
っ
て
意
識
は
し
て
い
な
い
。

場
面
場
面
で
の
最
適
に
関
心
が
あ
り
、
共
通
性
は
あ
ま
り
認
識
し
て
い
な
い
。
状
況
が
変
わ
れ

ば
適
応
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
コ
ツ
は
応
用
で
き
な
い
。

育
休
の
前
後
で
効
率
性
が
違
う
こ
と
を
実
感
し
た
。

早
す
ぎ
る
異
動
、
単
一
パ

タ
ー
ン
、
無
意
識
、
場
面

最
適
が
重
要
、
コ
ツ
は
応

用
で
き
な
い
、
時
間
の
制

約

異
動
頻
度
（
条
件
）
、
単

一
パ
タ
ー
ン
（
条
件
）
、

無
意
識
（
条
件
）
、
場
面

最
適
を
重
視
（
影
響
）
、

時
間
の
制
約
（
条
件
）

異
動
、
単
一
パ

タ
ー
ン
、
無
意

識
、
時
間
の
制

約

上
司
か
ら
多
面
的
に
組
織
を
俯
瞰
し
て
見
た
方
が
良
い
と
言
わ
れ
た
。
係
長
以
上
は
組
織
運

営
・
時
限
的
業
務
が
増
え
る
中
で
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ま
ま
で
は
ダ
メ
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
落
と
し
込

む
こ
と
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
は
前
職
の
時
の
上
司
の
話
（
頭
で
汗
を
か
け
）
を

聞
き
、
背
中
を
見
て
学
ん
だ
。

助
言
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

助
言
（
条
件
）
、
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
（
条
件
）

助
言
、
ロ
ー
ル

モ
デ
ル

ス
ト
ー

リ
ー
ラ
イ

ン

業
務

促
進
要
因

抽
象
的
概
念
化
は
、
異
動
が
早
す
ぎ
る
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
さ
れ
な
い
し
、
仕
事
の
パ
タ
ー
ン
が
単
一
の
場
合
な
ど
は
意
識
さ
れ
な
い
。
助
言
や
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
存
在
は
抽
象
的
概
念
化
を
促
進
す

る
。

業
務
と
の

関
係

抽
象
的
概

念
化

小
分
類

年
数
・
職

位
と
の
関

係
職
位

【
資
料
3
-
3
】
（
続
き
）

仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析

内
省
的
観

察

内
省
的
観
察
は
、
年
数
の
経
過
に
よ
り
熟
達
化
が
進
み
、
多
様
な
職
場
経
験
と
失
敗
が
蓄
積
さ
れ
、
関
係
者
も
増
え
る
。
熟
達
化
に
よ
り
余
裕
が
で
き
、
内
省
し
て
他
者
の
意
見
を
求
め
る
。
主
体
的

に
な
り
チ
ー
ム
を
意
識
す
る
が
、
熟
達
化
は
成
功
に
対
し
て
は
無
意
識
に
な
る
し
、
年
数
が
長
い
と
他
者
の
視
線
が
意
識
さ
れ
る
。
監
督
職
・
管
理
職
は
、
関
係
者
が
増
加
す
る
の
で
他
者
か
ら
の
意

見
が
拡
大
す
る
し
、
他
者
支
援
、
人
材
育
成
、
チ
ー
ム
を
意
識
す
る
。
他
方
、
他
者
（
部
下
）
か
ら
の
視
線
を
意
識
し
、
責
任
を
伴
う
こ
と
で
慎
重
に
な
る
。

・
年
数
の
経
過
に
よ
り
、
多
様
な
職
場
経
験
や
失
敗
の
積
み
重
ね
と
、
熟
達
化
に
よ
り
余
裕
が
で
き
、
内
省
し
て
他
者
の
意
見
を
求
め
る
。

・
年
数
の
経
過
に
よ
り
、
関
係
者
が
増
加
し
、
チ
ー
ム
を
意
識
す
る
。

・
年
数
の
経
過
に
よ
り
、
他
者
か
ら
の
視
線
が
意
識
さ
れ
る
。

・
年
数
の
経
過
に
よ
る
熟
達
化
に
よ
り
、
主
体
性
が
高
ま
る
。
他
方
、
熟
達
化
は
無
意
識
に
も
な
る
。

・
職
位
に
よ
り
、
責
任
を
伴
う
の
で
、
他
者
か
ら
の
視
線
を
意
識
す
る
。

・
職
位
に
よ
り
、
関
係
者
が
増
加
す
る
の
で
、
他
者
か
ら
の
意
見
も
拡
大
す
る
。

・
職
位
に
よ
り
、
他
者
の
支
援
や
人
材
育
成
、
チ
ー
ム
を
意
識
す
る
。

・
職
位
に
よ
り
、
他
者
（
部
下
）
か
ら
の
視
線
を
意
識
し
て
、
慎
重
に
な
る
。
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 仕
事
へ
の

取
り
組
み
方

中
分

類
注

目
す

べ
き

語
句

語
句

の
言

い
換

え
テ

キ
ス

ト
外

の
概

念
構

成
概

念

理
論

記
述

積
極

面

年
数

を
追

う
こ

と
と

、
い

ろ
い

ろ
な

職
場

の
両

方
が

あ
っ

て
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

異
動

で
共

通
項

は
何

か
考

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
人

の
接

し
方

や
多

角
的

視
点

で
見

ら
れ

る
の

は
、

異
動

に
よ

っ
て

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

い
ろ

い
ろ

な
パ

タ
ー

ン
を

経
験

で
き

る
の

で
ノ

ウ
ハ

ウ
に

な
る

。
余

裕
が

で
き

た
。

人
と

の
対

応
の

仕
方

や
ノ

ウ
ハ

ウ
の

習
得

で
あ

る
。

引
き

出
し

が
増

え
、

そ
れ

で
仕

事
を

す
る

の
で

ス
ム

ー
ズ

に
な

っ
た

。
7
～

8
年

目
か

ら
は

仕
事

に
ウ

エ
イ

ト
を

つ
け

、
メ

リ
ハ

リ
を

持
つ

こ
と

を
考

え
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
物

の
見

方
が

多
様

（
1
0
年

）
に

な
り

、
2
0
年

で
俯

瞰
的

な
見

方
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
知

り
合

い
も

増
え

る
の

で
協

働
体

制
が

取
り

や
す

く
な

り
、

キ
ャ

ッ
チ

ボ
ー

ル
が

し
や

す
い

。
分

類
が

で
き

た
り

形
が

見
え

て
き

た
り

す
る

。

対
人

経
験

増
に

よ
る

ノ
ウ

ハ
ウ

化
、

余
裕

の
創

出
、

異
動

に
よ

る
比

較
対

象
の

増
加

、
対

応
策

の
増

加
、

業
務

の
重

点
化

、
視

野
・

見
方

の
広

が
り

、
関

係
者

増
に

よ
る

協
働

条
件

の
向

上
、

類
型

化

経
験

職
場

の
多

様
さ

（
条

件
）

、
パ

タ
ー

ン
化

と
ノ

ウ
ハ

ウ
化

（
影

響
）

、
類

型
化

（
結

果
）

、
適

応
的

熟
達

化
（

結
果

）
、

協
働

体
制

の
条

件
づ

く
り

（
影

響
）

経
験

職
場

増
、

パ
タ

ー
ン

化
、

類
型

化
、

適
応

的
熟

達
化

、
協

働
化

の
条

件
づ

く
り

消
極

面

ノ
ウ

ハ
ウ

と
コ

ツ
は

無
意

識
に

で
き

る
が

、
共

通
す

る
方

法
と

や
り

方
を

見
出

す
こ

と
は

立
ち

止
ま

っ
て

整
理

し
な

い
と

で
き

な
い

。
コ

ツ
や

や
り

方
は

見
い

だ
せ

る
が

、
自

分
だ

け
で

判
断

が
で

き
な

い
の

で
意

見
を

聞
く

よ
う

に
し

て
い

る
。

無
意

識
と

意
識

化
の

両
方

、
他

者
に

意
見

を
求

め
る

自
己

の
み

・
他

者
で

難
易

度
に

差
（

条
件

）
、

他
者

の
意

見
（

影
響

）

対
象

に
よ

る
難

易
度

の
差

職
位

積
極

面

自
分

の
気

づ
き

を
、

自
分

が
直

接
担

当
で

な
い

業
務

で
も

、
担

当
者

に
ア

ド
バ

イ
ス

す
る

よ
う

に
応

用
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
職

位
に

よ
り

大
学

全
体

を
見

る
よ

う
に

な
っ

た
し

、
部

長
や

課
長

に
な

っ
た

時
は

節
目

で
、

ス
テ

ー
ジ

や
相

手
が

変
わ

る
の

で
仕

事
の

仕
方

が
が

ら
り

と
変

わ
る

。
職

位
が

変
わ

る
と

見
え

る
景

色
が

変
わ

る
の

で
、

見
る

角
度

が
変

わ
る

。
決

裁
ル

ー
ト

と
し

て
話

を
通

し
て

お
く

部
署

や
人

、
話

の
通

し
方

に
つ

い
て

の
意

識
が

強
く

な
っ

た
。

他
部

署
と

の
連

携
が

多
く

な
り

、
仕

事
の

進
め

方
や

調
整

が
必

要
に

な
る

の
で

考
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
課

長
は

上
位

者
か

ら
意

見
を

も
ら

い
そ

れ
が

蓄
積

さ
れ

て
い

く
の

で
、

良
い

方
法

が
見

つ
け

ら
れ

る
。

課
長

は
俯

瞰
的

に
見

て
い

る
の

で
ひ

き
だ

し
は

広
い

。
見

る
範

囲
が

広
く

な
る

こ
と

で
汎

用
性

あ
る

考
え

方
を

意
識

し
や

す
い

。

助
言

で
応

用
、

視
野

の
拡

大
と

視
点

の
変

化
、

ス
テ

ー
ジ

や
相

手
が

変
わ

る
節

目
、

組
織

の
暗

黙
知

を
意

識
、

調
整

業
務

の
増

加
、

上
位

者
か

ら
の

助
言

、
対

応
策

の
多

さ
、

汎
用

性
を

意
識

適
用

機
会

の
拡

大
（

条
件

）
、

ス
テ

ー
ジ

・
相

手
・

視
野

・
視

点
が

変
わ

る
節

目
（

条
件

）
、

暗
黙

知
を

意
識

（
結

果
）

、
対

応
策

と
汎

用
性

（
結

果
）

節
目

、
適

用
機

会
の

拡
大

、
暗

黙
知

を
意

識
、

対
応

策
と

汎
用

性

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン 理

論
記

述

年
数

・
異

動
が

早
す

ぎ
る

と
ノ

ウ
ハ

ウ
が

蓄
積

で
き

な
い

。
・

業
務

が
単

一
パ

タ
ー

ン
の

職
場

で
は

汎
用

性
は

見
い

だ
せ

な
い

。
【

抽
象

的
概

念
化

は
助

言
や

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
存

在
に

よ
り

促
進

さ
れ

る
。

】

【
資

料
3
-
3
】

（
続

き
）

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析

小
分

類

抽
象

的
概

念
化

職
位

・
年

数
と

の
関

係

抽
象

的
概

念
化

は
、

年
数

の
経

過
に

よ
り

、
経

験
職

場
が

増
え

、
比

較
対

象
と

対
応

策
が

増
加

し
て

、
共

通
項

の
類

型
化

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

ま
た

、
関

係
者

が
増

加
し

協
働

化
の

条
件

が
進

み
、

対
人

業
務

の
パ

タ
ー

ン
が

蓄
積

さ
れ

て
ノ

ウ
ハ

ウ
に

な
る

。
熟

達
化

で
余

裕
が

で
き

る
と

、
対

象
の

難
易

度
に

よ
っ

て
は

無
意

識
に

な
る

。
昇

進
・

昇
格

は
、

仕
事

の
ス

テ
ー

ジ
、

相
手

、
視

野
・

視
点

が
変

わ
る

節
目

で
、

監
督

職
・

管
理

職
は

調
整

す
る

業
務

が
増

え
て

暗
黙

知
が

意
識

さ
れ

、
ま

た
ノ

ウ
ハ

ウ
の

適
用

の
機

会
が

増
え

て
、

汎
用

性
・

応
用

を
意

識
す

る
。

ま
た

、
上

位
者

か
ら

助
言

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
年

数
の

経
過

に
よ

り
、

経
験

す
る

職
場

が
多

様
に

な
り

、
比

較
す

る
対

象
と

対
応

策
が

増
加

し
て

、
類

型
化

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
・

年
数

の
経

過
に

よ
り

、
関

係
者

が
増

加
し

、
協

働
化

の
条

件
が

で
き

る
し

、
人

間
関

係
の

増
加

に
よ

り
、

ノ
ウ

ハ
ウ

化
さ

れ
る

。
・

熟
達

化
に

よ
り

余
裕

が
で

き
る

と
、

対
象

の
難

易
度

に
よ

っ
て

は
無

意
識

に
な

る
も

の
も

あ
る

。
・

職
位

は
、

ス
テ

ー
ジ

と
相

手
が

変
わ

る
節

目
で

、
視

野
が

拡
大

し
、

視
点

が
変

化
す

る
。

・
職

位
に

よ
り

、
調

整
す

る
業

務
が

増
加

し
て

、
暗

黙
知

が
意

識
さ

れ
、

ノ
ウ

ハ
ウ

化
さ

れ
た

も
の

を
適

用
す

る
機

会
が

増
え

る
。

・
職

位
に

よ
り

、
ノ

ウ
ハ

ウ
化

さ
れ

た
も

の
を

適
用

す
る

機
会

が
増

え
る

と
、

汎
用

性
や

応
用

を
意

識
す

る
。

・
職

位
に

よ
り

、
上

位
者

か
ら

の
助

言
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。
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 仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
中

分
類

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

新
し

い
こ

と
は

誰
に

も
咎

め
ら

れ
な

い
し

、
そ

れ
が

で
き

る
環

境
に

置
か

れ
て

お
り

、
ま

た
経

験
で

そ
れ

が
で

き
る

余
裕

が
で

き
た

。
自

分
で

完
結

す
る

も
の

は
で

き
る

が
、

外
に

出
す

も
の

は
様

子
を

見
る

。
課
内

で
完

結
す

る
も

の
は

進
む

。
チ

ー
ム

に
う

ま
く

落
ち

な
い

と
動

か
な

い
。

協
力

者
の

存
在
。

今
の

権
限

で
は

で
き

る
こ

と
は

限
ら

れ
て

い
る

。
課

員
と

し
て

自
分

の
で

き
る

こ
と

は
こ

こ
ま

で
と

い
う

感
じ

で
、

課
員

で
は

政
策

決
定

の
プ

ロ
セ

ス
に

入
れ

な
か

っ
た

。
正
し

い
か

試
す

か
は

、
副

課
長

で
は

本
当

に
正

し
い

か
懐

疑
的

に
思

う
よ

う
に

な
っ

た
の

は
、

人
事

ア
セ

ス
が

あ
り

、
下

か
ら

の
評

価
が

あ
る

の
で

、
意

見
を

拾
っ

て
い

か
な

け
れ

ば
と

考
え

る
。

順
調

に
い

っ
て

い
た

り
、

忙
し

す
ぎ

る
と

進
ま

な
い

。
忙

し
い

と
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
化

で
き

な
い
。

新
し

い
業

務
、

余
裕

、
協

力
者

・
理

解
者

、
権

限
に

よ
る

制
約

、
他

者
か

ら
の

見
ら

れ
方

、
他

者
と

の
関

係
、

順
調

や
多

忙

新
し

い
業

務
（

条
件

）
、

余
裕

（
条

件
）

、
協

力
者

・
理

解
者

（
条

件
）

、
権

限
範

囲
（

条
件

）
、

他
者

か
ら

の
見

ら
れ

方
（

条
件

）
、

影
響

の
範

囲
（

条
件

）
、

順
調

や
多

忙
（

条
件

）

新
し

い
業

務
、

余
裕

、
権

限
範

囲
、

影
響

範
囲

、
他

者
視

線
と

他
者

の
理

解
、

順
調

や
多

忙

主
体

目
的

と
の

関
係

で
意

味
が

あ
る

と
い

う
本

人
の

理
解

で
、

建
前

で
は

や
る

気
に

な
ら

な
い

。
業
務

の
深

み
に

関
わ

る
。

得
意

、
自

信
が

あ
る

。
想

定
外

、
現

状
分

析
が

ど
れ

だ
け

で
き

て
い

る
か

に
よ

る
。

ど
の

程
度

経
験

か
ら

見
え

て
い

る
か

。
転

職
後

に
学

ん
だ

こ
と

を
す

る
。

各
部

課
の

ボ
ー

ダ
ー

ラ
イ

ン
が

分
か

っ
て

い
る

。
キ
ー

パ
ー

ソ
ン

は
誰

か
が

分
か

る
。

承
認

の
ル

ー
ト

、
関

係
す

る
人

へ
の

事
前

情
報

の
提

供
・

根
回

し
が

で
き

て
い

る
。

納
得

、
理

解
、

共
感

が
い

る
。

業
務

の
意

味
・

内
容

の
理

解
、

自
信

、
準

備
状

況
、

組
織

・
人

間
関

係
の

理
解

業
務

理
解

（
条

件
）

、
自

信
（

条
件

）
、

組
織

理
解

（
条

件
）

、
組

織
社

会
化

（
条

件
）

、
準

備
（

条
件

）

組
織

社
会

化
、

業
務

と
組

織
理

解
、

自
信

、
準

備

関
係

者

関
与

す
る

人
、

部
課

の
複

雑
さ

で
、

特
に

教
員

が
関

係
す

る
と

調
整

が
大

き
く

な
る

。
関

係
す

る
人

の
人

数
。

小
さ

な
改

善
だ

と
進

む
が

大
き

な
改

革
は

反
対

が
で

る
。

チ
ー

ム
メ

ン
バ

ー
の

志
向

性
で

進
め

よ
う

と
す

る
タ

イ
プ

か
。

提
案

者
と

の
信

頼
関

係
。

他
者

に
と

っ
て

も
必

要
と

思
っ

て
も

ら
え

る
タ

イ
ミ

ン
グ

か
。

関
係

者
の

規
模

・
複

雑
さ

、
内

容
の

影
響

度
、

チ
ー

ム
の

志
向

性
、

信
頼

関
係

、
タ

イ
ミ

ン
グ

関
係

者
の

規
模

・
複

雑
さ

（
影

響
）

、
内

容
の

影
響

度
（

原
因

）
、

関
係

者
の

志
向

性
・

信
頼

関
係

（
影

響
）

、
時

期
（

影
響

）

関
係

者
、

内
容

の
影

響
度

、
信

頼
関

係
、

時
期

上
司

サ
ポ

ー
ト

型
は

や
っ

て
み

て
失

敗
し

て
考

え
る

が
、

検
討

し
て

揉
ん

で
寝

か
せ

ま
し

ょ
う

と
い

う
タ

イ
プ

は
、

失
敗

し
な

い
よ

う
に

準
備

す
る

。
上
位

者
が

違
う

尺
度

を
持

っ
て

い
る

と
、

説
得

す
る

の
が

大
変

。
上

司
が

初
め

て
の

部
門

だ
と

不
安

が
あ

り
進

ま
な

い
。

上
司

が
代

っ
て

新
し

い
こ

と
へ

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
認

め
て

も
ら

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
全
学

に
号

令
を

か
け

る
仕

事
は

、
役

員
の

姿
勢

で
進

ま
な

い
こ

と
が

あ
る

。
幹
事

に
な

る
試

験
で

部
長

と
話

す
中

で
、

そ
う

い
う

こ
と

を
考

え
な

け
れ

ば
と

思
っ

た
。

組
織

改
革

で
大

学
改

革
に

積
極

的
に

な
り

、
同

時
に

昇
進

・
昇

格
し

た
。

サ
ポ

ー
ト

型
と

慎
重

型
、

上
司

の
支

援
、

判
断

基
準

、
経

験
の

有
無

、
内

容
に

対
す

る
姿

勢
、

助
言

、
組

織
改

革

仕
事

の
ス

タ
イ

ル
（

背
景

）
、

上
司

の
支

援
（

条
件

）
、

判
断

基
準

（
原

因
）

、
経

験
・

知
識

（
原

因
）

、
姿

勢
（

原
因

）
、

助
言

（
影

響
）

、
組

織
改

革
（

影
響

）

業
務

ス
タ

イ
ル

、
支

援
、

業
務

経
験

、
姿

勢
、

助
言

、
組

織
改

革

教
員

エ
ビ

デ
ン

ス
が

な
い

と
戻

さ
れ

る
こ

と
が

多
い

。
教
育

と
し

て
、

研
究

と
し

て
ど

う
か

と
言

わ
れ

る
と

太
刀

打
ち

で
き

な
い

。
説

明
責

任
、

教
学

優
先

説
明

責
任

（
原

因
）

、
教

学
優

先
（

背
景

）
説

明
責

任
、

教
学

優
先

業
務

と
の

関
係

促
進

要
因

【
資

料
3
-
3
】

（
続

き
）

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析

小
分

類

能
動

的
実

験

業
務
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 仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
中
分

類
注

目
す

べ
き

語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

業
務

と
の

関
係

促
進

要
因

組
織

会
議

を
通

し
た

り
、

学
部

や
他

部
局

の
説

得
な

ど
、

大
学

と
し

て
の

決
定

が
い

る
も

の
は
な
か

な
か

進
ま

な
か

っ
た

。
調

整
が

必
要

な
案

件
は

、
判

断
基

準
が

部
署

で
違

う
こ

と
と

、
全
学
の

ビ
ジ

ョ
ン

・
方

針
な

ど
の

よ
り

ど
こ

ろ
と

な
る

と
こ

ろ
へ

の
集

約
度

の
違

い
で

進
ま

な
い
。

ル
ー

テ
ィ

ン
が

多
い

部
課

や
、

会
議

が
多

い
と

進
め

る
の

が
難

し
い

。
答
え

が
な

い
の

で
ベ

タ
ー

な
方

向
を

目
指

し
て

い
る

の
が

要
因

で
、

そ
れ

は
強

い
意

思
決
定
が

あ
る

わ
け

で
は

な
く

、
皆

で
相

談
す

る
文

化
だ

か
ら

で
あ

る
。

文
科

省
か

ら
の

も
の

な
ど

、
上

か
ら

の
も

の
は

直
ぐ

に
進

む
。

コ
ス

ト
や

費
用

対
効

果
と

し
て

学
生

に
効

果
が

あ
る

か
分

か
ら

な
い

中
で

、
予

算
が

発
生
す
る

も
の

は
難

し
い

。
金

と
労

力
の

か
か

る
も

の
は

難
し

い
。

職
員

は
決

ま
っ

た
こ

と
を

が
ち

が
ち

に
や

り
た

が
る

の
で

、
反

対
が

多
い

。

了
解
を
得
る
範
囲
、
判
断

基
準
、
安
定
志
向
、
ベ

タ
ー
な
方
向
の
追
求
、
相

談
す
る
文
化
、
文
科
省
案

件
、
効
果
の
見
通
し
、
決

定
の
遵
守

了
解
を
得
る
範
囲
（
原

因
）
、
判
断
基
準
（
原

因
）
、
安
定
志
向
（
背

景
）
、
組
織
文
化
（
背

景
）
、
成
果
測
定
の
難
し

さ
（
背
景
）

大
学
組
織
の
特

性
、
合
意
形
成

の
範
囲
、
安
定

志
向

ス
ト

ー
リ
ー

ラ
イ

ン 理
論

記
述

積
極

面

部
署

の
経

験
が

多
け

れ
ば

ス
ム

ー
ズ

に
い

く
。

部
署

の
経

験
が

長
い

と
、

自
分

の
や

り
方
が
正

し
い

か
試

す
こ

と
は

で
き

る
。

年
数

を
重

ね
る

こ
と

で
、

自
然

に
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て
き
て

い
る

。
7
年

目
の

終
わ

り
か

ら
8
年

目
に

、
応

用
に

つ
い

て
良

く
考

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
年
数

の
経

過
で

余
裕

が
で

き
、

全
体

が
見

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
議

事
録

も
同

じ
話

に
な

る
の
で
、

内
容

よ
り

も
雰

囲
気

を
掴

む
よ

う
に

な
っ

た
。

学
生

相
談

は
ポ

イ
ン

ト
が

分
か

る
と

自
然
と
応

用
し

て
い

た
。

経
験

・
知

識
・

研
修

で
学

ん
だ

こ
と

が
増

え
る

と
持

ち
球

が
増

え
、

自
信

を
持

つ
こ

と
が
で

き
、

や
っ

て
み

た
い

と
思

う
し

、
自

信
を

も
っ

て
言

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
経

験
か

ら
く
る
自

信
を

持
つ

こ
と

で
、

幅
が

広
が

っ
た

。
い

ろ
い

ろ
な

見
方

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
中

で
、
考
え

る
よ

う
に

な
る

。
自

信
が

持
て

る
も

の
は

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
に

な
れ

る
。

成
功

体
験

か
ら

、
小

さ
な

業
務

に
応

用
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

失
敗

が
あ

ま
り

無
く

、
成
功
経

験
と

今
ま

で
培

っ
て

き
た

調
整

の
組

み
合

わ
せ

で
、

少
し

ず
つ

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

す
る
よ
う

に
工

夫
し

て
い

る
の

で
、

あ
ま

り
苦

労
し

た
経

験
は

な
い

。
決
め

ら
れ

た
範

囲
で

仕
事

を
す

る
の

で
、

自
分

で
展

開
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

経
験
部
課
の
多
さ
、
熟
達

化
の
中
で
応
用
を
意
識
、

多
様
な
見
方
、
余
裕
、
観

察
の
深
ま
り
、
経
験
・
知

識
増
に
よ
る
自
信
、
小
さ

な
業
務
で
応
用
、
漸
進
的

進
歩
、
自
信
に
よ
る
幅
の

広
が
り
と
積
極
性
、
自
己

の
業
務
範
囲
内

経
験
・
知
識
増
に
よ
る
自

信
（
条
件
）
、
漸
進
的
取

り
組
み
（
結
果
）
、
熟
達

化
に
よ
る
意
識
・
観
察
の

変
化
（
結
果
）

自
信
、
漸
進
的

取
り
組
み
、
熟

達
化
に
よ
る
変

化

消
極

面
以
前

の
経

験
を

過
信

し
す

ぎ
て

同
じ

イ
メ

ー
ジ

で
進

め
る

と
躓

く
。

チ
ャ

レ
ン

ジ
ャ

ブ
ル

な
こ

と
は

で
き

ず
、

保
守

的
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

経
験
の
過
信
に
よ
る
失

敗
、
保
守
的

経
験
の
過
信
に
よ
る
失
敗

（
結
果
）
、
保
守
的
（
影

響
）

経
験
の
過
信
、

保
守
的

【
資
料
3
-
3
】

（
続

き
）

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析

小
分

類

・
新

し
い

業
務

で
、

余
裕

が
あ

る
と

行
わ

れ
る

が
、

権
限

に
よ

り
制

約
は

あ
る

。
・

他
者

か
ら

の
視

線
や

理
解

の
程

度
、

協
力

者
や

理
解

者
の

状
況

に
依

存
す

る
。

・
業

務
が

順
調

す
ぎ

た
り

、
多

忙
だ

と
能

動
的

実
験

は
で

き
な

い
。

・
主

体
の

側
に

は
、

業
務

の
意

味
と

業
務

内
容

の
理

解
、

準
備

状
況

、
組

織
の

理
解

、
自

信
が

必
要

で
あ

る
。

・
関

係
者

の
規

模
と

複
雑

さ
、

内
容

の
影

響
の

大
き

さ
、

チ
ー

ム
の

志
向

性
、

信
頼

関
係

、
タ

イ
ミ

ン
グ

に
依

存
す
る
。

・
組

織
改

革
に

よ
り

大
学

改
革

が
進

む
と

、
能

動
的

実
験

が
促

進
さ

れ
る

。
・

了
解

を
得

る
範

囲
の

広
さ

、
合

議
や

合
意

形
成

の
あ

り
方

、
成

果
測

定
の

難
し

さ
、

安
定

志
向

な
ど

は
影

響
す

る
。

・
上

司
の

姿
勢

や
業

務
ス

タ
イ

ル
、

判
断

基
準

、
経

験
の

有
無

は
影

響
す

る
。

・
教

員
と

の
関

係
で

は
、

説
明

責
任

の
果

た
し

方
と

、
教

学
優

先
に

対
す

る
対

応
に

よ
る

。
【

助
言

や
上

司
の

支
援

は
能

動
的

実
験

を
促

進
す

る
。

】

年
数

能
動
的
実

験

職
位

・
年

数
と

の
関

係

能
動

的
実

験
は

、
新

し
い

業
務

で
あ

っ
た

り
余

裕
が

あ
る

時
に

行
わ

れ
る

が
、

権
限

に
よ

り
制

約
は

あ
る

。
他

者
の
理
解
の
度
合
い
や
、
協
力
者
、
理
解
者
の
状
況
に
依
存
す
る
。
業
務
が
順
調
す
ぎ

た
り

、
多

忙
だ

と
能

動
的

実
験

は
で

き
な

い
。

促
進

要
因

は
、

主
体

の
側

に
つ

い
て

は
、

業
務

の
意

味
と

業
務

内
容
の
理
解
、
準
備
状
況
、
組
織
の
理
解
と
自
信
が
い
る
。
他
者
に
つ
い
て
は
、
関
係

者
の

多
さ

と
複

雑
さ

、
合

議
や

合
意

形
成

の
あ

り
方

、
成

果
測

定
の

難
し

さ
、

安
定

性
志

向
、

内
容

の
影

響
の

度
合
い
、
チ
ー
ム
の
志
向
性
、
信
頼
関
係
、
時
期
が
影
響
し
、
上
司
の
場
合
は
そ
の
人

の
業

務
ス

タ
イ

ル
、

判
断

基
準

、
当

該
業

務
の

経
験

や
姿

勢
が

影
響

す
る

。
教

員
が

関
係

し
た

り
大

学
と

し
て

合
意
を
得
る
場
合
は
、
説
明
責
任
の
果
た
し
方
と
、
合
意
形
成
を
図
る
た
め
の
会
議
等

の
状

況
は

教
学

優
先

の
考

え
方

と
の

関
係

で
影

響
す

る
。

ま
た

、
助

言
や

上
司

の
支

援
、

組
織

改
革

に
よ

り
大

学
改
革
が
進
む
と
、
能
動
的
実
験
が
促
進
さ
れ
る
。
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 仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
中
分
類

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

積
極
面

自
分
自
身
で
や
る
こ
と
も
あ
る
が
、
他
の
人
と
一
緒
に
や
る
こ
と
も
含
め
れ
ば
増
え
る
。
職
位

で
裁
量
が
増
え
る
と
、
回
り
を
巻
き
込
み
な
が
ら
や
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

や
り
終
え
た
時
に
理
解
が
進
み
、
分
か
っ
た
こ
と
が
次
の
こ
と
を
や
ろ
う
と
い
う
時
に
大
き

い
。
自
信
に
も
な
っ
て
い
る
。

課
長
は
責
任
感
が
違
う
の
で
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意

識
も
場
面
も
増
え
る
。
職
位
が
上
が
れ
ば
目
標
設
定
す
る
の
で
、
よ
り
考
え
る
し
、
上
位
者
の

考
え
を
入
れ
て
行
動
す
る
。
課
長
に
と
っ
て
の
実
践
の
場
は
会
議
体
で
、
反
対
の
人
も
い
る
。

協
働
の
拡
大
、
経
験
・
理

解
・
次
へ
の
取
り
組
み
、

自
信
、
多
様
な
機
会
、
目

標
設
定
と
責
任

協
働
の
拡
大
（
影
響
）
、

自
信
（
影
響
）
、
目
標
設

定
と
責
任
（
条
件
）

チ
ー
ム
意
識
、

自
信
、
責
任

消
極
・
慎

重

影
響
が
大
き
く
な
る
の
で
慎
重
に
な
る
。
思
い
付
き
で
仕
事
は
で
き
ず
、
他
者
の
顔
を
見
て
一

歩
引
い
て
見
る
。

他
者
の
意
見
を
聞
く
こ
と
を
基
本
に
し
て
い
る
の
で
、
自
分
の
や
り
方
を
試
す
こ
と
は
し
て
い

な
い
。

実
験
や
応
用
は
課
長
に
な
り
控
え
め
に
な
っ
た
。
課
長
は
や
れ
る
立
場
に
な
る
が
、
本
当
に

や
っ
て
良
い
か
は
部
長
や
課
員
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
る
。
そ
う
し
な
い
と
独
走
し
て
し
ま

う
。

責
任
と
慎
重
さ
、
傾
聴
と

尊
重

責
任
と
慎
重
さ
（
影

響
）
、
傾
聴
と
独
走
防
止

（
影
響
）

慎
重
、
傾
聴

ス
ト
ー

リ
ー
ラ
イ

ン 理
論
記
述

業
務

ラ
イ
ン
と
課
題
意
識
は
仕
事
で
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
の
委
員
に
な
っ

て
、
計
画
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
を
動
か
し
た
り
、
予
算
を
把
握
す
る
こ
と
で
変
わ
っ

た
。
課
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
時
に
運
営
を
集
中
的
に
学
ん
だ
。

期
限
が
あ
っ
た
の
で
、
ラ
イ
ン
を
超
え
て
仕
事
を
し
た
。

執
行
部
と
の
接
点
が
増
え
る
と
、
権
限
関
係
を
意
識
す
る
。

業
務
内
容
、
期
限
、
権
限

関
係
、
組
織
規
模

業
務
内
容
（
原
因
）
、
組

織
規
模
（
原
因
）
、
合
理

的
判
断
（
結
果
）

業
務
内
容
、
組

織
規
模
、
合
理

的
判
断

促
進
要
因

先
輩
の
元
で
仕
事
を
す
る
の
で
、
ラ
イ
ン
を
意
識
す
る
。

助
言

助
言
（
背
景
）

助
言

業
務

事
務
局
統
合
に
よ
り
意
識
が
顕
在
化
し
た
。
大
学
が
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
意

識
し
た
。
課
長
が
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
課
題
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

人
脈
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
自
信
が
つ
け
ば
自
分
か
ら
広
げ
て
い
く
。

や
り
と
り
が
増
え
る
と
、
広
い
視
点
に
な
る
。

専
任
職
員
と
契
約
職
員
の
も
め
ご
と
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
気
遣
い
が
変
わ
っ
た
。

課
長
か
ら
任
せ
る
と
言
わ
れ
て
や
っ
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
。

部
下
が
1
0
人
を
超
え
た
時
に
、
全
て
の
ぬ
け
や
も
れ
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、

毎
週
定
例
会
議
を
持
つ
よ
う
に
し
た
。

組
織
改
革
、
組
織
方
針
の

明
示
、
情
報
共
有
、
自

信
、
交
流
の
拡
大
、
混
乱

の
経
験
、
任
せ
ら
れ
る
、

規
模
の
拡
大

目
に
見
え
る
組
織
の
動
き

（
原
因
）
、
自
信
（
原

因
）
、
情
報
量
の
増
加

（
原
因
）
、
任
せ
ら
れ
る

（
原
因
）

組
織
の
動
き
、

自
信
、
情
報

量
、
任
せ
ら
れ

る

促
進
要
因

目
標
設
定
シ
ー
ト
へ
の
課
長
の
指
導
で
、
全
学
の
視
点
を
持
つ
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
前
の
課
の

時
に
、
上
位
概
念
を
忘
れ
る
な
と
教
え
ら
れ
た
。

研
修
を
受
け
て
か
ら
、
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る
。
若
手
研
修
で
大
学

の
課
題
を
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
。

指
導
・
助
言
、
研
修
受
講

助
言
（
原
因
）
、
研
修
受

講
（
原
因
）

助
言
、
知
識
の

増
加

【
資
料
3
-
3
】
（
続
き
）

仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析

・
年
数
の
経
過
に
よ
り
、
経
験
す
る
部
課
が
多
く
な
り
、
熟
達
化
に
よ
る
経
験
と
知
識
の
増
加
に
よ
り
、
自
信
を
持
つ
。

・
小
さ
な
業
務
で
応
用
し
て
漸
進
的
な
取
り
組
み
に
な
り
、
自
信
に
よ
り
幅
が
広
が
っ
て
積
極
的
に
な
る
。

・
経
験
を
過
信
す
る
と
失
敗
し
、
保
守
的
に
な
る
。

・
職
位
に
よ
り
、
目
標
設
定
と
責
任
が
求
め
ら
れ
、
協
働
が
拡
大
し
、
多
様
な
機
会
を
得
る
。

・
職
位
に
よ
り
、
責
任
を
伴
う
の
で
他
者
の
意
見
を
傾
聴
し
て
独
走
の
防
止
に
努
め
る
。

・
職
位
に
よ
り
、
経
験
し
、
理
解
し
、
次
の
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
で
自
信
を
持
つ
。

・
職
位
に
よ
り
、
責
任
を
伴
う
の
で
慎
重
に
な
る
。

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

職
位

年
数
の
経
過
に
よ
り
、
経
験
す
る
部
課
が
多
く
な
り
、
熟
達
化
に
よ
る
経
験
と
知
識
の
増
加
に
よ
り
、
自
信
を
持
つ
。
能
動
的
実
験
は
、
小
さ
な
業
務
で
応
用
し
て
漸
進
的
な
取
り
組
み
に
な
り
、
幅

が
広
が
っ
て
積
極
的
に
な
る
。
他
方
、
経
験
を
過
信
し
す
ぎ
る
と
躓
き
、
保
守
的
に
な
る
。
監
督
職
・
管
理
職
は
、
目
標
設
定
と
責
任
が
求
め
ら
れ
、
協
働
が
拡
大
し
て
多
様
な
機
会
を
得
る
。
経
験

し
、
理
解
し
、
次
の
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
で
自
信
に
な
っ
て
い
く
が
、
責
任
は
慎
重
さ
や
他
者
の
意
見
を
聞
き
独
走
の
防
止
に
な
る
。

リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ

業
務
と
の

関
係

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
/
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ

プ

小
分
類

能
動
的
実

験

職
位
・
年

数
と
の
関

係
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 仕
事
へ
の

取
り
組
み
方

中
分
類

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

ス
ト
ー

リ
ー
ラ
イ

ン 理
論
記
述

年
数

年
数
が
経
つ
と
、
見
る
規
程
が
増
え
て
強
化
さ
れ
た
。
で
き
る
方
法
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

報
告
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
、
人
は
見
極
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

上
に
上
げ
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
が
増
え
て
き
た
。

組
織
に
所
属
す
る
限
り
は
変
わ
ら
な
い
。

課
員
同
士
で
話
を
し
、
本
来
の
課
長
経
由
の
話
に
な
っ
て
い
な
い
。
課
題
の
重
さ
で
人
は
変
わ

る
の
で
、
ラ
イ
ン
は
考
え
な
い
。

知
識
習
得
、
考
え
る
、
組

織
理
解
、
業
務
の
変
化
、

普
遍
性
、
合
理
的
判
断

知
識
習
得
（
結
果
）
、
組

織
理
解
（
条
件
）
、
業
務

の
変
化
（
原
因
）
、
普
遍

性
（
背
景
）
、
合
理
的
判

断
（
結
果
）

知
識
習
得
、
必

要
性
の
増
加
、

組
織
理
解
、
普

遍
性
、
合
理
的

判
断

職
位

計
画
・
ラ
イ
ン
は
職
務
権
限
が
い
る
。

ラ
イ
ン
は
上
に
い
く
ほ
ど
判
断
を
委
ね
る
の
で
、
権
限
に
つ
い
て
考
え
る
。

課
長
は
課
の
代
表
で
意
見
が
通
り
や
す
い
し
、
意
見
を
言
い
や
す
い
。
課
長
は
多
方
面
か
ら
直

に
来
る
し
、
相
談
に
も
行
く
の
で
、
フ
ォ
ー
マ
ル
ラ
イ
ン
以
外
で
も
仕
事
を
し
て
い
る
。
課
長

の
立
場
で
も
、
学
長
が
こ
う
言
う
だ
ろ
う
と
見
え
て
い
る
案
件
は
、
ラ
イ
ン
に
よ
ら
な
く
て
も

や
る
。

無
茶
は
で
き
な
く
な
り
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
や
り
方
を
行
う
よ
う
に
な
る
。
人
・
物
・
金
が
判
断

で
重
要
で
、
課
長
が
直
接
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
だ
と
物
事
が
進
ま
な
い

と
い
う
感
覚
が
身
に
つ
い
て
き
て
い
る
。

権
限
、
担
当
、
組
織
代

表
、
公
式
・
非
公
式
、
責

任
、
合
理
的
判
断

権
限
（
条
件
）
、
組
織
の

「
顔
」
（
影
響
）
、
公

式
・
非
公
式
対
応
（
結

果
）
、
責
任
（
条
件
）
、

合
理
的
判
断
（
結
果
）

権
限
、

「
顔
」
、
公

式
・
非
公
式
、

責
任
、
合
理
的

判
断

課
長
と
部

次
長
の
違

い

課
長
と
は
発
言
の
重
み
が
違
う
。

課
長
が
現
場
を
取
り
仕
切
っ
た
の
で
、
組
織
運
営
業
務
は
部
長
の
方
が
少
な
か
っ
た
。
部
長
に

な
る
と
4
0
人
の
組
織
で
、
ど
の
よ
う
に
組
織
運
営
す
る
か
舞
い
上
が
っ
た
。

部
長
は
課
長
を
尊
重
し
、
直
接
の
指
示
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
部
長
と
し
て
は
課
長
に

全
て
任
せ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
徹
す
る
よ
う
に
し
た
。
次
長
は
、
課
長
に
動
い
て
も
ら
う
た
め

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
た
。
課
長
か
ら
課
員
は
業
務
命
令
に
な
り
自
分
で
引
き

取
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
次
長
は
自
分
で
や
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

管
理
職
は
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
、
課
長
も
部
長
も
基
本
的
に
は
同
じ
。

課
長
で
も
、
直
接
見
る
か
、
補
佐
を
通
じ
て
間
接
的
に
見
る
か
の
質
的
違
い
が
あ
る
。

重
み
の
違
い
、
組
織
運
営

業
務
が
中
心
、
課
長
を
尊

重
、
課
員
と
は
間
接
的
関

係
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
徹

す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
、
組
織
と

し
て
動
い
て
も
ら
う
、
プ

レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

課
長
で
も
課
員
と
は
直
接

と
間
接
の
関
係
が
あ
る

職
責
（
原
因
）
、
組
織
運

営
が
中
心
（
結
果
）
、
組

織
を
動
か
す
（
結
果
）
、

課
長
を
尊
重
（
条
件
）
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
条
件
）

職
責
、
組
織

（
課
）
を
動
か

す
、
尊
重
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ

年
数

課
題
意
識
は
高
ま
る
。
大
学
の
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
年
数
と
部
署
を
重
ね
た
こ
と
で
、
部

課
の
状
況
や
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
分
か
る
。
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
や
組
織
な
ど
文
書
化
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
、
経
験
年
数
は
大
き
い
。
最
初
は
何
が
課
題
か
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。

人
脈
の
活
用
は
年
数
で
変
化
す
る
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
す
よ
う
に
な
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
増
え
た
。
人
間
関
係
で
深
さ
が
出
る
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
質
的
に
な

る
。
2
年
目
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
心
の
ゆ
と
り
が
で
き
た
。
上
司
に
自
分
を
知
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
と
咀
嚼
度
が
違
う
の
で
、
人
脈
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
て
い

る
。
私
学
は
O
B
採
用
が
あ
る
の
で
ム
ラ
社
会
に
入
っ
た
感
じ
で
、
共
通
言
語
が
分
か
ら
な
い
の

で
人
脈
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
必
要
。

目
の
前
の
仕
事
を
す
る
こ
と
か
ら
、
方
針
に
そ
っ
て
仕
事
を
す
る
気
持
ち
が
つ
い
て
き
た
。

若
い
時
は
い
ろ
い
ろ
な
人
に
意
見
を
聞
い
た
が
、
ベ
テ
ラ
ン
に
な
る
と
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

理
解
向
上
、
組
織
内
の
関

係
性
の
理
解
、
暗
黙
知
、

理
解
不
可
、
人
脈
の
活

用
、
関
係
者
の
増
加
、
実

の
あ
る
対
話
、
心
の
余

裕
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
、
組

織
人
を
意
識
、
自
律
、
別

世
界
へ
の
加
入

熟
達
化
（
結
果
）
、
組
織

理
解
(
結
果
）
、
関
係
者
の

増
加
（
結
果
）
、
存
在
感

（
結
果
）
、
新
入
、
組
織

再
社
会
化

熟
達
化
、
組
織

理
解
、
関
係
者

の
増
加
、
組
織

社
会
化

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
人
を
動
か
す
、
予
算
を
管
理
す
る
業
務
な
ど
、
担
当
業
務
に
よ
り
必
要
に
な
る
こ
と
と
、
組
織
規
模
が
拡
大
し
て
意
識
が
強
ま
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
組
織
改
革
や
組
織
方

針
の
可
視
化
な
ど
の
組
織
の
側
の
動
き
と
、
業
務
の
自
律
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
要
因
と
な
る
。
ま
た
、
助
言
や
知
識
の
増
加
に
よ
っ
て
も
意
識
さ
れ
る
。

・
人
を
動
か
す
、
予
算
を
管
理
す
る
業
務
、
組
織
の
人
数
が
多
く
な
る
、
自
律
性
が
求
め
ら
れ
る
と
必
要
に
な
る
。

・
組
織
方
針
の
可
視
化
な
ど
、
組
織
の
側
の
動
き
が
影
響
す
る
。

【
助
言
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
る
。
】

【
資
料
3
-
3
】
（
続
き
）

仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析

小
分
類

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
/
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ

プ
職
位
・
年

数
と
の
関

係

マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
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 仕
事
へ
の

取
り
組
み
方

中
分

類
注

目
す

べ
き

語
句

語
句

の
言

い
換

え
テ

キ
ス

ト
外

の
概

念
構

成
概

念

職
位

・
年

数
と

の
関

係

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
職

位

見
え

る
範

囲
が

広
が

る
。

見
る

と
こ

ろ
が

、
課

全
体

や
大

学
の

め
ざ

す
と

こ
ろ

と
い

う
意

識
に

な
る

。
若

い
時

は
意

見
を

言
う

ば
か

り
だ

っ
た

が
、

大
学

を
ど

う
す

る
か

考
え

る
よ

う
に

な
る

。
課

長
は

課
員

に
ゴ

ー
ル

を
見

せ
、

計
画

を
自

分
の

言
葉

で
作

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

部
下

が
で

き
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
意

識
が

変
わ

っ
た

。
次

長
は

自
分

で
や

る
こ

と
は

で
き

な
い

の
で

、
課

長
に

動
い

て
も

ら
う

た
め

に
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
意

識
し

た
。

課
長

は
出

席
す

る
会

議
が

変
わ

る
の

で
、

出
席

者
の

発
言

や
考

え
方

が
自

然
と

理
解

で
き

、
誰

が
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
か

が
分

か
る

。
周

り
の

見
方

は
あ

る
。

視
野

拡
大

、
意

識
向

上
、

深
い

理
解

と
言

語
化

、
対

話
が

必
要

、
他

者
を

通
し

て
動

か
す

、
組

織
内

の
関

係
性

の
理

解
、

他
者

か
ら

の
見

ら
れ

方

組
織

と
し

て
の

視
点

（
結

果
）

、
他

者
と

の
関

係
（

条
件

）
、

組
織

理
解

（
結

果
）

、
他

者
視

線
（

原
因

）

組
織

と
し

て
の

視
点

、
他

者
と

の
関

係
、

組
織

理
解

、
他

者
視

線

ス
ト

ー
リ

ー
ラ

イ
ン 理

論
記

述

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

/
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

は
、

年
数

の
経

過
に

よ
り

、
業

務
知

識
と

組
織

に
関

す
る

知
識

を
習

得
し

、
他

者
や

上
司

と
の

関
係

の
業

務
が

増
加

す
る

。
組

織
理

解
が

進
む

と
、

ラ
イ

ン
を

尊
重

す
る

か
は

結
果

を
重

視
し

て
合

理
的

に
判

断
す

る
。

熟
達

化
に

よ
り

余
裕

が
で

き
る

と
、

対
話

を
重

視
し

、
組

織
人

を
意

識
し

、
組

織
内

の
関

係
性

を
理

解
す

る
。

監
督

職
・

管
理

職
は

権
限

と
責

任
が

伴
い

、
管

理
職

は
「

顔
」

と
し

て
の

役
割

が
あ

る
の

で
、

公
式

・
非

公
式

の
両

面
で

対
応

が
行

わ
れ

る
。

ラ
イ

ン
の

尊
重

に
つ

い
て

は
、

結
果

を
重

視
し

て
合

理
的

に
判

断
す

る
場

合
が

あ
る

。
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

は
、

年
数

の
経

過
に

よ
り

、
最

初
は

組
織

社
会

化
（

組
織

再
社

会
化

）
か

ら
始

ま
る

が
、

そ
の

後
熟

達
化

が
進

み
、

関
係

者
の

増
加

と
組

織
に

対
す

る
理

解
が

進
む

。
年

数
の

経
過

に
よ

り
関

係
者

が
増

え
る

の
で

、
人

脈
を

活
用

す
る

し
、

大
学

の
課

題
を

意
識

す
る

。
監

督
職

・
管

理
職

は
視

野
が

拡
大

し
、

意
識

が
向

上
し

、
組

織
と

し
て

の
視

点
を

持
ち

、
他

者
を

通
し

て
業

務
を

進
め

る
の

で
、

対
話

の
重

要
性

を
理

解
す

る
が

、
他

者
か

ら
の

視
線

も
意

識
さ

れ
る

。
部

次
長

は
職

責
が

重
く

な
り

、
組

織
（

課
）

を
動

か
す

の
で

、
課

長
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
尊

重
し

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
重

要
に

な
る

。

・
年

数
の

経
過

に
よ

り
、

知
識

を
習

得
し

、
組

織
理

解
が

進
み

、
他

者
や

上
司

と
の

関
係

の
業

務
が

増
加

す
る

。
・

熟
達

化
に

よ
り

余
裕

が
で

き
て

、
対

話
を

重
視

し
、

組
織

人
を

意
識

し
、

組
織

内
の

関
係

性
を

理
解

す
る

。
・

組
織

理
解

が
進

む
と

ラ
イ

ン
を

尊
重

す
る

か
を

考
え

る
が

、
業

務
に

期
限

が
あ

る
と

ラ
イ

ン
よ

り
結

果
を

優
先

す
る

。
・

年
数

の
経

過
に

よ
り

、
関

係
者

が
増

え
る

の
で

人
脈

を
活

用
す

る
し

、
大

学
の

こ
と

が
分

か
る

と
課

題
を

意
識

す
る

。
・

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

/
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
は

組
織

社
会

化
（

組
織

再
社

会
化

）
が

必
要

で
あ

る
。

・
職

位
に

よ
り

、
権

限
と

責
任

が
あ

り
、

管
理

職
は

「
顔

」
と

し
て

の
役

割
が

あ
る

の
で

、
公

式
・

非
公

式
に

対
応

し
、

組
織

内
の

関
係

性
に

つ
い

て
理

解
が

深
ま

る
。

・
職

位
に

よ
り

、
結

果
と

の
関

係
で

、
対

応
す

る
方

法
を

合
理

的
に

判
断

す
る

。
・

職
位

に
よ

り
、

他
者

か
ら

の
視

線
を

意
識

す
る

。
・

職
位

に
よ

り
、

視
野

が
拡

大
し

、
意

識
が

向
上

し
、

他
者

を
通

し
て

業
務

を
進

め
る

の
で

、
対

話
の

重
要

性
を

理
解

す
る

。
・

部
次

長
職

は
組

織
（

課
）

と
し

て
動

か
す

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

の
で

、
課

長
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
尊

重
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

小
分

類

【
資

料
3
-
3
】

（
続

き
）

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析

（
出

所
：

筆
者

作
成

）
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

概
念

構
成

・
総

務
や

教
務

は
直

接
学

生
に

関
与

す
る

こ
と

が
少

な
い

し
、

親
し

く
関

与
で

き
な

い
の

で
面

白
く

な
い

。
（

総
務

・
教

務
）

学
生

対
応

無
学

生
対

応
（

特
性

）
学

生
対

応

・
総

務
課

は
よ

ろ
ず

相
談

窓
口

的
な

業
務

で
定

型
業

務
5
0
％

、
組

織
運

営
業

務
4
0
％

、
時

限
的

業
務

1
0
％

だ
っ

た
。

（
総

務
）

何
で

も
屋

業
務

範
囲

の
広

さ
（

特
性

）
広

範
囲

業
務

・
（

企
画

等
）

各
種

調
査

担
当

の
時

は
定

型
業

務
8割

、
組

織
運

営
業

務
2割

だ
っ

た
が

、
認

証
評

価
・

自
己

点
検

で
は

責
任

者
で

あ

る
執

行
部

と
の

や
り

取
り

が
増

え
て

組
織

運
営

業
務

の
比

率
が

増
え

た
。

（
企

画
）

執
行

部
と

の
調

整
執

行
部

と
の

調
整

（
特

性
）

執
行

部
と

の
調

整

・
教

務
課

は
学

生
と

直
に

接
し

て
い

た
の

で
、

学
生

に
ど

う
学

ん
で

も
ら

う
か

考
え

て
い

た
が

、
財

務
課

は
大

学
の

経
営

を
考

え
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

考
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

（
教

務
）

学
生

支
援

、
（

財
務

）
大

学
経

営
学

生
支

援
（

特
性

）
、

大
学

経
営

（
特

性
）

学
生

支
援

、
大

学
経

営

・
入

学
Cは

年
間

を
通

し
て

流
れ

が
あ

っ
た

の
で

、
見

え
や

す
く

仕
事

が
組

み
や

す
か

っ
た

。
（

入
試

）
年

間
サ

イ
ク

ル
年

間
サ

イ
ク

ル
（

特
性

）
年

間
サ

イ
ク

ル

・
入

学
Cは

絶
対

に
間

違
え

ら
れ

な
い

怖
さ

や
緻

密
さ

を
教

え
ら

れ
た

し
、

学
内

の
こ

と
を

知
ら

な
い

と
高

校
生

に
話

が
で

き
な

い
。

（
入

試
）

正
確

・
緻

密
、

大
学

に
関

す
る

知
識

正
確

・
緻

密
（

特
性

）
、

知
識

（
条

件
）

正
確

、
緻

密
、

知
識

・
入

学
C（

課
長

）
は

学
生

支
援

課
よ

り
定

型
業

務
と

実
務

は
多

か
っ

た
し

、
学

外
と

の
繋

が
り

も
多

か
っ

た
。

監
督

職
に

つ
い

て

は
、

教
務

課
は

会
議

や
打

合
せ

が
少

な
く

組
織

運
営

業
務

の
比

率
は

少
な

か
っ

た
が

、
入

学
Cは

施
設

を
借

り
る

な
ど

調
整

事
項

が
多

か
っ

た
。

（
入

試
）

学
外

と
の

接
点

、
（

教
務

）
定

型
中

心

学
外

と
の

接
点

（
特

性
）

、
定

型
中

心
（

特
性

）

学
外

と
の

接
点

、
定

型
中

心

・
学

生
課

は
定

型
業

務
60

％
、

組
織

運
営

業
務

30
～

40
％

で
、

学
生

対
応

は
奨

学
金

は
JA

SS
O
の

ル
ー

ル
を

逸
脱

し
な

い
で

何
が

で

き
る

か
だ

が
、

課
外

活
動

は
大

学
の

枠
の

中
で

何
が

で
き

る
か

で
相

談
の

余
地

が
あ

る
。

（
学

生
）

ル
ー

ル
遵

守
、

支
援

内
容

の
弾

力
性

ル
ー

ル
遵

守
（

特
性

）
、

弾
力

性
（

特
性

）
ル

ー
ル

遵
守

、
弾

力
性

・
学

生
課

で
は

学
生

に
対

し
て

大
人

と
し

て
の

対
応

を
伝

え
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
た

。
（

学
生

）
学

生
指

導
学

生
指

導
（

特
性

）
学

生
指

導
・

人
事

企
画

と
比

べ
て

学
生

課
は

ト
ラ

ブ
ル

を
含

む
学

生
対

応
が

あ
り

実
務

量
は

多
い

。
（

学
生

）
学

生
対

応
学

生
対

応
（

特
性

）
学

生
対

応
・

就
職

は
学

生
に

伴
走

す
る

の
で

面
白

い
し

、
予

備
校

の
仕

事
に

似
て

い
る

。
（

就
職

）
学

生
支

援
学

生
支

援
（

特
性

）
学

生
支

援
・

教
務

は
学

生
と

の
接

点
は

な
い

が
、

就
職

は
常

に
面

談
を

し
て

い
た

。
（

就
職

）
面

談
学

生
対

応
（

特
性

）
学

生
対

応
・

キ
ャ

リ
ア

Cは
嘱

託
の

仕
事

を
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
し

た
の

で
対

人
関

係
が

増
え

た
。

世
間

の
こ

と
を

知
ら

な
い

と
学

生
指

導
が

で
き

な

い
の

で
新

聞
や

雑
誌

を
読

ん
だ

。

（
就

職
）

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
社

会
常

識
非

専
任

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（

条
件

）
非

専
任

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

・
国

際
交

流
担

当
は

突
然

、
教

員
か

ら
協

定
締

結
の

話
が

入
っ

た
り

、
海

外
大

学
か

ら
訪

問
な

ど
が

入
る

。
（

国
際

）
突

発
性

突
発

性
（

特
性

）
突

発
性

・
人

事
課

員
の

時
は

定
型

業
務

80
％

、
組

織
運

営
業

務
10

％
、

時
限

的
業

務
10

％
だ

っ
た

。
（

人
事

）
定

型
中

心
定

型
中

心
（

特
性

）
定

型
中

心

・
人

事
は

超
勤

が
日

常
的

で
、

証
明

書
発

行
な

ど
突

発
的

な
対

応
が

多
い

。
総

務
は

定
型

業
務

8
0
％

、
組

織
運

営
業

務
2
0
％

だ
っ

た
。

（
人

事
）

超
勤

、
突

発
、

（
総

務
）

定
型

中
心

定
型

中
心

（
特

性
）

、
突

発
性

（
特

性
）

定
型

中
心

、
突

発
性

・
人

事
課

は
経

理
に

近
く

定
型

業
務

が
多

か
っ

た
。

3課
（

就
職

課
を

含
む

）
で

は
経

理
が

一
番

変
化

が
乏

し
い

。
（

人
事

・
経

理
）

定
型

中
心

定
型

中
心

（
特

性
）

定
型

中
心

・
IR

の
1年

目
は

一
か

ら
仕

事
を

作
る

の
で

仕
事

に
追

わ
れ

ず
考

え
な

が
ら

や
っ

た
の

で
、

業
務

量
か

ら
み

れ
ば

負
担

は
少

な
か

っ

た
。

（
I
R
）

新
し

い
業

務
新

規
（

原
因

）
新

規

・
（

教
学

）
通

常
は

定
型

業
務

60
％

、
組

織
運

営
業

務
20

％
、

時
限

的
業

務
20

％
だ

が
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

に
も

入
っ

て
い

る
た

め
1.

5倍
く

ら
い

に
業

務
量

が
増

え
て

い
る

。
（

教
学

）
定

型
中

心
、

時
限

的
業

務
定

型
中

心
（

特
性

）
、

時
限

的
業

務
（

特
性

）
定

型
中

心
、

時
限

的
業

務

・
入

学
課

は
専

任
率

が
70

％
で

、
広

報
で

は
外

に
で

る
こ

と
が

多
い

の
で

定
型

業
務

60
％

、
組

織
運

営
業

務
30

％
、

時
限

的
業

務

10
％

だ
っ

た
。

（
入

試
）

定
型

中
心

定
型

中
心

（
特

性
）

定
型

中
心

・
就

職
課

は
1年

目
だ

っ
た

こ
と

も
あ

り
定

型
業

務
90

％
、

組
織

運
営

業
務

10
％

だ
っ

た
。

（
就

職
）

定
型

中
心

定
型

中
心

（
特

性
）

定
型

中
心

・
就

職
課

は
量

は
経

理
課

と
変

わ
ら

な
い

が
、

定
型

業
務

70
％

で
対

人
業

務
が

多
く

、
組

織
運

営
業

務
20

％
、

時
限

的
業

務
10

％

だ
っ

た
。

（
就

職
）

定
型

中
心

、
対

人
業

務
定

型
中

心
（

特
性

）
、

対
人

業
務

（
特

性
）

定
型

中
心

、
対

人
業

務

・
図

書
館

の
5年

目
は

定
型

業
務

80
％

、
組

織
運

営
業

務
20

％
だ

っ
た

。
3年

目
に

新
図

書
館

移
転

が
あ

り
そ

れ
が

時
限

的
業

務
で

大

き
な

割
合

で
、

そ
の

経
験

が
生

き
た

。
新

し
い

こ
と

を
企

画
す

る
時

の
手

順
、

準
備

す
る

資
料

な
ど

の
流

れ
を

理
解

し
て

い
た

の
で

、
ど

こ
で

事
務

的
な

躓
き

が
あ

る
か

分
か

っ
て

い
た

の
で

、
そ

の
分

、
考

え
る

時
間

が
と

れ
た

。

（
図

書
館

）
定

型
中

心
、

時
限

的
業

務
定

型
中

心
（

特
性

）
、

時
限

的
業

務
（

原
因

）
定

型
中

心
、

時
限

的
業

務

・
広

報
・

校
友

課
は

定
型

業
務

70
％

、
組

織
運

営
業

務
30

％
で

、
広

報
も

残
業

が
あ

っ
た

が
、

時
期

が
決

ま
っ

て
い

た
し

、
ス

ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
見

通
し

が
立

て
や

す
か

っ
た

し
、

自
分

で
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
で

き
た

。
校

友
業

務
は

未
知

の
仕

事
で

組
織

運
営

業
務

が
多

か
っ

た
。

（
広

報
・

校
友

）
定

型
中

心
、

見
通

し
が

立
つ

定
型

中
心

（
特

性
）

、
見

通
し

（
特

性
）

定
型

中
心

・
専

任
比

率
は

低
下

し
て

お
り

組
織

運
営

業
務

が
増

え
て

こ
ざ

る
を

得
ず

、
契

約
職

員
の

仕
事

を
管

理
す

る
専

任
職

員
の

負
担

は
増

え
て

お
り

、
特

に
監

督
職

の
役

割
が

キ
ー

に
な

る
。

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
監

督
職

の
役

割

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
条

件
）

、
監

督
職

の
役

割
（

条
件

）

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
監

督
職

【
資

料
3
-
4
】

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

業
務

の
内

容
の

S
C
A
T
分

析
（

大
学

規
模

別
）

小

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

業
務

範
囲

は
広

く
、

定
型

業
務

と
し

て
、

サ
イ

ク
ル

が
決

ま
っ

て
お

り
、

ル
ー

ル
を

遵
守

し
て

正
確

さ
と

緻
密

さ
が

求
め

ら
れ

る
も

の
か

ら
、

学
外

と
の

接
点

が
あ

り
、

弾
力

的
に

対
応

す
る

も
の

ま
で

あ
る

。
学

生
対

応
は

指
導

す
る

業
務

と
支

援
す

る
業

務
が

あ
り

、
ま

た
、

執
行

部
と

調
整

し
た

り
、

契
約

職
員

な
ど

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
や

突
発

的
な

案
件

へ
の

対
応

が
あ

る
。

業
務

を
通

し
て

学
生

や
大

学
経

営
を

考
え

る
。

中
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

概
念
構
成

中

・
財
務
課
は
ル
ー
ル
に
も
と
づ
き
型
に
は
ま
っ
た
も
の
。

（
財
務
）
定
型
、
ル
ー
ル

遵
守

定
型
中
心
（
特
性
）
、

ル
ー
ル
遵
守
（
特
性
）

定
型
中
心
、
ル
ー
ル
遵
守

・
総
務
や
広
報
は
対
外
的
な
窓
口
に
な
る
の
で
言
葉
も
選
び
な
が
ら
の
仕
事
で
緊
張
感
は
違
っ
た
。

（
総
務
・
広
報
）
対
外
的

窓
口

対
外
的
窓
口
（
特
性
）

対
外
的
窓
口

・
人
事
企
画
と
比
べ
て
教
務
課
は
教
員
と
の
調
整
が
あ
り
実
務
量
は
多
い
。

（
教
務
）
教
員
と
の
調
整

教
員
と
の
調
整
（
特
性
）

調
整

・
教
学
部
門
は
内
向
き
で
対
外
的
対
応
は
あ
ま
り
な
い
。

（
教
務
）
学
内

学
内
対
応
（
特
性
）

学
内
対
応

・
学
生
課
は
コ
ロ
ナ
対
応
や
学
生
・
保
護
者
対
応
と
い
う
重
み
が
あ
る
。

（
学
生
）
学
生
・
父
母
対

応
学
生
・
父
母
対
応
（
特

性
）

学
生
・
父
母
対
応

・
法
人
部
門
は
事
務
部
門
が
ト
ッ
プ
に
な
る
の
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
責
任
が
重
い
。

（
法
人
）
判
断
・
責
任

判
断
・
責
任
（
背
景
）

判
断
・
責
任

・
総
務
は
何
で
も
屋
で
現
場
か
ら
の
調
整
弁
で
、
総
合
政
策
は
ト
ッ
プ
マ
タ
ー
を
行
う
の
で
全
部
を
受
け
取
る
必
要
は
な
い
。
総
務
は
幅
広

い
知
識
・
経
験
が
必
要
で
多
種
多
様
で
あ
る
。

（
総
務
）
何
で
も
屋
、
調

整
弁
、
幅
広
い
知
識
・
経

験

業
務
範
囲
の
広
さ
・
調
整

（
特
性
）
、
知
識
・
経
験

（
条
件
）

広
範
囲
業
務
、
調
整
、
知

識
・
経
験

・
企
画
業
務
と
私
学
事
業
団
で
の
経
験
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
、
俯
瞰
的
に
見
る
位
置
で
仕
事
を
し
視
野
が
広
が
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
出
合
っ
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
気
付
い
た
。

（
企
画
・
出
向
）
俯
瞰
的

視
野

俯
瞰
的
視
野
（
結
果
）

俯
瞰
的
視
野

・
総
務
課
は
契
約
職
員
の
人
数
は
少
な
く
、
専
任
職
員
が
頭
脳
業
務
（
考
え
る
仕
事
）
が
多
く
手
作
業
が
少
な
い
の
で
、
契
約
職
員
と
の
差

が
大
き
く
圧
倒
的
に
上
の
位
置
（
力
が
強
い
）
に
い
る
。
総
務
課
で
土
台
と
な
る
仕
事
、
大
学
に
は
他
の
仕
事
も
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

（
総
務
）
土
台
と
な
る
業

務
、
業
務
範
囲
の
広
さ

土
台
（
特
性
）
、
広
範
囲

業
務
（
特
性
）

土
台
、
広
範
囲
業
務

・
学
務

Cで
は
デ
ー
タ
処
理
を
し
て
い
た
の
で
エ
ク
セ
ル
の
技
術
が
上
が
っ
た
。
入
力
作
業
が
多
い
の
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
よ
り
効
率
化
が

図
ら
れ
た
し
正
確
性
が
上
が
っ
た
。

（
教
務
）
デ
ー
タ
処
理
、

正
確

デ
ー
タ
処
理
（
特
性
）
、

正
確
（
特
性
）

デ
ー
タ
処
理
、
正
確

・
教
学
部
門
は
委
員
会
で
決
め
る
た
め
教
員
に
委
ね
ら
れ
、
教
員
の
意
見
が
強
い
の
で
右
か
ら
左
の
業
務
が
多
く
判
断
す
る
業
務
は
な
い
。

学
部
は
基
幹
と
な
る
仕
事
が
な
い
の
で
時
間
の
か
け
方
が
違
い
の
ん
び
り
し
て
い
た
。
教
務
は
学
生
対
応
が
あ
る
の
で
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
量

で
測
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
教
務
）
教
員
主
導
、
学

生
対
応

教
員
主
導
（
特
性
）
、
学

生
対
応
（
特
性
）

教
員
主
導
、
学
生
対
応

・
事
務
室
は
業
務
範
囲
・
守
備
範
囲
が
明
確
で
、
担
当
業
務
も
明
確
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。
課
長
補
佐
も
担
当
業
務
が
あ
っ
た
う
え
で
課
員

の
業
務
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
（
目
配
り
を
す
る
）
。

（
教
務
）
明
確
な
業
務
範

囲
明
確
な
業
務
範
囲
（
特

性
）

明
確
な
業
務
範
囲

・
事
務
室
は
執
行
す
る
側
で
業
務
が
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
、
繋
が
り
は
学
部
間
の
や
り
と
り
は
あ
る
が
ダ
ン
ト
ツ
に
少
な
い
。
調
整
は
学

部
執
行
部
と
の
間
で
シ
ン
プ
ル
に
済
む
の
で
や
り
や
す
い
。
教
学
部
は
整
理
す
る
側
の
た
め
他
部
と
の
繋
が
り
は
多
い
。
教
学
部
は
ル
ー
ル

に
縛
ら
れ
ど
う
動
か
し
て
い
く
か
が
課
題
で
、
固
ま
っ
て
い
る
中
で
や
る
。
事
務
室
は
教
員
・
学
生
に
近
く
、
学
部
長
に
も
同
等
に
自
分
の

意
見
を
聞
い
て
も
ら
え
る
の
で
働
き
甲
斐
を
感
じ
る
。

（
教
務
）
明
確
な
業
務
範

囲
、
調
整
、
教
員
・
学
生

と
の
近
さ
、
ル
ー
ル
遵
守

明
確
な
業
務
範
囲
（
特

性
）
、
調
整
（
特
性
）
、

教
員
・
学
生
と
の
近
さ

（
特
性
）
、
定
型
中
心

（
特
性
）
、
ル
ー
ル
遵
守

（
特
性
）

明
確
な
業
務
範
囲
、
調

整
、
教
員
・
学
生
と
の
近

さ
、
定
型
中
心
、
ル
ー
ル

遵
守

・
事
務
室
が
転
機
で
大
学
職
員
を
自
覚
し
た
。
学
費
と
学
習
を
担
っ
て
い
る
と
認
識
し
た
。
ル
ー
テ
ィ
ン
が
多
か
っ
た
が
仕
事
の
重
要
さ
を

認
識
で
き
た
し
、
卒
業
が
係
っ
て
い
る
な
ど
ル
ー
テ
ィ
ン
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
事
務
室
は
学
部
を
ど
の
よ
う
に
外
に
打
ち
出
す
か
、
志
願

者
増
を
ど
う
す
る
か
と
小
さ
な
会
社
を
任
さ
れ
て
い
る
感
じ
。

（
教
務
）
学
費
と
学
習
、

ル
ー
テ
ィ
ン
の
重
要
さ
、

完
結
、
定
型
中
心

教
育
を
認
識
（
特
性
）
、

完
結
性
（
特
性
）
、
定
型

中
心
（
特
性
）

教
育
を
認
識
、
完
結
性
、

定
型
中
心

・
教
務
は
学
生
と
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
接
点
が
あ
り
、
論
文
審
査
委
員
会
や
大
学
院
委
員
会
の
事
務
局
と
し
て
教
員
と
相
談
し
な
が

ら
仕
事
を
進
め
た
が
、
全
て
英
語
で
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。

（
教
務
）
学
生
・
教
員
と

の
接
点

学
生
・
教
員
と
の
接
点

（
特
性
）

学
生
・
教
員
と
の
接
点

・
教
務
は
定
型
業
務

7～
8割

、
組
織
運
営
業
務

3～
2割

で
新
し
い

PG
の
ス
タ
ー
ト
に
よ
る
学
内
の
調
整
が
多
か
っ
た
。

Bは
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

さ
れ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
大
学
院
課
の
管
理
の
も
と
で
動
く
し
、
専
任
と
契
約
職
員
の
仕
事
の
区
分
も
明
確
で
や
り
や
す
い
し
抜
け
や
漏
れ

は
少
な
い
。
そ
の
分
裁
量
の
幅
は
少
な
い
。

Aは
個
人
に
任
さ
れ
て
お
り
、
契
約
職
員
の
仕
事
と
の
線
引
き
は
自
分
で
判
断
す
る
の
で
契
約

職
員
の
仕
事
も
し
て
い
た
。
契
約
職
員
の
個
人
の
能
力
に
よ
り
仕
事
が
き
ま
る
。

Bの
契
約
職
員
の
方
が
難
易
度
の
高
い
仕
事
を
し
て
い

る
。

（
教
務
）
定
型
中
心
、
裁

量
幅
の
小
さ
さ
、
非
専
任

と
の
業
務
分
担

定
型
中
心
（
特
性
）
、
裁

量
幅
の
小
さ
さ
（
結

果
）
、
非
専
任
の
業
務

（
結
果
）

定
型
中
心
、
裁
量
幅
、
非

専
任
の
業
務

・
事
務
室
は
定
型
業
務
が
圧
倒
的
に
多
い
。
学
生
部
は
定
型
業
務

60
％
で
実
務
が

50
％
、
教
学
部
は
定
型
業
務

60
～

70
％
で
実
務
が

50
％

で
新
し
い
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
比
較
的
で
き
た
。
教
務
課
は
学
部
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た
が
、
教
育
開
発
支
援
課
は
問
い
合
わ

せ
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

（
教
務
）
定
型
中
心

定
型
中
心
（
特
性
）

定
型
中
心

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
定
型
業
務
が
中
心
だ
が
、
対
人
業
務
が
多
い
部
課
も
あ
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
な
ど
時
限
的
業
務
が
発
生
し
て
業
務
量
が
増
加
し
た
り
、
新
規
課
題
対
応
の
業
務
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

契
約
職
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
突
発
的
な
案
件
へ
の
対
応
も
あ
る
。

【
資
料
3
-
4
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
務
の
内
容
の
S
C
A
T
分
析
（
大
学
規
模
別
）

大

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
定
型
業
務
が
中
心
で
、
学
生
・
父
母
対
応
や
教
員
と
の
調
整
が
あ
る
。
ま
た
、
部
課
に
よ
っ
て
は
対
外
的
な
窓
口
に
な
っ
て
い
る
。

巨
大



161 
 

 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句

の
言

い
換

え
テ

キ
ス

ト
外

の
概

念
概

念
構

成
・

教
学

部
は
定
型
業
務
が

8～
9割

で
、
教
育
開
発
支
援
課
か
ら
新
し
く
開
発
す
る
仕
事
が
入
っ
て
き
た
。
学
生
部
は
学
年
暦
に
合
わ
せ
た

ル
ー

テ
ィ
ン
を
や
っ
て
お
り
、
新
学
部
は
新
し
い
も
の
を
つ
く
る
仕
事
で
組
織
運
営
業
務
と
時
限
的
業
務
が
増
え
て
き
て
課
員
の
進
捗
管
理

も
し

た
。

（
教

務
）

定
型

中
心

、
（

学
生

）
学

年
暦

サ
イ

ク
ル

、
新

規
業

務

定
型

中
心

（
特

性
）

、
学

年
暦

（
特

性
）

、
新

規
（

特
性

）

定
型

中
心

、
学

年
暦

、
新

規

・
入
試

は
定
型
業
務
が

95
～

98
％
で
他
部
課
と
の
調
整
は
補
佐
が
担
当
し
た
。
教
務
の
試
験
・
成
績
は
定
型
業
務
が

80
％
で
専
任

1、
契
約

専
門

1、
契
約
事
務

2の
チ
ー
ム
で
、
契
約
職
員
に
直

接
指
示
し
た
。
契
約
職
は
決
め
て
ほ
し
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
相
談
を
受
け
る
が
、
特

定
職

は
以
前
の
業
務
の
決
定
な
ど
を
知
っ
て
お
り
、
仕
事
の
や
り
方
を
持
っ
て
お
り
主
体
的
に
業
務
を
進
め
る
の
で
、
考
え
方
を
出
し
て
意

見
を

聞
い
た
う
え
で
決
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
特
定
職
の
仕
事
の
や
り
方
を
変
え
た
い
時
は
課
長
や
補
佐
に
相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

る
。

課
長
等
も
入
る
打
合
せ
の
時
の
立
ち
位
置
は
、
特
定
職
の
意
見
を
代
弁
す
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
る
。

（
入

試
・

教
務

）
定

型
中

心
、

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

定
型

中
心

（
特

性
）

、
非

専
任

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（

条
件

）

定
型

中
心

、
非

専
任

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

・
国

際
部
は
定
型
業
務

50
％
、
組
織
運
営
・
時
限
的

業
務

50
％
で
創
意
工
夫
が
で
き
、
仕
事
の
仕
方
を
変
え
た
り
新
し
い
制
度
を
考
え
実
現

す
る

こ
と
が
で
き
た
。
事
務
室
は
定
型
業
務

70
％
、

組
織
運
営
業
務

20
％
、
時
限
的
業
務

10
％
、
入
試
は
形
は
定
ま
っ
て
い
な
い
が
定
型
業

務
50

％
、
組
織
運
営
業
務

30
％
、
時
限
的
業
務

20
％
だ
っ
た
。
仕
事
が
固
ま
っ
て
い
る
ほ
ど
定
型
業
務
が
多
く
な
る
。

（
国

際
）

創
意

工
夫

、
（

教
務

）
定

型
中

心
創

意
工

夫
（

結
果

）
、

定
型

中
心

（
特

性
）

創
意

工
夫

、
定

型
中

心

・
学
生
部
で
の
課
外
活
動
担
当
は
学
生
と
接
し
な
が

ら
の
仕
事
で
、
学
籍
は
対
外
的
報
告
な
ど
数
字
の
管
理
が
多
か
っ
た
。
休
学
・
退
学
の

面
接

を
年

4～
50

0人
行
っ
た
。

Aの
時
は
複
数
の
契
約
職
員
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
た
が
、
専
任
と
契
約
職
員
の
仕
事
の
差
が
小
さ
い
の
で

職
種

の
違
い
で
大
変
だ
っ
た
。
英
語
が
話
せ
る
契
約

職
員
と
英
語
が
話
せ
な
い
専
任
と
い
う
関
係
も
あ
っ
た
。
専
任
が
多
い
方
が
や
り
や
す

い
し

、
Bは

専
任
が
絶
対
と
い
う
立
場
に
あ
る
。
大
規
模
の
課
で
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
す
る
人
が
何
人
い
る
か
、
繁
忙
期
の
相
互
支
援
の
柔

軟
性

や
ル
ー
ル
が
な
い
と
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
、
あ
る
程
度
の
枠
組
み
は
整
え
て
お
い
た
方
が
良
い
。

（
学

生
）

学
生

対
応

、
職

場
規

模
・

職
場

構
成

学
生

対
応

（
特

性
）

、
職

場
規

模
・

職
場

構
成

（
原

因
）

学
生

対
応

、
職

場
規

模
・

職
場

構
成

・
国

際
部
は
均
一
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に

対
し
、
学
生
部
は
個
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
で
半
年
は

何
を

ど
こ
ま
で
や
る
か
悩
ん
だ
。
人
に
よ
っ
て
ム
ラ

が
あ
り
人
に
よ
っ
て
色
が
つ
く
こ
と
が
あ
る
。
P
J
業
務
の
経
費
管
理
で
は
ル
ー
ル
ど
お

り
に

適
用
し
、
徹
底
し
て
丁
寧
に
す
る
こ
と
を
習
得

し
た
。

（
国

際
・

学
生

）
学

生
対

応
、

個
別

性
学

生
対

応
（

特
性

）
、

個
別

性
（

結
果

）
学

生
対

応
、

個
別

性

・
キ

ャ
リ
ア
は
情
勢
を
見
な
が
ら
外
の
声
を
聞
き
な

が
ら
自
由
に
い
ろ
い
ろ
で
き
た
。

（
就

職
）

裁
量

裁
量

（
特

性
）

裁
量

・
補

助
金
関
係
業
務
は
申
請
時
と
採
択
後
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
は
調
整
が
多
い
。
研
究
部
の
業
務
は
整
理
さ
れ
て
い
る
。
実
務
は
少
な
い

が
非

専
任
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
大
き
い
。
実
務
が
中

心
の
科
研
費
業
務
か
ら
研
究

PJ
へ
と
進
ん
だ
が
、
仕
事
の
経
験
を
積
ん
で
か
ら
人
を
マ

ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
仕
事
で
良
か
っ
た
。
契
約
職
員
も
仕
事
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
対
応
の
方
が
良
い
受
け
止
め
に
な
る
。

（
研

究
）

調
整

、
非

専
任

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

調
整

（
特

性
）

、
非

専
任

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（

条
件

）

調
整

、
非

専
任

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

・
研

究
部
は
社
会
連
携
・
事
業
連
携
が
あ
る
た
め
、

（
調
整
が
）
教
学
部
に
次
い
で
多
い
。
専
任
率
が
高
い
と
定
型
業
務
が
多
く
な
り
組
織

運
営

業
務
が
減
る
。
研
究
部
で
は
チ
ー
ム
と
し
て

30
人
を
対
象
に
し
て
い
た
の
で
、
常
に
相
談
に
の
っ
て
い
て
人
間
関
係
ば
か
り
を
や
っ
て

い
た

。
契
約
職
員
で
も
事
務
室
の
専
門
職
は
ア
ウ
ト

ラ
イ
ン
だ
け
示
し
て
任
せ
き
る
こ
と
に
な
り
、
他
の
領
域
の
仕
事
は
頼
み
に
く
い
。
研

究
部

は
専
門
職
の
位
置
づ
け
が
異
な
り
、
専
任
に
近

い
形
で
働
く
の
で
、
仕
事
内
容
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
発
生
し
た
。
研
究
部
は

業
務

が
型
に
縛
ら
れ
て
お
ら
ず
、
世
の
中
の
新
し
い

知
見
に
関
わ
れ
た
り
外
部
連
携
が
あ
る
の
で
大
変
だ
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
で
面
白
い
。

（
研

究
）

調
整

、
専

任
比

率
が

影
響

、
非

専
任

の
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

外
部

と
の

接
点

調
整

（
特

性
）

、
専

任
比

率
（

条
件

）
、

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
条

件
）

、
外

部
と

の
接

点
（

結
果

）

調
整

、
専

任
比

率
、

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
外

部
と

の
接

点

・
研

究
部
は
窓
口
対
応
も
実
務
も
契
約
職
員
が
担
当

し
て
い
る
の
で
、
実
務
を
知
ら
な
い
と
舐
め
ら
れ
る
要
素
に
な
る
。
研
究
部
は
ひ
た
す

ら
ル

ー
テ
ィ
ン
を
こ
な
す
が
慣
れ
る
と
広
が
り
や
奥

行
き
が
持
て
る
。

（
研

究
）

実
務

経
験

実
務

経
験

（
条

件
）

実
務

経
験

・
図

書
館
の

5年
目
は
定
型
業
務

80
％
、
組
織
運
営
業
務

20
％
だ
っ
た
。

3年
目
に
新
図
書
館
移
転
が
あ
り
そ
れ
が
時
限
的
業
務
で
大
き
な
割

合
で

、
そ
の
経
験
が
生
き
た
。
新
し
い
こ
と
を
企
画
す
る
時
の
手
順
、
準
備
す
る
資
料
な
ど
の
流
れ
を
理
解
し
て
い
た
の
で
、
ど
こ
で
事
務

的
な

躓
き
が
あ
る
か
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
分
、
考
え
る
時
間
が
と
れ
た
。

（
図

書
館

）
定

型
中

心
、

時
限

的
業

務
定

型
中

心
（

特
性

）
、

時
限

的
業

務
（

結
果

）
定

型
中

心
、

時
限

的
業

務

・
図

書
館
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
し
て
い
る
の
で
何
も
し

な
け
れ
ば
仕
事
が
な
い
。
学
生
支
援
の
種
を
蒔
き
始
め
た
ら
学
部
と
の
関
係
な
ど
ア
ク

テ
ィ

ブ
な
こ
と
が
で
き
る
。

（
図

書
館

）
業

務
委

託
、

能
動

性
業

務
委

託
（

条
件

）
、

能
動

性
（

条
件

）
業

務
委

託
、

能
動

性

・
教

学
部
は
定
型
的
な
こ
と
を
正
し
く
や
っ
て
当
た

り
前
で
、
定
型
化
を
純
化
さ
せ
て
い
く
守
り
、
国
際
部
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は

ど
ん
ど
ん
や
る
攻
め
。
但
し
在
籍
管
理
な
ど
は

守
り
で
、
国
の
縛
り
が
あ
り
教
学
部
よ
り
固
い
仕
事
で
あ
る
。
国
際
部
は
海
外
を
含
む

他
大

学
と
の
つ
き
あ
い
が
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
か

ら
理
屈
が
発
生
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
立
っ
て
い
る
の
で
、
両
部
で
は
視
野
の
違
い
が
あ

る
。

（
教

務
）

守
り

、
（

国
際

）
攻

め
、

視
野

の
違

い
守

り
と

攻
め

（
特

性
）

、
視

野
の

違
い

（
結

果
）

守
り

と
攻

め
、

視
野

の
違

い

・
広

報
は
定
型
業
務
が

2～
3割

で
ノ
ー
ベ
ル
賞
対
応
な
ど
未
知
の
領
域
の
仕
事
が
多
か
っ
た
。
校
友
は
定
型
業
務
が

7～
8割

で
寄
付
制
度
の

改
革

は
あ
っ
た
。

（
広

報
）

未
知

の
仕

事
、

（
校

友
）

定
型

中
心

未
知

（
結

果
）

、
定

型
中

心
（

特
性

）
未

知
、

定
型

中
心

・
校

友
父
母
課
は
ル
ー
テ
ィ
ン
を
守
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ず
そ
れ
を
学
び
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
意
識
し
た
。

（
社

会
連

携
）

ル
ー

テ
ィ

ン
、

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

ル
ー

テ
ィ

ン
（

特
性

）
、

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

（
結

果
）

ル
ー

テ
ィ

ン
、

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

【
資

料
3
-
4
】

（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
務
の
内
容
の
S
C
A
T
分
析
（
大
学
規
模
別

）

巨
大
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

概
念

構
成

・
教

学
系

職
場

は
契

約
職

員
と

ペ
ア

で
仕

事
を

す
る

の
で

組
織

運
営

業
務

が
多

い
。

人
に

ど
の

く
ら

い
頼

む
の

か
、

自
分

で
は

何
を

す
る

の
か

と
考

え
る

こ
と

に
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
使

っ
て

い
た

。
事

務
室

は
ペ

ア
と

な
る

契
約

職
員

は
1だ

っ
た

が
、

教
務

は
担

当
す

る
PG

が
多

く
最

初

の
2年

は
1:

1だ
っ

た
が

、
後

の
2年

は
PG

が
増

え
た

こ
と

で
1:

2に
な

っ
た

。

（
教

務
）

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
条

件
）

非
専

任
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
出

所
：

筆
者

作
成

）

【
資

料
3
-
4
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
業

務
の

内
容

の
S
C
A
T
分

析
（

大
学

規
模

別
）

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

業
務

範
囲

は
広

く
、

部
課

に
よ

り
業

務
は

異
な

る
が

、
学

年
暦

に
も

と
づ

き
、

ル
ー

ル
を

遵
守

し
て

正
確

に
処

理
す

る
定

型
業

務
が

中
心

で
あ

る
。

業
務

に
つ

い
て

は
裁

量
幅

が
あ

り
、

創
意

工
夫

が
で

き
る

。
定

型
業

務
は

契
約

職
員

の
担

当
が

大
き

く
、

実
務

経
験

に
も

と
づ

く
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
が

必
要

で
あ

る
。

教
員

主
導

の
領

域
で

の
業

務
の

調
整

、
学

生
対

応
、

外
部

と
の

接
点

な
ど

、
幅

広
い

業
務

を
通

し
て

教
育

を
認

識
し

、
俯

瞰
的

視
野

、
視

野
の

違
い

、
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
を

意
識

す
る

。

巨
大
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

概
念

構
成

・
事

務
を

教
え

て
く

れ
る

人
は

誰
も

い
な

い
の

で
見

て
覚

え
つ

つ
、

他
部

署
の

若
手

に
も

聞
い

た
。

仕
事

で
全

部
課

を
回

っ
て

情
報

を
集

め
て

い
た

の
で

仕
事

の
イ

メ
ー

ジ
は

持
っ

て
い

た
。

教
え

る
人

が
い

な
い

、
他

部
署

の
若

手

引
き

継
ぎ

な
し

（
原

因
）

、
他

部
署

の
若

手
（

結
果

）
引

き
継

ぎ
無

、
他

部
署

・
卒

業
生

で
業

務
の

イ
メ

ー
ジ

を
持

っ
て

い
た

。
就

職
後

は
先

輩
に

聞
き

な
が

ら
手

引
き

を
見

な
が

ら
習

得
し

た
。

総
務

課
で

は
法

律
・

規
程

、
事

業
団

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
研

修
会

へ
の

参
加

を
通

じ
て

習
得

し
た

。
先

輩
、

手
引

き
・

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

研
修

会

先
輩

（
条

件
）

、
手

引
き

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
条

件
）

、
研

修
会

（
条

件
）

先
輩

、
手

引
き

・
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
研

修
会

・
異

動
時

に
チ

ー
ム

の
嘱

託
の

任
期

が
残

り
2 年

で
終

了
す

る
た

め
、

仕
事

は
主

に
嘱

託
か

ら
教

え
て

も
ら

っ
た

。
嘱

託
職

員
か

ら
習

得
非

専
任

（
条

件
）

非
専

任

・
教

務
課

は
先

輩
と

ペ
ア

で
1 年

間
仕

事
を

し
、

先
輩

が
退

職
し

た
の

で
2年

目
か

ら
は

課
長

・
監

督
職

と
一

緒
に

仕
事

を
し

て
習

得

し
た

。
財

務
課

は
業

務
に

つ
い

て
細

か
い

こ
と

を
記

載
し

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
な

い
の

で
、

分
か

ら
な

い
こ

と
は

前
任

者
に

聞
き

な
が

ら
習

得
し

た
。

先
輩

、
ペ

ア
、

前
任

者
先

輩
（

条
件

）
、

ペ
ア

（
条

件
）

、
前

任
者

（
条

件
）

先
輩

、
ペ

ア
、

前
任

者

・
最

初
の

担
当

は
監

督
職

と
同

じ
業

務
を

行
い

、
調

査
・

補
助

金
関

係
は

主
担

当
に

な
り

、
前

年
の

資
料

を
見

た
り

前
任

者
に

聞
き

な
が

ら
習

得
し

た
。

監
督

職
、

副
担

当
か

ら
主

担
当

、
資

料
、

前
任

者

監
督

職
（

条
件

）
、

副
担

当
か

ら
主

担
当

（
結

果
）

、
資

料
（

条
件

）
、

前
任

者
（

条
件

）

監
督

職
、

副
担

当
か

ら
主

担
当

、
資

料
、

前
任

者

・
最

初
は

前
年

度
に

副
担

当
だ

っ
た

人
の

フ
ォ

ロ
ー

を
得

て
業

務
を

習
得

し
た

。
2年

目
以

降
は

シ
ス

テ
ム

の
運

用
管

理
の

副
担

当
に

な
っ

た
。

副
担

当
副

担
当

（
条

件
）

副
担

当

・
学

生
課

で
は

1年
目

は
先

輩
と

ペ
ア

で
過

去
の

資
料

も
確

認
し

、
2年

目
に

担
当

領
域

が
広

が
り

そ
れ

ま
で

の
サ

ブ
が

メ
イ

ン
に

な
っ

た
。

入
学

Cで
は

1年
目

は
先

輩
が

メ
イ

ン
・

本
人

が
サ

ブ
、

2年
目

は
本

人
が

メ
イ

ン
・

先
輩

が
サ

ブ
で

仕
事

を
し

た
。

先
輩

、
ペ

ア
、

資
料

、
副

担
当

か
ら

主
担

当

先
輩

（
条

件
）

、
ペ

ア
（

条
件

）
、

資
料

（
条

件
）

、
副

担
当

か
ら

主
担

当
（

結
果

）

先
輩

、
ペ

ア
、

資
料

、
副

担
当

か
ら

主
担

当

・
仕

事
は

学
生

の
手

引
き

を
読

ん
だ

り
経

験
者

に
聞

い
て

習
得

し
た

。
手

引
き

、
経

験
者

手
引

き
（

条
件

）
、

経
験

者
（

条
件

）
手

引
き

、
経

験
者

・
仕

事
の

習
得

は
契

約
職

員
に

教
え

て
も

ら
い

な
が

ら
、

契
約

が
作

成
し

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
読

ん
だ

が
、

銀
行

で
は

考
え

ら
れ

な
い

こ
と

で
、

そ
う

い
う

職
場

だ
と

直
ぐ

に
慣

れ
た

。
契

約
職

員
か

ら
習

得
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
非

専
任

（
条

件
）

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
条

件
）

非
専

任
、

マ
ニ

ュ
ア

ル

・
経

理
課

で
は

先
輩

の
指

導
の

も
と

仕
事

を
習

得
し

た
。

教
務

も
先

輩
に

聞
い

た
し

、
教

職
は

法
律

が
か

ら
む

の
で

外
部

研
修

に
参

加
し

た
。

先
輩

、
外

部
研

修
先

輩
（

条
件

）
、

研
修

会
（

条
件

）
先

輩
、

研
修

会

・
文

書
処

理
は

ル
ー

テ
ィ

ン
が

多
く

、
3カ

月
間

ペ
ア

で
仕

事
を

し
て

習
得

し
た

。
会

議
体

担
当

に
な

っ
た

時
は

引
き

継
ぎ

の
み

で

あ
っ

た
。

ペ
ア

ペ
ア

（
条

件
）

ペ
ア

・
主

担
当

の
監

督
職

と
ペ

ア
で

仕
事

を
し

て
習

得
し

た
ペ

ア
ペ

ア
（

条
件

）
ペ

ア
・

新
人

に
は

指
導

役
が

1年
間

配
置

さ
れ

、
就

職
課

で
は

1年
前

に
着

任
し

た
中

途
採

用
者

が
そ

の
任

に
あ

た
っ

て
く

れ
た

。
メ

ン
タ

ー
メ

ン
タ

ー
（

条
件

）
メ

ン
タ

ー

・
仕

事
は

メ
ン

タ
ー

が
1年

つ
き

、
前

任
者

に
聞

い
た

り
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
見

な
が

ら
習

得
し

た
。

メ
ン

タ
ー

、
前

任
者

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

メ
ン

タ
ー

（
条

件
）

、
前

任
者

（
条

件
）

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
条

件
）

メ
ン

タ
ー

、
前

任
者

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
最

初
は

派
遣

の
人

に
教

え
て

も
ら

っ
た

り
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

前
任

者
が

残
し

た
フ

ォ
ル

ダ
ー

を
み

て
仕

事
を

覚
え

た
。

派
遣

職
員

か
ら

習
得

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
前

任
者

非
専

任
（

条
件

）
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
（

条
件

）
、

前
任

者
（

条
件

）

非
専

任
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
、

前
任

者

・
就

職
後

半
年

の
間

は
、

人
事

課
1カ

月
、

本
配

属
課

1カ
月

、
学

生
課

、
研

究
支

援
課

、
入

試
課

を
研

修
と

し
て

経
験

し
た

。
知

り

合
い

が
で

き
て

困
っ

た
時

に
相

談
が

で
き

る
し

、
大

学
の

い
ろ

い
ろ

な
部

署
の

仕
事

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

。
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

研
修

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
研

修
（

条
件

）
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

研
修

・
図

書
館

で
は

ペ
ア

で
仕

事
を

し
て

習
得

し
た

ペ
ア

ペ
ア

（
条

件
）

ペ
ア

大

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

業
務

は
ペ

ア
で

行
い

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
見

な
が

ら
、

ま
た

前
任

者
に

聞
き

な
が

ら
習

得
し

て
い

く
。

ロ
ー

テ
ー

シ
ョ

ン
研

修
が

あ
る

が
、

派
遣

職
員

か
ら

習
得

す
る

場
合

も
あ

る
。

【
資

料
3
-
5
】

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

業
務

の
習

得
の

S
C
A
T
分

析
（

大
学

規
模

別
）

小

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

業
務

は
、

先
輩

や
監

督
職

と
ペ

ア
で

行
い

、
手

引
き

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
見

な
が

ら
、

ま
た

前
任

者
に

聞
き

な
が

ら
、

副
担

当
か

ら
主

担
当

に
な

っ
て

習
得

し
て

い
く

。
引

継
ぎ

が
無

か
っ

た
り

、
教

え
る

人
が

い
な

い
た

め
嘱

託
職

員
か

ら
習

得
し

た
り

、
他

部
課

の
人

に
聞

く
こ

と
も

あ
る

。

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

業
務

は
、

先
輩

や
監

督
職

と
ペ

ア
で

行
い

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
見

な
が

ら
、

ま
た

前
任

者
に

聞
き

な
が

ら
、

副
担

当
か

ら
主

担
当

に
な

っ
て

習
得

し
て

い
く

。
メ

ン
タ

ー
が

つ
く

し
、

研
修

会
に

も
参

加
す

る
が

、
契

約
職

員
か

ら
習

得
す

る
場

合
も

あ
る

。

中
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

概
念
構
成

・
学
務

Cは
先
輩
が
教
え
て
く
れ
、
グ
ル
ー
プ
の
人
も
あ
る
程
度
は
分
か
っ
て
い
た
。
入
学

Cは
前
任
者
が
部
内
に
お
り
聞
け
る
し
、
過
去
の

資
料
を
見
な
が
ら
や
っ
て
き
た
。
担
当
学
部
（
経
済
）
の
入
試
は
経
営
学
部
と
一
体
で
、
そ
の
担
当
者
に
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

先
輩
、
前
任
者
、
資
料
、

一
体
的
運
営

先
輩
（
条
件
）
、
前
任
者

（
条
件
）
、
資
料
（
条

件
）
、
類
似
業
務
（
結

果
）

先
輩
、
前
任
者
、
資
料
、

類
似
業
務

・
入
学

C・
財
務
部
と
も
先
輩
と
ペ
ア
で
仕
事
を
し
て
覚
え
た
。
サ
ブ
担
当
か
ら
主
担
当
に
引
継
ぎ
つ
つ
行
っ
て
い
っ
た
。

先
輩
、
ペ
ア
、
副
担
当
か

ら
主
担
当

先
輩
（
条
件
）
、
ペ
ア

（
条
件
）
、
副
担
当
か
ら

主
担
当
（
結
果
）

先
輩
、
ペ
ア
、
副
担
当
か

ら
主
担
当

・
学
務

Cは
他
学
科
担
当
者
に
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
事
務
長
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
仕
事
を
し
た
。
見
よ
う
見
ま
ね
で
何
と
な
く
覚
え

た
。
国
際
化
推
進

Cは
特
命
課
題
だ
っ
た
が
、
派
遣
業
務
の
企
画
の
た
め
に

1回
事
務
の
流
れ
を
経
験
し
た
。

類
似
業
務
担
当
者
、
管
理

職
、
業
務
経
験

類
似
業
務
担
当
者
（
条

件
）
、
管
理
職
（
条

件
）
、
業
務
経
験
（
結

果
）

類
似
業
務
担
当
者
、
管
理

職
、
業
務
経
験

・
仕
事
は
ペ
ア
で
仕
事
を
す
る
人
が
お
り
、

1年
ほ
ど
一
緒
に
仕
事
を
し
、
学
務

Cで
は
前
任
者
に
聞
き
な
が
ら
習
得
し
た
が
、
派
遣
職
員
に

教
え
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

ペ
ア
、
前
任
者

ペ
ア
（
条
件
）
、
前
任
者

（
条
件
）

ペ
ア
、
前
任
者

・
現
在
は
会
議
の
担
当
、
文
科
省
か
ら
の
調
査
対
応
の
窓
口
を
担
当
し
て
お
り
、
ペ
ア
で
仕
事
を
す
る
こ
と
で
業
務
継
承
す
る
形
で
習
得
し

た
。

ペ
ア

ペ
ア
（
条
件
）

ペ
ア

・
過
去
の
資
料
を
見
た
り
問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
な
が
ら
習
得
し
て
い
っ
た
。
教
員
に
も
聞
い
た
し
、
ま
た
他
大
学
職
員
の
実
施
す
る
勉
強

会
に
も
参
加
し
た
。

資
料
、
聞
く
、
勉
強
会

資
料
（
条
件
）
、
聞
く

（
結
果
）
、
勉
強
会
（
条

件
）

資
料
、
聞
く
、
勉
強
会

・
広
報
課
で
は
ペ
ア
の
先
輩
も
同
時
の
異
動
で
、
文
書
の
書
き
方
は
他
課
の
先
輩
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
振
興
課
で
は
、
広
報
の
経
験
で
人

と
の
関
わ
り
方
、
仕
事
の
進
め
方
は
理
解
し
て
い
た
。
学
部
事
務
室
で
は
前
任
者
は
異
動
し
た
の
で
、
自
分
で
調
べ
て
か
ら
聞
く
よ
う
に
し

た
。
初
年
度
は
仕
事
が
分
か
ら
な
い
の
で
時
間
が
か
か
り
超
勤
も
多
く
な
っ
た
。

先
輩
、
業
務
経
験

先
輩
（
条
件
）
、
業
務
経

験
（
条
件
）

先
輩
、
業
務
経
験

・
人
に
聞
く
の
が
上
手
な
の
で
聞
き
な
が
ら
事
務
室
の
仕
事
を
覚
え
た
し
、
何
と
か
や
っ
て
い
け
た
。
契
約
職
員
は
実
務
を
や
っ
て
い
る
が

そ
の
意
味
が
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
ル
ー
テ
ィ
ン
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

聞
く

聞
く
（
結
果
）

聞
く

・
仕
事
の
習
得
は
、
前
任
者
か
ら
引
き
継
ぎ
を
受
け
て
以
降
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
資
料
を
読
み
、
分
析
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
な
ど
に
時
間

を
か
け
て
自
分
な
り
に
理
解
を
し
て
仕
事
を
し
て
き
た
。
入
試
要
項
や
規
程
を
読
み
込
む
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
習
慣
化
さ
れ
た
し
、
先

輩
か
ら
も
目
を
か
け
て
も
ら
っ
た
。

前
任
者
、
資
料
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
先
輩

前
任
者
（
条
件
）
、
資

料
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
条

件
）
、
先
輩
（
条
件
）

前
任
者
、
資
料
・
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
先
輩

・
総
務
で
は
関
係
者
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
仕
事
を
習
得
し
た
。

関
係
者

関
係
者
（
条
件
）

関
係
者

・
2人

体
制
で

1年
間
仕
事
を
行
い
、
補
佐
と
先
輩
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
。
エ
ク
セ
ル
は
内
定
者
課
題
と
し
て
言
わ
れ
通
信
講
座
を
受
講
し

た
。
業
務
で
使
う
こ
と
で
自
然
と
覚
え
た
。

ペ
ア
、
監
督
職
、
先
輩
、

事
前
研
修

ペ
ア
（
条
件
）
、
監
督
職

（
条
件
）
、
先
輩
（
条

件
）
、
事
前
研
修
（
条

件
）

ペ
ア
、
監
督
職
、
先
輩
、

事
前
研
修

・
学
籍
は

1年
目
の
人
が
担
当
す
る
の
で
前
任
者
が
い
て
、
ま
た
補
佐
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
て
い
る
。

前
任
者
、
監
督
職

前
任
者
（
条
件
）
、
監
督

職
（
条
件
）

前
任
者
、
監
督
職

・
先
輩

2人
を
含
め
て

3人
で
分
担
し
て
仕
事
し
て
い
た
の
で
、
一
緒
に
す
る
こ
と
で
習
得
し
た
。

ペ
ア

ペ
ア
（
条
件
）

ペ
ア

・
同
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
全
員
が
動
く
し
、
常
に
補
佐
が
隣
に
い
て
業
務
を
習
得
し
た
。

監
督
職

監
督
職
（
条
件
）

監
督
職

・
PJ

業
務
は
課
長
、
補
佐
、
課
員
の

3人
体
制
で
、
課
長
や
補
佐
か
ら
指
示
さ
れ
て
業
務
を
し
、
習
得
し
て
い
っ
た
。

ペ
ア

ペ
ア
（
条
件
）

ペ
ア

・
教
務
で
は
メ
ン
タ
ー
か
ら
、
学
部
事
務
室
で
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
か
ら
習
得
し
た
。

メ
ン
タ
ー
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

メ
ン
タ
ー
（
条
件
）
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
（
条
件
）

メ
ン
タ
ー
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

・
資
料
を
見
た
り
補
佐
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
て
習
得
し
た
。

資
料
、
監
督
職

資
料
（
条
件
）
、
監
督
職

（
条
件
）

資
料
、
監
督
職

・
就
職
後

3カ
月
は
メ
ン
タ
ー
と
同
じ
業
務
を
担
当
し
た
。
メ
ン
タ
ー
が
異
動
し
た
の
で
、
メ
ン
タ
ー
と
情
報
シ
ス
テ
ム
課
に
直
接
聞
き
な

が
ら
仕
事
を
し
た
。

メ
ン
タ
ー
、
聞
く

メ
ン
タ
ー
（
条
件
）
、
聞

く
（
結
果
）

メ
ン
タ
ー
、
聞
く

（
出
所
：
筆
者
作
成
）

【
資
料
3
-
5
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
務
の
習
得
の
S
C
A
T
分
析
（
大
学
規
模
別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
業
務
は
、
先
輩
や
監
督
職
と
ペ
ア
で
行
い
、
資
料
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
な
が
ら
、
ま
た
前
任
者
に
聞
き
な
が
ら
、
副
担
当
か
ら
主
担
当
に
な
っ
て
習
得
し
て
い
く
。
メ
ン
タ
ー
が
つ
き
、
類
似
業
務
担
当

者
に
聞
く
こ
と
も
で
き
る
し
、
勉
強
会
に
参
加
し
た
り
、
就
職
前
の
事
前
研
修
も
行
わ
れ
て
い
る
。

巨
大
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
1年

目
か

ら
2年

目
は

担
当

領
域

が
拡

大
し

、
た

い
へ

ん
増

え
た

。
1年

目
は

マ
ニ

ュ
ア

ル
ど

お
り

や
る

こ
と

だ
っ

た
が

、
2年

目
は

考
え

な
が

ら
仕

事
を

す
る

よ
う

に
な

り
、

こ
こ

は
こ

う
し

た
ら

良
い

と
思

う
よ

う
に

な
っ

た
。

（
年

数
）

担
当

領
域

の
拡

大
、

熟
達

化
担

当
業

務
の

拡
大

（
結

果
）

、
熟

達
化

（
結

果
）

担
当

業
務

の
拡

大
、

熟
達

化

・
課

員
の

時
は

定
型

業
務

8割
、

組
織

運
営

業
務

1～
2割

で
、

時
限

的
業

務
に

該
当

す
る

の
か

も
分

か
ら

な
か

っ
た

。
業

務
内

容
の

未
理

解
業

務
内

容
の

未
理

解
（

原
因

）
業

務
内

容
の

未
理

解

・
（

係
長

に
な

り
）

出
席

す
る

会
議

が
増

加
し

た
。

係
長

に
な

っ
て

か
ら

卒
業

生
数

な
ど

の
デ

ー
タ

管
理

の
仕

事
が

増
え

、
学

生
募

集
な

ど
他

へ
の

影
響

を
自

覚
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

（
職

位
）

出
席

会
議

の
増

加
、

他
業

務
と

の
関

連
性

の
理

解

出
席

会
議

の
増

加
（

結
果

）
、

他
業

務
と

の
関

連
性

の
理

解
（

影
響

）

出
席

会
議

の
増

加
、

他
業

務
と

の
関

連
性

の
理

解

・
職

位
で

の
変

化
は

な
い

。
少

人
数

で
役

割
が

明
確

に
分

か
れ

て
い

な
い

。
曖

昧
な

役
割

分
担

曖
昧

な
業

務
分

担
（

結
果

）
曖

昧
な

業
務

分
担

・
監

督
職

は
全

体
で

ど
う

バ
ラ

ン
ス

を
と

る
か

、
人

の
特

性
な

ど
を

意
識

し
な

が
ら

仕
事

を
し

た
。

教
育

研
究

推
進

課
の

監
督

職
の

組
織

運
営

業
務

の
比

率
の

違
い

は
、

入
学

Cは
チ

ー
ム

が
5人

で
多

か
っ

た
こ

と
と

、
初

め
て

の
監

督
職

で
チ

ー
ム

を
い

か
に

見
る

か

試
行

錯
誤

が
あ

っ
た

。

（
職

位
）

全
体

バ
ラ

ン
ス

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
対

象
者

数
、

経
験

全
体

バ
ラ

ン
ス

（
影

響
）

、
部

課
の

規
模

（
原

因
）

、
経

験
（

原
因

）

全
体

バ
ラ

ン
ス

、
部

課
の

規
模

、
経

験

・
監
督
職

に
な

っ
て

業
務

の
主

担
当

・
副

担
当

で
持

っ
て

い
た

業
務

が
減

る
こ

と
は

な
く

、
組

織
運

営
業

務
が

少
し

増
、

時
限

的
業

務

が
増

と
な

っ
た

。
業

務
の

比
率

は
あ

ま
り

変
わ

ら
な

い
が

、
パ

イ
そ

の
も

の
が

大
き

く
な

っ
た

。

（
職

位
）

業
務

比
率

の
変

化
、

業
務

量
の

増
加

業
務

比
率

の
変

化
（

結
果

）
、

業
務

量
の

増
加

（
結

果
）

業
務

比
率

の
変

化
、

業
務

量
の

増
加

・
監

督
職

は
定

型
業

務
5割

、
組

織
運

営
業

務
5割

だ
っ

た
が

、
課

員
の

時
の

実
務

量
は

そ
れ

ほ
ど

減
ら

ず
に

組
織

運
営

業
務

が
増

え

た
。

（
職

位
）

業
務

比
率

の
変

化
、

業
務

量
の

増
加

業
務

比
率

の
変

化
（

結
果

）
、

業
務

量
の

増
加

（
結

果
）

業
務

比
率

の
変

化
、

業
務

量
の

増
加

・
係

長
は

ル
ー

テ
ィ

ン
が

多
く

意
思

決
定

の
レ

ベ
ル

は
低

い
が

、
他

部
と

の
や

り
と

り
は

あ
っ

た
。

課
長

は
意

思
決

定
で

き
る

し
提

案
も

で
き

、
学

長
・

学
部

長
レ

ベ
ル

の
会

議
に

出
席

す
る

の
で

大
学

全
体

の
動

き
が

見
え

る
。

事
務

局
長

は
決

裁
な

ど
の

ル
ー

テ
ィ

ン
を

除
け

ば
、

中
期

計
画

策
定

な
ど

定
型

外
が

圧
倒

的
に

多
か

っ
た

。
就

職
部

長
は

ル
ー

テ
ィ

ン
が

多
い

。
部

長
職

で
は

出
席

す
る

会
議

が
同

じ
な

の
で

見
え

方
は

変
わ

ら
な

い
し

、
課

長
と

は
発

言
の

重
み

が
違

う
。

対
外

的
な

つ
な

が
り

は
大

学
関

係
で

、
就

職
部

長
で

企
業

と
の

関
係

を
持

つ
よ

う
に

な
っ

た
。

（
職

位
）

権
限

、
視

野
の

拡
大

、
責

任
、

（
部

課
）

業
務

内
容

の
違

い

権
限

（
原

因
）

、
視

野
の

拡
大

（
結

果
）

、
責

任
（

結
果

）
、

業
務

内
容

の
違

い
（

特
性

）

権
限

、
視

野
の

拡
大

、
責

任
、

業
務

内
容

の
違

い

・
課

長
と

し
て

、
図

書
館

は
独

立
し

た
場

所
で

、
他

課
と

の
調

整
が

な
く

定
型

業
務

が
ほ

と
ん

ど
だ

っ
た

。
庶

務
課

は
部

長
が

お
り

、
仕

事
も

固
ま

っ
て

い
て

自
分

が
ど

う
こ

う
す

る
こ

と
は

な
く

、
部

長
が

表
に

で
て

く
れ

た
の

で
言

わ
れ

た
こ

と
を

や
っ

て
い

て
、

定
型

業
務

が
ほ

と
ん

ど
だ

っ
た

。
（

職
位

）
定

型
中

心
定

型
中

心
（

結
果

）
定

型
中

心

・
課

長
は

課
員

に
実

務
を

任
せ

、
監

督
職

が
確

認
し

課
長

に
報

告
さ

れ
る

の
で

、
実

務
量

は
減

っ
た

。
（

職
位

）
業

務
比

率
の

変
化

業
務

比
率

の
変

化
（

結
果

）
業

務
比

率
の

変
化

・
入

学
Cの

監
督

職
は

課
長

と
業

務
比

率
は

ほ
ぼ

同
じ

だ
が

、
本

来
は

課
員

が
や

る
べ

き
も

の
を

残
業

と
の

関
係

で
や

っ
た

の
で

、
量

は
課

長
の

方
が

多
か

っ
た

。
質

は
大

き
く

違
い

、
監

督
職

は
実

務
だ

が
、

課
長

は
課

員
か

ら
は

見
え

な
い

独
自

業
務

が
あ

り
、

他
大

学
の

課
長

と
の

や
り

と
り

も
増

え
繋

が
り

は
深

か
っ

た
。

（
職

位
）

業
務

量
の

調
整

役
、

業
務

の
質

の
変

化

業
務

量
の

調
整

役
（

結
果

）
、

業
務

の
質

の
変

化
（

原
因

）

業
務

量
の

調
整

役
、

業
務

の
質

の
変

化

・
課

長
は

、
部

長
に

は
大

学
執

行
部

と
し

て
動

い
て

も
ら

い
、

課
長

が
現

場
を

取
り

仕
切

っ
た

の
で

、
定

型
業

務
に

つ
い

て
は

日
々

指
示

し
て

い
た

が
、

組
織

運
営

業
務

は
部

長
よ

り
は

少
な

か
っ

た
。

課
の

人
数

も
多

か
っ

た
の

で
、

課
員

か
ら

の
相

談
へ

の
対

応
と

他
課

と
の

調
整

が
多

か
っ

た
。

大
学

関
係

団
体

な
ど

の
学

外
の

会
議

は
課

長
が

出
席

し
た

の
で

、
部

長
に

な
っ

て
か

ら
の

方
が

学
外

と
の

繋
が

り
は

少
な

く
な

っ
た

。

（
職

位
）

業
務

内
容

の
違

い
、

部
課

の
規

模

業
務

内
容

の
違

い
（

特
性

）
、

組
織

規
模

（
原

因
）

業
務

内
容

の
違

い
、

組
織

規
模

・
教

職
担

当
の

時
は

同
世

代
し

か
い

な
か

っ
た

の
で

、
一

番
上

で
5～

6人
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
し

て
い

た
の

で
、

係
長

で
役

割
が

明

確
に

な
っ

た
が

意
識

は
変

わ
ら

な
い

。
定

型
業

務
は

他
の

人
に

回
し

、
組

織
運

営
業

務
を

し
つ

つ
時

限
的

業
務

を
し

た
。

（
職

位
）

役
割

の
明

確
化

、
業

務
比

率
の

変
化

役
割

の
明

確
化

（
原

因
）

、
業

務
比

率
の

変
化

（
結

果
）

役
割

の
明

確
化

、
業

務
比

率
の

変
化

・
課

長
以

上
は

権
限

を
持

つ
が

、
課

長
補

佐
以

下
は

そ
れ

が
な

い
の

で
、

一
般

職
と

同
じ

と
い

う
感

じ
で

あ
る

。
今

は
部

長
が

課
長

兼
務

で
、

任
せ

て
も

ら
っ

て
い

る
。

財
務

は
当

初
は

定
型

業
務

の
み

で
8～

9割
で

、
上

位
者

が
時

限
的

業
務

を
持

っ
て

い
た

が
、

異

動
に

よ
り

引
き

継
い

だ
の

で
非

定
型

業
務

が
増

え
て

い
っ

た
。

（
職

位
）

権
限

、
業

務
比

率
の

変
化

権
限

（
原

因
）

、
業

務
比

率
の

変
化

（
結

果
）

権
限

、
業

務
比

率
の

変
化

・
「

係
長

は
兵

隊
」

「
係

長
な

の
だ

か
ら

」
と

い
ろ

い
ろ

な
言

わ
れ

方
を

す
る

。
先

を
見

据
え

て
自

分
の

意
見

を
持

た
な

い
と

い
け

な
い

し
、

多
面

的
な

考
え

を
す

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

人
員

減
が

あ
り

、
機

械
的

に
マ

ニ
ュ

ア
ル

化
で

き
る

も
の

は
臨

時
職

に
ふ

り
、

新
し

い
も

の
を

生
み

出
す

こ
と

に
シ

フ
ト

で
き

る
よ

う
に

整
理

し
た

。

（
職

位
）

他
者

か
ら

の
見

ら
れ

方
、

業
務

担
当

の
見

直
し

、
視

野
の

変
化

他
者

の
視

線
（

原
因

）
、

業
務

担
当

の
見

直
し

（
結

果
）

、
視

野
の

変
化

（
結

果
）

他
者

の
視

線
、

業
務

担
当

の
見

直
し

、
視

野
の

変
化

【
資

料
3
-
6
】

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
職

位
・

年
数

と
業

務
の

関
係

の
S
C
A
T
分

析
（

大
学

規
模

別
）

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

年
数

に
よ

り
、

熟
達

化
す

る
の

で
担

当
業

務
は

拡
大

す
る

。
職

位
に

よ
り

、
権

限
が

伴
う

の
で

会
議

へ
の

出
席

な
ど

が
増

え
、

定
型

業
務

と
組

織
運

営
業

務
の

比
率

が
変

わ
る

し
、

業
務

の
質

も
変

わ
る

。
ま

た
、

業
務

量
の

調
整

役
と

な
り

、
全

体
の

業
務

量
が

増
加

す
る

。
管

理
職

・
監

督
職

の
役

割
は

課
の

規
模

が
影

響
す

る
が

、
他

の
業

務
と

の
関

連
性

を
理

解
し

、
視

野
も

拡
大

す
る

。

小 中
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
定

型
業

務
は

職
位

と
と

も
に

減
っ

て
き

て
お

り
、

主
担

当
者

と
し

て
バ

リ
バ

リ
や

っ
て

い
た

時
か

ら
、

フ
ォ

ロ
ー

や
ケ

ア
に

回
る

こ
と

が
増

え
て

い
る

。
係

長
は

細
か

い
部

分
の

判
断

は
上

長
と

相
談

し
な

が
ら

や
っ

た
。

補
佐

は
見

る
範

囲
が

広
が

り
、

判
断

の
権

限
が

あ
る

。
職

位
か

年
齢

か
は

分
か

ら
な

い
が

、
係

長
は

頼
り

に
な

る
お

兄
ち

ゃ
ん

で
、

補
佐

は
頼

も
し

い
と

思
っ

て
も

ら
え

な
い

と
い

け
な

い
と

思
っ

て
い

る
。

（
職

位
）

業
務

比
率

の
変

化
、

権
限

、
他

者
か

ら
の

見
ら

れ
方

業
務

比
率

の
変

化
（

結
果

）
、

権
限

（
原

因
）

、
他

者
の

視
線

（
原

因
）

業
務

比
率

の
変

化
、

権
限

、
他

者
の

視
線

・
科

研
費

担
当

の
課

員
の

時
は

定
型

業
務

80
％

、
組

織
運

営
業

務
20

％
、

監
督

職
の

時
は

科
研

費
に

軸
足

を
置

い
て

い
た

の
で

定
型

業
務

50
％

、
組

織
運

営
業

務
30

％
、

時
限

的
業

務
20

％
だ

っ
た

。
監

督
職

は
承

認
す

る
側

で
、

デ
ー

タ
入

力
が

で
き

な
か

っ
た

の
で

定
型

業
務

の

比
率

が
減

り
、

全
体

の
執

行
管

理
に

な
っ

た
。

現
在

は
教

学
担

当
の

監
督

職
の

た
め

、
担

当
領

域
の

違
い

が
時

限
的

業
務

の
比

率
の

違
い

に
な

っ
て

い
る

。

（
職

位
）

業
務

比
率

の
変

化
、

（
部

課
）

業
務

内
容

の
違

い

業
務

比
率

の
変

化
（

結
果

）
、

業
務

内
容

の
違

い
（

特
性

）

業
務

比
率

の
変

化
、

業
務

内
容

の
違

い

・
課

員
の

時
は

定
型

業
務

6～
7割

、
組

織
運

営
業

務
1～

2割
、

時
限

的
業

務
1割

だ
っ

た
。

監
督

職
は

メ
イ

ン
の

会
議

体
の

比
率

が
減

り
、

課
員

は
自

分
だ

け
で

完
結

し
て

業
務

を
し

て
い

た
が

、
今

は
他

者
の

仕
事

を
見

る
よ

う
に

な
っ

た
。

（
職

位
）

業
務

比
率

の
変

化
業

務
比

率
の

変
化

（
結

果
）

業
務

比
率

の
変

化

・
課

員
の

時
は

1か
ら

10
ま

で
資

料
を

作
り

上
げ

る
こ

と
を

重
視

し
、

担
当

業
務

を
完

成
さ

せ
る

こ
と

だ
っ

た
が

、
後

で
考

え
る

と
無

駄
も

あ
っ

た
。

職
位

が
上

が
る

ご
と

に
そ

の
資

料
の

適
切

性
や

出
す

タ
イ

ミ
ン

グ
な

ど
が

分
か

っ
て

き
て

、
係

長
で

は
時

間
の

調
整

が
で

き
超

勤
も

減
っ

た
。

管
理

職
に

な
る

と
勤

務
管

理
と

他
者

と
の

調
整

が
増

加
し

た
。

次
長

は
課

長
兼

務
だ

っ
た

の
で

、
課

長
の

仕
事

を
し

て
い

た
。

部
長

に
な

り
40

人
の

組
織

で
ど

の
よ

う
に

組
織

運
営

す
る

か
舞

い
上

が
っ

た
。

（
職

位
）

業
務

方
法

の
変

化
、

業
務

内
容

の
変

化
、

部
課

の
規

模
、

熟
達

化

業
務

の
や

り
方

の
変

化
（

結
果

）
、

業
務

内
容

の
変

化
（

結
果

）
、

組
織

規
模

（
原

因
）

、
熟

達
化

（
結

果
）

業
務

の
や

り
方

の
変

化
、

業
務

内
容

の
変

化
、

組
織

規
模

、
熟

達
化

・
係

長
は

定
型

業
務

が
6～

7割
で

、
上

位
者

へ
の

意
見

具
申

が
あ

る
。

補
佐

は
権

限
が

あ
る

の
で

、
マ

ル
チ

タ
ス

ク
と

し
て

ほ
ぼ

8割
が

定

型
業

務
で

、
こ

な
す

仕
事

が
多

か
っ

た
。

教
学

Cで
は

教
授

会
は

課
長

補
佐

、
担

当
課

長
が

全
体

を
見

る
立

場
だ

っ
た

。
組

織
運

営
業

務
は

情
報

に
制

限
が

あ
り

関
わ

れ
な

い
が

、
課

長
は

会
議

出
席

で
情

報
量

が
増

え
る

の
で

主
軸

に
な

る
。

（
職

位
）

業
務

内
容

の
変

化
、

役
割

の
違

い

業
務

内
容

の
変

化
（

結
果

）
、

役
割

の
違

い
（

原
因

）

業
務

内
容

の
変

化
、

役
割

の
違

い

・
財

務
は

時
限

的
業

務
が

あ
り

、
定

型
業

務
は

少
し

ず
つ

減
り

、
時

限
的

業
務

が
少

し
ず

つ
増

え
た

。
係

長
と

補
佐

で
は

ほ
と

ん
ど

変
化

は
な

か
っ

た
。

財
務

課
長

の
時

は
定

型
・

組
織

運
営

・
時

限
的

業
務

が
ほ

ぼ
3分

の
1ず

つ
だ

っ
た

。
課

長
と

し
て

は
入

学
Cの

方
が

時
間

的
に

多
い

。

（
職

位
）

業
務

比
率

の
変

化
、

（
部

課
）

業
務

内
容

の
違

い

業
務

比
率

の
変

化
（

結
果

）
業

務
内

容
の

違
い

（
特

性
）

業
務

比
率

の
変

化
、

業
務

内
容

の
違

い

・
課

長
で

比
較

す
る

と
、

学
生

課
は

領
域

が
広

く
、

定
型

業
務

は
課

員
が

担
当

し
、

そ
れ

を
統

括
す

る
組

織
運

営
業

務
が

多
い

。
入

試
課

は
定

型
業

務
の

一
部

で
あ

る
担

当
す

る
高

校
が

あ
っ

た
の

で
割

合
は

高
い

。
総

務
課

は
定

型
業

務
で

対
外

業
務

が
あ

り
40

％
だ

っ
た

。
課

長
は

組
織

運
営

業
務

で
直

接
の

責
任

を
果

た
す

。
部

長
は

課
長

を
尊

重
し

、
何

が
求

め
ら

れ
て

い
る

か
伝

え
、

そ
れ

が
課

員
ま

で
伝

わ
る

こ
と

が
必

要
で

、
直

接
の

指
示

は
し

な
い

よ
う

に
し

て
い

る
。

（
部

課
）

業
務

比
率

の
違

い
、

業
務

内
容

の
違

い
、

（
職

位
）

役
割

業
務

比
率

の
違

い
（

原
因

）
、

業
務

内
容

の
違

い
（

特
性

）
、

役
割

（
原

因
）

業
務

比
率

の
違

い
、

業
務

内
容

の
違

い
、

役
割

・
人

事
課

の
監

督
職

は
定

型
業

務
60

％
、

組
織

運
営

業
務

30
％

、
時

限
的

業
務

10
％

、
中

高
事

務
室

の
監

督
職

は
定

型
業

務
70

％
、

組
織

運

営
業

務
30

％
だ

っ
た

。
定

型
業

務
は

事
務

室
で

は
学

年
暦

で
成

績
・

入
試

な
ど

の
仕

事
を

し
た

が
、

人
事

は
人

が
相

手
な

の
で

イ
レ

ギ
ュ

ラ
ー

な
ケ

ー
ス

が
多

い
。

人
事

課
の

監
督

職
は

部
下

が
4人

で
、

限
定

さ
れ

た
範

囲
で

イ
レ

ギ
ュ

ラ
ー

は
上

司
に

上
げ

た
が

、
課

長
は

い
ろ

い
ろ

な
ケ

ー
ス

を
動

か
す

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
他

部
課

と
の

関
係

で
は

課
長

ど
お

し
の

案
件

が
増

え
た

。

（
部

課
）

業
務

比
率

の
違

い
、

（
職

位
）

業
務

内
容

の
変

化

業
務

比
率

の
違

い
（

特
性

）
、

業
務

内
容

の
変

化
（

結
果

）

業
務

比
率

の
違

い
、

業
務

内
容

の
変

化

・
1・

2年
目

は
定

型
業

務
50

％
、

組
織

運
営

業
務

40
％

、
時

限
的

業
務

10
％

だ
っ

た
が

、
2年

目
は

定
型

業
務

に
つ

い
て

創
意

工
夫

が
加

わ
っ

て
よ

り
効

率
的

に
な

る
よ

う
に

ア
レ

ン
ジ

し
た

の
で

、
業

務
量

も
増

え
た

し
任

さ
れ

る
仕

事
も

増
え

た
。

（
年

数
）

熟
達

化
、

効
率

化
、

業
務

量
の

増
加

熟
達

化
（

結
果

）
、

効
率

化
（

結
果

）
、

業
務

量
の

増
加

（
結

果
）

熟
達

化
、

効
率

化
、

業
務

量
の

増
加

・
職

位
が

上
が

る
毎

に
他

部
課

と
の

調
整

が
増

え
る

傾
向

に
あ

る
。

職
位

が
上

が
る

毎
に

定
型

業
務

が
減

り
組

織
運

営
業

務
が

増
え

た
。

徐
々

に
増

え
て

お
り

訓
練

し
な

が
ら

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
し

て
い

っ
た

。
（

職
位

）
業

務
比

率
の

変
化

、
熟

達
化

業
務

比
率

の
変

化
（

結
果

）
、

熟
達

化
（

結
果

）
業

務
比

率
の

変
化

、
熟

達
化

・
課

員
は

定
型

業
務

10
％

、
組

織
運

営
業

務
90

％
で

各
業

務
の

サ
ポ

ー
ト

役
だ

っ
た

が
、

係
長

は
定

型
業

務
10

％
、

組
織

運
営

業
務

90
％

だ

が
メ

イ
ン

業
務

（
大

学
案

内
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
）

の
主

担
当

に
な

り
3倍

増
く

ら
い

感
じ

だ
っ

た
。

補
佐

で
定

型
業

務
が

増
え

た
の

は
、

出
退

勤
管

理
、

請
求

書
処

理
、

学
内

調
査

へ
の

対
応

な
ど

が
担

当
に

な
っ

た
こ

と
に

よ
る

。

（
職

位
）

業
務

量
の

増
加

業
務

量
の

増
加

（
結

果
）

業
務

量
の

増
加

・
教

務
課

係
長

の
時

の
定

型
・

組
織

運
営

・
時

限
的

業
務

の
比

率
は

変
わ

ら
な

い
し

、
業

務
の

繋
が

り
で

定
型

業
務

は
学

内
で

完
結

し
て

い
た

。
ま

た
、

係
長

の
時

に
下

に
課

員
は

い
な

か
っ

た
。

（
職

位
）

変
化

無
し

、
学

内
で

完
結

変
化

無
し

（
結

果
）

、
学

内
完

結
（

特
性

）
変

化
無

し
、

学
内

完
結

・
課

員
は

定
型

業
務

が
ほ

と
ん

ど
で

、
補

佐
は

定
型

業
務

は
量

は
減

っ
て

い
る

が
中

身
は

濃
い

も
の

が
多

く
な

っ
て

い
る

し
、

責
任

を
求

め
ら

れ
る

も
の

、
課

員
か

ら
判

断
す

る
こ

と
を

求
め

ら
れ

る
も

の
が

多
く

な
っ

て
い

る
。

組
織

運
営

業
務

は
職

位
で

関
わ

り
増

え
る

の
で

徐
々

に
増

え
た

。
時

限
的

業
務

は
進

ん
で

や
る

も
の

と
指

名
さ

れ
る

も
の

が
あ

り
、

職
位

で
後

者
が

増
え

た
。

補
佐

は
キ

ャ
ン

パ
ス

で
は

長
に

な
る

の
で

、
係

長
と

は
求

め
ら

れ
る

も
の

、
責

任
が

違
う

と
実

感
し

て
い

る
。

（
職

位
）

業
務

比
率

の
変

化
、

業
務

の
質

の
変

化
、

責
任

業
務

比
率

の
変

化
（

結
果

）
、

業
務

の
質

の
変

化
（

結
果

）
、

責
任

（
結

果
）

業
務

比
率

の
変

化
、

業
務

の
質

の
変

化
、

責
任

【
資

料
3
-
6
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

職
位

・
年

数
と

業
務

の
関

係
の

S
C
A
T
分

析
（

大
学

規
模

別
）

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

職
位

に
よ

り
、

定
型

業
務

、
組

織
運

営
業

務
、

時
限

的
業

務
の

比
率

が
変

わ
り

、
熟

達
化

も
伴

っ
て

、
業

務
の

内
容

と
業

務
の

や
り

方
も

変
わ

る
し

、
他

者
か

ら
の

見
ら

れ
方

も
変

わ
る

。
同

じ
職

位
で

も
部

課
に

よ
り

業
務

比
率

に
違

い
が

あ
り

、
部

課
の

規
模

も
影

響
す

る
。

業
務

の
変

化
は

視
野

も
変

化
さ

せ
る

。

中 大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
課
員
と
し
て
は
と
に
か
く
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
と
、
ワ
ー
プ
ロ
か
ら
教
務
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
な
ど
の
新
し
い
こ
と
も
担
当
し
た
。
総
じ

て
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
み
、
が
む
し
ゃ
ら
に
走
っ
た
。
管
理
職
は
プ
レ
イ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
で
、
課
長
も
部
長
も
基
本
的
に
は
同
じ
。
課

長
の
時
は
部
長
と
一
緒
に
戦
っ
た
が
、
部
長
は
部
の
方
針
を
出
し
た
り
役
員
と
の
折
衝
が
あ
る
。
部
長
職
は
４
つ
経
験
し
た
が
、
情
報
シ
ス

テ
ム
の
み
異
質
だ
っ
た
。
新
技
術
に
つ
い
て
い
け
ず
、
課
員
の
仕
事
を
見
て
い
る
だ
け
で
方
針
が
つ
く
れ
な
か
っ
た
。

（
職
位
）
役
割
の
明
確

化
、
業
務
知
識
が
前
提

役
割
の
明
確
化
（
結

果
）
、
業
務
知
識
（
条

件
）

役
割
の
明
確
化
、
業
務
知

識

・
係
長
と
し
て
施
設
部
は
規
模
が
小
さ
く
、
現
場
の
担
当
者
と
し
て
第
一
線
で
働
き
、
教
務
課
は

5人
を
見
て
お
り
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
め

た
業
務
。
課
長
と
し
て
は
、
教
務
課
は

30
人
で
係
長
が

2人
で
業
務
を
委
譲
し
た
。
入
学
課
は

12
～

13
人
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
保
護
者
や
生

徒
へ
の
説
明
会
に
も
参
加
し
た
。
学
生
課
は
係
長

1人
、
専
任

4人
、
パ
ー
ト

4人
で
入
学
課
よ
り
は
現
場
の
仕
事
は
少
な
か
っ
た
。
教
務
課

長
は
部
長
職
に
近
い
仕
事
だ
っ
た
の
で
、
入
学
課
・
学
生
課
と
は
違
っ
た
。
こ
れ
は
規
模
に
規
定
さ
れ
た
。
部
長
と
し
て
は
課
長
に
全
て
任

せ
、
部
の
方
針
を
決
め
事
業
計
画
・
予
算
な
ど
に
徹
し
た
。
部
長
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
徹
す
る
よ
う
に
し
た
。
判
断
基
準
は
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
見
て
最
大
公
約
数
的
な
も
の
を
考
え
て
判
断
し
て
き
た
。
管
理
職
は
判
断
す
る
こ
と
が
仕
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

（
職
位
）
業
務
内
容
の
変

化
、
部
課
の
規
模
、
役
割

の
変
化
、
（
部
課
）
業
務

内
容
の
違
い

業
務
内
容
の
変
化
（
結

果
）
、
組
織
規
模
（
原

因
）
、
役
割
の
変
化
（
結

果
）
、
業
務
内
容
の
違
い

（
結
果
）

業
務
内
容
の
変
化
、
組
織

規
模
、
役
割
の
変
化
、
業

務
内
容
の
違
い

・
課
員
は
与
え
ら
れ
た
仕
事
、
目
の
前
の
仕
事
で

2歩
く
ら
い
先
だ
っ
た
が
、
役
職
が
つ
く
と

3～
4歩

先
で
広
く
視
野
を
と
る
よ
う
に
な
っ

た
。
定
型
業
務
は
減
り
、
組
織
運
営
業
務
は
増
え
る
。
時
限
的
業
務
で
あ
る

PJ
は
役
職
に
つ
き
、
補
佐
以
上
、
特
に
課
長
に
つ
く
も
の
が
多

い
。
課
長
は
労
務
管
理
が
多
い
が
、
実
務
は
減
っ
て

PJ
が
多
く
な
る
。
係
長
と
補
佐
で
は
見
る
範
囲
が
違
い
、
係
長
は
課
員
の
実
務
を
ま
と

め
る
が
、
補
佐
は
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
立
場
で
課
長
に
も
っ
て
い
く
。

（
職
位
）
視
野
の
拡
大
、

業
務
比
率
の
変
化

視
野
の
変
化
（
影
響
）
、

業
務
比
率
の
変
化
（
結

果
）

視
野
の
変
化
、
業
務
比
率

の
変
化

・
係
長
は

1つ
の
仕
事
を
任
せ
ら
れ
業
務
を
担
当
し
、
補
佐
が
政
策
面
を
任
せ
ら
れ
、
よ
り
高
い
視
点
で
や
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
就
職

後
2年

目
か
ら
課
員
で
も
下
が
い
た
の
で
、
係
長
的
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
課
員
か
ら
係
長
へ
の
差
異
は
感
じ
な
か
っ
た
。
学
生
課
は
対

応
の
専
門
部
分
で
あ
る
サ
ポ
ー
ト
業
務
は
嘱
託
が
あ
た
る
の
で
、
一
歩
引
い
て
ど
う
し
た
ら
う
ま
く
回
る
か
が
仕
事
に
な
る
。
課
長
は
組
織

の
あ
り
方
を
上
か
ら
見
れ
る
の
で
視
点
の
変
化
が
あ
り
、
意
識
も
変
化
し
た
。
学
生
課
は

24
人
の
課
員
で
雇
用
形
態
の
違
い
は
意
識
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
が
見
え
て
き
た
こ
と
は
大
き
く
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
大
分
勉
強
し
た
。

（
職
位
）
視
野
の
拡
大
、

意
識
の
変
化
、
役
割
の
変

化
、
部
課
の
規
模

視
野
の
変
化
（
影
響
）
、

意
識
の
変
化
（
影
響
）
、

役
割
の
変
化
（
結
果
）
、

組
織
規
模
（
原
因
）

視
野
の
変
化
、
意
識
の
変

化
、
役
割
の
変
化
、
組
織

規
模

・
係
長
は
定
型
業
務
が
中
心
で
、
取
り
ま
と
め
て
上
に
報
告
し
た
。
補
佐
は
課
長
と
同
じ
仕
事
を
意
識
し
な
が
ら
、
組
織
運
営
業
務
の
意
識

が
高
か
っ
た
。
課
長
は
全
体
的
に
考
え
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
労
務
管
理
が
大
変
で
、
目
標
管
理
に
よ
る
人
事
評
価
が
あ
る
た
め
年

2～
3回

は
面
談
を
行
っ
て
い
る
。
課
長
職
の
比
較
で
は
、
施
設
は
課
員
が
実
務
を
行
い
課
長
は
予
算
交
渉
だ
っ
た
が
、
就
職
は
外
部
と
の
や
り
と
り

は
課
長
で
あ
る
。

（
職
位
）
視
野
の
変
化
、

独
自
業
務
、
（
部
課
）
役

割
の
違
い

視
野
の
変
化
（
影
響
）
、

独
自
業
務
（
特
性
）
、
役

割
の
違
い
（
特
性
）

視
野
の
変
化
、
独
自
業

務
、
役
割
の
違
い

・
（
定
型
業
務
は
）

1年
目
は
学
内
奨
学
金
の
み
だ
っ
た
が
、

2年
目
に
学
生
活
動
が
追
加
さ
れ
た
い
へ
ん
増
加
し
た
。
仕
事
の
ス
ピ
ー
ド
は

早
く
な
っ
た
が
、
学
生
対
応
が
多
い
の
で
そ
れ
に
左
右
さ
れ
る
。

（
年
数
）
業
務
領
域
の
拡

大
、
迅
速
化

業
務
領
域
の
拡
大
（
結

果
）
、
熟
達
化
（
結
果
）

業
務
領
域
の
拡
大
、
熟
達

化

・
総
合
政
策
部
は
少
人
数
職
場
だ
っ
た
の
で
、
課
長
は
決
め
る
こ
と
が
仕
事
で
、
そ
の
前
段
は
課
員
（
自
分
）
が
担
当
す
る
よ
う
に
し
て
い

た
の
で
定
型
業
務
が
中
心
だ
っ
た
。

（
職
位
）
業
務
内
容
の
変

化
業
務
内
容
の
変
化
（
結

果
）

業
務
内
容
の
変
化

・
定
型
業
務
の
質
は
上
が
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
学
生
対
応
で
は
話
し
方
な
ど
支
援
が
手
厚
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
実
務
は
仕
事
の
ス
ピ
ー

ド
が
上
が
り
、
効
率
性
が
上
が
り
、
デ
ー
タ
を
出
す
時
の
適
切
性
も
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
感
覚
は
あ
る
。
学
生
対
応
は

3年
目
に
良
く
な

り
、
実
務
は

2年
目
で
ぐ
っ
と
上
が
っ
た
感
じ
で
、

3年
目
は
コ
ロ
ナ
対
応
が
で
き
た
。
実
務
は
年

2回
あ
る
の
で
、

2年
目
は

3回
目
の
経
験

に
な
る
。

（
年
数
）
熟
達
化

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
監
督
職
は
組
織
運
営
業
務
が
増
え
る
。
監
督
職
は
定
型
業
務
＋
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
な
る
が
、
実
務
を
減
ら
し
た
方
が
望
ま
し
い
。

（
職
位
）
業
務
比
率
の
変

化
業
務
比
率
の
変
化
（
結

果
）

業
務
比
率
の
変
化

・
課
員
の
時
も
教
員
人
事
・
労
務
管
理
・
P
J
の
予
算
管
理
な
ど
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を
担
当
し
て
お
り
、
補
佐
制
度
が
で
き
た
時
か
ら
見
て

き
た
の
で
、
補
佐
は
業
務
の
ベ
テ
ラ
ン
と
見
て
い
た
。
課
長
は
別
格
で
予
算
と
人
事
に
責
任
が
あ
る
。

（
職
位
）
権
限
と
責
任

権
限
と
責
任
（
条
件
）

権
限
、
責
任

・
課
員
と
補
佐
で
仕
事
に
違
い
は
な
い
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
中
心
に
な
る
。
専
任
が
少
な
い
の
で
腹
を
く
く
っ
て
実
務
は
契
約
職
員
に
任

せ
る
。

（
職
位
）
業
務
内
容
の
変

化
、
職
場
構
成

業
務
内
容
の
変
化
（
結

果
）
、
職
場
構
成
（
原

因
）

業
務
内
容
の
変
化
、
職
場

構
成

・
専
任
か
ら
の
相
談
が
増
え
た
。
日
々
の
ル
ー
テ
ィ
ン
で
は
相
談
は
な
い
が
、
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
あ
れ
ば
相
談
さ
れ
る
。
組
織
運
営
業
務
が

少
し
増
え
、
定
型
業
務
で
は
会
議
に
出
る
こ
と
が
増
え
た
。

（
職
位
）
業
務
内
容
の
変

化
、
業
務
比
率
の
変
化

業
務
内
容
の
変
化
（
結

果
）
、
業
務
比
率
の
変
化

（
結
果
）

業
務
内
容
の
変
化
、
業
務

比
率
の
変
化

・
補
佐
に
な
り
実
務
は
少
し
減
り
、
組
織
運
営
業
務
と
し
て
、
他
部
か
ら
の
課
長
宛
の
調
査
依
頼
へ
の
対
応
・
ま
と
め
役
、
担
当
未
定
の
仕

事
を
拾
う
、
勤
務
シ
フ
ト
の
作
成
や
チ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
課
内
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
そ
の
分
増
え
た
。

（
職
位
）
業
務
比
率
の
変

化
業
務
比
率
の
変
化
（
結

果
）

業
務
比
率
の
変
化

巨
大

【
資
料
3
-
6
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
位
・
年
数
と
業
務
の
関
係
の
S
C
A
T
分
析
（
大
学
規
模
別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
年
数
に
よ
り
熟
達
化
し
、
業
務
量
は
増
加
す
る
。
職
位
に
よ
り
、
定
型
業
務
か
ら
組
織
運
営
業
務
に
比
重
が
移
り
、
業
務
量
も
増
加
す
る
。
ま
た
、
職
位
は
、
責
任
と
の
関
係
で
業
務
上
の
役
割
を
明
確

に
し
、
意
識
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
タ
イ
ル
を
変
化
さ
せ
る
。
同
じ
職
位
で
も
部
課
に
よ
り
業
務
は
違
う
し
、
課
の
規
模
も
影
響
す
る
。

大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
課
員
の
時
も
業
務
の
調
整
を
し
、
隙
間
の
仕
事
も
拾
っ
て
担
当
者
に
繋
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
補
佐
に
な
っ
て
も
違
い
は
な

い
。
課
員
の
時
は
定
型
業
務

80
％
、
組
織
運
営
業
務

10
％
、
時
限
的
業
務

10
％
、
補
佐
の
時
は
定
型
業
務

60
％
、
組
織
運
営
業
務

30
％
、

時
限
的
業
務

10
％
だ
が
、
い
ず
れ
も
入
試
執
行
担
当
業
務
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
。
学
生
部
と
学
長
室
は
定
型
業
務
は
少
な
く
、
学
長
室
で
組

織
運
営
業
務
が
多
い
の
は
相
手
の
様
子
を
見
な
が
ら
仕
事
が
変
化
し
て
い
た
の
で
非
定
型
が
多
く
な
っ
た
。
入
試
の
執
行
は
ル
ー
テ
ィ
ン
だ

が
営
業
は
非
定
型
と
な
る
。
教
務
で
は
定
型
業
務
は
課
員
が
や
り
、
課
長
は

PG
の
改
善
や
人
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
て
い
る
。

（
職
位
）
業
務
内
容
の
変

化
、
（
部
課
）
業
務
比
率

の
違
い

業
務
内
容
の
変
化
（
結

果
）
、
業
務
比
率
の
違
い

（
特
性
）

業
務
内
容
の
変
化
、
業
務

比
率
の
違
い

・
補
佐
は
組
織
運
営
業
務
を
意
識
的
に
高
く
し
、
定
型
業
務
は
手
放
す
よ
う
に
志
向
し
た
。
職
位
が
上
が
っ
た
の
で
貢
献
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
同
じ
時
間
で
も
組
織
に
還
元
で
き
る
も
の
に
シ
フ
ト
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。
前
職
で
課
長
や
部
長
は
明
ら
か
に
違
っ

て
い
た
の
で
そ
の
影
響
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
部
課
は
い
ず
れ
も
ル
ー
ル
に
も
と
づ
き
仕
事
を
す
る
の
で
、
定
型
業
務
の
比

率
が
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
B
は
職
制
に
な
る
と
時
間
が
大
き
く
な
り
、
手
続
き
は
同
じ
レ
ベ
ル
で
話
す
よ
う
な
官
僚
組
織
の
運
営
に

な
っ
て
い
る
。

（
職
位
）
業
務
比
率
の
変

化
、
階
層
組
織
と
役
割

業
務
比
率
の
変
化
（
結

果
）
、
階
層
組
織
（
原

因
）

業
務
比
率
の
変
化
、
階
層

組
織

・
課
員
の
時
は
定
型
業
務

60
％
、
組
織
運
営
業
務

30
％
、
時
限
的
業
務

10
％
で
、
実
務

60
％
、
対
人
業
務

20
％
、
調
整
業
務

20
％
だ
っ

た
。
補
佐
で
も
課
員
の
時
の
実
務
量
と
は
変
わ
ら
な
い
が
、
組
織
運
営
業
務
が
増
え
た
の
で
全
体
の
業
務
量
は
増
え
た
。
課
内
の
業
務
分
担

の
関
係
で
、
パ
イ
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

（
職
位
）
業
務
比
率
の
変

化
、
業
務
量
の
増
加

業
務
比
率
の
変
化
（
結

果
）
、
業
務
量
の
増
加

（
結
果
）

業
務
比
率
の
変
化
、
業
務

量
の
増
加

・
補
佐
は
課
の
中
で
意
見
の
通
り
は
良
い
。
そ
れ
は
一
段
上
と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
課
員
ど
お
し
で
う
ま
く
い
か
な
い
時
な
ど
話
に
入
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。

（
職
位
）
役
割
の
変
化

役
割
の
変
化
（
結
果
）

役
割
の
変
化

・
補
佐
に
な
っ
た
時
は
定
型
業
務
が
少
し
減
り
、
組
織
運
営
業
務
が
増
え
た
。
補
佐
と
し
て
チ
ー
ム
の
業
務
で
無
駄
を
解
消
し
て
仕
事
を
減

ら
し
、
新
し
い
仕
事
を
増
や
し
た
。
補
佐
の
経
験
が
長
く
な
る
と
、
課
員
の
仕
事
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
り
習
熟
す
る
の
で
、

組
織
運
営
業
務
は
下
が
っ
て
い
く
。
時
限
的
業
務
は
増
加
す
る
が
、
難
易
度
が
高
い
も
の
と
些
末
な
も
の
が
あ
り
、
些
末
な
も
の
は
人
に
教

え
る
よ
り
も
自
分
で
処
理
し
た
方
が
早
い
。

（
職
位
）
業
務
比
率
の
変

化
、
熟
達
化

業
務
比
率
の
変
化
（
結

果
）
、
熟
達
化
（
結
果
）

業
務
比
率
の
変
化
、
熟
達

化

・
最
初
は
会
議
運
営
と
し
て
作
成
さ
れ
た
資
料
を
提
供
す
る
な
ど
の
定
型
業
務
で
、
そ
の
後
自
ら
が
資
料
を
作
っ
た
り
学
内
外
と
の
連
絡
な

ど
組
織
運
営
業
務
が
増
え
た
。
補
佐
は
部
長
・
課
長
と
の
調
整
す
る
機
会
が
増
え
、
組
織
運
営
業
務
が
増
え
た
。
調
整
し
た
内
容
で
自
分
の

課
で
対
応
す
る
も
の
は
自
分
で
実
務
を
行
う
。

（
職
位
）
業
務
比
率
の
変

化
、
業
務
内
容
の
違
い

業
務
比
率
の
変
化
（
結

果
）
、
業
務
内
容
の
変
化

（
結
果
）

業
務
比
率
の
変
化
、
業
務

内
容
の
変
化

・
職
位
が
上
が
る
こ
と
に
よ
り
定
型
業
務
は
減
る
が
、
組
織
運
営
業
務
と
時
限
的
業
務
は
組
織
の
位
置
づ
け
に
よ
る
。
秘
書
課
や
人
事
課
は

政
策
的
で
は
な
い
が
、
学
長
室
か
ら

PJ
が
増
加
し
た
。
総
合
企
画
は
自
ら
新
し
い
も
の
を
作
る
よ
り
も
時
々
の
課
題
に
対
応
し
て
い
た
が
、

最
近
は
自
ら
対
応
す
る
よ
う
に
こ
ち
ら
側
の
仕
事
の
仕
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
管
理
職
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
り
周
り
が
見
え
て
い

る
の
で
、
自
ら
提
案
す
る
側
に
な
ら
な
い
と
大
学
が
良
く
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

（
職
位
）
業
務
比
率
の
変

化
、
意
識
の
変
化
、
（
部

課
）
業
務
内
容
の
違
い

業
務
比
率
の
変
化
（
結

果
）
、
意
識
の
変
化
（
影

響
）
、
業
務
内
容
の
違
い

（
特
性
）

業
務
比
率
の
変
化
、
意
識

の
変
化
、
業
務
内
容
の
違

い

・
課
員
は
与
え
ら
れ
た
仕
事
を
す
る
が
、
課
長
は
完
璧
に
仕
上
げ
る
こ
と
と
ノ
ル
マ
の
達
成
が
あ
り
、
別
次
元
の
責
任
が
あ
る
。

（
職
位
）
役
割
の
違
い
、

責
任

役
割
の
違
い
（
原
因
）
、

責
任
（
原
因
）

役
割
の
違
い
、
責
任

・
課
員
の
時
は
自
分
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
れ
ば
良
い
。
課
員
の
後
半
で
は
企
画
業
務
と
し
て
設
置
申
請
は
大
き
な
仕
事
だ
っ
た
。
厚
労

省
関
係
の
申
請
業
務
も
担
当
し
た
。
課
長
は
課
内
の
調
整
と
労
務
管
理
・
伝
票
起
票
決
裁
と
い
う
業
務
が
追
加
さ
れ
た
。
プ
レ
イ
ン
グ
・
マ

ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
人
数
の
関
係
で
や
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
し
、
学
務

Cは
現
場
で
あ
り
課
員
と
一
緒
に
走
り
回
ら
な
い
と
い
け
な
か
っ

た
。
部
長
は
全
体
的
視
点
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
法
人
系
業
務
が
分
か
ら
ず
苦
労
し
て
い
る
。

（
職
位
）
役
割
の
変
化
、

部
課
の
規
模
、
業
務
知
識

役
割
の
変
化
（
結
果
）
、

組
織
規
模
（
条
件
）
、
業

務
知
識
（
条
件
）

役
割
の
変
化
、
組
織
規

模
、
業
務
知
識

・
課
員
の
時
は
決
ま
っ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
定
型
業
務
が
大
半
だ
っ
た
。
学
務

Cと
PJ

に
つ
い
て
横
の
打
合
せ
が
あ
っ
た
。
課
長
に

な
っ
て
組
織
運
営
業
務
が
増
え
た
。
学
部
の
課
長
は
上
が
教
員
で
あ
り
、
事
務
的
な
こ
と
が
事
務
長
の
仕
事
で
あ
る
が
、
渉
外
課
は
上
も
職

員
で
あ
り
相
談
で
き
る
。

（
職
位
）
業
務
比
率
の
変

化
、
（
部
課
）
業
務
内
容

の
違
い

業
務
比
率
の
変
化
（
結

果
）
、
業
務
内
容
の
違
い

（
原
因
）

業
務
比
率
の
変
化
、
業
務

内
容
の
違
い

・
課
員
の
時
は
定
型
業
務

80
％
、
組
織
運
営
業
務

20
％
で
、
自
分
の
担
当
業
務
の
み
で
そ
の
中
で
改
善
を
行
っ
た
。

1人
体
制
の
時
で
、
何

が
何
で
も
や
り
き
ら
な
け
れ
ば
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
強
か
っ
た
。
課
長
は
実
務
を
持
た
な
い
の
で
、
仕
事
が
止
ま
る
わ
け
で
は
な
く
心
は
軽

く
な
っ
た
が
、
視
点
が
高
く
な
り
、
自
分
の
業
務
を
ど
う
す
る
か
か
ら
、
大
学
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
思
い
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
他
大

学
と
の
交
流
も
増
加
し
た
の
で
そ
れ
が
一
層
働
く
。

（
職
位
）
業
務
比
率
の
変

化
、
視
野
の
拡
大

業
務
比
率
の
変
化
（
結

果
）
、
視
野
の
拡
大
（
影

響
）

業
務
比
率
の
変
化
、
視
野

の
拡
大

・
学
術
研
究
支
援

Cで
は
課
員
は
定
型
業
務

90
％
、
組
織
運
営
業
務

5％
、
時
限
的
業
務

5％
で
処
理
が
中
心
だ
っ
た
が
、
課
長
は
圧
倒
的
に

定
型
業
務
が
減
っ
て
組
織
運
営
業
務
と
時
限
的
業
務
が
増
加
し
た
。
課
の
人
数
も
多
く
、
研
究
支
援
の
幅
も
広
い
の
で
、
研
究
倫
理
や
動
物

実
験
な
ど
こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
こ
と
が
多
く
、
教
員
や
部
署
間
の
調
整
が
増
加
し
た
。
課
員
は
定
型
業
務
が
多
く
調
整
に
は
手
が
回
ら
な

い
の
で
、
課
長
が
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
附
属
校
の
時
は
人
数
が
少
な
く
、
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
の
で
定
型
業
務
の
比
率
は
低
か
っ

た
。
新
し
い
こ
と
で
正
解
は
な
く
て
良
か
っ
た
が
、
今
は
枠
組
の
中
で
間
違
い
な
く
や
る
よ
う
に
難
易
度
の
違
い
が
あ
る
。

（
職
位
）
業
務
比
率
の
変

化
、
調
整
業
務
の
増
加
、

（
部
課
）
業
務
内
容
の
違

い

業
務
比
率
の
変
化
（
結

果
）
、
調
整
業
務
の
増
加

（
結
果
）
、
業
務
内
容
の

違
い
（
特
性
）

業
務
比
率
の
変
化
、
調
整

業
務
の
増
加
、
業
務
内
容

の
違
い

【
資
料
3
-
6
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
位
・
年
数
と
業
務
の
関
係
の
S
C
A
T
分
析
（
大
学
規
模
別
）

巨
大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
定
型
業
務
を
課
長
が
担
う
と
部
下
の
仕
事
が
止
ま
る
の
で
、
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
課
長
は
、
判
断
の
レ
ベ
ル
も
含
め
た
判

断
業
務
と
、
も
め
ご
と
の
調
整
業
務
が
増
加
し
た
。
総
合
政
策
部
で
は
大
き
な
課
題
は
自
分
で
こ
な
し
た
。
課
員
は
資
料
を
作
る
ま
で
で
責

任
は
な
く
自
由
だ
っ
た
が
、
課
長
は
説
明
す
る
の
で
反
論
に
も
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
ず
景
色
が
変
わ
っ
た
。

（
職
位
）
役
割
、
調
整
業

務
の
増
加
、
責
任
、
視
野

の
変
化
、
業
務
比
率
の
変

化

役
割
（
条
件
）
、
調
整
業

務
の
増
加
（
結
果
）
、
責

任
（
条
件
）
、
業
務
比
率

の
変
化
（
結
果
）
、
視
野

の
変
化
（
結
果
）

役
割
、
調
整
業
務
の
増

加
、
責
任
、
業
務
比
率
の

変
化
、
視
野
の
変
化

・
課
員
の
時
は
実
務
を
す
る
こ
と
で
知
識
を
得
た
。
実
務
経
験
が
見
え
隠
れ
す
る
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
す
る
時
に
信
用
が
高
ま
る
。
監
督
職

で
は
教
務
事
務
グ
ル
ー
プ
を
担
当
し
た
の
で
実
務
が
中
心
。
課
長
で
は
、
設
置
準
備
事
務
室
は
課
員
も
少
な
く
実
務
を
し
な
い
と
回
ら
な

い
。
そ
の
事
務
室
は
新
設
で
外
部
と
の
調
整
が
あ
り
、
学
部
運
営
が
安
定
し
て
い
な
い
の
で
、
組
織
運
営
業
務
や
時
限
的
業
務
が
多
い
。
国

際
部
は
契
約
職
員
が
担
当
す
る
仕
事
が
重
く
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
。
人
と
人
と
の
も
め
ご
と
が
多
く
、
組
織
運
営
業
務
が

多
い
。

（
職
務
）
業
務
内
容
の
変

化
、
運
営
の
安
定
性
、
職

場
構
成

業
務
内
容
の
変
化
（
結

果
）
、
運
営
の
安
定
性

（
原
因
）
、
職
場
構
成

（
原
因
）

業
務
内
容
の
変
化
、
運
営

の
安
定
性
、
職
場
構
成

・
管
理
職
に
な
っ
て
か
ら
は
外
部
と
の
繋
が
り
も
強
く
な
り
、
政
策
課
題
や
組
織
運
営
な
ど
、
客
観
的
に
外
部
か
ら
見
て
良
く
な
る
と
思
う

こ
と
は
や
る
と
い
う
マ
イ
ン
ド
に
な
っ
た
。
課
員
の
時
は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
手
一
杯
で
、
世
界
的
に
見
て
ど
う
か
な
ど
考
え
る
余
裕
は
な

か
っ
た
。

（
職
位
）
意
識
の
変
化

意
識
の
変
化
（
影
響
）

意
識
の
変
化

・
補
佐
の
時
は
担
当
業
務
を
し
つ
つ
若
手
の
面
倒
を
見
た
し
、
課
長
が
見
ら
れ
な
い
範
囲
は
権
限
委
譲
を
受
け
て
や
っ
た
。
課
長
は
成
長
の

た
め
に
や
っ
て
も
ら
う
姿
勢
が
い
る
し
、
任
せ
る
と
見
え
方
が
変
わ
る
。
「
自
分
が
」
と
い
う
課
長
の
も
と
で
は
課
員
は
課
長
に
聞
い
て
く

れ
と
言
い
、
考
え
る
能
力
を
奪
っ
て
い
る
。
課
員
の
時
は
定
型
業
務
が
ほ
と
ん
ど
で
追
わ
れ
て
い
た
。
自
分
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て

1年
目
は

同
じ
こ
と
を
す
る
が
、

2年
目
は
改
善
す
る
た
め
に
増
え
て
、

3年
目
は
改
善
策
を
実
行
す
る
の
で
業
務
量
が
減
っ
た
。
課
長
が
担
当
業
務
を

持
つ
こ
と
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
な
い
の
で
良
く
な
い
。

（
職
位
）
役
割
の
変
化
、

視
野
の
変
化
、
熟
達
化

役
割
の
変
化
（
結
果
）
、

視
野
の
変
化
（
結
果
）
、

熟
達
化
（
結
果
）

役
割
の
変
化
、
視
野
の
変

化
、
熟
達
化

・
人
事
課
は
前
職
の
経
験
が
活
き
、
課
員
は
実
務
を
し
、
補
佐
は
実
務
と
課
員
を
ま
と
め
る
自
信
が
あ
っ
た
が
、
課
長
は
課
の
こ
と
は
見
ら

れ
ず
、
部
次
長
の
部
下
の
よ
う
な
感
じ
で
、
実
務
は
自
己
完
結
型
で
孤
独
だ
っ
た
。
研
究
部
は
経
験
値
が
生
き
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
そ
れ

ま
で
の
全
て
自
分
が
や
る
こ
と
か
ら
、
課
員
の
話
を
聞
き
一
緒
に
や
る
立
場
に
立
ち
、
課
長
は
判
断
す
る
役
割
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

上
司
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
、
知
ら
な
い
分
野
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
仕
事
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
総
務
課
も
そ
の
ス
タ
イ
ル
で

仕
事
を
し
、
課
員
と
一
緒
に
や
る
と
い
う
姿
勢
は
、
課
員
も
喜
ぶ
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
。
人
事
課
の
時
は
自
分
で
仕
事
を
や
っ
て
し
ま

う
こ
と
で
課
員
は
楽
に
な
る
と
考
え
て
い
た
。
一
貫
教
育
課
は
仕
事
は
ハ
ー
ド
だ
が
、
批
判
に
対
し
て
受
け
て
流
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
自
分
の
や
る
仕
事
、
こ
れ
は
課
員
の
仕
事
と
割
り
切
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
課
員
は
定
型
業
務
で
実
務
の
み
だ
っ
た
。
補
佐
は
高
度
な

定
型
業
務
と
し
て
、
業
務
委
託
の
仕
様
書
作
り
や
シ
ス
テ
ム
の
パ
ラ
メ
ー
タ
設
定
と
課
員
の
把
握
と
運
営
を
行
っ
た
が
、
政
策
提
起
は
な

か
っ
た
。
課
長
は
仕
事
を
選
べ
る
し
、
課
員
の
仕
事
配
分
を
含
め
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。
課
題
も
同
じ
よ
う
な
流
れ
の
も
の
で
あ
る
。

人
事
課
の
課
員

4年
目
は
全
て
で
き
た
の
で
自
信
が
で
き
た
が
、
補
佐
に
な
っ
た
時
は
人
の
面
倒
を
見
る
負
担
感
が
あ
っ
た
。
課
長
は
最
高

意
思
決
定
機
関
と
考
え
て
い
た
の
で
そ
れ
以
上
に
負
担
感
が
あ
っ
た
。

（
年
数
）
熟
達
化
、
（
職

位
）
業
務
内
容
の
変
化
、

意
識
の
変
化
、
（
部
課
）

業
務
内
容
の
違
い

業
務
内
容
の
変
化
（
結

果
）
、
意
識
の
変
化
（
影

響
）
、
熟
達
化
（
結

果
）
、
業
務
内
容
の
違
い

（
特
性
）

業
務
内
容
の
変
化
、
意
識

の
変
化
、
熟
達
化
、
業
務

内
容
の
違
い

・
国
際
部
は
来
客
が
多
く
、
課
長
も
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
仕
事
を
し
た
。
課
長
は
自
分
の
仕
事
が
半
分
、
み
て
あ
げ
る
こ
と
が
半
分
で
、
教

員
も
い
る
の
で
間
を
と
り
も
っ
て
い
る
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
も
入
る
な
ど
、
課
員
と
は
異
な
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
国
際
部
は

専
門
職
が
多
い
の
で
、
必
死
に
営
業
し
て
仕
事
を
と
っ
て
き
て
課
員
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
特
殊
な
面
が
あ
っ
た
し
、
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
や
っ
て
い
た
。
入
学
課
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
多
か
っ
た
。
決
ま
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
や
る
枠
組
み
の
中
で
仕
事
を
す
る
事
務

室
が
一
番
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ら
し
か
っ
た
。

（
部
課
）
役
割
の
違
い
、

職
場
構
成

役
割
の
違
い
（
原
因
）
、

職
場
構
成
（
原
因
）

役
割
の
違
い
、
職
場
構
成

・
職
位
が
上
が
る
と
組
織
運
営
業
務
と
時
限
的
業
務
が
増
え
る
。
補
佐
は
組
織
運
営
と
時
限
的
業
務
が
ア
ベ
レ
ー
ジ
に
増
え
た
が
、
課
長
は

組
織
運
営
業
務
が
グ
ー
ン
と
増
え
た
。
補
佐
に
つ
い
て
は
、
管
財
は
課
員
は
こ
の
物
件
の
担
当
は
誰
と
役
割
が
明
確
な
た
め
、
フ
ォ
ロ
ー
に

入
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
主
で
あ
っ
た
が
、
学
生
部
は
人
が
少
な
く
マ
ン
パ
ワ
ー
の
問
題
で
定
型
業
務
が
多
か
っ
た
。

（
職
位
）
業
務
比
率
の
変

化
、
業
務
内
容
の
違
い

業
務
比
率
の
変
化
（
結

果
）
、
業
務
内
容
の
違
い

（
原
因
）

業
務
比
率
の
変
化
、
業
務

内
容
の
違
い

・
総
合
企
画
部
は
定
型
業
務

1割
以
下
で
、
勤
務
管
理
・
定
例
会
議
の
準
備
、
組
織
運
営
業
務

6割
で
企
画
業
務
、
時
限
的
業
務

3割
だ
っ

た
。
課
員
の
時
は
、
事
務
室
は
圧
倒
的
に
定
型
業
務
で
、
企
画
は
定
型
業
務
が
な
く
と
ま
ど
っ
た
。
定
型
業
務
は
仕
事
の
ベ
ー
ス
で
習
得
し

て
い
く
も
の
で
、
そ
れ
が
組
織
運
営
業
務
や
時
限
的
業
務
の
土
台
を
作
る
こ
と
に
な
る
。
補
佐
の
時
は
課
員
か
ら
の
変
化
は
あ
ま
り
無
く
、

申
請
事
務
が
あ
っ
た
の
で
定
型
業
務
が
あ
っ
た
。
課
長
の
時
は
定
型
業
務
の
中
に
管
理
業
務
が
多
く
、
補
佐
の
時
よ
り
も
比
重
も
高
か
っ
た

が
、
慣
れ
る
ま
で
に
手
を
と
ら
れ
た
。
教
務
は
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
の
で
、
補
佐
に
任
せ
る
こ
と
で
定
型
業
務
は
減
っ
た
。
職
位
が
変
わ

る
と
定
型
業
務
の
性
格
も
変
わ
り
、
会
議
準
備
や
管
理
業
務
な
ど
組
織
運
営
業
務
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
。
次
長
の
時
は
、
総
務
で
は

直
面
す
る
課
題
を
担
当
し
た
の
で
、
時
限
的
業
務
が

7割
で
定
型
業
務
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
組
織
運
営
業
務
は
会
議
を
通
じ
た
調
整
が
中
心

で
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
。
本
来
は
組
織
運
営
業
務
が
多
い
と
思
う
。
教
学
部
は
組
織
運
営
業
務
が

6～
7割

だ
っ
た
。
部
長
は
組
織
運
営
業

務
の
比
率
は
高
く
、
時
限
的
業
務
も
中
長
期
計
画
と
新
し
い
こ
と
を
や
る
た
め
の
も
の
で
高
く
な
っ
て
い
る
。
何
か
新
し
い
こ
と
を
や
ろ
う

と
す
れ
ば
時
限
的
業
務
が
高
く
な
り
、
そ
う
で
な
い
と
組
織
運
営
業
務
が
高
く
な
る
。

（
部
課
）
業
務
比
率
の
違

い
、
（
職
位
）
業
務
比
率

の
変
化
、
業
務
内
容
の
変

化
、
職
場
規
模

業
務
比
率
の
違
い
（
特

性
）
、
業
務
比
率
の
変
化

（
結
果
）
、
業
務
内
容
の

変
化
（
結
果
）
、
組
織
規

模
（
条
件
）

業
務
比
率
の
違
い
、
業
務

比
率
の
変
化
、
業
務
内
容

の
変
化
、
組
織
規
模

【
資
料
3
-
6
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職
位
・
年
数
と
業
務
の
関
係
の
S
C
A
T
分
析
（
大
学
規
模
別
）

巨
大
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
補

佐
の

時
は

定
型

業
務

が
30

～
40

％
、

組
織

運
営

業
務

が
25

％
だ

っ
た

。
入

試
の

募
集

と
就

職
は

個
人

毎
の

担
当

で
、

組
織

運
営

業
務

は

あ
ま

り
な

か
っ

た
。

研
究

部
は

課
長

・
補

佐
・

課
員

3で
1チ

ー
ム

だ
っ

た
が

、
学

長
室

は
3チ

ー
ム

に
な

る
の

で
、

量
は

同
じ

で
も

、
課

長

は
直

接
見

る
か

、
補

佐
を

通
じ

て
間

接
的

に
見

る
か

の
質

的
な

違
い

が
あ

る
。

課
の

分
掌

範
囲

が
広

い
と

た
い

へ
ん

さ
は

あ
る

し
、

研
究

部
の

よ
う

に
深

さ
が

あ
る

も
の

も
あ

り
、

質
的

な
違

い
に

な
る

。

（
部

課
）

業
務

比
率

の
違

い
、

業
務

の
質

的
な

違
い

、
部

課
の

規
模

業
務

比
率

の
違

い
（

特
性

）
、

業
務

の
質

（
特

性
）

、
組

織
規

模
（

条
件

）

業
務

比
率

の
違

い
、

業
務

の
質

、
組

織
規

模

・
時

限
的

業
務

は
課

長
で

増
え

た
。

新
設

業
務

に
携

わ
っ

た
の

で
、

前
年

の
焼

き
直

し
と

な
る

定
型

業
務

は
無

く
、

定
型

業
務

の
立

ち
上

げ
と

な
り

、
最

初
は

時
限

的
業

務
と

な
っ

た
。

組
織

運
営

業
務

は
契

約
職

員
が

多
く

、
課

員
の

時
か

ら
や

っ
て

い
た

。
課

長
は

学
園

全
体

の
関

係
を

見
る

が
、

課
員

は
担

当
業

務
の

範
囲

で
見

て
お

り
、

契
約

職
員

に
と

っ
て

遠
く

な
り

す
ぎ

ず
納

得
す

る
よ

う
に

方
針

を
考

え
る

よ
う

に
し

て
い

た
。

国
際

部
は

課
の

規
模

が
40

人
で

、
業

務
が

バ
ラ

バ
ラ

の
た

め
組

織
運

営
業

務
の

比
率

が
高

か
っ

た
。

学
生

部
も

課
の

規
模

が
大

き
く

、
も

め
ご

と
が

起
こ

る
の

で
ボ

ヤ
の

う
ち

に
消

す
た

め
に

面
談

を
す

る
な

ど
の

対
応

が
必

要
だ

っ
た

。
国

際
部

は
契

約
専

門
が

多
く

、
専

任
が

つ
い

て
い

け
な

い
こ

と
な

ど
へ

の
対

応
だ

っ
た

。

（
職

位
）

業
務

比
率

の
変

化
、

職
場

構
成

、
部

課
の

規
模

業
務

比
率

の
変

化
（

結
果

）
、

職
場

構
成

（
条

件
）

、
組

織
規

模
（

条
件

）

業
務

比
率

の
変

化
、

職
場

構
成

、
組

織
規

模

（
出

所
：

筆
者

作
成

）

【
資

料
3
-
6
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

職
位

・
年

数
と

業
務

の
関

係
の

S
C
A
T
分

析
（

大
学

規
模

別
）

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

年
数

に
よ

り
、

熟
達

化
す

る
の

で
業

務
領

域
は

拡
大

す
る

。
職

位
に

よ
り

、
権

限
と

責
任

が
伴

い
、

役
割

の
変

化
が

あ
る

の
で

、
調

整
す

る
こ

と
が

多
く

な
り

、
定

型
業

務
か

ら
組

織
運

営
業

務
、

時
限

的
業

務
に

比
重

が
移

る
し

、
プ

レ
イ

ン
グ

マ
ネ

ジ
ャ

ー
と

し
て

業
務

量
が

増
加

す
る

。
ま

た
、

同
じ

定
型

業
務

で
も

、
業

務
内

容
は

職
位

に
よ

り
違

い
が

あ
る

。
組

織
運

営
業

務
は

課
の

規
模

と
構

成
員

に
よ

り
影

響
を

受
け

る
し

、
組

織
の

階
層

が
多

く
な

る
こ

と
も

関
係

す
る

。
ま

た
、

職
位

に
よ

る
業

務
の

変
化

は
知

識
も

必
要

に
な

る
が

、
視

野
の

変
化

や
拡

大
も

あ
る

。

巨
大
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
職

位
が

上
が

る
と

保
守

的
に

な
る

。
係

長
の

時
は

い
ろ

い
ろ

で
き

た
が

、
い

ろ
い

ろ
見

え
て

く
る

と
厳

し
さ

が
分

か
る

の
で

言
え

な
く

な
る

。
職

位
に

よ
り

保
守

的
な

る
、

先
が

見
え

る
保

守
的

（
結

果
）

、
先

が
見

え
る

（
結

果
）

保
守

的
、

先
が

見
え

る

・
年

数
と

と
も

に
慣

れ
て

く
る

の
で

で
き

る
こ

と
が

増
え

、
ま

た
気

持
ち

に
余

裕
が

で
き

る
。

年
数

に
よ

る
慣

れ
と

余
裕

熟
達

化
（

結
果

）
熟

達
化

・
様

々
な

機
会

を
求

め
る

よ
う

に
今

は
ア

ン
テ

ナ
を

張
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
大

学
と

事
務

局
は

統
合

し
た

が
、

大
学

と
短

大
の

教
員

は
別

で
や

り
方

も
異

な
る

の
で

、
同

じ
こ

と
で

も
や

り
方

が
違

う
の

で
、

話
し

方
な

ど
見

え
て

い
な

い
こ

と
を

見
る

よ
う

に
努

力
し

て
い

る
。

ア
ン

テ
ナ

を
張

る
、

見
え

な
い

こ
と

を
考

え
る

情
報

収
集

（
結

果
）

、
背

景
を

読
む

（
結

果
）

情
報

収
集

、
背

景
理

解

・
（

年
数

よ
り

）
職

位
で

意
識

が
高

ま
っ

た
。

課
員

の
時

は
目

の
前

の
業

務
に

必
死

に
取

り
組

む
こ

と
が

強
く

、
上

司
に

甘
え

て
い

て
前

に
進

む
、

難
し

い
こ

と
は

人
任

せ
だ

っ
た

が
、

今
は

自
分

自
身

で
取

り
組

ま
な

け
れ

ば
と

思
っ

て
い

る
。

安
全

志
向

か
ら

大
学

の
こ

と
を

考
え

な
が

ら
、

失
敗

を
恐

れ
な

が
ら

も
や

っ
て

い
る

。

職
位

に
よ

る
意

識
・

自
律

性
の

高
ま

り
、

大
学

を
考

え
て

の
安

全
志

向

意
識

化
（

結
果

）
、

自
律

化
（

結
果

）
、

安
全

志
向

（
結

果
）

意
識

化
、

自
律

化
、

安
全

志
向

・
挑

戦
は

最
初

は
で

き
な

か
っ

た
が

、
経

験
を

積
ん

で
3年

目
か

ら
こ

う
し

た
ら

ど
う

か
と

い
う

こ
と

が
増

え
た

。
様

々
な

経
験

は
最

初
は

担
当

業
務

で
い

っ
ぱ

い
だ

っ
た

が
、

4年
目

か
ら

自
分

か
ら

い
ろ

い
ろ

な
経

験
を

す
る

こ
と

が
増

え
た

。
学

内
で

の
や

り
取

り
を

経
験

し
た

こ
と

で
、

課
の

他
の

人
に

頼
る

こ
と

が
増

え
た

し
、

相
手

に
つ

い
て

い
ろ

い
ろ

な
背

景
を

知
り

、
自

分
な

ら
何

が
で

き
る

か
考

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
認

証
評

価
・

自
己

点
検

評
価

の
担

当
に

な
り

、
文

科
省

や
基

準
協

会
の

学
外

の
動

き
を

吸
収

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

う
よ

う
に

な
っ

た
。

年
数

に
よ

る
向

上
、

主
体

的
に

考
え

る
、

他
者

を
理

解
す

る
、

学
外

に
関

心
を

持
つ

熟
達

化
（

結
果

）
、

主
体

性
（

結
果

）
、

他
者

理
解

（
結

果
）

、
学

外
へ

の
関

心
（

結
果

）

熟
達

化
、

主
体

性
、

他
者

理
解

、
学

外
へ

の
関

心

・
失

敗
を

恐
れ

な
い

は
大

学
の

教
務

は
失

敗
で

き
な

い
の

で
転

職
し

て
下

が
っ

た
。

監
督

職
に

な
っ

て
V字

回
復

し
て

い
る

が
、

そ
れ

は
自

分
が

態
度

で
示

す
よ

う
に

し
た

い
こ

と
と

、
世

の
中

の
流

れ
の

中
で

大
学

も
変

わ
っ

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
か

ら
で

あ
る

。
社

会
人

と
し

て
経

験
す

る
こ

と
で

ア
ン

テ
ナ

が
広

が
る

し
、

気
持

ち
と

し
て

余
裕

も
で

て
く

る
の

で
、

外
を

見
よ

う
と

い
う

気
持

ち
に

な
る

。

失
敗

で
き

な
い

、
態

度
表

示
が

必
要

、
視

野
が

拡
大

、
余

裕
が

で
き

る

守
り

（
結

果
）

、
態

度
表

示
（

結
果

）
、

視
野

拡
大

（
結

果
）

、
余

裕
（

結
果

）

保
守

的
、

余
裕

・
職

位
で

は
な

く
年

数
で

変
わ

っ
て

き
た

。
知

り
た

い
こ

と
、

経
験

し
た

い
こ

と
が

増
え

て
き

た
が

、
今

や
る

と
仕

事
が

回
ら

な
く

な
る

の
で

や
め

る
こ

と
も

あ
っ

た
。

年
数

に
よ

る
意

欲
の

向
上

、
自

制
も

働
く

意
欲

向
上

（
結

果
）

、
自

制
（

結
果

）
意

欲
、

自
制

・
若

い
頃

は
精

神
的

に
戸

惑
い

が
あ

り
、

自
信

が
な

く
守

り
に

入
っ

て
い

た
。

教
務

課
に

異
動

し
て

か
ら

精
神

的
に

熟
し

て
き

た
し

、
そ

れ
は

上
司

が
様

子
を

見
て

重
い

仕
事

を
与

え
て

く
れ

、
任

せ
て

も
ら

っ
た

経
験

を
し

た
こ

と
で

挑
戦

な
ど

が
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。

自
信

が
な

く
守

り
、

年
数

で
向

上
、

仕
事

を
任

さ
れ

る

守
り

（
結

果
）

、
熟

達
（

結
果

）
、

任
さ

れ
る

（
条

件
）

保
守

的
、

熟
達

化
、

任
さ

れ
る

・
失

敗
を

恐
れ

な
い

は
、

若
い

頃
は

イ
ケ

イ
ケ

で
や

っ
て

い
た

が
、

役
職

に
就

く
と

責
任

が
伴

い
慎

重
に

な
る

。
課

長
ま

で
は

部
長

の
決

裁
を

得
れ

ば
良

か
っ

た
が

、
部

長
は

上
の

決
裁

を
得

る
こ

と
や

、
教

授
会

に
で

て
い

る
の

で
提

案
の

タ
イ

ミ
ン

グ
な

ど
物

事
を

通
す

こ
と

に
気

を
使

っ
て

い
る

。

職
位

に
よ

る
責

任
で

慎
重

、
職

位
は

見
え

る
の

で
時

期
を

見
極

め
る

責
任

（
条

件
）

、
慎

重
（

結
果

）
、

タ
イ

ミ
ン

グ
（

結
果

）
責

任
、

慎
重

・
定

型
業

務
は

や
り

や
す

い
し

改
善

が
考

え
や

す
く

新
た

な
ル

ー
テ

ィ
ン

に
し

や
す

い
。

改
善

容
易

（
定

型
）

熟
達

化
（

結
果

）
熟

達
化

・
定

型
業

務
に

困
難

な
仕

事
が

あ
る

の
か

考
え

な
い

が
、

組
織

運
営

業
務

は
集

客
な

ど
前

年
と

の
比

較
で

ど
う

す
る

か
考

え
る

。
無

意
識

化
（

定
型

）
、

意
識

（
組

織
運

営
）

熟
達

化
（

結
果

）
熟

達
化

・
学

生
部

は
学

生
と

し
て

の
経

験
が

あ
っ

た
の

で
、

新
し

い
こ

と
に

挑
戦

す
る

評
価

は
高

い
。

就
職

部
は

未
知

の
世

界
で

躊
躇

し
て

し
ま

い
冒

険
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

両
部

で
は

何
と

な
く

違
う

気
が

す
る

。
挑

戦
（

学
生

）
、

躊
躇

（
就

職
）

部
課

に
よ

る
業

務
の

違
い

（
条

件
）

業
務

内
容

・
広

報
業

務
は

常
に

具
体

的
経

験
の

項
目

を
や

ら
ざ

る
を

得
な

い
の

で
、

最
初

に
形

成
さ

れ
た

と
思

う
。

業
務

の
特

性
（

広
報

）
能

動
的

業
務

（
条

件
）

業
務

内
容

・
教

務
は

学
生

と
の

や
り

と
り

が
あ

り
、

新
し

い
ト

ラ
ブ

ル
に

ど
う

対
応

す
る

か
と

い
う

目
線

が
強

く
な

っ
た

。
学

生
対

応
（

教
務

）
学

生
対

応
（

条
件

）
学

生
対

応

・
総

務
は

業
務

の
範

囲
が

広
い

の
で

広
く

勉
強

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

か
っ

た
が

、
奨

学
金

は
奥

が
深

い
。

業
務

の
特

性
（

教
務

、
奨

学
金

）
業

務
範

囲
の

広
さ

と
深

さ
（

条
件

）
業

務
内

容

・
国

際
交

流
業

務
は

各
課

に
分

散
し

て
い

て
、

教
育

研
究

支
援

課
が

取
り

ま
と

め
役

の
た

め
、

同
じ

意
識

で
進

め
ら

れ
る

よ
う

に
リ

ー
ド

す
る

意
識

が
入

学
Cの

時
よ

り
強

く
な

っ
て

い
る

。
リ

ー
ド

す
る

意
識

（
国

際
）

意
識

化
（

結
果

）
意

識
化

・
法

律
や

会
計

基
準

な
ど

決
ま

っ
た

こ
と

を
前

提
に

し
て

仕
事

を
す

る
の

で
、

挑
戦

は
財

務
課

で
減

っ
た

。
教

務
課

は
人

と
の

関
わ

り
が

あ
り

、
実

習
指

導
な

ど
で

対
応

を
考

え
る

。
業

務
の

特
性

（
財

務
、

教
務

）
業

務
内

容
の

違
い

（
条

件
）

業
務

内
容

・
失

敗
を

恐
れ

な
い

は
キ

ャ
リ

ア
Cと

学
生

課
は

で
き

た
が

、
入

学
Cと

総
務

課
は

石
橋

を
叩

い
て

渡
る

必
要

が
あ

っ
た

。
部

署
と

い

う
よ

り
は

や
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

仕
事

に
対

し
て

ど
う

考
え

る
か

に
よ

る
。

業
務

の
特

性
（

学
生

・
就

職
、

入
試

・
総

務
）

業
務

内
容

の
違

い
（

条
件

）
業

務
内

容

【
資

料
3
-
7
】

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
仕

事
へ

の
取

り
組

み
方

の
S
C
A
T
分

析
－

具
体

的
経

験
（

大
学

規
模

別
）

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

業
務

を
任

さ
れ

た
時

や
、

余
裕

が
あ

る
と

具
体

的
経

験
が

意
識

さ
れ

る
し

、
部

課
に

よ
り

業
務

に
違

い
が

あ
る

の
で

、
具

体
的

経
験

の
内

容
に

違
い

が
あ

る
。

年
数

に
よ

り
熟

達
化

す
る

の
で

、
情

報
収

集
や

背
景

理
解

な
ど

意
識

や
自

律
性

は
高

ま
る

が
、

他
方

、
先

が
見

え
る

の
で

保
守

的
に

な
り

、
自

制
も

働
く

。
職

位
は

責
任

を
伴

う
の

で
、

慎
重

に
な

る
。

小
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
1年

目
は
が
む
し
ゃ
ら
に
覚
え
た
。

2年
目
は
自
分

で
仕

事
を

ア
レ

ン
ジ

し
、

定
型

業
務

は
エ

ク
セ

ル
や

ワ
ー

ド
を

使
っ

て
簡

単
に

仕
事

が

で
き
る
よ
う
に
調
整
し
た
。

年
数
に
よ
る
向
上

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
挑
戦

は
職
位
に
関
係
が
あ
り
、
係
長
の
時
は
や
っ

て
み

ろ
と

い
う

指
令

が
あ

り
、

い
ろ

い
ろ

や
ら

せ
て

も
ら

っ
た

。
上
司
の
支
援

任
せ
る
（
条
件
）

任
せ
る

・
年
数

と
と
も
に
業
務
の
知
識
が
増
え
、
大
学
運
営

の
仕

組
み

が
分

か
っ

て
き

て
、

自
信

が
持

て
る

と
前

向
き

に
な

っ
た

。
職

位
も

少
し

影
響
が
あ

り
、
自
分
を
見
な
が
ら
下
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ

し
い

と
思

う
し

、
周

り
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

拡
大

し
た

。

年
数
に
よ
る
知
識
・
組
織

の
理
解
の
深
化
、
自
信
を

持
つ
、
意
識
す
る
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
拡
大

熟
達
化
（
結
果
）
、
暗
黙

知
（
結
果
）
、
自
信
（
結

果
）
、
意
識
化
（
結

果
）
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
拡
大
）

熟
達
化
、
暗
黙
知
、
自

信
、
意
識
化
、
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

・
役
職

に
よ
り
そ
の
意
識
が
強
く
な
る
。

職
位
に
よ
る
意
識
化

意
識
化
（
条
件
）

意
識
化

・
困
難

な
仕
事
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
や
人
事
考
課

の
検

討
な

ど
、

課
長

で
増

え
た

。
反

対
が

多
い

案
件

や
コ

ロ
ナ

の
中

で
の

非
常

勤
対

応
な
ど
、

課
長
案
件
は
難
し
い
。

職
位
に
伴
う
業
務
の
高
度

化
職
位
（
条
件
）

職
位

・
困
難

な
仕
事
は
職
位
に
よ
り
増
え
た
。
責
任
が
生

じ
、

同
質

の
も

の
を

や
っ

て
も

意
識

は
変

わ
っ

た
。

副
課

長
に

な
っ

た
ば

か
り

だ
が

、
上
司
は

挑
戦
さ
せ
て
く
れ
る
雰
囲
気
で
意
見
交
換
し

な
が

ら
進

め
て

い
る

。

職
位
に
伴
う
業
務
の
高
度

化
、
意
識
化
、
上
司
の
支

援

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）
、
支
援
（
条

件
）

職
位
、
意
識
化
、
支
援

・
困
難

な
仕
事
は
年
数
で
上
が
り
、
新
卒
の
時
に
比

べ
る

と
や

る
こ

と
が

変
わ

っ
て

立
ち

向
か

っ
て

い
る

と
思

う
。

挑
戦

と
失

敗
を

恐
れ

な
い
は
校

友
課
が

6年
で
慣
れ
が
で
て
い
た
の
で
、
人

事
で

は
新

し
い

こ
と

ば
か

り
な

の
で

挑
戦

し
よ

う
と

い
う

気
持

ち
に

な
っ

て
い

る
。

年
数
に
よ
る
向
上
、
新
し

い
業
務
で
切
り
替
え

熟
達
化
（
結
果
）
、
異
動

（
条
件
）

熟
達
化
、
異
動

・
年
数

で
上
が
る
。
教
え
て
も
ら
っ
た
と
お
り
、
言

わ
れ

た
と

お
り

に
や

っ
て

い
た

が
、

見
直

し
た

方
が

よ
い

こ
と

が
見

え
る

よ
う

に
な

り
、
課

長
と
ぶ
つ
か
り
な
が
ら
提
案
し
て
い
る
。

3年
間

は
何

も
考

え
ず

言
わ

れ
た

と
お

り
し

て
い

た
が

、
私

大
連

の
研

修
（

CD
研

修
）

で

考
え
る
機
会
を
得
て
、
自
分
の
業
務
を
振
り
返
り
頑
張

ろ
う

と
思

っ
た

。

年
数
に
よ
る
向
上
、
研
修

会
に
参
加
し
て
振
り
返
り

熟
達
化
（
結
果
）
、
内
省

（
条
件
）

熟
達
化
、
内
省

・
年
数

で
増
え
て
い
る
。

1～
2年

目
は
自
分
か
ら
は

何
も

手
を

出
せ

な
い

。
3～

4年
目

は
書

式
の

見
直

し
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
改

訂
や

ル
ー

ル
の

変
更
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
会
議

で
も

提
案

・
説

明
を

し
た

。
5年

目
は

時
限

的
業

務
が

発
生

し
、

挑
戦

に
な

っ
た

。
年
数
に
よ
る
向
上
、
新
し

い
業
務
の
担
当

熟
達
化
（
結
果
）
、
時
限

的
業
務
の
担
当
（
条
件
）

熟
達
化
、
業
務
内
容

・
失
敗

を
恐
れ
な
い
は
職
位
が
上
が
る
と
責
任
が
あ

る
の

で
、

リ
ス

ク
を

ど
う

ヘ
ッ

ジ
す

る
か

考
え

る
こ

と
が

多
く

な
っ

た
。

職
位
に
よ
る
責
任

責
任
（
条
件
）

責
任

・
困
難

な
仕
事
は
年
数
で
増
え
て
い
っ
た
。
経
験
で

仕
事

の
進

め
方

が
分

か
り

、
自

信
が

つ
い

て
立

ち
向

か
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

年
数
に
よ
る
向
上
と
自
信

熟
達
化
（
条
件
）
、
自
信

（
結
果
）

熟
達
化
、
自
信

・
定
型

業
務
、
組
織
運
営
業
務
、
時
限
的
業
務
で
あ

っ
て

も
、

姿
勢

と
し

て
は

常
に

思
っ

て
い

る
。

組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

は
役

職
に

関
係

な
く
必
要

だ
と
思
っ
て
い
る
が
、
職
位
は
人
か
ら
の
見

え
方

に
違

い
が

で
る

。
姿
勢
と
し
て
維
持
、
職
位

に
よ
る
見
ら
れ
方
を
意
識

意
識
化
（
条
件
）
、
職
位

（
条
件
）

意
識
化
、
職
位

・
定
型

業
務
は
ミ
ス
な
く
や
る
こ
と
で
、
新
し
い
こ

と
に

な
ら

ず
前

年
踏

襲
に

な
る

。
1年

目
と

2年
目

で
変

化
は

あ
っ

た
が

、
大

学
は

新
し

い
こ
と
は
や
り
づ
ら
く
進
め
ら
れ
な
い
し
、
責
任
を
負

い
た

が
ら

な
い

。
今

年
は

課
長

が
代

わ
っ

た
の

で
変

え
て

い
こ

う
と

い
う

雰
囲

気
で
、
時
限
的
業
務
が
増
え
た
。

業
務
の
特
性
（
定
型
）
、

年
数
に
よ
る
向
上
、
大
学

組
織
の
特
性
を
理
解
、
上

司
の
影
響

業
務
内
容
（
条
件
）
、
熟

達
化
（
結
果
）
、
大
学
組

織
（
条
件
）
、
上
司
（
影

響
）

業
務
内
容
、
熟
達
化
、
大

学
組
織
、
上
司

・
失
敗

を
恐
れ
な
い
は

IR
担
当
で
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た

が
、

そ
れ

は
全

学
に

ノ
ウ

ハ
ウ

が
全

く
な

い
の

で
一

か
ら

や
ら

ざ
る

を
得

ず
開

き

直
っ
た

。
困
難
な
仕
事
は
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
立
場
で

あ
る

。

業
務
の
特
性
（
新
規
業

務
）

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
入
学

Cは
確
実
に
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
ミ

ス
は

で
き

な
い

し
、

失
敗

に
対

し
て

慎
重

に
な

る
。

広
報

は
慎

重
で

あ
る

が
、

良
い

方

向
か
悪
い
方
向
か
は
あ
っ
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
側
面
は

あ
る

。

業
務
の
特
性
（
入
試
、
広

報
）

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
様
々

な
経
験
は
、
教
学

Cで
は
教
授
会
を
担
当
し
た

の
で

、
教

員
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
考

え
方

を
学

ん
だ

。
業
務
の
特
性
（
教
務
）

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
入
試

は
間
違
い
な
く
確
実
に
や
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
、

教
学

Cの
方

が
積

極
的

で
あ

る
。

入
試

も
広

報
は

積
極

的
に

な
れ

る
。

業
務
の
特
性
（
入
試
、
広

報
）
教
務
、
広
報
）

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
入
学

Cは
失
敗
が
許
さ
れ
な
い
し
挑
戦
も
し
に
く

い
。

学
生

募
集

に
つ

い
て

は
コ

ロ
ナ

に
よ

り
新

し
い

こ
と

が
で

き
た

。
業
務
の
特
性
（
入
試
）

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
失
敗

を
恐
れ
な
い
は
、
入
試
広
報
は
ト
ラ
イ
ア
ン

ド
エ

ラ
ー

が
許

さ
れ

た
が

、
人

事
で

は
給

与
を

扱
っ

て
い

る
の

で
慎

重
に

な
ら

ざ
る

を
得
ず
少

な
く
な
っ
た
。

業
務
の
特
性
（
入
試
、
人

事
）

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
挑
戦

は
就
職
課
で
は
新
た
な
企
画
を
考
え
る
こ
と

が
多

か
っ

た
。

様
々

な
経

験
は

、
学

振
で

は
早

く
仕

事
を

覚
え

た
か

っ
た

。
業
務
の
特
性
（
就
職
）
、

意
識
化

業
務
内
容
（
条
件
）
、
意

識
化
（
条
件
）

業
務
内
容
、
意
識
化

【
資
料
3
-
7
】

（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
仕

事
へ

の
取

り
組

み
方

の
S
C
A
T
分

析
－

具
体

的
経

験
（

大
学

規
模

別
）

中
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
上
位
者
が
押
さ
え
つ
け
た
り
、
自
分
に
言
っ
て
い
な
い
こ
と
は
許
さ
な
い
と
い
う
権
威
的
だ
と
、
部
下
の
や
る
気
を
削
ぎ
、
評
価
が
下
が

る
。

上
司
の
姿
勢

上
司
の
姿
勢
（
影
響
）

上
司
の
姿
勢

・
前
職
の
支
店
長
か
ら
「
苦
労
は
買
っ
て
で
も
し
ろ
」
と
言
わ
れ
し
っ
く
り
し
て
い
た
の
で
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
意
識
し
て
や
っ
て

き
た
。

助
言

助
言
（
影
響
）

助
言

・
人
事
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
人
が
揃
っ
て
い
て
、
そ
の
中
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
は
良
い
影
響
に
な
っ
て
い
る
。
改
善
案
を
考

え
、
や
っ
て
い
く
ス
ピ
ー
ド
も
早
い
。

構
成
員
の
状
況

構
成
員
の
姿
勢
（
影
響
）

構
成
員
の
姿
勢

・
課
長
と
し
て
責
任
が
あ
る
の
で
失
敗
に
対
し
て
は
慎
重
に
な
る
。

職
位
に
よ
る
責
任
で
慎
重

責
任
（
条
件
）
、
慎
重

（
結
果
）

責
任
、
慎
重

・
大
学
全
体
に
関
す
る
知
識
は
押
さ
え
ら
れ
た
と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
経
験
値
に
よ
り
職
位
や
職
場
が
変
わ
っ
て
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
と
思
う
。
課
長
に
な
れ
ば
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
労
務
管
理
が
重
く
て
で
き
て
い
な
い
。

年
数
に
よ
る
経
験
の
積
み

重
ね
、
職
位
に
よ
る
負
荷

熟
達
化
（
結
果
）
、
職
位

（
条
件
）

熟
達
化
、
職
位

・
プ
レ
ー
ヤ
ー
か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
役
割
が
変
わ
っ
て
き
て
、
困
難
な
仕
事
も
チ
ー
ム
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
職
歴
全
体
で

は
、
大
学
は
前
年
の
こ
と
を
や
る
職
場
で
同
じ
で
あ
れ
ば
苦
労
は
し
な
い
が
、
毎
年
改
善
を
加
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

職
位
に
よ
る
意
識
の
変

化
、
大
学
組
織
の
特
性
を

理
解
し
た
う
え
で
の
業
務

職
位
（
条
件
）
、
チ
ー
ム

意
識
（
結
果
）
、
大
学
組

織
（
条
件
）

職
位
、
チ
ー
ム
意
識
、
大

学
組
織

・
困
難
な
仕
事
は
、

3年
目
に
な
り
会
議
中
に
プ
レ
ゼ
ン
も
自
分
で
や
り
、
質
疑
応
答
に
も
対
応
す
る
こ
と
で
壁
を
越
え
、
経
験
に
よ
る
自

信
を
得
た
。

経
験
の
積
み
重
ね
と
自
信

熟
達
化
（
結
果
）
、
自
信

（
結
果
）

熟
達
化
、
自
信

・
附
属
校
事
務
室
で
は
上
司
の
言
わ
れ
る
と
お
り
に
仕
事
を
し
て
い
た
。
後
半
は
お
か
し
い
と
思
う
こ
と
を
考
え
新
し
い
こ
と
も
考
え
た
。

図
書
館
は
専
門
的
な
こ
と
が
多
く
課
長
も
分
か
ら
な
い
の
で
、
自
分
で
判
断
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

年
数
に
よ
る
向
上
、
自
覚

に
も
と
づ
く
自
律
的
業
務

遂
行

熟
達
化
（
結
果
）
、
自
律

（
結
果
）

熟
達
化
、
自
律

・
年
数
で
前
例
が
分
か
る
の
で
、
こ
こ
ま
で
や
れ
ば
最
低
限
間
違
い
は
な
い
と
い
う
ラ
イ
ン
が
分
か
る
。
最
低
限
の
ラ
イ
ン
を
見
て
新
し
い

こ
と
を
考
え
た
り
探
る
。

経
験
の
積
み
重
ね
に
よ
る

理
解
の
深
化

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
職
位
が
上
が
る
と
、
失
敗
に
対
し
て
は
躊
躇
し
た
り
慎
重
に
な
る
気
持
ち
が
芽
生
え
て
い
る
。

職
位
に
よ
る
慎
重
さ

職
位
（
条
件
）
、
慎
重

（
結
果
）

職
位
、
慎
重

・
定
型
業
務
で
は
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
起
き
な
い
。

業
務
の
特
性
（
定
型
）

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
1年

目
は
定
型
業
務
が
あ
り
、
社
会
人
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、
定
型
業
務
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
。

2年
目
に
業
務
委
託
と
な
り
、
定
型

業
務
が
変
わ
る
時
期
で
大
幅
に
減
少
し
た
。

年
数
に
よ
る
業
務
の
変

化
、
熟
達
化

業
務
内
容
（
条
件
）
、
熟

達
化
（
結
果
）

業
務
内
容
、
熟
達
化

・
仕
事
は
会
計
基
準
に
も
と
づ
き
監
査
も
受
け
る
の
で
、
失
敗
し
な
い
よ
う
に
注
力
し
て
き
た
の
で
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
ら
な
い
。

業
務
の
特
性
（
監
査
有
）

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
人
事
係
長
の
時
は
外
に
で
る
機
会
が
多
く
、
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
、
経
験
を
も
と
に
自
分
の
糧
に

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
前
向
き
に
や
ろ
う
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
た
。
財
務

課
長
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
で
き
た
が
実
務
が
分
か
ら
ず
、
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
自
問
自
答
し
て
い
た
。
学
生
課
は
具
体
的
に
や
っ
て
い
く

こ
と
や
問
題
点
が
見
え
る
の
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
し
、
よ
り
前
向
き
に
な
る
。

外
部
と
の
接
点
、
意
識

化
、
業
務
経
験
と
職
位

学
外
と
の
接
点
（
条

件
）
、
意
識
化
（
結

果
）
、
業
務
経
験
（
条

件
）

学
外
、
意
識
化
、
経
験

・
困
難
な
仕
事
と
失
敗
を
恐
れ
な
い
こ
と
は
、
知
ら
な
い
人
と
対
外
的
に
動
く
の
で
広
報
で
も
ま
れ
た
。
挑
戦
と
様
々
な
経
験
は
（
広
報
）

の
仕
事
そ
の
も
の
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
変
わ
ら
な
い
。

業
務
の
特
性
（
広
報
）

業
務
内
容

業
務
内
容

・
教
務
課
は
教
員
主
導
で
あ
り
変
わ
っ
た
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
学
生
は
授
業
を
受
け
て
い
る
の
で
変
わ
っ
た
こ
と
は

で
き
な
い
。

業
務
の
特
性
（
教
務
）

業
務
内
容

業
務
内
容

・
人
事
は
教
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が
使
命
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
悪
い
と
学
生
に
伝
わ
る
の
で
、
良
い
も
の
は
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
。
そ
れ
が
な
い
と
自
分
よ
が
り
で
自
己
満
足
の
仕
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。

業
務
の
特
性
（
人
事
）
、

意
識
化

業
務
内
容
、
意
識
化

業
務
内
容
、
意
識
化

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
具
体
的
経
験
（
大
学
規
模
別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
業
務
を
任
さ
れ
た
り
、
上
司
と
構
成
員
の
姿
勢
、
ま
た
、
研
修
に
参
加
し
て
内
省
し
た
時
や
助
言
に
よ
り
、
具
体
的
経
験
が
意
識
さ
れ
る
。
年
数
に
よ
り
熟
達
化
す
る
の
で
、
業
務
内
容
に
変
化
が
あ

り
、
ま
た
、
大
学
に
関
す
る
暗
黙
知
も
形
成
さ
れ
て
い
く
が
、
部
課
に
よ
り
業
務
に
違
い
が
あ
る
の
で
、
具
体
的
経
験
の
内
容
に
違
い
が
あ
る
。
職
位
に
よ
っ
て
も
業
務
内
容
は
変
化
し
、
意
識
も
変
わ
っ
て
い
く
。

中

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
年
数
に
よ
り
熟
達
化
す
る
の
で
、
業
務
内
容
に
変
化
が
あ
り
、
具
体
的
経
験
が
意
識
さ
れ
、
自
信
を
持
ち
、
自
律
性
が
高
ま
る
。
職
位
に
よ
っ
て
も
業
務
内
容
は
変
化
し
、
責
任
を
伴
う
の
で
慎
重
に
な

る
が
、
チ
ー
ム
意
識
も
強
く
な
る
。
学
外
と
接
点
が
あ
る
と
、
意
識
の
高
ま
り
は
促
進
さ
れ
る
。

大
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
年

数
と

と
も

に
い

ろ
い

ろ
経

験
し

た
方

が
、

広
い

視
野

で
見

る
こ

と
に

な
り

良
い

。
経

験
の

積
み

重
ね

に
よ

る
視

野
拡

大
熟

達
化

（
結

果
）

熟
達

化

・
課

員
は

上
が

い
る

の
で

頼
れ

ば
良

い
し

、
失

敗
し

た
ら

し
ょ

う
が

な
い

と
思

っ
て

い
る

。
最

終
判

断
は

上
司

に
な

る
の

で
課

長
と

は
違

う
。

職
位

に
よ

る
責

任
・

判
断

の
違

い
職

位
（

条
件

）
、

責
任

（
結

果
）

職
位

、
責

任

・
挑

戦
に

つ
い

て
は

課
員

は
自

分
の

考
え

で
進

め
て

い
た

が
、

課
長

で
は

そ
の

政
策

が
部

課
に

と
っ

て
有

益
か

考
え

る
た

め
慎

重
に

な
っ

て
お

り
、

課
員

の
反

応
を

見
る

。
職

位
に

よ
る

影
響

範
囲

、
慎

重
さ

と
他

者
の

反
応

職
位

（
条

件
）

、
慎

重
（

結
果

）
、

他
者

視
線

（
影

響
）

職
位

、
慎

重
、

他
者

視
線

・
性

格
は

動
こ

う
と

し
な

い
方

だ
が

、
成

長
し

て
挑

戦
は

必
要

な
こ

と
だ

と
思

い
そ

う
い

う
気

に
な

っ
て

き
た

。
業

務
増

の
中

で
自

律
的

に
動

か
な

い
と

進
ま

な
い

と
い

う
こ

と
を

学
ん

だ
。

成
功

経
験

、
業

務
増

経
験

（
条

件
）

、
業

務
内

容
（

条
件

）
経

験
、

業
務

内
容

・
様

々
な

経
験

を
求

め
る

と
い

う
気

持
ち

は
課

長
に

な
り

増
加

し
た

。
上

位
者

と
の

接
す

る
機

会
が

増
え

、
目

線
の

高
さ

、
経

験
値

を
知

り
追

い
つ

き
た

い
と

思
う

。
職

位
に

よ
る

意
識

の
変

化
、

上
位

者
と

の
接

触
職

位
（

条
件

）
、

上
位

者
（

影
響

）
職

位
、

上
司

・
年

数
や

経
験

が
少

な
い

と
手

を
だ

せ
る

領
域

は
狭

い
し

、
幅

も
持

て
な

い
の

で
行

き
詰

っ
て

し
ま

う
。

年
数

に
よ

る
で

き
る

こ
と

の
違

い
熟

達
化

（
結

果
）

熟
達

化

・
年

数
と

と
も

に
少

し
保

守
的

に
な

る
が

、
そ

れ
は

裁
量

が
大

き
く

全
学

に
関

わ
る

こ
と

は
影

響
が

大
き

い
の

で
慎

重
に

な
る

。
年

数
に

よ
る

影
響

範
囲

の
理

解
、

保
守

的
熟

達
化

（
結

果
）

、
慎

重
（

結
果

）
熟

達
化

、
慎

重

・
反

省
し

た
り

考
え

る
時

間
は

年
数

と
と

も
に

多
く

な
る

。
年

数
と

と
も

に
大

学
の

状
況

や
組

織
の

立
ち

位
置

が
分

か
っ

て
く

る
の

で
考

え
る

こ
と

も
多

く
な

る
。

業
務

職
か

ら
総

合
職

に
な

っ
た

こ
と

を
皆

が
知

っ
て

い
る

の
で

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

く
し

て
お

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

業
務

職
の

時
は

仕
事

の
範

囲
を

決
め

て
い

た
が

、
総

合
職

で
は

そ
れ

で
は

ダ
メ

だ
と

律
し

て
い

る
。

年
数

に
よ

る
組

織
理

解
の

深
化

と
考

え
る

時
間

の
増

加
、

他
者

の
視

線
を

意
識

す
る

熟
達

化
（

結
果

）
、

暗
黙

知
（

結
果

）
、

他
者

視
線

（
影

響
）

、
意

識
化

（
結

果
）

熟
達

化
、

暗
黙

知
、

他
者

視
線

、
意

識
化

・
課

員
の

方
が

し
て

い
た

。
課

長
は

情
報

が
入

り
す

ぎ
バ

イ
ア

ス
も

か
か

り
立

場
も

あ
る

。
職

位
に

よ
る

情
報

過
多

職
位

（
条

件
）

職
位

・
人

に
聞

い
て

か
ら

や
ろ

う
と

い
う

消
極

的
姿

勢
か

ら
、

少
し

積
極

的
に

な
っ

て
き

た
。

2年
目

に
な

り
他

の
仕

事
と

の
調

整
し

な
が

ら
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
年

数
に

よ
る

姿
勢

の
変

化
熟

達
化

（
結

果
）

熟
達

化

・
年

数
の

経
過

で
工

夫
し

て
や

り
た

い
と

い
う

こ
と

が
で

て
く

る
。

1年
目

は
覚

え
、

2年
目

で
改

善
し

、
3年

目
で

異
動

が
良

い
と

思
っ

て

い
る

。
年

数
に

よ
る

変
化

熟
達

化
（

結
果

）
熟

達
化

・
年

数
の

経
過

で
仕

事
が

分
か

る
の

で
、

こ
う

し
た

い
と

い
う

思
い

が
出

て
く

る
。

年
数

に
よ

る
業

務
理

解
の

深
化

熟
達

化
（

結
果

）
熟

達
化

・
課

員
は

責
任

を
感

じ
て

い
な

か
っ

た
が

、
管

理
職

は
責

任
が

発
生

す
る

の
で

大
き

く
な

っ
た

。
経

験
を

積
む

と
勢

い
つ

く
こ

と
と

ダ
メ

だ
と

わ
か

る
こ

と
な

ど
、

見
通

し
が

わ
か

る
よ

う
に

な
る

。
年

数
と

と
も

に
、

J
U
A
M
や

大
学

教
育

学
会

を
通

じ
て

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
で

き
る

。

職
位

に
よ

る
責

任
の

自
覚

、
年

数
に

よ
る

見
通

し
、

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

職
位

（
条

件
）

、
責

任
（

結
果

）
、

熟
達

化
（

結
果

）
、

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
結

果
）

職
位

、
責

任
、

熟
達

化
、

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
様

々
な

経
験

は
入

職
か

ら
1～

2年
の

頃
の

方
が

積
極

的
で

、
プ

レ
ゼ

ン
教

室
な

ど
学

外
で

の
学

び
を

し
て

い
た

が
、

忙
し

く
な

っ
た

の
で

な
く

な
っ

た
。

年
数

に
よ

る
姿

勢
の

変
化

、
余

裕
の

な
さ

熟
達

化
（

結
果

）
、

余
裕

（
条

件
）

熟
達

化
、

余
裕

・
年

数
で

難
易

度
が

上
が

り
、

影
響

す
る

範
囲

・
要

素
も

拡
大

し
、

以
前

は
学

生
対

象
だ

っ
た

が
、

部
課

を
越

え
て

全
学

的
な

も
の

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
年

数
に

よ
る

難
易

度
の

変
化

、
影

響
範

囲
の

拡
大

熟
達

化
（

結
果

）
、

影
響

範
囲

（
結

果
）

熟
達

化
、

影
響

範
囲

・
部

長
は

当
事

者
意

識
と

し
て

自
分

が
決

め
な

い
と

進
ま

な
い

の
で

、
思

い
は

高
く

な
る

。
キ

ャ
リ

ア
Cは

課
長

の
時

の
方

が
意

識
し

た

が
、

そ
れ

は
課

員
の

能
力

で
、

部
長

の
時

は
中

途
採

用
で

有
能

な
人

が
い

て
見

て
い

れ
ば

良
か

っ
た

。

職
位

に
よ

る
責

任
の

自
覚

、
構

成
員

の
力

量
が

影
響

職
位

（
条

件
）

、
責

任
（

結
果

）
、

構
成

員
（

条
件

）
職

位
、

責
任

、
構

成
員

・
異

動
に

よ
り

全
く

新
し

い
こ

と
、

や
り

方
の

違
い

を
経

験
す

る
の

で
、

ゼ
ロ

か
ら

の
ス

タ
ー

ト
に

な
る

。
ギ

ャ
ッ

プ
や

違
い

を
感

じ
る

こ
と

が
大

き
い

。
異

動
に

よ
る

リ
セ

ッ
ト

、
違

い
を

意
識

異
動

（
条

件
）

、
意

識
化

（
結

果
）

異
動

、
意

識
化

・
職

員
と

し
て

5年
と

か
10

年
以

上
が

経
つ

と
で

き
な

い
こ

と
が

見
え

る
。

年
数

に
よ

る
限

界
の

自
覚

熟
達

化
（

結
果

）
、

限
界

（
結

果
）

熟
達

化
、

限
界

・
課

員
で

は
自

分
が

前
に

出
る

こ
と

は
あ

ま
り

せ
ず

、
課

長
補

佐
の

考
え

か
ら

逸
脱

で
き

な
い

。
課

長
補

佐
は

課
長

の
仕

事
を

す
る

よ
う

に
考

え
て

い
る

の
で

、
困

難
な

仕
事

も
課

員
の

時
よ

り
強

く
な

っ
た

。
職

位
に

よ
る

役
割

の
意

識
化

職
位

（
条

件
）

、
意

識
化

（
結

果
）

職
位

、
意

識
化

・
課

長
に

な
っ

た
こ

と
が

大
き

く
、

拙
速

は
避

け
一

歩
引

い
て

見
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
時

限
的

業
務

は
飛

び
つ

い
て

良
い

の
か

慎
重

に
な

る
。

職
位

に
よ

る
自

覚
と

慎
重

職
位

（
条

件
）

、
慎

重
（

結
果

）
職

位
、

慎
重

【
資

料
3
-
7
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
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析
－

具
体

的
経

験
（

大
学

規
模

別
）

巨
大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
様
々
な
経
験
は
課
長
に
な
っ
て
少
し
減
っ
た
。
課
員
に
経
験
さ
せ
る
ス
タ
ン
ス
に
な
っ
て
き
て
い
て
、
率
先
し
て
見
に
い
く
こ
と
は
し
な

い
よ
う
に
な
っ
た
。
研
修
に
で
た
り
し
て
外
を
見
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
し
、
課
長
が
そ
の
ペ
ー
ス
で
や
っ
た
ら
課
員
が
つ
い
て

こ
な
い
し
、
中
堅
の
意
識
が
変
わ
ら
な
い
と
組
織
は
変
わ
ら
な
い
。

職
位
に
よ
る
育
成
の
視

点
、
意
識
の
高
ま
り

職
位
（
条
件
）
、
育
成

（
結
果
）
、
意
識
化
（
結

果
）

職
位
、
育
成
、
意
識
化

・
課
員
は
ル
ー
テ
ィ
ン
を
任
せ
ら
れ
て
い
て
、
補
佐
の
時
は
意
識
的
に
こ
れ
ら
を
や
っ
て
い
た
。
課
員
で
も
や
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
り
、

な
ぜ
だ
ろ
う
と
考
え
た
時
も
や
っ
て
い
た
。

職
位
に
よ
る
意
識
の
高
ま

り
職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）

職
位
、
意
識
化

・
最
初
は
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
い
つ
も
し
て
い
た
が
、
年
数
と
と
も
に
減
っ
た
。
困
難
と
感
じ
な
く
な
っ
た
し
、
新
し
い
こ
と
を
す
る
機

会
も
減
っ
て
い
る
。

年
数
に
よ
る
向
上

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
困
難
な
仕
事
は
、

1年
目
は
分
か
ら
な
い
の
で
言
わ
れ
る
ま
ま
に
や
っ
て
い
た
が
、

2年
目
は
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多

く
な
っ
た
の
で
、
立
ち
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
。

年
数
に
よ
る
向
上

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
挑
戦
と
失
敗
を
恐
れ
な
い
は
年
数
で
上
が
っ
て
い
る
。
様
々
な
機
会
は
徐
々
に
上
が
っ
て
い
る
。

年
数
に
よ
る
向
上

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
失
敗
を
恐
れ
な
い
は
年
々
落
ち
て
き
て
い
る
。
国
際
部
な
ら
や
っ
て
い
る
が
、
事
務
室
は
き
ち
ん
と
や
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
人
脈
は

大
き
く
す
ぐ
に
聞
け
る
の
で
経
験
年
数
は
大
き
い
。

年
数
に
よ
る
慎
重
さ
の
拡

大
、
課
に
よ
る
業
務
の
違

い

熟
達
化
（
結
果
）
、
業
務

内
容
（
条
件
）

熟
達
化
、
業
務
内
容

・
様
々
な
経
験
は
若
い
時
ほ
ど
相
対
的
に
高
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
総
合
職
で
あ
る
の
で
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
意

識
で
や
っ
て
き
た
し
、
常
に
高
い
。

年
数
の
少
な
さ
に
よ
る
意

識
化

意
識
化
（
結
果
）

意
識
化

・
年
数
と
と
も
に
挑
戦
す
る
態
度
は
弱
く
な
る
。
や
る
こ
と
が
ど
こ
に
結
び
つ
く
か
考
え
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

年
数
に
よ
り
先
が
見
え
る

熟
達
化
（
結
果
）
、
先
が

見
え
る
（
結
果
）

熟
達
化
、
先
が
見
え
る

・
職
位
と
と
も
に
自
分
が
率
先
し
て
や
る
よ
り
も
、
周
り
の
人
に
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
組
織
の
力
を
つ
け
る
た
め
に
は
周
り
の
人
の
成
長

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
。

職
位
に
よ
る
意
識
の
変

化
、
育
成

職
位
（
条
件
）
、
育
成

（
結
果
）

職
位
、
育
成
、
意
識
化

・
年
数
と
職
位
で
上
が
る
。
最
初
は
ま
ず
は
覚
え
る
こ
と
に
向
か
い
、
年
数
は
自
然
に
内
発
的
に
挑
戦
な
ど
に
向
か
う
も
の
だ
が
、
職
位
は

意
識
さ
せ
る
も
の
で
外
発
的
に
向
か
う
も
の
で
あ
る
。
部
署
は
異
動
直
後
は
下
が
り
様
子
を
見
て
考
え
る
。

年
数
・
職
位
に
よ
る
向

上
、
年
数
（
内
発
）
・
職

位
（
外
発
）
の
違
い
、
異

動
の
影
響

熟
達
化
（
結
果
）
、
職
位

（
条
件
）
、
異
動

熟
達
化
、
職
位
、
異
動

・
失
敗
を
恐
れ
な
い
と
様
々
な
経
験
は
、
年
数
と
職
位
に
よ
る
部
分
が
大
き
い
が
、
失
敗
が
許
さ
れ
な
い
部
課
は
あ
ま
り
積
極
的
に
な
ら
な

い
。
成
功
の
経
験
を
積
ん
で
く
る
と
積
極
的
に
な
る
。
最
初
は
ワ
ク
ワ
ク
感
だ
け
で
や
っ
て
い
る
が
、
成
功
が
想
像
で
き
る
か
ら
積
極
的
に

な
れ
る
。

年
数
と
職
位
に
よ
る
変

化
、
課
に
よ
る
業
務
の
違

い
、
成
功
体
験
に
よ
る
積

極
性

熟
達
化
（
結
果
）
、
職
位

（
条
件
）
、
業
務
内
容

（
条
件
）
、
成
功
体
験

（
結
果
）

熟
達
化
、
職
位
、
業
務
内

容
、
成
功
体
験

・
若
い
時
の
方
が
無
茶
な
こ
と
を
言
っ
た
し
、
困
難
の
認
識
が
違
っ
て
い
た
。

年
数
に
よ
る
変
化

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
1～

2年
目
は
過
去
に
他
者
が
考
え
だ
め
だ
っ
た
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
挑
戦
し
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
い
て
自

分
の
ア
イ
デ
ア
に
確
信
が
で
き
る
と
挑
戦
で
き
る
。
イ
ン
プ
ッ
ト
が
な
い
中
で
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
怖
さ
が
あ
っ
た
。

年
数
に
よ
る
向
上
、
他
者

の
意
見
、
怖
さ
の
克
服

熟
達
化
（
結
果
）
、
他
者

意
見
（
影
響
）

熟
達
化
、
他
者
意
見

・
年
数
で
下
が
る
。
単
純
な
仕
事
も
最
初
は
挑
戦
だ
っ
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
難
し
い
仕
事
で
な
い
と
挑
戦
に
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
ハ
ー

ド
ル
は
上
が
っ
て
い
く
。

年
数
に
よ
る
容
易
化
・
慣

れ
熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
失
敗
を
恐
れ
な
い
は
、
職
位
で
求
め
ら
れ
る
役
割
が
変
わ
る
の
で
課
長
は
低
く
な
る
。

職
位
に
よ
る
役
割
の
変
化

職
位
（
条
件
）

職
位

・
組
織
運
営
業
務
は
学
外
や
他
部
署
と
の
や
り
と
り
が
あ
る
の
で
、
積
極
的
に
受
入
れ
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

業
務
の
特
性

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
定
型
業
務
の
利
用
支
援
で
こ
の

4項
目
に
該
当
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
新
し
い
学
習
ス
タ
イ
ル
に
今
変
え
る
と
考
え
て

W
eb

版
へ
の
移
行
を

進
め
て
い
る
。
誰
か
が
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
て
や
っ
て
い
る
。

業
務
に
よ
る
違
い
、
意
識

化
業
務
内
容
（
条
件
）
、
意

識
化
（
結
果
）

業
務
内
容
、
意
識
化

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
意
識
が
強
い
の
は
定
型
業
務
や
組
織
運
営
業
務
が
該
当
す
る
。
時
限
的
業
務
は
言
わ
れ
た
仕
事
で
期
限
が
あ
る
の
で
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。

業
務
に
よ
る
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
時
限
的
業
務
は
新
し
く
困
難
な
こ
と
を
や
っ
て
い
く
が
、
定
型
業
務
は
失
敗
し
な
い
よ
う
に
安
定
し
て
運
営
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

業
務
に
よ
る
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
定
型
・
組
織
運
営
・
時
限
的
業
務
に
つ
い
て
姿
勢
は
同
じ
で
あ
る
。
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
慣
れ
て
く
る
こ
と
で
同
じ
よ
う
な
姿
勢
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

年
数
に
よ
る
業
務
ス
タ
イ

ル
の
確
立

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
時
限
的
業
務
は
全
学
が
関
わ
る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
か
不
安
も
あ
り
、
慎
重
で
失
敗
を
避
け
る
よ
う
に
し
て
い
る

が
、
そ
れ
以
外
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
取
り
組
む
。

業
務
に
よ
る
違
い
、
他
者

か
ら
の
視
線
を
意
識

業
務
内
容
（
条
件
）
、
他

者
視
線
（
影
響
）

業
務
内
容
、
他
者
視
線

・
年
数
よ
り
も
仕
事
に
も
規
定
さ
れ
、
定
型
比
率
が
高
い
と
挑
戦
で
き
な
い
。

業
務
に
よ
る
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

【
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
学

務
Cは

学
内

が
対

象
で

失
敗

し
て

も
大

事
に

な
ら

な
い

が
、

入
学

Cは
対

外
的

で
あ

り
緊

張
感

が
あ

る
。

課
の

業
務

の
対

象
の

違
い

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
入

試
の

広
報

で
は

積
極

的
な

風
潮

が
あ

り
、

挑
戦

や
失

敗
を

恐
れ

な
い

評
価

と
な

っ
た

。
業

務
の

特
性

（
入

試
）

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
国

際
化

推
進

Cは
企

画
系

業
務

だ
っ

た
が

、
学

務
Cは

当
た

り
前

の
こ

と
を

当
た

り
前

に
や

る
こ

と
が

大
事

だ
っ

た
の

で
、

困
難

な
こ

と
に

挑
戦

し
な

い
し

、
新

し
い

こ
と

を
す

る
風

土
は

な
い

。

業
務

の
特

性
（

国
際

、
教

務
）

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
学

務
Cは

ル
ー

テ
ィ

ン
が

多
く

、
き

ち
ん

と
こ

な
す

こ
と

が
主

で
、

新
し

く
や

る
よ

り
こ

な
す

も
の

な
の

で
、

入
学

Cの
方

が
評

価
は

高

い
。

業
務

の
特

性
（

教
務

、
入

試
）

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
新

し
い

こ
と

に
取

り
組

む
部

署
の

方
が

評
価

は
高

く
な

る
し

、
分

か
っ

て
く

れ
る

メ
ン

バ
ー

だ
と

一
緒

に
で

き
る

。
業

務
の

特
性

、
構

成
員

の
姿

勢
業

務
内

容
（

条
件

）
、

構
成

員
（

影
響

）
業

務
内

容
、

構
成

員

・
1
部

署
で

完
結

す
る

か
で

違
い

が
生

じ
、

学
務

Cは
横

並
び

で
調

整
が

多
く

細
か

い
変

更
は

で
き

る
が

、
新

し
く

大
き

い
こ

と
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
の

は
難

し
い

。
ま

た
、

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

理
由

で
来

る
学

生
は

い
な

い
の

で
ド

ラ
イ

で
、

全
部

対
応

し
た

ら
き

り
が

な
い

の
で

深
く

関
わ

ら
な

い
。

渉
外

部
は

ア
イ

デ
ア

が
形

に
で

き
た

の
で

楽
し

か
っ

た
。

業
務

の
特

性
（

教
務

、
社

会
連

携
）

、
学

生
対

応
の

有
無

に
よ

る
違

い

業
務

内
容

（
条

件
）

、
学

生
対

応
（

影
響

）
業

務
内

容
、

学
生

対
応

・
キ

ャ
リ

ア
よ

り
社

会
連

携
の

方
が

外
部

で
接

す
る

人
が

広
い

の
で

、
業

務
領

域
の

違
い

も
あ

る
。

学
外

と
の

接
点

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
事

務
室

は
教

員
の

対
応

が
多

い
の

で
、

自
分

の
思

い
だ

け
で

進
め

ら
れ

な
い

し
、

学
生

が
相

手
の

場
合

は
ミ

ス
が

発
生

し
た

り
苦

情
が

こ
な

い
よ

う
に

対
応

す
る

た
め

保
守

的
に

な
る

。

教
員

へ
の

対
応

の
難

し
さ

、
学

生
対

応
で

の
慎

重
さ

、
保

守
的

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
学

生
対

応
・

教
員

対
応

で
は

間
違

い
は

で
き

な
い

の
で

、
あ

ま
り

攻
め

る
こ

と
に

は
な

ら
な

い
。

課
長

で
は

そ
れ

が
強

く
な

る
。

教
員

・
学

生
対

応
で

の
慎

重
さ

、
保

守
的

、
職

位
に

よ
る

意
識

の
向

上

業
務

内
容

（
条

件
）

、
職

位
（

条
件

）
業

務
内

容
、

職
位

・
対

外
的

な
も

の
や

金
額

が
大

き
い

も
の

は
判

断
に

迷
う

の
で

、
リ

ス
ク

を
意

識
し

安
全

策
を

と
る

た
め

に
会

議
や

上
位

者
の

確
認

・
承

認
を

と
り

逃
げ

道
を

作
る

。
業

務
の

特
性

、
リ

ス
ク

回
避

業
務

内
容

（
条

件
）

、
責

任
（

回
避

）
（

結
果

）
業

務
内

容
、

責
任

・
国

際
交

流
担

当
に

な
り

外
と

の
繋

が
り

を
つ

く
る

こ
と

が
大

き
か

っ
た

し
、

出
向

で
そ

れ
が

加
速

し
た

。
仕

事
上

要
請

さ
れ

た
し

、
自

分
か

ら
情

報
を

取
り

に
行

く
よ

う
に

な
っ

た
。

業
務

の
特

性
（

国
際

、
教

務
）

出
向

）
、

意
識

化
業

務
内

容
、

意
識

化
業

務
内

容
、

意
識

化

・
土

台
と

な
る

規
程

が
整

備
さ

れ
て

い
る

の
で

肉
を

つ
け

る
こ

と
に

な
り

、
大

き
く

ト
ラ

イ
で

き
る

も
の

で
は

な
く

、
土

台
を

前
提

に
ア

レ
ン

ジ
し

て
い

く
こ

と
に

な
る

。
土

台
、

積
み

上
げ

大
学

組
織

（
条

件
）

大
学

組
織

・
教

学
部

は
定

型
業

務
が

多
い

の
で

各
項

目
の

評
価

は
下

が
る

。
業

務
の

特
性

（
教

務
）

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
図

書
館

は
課

外
で

あ
り

失
敗

し
て

も
怒

ら
れ

な
い

。
学

部
事

務
室

は
忙

し
く

て
困

難
な

仕
事

に
向

か
え

な
か

っ
た

。
業

務
の

特
性

（
図

書
館

）
、

繁
忙

業
務

内
容

（
条

件
）

、
余

裕
（

影
響

）
業

務
内

容
、

余
裕

・
学

生
部

は
学

生
視

点
で

挑
戦

的
で

ア
グ

レ
ッ

シ
ブ

だ
っ

た
。

学
生

部
で

完
結

す
る

の
で

、
幅

広
い

経
験

と
い

え
る

か
と

思
う

。
教

学
部

は
大

学
教

育
全

体
を

俯
瞰

的
に

見
る

こ
と

が
で

き
て

良
か

っ
た

し
、

研
修

な
ど

幅
広

い
知

識
を

身
に

つ
け

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

関
係

者
が

増
え

や
り

が
い

も
増

え
た

が
、

自
分

の
ペ

ー
ス

で
提

案
を

先
伸

ば
し

す
る

こ
と

も
あ

っ
た

。
事

務
室

は
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
が

多
く

現
場

が
近

い
の

で
、

効
果

を
早

く
出

し
た

い
と

思
う

の
で

、
ス

ピ
ー

ド
が

求
め

ら
れ

る
と

思
う

。
学

生
部

は
提

案
は

自
分

の
み

で
い

け
た

が
、

教
学

部
と

事
務

室
は

教
員

が
絡

む
の

で
事

前
相

談
が

い
る

。

業
務

の
特

性
、

関
係

者
の

範
囲

業
務

内
容

（
条

件
）

、
関

係
者

の
範

囲
（

影
響

）
業

務
内

容
、

関
係

者

・
教

学
部

の
時

は
ル

ー
ル

が
あ

る
の

で
、

違
う

こ
と

を
し

た
ら

後
で

困
る

と
考

え
た

。
業

務
の

特
性

（
教

務
）

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
学

生
部

の
奨

学
金

業
務

な
ど

ミ
ス

が
許

さ
れ

な
い

業
務

も
低

く
な

る
が

、
課

外
活

動
支

援
や

成
長

支
援

型
奨

学
金

は
高

く
な

る
。

業
務

の
特

性
業

務
内

容
（

条
件

）
業

務
内

容
・

失
敗

と
の

関
係

で
は

、
教

員
の

力
が

強
く

、
リ

ス
ク

と
し

て
パ

ン
ド

ラ
（

過
去

の
慣

習
）

が
あ

る
の

で
、

そ
こ

に
は

触
れ

な
い

よ
う

に
し

て
い

る
。

教
員

が
関

係
す

る
時

の
難

し
さ

教
員

と
の

関
係

（
条

件
）

教
員

と
の

関
係

・
教

職
は

法
律

で
決

ま
っ

て
い

る
し

教
員

主
導

の
た

め
事

務
局

が
や

れ
る

こ
と

に
は

限
界

が
あ

る
。

大
学

教
育

開
発

Cは
教

員
も

高
等

教
育

が
専

門
で

は
な

い
の

で
、

事
務

局
主

導
で

提
案

で
き

る
。

業
務

の
特

性
業

務
内

容
（

条
件

）
業

務
内

容

・
楽

し
い

か
は

一
緒

に
仕

事
を

す
る

人
に

よ
り

、
上

司
が

や
り

た
い

こ
と

を
や

ら
せ

て
く

れ
、

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

る
人

が
い

た
。

構
成

員
と

の
関

係
、

上
司

の
姿

勢
構

成
員

（
影

響
）

、
上

司
（

影
響

）
構

成
員

、
上

司

・
学

生
の

時
も

挑
戦

は
大

事
だ

と
思

っ
て

い
た

し
、

社
会

人
1～

2年
目

も
先

輩
か

ら
ア

ド
バ

イ
ス

さ
れ

た
。

助
言

助
言

（
影

響
）

助
言

・
入
試

の
2年

目
に

、
補

佐
が

入
試

執
行

を
変

え
る

提
案

を
し

て
壁

を
壊

し
て

い
る

こ
と

に
気

づ
き

、
こ

う
い

う
風

に
仕

事
を

し
た

い
と

い

う
信

念
に

な
っ

た
。

様
々

な
経

験
は

仕
事

の
繁

忙
具

合
に

よ
り

、
忙

し
い

と
手

が
回

ら
な

く
な

る
。

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
存

在
、

繁
忙

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

（
影

響
）

、
余

裕
（

影
響

）
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
、

余
裕

巨
大

【
資

料
3
-
7
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析
－

具
体

的
経

験
（

大
学

規
模

別
）
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
失
敗
に
対
し
て
寛
容
で
な
い
組
織
文
化
が
、
失
敗
を

恐
れ

な
い

こ
と

の
評

価
を

下
げ

て
い

る
。

寛
容

な
組

織
文

化
組

織
文

化
（

影
響

）
組

織
文

化

・
新
し
い
こ
と
を
展
開
す
る
場
面
は
少
な
い
し
、
こ
の

こ
と

が
長

く
続

く
の

で
失

敗
を

す
る

と
思

っ
た

ら
尻

込
み

す
る

。
変

化
の

無
さ

、
消

極
的

組
織

の
動

き
（

影
響

）
、

保
守

的
（

結
果

）
組

織
の

動
き

、
保

守
的

（
出
所
：
筆
者
作
成
）

【
資
料
3
-
7
】

（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
仕

事
へ

の
取

り
組

み
方

の
S
C
A
T
分

析
－

具
体

的
経

験
（

大
学

規
模

別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
部
課
に
よ
り
業
務
に
違
い
が

あ
る

の
で

、
異

動
に

よ
り

業
務

が
変

わ
っ

た
り

、
余

裕
が

あ
る

時
や

、
上

司
と

構
成

員
の

支
援

、
組

織
の

動
き

に
よ

り
具

体
的

経
験

が
意

識
さ

れ
る

が
、

繁
忙

で
あ

っ
た

り
、
教
員
と
の
関
係
な
ど
に
よ
り
具
体
的
経
験
は
少
な

く
な

る
。

年
数

に
よ

り
熟

達
化

す
る

の
で

、
業

務
内

容
は

変
化

し
、

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
拡

大
し

、
影

響
範

囲
が

拡
大

し
、

意
識

も
高

ま
り

自
信

を
持

つ
が

、
先

が
見

え
る
し
、
他
者
の
視
線
を
意
識
し
て
慎
重
に
も
な
る
。
職

位
に

よ
り

業
務

内
容

は
変

化
し

、
意

識
も

高
ま

り
、

育
成

の
視

点
を

持
つ

が
、

責
任

と
影

響
を

考
え

て
慎

重
に

も
な

る
。

巨
大
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
係

長
と

し
て

意
見

を
求

め
ら

れ
る

の
で

、
分

析
の

必
要

性
は

よ
り

自
覚

す
る

よ
う

に
な

っ
た

し
、

積
極

的
に

や
ら

な
け

れ
ば

い
け

な
い

と
思

う
。

職
位

へ
期

待
・

自
覚

、
積

極
性

職
位

（
条

件
）

、
積

極
性

職
位

、
積

極
性

・
教

務
は

年
数

が
長

い
の

で
、

そ
の

影
響

で
振

り
返

り
を

し
て

い
る

。
年

数
の

長
さ

年
数

（
影

響
）

年
数

・
総

務
課

長
に

な
っ

て
強

く
な

っ
た

。
職

位
職

位
（

条
件

）
職

位
・

経
験

の
捉

え
直

し
は

、
経

験
し

た
こ

と
を

客
観

的
に

見
る

余
裕

が
で

き
た

。
余

裕
余

裕
（

条
件

）
余

裕
・

失
敗

の
原

因
は

監
督

職
で

よ
り

意
識

す
る

よ
う

に
な

り
、

若
手

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

ヒ
ン

ト
に

な
る

こ
と

を
伝

え
た

い
と

思
う

。
自

分
の

成
功

や
失

敗
の

経
験

に
つ

い
て

原
因

を
考

え
て

伝
え

た
い

し
、

監
督

職
に

な
っ

て
人

材
育

成
に

つ
い

て
意

識
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

職
位

を
意

識
化

、
育

成
を

考
え

る

職
位

（
条

件
）

、
意

識
化

（
結

果
）

、
育

成
（

結
果

）
職

位
、

意
識

化
、

育
成

・
年

齢
が

上
が

り
い

ろ
い

ろ
な

こ
と

を
知

る
と

、
ど

ん
ど

ん
違

う
こ

と
を

求
め

て
意

見
を

聞
く

よ
う

に
な

っ
た

。
役

職
に

就
く

と
相

手
か

ら
は

も
っ

と
言

っ
て

ほ
し

い
の

に
、

話
が

無
く

寂
し

い
気

が
し

た
。

他
者

の
意

見
を

求
め

る
、

他
者

が
遠

く
な

る
他

者
意

見
（

結
果

）
、

他
者

視
線

（
結

果
）

他
者

意
見

、
他

者
視

線

・
経

験
の

捉
え

直
し

は
、

年
数

が
増

え
る

ほ
ど

で
き

て
き

て
お

り
、

興
味

関
心

を
持

つ
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

原
因

を
考

え
る

こ
と

は
監

督
職

の
時

の
方

が
し

て
い

た
。

監
督

職
で

は
く

よ
く

よ
し

て
い

た
が

、
今

は
割

り
切

っ
て

切
り

替
え

て
い

る
。

課
長

は
強

気
で

い
よ

う
と

思
っ

て
い

る
。

年
数

に
よ

る
興

味
関

心
、

原
因

分
析

、
職

位
に

よ
る

割
り

切
り

熟
達

化
（

結
果

）
、

職
位

（
条

件
）

熟
達

化
、

職
位

・
経

験
の

分
析

と
捉

え
直

し
は

、
年

数
に

よ
り

失
敗

の
積

み
重

ね
で

今
の

仕
事

の
仕

方
に

繋
が

っ
て

お
り

、
若

い
時

と
は

変
わ

っ
て

い
る

。
経

験
値

経
験

値
（

結
果

）
経

験
値

・
失

敗
の

原
因

は
考

え
る

が
、

成
功

の
要

因
は

考
え

な
い

。
定

型
業

務
が

該
当

す
る

が
、

職
場

で
の

違
い

は
な

い
。

失
敗

経
験

・
成

功
経

験
の

違
い

意
識

化
（

結
果

）
意

識
化

・
分

析
や

多
様

な
視

点
は

入
試

の
経

験
が

大
き

い
。

大
学

は
成

果
が

で
に

く
い

が
、

入
試

は
受

験
生

数
と

し
て

短
期

間
で

成
果

が
見

え
る

の
で

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

と
し

て
は

良
か

っ
た

し
、

改
善

の
サ

イ
ク

ル
も

回
し

や
す

い
。

課
の

業
務

の
性

格
の

違
い

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
総

務
は

ル
ー

ル
を

決
め

周
知

し
運

用
す

る
仕

事
だ

っ
た

の
で

、
そ

の
よ

う
に

運
用

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
う

視
点

だ
っ

た
が

、
学

生
課

は
学

生
か

ら
言

わ
れ

て
新

鮮
な

見
方

が
で

き
、

教
え

ら
れ

る
こ

と
が

あ
る

。
課

の
業

務
の

性
格

の
違

い
、

学
生

の
影

響
業

務
内

容
（

条
件

）
、

他
者

意
見

（
結

果
）

業
務

内
容

、
他

者
意

見

・
金

は
簡

単
に

数
値

化
で

き
る

の
で

、
財

務
分

析
を

通
し

て
何

が
で

き
る

か
見

つ
け

や
す

い
。

原
因

を
考

え
る

は
、

金
、

学
費

を
扱

う
仕

事
は

間
違

い
が

起
き

た
ら

影
響

が
大

き
い

の
で

、
財

務
課

で
考

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
課

の
業

務
の

性
格

の
違

い
業

務
内

容
（

条
件

）
業

務
内

容

・
原

因
を

考
え

る
は

、
各

種
調

査
業

務
は

失
敗

も
人

と
の

や
り

と
り

も
な

い
が

、
認

証
評

価
・

自
己

点
検

は
他

者
や

学
外

と
の

対
応

が
増

え
て

、
原

因
を

考
え

る
機

会
が

増
え

た
。

課
の

業
務

の
性

格
の

違
い

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
分

析
は

、
学

外
の

研
修

会
終

了
後

に
大

学
院

に
進

学
し

て
学

ん
だ

こ
と

が
き

っ
か

け
に

な
り

、
分

析
し

な
い

と
い

け
な

い
と

考
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

研
修

会
参

加
研

修
会

（
影

響
）

研
修

会

・
1年

目
は

知
識

が
な

く
、

退
学

者
の

確
認

を
行

わ
ず

に
学

費
を

督
促

と
い

う
失

敗
を

し
た

が
、

2年
目

は
年

間
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

書
く

こ
と

で
、

こ
の

時
期

は
何

を
失

敗
し

、
そ

れ
が

な
い

よ
う

に
経

験
を

踏
ま

え
た

対
応

に
し

た
。

経
験

の
積

み
重

ね
に

よ
る

業
務

内
容

の
変

化
熟

達
化

（
結

果
）

熟
達

化

・
補

佐
ま

で
は

前
に

進
め

ば
良

く
て

、
こ

こ
に

あ
る

こ
と

（
内

省
的

観
察

）
は

や
り

た
く

な
か

っ
た

。
組

織
形

成
で

は
検

証
し

て
皆

の
理

解
が

必
要

な
こ

と
が

体
感

と
し

て
分

か
っ

て
き

て
、

引
っ

張
る

だ
け

で
は

だ
め

で
、

一
人

ず
つ

見
な

い
と

ハ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
起

こ
す

こ
と

が
分

か
っ

た
。

図
書

館
に

定
年

後
の

先
輩

で
あ

る
専

門
職

が
3人

お
り

、
そ

の
人

た
ち

か
ら

「
あ

な
た

の
や

り
方

で
は

つ
い

て
い

け
な

い
人

が
い

る
」

と
ア

ド
バ

イ
ス

さ
れ

た
。

職
位

に
よ

る
他

者
の

意
識

化
、

助
言

の
影

響

職
位

（
条

件
）

、
意

識
化

（
結

果
）

、
助

言
（

影
響

）
職

位
、

意
識

化
、

助
言

・
経

験
職

場
数

が
増

え
る

と
経

験
値

が
上

が
り

、
多

様
な

視
点

・
見

方
が

で
き

た
。

科
研

費
で

小
さ

な
お

金
の

流
れ

が
分

か
っ

て
い

た
が

、
総

務
課

で
は

物
件

費
の

流
れ

と
し

て
分

か
り

、
教

学
Cで

は
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

裏
付

け
が

分
か

っ
た

。
総

合
企

画
課

で
の

設
置

申
請

業
務

は
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
書

き
方

や
財

務
諸

表
な

ど
、

そ
れ

ま
で

の
経

験
が

活
き

た
。

多
部

課
経

験
に

よ
る

経
験

の
蓄

積
、

経
験

値
の

活
用

熟
達

化
（

結
果

）
、

多
部

課
経

験
（

影
響

）
熟

達
化

、
多

部
課

経
験

・
年

数
で

で
き

る
こ

と
、

で
き

な
い

こ
と

の
度

合
い

が
変

わ
り

、
考

え
る

余
裕

も
変

わ
っ

て
く

る
。

職
位

で
も

も
の

の
見

方
、

振
り

返
り

な
ど

他
者

の
仕

事
も

見
る

こ
と

に
な

る
し

、
関

わ
り

も
増

え
情

報
が

得
ら

れ
る

の
で

増
え

る
。

年
数

に
よ

る
見

え
方

・
余

裕
の

違
い

、
職

位
に

よ
る

見
方

・
関

わ
り

方
の

違
い

熟
達

化
（

結
果

）
、

余
裕

（
影

響
）

、
職

位
（

条
件

）
熟

達
化

、
余

裕
、

職
位

・
経

験
か

ら
い

ろ
い

ろ
な

も
の

を
集

め
て

対
応

す
る

よ
う

に
な

る
の

で
、

職
位

と
年

数
で

変
わ

る
。

経
験

値
、

職
位

熟
達

化
（

結
果

）
、

職
位

（
条

件
）

熟
達

化
、

職
位

・
経

験
の

分
析

と
捉

え
直

し
は

、
年

数
で

多
少

増
え

て
き

て
い

る
。

多
忙

だ
と

振
り

返
り

が
で

き
ず

、
ま

た
自

分
の

変
化

と
し

て
捉

え
き

れ
て

い
な

い
よ

う
に

感
じ

る
。

経
験

値
の

積
み

重
ね

、
多

忙
に

よ
る

障
害

熟
達

化
（

結
果

）
、

余
裕

（
影

響
）

熟
達

化
、

余
裕

・
経

験
が

浅
い

う
ち

は
分

析
で

き
な

か
っ

た
が

、
上

が
っ

て
き

た
。

多
様

な
視

点
は

、
人

事
で

は
経

験
が

短
く

捉
え

ら
れ

て
い

な
い

が
、

校
友

で
は

で
き

て
い

た
の

で
、

異
動

に
よ

る
影

響
が

あ
る

。
経

験
値

、
異

動
に

よ
る

視
野

の
変

化
熟

達
化

（
結

果
）

、
異

動
（

条
件

）
熟

達
化

、
異

動

【
資

料
3
-
7
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析
－

内
省

的
観

察
（

大
学

規
模

別
）

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

年
数

の
経

過
に

よ
り

熟
達

化
す

る
し

、
部

課
の

業
務

に
違

い
が

あ
る

の
で

、
そ

れ
を

経
験

す
る

こ
と

で
内

省
的

観
察

が
行

わ
れ

る
が

、
余

裕
が

必
要

で
あ

る
。

職
位

に
よ

り
意

識
が

高
ま

る
し

、
他

者
の

意
見

を
求

め
た

り
、

育
成

を
考

え
る

。
内

省
的

観
察

は
、

失
敗

や
研

修
会

な
ど

の
参

加
が

契
機

と
な

る
が

、
成

功
に

つ
い

て
は

意
識

さ
れ

な
い

。

小 中
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
失
敗
の
原
因
は
、
最
初
は
振
り
返
り
を
良
く
し
て
い
た
が
、
今
は
失
敗
す
れ
ば
振
り
返
る
が
、
成
功
す
れ
ば
振
り
返
り
は
し
な
く
な
っ

た
。
自
分
の
や
り
方
の
見
直
し
は
図
書
館
で
は
よ
く
や
っ
て
い
た
。
自
分
は
専
門
的
知
識
が
な
く
周
り
は
あ
っ
た
の
で
、
意
見
を
聞
い
て
修

正
し
た
方
が
良
い
と
思
っ
た
。

年
数
に
よ
る
成
功
の
無
意

識
化
、
自
分
の
専
門
性
の

自
覚
と
他
者
へ
の
依
存

熟
達
化
（
結
果
）
、
意
識

化
（
結
果
）
、
他
者
意
見

（
影
響
）

熟
達
化
、
意
識
化
、
他
者

意
見

・
分
析
、
経
験
の
捉
え
直
し
、
原
因
を
考
え
る
は
、
最
初
は
何
も
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
年
数
の
経
過
で
自
分
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

熟
達
化

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
分
析
、
経
験
の
捉
え
直
し
、
原
因
を
考
え
る
は
年
数
で
上
が
っ
て
き
た
。

2年
目
の
途
中
く
ら
い
か
ら
余
裕
が
で
て
き
た
。
仕
事
の
進
め

方
や
考
え
方
、
取
り
組
み
方
は
前
職
の
経
験
が
あ
り
、
延
長
線
上
で
で
き
た
。
や
り
方
を
見
直
す
は
職
位
で
必
要
性
が
で
て
き
た
。
自
分
だ

け
の
世
界
か
ら
他
の
人
も
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

年
数
に
よ
る
熟
達
化
、
余

裕
、
前
職
経
験
が
活
き

る
、
職
位
に
よ
る
必
要
性

と
意
識
化

熟
達
化
（
結
果
）
、
余
裕

（
影
響
）
、
前
職
経
験

（
影
響
）
、
職
位
（
条

件
）
、
意
識
化
（
結
果
）

熟
達
化
、
余
裕
、
職
位
、

意
識
化

・
定
型
業
務
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
る
業
務
で
、
他
者
に
頼
む
た
め
に
は
こ
れ
ら
の
項
目
（
内
省
的
観
察
）
の
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
考
え
て
い
る
。

定
型
業
務
の
特
性
と
習
得

の
意
識
化

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
文
書
処
理
は
ル
ー
テ
ィ
ン
で
考
え
な
か
っ
た
が
、
時
限
的
業
務
で
会
議
担
当
に
な
り
、
情
報
収
集
し
課
内
で
確
認
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る

こ
と
が
増
え
て
い
っ
た
。

定
型
と
時
限
的
業
務
の
違

い
業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
入
学

Cの
10

人
に
対
し
て
教
学

Cは
40

人
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
く
範
囲
が
広
い
の
で
考
え
方
の
違
い
が
分
か
る
。

構
成
員
の
規
模
に
よ
る
違

い
の
認
識

構
成
員
の
規
模
（
影
響
）

職
場
規
模

・
仕
事
の
違
い
が
大
き
い
。
入
学

Cは
初
め
て
で
あ
り
、
仕
事
の
捉
え
直
し
、
原
因
を
考
え
る
、
や
り
方
は
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

業
務
の
特
性
、
経
験
の
有

無
業
務
内
容
（
条
件
）
、
経

験
値
（
結
果
）

業
務
内
容
、
経
験
値

・
分
析
に
つ
い
て
は
、
教
学
は
デ
ー
タ
を
示
し
て
ま
と
め
る
の
で
以
前
と
比
べ
て
増
え
て
い
る
。

業
務
の
特
性

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
採
用
業
務
で
は
傾
向
に
つ
い
て
今
ま
で
や
っ
て
い
な
い
も
の
を
使
っ
て
分
析
し
た
り
、
根
拠
に
基
づ
く
企
画
を
意
識
し
て
い
る
。
こ
の
仕

事
の
仕
方
は
前
職
で
培
っ
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

前
職
を
含
む
経
験
の
活
用

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
様
々
な
意
見
を
聞
く
の
は
課
長
職
以
上
に
な
っ
て
変
わ
っ
た
。
自
分
の
考
え
だ
け
で
判
断
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
と
、
課
の
人
数
が
少

な
く
聞
く
人
も
い
な
か
っ
た
が
、
規
模
が
大
き
く
な
っ
て
意
見
を
聞
く
人
が
多
く
な
っ
た
。
規
模
が
小
さ
い
と
実
務
を
も
っ
と
や
っ
て
い
た

と
思
う
。

職
位
に
よ
る
仕
事
ぶ
り
の

見
直
し
、
構
成
員
の
規
模

の
拡
大
に
よ
る
他
者
の
意

見
の
拡
大

職
位
（
条
件
）
、
構
成
員

の
規
模
（
影
響
）
、
他
者

意
見
（
結
果
）

職
位
、
職
場
規
模
、
他
者

意
見

・
1年

目
は
向
か
っ
て
く
る
玉
を
打
つ
の
に
必
死
だ
っ
た
の
で
、
反
省
し
た
り
客
観
的
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

2年
目
は
余
裕
が
で

き
て
数
字
を
捉
え
直
し
た
り
、
他
者
の
意
見
を
聞
い
て
顧
み
る
機
会
も
増
え
た
。

2年
目
は
仕
事
が
落
ち
着
い
た
時
や
問
題
だ
と
感
じ
た
時

に
、
そ
の
根
拠
を
探
す
た
め
に
振
り
返
り
を
行
う
。

年
数
に
よ
る
業
務
範
囲
の

拡
大
、
余
裕

熟
達
化
（
結
果
）
、
余
裕

（
影
響
）

熟
達
化
、
余
裕

・
や
り
方
の
見
直
し
は
、
職
位
が
上
が
る
と
自
分
の
判
断
が
間
違
い
な
い
か
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

職
位
に
よ
る
慎
重
さ

職
位
（
条
件
）
、
慎
重

（
結
果
）

職
位
、
慎
重

・
職
位
が
上
が
る
と
責
任
が
つ
い
て
き
て
、
失
敗
し
た
ら
責
任
を
と
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
次
に
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
原
因
を
考
え
る
こ

と
が
強
く
な
っ
て
く
る
。
若
い
頃
は
や
り
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
が
、
経
験
が
深
ま
る
と
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
と
、
他
者

の
意
見
を
聞
く
、
チ
ー
ム
で
や
る
こ
と
が
業
務
の
や
り
方
と
し
て
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

職
位
に
よ
る
責
任
の
意

識
、
経
験
の
積
み
重
ね
に

よ
る
他
者
の
意
見
、
チ
ー

ム
を
意
識

職
位
（
条
件
）
、
責
任

（
結
果
）
、
経
験
値
（
影

響
）
、
他
者
意
見
（
結

果
）

職
位
、
責
任
、
熟
達
化
、

他
者
意
見

・
多
様
な
視
点
は
年
数
と
多
様
な
職
場
経
験
に
よ
る
。
教
学
系
・
管
理
系
の
両
方
か
ら
考
え
る
。

経
験
と
多
部
課
経
験
に
よ

る
多
様
な
視
点

経
験
値
（
結
果
）
、
多
部

課
経
験
（
影
響
）

経
験
値
、
多
部
課
経
験

・
こ
の

3年
は
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
で
や
っ
て
い
る
。
前
職
で
も
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
の
経
験
は
あ
り
、
周
り
の
意
見
を
集
約
し
て
進
め
て

い
た
。
役
職
が
つ
く
と
回
り
の
意
見
に
対
し
て
は
よ
り
強
く
意
識
す
る
。

職
位
に
よ
る
他
者
意
見
の

意
識

職
位
（
条
件
）
、
他
者
意

見
（
結
果
）

職
位
、
他
者
意
見

・
原
因
は
年
数
の
経
過
で
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
言
わ
れ
た
と
お
り
に
や
っ
て
失
敗
し
て
も
そ
の
ま
ま
だ
が
、
自
分
で
考
え
て
や
っ
た
も

の
は
原
因
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

年
数
に
よ
る
経
験
値
の
深

ま
り
、
業
務
へ
の
主
体
的

関
わ
り
の
違
い

経
験
値
（
結
果
）
、
主
体

性
（
条
件
）

経
験
値
、
主
体
性

・
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
増
え
て
、
振
り
返
り
や
原
因
を
考
え
る
時
間
が
と
れ
ず
、
最
低
限
を
こ
な
し
た
ら
良
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
年
数
の
経
過
で
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
恥
ず
か
し
く
な
る
。

多
忙
、
年
数
に
よ
る
他
者

視
線
を
意
識

余
裕
（
影
響
）
、
他
者
視

線
（
影
響
）

余
裕
、
他
者
視
線

・
年
数
で
失
敗
の
原
因
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
求
め
ら
れ
る
も
の
が
変
わ
る
し
、
他
者
の
姿
に
教
え
ら
れ
た
。

年
数
に
よ
る
意
識
の
変

化
、
他
者
の
影
響

経
験
値
（
結
果
）
、
他
者

意
見

経
験
値
、
他
者
意
見

・
定
型
業
務
に
対
す
る
考
え
方
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
た
。
非
専
任
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
必
要
だ
が
、
中
身
が
分
か
っ
て
い
な
い

と
だ
め
で
、
そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
イ
ン
プ
ッ
ト
で
き
る
か
ら
で
、
立
案
す
る
た
め
の
基
礎
で
あ
り
分
析
が
で
き
な
い
。

定
型
業
務
に
対
す
る
考
え

方
の
変
化
、
意
識
化

熟
達
化
（
結
果
）
、
意
識

化
（
結
果
）

熟
達
化
、
意
識
化

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
内
省
的
観
察
（
大
学
規
模
別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
年
数
の
経
過
に
よ
り
熟
達
化
す
る
し
、
異
動
に
よ
る
多
部
課
経
験
で
、
部
課
の
業
務
の
違
い
を
通
し
て
内
省
的
観
察
が
行
わ
れ
る
が
、
余
裕
が
必
要
で
あ
る
。
職
位
に
よ
り
意
識
が
高
ま
る
し
、
他
者
の

意
見
を
求
め
る
が
、
部
課
の
規
模
が
影
響
す
る
。
助
言
が
契
機
と
な
っ
て
内
省
的
観
察
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

中 大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
広
報
は
い
ろ
い
ろ
な
人
と
接
す
る
し
、
結
果
に
つ
い
て
指
標
で
分
析
す
る
こ
と
が
多
く
、
分
析
と
経
験
の
捉
え
直
し
が
あ
る
。
原
因
と
や

り
方
の
見
直
し
は
性
格
だ
が
、
以
前
は
く
よ
く
よ
考
え
て
い
た
が
、
広
報
を
経
て
プ
ラ
ス
の
意
味
に
捉
え
直
す
よ
う
に
な
っ
た
。

広
報
業
務
の
特
性
、
性
格

と
仕
事
に
よ
る
変
化

業
務
内
容
（
条
件
）
、
積

極
性
（
結
果
）

業
務
内
容
、
積
極
性

・
分
析
は
研
修
で
他
大
学
の
人
と
知
り
合
え
た
の
で
、
経
験
値
で
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
う
。

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

大
、
研
修
会
の
影
響

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
影

響
）
、
研
修
会
（
影
響
）

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
研

修
会

・
自
分
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
、
外
部
や
他
大
学
の
人
で
専
門
知
識
の
あ
る
人
か
ら
複
数
の
意
見
を
も
ら
う
と
面
白
い
し
、
具
体
的
に
活
用

す
る
の
は
ど
れ
が
よ
い
か
考
え
る
し
、
工
夫
し
て
い
る
。

他
者
の
意
見
の
活
用

他
者
意
見
（
影
響
）

他
者
意
見

・
課
員
の
時
は
や
り
た
い
と
言
う
だ
け
で
良
く
、
前
向
き
に
や
れ
た
が
、
課
長
は
部
下
か
ら
反
対
意
見
が
出
て
見
直
す
こ
と
が
あ
る
。
反
対

意
見
の
方
が
良
く
聞
け
る
。
責
任
の
比
重
が
違
う
の
で
慎
重
に
考
え
る
。

職
位
に
よ
る
他
者
へ
の
対

応
の
変
化
、
責
任
に
よ
る

慎
重
さ

職
位
（
条
件
）
、
慎
重

（
結
果
）

職
位
、
慎
重

・
分
析
に
つ
い
て
は
、

9年
や
っ
て
い
る
と
こ
こ
は
こ
う
す
べ
き
、
こ
こ
は
あ
ま
り
力
を
入
れ
な
く
て
良
い
な
ど
何
と
な
く
様
子
が
分
か
っ

て
き
た
。

熟
達
化

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
経
験
が
あ
る
か
ら
職
位
に
つ
い
て
い
る
と
言
え
る
が
、
責
任
が
伴
う
こ
と
は
大
き
い
。

経
験
が
ベ
ー
ス
と
な
る
職

位
、
責
任

経
験
値
（
結
果
）
、
責
任

（
条
件
）

経
験
値
、
責
任

・
課
長
に
な
る
と
調
和
的
に
な
る
。
分
析
や
や
り
方
の
見
直
し
は
、
年
数
の
経
過
で
人
を
知
る
の
で
ブ
レ
ー
ン
が
増
え
、
多
角
的
な
視
点
で

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
施
設
は
法
人
系
、
他
は
教
学
系
で
考
え
方
は
対
立
的
に
な
る
が
、
そ
れ
を
多
角
的
に
見
る
。

職
位
に
よ
る
業
務
方
法
の

違
い
、
多
部
課
経
験
に
よ

る
視
野
の
広
さ

職
位
（
結
果
）
、
熟
達
化

（
結
果
）
、
多
部
課
経
験

（
影
響
）

職
位
、
熟
達
化
、
多
部
課

経
験

・
や
り
方
の
見
直
し
は
年
数
と
と
も
に
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

1年
目
は
聞
い
た
こ
と
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
そ
れ
が
正
解
と
思
っ
て
い
た
。

2
年
目
以
降
は
前
任
者
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
口
頭
で
聞
い
た
こ
と
が
本
当
に
正
し
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
も
っ
と
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

し
た
方
が
良
い
と
自
分
の
意
見
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

熟
達
化
に
よ
る
主
体
性

熟
達
化
（
結
果
）
、
主
体

性
（
結
果
）

熟
達
化
、
主
体
性

・
課
長
に
な
り
他
部
署
や
他
大
学
と
の
関
係
が
広
が
っ
た
の
で
、
意
見
を
求
め
る
範
囲
が
広
く
な
っ
た
。

職
位
よ
る
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
拡
大

職
位
（
条
件
）
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
影
響
）

職
位
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
年
数
の
経
過
で
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
経
験
の
裏
返
し
と
い
え
る
。
こ
れ
は
前
職
で
叩
き
込
ま
れ
た
。

熟
達
化

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
原
因
を
考
え
る
こ
と
は
、
課
員
は
い
け
い
け
ど
ん
ど
ん
だ
が
、
課
長
は
会
議
で
説
明
す
る
の
で
反
省
も
す
る
。

職
位
に
よ
る
業
務
の
変
化

職
位
（
条
件
）

職
位

・
初
年
度
は
失
敗
を
繰
り
返
し
、
何
で
と
考
え
て
先
を
見
て
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
な
が
り
が
で
き
る
と
意
見
を
も
ら
え
る
。

年
数
に
よ
る
業
務
の
質
向

上
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
拡
大

熟
達
化
（
結
果
）
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
影
響
）

熟
達
化
、
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

・
中
途
採
用
で
部
長
に
な
っ
た
人
よ
り
、
組
織
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
る
経
験
は
、
年
数
で
う
ま
く
や
っ
て
い
る
と
思
う
。
年
数
か
職
位

か
は
分
か
ら
な
い
が
経
験
値
が
上
が
る
。

経
験
値
の
向
上

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
最
初
は
判
断
に
自
信
が
な
い
の
で
聞
く
が
、
判
断
の
ゴ
ー
ル
は
自
分
の
中
で
決
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
職
位
が
上
が
る
と
そ
の
傾
向
が
強

く
な
っ
た
。

職
位
に
よ
る
他
者
意
見
か

ら
自
律
性
へ
の
変
化

職
位
（
条
件
）
、
他
者
意

見
（
結
果
）
、
自
律
性

（
結
果
）

職
位
、
他
者
意
見
、
自
律

性

・
仕
事
経
験
年
数
が
長
く
な
れ
ば
違
う
部
署
を
経
験
す
る
の
で
、
知
識
が
広
く
な
り
必
要
な
情
報
を
集
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
積
み
上
げ

が
で
き
て
く
る
と
ノ
ウ
ハ
ウ
も
で
き
る
し
原
因
を
考
え
ら
れ
る
。

年
数
に
よ
る
経
験
部
課
・

知
識
の
拡
大
に
よ
る
ノ
ウ

ハ
ウ
化

多
部
課
経
験
（
影
響
）
、

経
験
値
（
結
果
）

多
部
課
経
験
、
経
験
値

・
課
員
の
判
断
で
失
敗
す
る
と
思
う
こ
と
が
見
え
て
き
て
い
る
。
教
学
部
の
経
験
か
ら
、
教
員
の
反
応
も
感
じ
ら
れ
る
し
予
測
で
き
る
。

見
通
し
、
予
想

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
情
報
は

1年
目
は
ど
こ
か
ら
集
め
て
良
い
か
分
か
ら
ず
も
ら
っ
て
い
た
が
、

2年
目
は
探
す
よ
う
に
な
っ
た
。

年
数
に
よ
る
変
化

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
経
験
の
捉
え
直
し
、
原
因
を
考
え
る
、
や
り
方
の
見
直
し
は
年
数
で
上
が
り
、
先
輩
の
影
響
も
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
人
で
、
そ
の
人
の
仕
事
ぶ
り
を
見
て
そ
の
人
な
ら
ど
う
分
析
す
る
か
考
え
、
そ
れ
が
で
き
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

年
数
、
先
輩
の
影
響

経
験
値
（
結
果
）
、
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
（
影
響
）

経
験
値
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

・
最
初
は
課
長
が
決
め
て
や
る
べ
き
と
思
っ
て
い
た
が
、
人
の
話
を
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
し
、
頼
り
に
さ
れ
て
い
る
方
が
皆
が
つ
い
て
く

る
。
失
敗
を
経
て
そ
の
よ
う
な
姿
勢
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
か
つ
て
は
自
信
を
持
っ
て
い
た
し
、
課
長
だ
か
ら
分
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
今
は
助
け
ら
れ
て
仕
事
を
し
て
い
る
と
思
う
。

他
者
意
見
、
頼
り
に
な

る
、
失
敗
経
験
、
自
信
、

チ
ー
ム
で
仕
事

他
者
意
見
（
影
響
）
、
信

頼
（
影
響
）
、
自
信
（
結

果
）

他
者
意
見
、
信
頼
、
自
信

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
内
省
的
観
察
（
大
学
規
模
別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
年
数
の
経
過
に
よ
り
熟
達
化
す
る
し
、
多
部
課
経
験
で
、
部
課
の
業
務
の
違
い
を
通
し
て
内
省
的
観
察
が
行
わ
れ
る
が
、
余
裕
が
必
要
で
、
多
忙
は
障
害
に
な
る
。
職
位
に
よ
り
意
識
が
高
ま
り
、
主
体

的
、
積
極
的
、
自
律
的
に
な
り
、
他
者
の
意
見
を
求
め
る
が
、
他
者
の
視
線
を
意
識
し
て
慎
重
に
な
る
し
、
部
課
の
規
模
が
影
響
す
る
。
内
省
的
観
察
は
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
や
研
修
会
へ
の
参
加
も
契
機
に
な
る
。

大

巨
大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
若
い
時
は
ど
ん
ど
ん
や
っ
た
が
、
年
数
の
経
過
で
慎
重
に
情
報
を
集
め
て
、
根
拠
を
持
っ
て
提
案
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
が
多
い
と
根
拠
が
い
る
の
で
慎
重
に
な
る
。

年
数
に
よ
る
変
化
、
関
係

者
の
範
囲
の
広
さ

熟
達
化
（
結
果
）
、
関
係

者
（
影
響
）

熟
達
化
、
関
係
者

・
原
因
を
考
え
る
、
や
り
方
を
見
直
す
は
若
い
時
は
や
り
た
い
よ
う
に
し
て
い
た
が
、
上
が
っ
て
き
て
い
る
。
歳
を
と
る
と
働
き
方
は
変
え

ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
と
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
し
、
特
に
補
佐
に
な
っ
て
そ
う
な
っ
て
い
る
。

年
数
に
よ
る
変
化
、
職

位
、
他
者
の
意
見

熟
達
化
（
結
果
）
、
職
位

（
結
果
）
、
他
者
意
見

（
影
響
）

熟
達
化
、
職
位
、
他
者
意

見

・
年
数
と
職
位
は
分
析
や
捉
え
直
し
の
視
野
が
拡
大
す
る
。
職
位
が
上
が
る
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
減
り
、
言
っ
て
く
れ
る
人
が
少
な
く
な

る
。

年
数
と
職
位
に
よ
る
視
野

拡
大
、
職
位
の
孤
独
さ

熟
達
化
（
結
果
）
、
職
位

（
影
響
）

熟
達
化
、
職
位

・
分
析
は
年
数
、
多
様
な
視
点
、
失
敗
の
原
因
、
や
り
方
の
見
直
し
は
部
課
と
職
位
に
よ
る
。
補
佐
に
な
っ
て
経
験
が
浅
い
の
で
い
ろ
い
ろ

聞
い
て
見
直
し
た
り
す
る
。
課
員
の
時
は
自
分
の
や
り
方
で
や
る
こ
と
が
固
ま
っ
て
い
た
。

年
数
の
影
響
、
職
位
の
影

響
、
他
者
の
意
見

熟
達
化
（
結
果
）
、
職
位

（
影
響
）
、
他
者
意
見

（
影
響
）

熟
達
化
、
職
位
、
他
者
意

見

・
職
位
に
つ
い
て
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
方
の
見
直
し
、
人
に
任
せ
る
こ
と
を
み
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
れ
は
前
職
で
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
経
験

で
常
に
考
え
て
い
た
。

職
位
の
影
響
、
職
位
の
意

識
職
位
（
条
件
）

職
位

・
経
験
の
捉
え
直
し
は
、
年
数
の
経
過
で
独
り
よ
が
り
で
は
ダ
メ
だ
と
思
う
し
、
チ
ー
ム
が
大
き
く
な
る
と
自
分
の
考
え
の
み
で
は
う
ま
く

い
か
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
チ
ー
ム
の
人
数
に
よ
り
同
意
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
の
で
、
経
験
の
捉
え
直
し
が
必
要
に
な
る
。

年
数
の
影
響
、
チ
ー
ム
規

模
の
影
響

熟
達
化
（
結
果
）
、
チ
ー

ム
規
模
（
影
響
）

熟
達
化
、
職
場
規
模

・
や
り
方
の
見
直
し
は
、
新
し
い
職
場
で
は
経
験
が
な
い
の
で
し
て
い
た
割
合
は
高
か
っ
た
。

経
験
値

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
原
因
を
考
え
る
は
、
職
位
が
上
が
る
と
人
材
育
成
の
観
点
が
強
く
な
る
の
で
、
人
を
巻
き
込
ん
で
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
課
の
成
功
や

失
敗
を
考
え
る
し
、
ミ
ス
が
起
き
た
時
に
皆
で
考
え
て
も
ら
う
こ
と
は
課
長
で
な
い
と
で
き
な
い
。

職
位
に
よ
る
チ
ー
ム
の
視

点
、
成
果
の
共
有

職
位
（
条
件
）
、
チ
ー
ム

意
識
（
結
果
）

職
位
、
チ
ー
ム
意
識

・
成
功
や
失
敗
を
感
じ
た
時
に
常
に
考
え
る
。
準
備
し
作
業
し
な
が
ら
考
え
て
変
え
て
い
く
。

意
識
化

意
識
化
（
結
果
）

意
識
化

・
業
務
量
が
多
か
っ
た
り
し
て
う
ま
く
い
か
な
い
時
に
振
り
返
る
。
通
勤
時
間
や
駅
か
ら
大
学
ま
で
歩
い
て
い
る
朝
の
時
間
を
整
理
し
た
り

向
き
合
う
時
間
に
し
て
い
る
。
歩
き
な
が
ら
考
え
る
と
冷
静
に
な
っ
た
り
発
想
が
変
わ
っ
た
り
す
る
。

う
ま
く
い
か
な
い
、
業
務

外
で
の
振
り
返
り

順
調
で
な
い
（
条
件
）
、

業
務
を
離
れ
る
（
条
件
）

定
常
外
、
余
裕

・
定
型
業
務
で
は
な
い
が
、
時
限
的
業
務
や
人
が
か
ら
む
場
合
は
行
う
。

他
者
と
関
係
す
る
業
務

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
異
動
し
た
課
で
ガ
ン
ガ
ン
や
り
す
ぎ
て
、
課
員
か
ら
反
発
が
で
た
。
周
り
の
人
や
上
司
に
意
見
を
求
め
た
し
、
現
下
で
の
学
生
募
集
に
つ

い
て
は
外
の
意
見
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
定
型
・
時
限
的
業
務
は
内
部
に
聞
く
よ
り
も
外
部
の
意
見
を
聞
い
た
方
が
良
い
も
の
に
な

る
。

独
り
よ
が
り
、
助
言
、
外

部
の
意
見

他
者
の
反
応
（
影
響
）
、

助
言
（
影
響
）

他
者
の
反
応
、
助
言

・
自
分
の
や
り
方
で
失
敗
す
る
ま
で
や
る
し
、
新
し
い
こ
と
は
成
功
の
可
能
性
が
高
け
れ
ば
や
る
。
定
型
・
組
織
運
営
・
時
限
的
業
務
で
差

は
な
い
。
定
型
業
務
は

1度
は
や
る
が
、
合
理
的
と
考
え
れ
ば
直
し
て
い
る
。
合
理
性
は
論
拠
が
あ
る
か
に
よ
る
。
人
が
相
手
な
の
で
問
題

が
あ
れ
ば
深
く
対
応
す
る
。

自
己
の
道
、
成
功
の
可
能

性
、
根
拠
、
対
人
関
係

主
体
性
（
条
件
）
、
熟
達

化
（
結
果
）
、
業
務
内
容

（
条
件
）

主
体
性
、
熟
達
化
、
業
務

内
容

・
定
型
業
務
が
多
く
に
該
当
し
、
ル
ー
テ
ィ
ン
を
や
る
中
で
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い
る
。
ル
ー
テ
ィ
ン
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
と
他
者
の
意

見
を
聞
く
。
時
限
的
業
務
は
振
り
返
る
間
も
な
く
進
む
。

改
善
、
他
者
意
見

業
務
内
容
（
条
件
）
、
他

者
意
見
（
影
響
）

業
務
内
容
、
他
者
意
見

・
今
は
変
則
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
体
制
の
組
み
方
な
ど
が
該
当
す
る
。

業
務
の
不
安
定
性

業
務
の
完
成
度
（
条
件
）

業
務
内
容

・
定
型
業
務
と
組
織
運
営
業
務
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
。
経
験
値
に
頼
る
の
は
危
険
だ
し
重
要
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
経
験
値
は
課
に
還

元
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
自
分
の
視
点
か
ら
捉
え
な
お
す
こ
と
は
あ
ま
り
し
て
い
な
い
。

経
験
値
は
危
険

意
識
化
（
結
果
）

意
識
化

・
失
敗
し
た
時
は
次
に
し
な
い
よ
う
に
、
成
功
し
た
時
は
次
も
成
功
す
る
よ
う
に
原
因
を
考
え
る
。
全
て
の
業
務
に
共
通
の
姿
勢
で
や
っ
て

い
る
。

経
験
を
活
か
す

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
時
限
的
業
務
は
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
、
前
任
者
も
い
な
い
の
で
意
識
し
て
や
る
こ
と
が
多
い
。
定
型
業
務
は
紙
で
判
を
押
す
な
ど
最
低
ラ
イ

ン
が
低
く
、
変
え
た
方
が
良
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
さ
っ
と
思
っ
て
し
ま
う
。

業
務
内
容
の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
定
型
業
務
は
分
析
す
る
こ
と
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
時
限
的
業
務
は
振
り
返
ら
な
い
と
次
の
提
起
が
で
き
な
い
。

業
務
の
中
の
要
素
の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
仕
事
軸
と
し
て
改
革
課
題
に
取
り
組
ん
だ
時
は
分
析
な
ど
を
し
て
い
た
。

担
当
業
務
の
内
容
の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
定
型
業
務
は

1年
を
通
し
て
や
る
の
で
、
次
年
度
も
あ
る
の
で
振
り
返
っ
た
り
良
く
考
え
る
。
組
織
運
営
業
務
と
時
限
的
業
務
は
単
発
で

終
わ
る
。

業
務
内
の
継
続
・
繰
り
返

し
の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
政
策
系
の
業
務
は
他
大
学
の
事
例
な
ど
多
様
な
視
点
に
な
る
が
、
ル
ー
テ
ィ
ン
は
そ
れ
が
弱
く
な
る
。

業
務
内
容
の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
最
初
は
い
ろ
い
ろ
と
情
報
を
集
め
た
が
、
ル
ー
テ
ィ
ン
を
こ
な
す
だ
け
だ
と
そ
こ
ま
で
は
求
め
ら
れ
な
い
。

定
型
業
務
の
求
め
ら
れ
る

水
準

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

【
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-
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】
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大
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
課

員
の

時
は

専
任

が
や

ら
な

く
て

も
良

い
よ

う
な

実
務

が
多

く
、

振
り

返
り

な
ど

は
あ

ま
り

し
て

い
な

か
っ

た
が

、
企

画
業

務
な

の
で

捉
え

な
お

し
を

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
実

務
と

企
画

業
務

の
違

い
業

務
内

容
（

条
件

）
業

務
内

容

・
財

務
は

文
書

発
信

が
あ

り
、

入
学

Cと
事

務
の

仕
事

の
違

い
が

分
か

っ
た

。
失

敗
の

原
因

や
自

分
の

や
り

方
に

つ
い

て
は

入
学

Cで
い

ろ
い

ろ
考

え
、

広
告

関
係

で
は

課
長

の
様

子
を

教
え

て
も

ら
っ

た
。

課
の

業
務

の
違

い
、

上
司

の
支

援
業

務
内

容
（

条
件

）
、

上
司

の
支

援
（

影
響

）
業

務
内

容
、

上
司

の
支

援

・
学

部
だ

と
共

通
す

る
と

思
う

が
、

学
生

系
は

個
々

に
よ

る
の

で
判

断
は

難
し

さ
が

あ
る

。
共

通
性

が
あ

る
業

務
か

ど
う

か
業

務
内

容
（

条
件

）
業

務
内

容

・
経

験
の

分
析

は
学

務
Cで

は
時

間
が

あ
っ

た
最

初
は

や
っ

て
い

た
が

、
受

け
継

が
れ

た
も

の
を

た
ん

た
ん

と
や

る
部

署
で

、
分

析
し

改
善

す
る

と
こ

ろ
で

は
な

か
っ

た
。

国
際

化
推

進
Cは

最
初

は
必

死
だ

っ
た

が
、

習
熟

し
て

く
る

と
就

職
な

ど
物

事
の

繋
が

り
が

見
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

時
間

が
あ

る
、

課
の

業
務

の
違

い
、

習
熟

に
よ

る
見

通
し

余
裕

（
影

響
）

、
業

務
内

容
（

条
件

）
、

熟
達

化
（

結
果

）

余
裕

、
業

務
内

容
、

熟
達

化

・
捉

え
直

し
や

原
因

を
考

え
る

こ
と

は
入

学
Cで

は
管

理
職

に
求

め
ら

れ
、

部
署

と
し

て
体

系
化

さ
れ

て
い

た
の

で
常

に
し

て
い

た
。

役
割

の
明

確
化

、
業

務
の

体
系

化
業

務
内

容
（

条
件

）
、

職
位

（
条

件
）

業
務

内
容

、
職

位

・
企

画
業

務
と

私
学

事
業

団
へ

の
出

向
が

タ
ー

ニ
ン

グ
ポ

イ
ン

ト
に

な
っ

て
、

こ
れ

ら
の

重
要

性
に

気
づ

い
た

。
担

当
業

務
の

変
更

に
よ

る
気

づ
き

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
人

事
の

経
験

が
活

き
て

い
る

。
知

っ
て

い
る

人
が

教
学

Cの
人

よ
り

増
え

た
の

で
、

こ
こ

に
聞

く
、

こ
れ

を
見

る
な

ど
情

報
収

集
手

段
を

持
て

た
。

担
当

業
務

に
よ

る
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

違
い

業
務

内
容

（
条

件
）

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

影
響

）

業
務

内
容

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

・
教

職
は

情
報

が
限

ら
れ

て
い

た
の

で
同

じ
こ

と
を

し
て

き
た

が
、

大
学

教
育

開
発

Cは
自

分
で

情
報

を
集

め
て

自
分

で
説

明
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
の

で
、

経
験

し
た

こ
と

を
分

析
す

る
こ

と
が

増
え

、
ま

た
共

通
言

語
も

増
え

て
き

た
。

業
務

の
裁

量
幅

の
違

い
業

務
内

容
（

条
件

）
業

務
内

容

・
外

向
き

の
仕

事
が

多
い

の
で

、
他

大
学

と
の

比
較

、
社

会
の

要
請

、
学

生
な

ど
常

に
自

問
自

答
し

て
い

る
。

業
務

上
の

他
者

と
の

接
触

の
違

い
業

務
内

容
（

条
件

）
業

務
内

容

・
教

学
部

の
方

が
失

敗
の

影
響

が
大

き
い

。
効

率
化

は
日

常
化

・
習

慣
化

し
て

い
て

意
識

し
て

い
な

い
し

、
振

り
返

り
を

す
る

と
マ

イ
ナ

ス
に

な
る

。
業

務
の

影
響

範
囲

、
改

善
の

習
慣

化
の

確
立

業
務

内
容

（
条

件
）

、
意

識
化

（
結

果
）

業
務

内
容

、
意

識
化

・
部

署
は

扱
う

範
囲

が
広

い
ほ

ど
振

り
返

る
。

入
試

に
長

く
い

る
と

意
識

し
な

い
と

固
ま

っ
て

し
ま

う
が

、
企

画
は

広
い

の
で

そ
う

は
な

り
に

く
い

。
課

の
業

務
分

掌
範

囲
の

違
い

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
部

署
に

よ
り

求
め

ら
れ

る
知

識
や

よ
る

べ
き

規
程

・
法

律
な

ど
が

違
う

。
教

学
部

は
過

去
の

事
例

や
規

程
、

キ
ャ

リ
ア

は
学

生
の

ニ
ー

ズ
や

現
在

の
状

態
を

分
析

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
、

社
会

連
携

は
走

り
な

が
ら

微
調

整
し

た
。

課
の

業
務

で
必

要
な

知
識

の
違

い
業

務
内

容
（

条
件

）
業

務
内

容

・
分

析
や

見
直

し
は

上
司

（
課

長
）

に
言

わ
れ

て
意

識
的

に
取

り
組

ん
で

き
た

の
で

あ
ま

り
変

わ
ら

な
い

。
上

司
の

影
響

上
司

の
影

響
（

影
響

）
上

司
の

影
響

・
事

務
室

で
は

先
輩

と
話

す
機

会
が

多
く

、
雑

談
の

中
で

い
ろ

い
ろ

相
談

し
た

。
今

は
1人

で
や

っ
て

い
る

の
で

、
や

り
方

の
相

談
は

少
な

い
。

話
す

人
の

多
寡

相
談

相
手

（
影

響
）

相
談

相
手

（
出

所
：

筆
者

作
成

）

【
資

料
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仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析
－

内
省

的
観

察
（

大
学

規
模

別
）

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

年
数

の
経

過
に

よ
り

、
多

部
課

を
経

験
し

、
熟

達
化

に
よ

り
、

自
信

を
持

ち
、

余
裕

が
で

き
る

と
内

省
的

観
察

が
行

わ
れ

、
他

者
の

意
見

を
求

め
る

し
、

チ
ー

ム
を

意
識

す
る

が
、

他
者

の
視

線
も

意
識

さ
れ

慎
重

に
な

る
。

職
位

に
つ

い
て

も
、

責
任

を
伴

う
の

で
他

者
の

視
線

を
意

識
す

る
が

、
関

係
者

が
増

加
し

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

広
が

る
の

で
他

者
の

意
見

も
拡

大
し

、
チ

ー
ム

を
意

識
し

、
自

律
性

が
高

ま
る

。
内

省
的

観
察

は
、

上
司

の
支

援
や

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

の
存

在
に

よ
り

促
進

さ
れ

る
。

巨
大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
異
動
に
よ
り
仕
事
が
代
わ
り
、
経
験
を
ど
う
生
か
す
か
、
共
通
項
は
何
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
初
の
異
動
経
験
が
大
き
く
、

2
回
目
の
異
動
で
は
あ
ま
り
困
ら
な
か
っ
た
。

異
動
に
よ
る
業
務
の
変
化

異
動
（
条
件
）

異
動

・
年
数
が
長
い
ほ
ど
落
と
し
込
む
よ
う
に
な
る
。

年
数
の
蓄
積

年
数
（
条
件
）

年
数

・
年
数
と
と
も
に
引
き
出
し
が
増
え
る
。
総
務
で
は
決
裁
や
支
払
い
な
ど
全
学
の
回
り
方
と
ス
ピ
ー
ド
感
が
分
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
知
っ
た

う
え
で
仕
事
を
し
て
い
る
今
の
学
生
課
で
は
、
前
の
時
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。

年
数
に
よ
る
経
験
部
課
の

拡
大
、
経
験
の
活
用

多
部
課
経
験
（
条
件
）
、

熟
達
化
（
結
果
）

多
部
課
経
験
、
熟
達
化

・
総
務
課
長
に
な
っ
て
か
ら
意
識
し
て
い
る
。
や
っ
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
ダ
メ
に
な
る
よ
う
な
覆
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

職
位
に
よ
る
意
識

職
位
（
条
件
）

職
位

・
年
数
と
職
位
で
変
化
し
て
き
た
。
特
に
職
位
が
大
き
く
、
自
分
の
気
づ
き
を
自
分
が
直
接
担
当
で
な
い
業
務
で
も
、
担
当
者
に
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
よ
う
に
応
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

職
位
に
よ
る
変
化
、
他
者

へ
の
助
言

職
位
（
条
件
）
、
主
体
的

支
援
（
結
果
）

職
位
、
主
体
性

・
1～

2年
は
仕
事
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
た
し
、
財
務
課
も
最
初
は
そ
う
だ
っ
た
が
、

7～
8年

目
か
ら
は
仕
事
に
ウ
エ
イ
ト
を
つ
け
、
メ

リ
ハ
リ
を
持
つ
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

年
数
に
よ
る
業
務
の
重
点

の
変
化

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
共
通
す
る
方
法
は
、
経
験
で
繋
が
り
が
分
か
り
、
業
務
の
見
直
し
を
す
る
の
で
最
近
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
は
、

知
っ
た
こ
と
で
職
員
と
し
て
必
要
な
知
識
な
ど
を
増
や
し
て
い
る
。

経
験
に
よ
る
見
方
・
ノ
ウ

ハ
ウ
の
変
化

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
昔
の
方
が
意
識
し
て
い
た
。
仕
事
を
回
せ
て
い
る
と
い
う
感
覚
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
改
ま
っ
て
意
識
は
し
て
い
な
い
。

業
務
の
安
定
に
よ
る
無
意

識
化

熟
達
化
（
結
果
）
、
意
識

化
（
結
果
）

熟
達
化
、
意
識
化

・
経
験
を
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
の
で
、
経
験
か
ら
や
り
方
を
見
出
す
し
か
方
法
は
な
い
。

経
験
値

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
年
数
で
変
化
し
て
い
る
。
職
位
の
変
化
は
、
昔
は
自
分
の
担
当
業
務
の
み
見
て
い
た
が
、
職
位
に
よ
り
大
学
全
体
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た

し
、
キ
ャ
リ
ア
に
も
影
響
し
て
き
た
。
部
長
や
課
長
に
な
っ
た
時
は
節
目
で
、
仕
事
の
仕
方
が
が
ら
り
と
変
わ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
や
相
手
が

変
わ
る
の
で
、
自
分
の
中
で
大
き
く
動
い
た
。

年
数
、
職
位
は
仕
事
の
仕

方
の
節
目
、
大
き
な
変
化

年
数
（
条
件
）
、
職
位

（
条
件
）

年
数
、
職
位

・
定
型
業
務
に
よ
く
当
て
は
ま
る
。
教
務
は
実
践
し
や
す
い
が
、
就
職
は
い
ろ
い
ろ
な
人
が
対
象
に
な
る
の
で
当
て
は
ま
る
こ
と
が
そ
れ
ぞ

れ
違
う
の
で
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
は
ど
う
か
な
と
思
う
。

業
務
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
化

の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
総
務
の
仕
事
は
定
型
業
務
が
多
く
、
ミ
ス
を
し
な
い
こ
と
に
収
斂
し
て
い
た
の
で
、
ハ
ウ
ツ
ー
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

業
務
の
特
性

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
仕
事
の
コ
ツ
と
し
て
、
教
務
課
で
は
ど
こ
と
調
整
す
れ
ば
良
い
か
を
学
ん
だ
が
、
財
務
課
で
も
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
時
に
段
取
り
よ
く
す

る
こ
と
は
活
き
て
い
る
。

多
部
課
経
験
に
よ
る
応
用

経
験
値
（
結
果
）
、
多
部

課
経
験
（
条
件
）

経
験
値
、
多
部
課
経
験

・
認
証
評
価
・
自
己
点
検
業
務
は
法
律
や
大
学
の
予
算
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
得
ら
れ
る
の
で
、
学
内
外
の
人
に
や
り
方
を
学
び
な
が
ら

変
え
て
き
て
い
る
。

業
務
内
容
に
よ
る
情
報
量

の
増
加
、
他
者
か
ら
の
学

び

業
務
内
容
（
条
件
）
、
他

者
意
見
（
影
響
）

業
務
内
容
、
他
者
意
見

・
ノ
ウ
ハ
ウ
と
コ
ツ
は
無
意
識
に
で
き
る
が
、
共
通
す
る
方
法
と
や
り
方
を
見
出
す
こ
と
は
立
ち
止
ま
っ
て
整
理
し
な
い
と
で
き
な
い
。
担

当
課
長
の
時
か
ら
で
、
図
書
館
の
時
の
経
験
は
大
き
い
。

立
ち
止
ま
っ
て
の
思
考
、

業
務
経
験

思
考
時
間
（
影
響
）
、
経

験
値
（
結
果
）

思
考
時
間
、
経
験
値

・
上
司
か
ら
多
面
的
に
組
織
を
俯
瞰
し
て
見
た
方
が
良
い
と
言
わ
れ
た
。
係
長
で
は
人
に
や
っ
て
も
ら
う
た
め
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
意
識
が
で
て
き
た
。
文
書
で
も
人
に
よ
っ
て
と
ら
え
方
で
最
終
結
果
も
変
わ
る
し
、
業
務
量
を
気
に
し
て
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

上
司
の
助
言
、
職
位
に
よ

る
意
識
の
変
化
・
他
者
理

解

助
言
（
影
響
）
、
職
位

（
条
件
）
、
他
者
理
解

（
結
果
）

助
言
、
職
位
、
他
者
理
解

・
年
数
で
物
の
見
方
が
多
様
（

10
年
）
に
な
り
、

20
年
で
俯
瞰
的
な
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
経
験
値
で
段
取
り
や
調
整
も
年
数
と
と

も
に
可
能
に
な
る
。
知
り
合
い
も
増
え
る
の
で
協
働
体
制
が
取
り
や
す
く
な
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
し
や
す
い
。

年
数
に
よ
る
見
方
・
業

務
・
協
働
対
象
の
変
化

熟
達
化
（
結
果
）
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
結
果
）

熟
達
化
、
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

・
年
数
で
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が
増
え
、
仕
事
に
落
と
し
込
ん
で
い
る
。
研
修
の
成
果
は
仕
事
に
活
か
し
て
い
る
。
経
理
の
経
験
は
学
費
を
除
い

て
教
学

Cで
は
活
か
し
ず
ら
い
。

年
数
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

化
、
研
修
の
成
果
の
活
用

熟
達
化
（
結
果
）
、
研
修

会
（
影
響
）

熟
達
化
、
研
修
会

・
年
数
で
い
ろ
い
ろ
な
業
務
を
長
く
経
験
す
る
の
で
、
頻
度
が
増
え
る
。

年
数
に
よ
る
経
験
の
蓄
積

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
SE

の
経
験
が
あ
る
の
で
、
仕
事
に
合
わ
せ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
作
る
方
で
あ
る
。

前
職
経
験
の
応
用

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
年
数
で
自
分
な
り
の
仕
事
の
や
り
方
、
コ
ツ
が
少
し
ず
つ
で
き
て
き
て
い
る
。
前
職
の

1～
2年

目
に
上
司
か
ら
信
頼
関
係
を
言
わ
れ
、
仕

事
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
信
頼
関
係
を
大
事
に
し
て
い
る
。

年
数
に
よ
る
成
長
、
上
司

の
助
言

熟
達
化
（
結
果
）
、
助
言

（
影
響
）

熟
達
化
、
助
言

・
ノ
ウ
ハ
ウ
と
コ
ツ
は
若
手
の
う
ち
は
難
し
い
が
、
年
数
を
追
う
ご
と
と
、
い
ろ
い
ろ
な
職
場
の
両
方
が
あ
っ
て
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

1
つ
の
職
場
で
は
な
か
な
か
分
か
り
ず
ら
い
。

年
数
・
他
部
課
経
験
に
よ

る
ノ
ウ
ハ
ウ
化

熟
達
化
（
結
果
）
、
多
部

課
経
験
（
影
響
）

熟
達
化
、
多
部
課
経
験

・
ノ
ウ
ハ
ウ
と
や
り
方
は
、
年
数
の
経
過
で
大
学
の
業
務
の
進
め
方
を
理
解
し
た
。
新
し
い
こ
と
を
一
つ
始
め
る
の
に
も
決
裁
が
多
く
、
会

議
の
承
認
が
必
要
と
い
う
特
殊
性
に
対
し
て
、
ど
う
効
率
的
に
進
め
れ
ば
よ
い
か
分
か
っ
て
き
た
。

年
数
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

化
、
大
学
組
織
の
理
解

熟
達
化
（
結
果
）
、
暗
黙

知
（
結
果
）

熟
達
化
、
暗
黙
知

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
抽
象
的
概
念
化
（
大
学
規
模
別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
年
数
の
経
過
に
よ
り
、
経
験
す
る
職
場
が
多
様
に
な
り
、
ま
た
、
熟
達
化
す
る
の
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
応
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、
熟
達
化
は
意
識
し
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
職
位
は
、
ス
テ
ー
ジ
と
相

手
が
変
わ
る
節
目
で
、
本
人
の
変
化
を
促
し
、
主
体
性
を
高
め
る
。
抽
象
的
概
念
化
は
、
他
者
の
意
見
に
よ
っ
て
も
促
進
さ
れ
る
。

小 中
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
年
数
で
う
ま
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
分
類
が
で
き
た
り
形
が
見
え
て
き
た
り
し
て
、
部
署
が
代
わ
っ
て
も
感
じ
る
。
人
の
接
し
方
や
多
角

的
視
点
で
見
ら
れ
る
の
は
異
動
に
よ
っ
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
管
理
部
門
と
教
学
部
門
の
両
方
を
経
験
す
る
と
、
学
生
の
事
情
が
見
え

や
す
く
な
り
想
像
し
や
す
い
。

年
数
・
異
動
に
よ
る
視
野

の
広
が
り
・
業
務
の
広
が

り

熟
達
化
（
結
果
）
、
多
部

課
経
験
（
影
響
）

熟
達
化
、
多
部
課
経
験

・
対
人
方
法
は
経
験
に
応
じ
て
学
べ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

経
験
値
に
よ
る
対
人
関
係

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
年
数
を
経
て
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
を
経
験
で
き
る
の
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
に
な
る
。
初
め
て
で
あ
る
時
限
的
業
務
は
ま
だ
ま
だ
難
し
い
。
今

ま
で
と
は
ジ
ャ
ン
ル
も
違
う
し
、
会
議
も
仕
事
の
進
め
方
も
違
う
の
で
コ
ツ
が
つ
か
め
な
か
っ
た
。

年
数
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

化
、
初
め
て
の
時
限
的
業

務
の
難
し
さ

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
共
通
す
る
方
法
、
ノ
ウ
ハ
ウ
は
年
数
と
役
職
で
増
え
る
。
課
員
の
時
は
上
に
話
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
が
、
今
は
決
裁
ル
ー
ト
と
し
て
話

を
通
し
て
お
く
部
署
や
人
、
話
の
通
し
方
に
つ
い
て
の
意
識
が
強
く
な
っ
た
。

年
数
・
職
位
に
よ
る
ノ
ウ

ハ
ウ
化
と
組
織
理
解

熟
達
化
（
結
果
）
、
職
位

（
条
件
）
、
暗
黙
知
（
結

果
）

熟
達
化
、
職
位
、
暗
黙
知

・
年
数
に
よ
る
変
化
が
あ
り
、
そ
れ
は
余
裕
が
で
き
た
こ
と
に
よ
る
。

年
数
に
よ
る
余
裕

熟
達
化
（
結
果
）
、
余
裕

熟
達
化
、
余
裕

・
定
型
業
務
で
習
得
し
て
組
織
運
営
業
務
に
繋
が
り
、
時
限
的
業
務
は
成
功
や
失
敗
体
験
が
自
分
の
中
の
引
き
出
し
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
パ

タ
ー
ン
を
早
く
適
応
す
れ
ば
道
筋
が
見
え
て
く
る
。
教
職
課
程
申
請
で
は
定
型
業
務
で
情
報
が
蓄
積
さ
れ
、
そ
れ
を
他
者
も
で
き
る
よ
う
に

組
織
運
営
業
務
に
落
と
し
込
ん
だ
。
そ
れ
が
分
か
ら
な
い
と
新
し
い
も
の
は
作
れ
な
い
。

業
務
の
関
係
性
の
理
解

経
験
値
（
結
果
）
、
業
務

内
容
（
条
件
）

経
験
値
、
業
務
内
容

・
仕
事
の
違
い
に
よ
っ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
や
コ
ツ
は
意
識
し
て
い
る
。

業
務
の
違
い
を
意
識

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
上
位
者
に
な
る
と
ウ
ェ
イ
ト
は
変
わ
っ
て
く
る
と
思
う
。
若
い
時
は
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
す
る
。
係
長
以
上
は
組
織
運
営
・
時
限
的
業
務

が
増
え
る
中
で
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ま
ま
で
は
ダ
メ
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
落
と
し
込
む
こ
と
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
前
職
の
時
の
上

司
の
話
を
聞
き
背
中
を
見
て
学
ん
だ
。
「
頭
で
汗
を
か
け
」
と
言
わ
れ
た
。

職
位
に
よ
る
違
い
を
意

識
、
助
言
と
ロ
ー
ル
モ
デ

ル

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）
、
助
言
（
影

響
）
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル

（
影
響
）

職
位
、
意
識
化
、
助
言
、

ロ
ー
ル
モ
デ
ル

・
経
験
を
す
れ
ば
糧
に
な
る
し
次
に
生
き
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。

経
験
の
蓄
積
、
余
裕
の
な

さ
経
験
値
（
結
果
）
、
余
裕

（
条
件
）

経
験
値
、
余
裕

・
経
験
を
積
ま
な
い
と
仕
事
の
コ
ツ
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
の
で
、
課
長
職
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

経
験
の
蓄
積
、
職
位
の
影

響
経
験
値
（
結
果
）
、
職
位

（
条
件
）

経
験
値
、
職
位

・
こ
れ
ら
の
項
目
（
抽
象
的
概
念
化
）
は
そ
こ
ま
で
達
し
て
い
な
い
の
で
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
に
く
い
。
細
か
な
工
夫
は
し
て
い
る
が
、
こ
れ

を
や
れ
ば
成
功
す
る
と
い
う
勝
ち
筋
は
掴
め
て
い
な
い
。
上
司
（
課
長
）
は
指
示
的
で
な
く
放
任
型
で
、
派
遣
目
標
数
が
そ
の
ま
ま
落
ち
て

く
る
の
で
、
自
分
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
い
う
感
じ
で
い
る
の
で
、
成
功
を
積
ん
で
い
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
。

上
司
の
姿
勢
、
経
験
の
積

み
重
ね
の
不
足

上
司
の
姿
勢
（
影
響
）
、

経
験
値
（
結
果
）

上
司
の
姿
勢
、
経
験
値

・
経
験
が
大
き
く
、
コ
ツ
や
や
り
方
が
見
い
だ
せ
る
が
、
自
分
だ
け
で
判
断
が
で
き
な
い
の
で
意
見
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
最
終
的
に

責
任
に
な
る
の
で
補
佐
な
ど
に
聞
く
。

経
験
の
蓄
積
、
他
者
の
意

見
を
聞
く

経
験
値
（
結
果
）
、
他
者

意
見
（
影
響
）

経
験
値
、
他
者
意
見

・
共
通
す
る
方
法
は
、
多
く
の
部
課
の
経
験
を
し
て
い
る
の
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
し
、
年
数
も
あ
る
。
ノ
ウ
ハ
ウ
、
コ
ツ
、
や
り
方
を

見
直
す
こ
と
は
年
数
で
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
見
ら
れ
る
し
、
実
際
に
経
験
し
な
い
と
分
か
ら
な
い
し
、
広
い
視
野
で
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
し
、
他
部
署
と
の
調
整
に
も
プ
ラ
ス
に
働
く
。

年
数
・
多
部
課
経
験
に
よ

る
ノ
ウ
ハ
ウ
化
・
コ
ツ
の

習
得

経
験
値
（
結
果
）
、
多
部

課
経
験
（
影
響
）

経
験
値
、
多
部
課
経
験

・
共
通
す
る
方
法
は
年
数
で
、
提
案
を
実
現
す
る
場
合
は
上
司
の
理
解
が
い
る
し
、
課
長
に
な
れ
ば
ど
う
す
る
か
と
い
う
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

す
の
で
職
位
に
よ
る
。

年
数
、
職
位
、
上
司
の
理

解

経
験
値
（
結
果
）
、
職
位

（
条
件
）
、
上
司
の
理
解

（
影
響
）

経
験
値
、
職
位
、
上
司
の

理
解

・
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
次
に
繋
げ
よ
う
と
し
て
い
る
が
で
き
て
い
な
い
。
リ
ソ
ー
ス
が
追
い
付
か
な
い
か
ら
で
、
異
動
が
早
く
ノ
ウ
ハ

ウ
が
定
着
し
な
い
。
経
験
値
が
蓄
積
で
き
れ
ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

経
験
の
蓄
積
不
足
、
異
動

の
速
さ

経
験
値
（
結
果
）
、
異
動

経
験
値
、
異
動

・
経
験
し
た
こ
と
を
役
立
て
る
機
会
が
多
い
。
当
初
は
各
部
課
が
何
を
担
当
し
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
適
解

は
ど
こ
か
、
各
部
署
が
持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
、

1業
務
が
い
ろ
い
ろ
な
業
務
に
適
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

経
験
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
・

応
用
へ
の
変
化

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
複
数
職
場
の
経
験
で
見
え
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
卒
業
式
は
教
務
課
の
時
は
学
生
の
み
の
視
点
だ
っ
た
が
、
総
務
課

で
は
上
位
者
が
大
学
と
し
て
ど
う
し
た
い
か
と
い
う
考
え
も
見
え
る
。

多
部
課
経
験
・
上
位
者
と

の
接
点
に
よ
る
視
野
の
拡

大

多
部
課
経
験
（
条
件
）
、

上
位
者
の
考
え
方
（
影

響
）

多
部
課
経
験
、
上
位
者
の

考
え
方

・
子
育
て
で
は
同
時
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
育
休
の
前
後
で
は
効
率
性
が
違
う
こ
と
を
実
感
し
た
。

3回
育
休
を

と
っ
た
が
、

1人
増
え
る
毎
に
効
率
性
は
上
が
り
、
そ
の
こ
と
が
仕
事
に
生
き
る
。

1年
育
休
を
と
っ
て
仕
事
に
戻
れ
る
か
不
安
が
あ
っ
た

が
、
し
っ
く
り
入
れ
た
。

子
育
て
経
験
に
よ
る
効
率

性
の
意
識
化

別
分
野
で
の
経
験
値
（
条

件
・
結
果
）

経
験
値

大

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
抽
象
的
概
念
化
（
大
学
規
模
別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
年
数
の
経
過
に
よ
り
、
経
験
す
る
職
場
が
多
様
に
な
り
、
類
型
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
関
係
者
が
増
加
し
て
協
働
化
の
条
件
が
で
き
る
の
で
、
業
務
と
人
間
関
係
に
つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
化
さ
れ

る
。
熟
達
化
に
よ
り
、
定
型
業
務
、
組
織
運
営
業
務
、
時
限
的
業
務
の
関
係
性
と
、
組
織
の
理
解
も
深
ま
り
、
暗
黙
知
が
形
成
さ
れ
る
。
職
位
は
、
業
務
と
人
間
関
係
の
意
識
を
高
め
る
。
抽
象
的
概
念
化
は
、
助
言
や
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
の
存
在
、
研
修
会
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
も
促
進
さ
れ
る
。

中
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

大

・
職
位
が
上
が
れ
ば
他
部
署
と
の
連
携
が
多
く
な
り
、
仕
事
の
進
め
方
や
調
整
が
必
要
に
な
る
の
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
意
思

決
定
で
は
学
部
長
を
説
得
す
る
た
め
に
ど
う
進
め
た
ら
良
い
か
考
え
る
が
、
そ
れ
は
職
位
が
上
が
る
ほ
ど
意
識
す
る
。

職
位
に
よ
る
調
整
業
務
の

増
加
、
意
識
の
向
上

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）

職
位
、
意
識
化

・
財
務
は

10
0％

の
仕
上
が
り
と
時
間
内
に
や
り
上
げ
る
こ
と
に
集
中
し
て
お
り
、
効
率
性
を
追
求
し
て
い
る
。
無
駄
を
は
ぶ
く
こ
と
は
経

験
値
で
、

2年
目
ま
で
は
何
が
良
く
て
何
が
だ
め
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
財
務
は
積
み
上
げ
型
で

3年
く
ら
い
や
っ
て
理
解
で
き
、

10
年
経
っ

て
自
信
が
で
き
た
の
で
課
員
に
指
示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

3年
で
は
き
れ
い
に
で
き
る
が
そ
の
上
の
展
開
は
で
き
な
か
っ
た
。

経
験
に
よ
る
業
務
内
容
の

変
化
、
自
信
に
よ
る
職
位

の
役
割
の
強
化

熟
達
化
（
結
果
）
、
職
位

（
条
件
）

熟
達
化
、
職
位

・
年
数
が
進
む
毎
に
評
価
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
人
と
の
対
応
の
仕
方
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
で
あ
る
。

年
数
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
化

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
経
験
年
数
と
と
も
に
意
識
が
高
ま
っ
た
と
思
う
が
、
あ
ま
り
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
が
効
率
的
な
方
法
は
考
え
て
い
た
。

年
数
に
よ
る
意
識
化

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
学
務

Cは
新
人
の
時
で
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
教
務
の
経
験
が
国
際
化
推
進

Cで
生
き
た
し
、
国
際
化
の
経
験
は
キ
ャ
リ
ア

C
で
生
き
て
い
る
。

多
部
課
経
験
に
よ
る
応
用

多
部
課
経
験
（
影
響
）

多
部
課
経
験

・
ノ
ウ
ハ
ウ
は
年
数
で
高
く
な
る
。

1年
目
は

10
0％

信
じ
る
こ
と
か
ら
、
自
分
の
や
り
方
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

年
数
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
化

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
年
数
で
ノ
ウ
ハ
ウ
・
コ
ツ
は
得
ら
れ
る
し
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
課
長
は
上
位
者
か
ら
意
見
を
も
ら
い
そ
れ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
の
で
、

良
い
方
法
が
見
つ
け
ら
れ
る
。

年
数
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ

化
・
コ
ツ
、
職
位
に
よ
る

上
位
者
の
意
見

熟
達
化
（
結
果
）
、
職
位

（
条
件
）
、
上
位
者
の
助

言
（
影
響
）

熟
達
化
、
職
位
、
助
言

・
年
数
の
経
過
で
人
脈
が
で
き
る
。
管
財
は
仕
事
で
接
点
が
あ
り
、
そ
の
人
が
何
を
し
て
い
る
か
分
か
っ
た
。

年
数
に
よ
る
人
脈

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
結

果
）

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
課
長
の
方
が
進
む
。
人
は
思
っ
た
よ
う
に
動
か
な
い
こ
と
が
実
感
と
し
て
分
か
っ
た
の
で
、
人
を
育
て
る
こ
と
が
管
理
職
の
役
割
だ
と
自

覚
し
た
。
年
数
の
経
過
で
進
む
。

職
位
に
よ
る
役
割
の
自
覚

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）

職
位
、
意
識
化

・
前
職
は
営
業
で
忙
し
い
職
場
だ
っ
た
の
で
、
顧
客
対
応
、
事
務
処
理
な
ど
時
間
を
割
り
振
っ
て
処
理
す
る
と
い
う
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
年
数
と
と
も
に
精
密
に
な
っ
て
い
る
。
大
学
は
年
間
単
位
で
仕
事
が
回
る
の
で
、

10
月
の
処
理
に
つ
い
て

9月
に

余
裕
が
あ
れ
ば
処
理
し
て
、
書
類
を
見
る
な
ど
の
余
裕
を
作
り
だ
し
て
い
る
。

前
職
経
験
の
活
用
、
余
裕

熟
達
化
（
結
果
）
、
余
裕

（
条
件
）

熟
達
化
、
余
裕

・
調
査
や
会
議
の
流
れ
は
同
じ
な
の
で
共
通
す
る
方
法
は
見
つ
け
や
す
く
、

2年
目
の
方
が
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。

年
数
に
よ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
化

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
大
学
教
育
開
発

Cは
会
議
提
案
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
聞
い
て
き
た
こ
と
を
提
案
書
へ
落
と
し
込
む
方
法
や
、
教
員
の
雰
囲

気
は
年
数
の
経
過
で
習
得
し
た
。
教
職
は
提
案
書
作
成
の
機
会
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。

年
数
に
よ
る
組
織
理
解
、

業
務
に
よ
る
違
い

経
験
値
（
結
果
）
、
業
務

内
容
（
条
件
）

経
験
値
、
業
務
内
容

・
年
数
の
経
過
で
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

年
数
に
よ
る
視
点
の
拡
大

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
年
数
よ
り
も
職
位
の
変
化
の
方
が
大
き
く
、
キ
ャ
リ
ア

Cは
多
様
な
場
面
が
少
な
か
っ
た
の
で
共
通
す
る
方
法
の
評
価
は
低
い
。
職
位
が

変
わ
る
と
見
え
る
景
色
が
変
わ
る
の
で
見
る
角
度
が
変
わ
る
。

職
位
に
よ
る
景
色
の
変

化
、
課
の
業
務
内
容
の
違

い

職
位
（
条
件
）
、
業
務
内

容
（
条
件
）

職
位
、
業
務
内
容

・
前
は
コ
ツ
が
あ
る
か
と
考
え
て
い
た
が
、
今
は
内
省
し
て
取
り
込
ん
だ
か
ら
か
、
場
面
場
面
で
の
最
適
に
関
心
が
あ
り
、
共
通
性
は
あ
ま

り
認
識
し
て
い
な
い
。
も
う
コ
ツ
は
自
分
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
状
況
が
変
わ
れ
ば
適
応
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で

コ
ツ
は
応
用
で
き
な
い
。

コ
ツ
の
無
意
識
化
、
状
況

に
応
じ
た
最
適
化

経
験
値
（
結
果
）
、
意
識

化
（
結
果
）

経
験
値
、
意
識
化

・
課
長
補
佐
の
時
ま
で
は
自
分
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
た
し
、
自
分
の
考
え
が
実
現
で
き
ず
に
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
課
長
に
な
っ
て
か
ら

は
切
り
替
え
る
し
割
り
切
り
や
す
く
な
っ
た
。
課
長
が
異
動
に
な
れ
ば
積
み
上
げ
た
も
の
が
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
続
け
て
く
れ
と
言
え

な
い
の
で
割
り
切
る
。

職
位
に
よ
る
考
え
方
の
変

化
職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

職
位
、
意
識
化

・
経
験
年
数
の
影
響
が
大
き
い
。

30
代
後
半
か
ら

40
く
ら
い
で
仕
事
の
取
り
組
み
方
・
捉
え
方
が
固
ま
り
、
後
は
変
わ
ら
な
い
。

経
験
に
よ
る
仕
事
へ
の
考

え
方
の
変
化

経
験
値
（
結
果
）
、
固
定

化
（
結
果
）

経
験
値
、
保
守
化

・
課
員
や
補
佐
は
狭
く
深
く
や
っ
て
い
た
が
、
課
長
の
方
が
見
え
て
い
る
世
界
は
広
い
し
、
課
員
の
仕
事
の
関
係
性
が
よ
く
見
え
る
。
俯
瞰

的
に
物
を
見
て
い
る
の
で
引
き
出
し
は
広
い
。

職
位
に
よ
る
視
野
の
違
い

職
位
（
条
件
）

職
位

・
年
数
に
応
じ
て
や
り
方
が
分
か
っ
て
き
た
。

年
数
に
よ
る
や
り
方
の
習

得
経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
ノ
ウ
ハ
ウ
や
自
分
の
や
り
方
は
、
昨
年
の
経
験
を
も
と
に

2年
目
か
ら
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

年
数
に
よ
る
変
化

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
1年

目
は
何
が
基
本
か
を
学
び
、

2年
目
は
効
率
的
に
す
る
こ
と
を
考
え
、

3年
目
は
そ
れ
に
さ
ら
に
追
加
で
何
を
す
る
か
、
変
更
し
て
も

よ
い
か
を
考
え
る
。

年
数
に
よ
る
変
化

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

巨
大

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
抽
象
的
概
念
化
（
大
学
規
模
別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
年
数
の
経
過
に
よ
り
、
経
験
す
る
職
場
が
多
様
に
な
り
、
ま
た
、
熟
達
化
す
る
の
で
ノ
ウ
ハ
ウ
化
さ
れ
る
し
、
上
位
者
の
考
え
方
を
推
測
で
き
る
よ
う
に
な
る
し
、
他
者
の
意
見
も
求
め
る
。
職
位
に

よ
っ
て
も
、
抽
象
的
概
念
化
の
意
識
は
高
ま
る
。
抽
象
的
概
念
化
は
、
異
動
が
早
す
ぎ
る
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積
で
き
な
い
し
、
余
裕
も
必
要
で
あ
る
。
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
年
数
と
経
験
を
積
ま
な
い
と
や
る
こ
と
自
体
が
難
し
い
し
、
複
数
部
署
の
経
験
が
な
い
と
難
し
い
。
職
位
が
上
が
れ
ば
数
値
は
大
き
く
な

り
、
そ
れ
は
見
る
範
囲
が
広
く
な
る
こ
と
で
汎
用
性
あ
る
考
え
方
を
意
識
し
や
す
い
。

年
数
・
経
験
職
場
・
職
位

に
よ
る
変
化

経
験
値
（
結
果
）
、
多
部

課
経
験
（
影
響
）
、
職
位

（
条
件
）

経
験
値
、
多
部
課
経
験
、

職
位

・
い
ず
れ
も
年
数
に
よ
り
、
異
動
す
る
こ
と
で
共
通
点
を
見
出
せ
る
し
、

1人
の
学
生
を
い
ろ
い
ろ
見
え
た
し
視
点
が
広
が
っ
た
。

年
数
・
異
動
に
よ
る
視
野

の
広
が
り
・
業
務
の
広
が

り

経
験
値
（
結
果
）
、
異
動

（
影
響
）

経
験
値
、
異
動

・
年
数
に
よ
り
ル
ー
テ
ィ
ン
の
比
率
が
高
く
な
る
の
で
、
い
か
に
軽
減
し
て
新
し
い
こ
と
を
や
り
た
い
の
で
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

年
数
に
よ
る
業
務
の
変

化
、
意
識
化

熟
達
化
（
結
果
）
、
意
識

化
（
結
果
）

熟
達
化
、
意
識
化

・
イ
ン
プ
ッ
ト
が
増
え
る
と
、
コ
ツ
な
ど
自
信
が
つ
い
て
確
信
に
な
っ
て
い
っ
た
。

情
報
量
の
増
加
に
よ
る
自

信
・
確
信

情
報
量
の
増
加
（
条
件
）

情
報
量

・
年
数
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
入
試
は
パ
タ
ー
ン
は

1つ
で
汎
用
性
の
あ
る
捉
え
方
を
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
が
、
業
務
経
験
が
増

え
、
法
律
・
規
程
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
な
ど
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
で
全
体
の
流
れ
の
共
通
性
を
見
出
せ
た
し
、

チ
ー
ム
の
重
要
性
は
意
識
さ
れ
た
。

経
験
の
蓄
積
に
よ
る
組
織

理
解
、
視
野
の
拡
大
、

チ
ー
ム
の
重
要
性
の
認
識

熟
達
化
（
結
果
）
、
暗
黙

知
（
結
果
）
、
意
識
化

（
結
果
）

熟
達
化
、
暗
黙
知
、
意
識

化

・
や
り
方
を
見
出
す
は
若
い
時
は
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。

年
数
に
よ
る
業
務
へ
の
考

え
方
の
変
化

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
共
通
す
る
方
法
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
な
部
署
経
験
が
い
る
。
半
年
か
ら

1年
は
担
当
す
る
仕
事
を
し
、
合
理
的
だ
と
思
う
と

変
え
て
い
く
。

多
部
課
経
験

多
部
課
経
験
（
条
件
）

多
部
課
経
験

・
効
率
化
や
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
必
要
性
を
感
じ
る
時
に
進
む
。
う
ま
く
い
っ
て
い
る
時
は
進
ま
な
い
。
但
し
、
立
て
込
み
す
ぎ
る
と
細
か

い
改
善
ま
で
は
届
か
な
い
の
で
課
題
で
あ
る
。

必
要
性
に
対
す
る
意
識
、

余
裕

意
識
化
（
条
件
）
、
余
裕

（
影
響
）

意
識
化
、
余
裕

・
定
型
業
務
と
組
織
運
営
業
務
は
使
え
る
見
通
し
が
見
え
る
の
で
、
ノ
ウ
ハ
ウ
に
落
と
し
込
め
る
。

業
務
内
容
に
よ
る
ノ
ウ
ハ

ウ
化

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
時
限
的
業
務
に
強
く
表
れ
る
。
経
験
を
も
と
に
ど
う
す
れ
ば
効
率
的
か
考
え
る
。
業
務
に
余
裕
が
あ
れ
ば
促
進
さ
れ
、
余
裕
が
な
い
と
期

日
と
の
関
係
で
帳
尻
を
合
わ
せ
る
た
め
に
従
来
ど
お
り
と
な
る
。

業
務
内
容
に
よ
る
活
か
せ

方
、
余
裕
と
の
関
係

業
務
内
容
（
条
件
）
、
余

裕
（
影
響
）

業
務
内
容
、
余
裕

・
定
型
業
務
は
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
意
識
す
る
。
時
限
的
業
務
は
自
分
が
で
き
れ
ば
良
く
、
引
き
継
ぐ
必
要
は
な
い
。

業
務
内
容
に
よ
る
意
識
の

違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
定
型
業
務
は
個
性
を
だ
す
と
こ
ろ
が
そ
れ
ほ
ど
な
く
、
抜
本
的
に
な
ら
な
い
の
で
評
価
が
下
が
る
。
時
限
的
業
務
は
ゼ
ロ
イ
チ
的
業
務
の

た
め
評
価
が
高
く
な
る
。

業
務
内
容
に
よ
る
意
識
の

違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
外
部
と
接
す
る
時
は
自
校
に
落
と
し
込
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
入
学

Cは
教
員
と
の
接
点
は
あ
ま
り
無
い
が
、
教
員
は
人
に
よ
っ
て
対

応
が
違
う
の
で
今
そ
れ
を
学
ん
で
い
る
。

外
部
と
の
接
点
・
教
員
と

の
接
点
に
よ
る
意
識
の
違

い

業
務
内
容
（
条
件
）
、
組

織
理
解
（
結
果
）

業
務
内
容
、
暗
黙
知

・
ノ
ウ
ハ
ウ
は
総
合
企
画
の
方
が
落
と
し
込
ん
で
い
る
。
引
継
ぎ
で
は
何
も
な
か
っ
た
の
で
自
分
で
学
ぶ
し
か
な
く
、
規
程
や
手
引
き
な
ど

を
読
ん
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
落
と
し
込
ん
で
い
る
。

業
務
内
容
に
よ
る
必
要

性
、
引
継
ぎ
さ
れ
た
内
容

と
の
関
係

業
務
内
容
（
条
件
）
、
支

援
（
影
響
）

業
務
内
容
、
支
援

・
前
職
で
は
営
業
に
必
死
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
な
く
、
ワ
ク
ワ
ク
感
も
な
く
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
一
生
懸
命
働
い
て
い
た
が
成
功
体
験
が
な

か
っ
た
。
成
功
体
験
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
一
生
懸
命
や
れ
ば
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
り
、
協
力
し
て
い
る
こ
と
を
学
ん
で
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
に
な
っ
た
。
転
職
後
は
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
意
識
し
て
お
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
な
い
と
成
長
で
き
な
い
。
前
職
は
強
制
ギ
ブ
ス

で
頑
張
っ
た
が
、
社
会
支
援
・
他
者
支
援
に
向
い
て
い
る
と
思
い
、
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
こ
の
大
学
に
し
た
。

成
功
体
験
に
よ
る
変
化
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
必
要
性
、

社
会
性
の
あ
る
大
学
業
務

成
功
経
験
（
結
果
）
、
主

体
性
（
条
件
）
、
大
学
業

務
の
特
性
（
影
響
）

経
験
、
主
体
性
、
大
学
組

織

・
国
際
部
は
ゼ
ロ
か
ら
組
織
し
組
み
立
て
る
仕
事
だ
っ
た
。
教
学
部
は
自
分
が
い
な
く
て
も
流
れ
て
い
く
の
で
、
皆
が
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て

や
っ
た
方
が
良
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
皆
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
や
っ
た
方
が
喜
ん
で
く
れ
る
。

課
に
よ
る
業
務
の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
教
学
か
ら
入
試
に
異
動
し
た
が
、
あ
て
は
ま
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
教
学
の
仕
事
経
験
か
ら
、
学
生
を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
べ
き
か

考
え
る
が
、
そ
れ
を
ノ
ウ
ハ
ウ
ま
で
に
落
と
し
込
む
こ
と
は
考
え
な
い
。

課
に
よ
る
業
務
の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
ノ
ウ
ハ
ウ
は
教
学
部
は
高
か
っ
た
し
、
習
熟
度
が
上
が
っ
て
い
く
気
が
し
た
。
相
手
が
学
生
・
教
員
で
ツ
ボ
を
押
さ
え
ら
れ
た
。

課
の
業
務
の
特
徴
、
熟
達

化
業
務
内
容
（
条
件
）
、
熟

達
化
（
結
果
）

業
務
内
容
、
熟
達
化

・
入
学

Cの
時
の
上
司
に
叩
き
込
ま
れ
、
他
部
署
で
も
継
続
し
て
い
る
。
例
え
話
が
上
手
く
て
分
か
り
や
す
く
腹
落
ち
し
た
。
上
司
は

M
BA

で
学
ん
だ
こ
と
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
も
あ
り
、
本
人
も
再
整
理
に
な
っ
て
い
た
し
、
こ
ち
ら
に
と
っ
て
も
裏
付
け
の
あ
る
話
だ
っ
た
の

で
、
余
計
に
腹
落
ち
し
や
す
か
っ
た
。
信
念
が
あ
り
、
当
た
り
障
り
な
く
す
る
タ
イ
プ
で
は
な
く
、
民
間
の
管
理
職
に
近
い
感
じ
だ
っ
た
。

大
学
の
管
理
職
は
冷
た
く
て
本
気
で
叱
ら
な
い
し
、
育
て
る
気
の
な
い
人
が
多
い
。
顧
客
と
の
関
係
で
マ
イ
ナ
ス
の
対
応
を
し
た
社
員
は
管

理
職
に
返
っ
て
く
る
の
で
、
本
気
で
叱
り
気
づ
き
を
作
る
。

上
司
の
姿
勢

上
司
の
姿
勢
（
影
響
）

上
司
の
姿
勢

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
抽
象
的
概
念
化
（
大
学
規
模
別
）

巨
大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
上
司
に
「
楽
を
し
ろ
」
（
自
分
で
効
率
的
に
合
理
化
す
る
こ
と
）
と
言
わ
れ
、
う
ま
く
い
く
と
手
ご
た
え
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
。

上
司
の
姿
勢

上
司
の
姿
勢
（
影
響
）

上
司
の
姿
勢

・
前
職
よ
り
意
識
し
て
い
る
が
、
転
職
後
の
方
が
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
上
司
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
し
、
周
り
へ
の
影
響
が
大

き
い
か
ら
で
あ
る
。
上
長
の
影
響
は
大
き
い
。

上
司
の
姿
勢

上
司
の
姿
勢
（
影
響
）

上
司
の
姿
勢

・
共
通
化
と
し
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
は
、
方
法
論
と
し
て
は
一
般
化
す
る
た
め
に
大
切
だ
が
、
作
っ
た
人
が
詳
し
く
て
そ
れ
以
外
の
人
は

聞
い
て
く
る
の
で
学
ば
な
い
人
が
で
て
、
作
成
し
た
人
は
本
来
業
務
が
で
き
な
く
な
る
（
雑
務
要
員
に
な
っ
て
し
ま
う
）
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
が

作
ら
れ
る
こ
と
は
見
方
を
変
え
る
と
視
野
が
狭
く
、
他
の
業
務
と
の
繋
が
り
が
見
え
な
い
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
の
弊
害

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
の
弊
害

（
結
果
）

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
の
弊
害

（
出
所
：
筆
者
作
成
）

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
抽
象
的
概
念
化
（
大
学
規
模
別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
年
数
の
経
過
に
よ
り
、
経
験
す
る
職
場
が
多
様
に
な
り
、
人
脈
も
拡
大
し
、
ま
た
、
熟
達
化
す
る
の
で
、
業
務
と
人
間
関
係
に
つ
い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
化
さ
れ
る
し
、
組
織
の
理
解
も
深
ま
り
暗
黙
知
が
形
成

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
定
型
業
務
、
組
織
運
営
業
務
、
時
限
的
業
務
に
よ
り
抽
象
的
概
念
化
は
違
い
が
あ
る
し
、
業
務
経
験
が
一
定
期
間
を
超
え
る
と
保
守
的
に
な
る
。
職
位
に
よ
り
、
調
整
す
る
業
務
が
増
加
し
、
他
部
課
と
の
連

携
も
増
え
て
、
意
識
は
高
ま
り
、
視
野
も
広
く
な
る
し
、
上
位
者
か
ら
の
意
見
を
得
る
機
会
も
増
え
る
。
抽
象
的
概
念
化
は
、
業
務
が
単
一
パ
タ
ー
ン
の
部
課
で
は
汎
用
性
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、
上
司
の
支
援
や
大
学
外
と
の
接

点
に
よ
り
促
進
さ
れ
、
ま
た
、
余
裕
が
必
要
で
あ
る
。

巨
大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
職
位
が
上
が
る
と
影
響
が
大
き
く
な
る
の
で
慎
重
に
な
る
。

職
位
に
よ
り
慎
重

職
位
（
条
件
）
、
慎
重

（
結
果
）

職
位
、
慎
重

・
職
位
が
上
が
る
と
思
い
つ
き
で
仕
事
は
で
き
ず
、
他
者
の
顔
を
み
て
一
歩
引
い
て
み
る
の
で
、
年
々
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

職
位
に
よ
り
他
者
と
の
関

係
を
見
る

職
位
（
条
件
）
、
他
者
視

線
（
結
果
）

職
位
、
他
者
視
線

・
決
ま
っ
た
こ
と
で
も
違
う
や
り
方
で
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
年
数
で
影
響
さ
れ
る
と
思
う
。
部
署
の
経
験
が
多
け
れ

ば
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
と
思
う
。

年
数
に
よ
り
方
法
の
多
様

化
、
多
部
課
経
験

熟
達
化
（
結
果
）
、
多
部

課
経
験
（
条
件
）

熟
達
化
、
多
部
課
経
験

・
総
務
課
長
に
な
っ
て
か
ら
意
識
し
て
い
る
。

職
位
を
意
識

職
位
（
条
件
）

職
位

・
職
位
よ
り
も
年
数
を
積
む
こ
と
で
、
他
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
う
ま
く
い
っ
た
の
で
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
躓
い
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
は
以
前
の
経
験
を
過
信
し
す
ぎ
て
同
じ
イ
メ
ー
ジ
で
進
め
て
し
ま
っ
た
。

年
数
に
よ
る
広
が
り
、
過

信
に
よ
る
失
敗

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
若
い
頃
は
エ
ク
セ
ル
の
関
数
を
覚
え
た
ら
使
う
な
ど
や
っ
て
い
た
が
、
最
近
は
し
て
い
な
い
。
最
近
は
実
務
は
あ
ま
り
し
て
い
な
い
し
、

自
分
の
と
こ
ろ
で
で
き
て
し
ま
う
。

年
数
に
よ
り
新
規
性
の
な

さ
、
自
己
完
結

熟
達
化
（
結
果
）
、
自
己

完
結
（
結
果
）

熟
達
化
、
自
己
完
結

・
監
督
職
で
年
数
を
経
て
経
験
や
知
識
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
が
増
え
る
と
持
ち
球
が
増
え
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
や
っ
て
み
た
い

と
思
う
し
、
自
信
を
も
っ
て
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
変
わ
っ
て
き
た
と
感
じ
る
。

年
数
に
よ
る
広
が
り
、
自

信
熟
達
化
（
結
果
）
、
自
信

（
結
果
）

熟
達
化
、
自
信

・
年
数
と
職
位
が
節
目
に
な
る
こ
と
は
他
と
同
じ
で
あ
る
。

年
数
・
職
位
は
節
目

経
験
値
（
結
果
）
、
職
位

（
条
件
）

経
験
値
、
職
位

・
定
型
業
務
に
よ
く
当
て
は
ま
る
。
教
務
は
実
践
が
し
や
す
く
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
が
で
き
た
。
こ
れ
ま

で
の
こ
と
を
ど
う
生
か
す
か
考
え
や
す
い
。

業
務
に
よ
り
活
用
に
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
組
織
運
営
業
務
の
方
が
評
価
は
大
き
い
。
イ
ベ
ン
ト
も
学
生
対
応
も
目
に
見
え
て
改
善
で
き
る
の
で
適
応
し
や
す
い
し
、
集
客
な
ど
数
字

が
で
る
。

業
務
に
よ
り
活
用
に
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
実
際
に
や
る
は
教
務
課
の
方
が
や
っ
て
い
た
。
実
際
に
応
用
す
る
は
財
務
課
の
方
が
良
く
話
し
て
い
る
。
エ
ク
セ
ル
の
活
用
な
ど
学
ぶ
こ

と
が
多
か
っ
た
し
、
そ
れ
は
課
内
で
完
結
す
る
か
ら
で
あ
る
。

課
に
よ
り
活
用
に
違
い
、

課
内
で
完
結

業
務
内
容
（
条
件
）
、
関

係
者
の
規
模
（
影
響
）

業
務
内
容
、
関
係
者
の
規

模
・
自
分
の
感
覚
だ
け
で
や
る
こ
と
は
不
安
だ
し
、
相
手
に
与
え
る
影
響
が
良
い
か
、
分
か
ら
な
け
れ
ば
や
る
が
、
マ
イ
ナ
ス
と
感
じ
る
時
は

躊
躇
す
る
。
課
長
や
経
験
値
の
高
い
人
の
意
見
を
参
考
に
す
る
よ
う
に
相
談
す
る
。

他
者
と
の
関
係
で
判
断
、

経
験
者
の
意
見
を
聞
く

他
者
意
見
（
影
響
）

他
者
意
見

・
7年

目
の
終
わ
り
か
ら

8年
目
に
応
用
に
つ
い
て
良
く
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
幹
事
に
な
る
試
験
で
部
長
と
話
す
中
で
、
そ
う
い
う
こ
と

を
考
え
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。

年
数
に
よ
る
向
上
、
上
司

と
の
対
話

熟
達
化
（
結
果
）
、
上
司

の
支
援
（
影
響
）

熟
達
化
、
上
司
の
支
援

・
大
学
院
に
進
学
し
た
こ
と
が
影
響
し
、
統
計
分
析
の
方
法
を
教
学

IR
に
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
使
っ
て
い
る
し
、
組
織
心
理
学
で
学
ん
だ
こ
と
を

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
使
っ
て
い
る
。

大
学
院
で
の
学
び

大
学
院
（
影
響
）

大
学
院

・
研
修
で
得
た
も
の
は
試
す
タ
イ
プ
で
あ
る
。
幅
を
広
げ
た
い
の
で
研
修
な
ど
の
案
内
が
あ
っ
た
も
の
は
行
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

研
修
会
で
の
学
び
と
活
用

研
修
会
（
影
響
）

研
修
会

・
得
意
で
あ
る
も
の
は
進
む
が
、
自
信
が
な
い
も
の
は
進
ま
な
い
。

得
意
、
自
信

得
意
（
条
件
）
、
自
信

（
条
件
）

得
意
、
自
信

・
意
識
す
る
人
間
関
係
の
幅
で
ど
う
す
る
か
考
え
る
。
関
係
性
・
絡
み
方
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
間
関
係

人
間
関
係
（
結
果
）

人
間
関
係

・
観
察
力
、
想
像
力
に
よ
る
。
ま
た
、
信
頼
で
き
る
、
表
面
的
な
付
き
合
い
な
ど
相
手
と
の
関
係
で
、
で
き
る
、
勝
て
る
か
を
判
断
す
る
。

共
感
力
が
高
い
人
が
多
け
れ
ば
進
む
。

自
己
認
識
、
周
囲
と
の
関

係
性

自
己
認
識
（
条
件
）
、
他

者
と
の
関
係
性
（
条
件
）

自
己
認
識
、
他
者
と
の
関

係
性

・
関
係
す
る
人
に
事
前
に
情
報
を
だ
し
て
い
な
い
時
は
う
ま
く
い
か
な
い
。
調
整
に
時
間
が
か
か
る
。

事
前
情
報
の
提
供

他
者
と
の
関
係
性
（
結

果
）

他
者
と
の
関
係
性

・
関
わ
る
人
の
違
い
で
、
相
手
の
理
解
度
に
よ
り
、
そ
れ
を
自
分
が
ど
れ
だ
け
認
識
し
て
い
る
か
に
よ
る
。

相
手
の
理
解
度
、
自
己
認

識

他
者
と
の
関
係
性
（
結

果
）
、
自
己
認
識
（
条

件
）

他
者
と
の
関
係
性
、
自
己

認
識

・
関
与
す
る
人
や
部
課
が
複
雑
に
な
る
と
進
ま
な
い
。
部
課
か
ら
の
求
め
は
部
分
最
適
で
全
体
最
適
と
の
関
係
で
は
言
え
る
が
、
教
員
の
関

与
が
あ
る
と
そ
の
調
整
は
大
き
く
な
る
。

関
係
者
の
複
雑
性
、
教
員

が
関
係
す
る

関
係
者
の
複
雑
性
（
結

果
）
、
教
員
と
の
関
係

（
結
果
）

関
係
者
の
複
雑
性
、
教
員

と
の
関
係

・
相
手
に
こ
ち
ら
の
意
図
が
伝
わ
っ
て
い
る
か
、
担
当
で
な
い
人
に
も
意
識
し
て
も
ら
っ
て
い
る
か
で
進
み
方
は
違
う
。
担
当
外
の
人
の
理

解
度
が
低
い
と
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
丸
投
げ
さ
れ
る
。

関
係
者
の
理
解
度

関
係
者
の
理
解
（
結
果
）

関
係
者
の
理
解

・
大
学
は
副
学
長
や
学
部
長
な
ど
教
員
の
認
識
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、
調
整
に
時
間
が
か
か
っ
た
り
す
る
。
文
科
省
の
方
針
の
具
体
化
は
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
計
ら
っ
て
お
り
、
教
員
の
認
識
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
員
が
関
係
す
る

教
員
と
の
関
係
（
結
果
）

教
員
と
の
関
係

小

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
能
動
的
実
験
（
大
学
規
模
別
）
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

小

・
経

験
し

た
こ

と
は

年
数

を
重

ね
て

き
て

、
よ

り
行

っ
て

き
て

い
る

。
年

数
に

よ
る

向
上

熟
達

化
（

結
果

）
熟

達
化

・
1年

目
は

教
え

て
も

ら
い

疑
問

が
あ

っ
て

も
そ

の
ま

ま
覚

え
た

が
、

2年
目

は
自

分
の

考
え

で
試

し
た

。
年

数
に

よ
る

向
上

熟
達

化
（

結
果

）
熟

達
化

・
年

数
で

頻
度

・
割

合
は

増
え

る
。

職
位

で
も

増
え

る
か

も
し

れ
な

い
が

、
自

分
自

身
で

や
る

こ
と

も
あ

る
が

、
他

の
人

と
一

緒
に

や
る

こ
と

も
含

め
れ

ば
増

え
る

。
年

数
に

よ
る

増
加

、
職

位
に

よ
り

影
響

範
囲

の
拡

大
熟

達
化

（
結

果
）

、
職

位
（

条
件

）
熟

達
化

、
職

位

・
部

署
の

経
験

が
長

い
と

自
分

の
や

り
方

が
正

し
い

か
試

す
こ

と
は

で
き

る
。

異
動

す
る

と
ま

ず
は

教
え

て
も

ら
う

こ
と

を
進

め
る

の
で

試
す

の
は

難
し

い
。

業
務

全
体

で
何

を
す

る
か

の
把

握
は

、
新

人
の

時
は

1年
か

か
っ

た
が

、
今

は
1～

2カ
月

あ
れ

ば
分

か
る

よ
う

に
な

っ

た
。

年
数

に
よ

る
向

上
、

異
動

に
よ

る
リ

セ
ッ

ト
熟

達
化

（
結

果
）

、
異

動
（

条
件

）
熟

達
化

、
異

動

・
実

際
に

や
る

こ
と

と
試

す
こ

と
は

、
図

書
館

の
後

半
か

ら
意

識
し

て
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
新

し
い

こ
と

は
誰

に
も

咎
め

ら
れ

な
い

し
、

そ
れ

が
で

き
る

環
境

に
置

か
れ

て
お

り
、

ま
た

経
験

で
そ

れ
が

で
き

る
余

裕
が

で
き

た
。

年
数

に
よ

り
意

識
、

で
き

る
環

境
、

経
験

に
よ

る
余

裕

熟
達

化
（

結
果

）
、

意
識

化
（

結
果

）
、

促
進

す
る

環
境

（
条

件
）

、
余

裕
（

影
響

）

熟
達

化
、

意
識

化
、

周
囲

の
状

況
、

余
裕

・
年

次
が

も
っ

と
上

が
る

か
役

職
に

つ
く

こ
と

が
必

要
で

、
今

の
権

限
で

は
で

き
る

こ
と

は
限

ら
れ

て
い

る
。

年
数

・
職

位
に

よ
り

権
限

が
必

要
権

限
（

条
件

）
権

限

・
年

数
で

や
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

慣
例

に
と

ら
わ

れ
ず

に
や

っ
て

み
よ

う
と

思
う

こ
と

は
年

数
と

と
も

に
な

っ
て

き
た

。
年

数
に

よ
る

向
上

熟
達

化
（

結
果

）
熟

達
化

・
最

初
に

比
べ

た
ら

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
が

、
応

用
に

つ
い

て
は

足
り

な
い

。
科

研
費

に
つ

い
て

提
案

が
ど

の
レ

ベ
ル

ま
で

い
く

か
2回

り
や

っ
て

だ
い

た
い

分
か

っ
た

。
経

験
の

蓄
積

経
験

値
（

結
果

）
経

験
値

・
実

験
は

就
職

課
の

時
の

方
が

試
し

て
い

た
。

年
齢

の
せ

い
も

あ
る

か
も

し
れ

な
い

が
、

自
大

学
を

分
析

せ
ず

他
大

学
の

事
例

を
真

似
る

こ
と

が
あ

っ
た

。
仕

事
の

性
格

よ
り

も
年

齢
で

は
な

い
か

と
思

う
。

正
し

い
か

試
す

か
は

副
課

長
で

は
本

当
に

正
し

い
か

懐
疑

的
に

思
う

よ
う

に
な

っ
た

。
人

事
ア

セ
ス

が
あ

り
下

か
ら

の
評

価
が

あ
る

の
で

、
意

見
を

拾
っ

て
い

か
な

け
れ

ば
と

考
え

る
。

年
数

に
よ

る
向

上
、

職
位

に
よ

り
他

者
か

ら
見

ら
れ

る
こ

と
を

意
識

熟
達

化
（

結
果

）
、

職
位

（
条

件
）

、
他

者
視

線
（

影
響

）

熟
達

化
、

職
位

、
他

者
視

線

・
定

型
業

務
は

よ
り

よ
い

方
法

を
ダ

イ
レ

ク
ト

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

で
き

る
。

ノ
ウ

ハ
ウ

の
応

用
は

時
限

的
業

務
で

、
新

し
い

こ
と

は
今

の
位

置
で

は
、

「
こ

れ
は

ど
う

で
す

か
？

」
と

い
う

提
案

ベ
ー

ス
に

し
か

な
ら

な
い

。
業

務
に

よ
り

活
用

に
違

い
、

権
限

に
よ

る
制

約
業

務
内

容
（

条
件

）
、

権
限

（
条

件
）

業
務

内
容

、
権

限

・
教

学
Cの

方
が

頻
度

が
増

え
て

い
る

。
教

学
Cは

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

で
他

大
学

事
例

な
ど

い
ろ

い
ろ

な
知

見
が

得
ら

れ
る

の
で

多
く

な
る

。
課

に
よ

り
活

用
に

違
い

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
入

学
Cで

は
実

際
に

や
る

、
実

際
に

応
用

が
で

る
。

課
に

よ
り

活
用

に
違

い
業

務
内

容
（

条
件

）
業

務
内

容

・
業

務
の

性
格

が
変

更
し

に
く

い
も

の
で

、
定

め
ら

れ
た

と
お

り
に

ち
ゃ

ん
と

や
る

か
に

な
る

。
業

務
に

よ
り

活
用

に
違

い
業

務
内

容
（

条
件

）
業

務
内

容
・

業
務

の
中

で
全

て
の

知
識

が
完

結
す

る
の

で
は

な
く

、
人

生
の

中
で

絡
み

合
う

中
で

新
し

い
も

の
が

生
ま

れ
る

と
考

え
て

い
る

。
違

う
分

野
の

組
み

合
わ

せ
の

中
で

新
し

い
も

の
が

生
ま

れ
る

の
で

、
同

じ
分

野
の

も
の

を
組

み
合

わ
せ

て
も

あ
ま

り
意

味
が

な
い

。
経

験
の

蓄
積

、
違

う
も

の
の

吸
収

経
験

値
（

結
果

）
、

異
な

る
分

野
の

経
験

（
影

響
）

経
験

値
、

異
な

る
分

野

・
上

司
が

代
わ

っ
て

新
し

い
こ

と
へ

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
認

め
て

も
ら

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
上

司
の

姿
勢

上
司

の
姿

勢
（

影
響

）
上

司
の

姿
勢

・
自

分
が

で
き

る
と

思
う

こ
と

に
ま

だ
考

え
て

お
か

な
い

こ
と

が
あ

っ
た

り
、

業
務

に
と

っ
て

適
切

で
な

い
と

思
う

と
進

ま
な

い
。

も
っ

と
準

備
し

て
お

け
ば

進
ん

だ
と

思
っ

た
。

自
己

の
準

備
状

況
準

備
状

況
（

結
果

）
準

備
状

況

・
知

ら
な

い
こ

と
を

進
め

る
こ

と
は

リ
ス

ク
も

あ
り

難
し

い
。

自
己

の
理

解
・

知
識

自
己

の
理

解
度

（
条

件
）

自
己

の
理

解
度

・
根

回
し

が
で

き
て

い
る

と
進

む
。

再
度

提
案

す
る

た
め

に
は

最
初

の
時

以
上

に
力

が
い

る
こ

と
を

昨
年

経
験

し
た

。
根

回
し

他
者

と
の

関
係

性
（

条
件

）
他

者
と

の
関

係
性

・
転

職
後

に
学

ん
だ

こ
と

を
や

る
と

、
納

得
し

て
く

れ
る

人
が

回
り

に
い

る
の

で
ス

ー
と

い
く

。
同

じ
経

験
を

し
た

人
が

い
る

か
ら

だ
と

思
う

。
同

一
経

験
を

し
た

関
係

者
関

係
者

の
理

解
（

結
果

）
関

係
者

の
理

解

・
仕

事
の

本
質

を
つ

か
ん

で
い

な
い

と
進

ま
な

い
。

自
己

の
理

解
自

己
の

理
解

度
（

条
件

）
自

己
の

理
解

度
・

想
定

外
の

こ
と

に
対

応
で

き
て

い
な

い
と

進
ま

な
い

。
ま

た
自

分
が

正
し

い
と

思
っ

て
も

、
デ

メ
リ

ッ
ト

の
指

摘
を

受
け

る
こ

と
が

あ
る

。
自

己
の

準
備

状
況

、
他

者
の

指
摘

準
備

状
況

（
結

果
）

、
他

者
の

意
見

（
影

響
）

準
備

状
況

、
他

者
意

見

・
現

状
分

析
が

で
き

て
い

な
か

っ
た

時
は

、
罠

に
は

ま
っ

て
し

ま
い

進
ま

な
か

っ
た

。
自

己
の

準
備

状
況

準
備

状
況

（
結

果
）

準
備

状
況

・
経

験
か

ら
見

え
て

い
る

も
の

は
進

む
し

、
皆

が
同

じ
方

向
を

向
い

て
い

れ
ば

進
む

。
経

験
の

蓄
積

、
関

係
者

の
理

解
経

験
値

（
結

果
）

、
関

係
者

の
理

解
（

結
果

）
経

験
値

、
関

係
者

の
理

解

【
資

料
3
-
7
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析
－

能
動

的
実

験
（

大
学

規
模

別
）

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

年
数

の
経

過
に

よ
り

、
経

験
す

る
部

課
が

多
く

な
り

、
ま

た
、

熟
達

化
す

る
の

で
自

信
を

持
ち

、
能

動
的

実
験

が
で

き
る

。
職

位
に

よ
り

、
他

者
か

ら
の

視
線

を
考

え
て

慎
重

に
な

る
。

能
動

的
実

験
は

、
自

己
に

つ
い

て
の

認
識

と
、

関
係

者
の

規
模

や
複

雑
さ

、
理

解
の

程
度

、
信

頼
関

係
、

教
員

が
関

係
す

る
か

な
ど

が
影

響
す

る
が

、
上

司
の

支
援

に
よ

り
促

進
さ

れ
、

大
学

院
や

研
修

会
参

加
も

積
極

的
な

姿
勢

に
さ

せ
る

。

中
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
数

字
で

示
し

他
者

の
納

得
を

得
ら

れ
た

時
や

、
上

司
も

同
じ

意
識

を
持

っ
て

い
た

時
で

あ
る

。
関

係
者

の
理

解
、

上
司

の
意

識

関
係

者
の

理
解

（
結

果
）

、
上

司
の

意
識

（
結

果
）

関
係

者
の

理
解

、
上

司
の

意
識

・
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
の

心
を

掴
め

な
か

っ
た

時
が

大
き

か
っ

た
。

理
事

会
体

制
と

い
う

大
き

な
課

題
は

巻
き

込
ん

で
味

方
を

増
や

す
こ

と
が

必
要

で
、

責
任

あ
る

人
に

必
要

性
を

訴
え

ら
れ

な
か

っ
た

時
は

進
ま

な
か

っ
た

。
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
の

理
解

関
係

者
の

理
解

（
結

果
）

関
係

者
の

理
解

・
人

の
規

模
で

促
進

で
き

る
か

が
決

ま
る

。
関

わ
っ

て
い

る
人

数
が

少
な

い
と

業
務

は
呼

び
か

け
や

す
い

し
変

更
等

も
で

き
る

。
関

係
者

の
人

数
関

係
者

の
規

模
（

条
件

）
関

係
者

の
規

模
・

促
進

要
因

は
他

者
と

の
関

係
性

で
、

ど
の

よ
う

に
協

力
者

や
理

解
者

を
求

め
て

い
く

か
に

よ
る

。
附

属
校

は
職

員
10

人
に

対
し

教
諭

10
0

人
だ

っ
た

の
で

、
多

く
の

こ
と

は
教

諭
の

協
力

を
得

な
い

と
で

き
な

か
っ

た
の

で
、

情
報

共
有

し
な

が
ら

進
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
思

う
。

関
係

者
の

理
解

、
関

係
者

の
規

模

関
係

者
の

理
解

（
結

果
）

、
関

係
者

の
規

模
（

条
件

）

関
係

者
の

理
解

、
関

係
者

の
規

模

・
事

務
局

内
で

完
結

し
た

り
、

自
分

の
範

疇
に

と
ど

ま
る

と
進

む
。

相
手

が
教

員
だ

と
う

ま
く

い
か

な
い

こ
と

が
あ

る
。

関
係

者
の

範
囲

、
教

員
が

関
係

す
る

関
係

者
の

範
囲

（
条

件
）

、
教

員
と

の
関

係
（

結
果

）

関
係

者
の

範
囲

、
教

員
と

の
関

係

・
促

進
要

因
は

上
司

の
判

断
だ

が
、

上
と

話
せ

る
関

係
を

築
い

て
い

る
の

で
他

の
ル

ー
ト

を
使

う
こ

と
も

あ
る

。
上

司
の

判
断

、
他

の
ル

ー
ト

上
司

の
判

断
（

結
果

）
、

人
脈

の
活

用
（

結
果

）
上

司
の

判
断

、
人

脈
の

活
用

・
促

進
要

因
は

上
司

の
姿

勢
に

よ
る

。
上

司
の

姿
勢

上
司

の
姿

勢
（

結
果

）
上

司
の

姿
勢

・
反

対
意

見
の

人
が

い
た

り
、

上
司

が
反

対
だ

と
ハ

ー
ド

ル
に

な
り

進
ま

な
い

。
関

係
者

の
理

解
関

係
者

の
理

解
（

結
果

）
関

係
者

の
理

解
・

上
司

に
よ

る
。

サ
ポ

ー
ト

型
は

や
っ

て
み

て
失

敗
し

て
考

え
る

が
、

検
討

し
て

揉
ん

で
寝

か
せ

ま
し

ょ
う

と
い

う
タ

イ
プ

は
、

失
敗

し
な

い
よ

う
に

準
備

す
る

。
上

司
の

姿
勢

上
司

の
姿

勢
（

結
果

）
上

司
の

姿
勢

・
教

員
は

自
分

の
考

え
以

外
に

触
れ

た
時

は
納

得
し

て
も

ら
え

な
い

こ
と

が
あ

り
、

進
ま

な
い

こ
と

が
あ

っ
た

。
教

員
が

関
係

す
る

教
員

と
の

関
係

（
結

果
）

教
員

と
の

関
係

・
会

議
を

通
し

た
り

他
部

局
の

説
得

な
ど

、
大

学
と

し
て

の
決

定
が

い
る

も
の

は
な

か
な

か
進

ま
な

か
っ

た
。

部
局

は
調

整
し

や
す

か
っ

た
が

、
学

部
は

強
い

思
い

が
あ

り
な

か
な

か
進

ま
な

い
。

決
定

プ
ロ

セ
ス

の
重

さ
、

教
授

会
が

関
係

す
る

決
定

プ
ロ

セ
ス

（
結

果
）

、
教

員
と

の
関

係
（

結
果

）

決
定

プ
ロ

セ
ス

、
教

員
と

の
関

係

・
前

職
で

得
た

知
識

を
出

す
と

抵
抗

が
で

る
こ

と
が

あ
る

。
前

職
の

良
い

と
こ

ろ
は

取
り

入
れ

る
べ

き
だ

と
思

う
が

、
抵

抗
が

で
る

こ
と

は
事

実
で

あ
る

。
大

学
組

織
の

特
性

へ
の

配
慮

大
学

組
織

の
理

解
（

条
件

）
大

学
組

織
の

理
解

・
促

進
要

因
は

、
自

分
や

自
分

の
課

・
教

学
Cで

判
断

で
き

る
か

、
上

長
が

背
中

を
押

し
て

く
れ

る
も

の
は

進
む

が
、

調
整

が
必

要
な

案
件

は
進

ま
な

い
。

判
断

基
準

が
部

署
で

違
う

こ
と

と
、

全
学

の
ビ

ジ
ョ

ン
・

方
針

な
ど

の
よ

り
ど

こ
ろ

と
な

る
と

こ
ろ

へ
の

集
約

度
の

違
い

で
あ

る
。

関
係

者
の

範
囲

と
前

提
と

な
る

考
え

方
の

違
い

、
上

司
の

支
援

関
係

者
の

範
囲

（
条

件
）

、
関

係
者

の
理

解
（

結
果

）
、

上
司

の
姿

勢
（

結
果

）

関
係

者
の

範
囲

、
関

係
者

の
理

解
、

上
司

の
姿

勢

・
今

の
業

務
は

よ
り

ど
こ

ろ
が

な
い

中
で

や
っ

て
い

る
し

、
答

え
が

な
い

の
で

ベ
タ

ー
な

方
向

を
目

指
し

て
い

る
の

が
要

因
で

は
な

い
か

と
思

う
。

そ
れ

は
強

い
意

思
決

定
が

あ
る

わ
け

で
は

な
く

、
皆

で
相

談
す

る
文

化
だ

か
ら

で
あ

る
。

大
学

組
織

の
特

性
へ

の
理

解
大

学
組

織
の

理
解

（
条

件
）

大
学

組
織

の
理

解

・
体

に
叩

き
込

む
タ

イ
プ

で
、

経
験

し
た

こ
と

は
自

然
に

染
み

込
む

。
経

験
の

蓄
積

経
験

値
（

結
果

）
経

験
値

・
課

長
に

な
っ

て
以

降
は

他
者

の
意

見
を

聞
く

こ
と

を
基

本
に

し
て

い
る

の
で

、
自

分
の

や
り

方
を

試
す

こ
と

は
し

て
い

な
い

。
職

位
に

よ
り

他
者

の
意

見
を

聞
く

職
位

（
条

件
）

、
慎

重
（

結
果

）
職

位
、

慎
重

・
年

数
で

経
験

が
重

な
り

、
成

功
体

験
か

ら
小

さ
な

業
務

に
応

用
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

失
敗

が
あ

ま
り

無
く

、
成

功
経

験
と

今
ま

で
培

っ
て

き
た

調
整

の
組

み
合

わ
せ

で
、

少
し

ず
つ

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

す
る

よ
う

に
工

夫
し

て
い

る
の

で
あ

ま
り

苦
労

し
た

経
験

は
な

い
。

実
験

に
つ

い
て

は
失

敗
で

き
な

い
と

考
え

て
し

ま
う

。

経
験

の
蓄

積
・

組
み

合
わ

せ
、

調
整

、
慎

重
経

験
値

（
条

件
）

、
慎

重
（

結
果

）
経

験
値

、
慎

重

・
若

い
時

は
経

験
し

た
こ

と
や

得
た

知
識

を
も

と
に

業
務

改
善

だ
っ

た
が

、
職

位
で

裁
量

が
増

え
る

と
回

り
を

巻
き

込
み

な
が

ら
や

る
こ

と
が

増
え

て
い

る
よ

う
に

思
う

。
経

験
の

蓄
積

、
職

位
に

よ
り

他
者

を
巻

き
込

む
熟

達
化

（
結

果
）

、
職

位
（

条
件

）
熟

達
化

、
職

位

・
実

際
に

や
る

、
応

用
す

る
は

年
数

に
よ

り
、

実
験

す
る

、
試

す
は

責
任

が
伴

う
の

で
職

位
に

よ
る

。
年

数
の

蓄
積

、
職

位
に

よ
る

責
任

経
験

値
（

結
果

）
、

職
位

（
条

件
）

、
責

任
（

結
果

）
経

験
値

、
職

位
、

責
任

・
実

際
に

や
る

こ
と

は
経

験
か

ら
く

る
自

信
を

持
つ

こ
と

で
幅

が
広

が
っ

た
。

経
験

に
よ

る
自

信
熟

達
化

（
結

果
）

、
自

信
（

結
果

）
熟

達
化

、
自

信

・
試

す
こ

と
は

、
以

前
は

自
分

の
や

る
こ

と
は

正
し

い
と

思
っ

て
い

た
の

で
高

か
っ

た
が

、
低

く
な

っ
た

の
は

自
分

の
能

力
を

見
て

考
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

年
数

に
よ

る
自

己
認

識
経

験
値

（
結

果
）

、
自

己
認

識
（

条
件

）
経

験
値

、
自

己
認

識

【
資

料
3
-
7
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
仕

事
へ

の
取

り
組

み
方

の
S
C
A
T
分

析
－

能
動

的
実

験
（

大
学

規
模

別
）

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

年
数

の
経

過
に

よ
り

、
熟

達
化

す
る

の
で

意
識

が
高

ま
り

、
ま

た
余

裕
も

で
き

て
能

動
的

実
験

が
で

き
る

。
職

位
に

伴
う

権
限

は
能

動
的

実
験

に
影

響
す

る
。

能
動

的
実

験
は

、
定

型
業

務
、

時
限

的
業

務
と

い
う

業
務

の
性

格
に

よ
り

違
い

が
あ

り
、

部
課

の
業

務
で

も
違

い
が

あ
る

。
ま

た
、

能
動

的
実

験
は

、
本

人
が

業
務

内
容

を
ど

の
程

度
理

解
し

て
い

る
の

か
、

現
状

分
析

な
ど

の
準

備
状

況
は

ど
う

か
と

い
う

側
面

と
、

関
係

者
の

規
模

、
理

解
の

状
況

、
上

司
の

姿
勢

の
側

面
の

両
方

が
必

要
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
教

員
が

関
係

す
る

時
の

対
応

や
決

定
プ

ロ
セ

ス
の

あ
り

方
な

ど
、

大
学

組
織

に
対

す
る

理
解

が
必

要
で

あ
る

。

中 大
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
正

し
い

か
試

す
の

は
定

型
業

務
、

新
し

く
得

た
ノ

ウ
ハ

ウ
を

使
う

し
全

体
最

適
を

考
え

る
の

は
時

限
的

業
務

な
ど

、
定

型
・

組
織

運
営

・
時

限
的

業
務

で
違

い
が

あ
る

。
業

務
に

よ
り

活
用

の
違

い
業

務
内

容
（

条
件

）
業

務
内

容

・
技

術
に

つ
い

て
調

べ
て

他
に

適
用

し
て

い
る

。
気

づ
い

た
こ

と
は

使
っ

て
み

よ
う

と
い

う
気

持
ち

は
あ

る
。

シ
ス

テ
ム

開
発

の
手

順
の

骨
格

は
業

界
と

し
て

は
決

ま
っ

て
お

り
、

必
要

な
も

の
を

使
っ

た
り

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

部
署

の
絡

み
方

や
期

限
を

見
て

、
適

用
の

仕
方

を
変

え
て

い
る

。

調
べ

て
応

用
、

パ
タ

ー
ン

を
基

本
に

応
用

熟
達

化
（

結
果

）
熟

達
化

・
広

報
は

外
部

と
の

接
点

が
あ

り
、

学
ぶ

こ
と

が
多

く
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
こ

と
に

臆
し

な
く

な
っ

た
。

業
務

に
よ

る
接

点
の

違
い

業
務

内
容

（
条

件
）

業
務

内
容

・
総

務
で

は
学

生
指

導
が

な
く

教
員

と
の

接
点

も
な

い
の

で
、

教
務

課
の

経
験

は
業

務
に

活
か

せ
な

い
。

課
に

よ
り

活
用

の
違

い
業

務
内

容
（

条
件

）
業

務
内

容
・

成
功

・
失

敗
は

自
分

の
中

で
反

映
し

よ
う

と
し

て
い

る
が

、
シ

ス
テ

ム
的

な
も

の
に

ま
で

落
と

し
込

め
て

い
な

い
。

個
人

レ
ベ

ル
で

経
験

値
は

積
ん

で
い

る
が

、
組

織
レ

ベ
ル

ま
で

は
い

っ
て

い
な

い
。

経
験

の
蓄

積
、

他
へ

の
展

開
へ

の
制

限
経

験
値

（
結

果
）

経
験

値

・
性

格
と

し
て

工
夫

し
て

毎
年

や
り

た
い

方
で

、
早

い
段

階
か

ら
や

っ
て

い
た

感
じ

が
す

る
。

効
率

的
に

す
る

た
め

に
工

夫
で

き
な

い
か

考
え

て
い

る
。

性
格

に
規

定
性

格
（

条
件

）
性

格

・
教

員
と

の
協

働
が

多
い

の
で

意
思

疎
通

が
で

き
、

共
通

認
識

と
パ

ッ
シ

ョ
ン

が
持

て
る

と
変

え
て

い
け

た
と

思
う

。
ま

だ
周

囲
を

巻
き

込
め

て
い

な
い

し
、

学
内

外
で

知
っ

て
い

る
人

も
少

な
い

の
で

、
協

力
者

が
い

る
か

ど
う

か
が

大
き

い
。

教
員

と
の

業
務

、
協

力
者

の
存

在
業

務
内

容
（

条
件

）
、

協
力

者
（

影
響

）
業

務
内

容
、

協
力

者

・
経

験
か

ら
答

え
が

見
え

て
い

る
も

の
は

問
題

な
く

進
む

。
経

験
の

蓄
積

経
験

値
（

結
果

）
経

験
値

・
自

分
が

正
し

い
と

思
っ

て
も

、
組

織
的

に
違

う
と

思
う

と
引

い
て

し
ま

う
。

承
認

を
得

る
ル

ー
ト

が
分

か
っ

て
い

る
と

、
そ

れ
を

念
頭

に
し

て
仕

事
を

す
る

の
で

ス
ム

ー
ズ

に
進

む
。

組
織

の
理

解
組

織
理

解
（

条
件

）
組

織
理

解

・
経

験
を

重
ね

て
組

織
の

特
性

へ
の

理
解

が
深

ま
る

と
、

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

や
る

こ
と

の
効

果
が

説
明

で
き

れ
ば

、
や

れ
る

確
率

が
高

く
な

る
。

そ
れ

ぞ
れ

が
主

体
性

を
持

っ
た

提
案

が
で

き
れ

ば
や

る
こ

と
が

で
き

る
。

組
織

の
特

性
の

理
解

、
説

明
で

き
る

、
主

体
性

あ
る

提
案

内
容

組
織

理
解

（
条

件
）

、
準

備
状

況
（

条
件

）
、

意
識

化
（

結
果

）

組
織

理
解

、
準

備
状

況
、

意
識

化

・
各

部
課

の
ボ

ー
ダ

ー
ラ

イ
ン

の
見

極
め

が
で

き
て

い
な

い
と

、
う

ま
く

進
ま

な
い

こ
と

が
多

か
っ

た
。

上
司

か
ら

の
軌

道
修

正
が

入
る

と
、

そ
れ

を
咀

嚼
す

る
の

に
時

間
が

か
か

り
う

ま
く

進
ま

な
い

。
部

課
の

業
務

の
理

解
、

上
司

の
考

え
方

の
理

解
組

織
理

解
（

条
件

）
、

上
司

の
姿

勢
（

影
響

）
組

織
理

解
、

上
司

の
姿

勢

・
や

ら
な

け
れ

ば
変

わ
ら

な
い

と
考

え
、

他
大

学
の

取
り

組
み

を
導

入
し

よ
う

と
し

た
が

反
発

が
多

く
、

巻
き

込
む

能
力

が
足

ら
な

か
っ

た
。

そ
の

人
た

ち
を

説
得

す
る

た
め

に
は

ど
う

す
る

か
考

え
た

。
他

者
の

理
解

の
状

況
他

者
の

理
解

度
（

結
果

）
他

者
の

理
解

度

・
大

き
な

PJ
で

上
位

者
が

違
う

尺
度

を
持

っ
て

い
る

と
説

得
す

る
の

が
大

変
で

、
特

に
教

員
は

エ
ビ

デ
ン

ス
が

な
い

と
戻

さ
れ

る
こ

と
が

多

い
。

上
位

者
の

考
え

方
、

教
員

の
対

応

上
位

者
の

姿
勢

（
影

響
）

、
教

員
と

の
関

係
（

影
響

）

上
位

者
の

姿
勢

、
教

員
と

の
関

係

・
上

司
の

理
解

が
得

ら
れ

た
時

は
進

む
。

上
司

の
理

解
上

司
の

理
解

（
影

響
）

上
司

の
理

解
・

現
在

の
上

司
（

補
佐

）
が

新
し

い
こ

と
を

否
定

せ
ず

話
を

聞
い

て
く

れ
、

他
部

署
と

の
関

係
な

ど
見

え
て

い
な

い
こ

と
を

指
摘

さ
れ

る
な

ど
相

談
し

や
す

い
関

係
で

臆
す

る
こ

と
な

く
で

き
る

の
で

、
上

司
と

の
関

係
に

よ
る

。
上

司
の

姿
勢

上
司

の
姿

勢
（

結
果

）
上

司
の

姿
勢

・
文

科
省

か
ら

の
も

の
な

ど
上

か
ら

の
も

の
は

直
ぐ

に
進

む
。

5年
遅

れ
く

ら
い

で
な

い
と

伝
わ

ら
な

い
と

こ
ろ

が
あ

る
。

案
件

の
性

格
上

位
機

関
に

関
わ

る
案

件
（

結
果

）
上

位
機

関
の

案
件

・
性

格
が

大
き

い
が

、
年

数
を

重
ね

る
こ

と
で

自
然

に
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
性

格
と

年
数

に
よ

る
蓄

積
性

格
（

条
件

）
、

経
験

値
（

結
果

）
性

格
、

経
験

値

・
年

数
が

進
む

毎
に

評
価

は
高

く
な

っ
て

い
る

。
決

算
資

料
の

削
減

や
タ

イ
ト

ル
を

変
え

る
な

ど
、

類
似

の
サ

イ
ク

ル
で

回
る

も
の

は
改

善
し

て
い

る
の

で
経

験
は

積
ん

で
く

る
。

経
験

の
蓄

積
に

よ
る

向
上

、
サ

イ
ク

ル
で

回
る

業
務

熟
達

化
（

結
果

）
、

業
務

内
容

（
条

件
）

熟
達

化
、

業
務

内
容

・
年

数
が

経
っ

た
方

が
高

く
な

り
、

ノ
ウ

ハ
ウ

等
は

蓄
積

さ
れ

て
く

る
し

で
き

る
材

料
は

増
え

る
。

課
長

は
責

任
感

が
違

う
の

で
、

こ
う

い
う

こ
と

を
や

っ
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
い

う
意

識
も

場
面

も
増

え
る

。
会

議
に

出
て

情
報

を
得

て
動

く
こ

と
に

な
る

。
や

り
終

え
た

時
に

理
解

が
進

み
、

分
か

っ
た

こ
と

が
次

の
こ

と
を

や
ろ

う
と

い
う

時
に

大
き

い
。

自
信

に
も

な
っ

て
い

る
。

年
数

に
よ

る
向

上
、

職
位

に
よ

る
意

識
、

成
功

体
験

で
広

が
り

と
自

信

熟
達

化
（

結
果

）
、

職
位

（
条

件
）

、
意

識
化

（
結

果
）

、
自

信
（

結
果

）

熟
達

化
、

職
位

、
意

識
化

、
自

信

・
経

験
年

数
と

と
も

に
決

め
ら

れ
た

範
囲

で
仕

事
を

す
る

こ
と

か
ら

、
自

分
で

展
開

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
年

数
に

よ
る

向
上

熟
達

化
（

結
果

）
熟

達
化

・
実

験
や

応
用

は
課

長
に

な
り

控
え

め
に

な
っ

た
。

職
位

に
よ

る
抑

制
職

位
（

条
件

）
、

慎
重

（
結

果
）

職
位

、
慎

重

巨
大

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

年
数

の
経

過
に

よ
り

、
熟

達
化

す
る

の
で

自
信

を
持

ち
、

小
さ

な
業

務
で

応
用

し
て

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

し
て

い
く

が
、

自
己

の
能

力
を

認
識

し
て

抑
制

的
に

も
な

る
。

職
位

に
よ

り
、

責
任

を
伴

う
の

で
慎

重
に

な
る

が
、

周
り

を
巻

き
込

み
な

が
ら

進
め

る
よ

う
に

な
る

。
能

動
的

実
験

は
、

定
型

業
務

、
組

織
運

営
業

務
、

時
限

的
業

務
で

違
い

が
あ

る
し

、
部

課
の

業
務

で
も

違
い

が
あ

る
。

能
動

的
実

験
は

、
本

人
の

性
格

の
他

、
決

定
プ

ロ
セ

ス
な

ど
大

学
組

織
に

対
す

る
自

己
の

理
解

の
状

況
と

、
関

係
者

の
理

解
、

上
司

の
姿

勢
、

教
員

に
対

し
て

は
エ

ビ
デ

ン
ス

で
の

説
明

な
ど

が
影

響
す

る
。

ま
た

、
文

科
省

な
ど

の
上

位
機

関
か

ら
の

案
件

は
進

み
や

す
い

。

大

【
資

料
3
-
7
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析
－

能
動

的
実

験
（

大
学

規
模

別
）
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
年

数
と

と
も

に
意

識
す

る
よ

う
に

な
る

。
い

ろ
い

ろ
な

見
方

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
中

で
考

え
る

よ
う

に
な

る
。

自
信

が
持

て
る

も
の

は
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

に
な

れ
る

。
年

数
に

よ
る

向
上

、
自

信
に

よ
る

積
極

性
熟

達
化

（
結

果
）

、
自

信
（

結
果

）
熟

達
化

、
自

信

・
課

長
は

や
れ

る
立

場
に

な
る

が
、

本
当

に
や

っ
て

良
い

か
は

部
長

や
課

員
と

相
談

し
な

が
ら

進
め

る
。

そ
う

し
な

い
と

独
走

し
て

し
ま

う
。

職
位

に
よ

る
他

者
と

の
相

談
職

位
（

条
件

）
、

慎
重

（
結

果
）

職
位

、
慎

重

・
職

位
が

上
が

れ
ば

目
標

設
定

す
る

の
で

、
よ

り
考

え
る

し
上

位
者

の
考

え
を

入
れ

て
行

動
す

る
。

自
ら

考
え

適
切

に
行

動
す

る
こ

と
を

大
切

に
し

て
お

り
、

自
然

に
で

き
る

よ
う

に
な

ら
な

い
と

育
た

な
い

し
、

総
合

政
策

部
や

事
業

団
で

そ
の

よ
う

に
育

て
て

も
ら

っ
た

。
職

位
に

よ
る

自
覚

、
育

成
さ

れ
た

経
験

職
位

（
条

件
）

、
意

識
化

（
結

果
）

、
支

援
（

影
響

）
職

位
、

意
識

化
、

支
援

・
課

員
は

処
理

に
追

わ
れ

余
裕

が
な

か
っ

た
が

、
課

長
の

方
が

進
む

。
年

数
の

経
過

で
経

験
が

蓄
積

さ
れ

る
の

で
進

む
し

、
前

向
き

に
な

る
。

年
数

に
よ

る
向

上
、

職
位

に
よ

る
業

務
内

容
の

違
い

熟
達

化
（

結
果

）
、

職
位

（
条

件
）

熟
達

化
、

職
位

・
自

分
で

完
結

す
る

こ
と

は
で

き
る

が
、

教
員

へ
の

連
絡

を
メ

ー
ル

と
文

書
の

両
方

で
や

っ
て

い
る

こ
と

の
改

善
な

ど
は

、
1年

目
は

様
子

を
見

る
。

年
数

に
よ

る
向

上
、

自
己

完
結

経
験

値
（

結
果

）
、

自
己

完
結

（
条

件
）

経
験

値
、

自
己

完
結

・
課

長
に

と
っ

て
実

践
の

場
は

会
議

体
で

あ
る

。
役

員
と

の
や

り
と

り
は

賛
成

の
人

ば
か

り
だ

が
、

会
議

体
に

は
反

対
の

人
も

い
る

。
職

位
に

よ
る

場
面

の
多

様
化

職
位

（
条

件
）

職
位

・
議

事
録

の
課

長
点

検
は

1回
の

み
に

す
る

こ
と

な
ど

、
聞

く
こ

と
と

不
要

な
こ

と
が

分
か

っ
て

き
た

。
前

は
う

じ
う

じ
考

え
て

い
た

が
、

自
分

で
は

ど
う

し
よ

う
も

な
い

こ
と

は
直

ぐ
に

課
長

に
相

談
す

る
。

文
科

省
へ

の
電

話
は

1回
経

験
す

る
と

後
は

問
題

な
い

が
、

最
初

は
課

長
か

ら
文

科
省

に
聞

く
よ

う
に

言
わ

れ
た

。

年
数

に
よ

る
向

上
熟

達
化

（
結

果
）

熟
達

化

・
最

初
は

自
分

の
こ

と
で

い
っ

ぱ
い

だ
っ

た
が

、
講

演
会

で
聞

い
た

こ
と

や
魅

力
的

な
話

し
方

は
や

っ
て

み
た

く
な

る
。

年
数

の
経

過
で

余
裕

が
で

き
全

体
が

見
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

議
事

録
も

同
じ

話
に

な
る

の
で

、
内

容
よ

り
も

雰
囲

気
を

掴
む

よ
う

に
な

っ
た

。
年

数
に

よ
る

余
裕

熟
達

化
（

結
果

）
、

余
裕

（
条

件
）

熟
達

化
、

余
裕

・
仕

事
の

リ
ス

ク
管

理
と

し
て

は
、

経
験

を
生

か
し

て
対

応
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

経
験

の
蓄

積
経

験
値

（
結

果
）

経
験

値

・
実

務
を

し
て

い
な

い
の

で
、

実
験

し
た

り
試

す
こ

と
は

行
動

と
し

て
は

な
い

。
や

ら
せ

る
立

場
に

な
っ

て
い

る
の

で
減

っ
て

い
る

。
職

位
に

よ
る

業
務

内
容

の
違

い
職

位
（

条
件

）
職

位

・
経

験
が

増
え

た
分

、
評

価
が

上
が

る
。

新
卒

直
後

は
新

し
い

機
会

が
多

か
っ

た
。

定
型

業
務

や
組

織
運

営
業

務
で

つ
ま

ず
い

た
こ

と
は

、
先

輩
に

聞
い

て
対

応
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
経

験
の

蓄
積

経
験

値
（

条
件

）
経

験
値

・
実

際
に

や
る

、
実

験
す

る
は

少
し

ず
つ

上
昇

し
て

い
る

。
実

際
に

応
用

す
る

は
2年

目
か

ら
考

え
て

い
る

が
横

這
い

で
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
が

あ
り

完
成

形
に

近
い

の
で

、
制

度
が

変
わ

ら
な

い
と

自
分

の
力

で
は

で
き

な
い

。

年
数

に
よ

る
向

上
、

権
限

に
よ

る
制

約
熟

達
化

（
結

果
）

、
権

限
（

条
件

）
熟

達
化

、
権

限

・
多

様
性

を
受

け
入

れ
ら

れ
る

こ
と

で
、

こ
ち

ら
の

話
も

納
得

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
多

様
性

の
受

容
他

者
へ

の
姿

勢
（

結
果

）
他

者
と

の
関

係
性

・
学

生
相

談
は

ポ
イ

ン
ト

が
分

か
る

と
自

然
と

応
用

し
て

い
た

。
教

学
部

で
は

デ
ー

タ
の

扱
い

が
洗

練
さ

れ
て

い
っ

た
。

年
数

に
よ

る
向

上
熟

達
化

（
結

果
）

熟
達

化
・

チ
ャ

レ
ン

ジ
ャ

ブ
ル

な
こ

と
は

で
き

ず
保

守
的

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
若

い
職

員
を

見
て

い
る

と
学

び
な

が
ら

進
ん

で
い

る
と

感
じ

る
。

体
力

の
低

下
で

残
業

す
る

の
が

辛
く

な
っ

て
い

る
。

年
数

に
よ

る
保

守
化

、
体

力
の

低
下

熟
達

の
頭

打
ち

（
結

果
）

熟
達

化
、

性
格

・
挑

戦
し

た
い

と
い

う
気

持
ち

は
強

く
な

っ
て

い
る

が
、

学
生

や
教

員
と

の
関

わ
り

で
、

こ
の

大
学

で
生

か
せ

る
か

様
子

を
見

て
い

る
と

こ
ろ

が
あ

る
。

今
は

言
語

系
の

教
員

が
相

手
で

、
他

で
教

員
に

対
応

し
た

方
法

が
生

き
る

か
考

え
て

い
る

。
年

数
に

よ
る

意
欲

の
向

上
、

他
で

の
経

験
の

活
用

熟
達

化
（

結
果

）
、

多
部

課
経

験
（

条
件

）
、

教
員

と
の

関
係

（
条

件
）

熟
達

化
、

多
部

課
経

験
、

教
員

と
の

関
係

・
実

際
に

や
る

は
挑

戦
と

同
じ

で
自

分
が

変
わ

る
き

っ
か

け
に

な
っ

た
。

実
験

す
る

に
つ

い
て

は
、

汎
用

性
の

あ
る

や
り

方
が

分
か

っ
て

き
た

。
応

用
す

る
は

、
エ

ク
セ

ル
の

使
い

方
で

教
え

ら
れ

た
こ

と
を

す
ぐ

や
っ

て
み

る
の

は
、

新
人

の
時

は
し

っ
か

り
や

る
こ

と
だ

っ
た

が
、

余
裕

が
で

き
た

こ
と

に
よ

る
。

経
験

の
蓄

積
、

余
裕

経
験

値
（

結
果

）
、

余
裕

（
影

響
）

経
験

値
、

余
裕

・
国

際
部

で
も

業
務

に
よ

る
こ

と
が

大
き

く
、

1年
目

は
下

請
け

的
で

挑
戦

す
る

も
の

が
な

か
っ

た
が

挑
戦

し
よ

う
と

し
て

い
た

。
2年

目
で

仕
事

が
分

か
り

増
え

て
い

き
、

こ
の

4項
目

（
能

動
的

実
験

）
の

評
価

も
上

が
っ

て
い

っ
た

。
最

後
は

頭
打

ち
の

感
じ

が
あ

り
、

同
じ

こ
と

を
し

て
も

成
長

感
は

な
い

と
感

じ
た

。
課

員
と

し
て

自
分

の
で

き
る

こ
と

は
こ

こ
ま

で
と

い
う

感
じ

で
、

課
員

で
は

政
策

決
定

の
プ

ロ
セ

ス
に

入
れ

な
か

っ
た

。

年
数

に
よ

る
向

上
、

職
位

に
よ

る
制

約
熟

達
化

（
結

果
）

、
権

限
（

条
件

）
熟

達
化

、
権

限

・
1年

目
は

引
き

継
い

だ
業

務
を

や
っ

て
み

て
、

2年
目

に
自

分
で

変
え

た
方

が
良

い
と

思
っ

た
こ

と
を

試
し

て
み

る
。

年
数

に
よ

る
向

上
熟

達
化

（
結

果
）

熟
達

化

・
実

験
す

る
は

、
職

位
が

上
が

る
と

チ
ャ

レ
ン

ジ
は

躊
躇

す
る

よ
う

に
な

る
。

職
位

に
よ

る
自

制
職

位
（

条
件

）
、

慎
重

（
結

果
）

職
位

、
慎

重

・
失

敗
を

恐
れ

て
い

る
の

で
、

定
型

業
務

で
支

障
の

な
い

も
の

以
外

は
慎

重
で

前
年

踏
襲

に
な

る
。

一
人

だ
と

怖
い

し
自

信
が

な
い

の
で

、
先

輩
や

上
司

の
了

解
を

得
ら

れ
れ

ば
や

る
。

慎
重

、
自

信
が

な
い

慎
重

（
結

果
）

、
自

信
（

結
果

）
慎

重
、

自
信

【
資

料
3
-
7
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析
－

能
動

的
実

験
（

大
学

規
模

別
）

巨
大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
必
要
性
を
感
じ
る
と
進
む
が
、
順
調
に
い
っ
て
い
た
り
忙
し
す
ぎ
る
と
進
ま
な
い
。
ル
ー
テ
ィ
ン
で

基
礎
体
力
を
つ
け
る
と
早
く
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
メ
ー
ル
処
理
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

必
要
性
、
順
調
・
多
忙
に

よ
る
制
約
、
基
礎
知
識
に

よ
る
効
率
性

必
要
性
（
結
果
）
、
余
裕

（
影
響
）
、
経
験
値
（
結

果
）

余
裕
、
経
験
値

・
基
本
的
に

3業
務
で
変
わ
ら
な
い
が
、
時
限
的
業
務
は
そ
の
期
間
に
よ
り
、
長
い
と
変
わ
ら
な
い
。

業
務
に
よ
る
違
い
は
な
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
ト
ラ
イ
を
す
る
感
覚
で
、
定
型
業
務
と
時
限
的
業
務
で
は
使
え
る
な
ら
そ
れ
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

業
務
に
よ
り
活
用
の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
時
限
的
業
務
は
期
限
が
あ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
さ
が
求
め
ら
れ
、
来
年
は
な
い
仕
事
な
の
で
経
験
値
で
さ
っ
さ
と
や
る
。

業
務
に
よ
り
活
用
の
違

い
、
経
験
値

業
務
内
容
（
条
件
）
、
経

験
値
（
結
果
）

業
務
内
容
、
経
験
値

・
定
型
業
務
ほ
ど
意
識
す
る
。

業
務
に
よ
り
活
用
の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
実
際
に
や
る
の
は
学
務

C・
国
際

Cで
共
通
、
実
験
す
る
は
学
務

Cは
場
面
が
な
い
、
実
際
に
応
用
す
る
は
国
際

Cで
は
い
ろ
い
ろ
や
ら
せ

て
も
ら
っ
た
の
で
広
が
っ
た
。

課
に
よ
り
活
用
の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
学
務

Cは
決
ま
っ
た
こ
と
を
き
ち
ん
と
や
る
の
で
あ
ま
り
無
い
が
、
入
学

Cは
変
え
る
こ
と
が
あ
る
部
署
で
い
ろ
い
ろ
や
り
始
め
た
。

課
に
よ
り
活
用
の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
試
せ
る
場
面
は
現
在
が
一
番
多
い
。
自
分
の
裁
量
が
多
い
の
で
楽
し
い
。

業
務
に
よ
り
活
用
の
違

い
、
裁
量
幅

業
務
内
容
（
条
件
）
、
裁

量
（
条
件
）

業
務
内
容
、
裁
量

・
で
き
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
校
友
会
担
当
は
自
分
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
や
り
た
い
よ
う
に
で
き
た
。
学
長
室
は
各
チ
ー
ム
に
落
と
す
の

で
思
っ
た
と
お
り
に
で
き
ず
、
実
現
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
う
ま
く
落
ち
な
い
と
動
か
な
い
。

課
に
よ
り
活
用
の
違
い
、

裁
量
幅

業
務
内
容
（
条
件
）
、
裁

量
（
条
件
）

業
務
内
容
、
裁
量

・
実
際
に
や
る
と
試
す
は
年
数
と
部
課
に
よ
り
、
新
し
い
こ
と
を
や
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
や
れ
る
環
境
に
あ
る
か
に
よ
る
。

年
数
に
よ
る
向
上
、
課
に

よ
り
活
用
の
違
い

経
験
値
（
結
果
）
、
業
務

内
容
（
条
件
）

経
験
値
、
業
務
内
容

・
講
義
な
ど
で
学
ん
だ
こ
と
は
や
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。
聞
い
た
こ
と
は
良
さ
そ
う
に
思
え
る
し
、
実
際
に
や
ら
な
い
と
意
味
が
な
い
。

学
習
内
容
の
活
用

研
修
会
（
影
響
）

研
修
会

・
結
果
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
や
る
メ
リ
ッ
ト
と
や
ら
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト
と
、
組
織
運
営
上
の
課
題
を
天
秤
に
か
け
て
考
え
る
。

組
織
理
解
の
深
化

組
織
理
解
（
結
果
）

組
織
理
解

・
新
し
い
こ
と
を
す
る
の
が
好
き
だ
し
、
そ
の
時
に
似
た
も
の
を
探
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
ど
う
当
て
は
め
ら
れ
る
か
常
に
考
え

る
。

性
格

性
格
（
条
件
）

性
格

・
20

00
年
に
大
学
経
営
本
部
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
大
学
改
革
に
積
極
的
な
方
向
に
な
っ
た
こ
と
で
、
個
人
と
し
て
も
意
識
づ
け
さ
れ

た
。
同
時
に
主
事
・
主
査
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

組
織
改
革
・
昇
進
に
よ
る

意
識
向
上

組
織
改
革
（
影
響
）
、
昇

進
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）

組
織
改
革
、
職
位
、
意
識

化

・
多
様
な
人
と
出
合
い
、
新
し
い
こ
と
だ
ら
け
で
学
ん
で
実
際
に
や
っ
て
い
る
が
、
自
由
に
動
け
て
い
る
。

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広

さ
、
裁
量
幅

業
務
内
容
（
条
件
）
、
裁

量
（
条
件
）

業
務
内
容
、
裁
量

・
外
部
や
他
部
課
と
の
繋
が
り
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
は
よ
く
や
る
。
民
間
な
ど
を
見
る
と
使
え
る
方
法
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
。

学
習
内
容
の
活
用

他
者
の
刺
激
（
影
響
）

他
者
の
刺
激

・
仕
事
や
場
面
は
パ
タ
ー
ン
化
で
き
な
い
。
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
も
の
で
や
る
の
は
ま
ず
く
、
ケ
ー
ス
毎
に
正
解
を
考
え
て
い
く
こ
と
を
意

識
的
に
や
っ
て
い
る
。
他
者
、
特
に
中
途
採
用
者
と
の
交
流
が
あ
り
、
そ
の
考
え
に
も
影
響
を
受
け
て
い
る
。

状
況
に
応
じ
た
最
適
化
、

他
者
と
の
交
流

状
況
把
握
（
結
果
）
、
他

者
の
刺
激
（
影
響
）

状
況
、
他
者
の
刺
激

・
本
や
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
自
己
研
鑽
し
て
い
る
。
大
学
院
の
設
置
申
請
業
務
を
し
た
の
で
、

10
年
ほ
ど
前
に
大
学
院
で
学
び
研
究
と
業
務

を
両
立
し
た
。
現
在
も
研
究
所
の
研
究
員
と
し
て
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究
活
動
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
で
議
論
す
る
た
め
に
自

ら
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
人
脈
も
広
が
り
刺
激
を
受
け
る
。

外
部
で
の
学
習
活
動

大
学
院
（
影
響
）
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
結
果
）

大
学
院
、
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

・
周
り
や
上
司
の
反
応
で
乗
っ
て
こ
な
い
と
見
え
た
ら
、
今
は
止
め
て
お
こ
う
と
思
う
。

関
係
者
の
反
応

関
係
者
の
理
解
（
影
響
）

関
係
者
の
理
解

・
他
者
と
の
考
え
方
の
違
い
が
難
し
い
と
思
う
し
、
ベ
ク
ト
ル
が
促
進
要
因
に
な
る
。
個
の
成
長
の
う
え
に
チ
ー
ム
学
習
が
あ
る
の
で
、
一

人
だ
け
や
っ
て
い
な
い
と
い
う
雰
囲
気
を
作
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

関
係
者
の
理
解

関
係
者
の
理
解
（
条
件
）

関
係
者
の
理
解

・
小
さ
く
始
め
て
形
に
は
で
き
る
が
、
予
算
を
と
っ
て
全
学
に
広
げ
る
こ
と
に
は
引
い
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

案
件
の
影
響
範
囲
の
大
き

さ
関
係
者
の
範
囲
（
影
響
）

関
係
者
の
範
囲

・
共
感
が
得
ら
れ
た
り
合
意
が
得
ら
れ
る
と
変
え
や
す
い
。
合
意
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
価
値
が
あ
る
と
思
う
の
で
確
信
が
も
て
る
。

関
係
者
の
理
解
、
確
信

関
係
者
の
理
解
（
条

件
）
、
自
信
（
条
件
）

関
係
者
の
理
解
、
自
信

・
目
的
と
の
関
係
で
意
味
が
あ
れ
ば
や
ろ
う
と
思
う
。
建
前
で
や
る
も
の
は
や
る
気
に
な
ら
な
い
。

案
件
の
意
味
の
理
解

自
己
の
理
解
度
（
条
件
）

自
己
の
理
解
度

・
承
認
を
得
て
進
め
る
も
の
は
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
自
分
の
得
ら
れ
る
情
報
の
み
で
や
っ
て
い
た
り
す
る
の
で
ぐ
る
ぐ
る

と
考
え
る
。
大
筋
の
ゴ
ー
ル
が
同
じ
だ
と
ア
ド
バ
イ
ス
に
な
る
の
で
進
む
。
止
め
る
の
は
デ
メ
リ
ッ
ト
や
リ
ス
ク
が
あ
る
人
が
い
る
か
ら

で
、
そ
の
理
由
を
聞
い
て
考
え
る
。

案
件
の
理
解
、
助
言
、
関

係
者
の
理
解

自
己
の
理
解
度
（
条

件
）
、
助
言
（
影
響
）
、

関
係
者
の
理
解
（
結
果
）

自
己
の
理
解
度
、
助
言
、

関
係
者
の
理
解

・
求
め
ら
れ
て
い
る
業
務
に
対
す
る
理
解
度
が
低
い
と
共
通
性
を
見
出
せ
な
い
。
深
み
が
な
い
と
難
し
い
し
、
知
識
量
の
差
に
よ
る
。

自
己
の
理
解
度
・
知
識
量

自
己
の
理
解
度
（
条
件
）

自
己
の
理
解
度

・
自
分
の
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
な
い
と
キ
ー
マ
ン
が
分
か
ら
な
い
。

キ
ー
マ
ン
の
把
握

組
織
理
解
（
条
件
）

組
織
理
解

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
能
動
的
実
験
（
大
学
規
模
別
）

巨
大
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
あ

ま
り

で
き

て
お

ら
ず

伸
び

し
ろ

が
あ

る
こ

と
は
進

む
。

失
敗

は
メ

モ
し

て
対

応
す

れ
ば

よ
い

が
、

苦
手

だ
と

進
ま

な
い

。
こ

こ
を

変
え

よ
う

と
い

う
課

全
体

に
関

わ
る

も
の

は
相

当
つ

め
な
い

と
言

え
な

い
。

案
件
の
内
容
、
得
意
、
案

件
の
影
響
範
囲

案
件
の
内
容
（
結
果
）
、

性
格
（
条
件
）
、
関
係
者

の
範
囲
（
影
響
）

案
件
の
内
容
、
性
格
、
関

係
者
の
範
囲

・
時

間
的

余
裕

も
あ

る
が

、
新

し
い

こ
と

は
得

意
だ
っ

た
り

好
き

だ
と

前
向

き
で

楽
し

み
が

あ
る

の
で

や
る

。
関

わ
る

人
や

決
断

す
る

人
の

合
意

を
得

ら
れ

な
い

と
進

ま
な

い
し

、
そ

う
推

測
す
る

と
進

ま
な

い
。

余
裕
、
得
意
、
関
係
者
の

理
解
度

余
裕
（
影
響
）
、
性
格

（
条
件
）
、
関
係
者
の
理

解
（
結
果
）

余
裕
、
性
格
、
関
係
者
の

理
解

・
教

員
と

学
生

と
の

交
流

を
考

え
た

が
、

学
生

自
治
会

が
な

い
し

、
誰

に
ア

プ
ロ

ー
チ

し
て

良
い

か
分

か
ら

な
い

し
、

熱
意

の
あ

る
教

員
が

い
な

い
し

、
日

英
で

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

ど
う
す

る
か

な
ど

の
や

り
方

の
問

題
な

ど
、

多
く

の
こ

と
が

あ
り

実
現

で
き

な
か

っ
た

。
組
織
状
況
の
理
解
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
の
把
握

組
織
理
解
（
条
件
）

組
織
理
解

・
職

位
が

上
が

れ
ば

や
り

や
す

く
な

る
。

や
り

た
い
こ

と
を

落
と

し
込

め
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

が
大

き
い

。
課

員
の

時
は

提
案

し
に

く
か

っ
た
し

躊
躇

し
て

い
た

。
職
位
に
よ
る
権
限

職
位
（
条
件
）
、
権
限

（
条
件
）

職
位
、
権
限

・
提

案
の

構
成

・
組

み
立

て
方

が
大

き
く

、
説

明
の
仕

方
に

よ
り

通
る

も
の

も
通

ら
な

い
も

の
に

な
る

。
提
案
内
容
・
説
明
方
法

準
備
状
況
（
結
果
）

準
備
状
況

・
自

分
で

変
え

ら
れ

る
範

囲
で

や
っ

て
き

て
お

り
、
組

織
の

運
営

を
変

え
る

よ
う

な
こ

と
に

は
取

り
組

ん
で

お
ら

ず
、

ス
ム

ー
ズ

に
い

っ
た

、
い
か

な
い

の
差

は
な

い
。

対
象
と
な
る
範
囲
の
判
断

関
係
者
の
範
囲
（
結
果
）

関
係
者
の
範
囲

・
小

さ
な

改
善

だ
と

ス
ム

ー
ズ

に
い

く
が

、
今

ま
で
に

な
い

こ
と

に
取

り
組

む
と

反
対

が
で

る
。

案
件
の
影
響
範
囲
、
関
係

者
の
理
解

関
係
者
の
範
囲
（
条

件
）
、
関
係
者
の
理
解

（
結
果
）

関
係
者
の
範
囲
、
関
係
者

の
理
解

・
一

緒
に

や
る

メ
ン

バ
ー

の
ク

オ
リ

テ
ィ

に
よ

っ
て
変

わ
る

。
関
係
者
の
質

関
係
者
の
状
況
（
条
件
）

関
係
者
の
状
況

・
自

分
の

課
で

完
結

で
き

る
こ

と
は

で
き

る
が

、
他
部

署
や

教
員

が
絡

む
と

調
整

が
い

る
の

で
慎

重
に

な
る

。
案
件
の
影
響
範
囲
、
慎
重

関
係
者
の
範
囲
（
条

件
）
、
慎
重
（
結
果
）

関
係
者
の
範
囲
、
慎
重

・
自

信
が

あ
る

も
の

は
促

進
さ

れ
る

し
、

反
対

さ
れ
て

も
進

め
る

。
自

信
が

な
い

と
ア

ド
バ

イ
ス

を
聞

く
し

、
一

度
や

っ
た

こ
と

は
経

験
が

蓄
積

さ
れ

る
。

経
験

を
す

る
と

自
信

は
強

く
な

る
し
、

落
ち

込
ん

で
も

自
信

に
な

っ
て

い
る

。
部

下
に

も
一

度
は

経
験

し
ろ

と
言

っ
て

い
る

。
信
頼

し
て

い
る

人
の

ア
ド

バ
イ

ス
は

響
く

。

自
信
、
助
言
、
経
験
の
蓄

積

自
信
（
条
件
）
、
助
言

（
影
響
）
、
経
験
値
（
結

果
）

自
信
、
助
言
、
経
験
値

・
方

向
が

一
致

し
て

い
た

り
、

と
に

か
く

1回
や

っ
て

み
よ

う
と

い
う

タ
イ

プ
で

業
務

の
や

り
や

す
い

メ
ン

バ
ー

か
ど

う
か

で
、

促
進

さ
れ

る
か

ど
う

か
が

決
ま

る
。

緻
密

に
分

析
す

る
タ

イ
プ
は

苦
手

で
、

自
分

の
温

度
感

を
信

じ
、

失
敗

し
た

ら
軌

道
修

正
す

る
タ

イ
プ

の
方

が
合

う
。

関
係
者
の
理
解
、
関
係
者

の
性
格

関
係
者
の
理
解
（
条

件
）
、
関
係
者
の
状
況

（
条
件
）

関
係
者
の
理
解
、
関
係
者

の
状
況

・
関

係
者

が
多

い
と

価
値

観
が

バ
ラ

バ
ラ

で
う

ま
く
い

か
な

い
し

、
反

対
者

を
動

か
す

こ
と

は
難

し
い

。
自

分
が

正
し

い
と

思
っ

て
い

て
も

進
ま

な
い

。
関
係
者
の
規
模
と
考
え
方

関
係
者
の
規
模
（
条
件
）

関
係
者
の
規
模

・
提

案
者

と
の

人
間

関
係

で
、

普
段

の
仕

事
で

の
信
頼

関
係

に
あ

れ
ば

不
満

が
あ

っ
て

も
進

む
。

関
係
者
と
の
信
頼
関
係

関
係
者
の
理
解
（
条
件
）

関
係
者
の
理
解

・
周

り
の

同
意

が
得

ら
れ

る
か

、
す

な
わ

ち
仲

間
を
つ

く
れ

る
、

イ
コ

ー
ル

承
認

し
て

も
ら

え
る

こ
と

に
な

る
。

関
係
者
の
理
解
と
協
力

関
係
者
の
理
解
（
条
件
）

関
係
者
の
理
解

・
コ

ロ
ナ

前
に

z
o
o
m
を

導
入

し
よ

う
と

し
た

が
、

覚
え

る
の

が
大

変
、

使
い

慣
れ

て
い

る
、

今
の

や
り

方
で

問
題

が
な

い
と

い
う

意
見

で
、

タ
イ

ミ
ン

グ
が

重
要

。
自

分
の

業
務

に
追

わ
れ

て
い
る

の
で

、
他

者
に

と
っ

て
も

必
要

だ
と

思
っ

て
も

ら
え

る
必

要
が

あ
る

。

提
案
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
関

係
者
に
と
っ
て
必
要
性
の

理
解

タ
イ
ミ
ン
グ
（
結
果
）
、

関
係
者
の
理
解
（
結
果
）

タ
イ
ミ
ン
グ
、
関
係
者
の

理
解

・
上

司
の

態
度

が
促

進
要

因
に

と
し

て
大

き
い

。
国
際

化
推

進
Cの

2番
目

の
上

司
は

国
際

部
門

が
初

め
て

で
よ

く
分

か
ら

な
い

の
で

不
安

が

あ
り

、
な

か
な

か
進

ま
な

か
っ

た
。

上
司
の
態
度
・
理
解
度

上
司
の
姿
勢
（
結
果
）

上
司
の
姿
勢

・
上

司
が

パ
ワ

ー
が

あ
り

、
説

得
力

を
も

っ
て

説
明
し

て
く

れ
る

と
動

か
す

こ
と

が
で

き
る

。
上
司
の
姿
勢

上
司
の
姿
勢
（
結
果
）

上
司
の
姿
勢

・
上

司
の

方
針

と
自

分
の

や
り

た
い

こ
と

が
一

致
す
る

か
が

促
進

要
因

に
な

る
。

大
き

な
制

度
改

革
は

上
の

確
認

と
そ

れ
を

実
施

す
る

た
め

制
度

づ
く

り
に

は
体

力
が

い
る

作
業

に
な

る
。

上
司
の
理
解
と
協
力
、
案

件
の
影
響
範
囲

上
司
の
理
解
（
影
響
）
、

関
係
者
の
規
模
（
条
件
）

上
司
の
理
解
、
関
係
者
の

規
模

・
大

学
は

業
務

の
タ

テ
割

が
き

つ
く

、
課

全
体

を
ど
う

し
た

い
か

の
発

信
が

弱
い

。
全

体
を

ど
う

す
る

か
は

上
司

の
ス

タ
ン

ス
で

変
わ

る
の

で
、

蛸
壺

化
し

な
い

よ
う

に
そ

れ
を

だ
す

よ
う

に
し
て

い
る

。
そ

う
で

な
い

と
デ

ィ
フ

ェ
ン

シ
ブ

に
な

る
。

組
織
の
縦
割
り
に
よ
る
防

衛
、
上
司
の
姿
勢

組
織
の
特
性
（
影
響
）
、

上
司
の
姿
勢
（
結
果
）

組
織
特
性
、
上
司
の
姿
勢

・
教

員
や

役
員

が
表

に
で

る
仕

事
で

は
、

彼
ら

が
そ
の

気
に

な
ら

な
い

と
動

か
な

い
。

全
学

に
号

令
を

か
け

る
仕

事
は

役
員

の
姿

勢
で

進
ま

な
い

こ
と

が
あ

る
。

上
位
者
の
姿
勢

上
位
者
の
姿
勢
（
結
果
）

上
位
者
の
姿
勢

・
課

長
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

が
な

い
と

キ
ー

パ
ー

ソ
ン
へ

の
働

き
か

け
が

う
ま

く
い

か
な

い
。

上
司
の
協
力

上
司
の
支
援
（
結
果
）

上
司
の
支
援

・
他

部
署

が
か

ら
ん

で
も

職
員

の
み

の
も

の
は

進
め
ら

れ
る

が
、

教
員

が
か

ら
み

協
力

や
承

認
を

得
る

も
の

は
難

し
い

。
教

育
と

し
て

、
研

究
と

し
て

ど
う

か
と

言
わ

れ
る

と
太

刀
打

ち
で

き
な
い

。
教
員
が
関
係
す
る

教
員
と
の
関
係
（
結
果
）

教
員
と
の
関
係

・
法

人
内

で
完

結
す

る
も

の
は

ス
ム

ー
ズ

に
進

む
が
、

学
生

や
教

員
に

絡
む

こ
と

は
教

学
の

反
対

が
常

に
あ

っ
た

。
最

初
か

ら
あ

き
ら

め
モ

ー
ド
に

な
る

。
教
員
が
関
係
す
る

教
員
と
の
関
係
（
結
果
）

教
員
と
の
関
係

【
資

料
3
-
7
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

仕
事

へ
の

取
り

組
み

方
の

S
C
A
T
分

析
－

能
動

的
実

験
（

大
学

規
模
別
）

巨
大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
大
学
は
前
年
踏
襲
が
多
く
、
拒
絶
反
応
す
る
率
が
高
く
後
ろ
向
き
が
多
い
の
で
、
上
司
の
後
押
し
が
大
き
い
。

大
学
組
織
の
特
性
、
上
司

の
支
援

組
織
の
特
性
（
影
響
）
、

上
司
の
支
援
（
結
果
）

組
織
特
性
、
上
司
の
支
援

・
コ
ス
ト
や
費
用
対
効
果
と
し
て
学
生
に
効
果
が
あ
る
か
分
か
ら
な
い
中
で
、
予
算
が
発
生
す
る
も
の
は
難
し
い
。
教
員
・
職
員
に
負
担
が

か
か
ら
な
け
れ
ば
で
き
る
。
金
と
労
力
の
か
か
る
も
の
は
難
し
い
。

効
果
の
見
通
し
、
物
理
的

条
件
の
必
要
性
の
有
無

関
係
者
の
理
解
（
結
果
）

関
係
者
の
理
解

・
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
阻
害
要
因
は
図
書
館
運
営
会
議
で
、
他
大
学
で
や
っ
て
い
な
い
こ
と
が
理
由
だ
っ
た
。
会
議
で
納
得
さ

せ
る
の
は
難
し
い
。

前
例
を
超
え
な
い

関
係
者
の
理
解
（
結

果
）
、
組
織
の
特
性
（
影

響
）

関
係
者
の
理
解
、
組
織
特

性

・
現
在
の
仕
事
で
は
職
員
の
方
が
反
対
が
多
い
。
職
員
は
決
ま
っ
た
こ
と
を
が
ち
が
ち
に
や
り
た
が
る
が
、
教
員
が
大
学
の
メ
イ
ン
で
決

ま
っ
た
と
お
り
に
は
で
き
な
い
の
で
、
そ
こ
を
う
ま
く
転
が
す
の
が
職
員
だ
と
思
う
。
機
構
と
学
部
は
違
う
し
、
全
学
ル
ー
ル
は
学
部
に
合

わ
せ
て
い
る
の
で
そ
の
調
整
が
求
め
ら
れ
る
。

職
員
業
務
の
性
格

組
織
の
特
性
（
条
件
）

組
織
特
性

・
ル
ー
テ
ィ
ン
が
多
い
部
課
や
会
議
が
多
い
と
進
め
る
の
が
難
し
い
。
課
員
の
場
合
、
会
議
体
が
上
に
い
く
と
出
席
者
も
変
わ
る
の
で
説
得

が
多
く
な
る
。
入
試
は
職
員
が
プ
ロ
で
数
字
に
反
映
さ
れ
る
し
、
学
生
部
も
職
員
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
で
き
る
。

課
の
業
務
の
違
い
、
会
議

に
よ
る
承
認

業
務
内
容
（
条
件
）
、
組

織
の
特
性
（
条
件
）

業
務
内
容
、
組
織
特
性

教
学
部
の
方
が
順
調
に
進
ま
な
い
こ
と
が
多
い
。
社
会
連
携
は
完
結
し
て
い
る
の
で
ど
う
な
る
か
見
え
る
が
、
教
学
部
は
そ
う
思
っ
て
も
違

う
要
素
が
出
て
く
る
し
、
変
え
る
こ
と
が
常
の
文
化
で
は
な
い
。

0.
1％

の
学
生
の
た
め
に
改
革
を
止
め
る
こ
と
が
あ
り
、
合
理
的
で
な
い
部

分
が
あ
る
。

課
の
業
務
・
考
え
方
の
違

い
業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

（
出
所
：
筆
者
作
成
）

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
能
動
的
実
験
（
大
学
規
模
別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
年
数
の
経
過
で
、
経
験
す
る
部
課
が
多
く
な
り
、
ま
た
、
熟
達
化
に
よ
り
意
識
も
高
ま
り
、
余
裕
と
自
信
を
持
つ
。
職
位
に
よ
り
意
識
が
高
ま
る
が
、
責
任
を
伴
う
の
で
、
他
者
の
意
見
を
聞
い
た
り
、

慎
重
に
な
る
。
能
動
的
実
験
は
、
定
型
業
務
、
組
織
運
営
業
務
、
時
限
的
業
務
で
違
い
が
あ
り
、
部
課
の
業
務
で
も
違
い
が
あ
る
し
、
権
限
に
よ
り
制
約
が
あ
る
。
ま
た
、
他
者
か
ら
の
視
線
や
協
力
者
の
状
況
に
依
存
す
る
。
主

体
の
側
に
は
本
人
の
性
格
の
他
、
業
務
の
意
味
、
内
容
の
理
解
、
説
明
方
法
な
ど
の
準
備
状
況
、
大
学
組
織
に
対
す
る
理
解
が
必
要
で
あ
り
、
関
係
者
の
規
模
、
関
係
者
の
理
解
、
内
容
の
影
響
範
囲
、
上
司
（
上
位
者
）
の
姿

勢
、
教
員
（
教
授
会
）
と
の
関
係
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
影
響
す
る
。
ま
た
、
組
織
改
革
、
助
言
、
大
学
院
、
研
修
会
へ
の
参
加
は
促
進
要
因
に
な
る
。

巨
大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
計
画
を
立
て
る
と
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
は
、
職
務
権
限
が
な
い
の
で
手
ご
た
え
は
な
い
。

職
務
権
限

権
限
（
条
件
）

権
限

・
計
画
を
立
て
る
は
権
限
が
な
い
。

権
限

権
限
（
条
件
）

権
限

・
計
画
を
立
て
る
は
権
限
が
な
い
。
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
は
、
総
務
の
時
に
規
程
を
見
て
責
任
と
業
務
、
役
割
を
理
解
し
た
の
で
、
年
数
と
と

も
に
強
化
さ
れ
て
い
る
。

権
限
、
課
の
業
務
、
年
数

に
よ
る
向
上

権
限
（
条
件
）
、
業
務
内

容
（
条
件
）
、
経
験
値

（
結
果
）

権
限
、
業
務
内
容
、
経
験

値

・
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
は
、
今
は
実
現
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
考
え
、
で
き
る
方
法
を
考
え
る
の
で
、
昔
の
方
が
や
っ
て
い
た
。

業
務
姿
勢
の
変
化
・
組
織

理
解
の
深
化

組
織
理
解
（
結
果
）

組
織
理
解

・
大
学
の
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
の
で
、
課
題
や
大
学
全
体
に
つ
い
て
の
認
識
は
年
数
と
と
も
に
変
化
す
る
。

年
数
に
よ
る
組
織
理
解

組
織
理
解
（
結
果
）

組
織
理
解

・
人
脈
の
活
用
は
年
数
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
。

年
数
に
よ
る
人
脈
の
拡
大

経
験
値
（
結
果
）
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

経
験
値
、
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
年
数
と
と
も
に
高
く
な
っ
て
き
た
。
部
署
に
よ
り
役
割
が
違
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
の
で
、
行
事
の
ダ
ブ
ル

ブ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
他
課
の
意
見
を
聞
い
た
方
が
良
い
。

年
数
に
よ
る
向
上
、
部
課

業
務
の
理
解

経
験
値
（
結
果
）
、
組
織

理
解
（
結
果
）

経
験
値
、
組
織
理
解

・
課
題
意
識
、
人
脈
の
活
用
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
年
数
に
あ
ま
り
関
係
な
い
と
感
じ
る
が
、
課
題
意
識
は
年
数
と
と
も
に
少
し
広

が
っ
て
い
る
。

組
織
理
解
の
向
上

組
織
理
解
（
結
果
）

組
織
理
解

・
課
題
認
識
は
年
数
と
と
も
に
強
く
な
る
。
事
務
局
統
合
は
そ
れ
ま
で
文
化
や
環
境
の
違
い
で
や
っ
て
い
た
が
、
意
識
が
顕
在
化
す
る
機
会

に
な
っ
た
。

年
数
に
よ
る
向
上
、
組
織

改
編
に
よ
る
意
識
化

組
織
理
解
（
結
果
）
、
組

織
改
編
、
意
識
化
（
結

果
）

組
織
理
解
、
組
織
改
編
、

意
識
化

・
人
脈
の
活
用
は
、
学
生
課
の
中
で
完
結
し
て
い
る
の
で
評
価
は
低
い
。

業
務
に
関
係
す
る
人
の
範

囲
業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
短
大
・
大
学
の
区
別
な
く
や
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
が
、
大
学
を
見
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。

指
摘

他
者
意
見
（
影
響
）

他
者
意
見

・
人
脈
の
大
切
さ
は

1年
目
か
ら
教
わ
っ
て
お
り
、
年
々
大
事
だ
な
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
事
さ
に
つ

い
て
は
一
貫
し
て
い
る
。

助
言
と
経
験
の
蓄
積

助
言
（
影
響
）
、
経
験
値

（
結
果
）

助
言
、
経
験
値

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
新
人
の
時
は
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
て
こ
ち
ら
か
ら
話
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
す
よ
う
に

な
っ
て
増
え
た
。

経
験
の
蓄
積

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
人
脈
の
活
用
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
自
信
が
つ
け
ば
自
分
で
広
げ
て
い
こ
う
と
い
う
よ
う
に
な
る
。

自
信

自
信
（
結
果
）

自
信

・
管
理
職
に
な
る
と
見
え
る
範
囲
が
広
が
る
。
課
長
に
な
る
と
課
長
会
に
出
席
す
る
の
で
、
全
体
が
見
え
る
の
で
そ
こ
に
一
線
が
あ
っ
た
。

課
で
の
情
報
共
有
は
課
長
の
裁
量
に
な
っ
て
い
る
。

職
位
に
よ
る
視
野
・
情
報

の
拡
大
、
裁
量

職
位
（
条
件
）
、
権
限

（
条
件
）
、
視
野
拡
大

（
結
果
）

職
位
、
権
限
、
視
野
拡
大

・
予
算
や
他
課
の
状
況
な
ど
、
見
る
と
こ
ろ
が
課
全
体
や
大
学
の
め
ざ
す
と
こ
ろ
と
い
う
意
識
に
な
っ
た
。

視
野
の
拡
大
・
意
識
の
変

化
職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）

職
位
、
意
識
化

・
課
題
意
識
は
役
職
に
就
い
て
か
ら
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
他
人
事
だ
と
思
っ
て
意
見
を
言
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
大
学

を
ど
う
す
る
か
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
若
い
頃
に
言
わ
れ
た
こ
と
は
当
時
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
そ
う
い
う
意
味
だ
っ
た
の
か

と
気
づ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

職
位
に
よ
る
意
識
の
変

化
・
理
解
の
深
化

職
位
（
結
果
）

職
位

・
課
題
意
識
は
、
若
い
頃
は
自
分
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
が
、
上
に
な
る
と
よ
り
実
現
す
る
た
め
に
ど
う
す
る
か
、

特
に
課
長
に
な
っ
て
か
ら
意
識
し
て
い
る
。

職
位
に
よ
る
意
識
の
変
化

職
位
（
結
果
）
、
意
識
化

（
結
果
）

職
位
、
意
識
化

・
教
務
に
な
っ
て
か
ら
大
学
全
体
の
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
就
職
で
は
そ
れ
を
考
え
な
く
て
も
仕
事
が
で
き
た
。
個
別
学
生

を
見
れ
ば
よ
か
っ
た
。

課
に
よ
る
業
務
の
視
野
の

違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
ラ
イ
ン
と
課
題
に
対
す
る
意
識
は
、
総
務
で
よ
り
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
課
題
意
識
は
庶
務
課
の
時
も
意
識
し
て
い
た
が
、
総
務
で
よ
り

強
く
な
っ
た
。

課
に
よ
る
業
務
の
視
野
の

違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
予
算
は
財
務
課
に
い
る
の
で
常
に
考
え
て
お
り
、
そ
れ
が
普
通
で
あ
る
。
課
題
意
識
に
つ
い
て
は
財
務
課
は
学
園
と
の
関
わ
り
が
大
き

く
、
大
学
だ
け
で
な
く
学
園
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

課
に
よ
る
業
務
の
視
野
の

違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
計
画
を
立
て
る
、
ラ
イ
ン
で
仕
事
、
課
題
を
意
識
は
、
認
証
評
価
・
自
己
点
検
業
務
で
は
気
を
付
け
て
対
応
し
て
い
る
。

課
に
よ
る
業
務
の
視
野
の

違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
転
職
で
大
学
は
権
限
関
係
が
強
い
の
で
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
監
督
職
は
執
行
部
と
の
接
点
が
増
え
る
の
で
、
権
限
関
係
を
意
識
す

る
。

組
織
理
解
の
向
上

組
織
理
解
（
結
果
）

組
織
理
解

小

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
大
学
規
模
別
）
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

小

・
ラ

イ
ン

と
課

題
に

対
す

る
意

識
は

年
数

と
と

も
に

高
ま

る
し

、
ラ

イ
ン

に
基

づ
く

に
つ

い
て

は
プ

ロ
セ

ス
を

意
識

す
る

。
年

数
に

よ
る

向
上

経
験

値
（

結
果

）
、

意
識

化
（

結
果

）
経

験
値

、
意

識
化

・
人

を
動

か
す

こ
と

が
で

き
、

予
算

を
把

握
す

る
よ

う
に

な
っ

て
変

わ
っ

て
き

た
。

権
限

権
限

（
条

件
）

権
限

・
組

織
に

所
属

し
て

い
る

以
上

は
、

ラ
イ

ン
と

課
題

に
対

す
る

意
識

は
年

数
が

経
て

も
変

わ
ら

な
い

。
組

織
人

の
意

識
組

織
理

解
（

条
件

）
組

織
理

解

・
計

画
を

立
て

る
は

年
数

の
経

過
で

き
ち

ん
と

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
ラ

イ
ン

と
課

題
認

識
は

環
境

（
仕

事
）

で
意

識
せ

ざ
る

を
得

な
い

。
年

数
に

よ
る

向
上

、
課

の
業

務
の

性
格

経
験

値
（

結
果

）
、

業
務

内
容

（
条

件
）

経
験

値
、

業
務

内
容

・
ラ

イ
ン

に
基

づ
く

は
ど

の
年

数
で

も
必

要
な

こ
と

で
あ

る
。

組
織

人
の

意
識

組
織

理
解

（
条

件
）

組
織

理
解

・
計

画
、

ラ
イ

ン
、

課
題

意
識

は
年

数
と

職
位

で
影

響
を

受
け

て
い

る
。

年
数

・
職

位
の

影
響

経
験

値
（

結
果

）
、

職
位

（
条

件
）

経
験

値
、

職
位

・
年

数
で

人
間

関
係

は
増

え
、

深
さ

が
で

る
の

で
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
実

質
的

に
な

る
。

年
数

に
よ

る
向

上
熟

達
化

（
結

果
）

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

結
果

）
熟

達
化

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

・
人

脈
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

2年
目

く
ら

い
で

学
内

の
組

織
風

土
が

分
か

る
よ

う
に

な
っ

て
、

う
ま

く
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

き

た
。

経
験

年
数

で
環

境
も

変
わ

り
他

か
ら

聞
か

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。

組
織

理
解

の
深

化
、

年
数

に
よ

る
他

者
と

の
関

係
の

変
化

組
織

理
解

（
結

果
）

、
熟

達
化

（
結

果
）

組
織

理
解

、
熟

達
化

・
1年

目
は

自
分

の
仕

事
に

精
一

杯
で

、
2年

目
は

仕
事

の
合

間
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

心
の

ゆ
と

り
が

で
き

た
こ

と
で

、
仕

事
も

回
し

や
す

く
な

り
ス

ピ
ー

デ
ィ

に
こ

な
せ

る
よ

う
に

な
っ

た
。

年
数

に
よ

る
向

上
熟

達
化

（
結

果
）

熟
達

化

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
年

数
と

大
き

く
関

わ
り

、
話

す
機

会
が

増
え

る
こ

と
で

考
え

方
が

分
か

る
よ

う
に

な
っ

た
。

年
数

に
よ

る
関

係
者

の
増

加
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
大

（
結

果
）

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

・
年

数
や

職
位

で
増

え
て

い
る

。
担

当
者

の
視

点
か

ら
も

の
を

見
て

い
た

が
、

や
り

と
り

が
増

え
た

り
広

い
視

点
に

な
る

こ
と

か
ら

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

解
決

の
方

法
は

変
わ

っ
て

く
る

し
増

え
て

く
る

。
年

数
・

職
位

の
影

響
、

視
野

の
変

化

熟
達

化
（

結
果

）
、

職
位

（
条

件
）

、
視

野
拡

大
（

結
果

）

熟
達

化
、

職
位

、
視

野
拡

大

・
計

画
を

立
て

る
は

役
職

、
計

画
を

立
て

る
、

人
脈

の
活

用
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

年
数

と
経

験
が

大
き

い
。

職
位

と
権

限
、

年
数

に
よ

る
向

上

職
位

（
条

件
）

、
権

限
（

条
件

）
、

熟
達

化
（

結
果

）
職

位
、

権
限

、
熟

達
化

・
課

題
意

識
は

明
ら

か
に

年
数

で
強

く
意

識
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

年
数

に
よ

る
向

上
組

織
理

解
（

結
果

）
、

意
識

化
（

結
果

）
組

織
理

解
、

意
識

化

・
年

数
で

高
く

な
る

。
最

初
は

何
が

課
題

か
も

分
か

ら
な

か
っ

た
が

、
も

の
事

の
進

め
方

が
見

え
て

き
た

し
、

課
題

や
方

向
性

を
意

識
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

年
数

に
よ

る
向

上
熟

達
化

（
結

果
）

、
意

識
化

（
結

果
）

熟
達

化
、

意
識

化

・
課

題
意

識
と

人
脈

は
年

数
と

と
も

に
増

す
。

人
事

課
の

視
点

か
ら

見
て

い
た

が
、

そ
れ

が
学

園
全

体
に

な
っ

た
し

、
異

動
し

た
就

職
課

の
経

験
は

大
き

く
、

企
業

と
話

す
こ

と
で

視
野

が
広

が
り

、
比

較
し

て
大

学
の

役
割

、
課

題
な

ど
を

考
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

慣
れ

て
く

る
と

得
ら

れ
る

情
報

が
増

え
る

。
管

理
部

門
は

理
事

会
の

資
料

が
回

覧
さ

れ
る

が
、

大
学

部
門

は
そ

れ
が

な
い

の
で

、
管

理
部

門
の

方
が

法
人

全
体

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
。

年
数

に
よ

る
向

上
、

課
に

よ
る

接
点

・
視

野
の

違
い

熟
達

化
（

結
果

）
、

業
務

内
容

（
条

件
）

、
視

野
拡

大
（

結
果

）

熟
達

化
、

業
務

内
容

、
視

野
拡

大

・
課

題
は

年
数

で
意

識
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

年
数

に
よ

る
向

上
組

織
理

解
（

結
果

）
、

意
識

化
（

結
果

）
組

織
理

解
、

意
識

化

・
職

位
は

周
り

の
見

方
は

あ
る

と
思

う
が

、
自

分
の

側
で

は
そ

れ
ほ

ど
な

い
。

職
位

に
よ

る
他

者
の

見
方

職
位

（
条

件
）

職
位

・
計

画
を

立
て

る
は

課
長

か
ら

、
ラ

イ
ン

と
課

題
に

対
す

る
意

識
は

部
長

か
ら

意
識

し
て

い
る

。
課

員
の

時
は

上
の

批
判

が
簡

単
に

で
き

、
上

司
の

せ
い

に
し

て
き

た
部

分
も

あ
っ

た
が

、
正

し
い

か
ら

組
織

で
認

め
ら

れ
る

わ
け

で
は

な
い

と
感

じ
て

い
た

。
係

長
で

は
課

員
の

意
見

を
ま

と
め

上
に

持
っ

て
い

っ
た

が
、

そ
こ

で
自

分
は

な
く

な
っ

て
し

ま
う

と
思

っ
た

。
課

長
か

ら
任

せ
る

と
言

わ
れ

、
や

っ
て

や
ろ

う
と

思
っ

た
。

職
位

に
よ

る
意

識
の

違
い

職
位

（
条

件
）

、
意

識
化

（
結

果
）

職
位

、
意

識
化

・
補

佐
も

多
少

意
識

し
て

い
た

が
、

課
長

は
課

員
に

ゴ
ー

ル
を

見
せ

る
必

要
が

あ
り

、
計

画
を

自
分

の
言

葉
で

作
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。
職

位
に

よ
る

意
識

の
違

い
職

位
（

条
件

）
、

意
識

化
（

結
果

）
職

位
、

意
識

化

・
計

画
を

立
て

る
、

課
題

意
識

、
人

脈
の

活
用

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
職

位
が

代
わ

っ
た

の
で

強
ま

っ
た

。
課

題
意

識
は

年
数

が
浅

い
と

意
識

は
薄

い
。

人
脈

は
年

数
で

増
え

て
活

用
し

て
い

る
し

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
部

下
が

で
き

た
の

で
意

識
が

変
わ

っ
た

。
職

位
に

よ
る

意
識

の
違

い
職

位
（

条
件

）
、

意
識

化
（

結
果

）
職

位
、

意
識

化

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

年
数

の
経

過
に

よ
り

、
人

脈
が

拡
大

し
、

組
織

の
理

解
が

進
む

の
で

、
課

題
に

対
す

る
意

識
が

高
ま

り
、

ま
た

、
権

限
関

係
や

業
務

を
進

め
る

ル
ー

ト
が

分
か

る
よ

う
に

な
る

し
、

自
信

を
持

ち
、

対
人

関
係

も
熟

達
化

し
て

い
く

。
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
/
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

は
、

職
位

に
よ

る
権

限
に

も
と

づ
い

て
行

わ
れ

、
職

位
に

よ
り

意
識

が
高

ま
る

し
、

視
野

も
拡

大
す

る
。

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

/
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
対

す
る

意
識

は
部

課
の

業
務

に
よ

り
違

い
は

あ
る

し
、

助
言

や
組

織
改

編
は

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

/
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

を
意

識
す

る
機

会
に

な
る

。

【
資

料
3
-
7
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
仕

事
へ

の
取

り
組

み
方

の
S
C
A
T
分

析
－

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

/
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

（
大

学
規

模
別

）

中
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
上

の
承

認
が

得
ら

れ
に

く
い

の
で

、
人

脈
は

考
え

な
が

ら
や

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

思
う

。
特

に
教

学
Cは

職
員

の
上

に
教

員
が

い
る

の
で

、
教

員
と

の
力

関
係

で
難

し
い

。

組
織

理
解

の
深

化
、

教
員

が
関

係
す

る
組

織
理

解
（

結
果

）
、

教
員

と
の

関
係

（
結

果
）

組
織

理
解

、
教

員
と

の
関

係

・
ラ

イ
ン

に
基

づ
く

は
立

場
、

部
署

で
異

な
る

。
附

属
校

は
あ

ま
り

ル
ー

ル
が

確
立

し
て

い
な

い
の

で
自

分
の

ペ
ー

ス
で

進
め

ら
れ

た
が

、
人

事
課

は
フ

ォ
ー

マ
ル

に
や

る
こ

と
が

決
ま

っ
て

い
る

。
課

題
意

識
は

附
属

校
で

は
自

校
の

こ
と

し
か

見
て

い
な

か
っ

た
。

職
位

と
課

に
よ

る
違

い
職

位
（

条
件

）
、

業
務

内
容

（
条

件
）

職
位

、
業

務
内

容

・
最

初
は

目
の

前
の

課
題

を
こ

な
す

こ
と

に
精

一
杯

だ
っ

た
が

、
最

近
は

大
き

な
流

れ
を

考
え

意
識

す
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
時

限
的

業
務

を
担

当
し

、
課

で
は

総
が

か
り

な
の

で
、

特
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

活
発

に
な

っ
て

い
る

。
年

数
に

よ
る

向
上

、
業

務
に

よ
る

違
い

熟
達

化
（

結
果

）
、

業
務

内
容

（
条

件
）

熟
達

化
、

業
務

内
容

・
ラ

イ
ン

に
基

づ
く

に
つ

い
て

は
、

メ
デ

ィ
ア

業
界

は
営

業
成

績
が

あ
る

の
で

個
人

の
役

割
に

な
る

が
、

大
学

は
稟

議
な

ど
組

織
対

応
が

多
い

。
大

学
業

務
の

特
徴

組
織

理
解

（
結

果
）

組
織

理
解

・
計

画
を

立
て

る
と

課
題

意
識

は
年

数
で

上
が

っ
て

い
る

。
計

画
を

立
て

る
に

つ
い

て
は

、
若

い
時

は
定

型
業

務
を

や
れ

ば
良

か
っ

た
が

、
キ

ャ
ン

パ
ス

別
の

状
況

が
あ

る
中

で
ど

う
す

る
か

考
え

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

統
一

性
が

あ
り

ア
イ

デ
ン

テ
ィ

テ
ィ

で
胸

を
は

れ
る

も
の

は
何

か
、

何
が

学
べ

る
、

何
が

で
き

る
か

に
つ

い
て

し
っ

か
り

固
ま

っ
て

い
な

い
と

だ
め

だ
と

就
職

当
初

か
ら

思
っ

て
い

た
が

、
そ

れ
が

特
に

15
0周

年
事

業
の

ビ
ジ

ョ
ン

委
員

を
し

た
時

に
、

考
え

れ
ば

考
え

る
ほ

ど
骨

太
の

も
の

が
あ

る
か

強
く

考
え

る
よ

う
に

な
っ

た
。

年
数

に
よ

る
向

上
、

業
務

に
よ

る
意

識
化

熟
達

化
（

結
果

）
、

業
務

内
容

（
条

件
）

、
意

識
化

（
結

果
）

熟
達

化
、

業
務

内
容

、
意

識
化

・
ラ

イ
ン

に
基

づ
く

こ
と

と
課

題
の

認
識

は
、

1年
目

か
ら

厳
し

く
意

識
し

て
い

た
の

で
変

わ
り

は
な

い
。

就
職

時
か

ら
目

標
は

見
て

い
た

し
、

就
職

後
は

周
り

か
ら

繰
り

返
し

聞
か

さ
れ

て
き

た
。

ま
だ

ま
だ

活
用

し
き

れ
て

い
な

い
が

、
人

脈
は

2年
目

に
飛

躍
的

に
拡

大
し

、
学

内
外

に
頼

れ
る

人
が

で
き

た
。

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
も

1年
目

は
緊

張
し

て
い

た
が

、
2年

目
は

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
声

を
発

し
や

す
く

な
っ

た
。

年
数

に
よ

る
向

上
、

意
識

化
、

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拡

大
、

他
者

の
意

見

熟
達

化
（

結
果

）
、

意
識

化
（

結
果

）
、

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
結

果
）

、
他

者
意

見
（

影
響

）

熟
達

化
、

意
識

化
、

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
他

者
意

見

・
課

題
認

識
は

大
学

が
ビ

ジ
ョ

ン
を

設
定

す
る

よ
う

に
な

っ
た

こ
と

で
意

識
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

人
脈

は
年

数
を

経
て

会
得

し
た

。
大

学
改

革
の

影
響

、
年

数
に

よ
る

人
的

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拡

大

大
学

改
革

（
影

響
）

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

結
果

）

大
学

改
革

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

・
課

題
意

識
は

年
数

と
職

位
で

あ
り

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
年

数
で

う
ま

く
な

る
。

年
数

・
職

位
の

影
響

経
験

値
（

結
果

）
、

職
位

（
条

件
）

経
験

値
、

職
位

・
人

脈
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

大
学

、
特

に
私

学
の

特
徴

で
、

O
B採

用
が

あ
り

、
同

属
意

識
が

あ
り

、
ム

ラ
社

会
に

入
っ

た
感

じ
が

し
た

。
共

通
言

語
が

分
か

ら
な

い
の

で
、

輪
に

入
る

た
め

に
は

人
脈

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
必

要
に

な
る

。

大
学

組
織

の
特

性
、

組
織

理
解

の
深

化
組

織
理

解
（

結
果

）
組

織
理

解

・
上

司
に

自
分

の
人

と
な

り
を

知
っ

て
も

ら
っ

て
い

る
か

で
相

手
の

咀
嚼

度
が

違
う

の
で

、
自

分
を

知
っ

て
も

ら
う

よ
う

に
人

脈
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

意
識

し
て

い
る

。
上

司
の

理
解

度
、

意
識

化
上

司
の

理
解

度
（

影
響

）
、

意
識

化
（

結
果

）
上

司
の

理
解

度
、

意
識

化

・
人

脈
は

昔
か

ら
使

え
る

人
は

使
い

、
人

に
聞

い
て

活
用

し
て

き
た

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
変

わ
ら

な
い

。
自

身
の

考
え

方
自

身
の

考
え

方
（

結
果

）
自

身
の

考
え

方
・

人
脈

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
大

事
な

こ
と

で
、

い
ろ

い
ろ

な
人

に
教

え
ら

れ
た

し
最

初
か

ら
ぶ

れ
て

い
な

い
。

重
要

性
の

認
識

自
己

認
識

（
結

果
）

自
己

認
識

・
ラ

イ
ン

で
の

仕
事

は
課

員
の

時
は

意
識

し
て

い
な

か
っ

た
。

前
職

で
は

直
属

の
上

司
が

部
長

で
、

仕
事

は
任

せ
ら

れ
て

お
り

そ
の

や
り

方
を

踏
襲

し
て

い
た

。
管

理
職

で
は

ラ
イ

ン
で

仕
事

を
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

職
位

に
よ

る
意

識
化

職
位

（
条

件
）

、
意

識
化

（
結

果
）

職
位

、
意

識
化

・
予

算
と

人
員

配
置

は
職

位
と

し
て

当
た

り
前

の
こ

と
。

上
位

の
職

位
ほ

ど
課

題
を

意
識

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
職

位
に

伴
う

権
限

、
意

識
の

高
ま

り

職
位

（
条

件
）

、
権

限
（

条
件

）
、

意
識

化
（

結
果

）
職

位
、

権
限

、
意

識
化

・
計

画
を

立
て

る
と

ラ
イ

ン
に

基
づ

く
は

、
立

場
が

変
わ

れ
ば

常
に

考
え

る
よ

う
に

な
る

。
人

脈
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
は

課
員

の
時

か
ら

意
識

し
て

お
り

、
変

化
は

な
い

。
立

場
の

変
化

職
位

（
条

件
）

職
位

・
計

画
を

立
て

る
は

、
職

位
が

上
が

れ
ば

特
に

課
長

と
し

て
は

考
え

る
。

ラ
イ

ン
に

基
づ

く
は

、
年

齢
や

職
位

が
上

に
い

く
ほ

ど
判

断
を

委
ね

る
の

で
、

上
の

権
限

に
つ

い
て

考
え

る
。

課
題

認
識

は
方

向
性

が
な

い
と

や
り

が
い

や
進

め
方

に
関

わ
る

の
で

、
情

報
収

集
す

る
よ

う
に

動
い

て
い

る
。

人
脈

は
年

齢
が

上
が

る
と

す
ぐ

に
相

談
で

き
る

人
が

い
る

よ
う

に
な

る
。

年
数

・
職

位
に

よ
る

役
割

の
変

化
と

意
識

化
、

関
係

者
の

拡
大

熟
達

化
（

結
果

）
、

職
位

（
条

件
）

、
意

識
化

（
結

果
）

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（

結
果

）

熟
達

化
、

職
位

、
意

識
化

、
人

的
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

・
計

画
を

立
て

る
は

補
佐

に
な

っ
て

か
ら

で
、

一
つ

の
事

業
を

任
さ

れ
る

こ
と

で
考

え
る

よ
う

に
な

っ
た

。
職

位
に

よ
る

意
識

化
職

位
（

条
件

）
、

意
識

化
（

結
果

）
職

位
、

意
識

化

・
ラ

イ
ン

に
基

づ
く

に
つ

い
て

は
、

オ
ー

デ
ィ

オ
ビ

ジ
ュ

ア
ル

Cで
は

折
衝

が
多

か
っ

た
の

で
体

得
し

、
総

務
で

全
体

が
見

え
る

よ
う

に

な
っ

た
。

15
年

目
く

ら
い

で
あ

る
。

年
数

に
よ

る
向

上
、

部
課

業
務

の
違

い
熟

達
化

（
結

果
）

、
業

務
内

容
（

条
件

）
熟

達
化

、
業

務
内

容

・
教

務
係

長
は

予
算

に
関

わ
る

仕
事

は
な

か
っ

た
が

、
総

務
で

は
予

算
を

任
さ

れ
、

権
限

が
変

わ
っ

た
と

い
う

感
じ

が
す

る
。

教
務

課
は

課
長

・
係

長
と

も
学

生
や

教
員

対
応

を
し

て
い

る
し

、
学

部
担

当
制

に
な

っ
て

い
る

の
で

教
員

の
了

解
が

重
要

で
、

権
限

が
は

っ
き

り
し

て
い

な
か

っ
た

が
、

総
務

は
話

を
通

し
た

り
決

裁
を

と
る

順
番

が
し

っ
か

り
し

て
い

る
。

課
に

よ
る

業
務

・
教

員
の

関
わ

り
の

違
い

業
務

内
容

（
条

件
）

、
教

員
と

の
関

係
（

影
響

）
業

務
内

容
、

教
員

と
の

関
係

【
資

料
3
-
7
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
仕

事
へ

の
取

り
組

み
方

の
S
C
A
T
分

析
－

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

/
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

（
大

学
規

模
別

）

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

年
数

の
経

過
に

よ
り

、
人

脈
が

拡
大

し
、

組
織

の
理

解
が

進
む

の
で

、
課

題
に

対
す

る
意

識
が

高
ま

り
、

対
人

関
係

に
も

熟
達

化
し

て
い

く
。

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

/
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

は
、

職
位

に
よ

る
権

限
に

も
と

づ
い

て
行

わ
れ

、
職

位
に

よ
り

意
識

が
高

ま
る

し
、

視
野

も
拡

大
す

る
。

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

/
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

に
対

す
る

意
識

は
部

課
の

業
務

に
よ

り
違

い
が

あ
り

、
教

員
と

の
関

係
も

影
響

す
る

。

中 大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
変
革
の
時
に
は
、
タ
テ
ヨ
コ
の
壁
を
無
く
し
て
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
全
て
の
職
員
か
ら
聞
く
風
土
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
。
抵
抗
も
あ

り
、
こ
の
間

2年
半
く
ら
い
で

16
0人

の
職
員
の
内

30
人
ほ
ど
が
退
職
し
た
。
そ
れ
ま
で
は

0だ
っ
た
。

組
織
改
革
、
抵
抗

大
学
組
織
の
特
性
（
結

果
）

大
学
組
織
の
特
性

・
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
歴
史
が
長
い
と
過
去
の
も
の
に
固
執
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
の
で
、
ぶ
れ
に
な
ら
な
い
程
度
で

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
考
え
る
こ
と
が
い
る
。

大
学
組
織
の
特
性
、
組
織

理
解
の
深
化

組
織
理
解
（
結
果
）

組
織
理
解

・
大
き
な
会
議
に
提
案
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
予
算
、
体
制
も
考
え
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
に
通
す
か
を
意
識
し
協
力
を
得
る
よ
う
に
動
い

た
。

1部
署
で
は
限
界
が
あ
り
協
力
が
必
要
。

関
係
者
の
範
囲
の
拡
大
、

意
識
化

関
係
者
の
範
囲
（
結

果
）
、
意
識
化
（
結
果
）

関
係
者
の
範
囲
、
意
識
化

・
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
は
、
他
部
署
と
も
課
員
同
士
で
話
を
し
て
進
め
る
こ
と
が
多
く
、
本
来
課
長
経
由
で
他
部
課
と
話
す
よ
う
に
な
っ
て
い

な
い
。

や
り
と
り
を
す
る
関
係
者

の
範
囲

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
結

果
）

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
年
数
の
経
過
で
権
限
関
係
を
意
識
し
て
き
た
。
上
に
上
げ
な
い
と
で
き
な
い
仕
事
が
増
え
て
き
た
。
大
学
教
育
開
発

Cは
大
学
全
体
の
方

向
性
を
ど
う
す
る
か
が
仕
事
で
あ
る
。

年
数
に
よ
る
向
上
、
権
限

を
意
識

熟
達
化
（
結
果
）
、
権
限

（
条
件
）
、
業
務
内
容

（
条
件
）

熟
達
化
、
権
限
、
業
務
内

容

・
ラ
イ
ン
で
仕
事
を
す
る
こ
と
で
は
、
銀
行
は
軍
隊
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
そ
れ
が
残
っ
て
い
る
。

前
職
の
経
験
の
残
り

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
課
員
の
時
に
非
常
勤
委
嘱
で
コ
マ
数
の
ミ
ス
を
起
こ
し
、
追
給
分
を
寄
付
す
る
形
で
収
め
た
経
験
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
に
敏
感
に
な

り
、
や
る
時
に
は
お
墨
付
き
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ミ
ス
の
ト
ラ
ウ
マ
化

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
経
験
年
数
で
、
お
さ
え
な
い
と
い
け
な
い
、
報
告
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
や
人
は
見
極
め
ら
れ
る
。
中
高
職
場
の
後
半
く
ら

い
か
ら
で
、
今
は
報
告
、
相
談
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
や
り
や
す
い
。
組
織
規
模
が
小
さ
い
の
で
課
長
と
の
距
離
が
近
く
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
感
じ

で
話
に
入
っ
て
く
る
の
で
や
り
や
す
い
。

年
数
に
よ
る
向
上
、
関
係

者
の
規
模

熟
達
化
（
結
果
）
、
関
係

者
の
規
模
（
条
件
）

熟
達
化
、
関
係
者
の
規
模

・
先
輩
の
下
で
仕
事
を
す
る
の
で
、
ラ
イ
ン
は
歳
と
と
も
に
意
識
し
て
い
る
。

年
数
に
よ
る
意
識
化
、
指

導

熟
達
化
（
結
果
）
、
意
識

化
（
結
果
）
、
指
導
（
影

響
）

熟
達
化
、
意
識
化
、
指
導

・
課
題
の
重
さ
で
動
い
て
も
ら
う
人
は
変
わ
る
の
で
、
ラ
イ
ン
は
あ
ま
り
考
え
な
い
。

組
織
状
況
の
理
解

組
織
理
解
（
結
果
）

組
織
理
解

・
計
画
を
立
て
る
こ
と
や
ラ
イ
ン
で
の
仕
事
は
視
野
の
狭
さ
で
あ
る
。
人
事
の
時
に
助
け
て
く
れ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
自
分
の
中

で
答
え
を
出
す
よ
う
に
し
た
。
答
え
が
良
け
れ
ば
通
る
も
の
と
考
え
た
。
研
究
部
は
ラ
イ
ン
で
仕
事
を
し
た
し
、
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
方
が
仕

事
は
し
や
す
い
。

経
験
に
よ
る
蓄
積

経
験
値
（
結
果
）
、
業
務

内
容
（
条
件
）

経
験
値
、
業
務
内
容

・
年
数
と
と
も
に
予
算
の
認
識
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
良
い
こ
と
は
や
ろ
う
と
考
え
た
が
、
そ
こ
ま
で
コ
ス
ト
を
か
け
る
の
か
と
言
わ

れ
て
考
え
た
。

年
数
に
よ
り
理
解
、
コ
ス

ト
感
覚
の
指
摘

熟
達
化
（
結
果
）
、
助
言

（
影
響
）

熟
達
化
、
助
言

・
計
画
を
立
て
る
と
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
は
、
年
数
と
と
も
に
上
が
る
。
レ
ポ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
コ
ロ
ナ
で
当
た
り
前
の
こ
と
に
な
っ
た
。

年
数
に
よ
る
向
上

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
全
体
的
に
上
が
っ
て
い
る
が
、
計
画
を
立
て
る
、
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
、
課
題
意
識
は
一
段
階
ず
つ
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

年
数
に
よ
る
向
上

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
年
数
が
バ
ッ
ク
に
な
っ
て
強
く
な
っ
て
い
る
。

年
数
に
よ
る
向
上

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
年
数
で
高
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
は
、
ス
テ
ッ
プ
を
進
む
こ
と
と
知
識
を
持
つ
こ
と
の
関
係
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

年
数
に
よ
る
向
上

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
計
画
を
立
て
る
や
課
題
の
意
識
は
、
年
数
の
経
過
で
身
に
付
い
て
き
た
。
目
の
前
の
仕
事
を
す
る
こ
と
か
ら
、
方
針
に
そ
っ
て
仕
事
を
す

る
気
持
ち
が
つ
い
て
き
た
。

年
数
に
よ
る
向
上

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
人
脈
は
年
数
を
か
け
な
い
と
で
き
な
い
。

年
数
に
よ
る
範
囲
の
拡
大

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
結

果
）

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
課
題
意
識
は
、
総
合
企
画
で
課
長
に
目
標
設
定
シ
ー
ト
に
対
す
る
指
導
で
、
全
学
の
視
点
を
持
つ
よ
う
に
言
わ
れ
て
気
づ
い
た
。
そ
れ
ま

で
は
目
の
前
の
仕
事
に
集
中
し
て
い
た
。
新
人
研
修
が

3年
目
ま
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
新
人
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
中
堅
に
な
っ
た

と
思
っ
た
。

助
言
、
研
修
に
よ
る
節
目

の
自
覚

助
言
（
影
響
）
、
研
修
会

（
影
響
）

助
言
、
研
修
会

・
最
初
か
ら
人
間
関
係
作
り
が
大
切
だ
と
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
学
内
か
ら
学
外
に
拡
大
し
た
。

自
身
の
考
え
方
、
関
係
者

の
広
が
り

自
身
の
考
え
方
（
結

果
）
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
拡
大
（
結
果
）

自
身
の
考
え
方
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
課
題
や
方
向
性
は
、
キ
ャ
リ
ア

Cの
時
に
上
位
概
念
を
忘
れ
る
な
と
教
え
ら
れ
た
。

助
言

助
言
（
影
響
）

助
言

・
人
脈
の
活
用
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
職
場
環
境
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
。
直
接
的
に
職
制
が
影
響
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
雰
囲
気

は
作
る
。

上
司
の
職
場
文
化
へ
の
影

響
上
司
の
姿
勢
（
影
響
）

上
司
の
姿
勢

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
大
学
規
模
別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
年
数
の
経
過
に
よ
り
、
人
脈
が
拡
大
し
、
組
織
理
解
が
進
む
の
で
、
課
題
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
対
人
関
係
も
熟
達
化
し
て
い
く
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
職
位
に
よ
る
権
限
に
も

と
づ
い
て
行
わ
れ
、
職
位
に
よ
り
意
識
が
高
ま
る
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
意
識
は
、
部
課
の
業
務
に
よ
り
違
い
が
あ
り
、
担
当
し
た
業
務
や
他
者
の
意
見
に
よ
り
促
進
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
教
員
と

の
関
係
も
影
響
す
る
。
な
お
、
大
学
は
、
組
織
改
革
に
対
し
て
抵
抗
が
大
き
い
。

大

巨
大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
人
脈
は

1～
3年

は
作
る
こ
と
、
今
は
こ
の
人
に
聞
く
、
こ
の
人
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
人
に
聞
く
と
い
う
よ
う
に
戦
略
的
に
な
っ
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
友
達
感
覚
だ
っ
た
が
、
専
任
職
員
と
契
約
職
員
が
揉
め
た
時
に
、
そ
の
取
り
方
や
気
遣
い
な
ど
変
わ
っ
て
き
た
。

年
数
に
よ
る
向
上

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
所
属
に
よ
り
そ
こ
の
課
題
の
み
だ
っ
た
が
、
今
で
は
自
分
に
近
い
も
の
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
人
脈
は
前
の
所
属
の
時
は
誰
に

相
談
し
た
ら
良
い
か
分
か
っ
た
。

課
に
よ
る
課
題
の
理
解
の

違
い
、
年
数
に
よ
る
組
織

の
理
解

業
務
内
容
（
条
件
）
、
組

織
理
解
（
結
果
）

業
務
内
容
、
組
織
理
解

・
顔
と
名
前
が
分
か
る
人
が
多
く
な
り
、
仕
事
を
頼
み
や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
の
で
、

2年
目
の
方
が
で
き
て
い
る
。
専
任
職
員
に

つ
い
て
は

1年
目
は

20
人
く
ら
い
知
っ
て
い
た
が
、

2年
目
は

50
人
く
ら
い
に
な
っ
た
。
教
学
部
が
メ
イ
ン
で
あ
る
。
教
学
部
で
は
横
断
的
な

部
課
で
あ
り
、
学
部
の
人
よ
り
は
広
が
り
が
あ
る
と
思
う
。

年
数
に
よ
る
向
上

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
全
部
が
徐
々
に
上
が
っ
て
い
る
。
人
脈
は
仕
事
で
は
あ
ま
り
広
が
ら
な
い
が
、
青
年
部
で
は
別
の
繋
が
り
が
で
き
て
広
が
っ
て
い
る
。

年
数
に
よ
る
向
上

熟
達
化
（
結
果
）

熟
達
化

・
弱
く
な
っ
て
い
る
。
ベ
テ
ラ
ン
に
な
る
と
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
若
い
時
は
い
ろ
い
ろ
な
人
に
意
見
を
聞
こ
う
と
し
た
。

年
数
に
よ
る
限
界
の
自
覚

熟
達
化
の
抑
制
（
結

果
）
、
逆
の
意
識
化
（
結

果
）

熟
達
化
、
抑
制

・
課
題
意
識
に
関
わ
っ
て
、
事
務
室
は
教
員
と
の
距
離
が
近
く
、
事
務
長
が
業
務
会
議
を
通
じ
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
っ
た
が
、
今
は
教

員
と
の
距
離
が
遠
く
、
学
生
と
の
距
離
が
遠
い
の
で
意
識
は
弱
く
な
っ
た
。

課
に
よ
る
課
題
の
自
覚
、

教
員
・
学
生
と
の
距
離
感

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
課
題
意
識
と
人
脈
は
年
数
と
職
位
が
大
き
く
、
経
験
値
が
上
が
る
。

年
数
に
よ
る
向
上

経
験
値
（
結
果
）

経
験
値

・
計
画
を
立
て
る
、
ラ
イ
ン
に
基
づ
く
、
課
題
意
識
は
年
数
、
職
位
、
部
課
に
よ
る
。
人
脈
は
年
数
と
部
課
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
年
数
と
役
職
に
よ
る
。

年
数
・
職
位
・
部
課
に
よ

る
違
い

熟
達
化
（
結
果
）
、
職
位

（
条
件
）
、
業
務
内
容

（
条
件
）

熟
達
化
、
職
位
、
業
務
内

容

・
年
数
と
部
署
に
よ
る
が
、
特
に
課
題
意
識
と
人
脈
は
年
数
で
強
く
な
る
。
年
数
と
部
署
を
重
ね
た
こ
と
で
、
部
課
の
状
況
や
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
な
ど
の
様
子
が
分
か
っ
て
く
る
。

年
数
に
よ
る
向
上
、
人
脈

の
拡
大
、
組
織
理
解
の
深

化

熟
達
化
（
結
果
）
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
結

果
）
、
組
織
理
解
（
結

果
）

熟
達
化
、
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
組
織
理
解

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
職
位
が
上
が
る
の
に
応
じ
て
高
く
な
る
。

職
位
に
よ
る
向
上

職
位
（
条
件
）

職
位

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
課
長
に
な
っ
て
か
ら
気
に
し
て
い
る
。
研
修
を
受
け
て
か
ら
、
忙
し
く
て
も
ゆ
っ
た
り
構
え
て
い
て
、
相
談
し

や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
て
お
り
、
報
連
相
を
言
わ
な
く
て
も
自
然
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

職
位
に
よ
る
意
識
の
向
上

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）
、
研
修
会
（
影

響
）

職
位
、
意
識
化
、
研
修
会

・
部
長
ゆ
え
に
全
学
的
視
点
で
見
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
課
長
と
は
違
っ
て
い
る
。

職
位
に
よ
る
意
識
の
変
化

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）

職
位
、
意
識
化

・
計
画
を
立
て
る
こ
と
は
課
員
の
時
は
意
識
し
て
い
な
い
。
ラ
イ
ン
で
の
仕
事
は
変
わ
ら
な
い
。
課
題
の
意
識
は
会
議
に
で
る
と
聞
く
機
会

が
増
え
て
高
く
な
る
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
課
長
が
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
意
識
が
あ
る
。

職
位
に
よ
る
機
会
の
増
加

と
意
識
の
変
化

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）

職
位
、
意
識
化

・
人
脈
は
課
長
の
方
が
や
り
や
す
い
。
課
の
代
表
ゆ
え
意
見
が
通
り
や
す
い
し
意
見
を
言
い
や
す
い
。

職
位
に
よ
る
変
化

職
位
（
条
件
）

職
位

・
計
画
を
立
て
る
は
課
長
が
権
限
を
持
つ
。
ラ
イ
ン
で
の
仕
事
は
、
課
長
は
多
方
面
か
ら
直
に
来
る
し
相
談
に
も
い
く
の
で
、
フ
ォ
ー
マ
ル

ラ
イ
ン
以
外
で
も
仕
事
を
し
て
い
る
。
課
題
の
意
識
は
課
長
は
高
く
な
る
し
、
入
学

Cは
外
向
き
の
仕
事
で
高
く
な
る
。
人
脈
の
活
用
も
課

長
は
増
え
る
。

職
位
に
よ
る
機
会
の
増

加
、
権
限
、
意
識
化

職
位
（
条
件
）
、
権
限

（
条
件
）
、
意
識
化
（
結

果
）

職
位
、
権
限
、
意
識
化

・
職
位
で
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
無
茶
は
で
き
な
く
な
り
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
や
り
方
を
行
う
よ
う
に
な
る
。

職
位
に
よ
る
意
識
の
変
化

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）

職
位
、
意
識
化

・
計
画
を
立
て
る
や
課
題
は
、
総
合
職
と
し
て
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
ラ
イ
ン
は
大
学
で
分
か
っ

た
し
、
人
脈
は
年
数
と
と
も
に
良
く
な
っ
た
。

年
数
・
職
位
に
よ
る
意
識

の
変
化
、
組
織
理
解
の
深

化

熟
達
化
（
結
果
）
、
職
位

（
条
件
）
、
組
織
理
解

（
結
果
）

熟
達
化
、
職
位
、
組
織
理

解

・
部
下
が

10
人
を
超
え
た
時
に
、
全
て
の
ぬ
け
や
も
れ
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
毎
週
定
例
の
会
議
を
持
っ
て
い
る
。
自
ら

考
え
て
見
直
し
て
ほ
し
い
と
思
い
、
皆
で
仕
事
の
仕
方
を
見
直
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
ラ
イ
ン
と
課
題
に
対
す
る
認
識
は
、
年
数
と
立
場
で

変
わ
る
。

職
位
・
年
数
に
よ
る
意
識

の
変
化
、
課
の
人
数

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）
、
熟
達
化
（
結

果
）
、
関
係
者
の
規
模

（
影
響
）

職
位
、
意
識
化
、
熟
達

化
、
関
係
者
の
規
模

・
計
画
を
立
て
る
は
課
員
の
時
は
な
く
、
課
長
が
強
く
、
部
長
は
任
せ
て
い
た
。
ラ
イ
ン
は
職
位
で
権
限
が
強
ま
る
。
課
題
意
識
は
職
位
に

よ
る
。
人
脈
は
部
長
は
調
整
で
き
る
人
が
理
事
や
部
長
に
な
る
面
は
あ
る
。

職
位
に
よ
る
変
化
、
権
限

職
位
（
条
件
）
、
権
限

（
条
件
）

職
位
、
権
限

・
計
画
を
立
て
る
こ
と
は
課
員
で
は
③
（
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
）
だ
っ
た
が
監
督
職
で
は
④
（
時
々
し
て
い
る
）
に
な
っ
た
。
上
の
立
場

に
な
っ
た
時
に
、
上
か
ら
い
く
と
う
ま
く
い
か
ず
、
自
分
か
ら
降
り
て
い
き
、
同
じ
立
場
で
考
え
た
り
す
る
と
う
ま
く
い
く
。
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
は
支
援
で
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
意
識
が
必
要
で
、
結
果
的
に
信
頼
が
得
ら
れ
る
し
相
手
も
立
て
て
く
れ
る
。

職
位
に
よ
る
意
識
の
変
化

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）

職
位
、
意
識
化

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
大
学
規
模
別
）

巨
大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
学
外
も
含
め
て
、
人
間
関
係
で
も
の
ご
と
が
進
む
こ
と
の
意
識
が
強
く
な
っ
た
。
人
・
物
・
金
が
判
断
で
あ
り
重
要
で
、
課
長
は
直
接
の

責
任
を
負
っ
て
い
る
。

職
位
に
よ
る
意
識
の
変
化

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）
、
責
任
（
条

件
）

職
位
、
意
識
化
、
責
任

・
若
い
時
は
ラ
イ
ン
で
仕
事
し
、
課
長
に
止
め
ら
れ
た
ら
や
め
た
が
、
課
長
に
な
っ
て
か
ら
は
や
っ
た
方
が
良
い
こ
と
、
学
長
が
こ
う
言
う

だ
ろ
う
と
見
え
て
い
る
案
件
は
ラ
イ
ン
に
よ
ら
な
く
て
も
や
る
し
、
部
長
に
対
し
て
も
そ
う
言
う
。
困
っ
た
時
に
助
け
て
く
れ
る
人
が
た
く

さ
ん
い
る
し
、
外
の
人
の
話
は
楽
し
い
の
で
出
向
時
の
人
脈
は
活
用
し
て
い
る
。
そ
れ
以
前
を

10
と
す
る
と

80
く
ら
い
に
な
っ
た
。
課
の
規

模
に
よ
っ
て
組
織
運
営
業
務
の
負
荷
は
全
く
違
う
。
事
業
課
は
人
数
が
少
な
い
分
、
課
長
と
し
て
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
た
。
今
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ず
自
信
喪
失
の
日
が
続
い
て
い
る
。

職
位
に
よ
る
見
え
方
の
違

い
、
年
数
に
よ
る
人
脈
の

拡
大
と
活
用
、
課
の
規
模

の
影
響

職
位
（
条
件
）
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
結

果
）
、
組
織
規
模
（
影

響
）

職
位
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
組
織
規
模

・
職
種
が
多
い
ほ
ど
管
理
し
に
く
い
。
他
の
人
の
条
件
が
気
に
な
る
の
で
職
種
は
少
な
い
方
が
管
理
し
や
す
い
。
待
遇
が
違
う
と
時
間
が
経

つ
と
ひ
ず
み
が
出
る
。
職
位
と
の
関
係
は
大
き
い
。
課
は
課
長
の
雰
囲
気
に
左
右
さ
れ
自
分
の
言
葉
は
重
い
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
考
え
て
い
る
。

構
成
員
の
多
様
性
の
影

響
、
課
長
の
課
の
雰
囲
気

へ
の
影
響

構
成
員
の
多
様
性
（
影

響
）
、
上
司
の
姿
勢
（
影

響
）

構
成
員
の
多
様
性
、
上
司

の
姿
勢

・
補
佐
に
な
り
変
わ
っ
た
の
は
、
組
織
と
し
て
効
率
的
に
永
続
的
に
回
す
た
め
に
ラ
イ
ン
の
整
備
は
必
要
だ
と
考
え
る
し
、
課
題
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ミ
ス
を
し
た
時
に
「
補
佐
な
の
だ
か
ら
」
と
言
わ
れ
、
自
分
の
興
味
関
心
の
あ
る
仕
事
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
、
求
め
ら

れ
て
い
る
も
の
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

職
位
に
よ
る
意
識
の
変
化

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）

職
位
、
意
識
化

・
ラ
イ
ン
と
課
題
に
対
す
る
意
識
は
職
位
そ
の
も
の
で
あ
る
。

職
位
に
よ
る
権
限

権
限
（
条
件
）

権
限

・
職
位
に
応
じ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
上
に
い
く
ほ
ど
意
識
す
る
し
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
だ
と
物
事
が
進
ま
な
い
と
い

う
感
覚
が
身
に
つ
い
て
き
て
い
る
。

職
位
に
よ
る
意
識
の
変
化

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）

職
位
、
意
識
化

・
年
数
が
必
要
で
、
長
く
な
る
ほ
ど
評
価
が
上
が
っ
て
い
く
。
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
や
組
織
な
ど
文
書
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
経

験
年
数
は
大
き
い
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
も
影
響
す
る
。
次
長
は
課
長
（
＝
組
織
）
に
動
い
て
も
ら
う
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識

し
た
。
課
長
か
ら
課
員
は
業
務
命
令
に
な
り
、
自
分
で
引
き
取
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
次
長
は
自
分
で
や
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

年
数
に
よ
る
向
上
、
職
位

に
よ
る
意
識
の
変
化

熟
達
化
（
結
果
）
、
職
位

（
条
件
）
、
意
識
化
（
結

果
）

熟
達
化
、
職
位
、
意
識
化

・
全
て
の
項
目
に
つ
い
て
職
位
が
影
響
す
る
。
課
長
は
出
席
す
る
会
議
が
変
わ
る
の
で
、
出
席
者
の
発
言
や
考
え
が
自
然
と
理
解
で
き
る
の

で
、
誰
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
か
が
分
か
る
。
見
え
る
世
界
、
参
加
で
き
る
世
界
が
変
わ
る
。

職
位
に
よ
る
機
会
や
意
識

の
変
化
、
視
野
の
変
化

職
位
（
条
件
）
、
意
識
化

（
結
果
）
、
視
野
拡
大

（
結
果
）

職
位
、
意
識
化
、
視
野
拡

大

・
計
画
化
は
、
学
務

Cで
は
や
る
人
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
不
要
だ
っ
た
が
、
入
学

Cは
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
入
試
は
方
向
性
は
決

ま
っ
て
い
る
が
、
課
題
意
識
は
考
え
て
い
か
な
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
ま
だ
根
付
い
て
い
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
学
務

Cは
昼
食
を
一
緒
に
食
べ
る
機
会
が
あ
り
、
雑
談
も
し
て
い
た
の
で
風
通
し
は
良
く
な
っ
た
。

課
に
よ
る
担
当
業
務
の
違

い
、
普
段
の
雰
囲
気
の
違

い
業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
企
画
と
い
う
仕
事
の
内
容
に
よ
り
評
価
が
高
く
な
る
。

課
に
よ
る
業
務
の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
財
務
課
は
年
数
が
経
つ
と
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
な
る
。
入
学

Cで
は
法
人
の
広
報
も
担
当
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ラ
イ
ン
を
越
え
て
い

た
。

年
数
に
よ
る
向
上
、
課
に

よ
る
業
務
の
違
い

熟
達
化
（
結
果
）
、
業
務

内
容
（
条
件
）

熟
達
化
、
業
務
内
容

・
課
題
の
意
識
は
職
場
に
よ
り
、
総
合
政
策
部
で
は
意
識
し
た
。

課
に
よ
る
業
務
の
違
い

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
人
脈
は
年
数
と
と
も
に
拡
大
す
る
。
広
報
課
の
時
に
繋
が
り
を
作
っ
た
の
で
、

1部
課
に

1人
は
気
軽
に
話
が
聞
け
る
人
が
い
る
。

年
数
に
よ
る
人
脈
の
拡
大

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡

大
（
結
果
）

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
総
務
課
で
文
書
決
裁
規
程
制
定
の
仕
事
を
担
当
し
た
こ
と
で
、
ラ
イ
ン
と
課
題
認
識
は
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

課
の
業
務
を
通
し
た
理
解

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
保
健
課
の
時
は
期
限
が
あ
っ
た
の
で
、
ラ
イ
ン
を
越
え
て
仕
事
を
し
た
。
民
間
の
時
か
ら
ラ
イ
ン
で
仕
事
を
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
き

た
。

期
限
と
の
関
係
で
の
判
断

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
課
題
意
識
に
つ
い
て
は
、
学
事
課
は
課
長
が
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
仕
事
も
大
学
が
見
え
や
す

い
。

上
司
の
情
報
提
供
、
課
の

業
務

上
司
の
姿
勢
（
影
響
）
、

業
務
内
容
（
条
件
）

上
司
の
姿
勢
、
業
務
内
容

・
学
長
室
は
課
題
意
識
が
高
い
の
は
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
入
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
人
脈
は
社
会
連
携
系
の
仕
事
で
は
多
く
な
る
。

課
の
業
務
に
よ
る
向
上

業
務
内
容
（
条
件
）

業
務
内
容

・
ラ
イ
ン
は
、
大
学
の
職
員
に
な
っ
て
か
ら
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

大
学
組
織
の
特
性
の
理
解

組
織
理
解
（
結
果
）

組
織
理
解

・
若
手
研
修
で
大
学
の
課
題
を
勉
強
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
。

研
修
会
へ
の
参
加

研
修
会
（
影
響
）

研
修
会

（
出
所
：
筆
者
作
成
）

巨
大

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
年
数
の
経
過
に
よ
り
、
人
脈
が
拡
大
し
、
組
織
理
解
が
進
む
の
で
、
課
題
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
対
人
関
係
も
熟
達
化
し
て
い
く
。
た
だ
し
、
熟
達
化
は
、
自
己
を
認
識
し
抑
制
的
に
な
る
し
、
業

務
の
期
限
と
の
関
係
で
、
ラ
イ
ン
よ
り
結
果
を
優
先
す
る
こ
と
が
あ
る
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
、
職
位
に
よ
る
権
限
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
、
職
位
に
よ
り
意
識
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
責
任
を
伴
う
の
で
他
者
に

意
見
を
求
め
る
し
、
部
次
長
職
は
課
長
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
尊
重
す
る
こ
と
を
考
え
る
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
意
識
は
、
部
課
の
業
務
に
よ
り
違
い
が
あ
る
し
、
助
言
や
研
修
会
参
加
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
意
識
す
る
機
会
に
な
る
が
、
課
の
規
模
や
構
成
員
の
多
様
性
が
影
響
す
る
。

【
資
料
3
-
7
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仕
事
へ
の
取
り
組
み
方
の
S
C
A
T
分
析
－
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
大
学
規
模
別
）



202 
 

 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

概
念
構
成

・
学
生
が
来
る
か
で
雰
囲
気
は
違
う
。
学
生
が
常
時
い
る
と
談
笑
が
あ
る
。

学
生
窓
口
有

学
生
対
応
（
特
性
）

学
生
対
応

・
学
生
が
窓
口
に
く
る
事
情
と
の
関
係
で
、
キ
ャ
リ
ア

Cは
学
生
が
来
な
い
と
情
報
が
入
ら
な
い
の
で
ウ
エ
ル
カ
ム
の
雰
囲
気
だ
が
、
教
務

課
や
学
生
支
援
課
は
学
生
は
本
来
来
な
く
て
良
い
の
で
、
身
構
え
て
い
る
。

学
生
の
来
室
事
情

学
生
対
応
事
由
（
原
因
）

学
生
対
応
事
由

・
入
学

Cは
学
生
募
集
や
入
試
執
行
な
ど
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
一
緒
に
や
る
機
会
が
多
か
っ
た
の
で
、
教
務
課
や
教
育
研
究
支
援
課
に
比
べ
て

人
と
人
の
密
度
が
違
う
。
情
報
の
共
有
量
も
違
っ
た
。

業
務
の
共
同
実
施

共
同
（
原
因
）

共
同

・
入
試

Cは
物
理
的
に
離
れ
た
場
所
に
あ
り
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
て
、
独
自
の
ル
ー
ル
で
動
い
て
い
た
。
人
間
が
一
番
の
要
因
だ
が
、
物

理
的
条
件
が
増
長
さ
せ
て
い
る
。

独
立
し
た
場
所
、
独
自

ル
ー
ル

独
立
性
と
独
自
ル
ー
ル

（
原
因
）

独
立
性
、
独
自
ル
ー
ル

・
教
務
課
は
全
体
で

20
人
ほ
ど
お
り
、
学
生
や
教
員
が
来
る
の
で
い
つ
も
会
話
が
あ
り
、
う
る
さ
か
っ
た
が
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
だ
っ

た
。
財
務
課
は
静
か
で
相
談
事
も
皆
に
聞
こ
え
て
し
ま
う
の
で
相
談
し
に
く
い
。

学
生
・
教
員
の
来
室
の
有

無
来
室
（
特
性
）

来
室

・
事
務
室
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
教
員
も
含
め
て
全
員
の
顔
と
名
前
を
知
っ
て
い
た
。
年

2回
教
職
員
全
員
の
会
が
あ
り
、
入
試
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
は
共
同
で
行
っ
た
。

顔
見
知
り
、
共
同
実
施

親
近
感
（
原
因
）
、
共
同

（
原
因
）

親
近
感
、
共
同

・
経
理
課
は
教
員
・
学
生
も
来
な
い
の
で
静
か
だ
し
マ
イ
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き
る
。
教
務
課
は
教
職
の
学
生
が
よ
く
来
て
賑
や
か
で
、
学

部
の
偏
差
値
の
違
い
は
、
手
間
が
か
か
る
手
続
き
の
負
担
と
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
が
増
え
る
。

学
生
・
教
員
の
来
室
の
有

無
、
学
生
の
レ
ベ
ル

学
生
対
応
（
特
性
）
、
来

室
（
特
性
）

学
生
対
応
、
来
室

・
学
生
が
来
る
来
な
い
の
違
い
で
職
場
の
雰
囲
気
が
違
う
。
気
分
が
若
返
る
。

学
生
窓
口

学
生
対
応
（
特
性
）

学
生
対
応

・
入
学

Cは
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、
学
生
募
集
、
入
試
実
施
な
ど
目
標
が
分
か
り
や
す
い
し
、
同
じ
時
期
に
課
員
全
員
が
同
じ
方
向
を
向

き
一
丸
と
な
る
。
総
合
企
画
の
方
が
大
学
の
方
向
性
へ
の
意
識
は
高
い
が
、
課
内
の
業
務
範
囲
が
広
い
の
で
方
向
性
の
一
致
は
ゆ
る
い
。
学

生
課
は
学
生
支
援
と
奨
学
金
に
業
務
が
分
か
れ
る
の
で
、
総
合
企
画
に
近
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
学
生
が
来
る
の
で
明
る
い
。

業
務
の
共
同
実
施
（
入

試
）
、
課
題
意
識
（
企

画
）
、
課
の
方
向
性
の
一

致
度
合
い
（
企
画
・
学

生
）

共
同
（
原
因
）
、
業
務
範

囲
の
広
さ
（
条
件
）

共
同
、
業
務
分
野
の
広
さ

・
人
事
課
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ル
ー
ル
に
厳
し
か
っ
た
が
、
キ
ャ
リ
ア

Cに
は
ル
ー
ル
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
人
事
は
ク
ロ
ー
ズ
で
、

キ
ャ
リ
ア

Cは
ウ
エ
ル
カ
ム
だ
っ
た
。

厳
格
、
閉
鎖
性
（
人

事
）
、
緩
や
か
、
開
放
性

（
就
職
）

厳
格
（
条
件
）
、
緩
や
か

（
条
件
）

厳
格
、
緩
や
か

・
教
学

Cは
協
力
体
制
も
あ
り
学
生
も
来
る
の
で
、
皆
で
底
支
え
す
る
雰
囲
気
が
あ
る
。
管
理
部
門
は
シ
ビ
ア
に
見
る
立
場
で
殺
伐
と
し
た

雰
囲
気
が
あ
る
。
研
究
は
教
員
の
特
性
が
見
え
、
本
流
で
は
な
い
が
支
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

共
同
、
学
生
窓
口
（
教

学
）
、
厳
し
さ
（
法

人
）
、
教
員
支
援
（
研

究
）

共
同
（
原
因
）
、
学
生
対

応
（
特
性
）
、
厳
格
（
条

件
）
、
支
援
（
条
件
）

共
同
、
学
生
対
応
、
厳

格
、
支
援

・
図
書
館
は
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
感
じ
で
、
学
生
課
は
体
育
会
色
が
強
く
上
下
関
係
が
厳
し
か
っ
た
。

家
族
的
（
図
書
館
）
、
上

下
関
係
（
学
生
）

緩
や
か
（
条
件
）
、
厳
格

（
条
件
）

緩
や
か
、
厳
格

・
財
務
は
人
事
等
と
一
緒
で
殺
伐
と
し
た
感
じ
が
し
て
い
た
。
上
司
の
影
響
は
大
き
い
。

来
室
の
有
無
、
上
司
の
影

響
来
室
（
特
性
）
、
上
司

（
影
響
）

来
室
、
上
司

・
上
司
が
ど
う
い
う
人
か
で
職
場
は
変
わ
る
。
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
部
署
は
穏
や
か
で
あ
る
。

上
司
の
影
響

上
司
（
影
響
）

上
司

・
学
術
交
流

Cも
財
務
も
規
模
は
同
じ
だ
が
、
学
術
交
流

Cは
場
所
が
離
れ
て
い
て
独
立
し
て
完
結
し
て
い
た
の
で
、
和
気
あ
い
あ
い
し
て
い

た
。

独
立
し
た
場
所

独
立
性
（
原
因
）

独
立
性

・
教
務

Cは
50

人
で
、
学
部
横
断
的
に
動
く
た
め
横
の
調
整
が
大
事
で
、
ま
と
ま
り
を
作
る
の
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。
財
務
課
は

10
人
で
、

一
旦
は
自
分
本
位
に
な
り
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
を
優
先
的
に
考
え
る
こ
と
に
し
、
引
き
継
ぎ
な
が
ら
育
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

学
部
横
断
の
調
整
（
教

務
）
、
自
分
本
位
・
主
体

（
財
務
）
、
職
場
規
模

調
整
（
条
件
）
、
職
場
規

模
（
原
因
）

調
整
、
職
場
規
模

・
教
学

Cは
人
数
が
多
く
学
生
も
来
る
し
、
女
性
の
割
合
が
多
い
の
で
賑
や
か
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
る
。

学
生
窓
口
、
職
場
構
成
と

規
模

学
生
対
応
（
特
性
）
、
職

場
規
模
・
構
成
（
原
因
）

学
生
対
応
、
職
場
規
模
、

職
場
構
成

・
学
生
の
出
入
り
は
な
く
、
役
職
者
の
出
入
り
は
あ
る
が
ピ
リ
ピ
リ
し
た
雰
囲
気
で
は
な
く
明
る
い
雰
囲
気
が
あ
る
。

来
室
の
有
無

来
室
（
特
性
）

来
室

・
財
務
は
予
算
を
管
理
す
る
側
で
「
守
り
」
の
仕
事
で
あ
る
の
に
対
し
、

AO
セ
ン
タ
ー
は
イ
ケ
イ
ケ
で
攻
め
の
仕
事
。

守
り
（
財
務
）
、
攻
め

（
入
試
）

守
り
（
条
件
）
、
攻
め

（
条
件
）

守
り
、
攻
め

・
教
務
と
入
試
で
は
、
入
試
は
外
に
で
る
機
会
が
多
い
た
め
時
間
管
理
が
ル
ー
ズ
で
驚
い
た
。

厳
格
（
教
務
）
、
緩
や
か

（
入
試
）

厳
格
（
条
件
）
、
緩
や
か

（
条
件
）

厳
格
、
緩
や
か

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
部
課
の
違
い
を
感
じ
る
の
は
、
学
生
・
教
員
の
窓
口
業
務
が
あ
る
か
だ
が
、
学
生
の
来
室
事
由
に
よ
っ
て
も
違
い
は
あ
る
。
ま
た
、
業
務
を
共
同
で
行
う
機
会
が
あ
る
と
関
係
が
親
密
に
な
る
が
、
部
課

の
場
所
が
離
れ
て
い
る
と
独
自
ル
ー
ル
が
生
ま
れ
る
。

小

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
部
課
の
違
い
を
感
じ
る
の
は
、
学
生
・
教
員
の
窓
口
業
務
が
あ
る
か
、
業
務
内
容
が
ル
ー
ル
遵
守
な
ど
厳
格
さ
を
求
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
よ
る
。
ま
た
、
職
場
の
規
模
と
構
成
は
影
響
す
る
し
、
業
務

を
共
同
で
行
う
機
会
が
あ
る
と
一
体
感
を
持
つ
が
、
部
課
の
場
所
が
離
れ
て
い
る
と
独
自
性
を
持
つ
。
さ
ら
に
、
上
司
に
よ
り
、
部
課
の
組
織
文
化
は
影
響
を
受
け
る
。

中

【
資
料
3
-
8
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
織
文
化
の
S
C
A
T
分
析
（
大
学
規
模
別
）

大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

概
念
構
成

・
部
課
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
と
関
わ
る
か
で
違
い
が
で
る
。
財
務
は
監
査
室
や
学
長
で
、
失
敗
や
ミ
ス
が
で
き
な
の
で
神
経
を
使
っ
た
。
学

生
課
は
学
生
の
成
長
支
援
で
、
何
を
し
て
い
く
か
最
終
目
標
が
見
え
て
い
る
の
で
前
向
き
に
な
り
、
皆
で
相
談
す
る
の
で
声
が
出
て
い
る
。

学
生
対
応
、
厳
密
さ

学
生
対
応
（
特
性
）
、
厳

格
（
条
件
）
、
支
援
（
条

件
）

学
生
対
応
、
厳
格
、
支
援

・
上
司
は
経
験
で
得
た
も
の
を
そ
の
課
で
も
や
る
の
で
、
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
を
持
ち
込
む
。

上
司
の
影
響

上
司
（
影
響
）

上
司

・
A
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
本
部
で
責
任
を
と
っ
て
も
ら
え
る
感
覚
が
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
ち
が
あ
っ
た
。

本
部
キ
ャ
ン
パ
ス

キ
ャ
ン
パ
ス
（
条
件
）

キ
ャ
ン
パ
ス

・
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
組
織
と
し
て
の
フ
ォ
ー
マ
ル
ラ
イ
ン
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
。
A
キ
ャ
ン
パ
ス
は
新
設
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
皆
で
作

り
上
げ
よ
う
と
い
う
リ
ベ
ラ
ル
な
雰
囲
気
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
し
、
使
命
感
を
持
ち
前
向
き
だ
っ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴

キ
ャ
ン
パ
ス
（
条
件
）

キ
ャ
ン
パ
ス

・
B
キ
ャ
ン
パ
ス
は
文
系
学
部
が
あ
る
が
、
学
部
ど
お
し
の
繋
が
り
が
な
い
の
で
、
教
員
と
の
距
離
が
あ
る
。

Cキ
ャ
ン
パ
ス
は
工
学
部
の
み

で
教
員
と
の
距
離
が
近
い
。
A
キ
ャ
ン
パ
ス
は
教
養
で

1・
2年

生
が
い
る
の
で
雰
囲
気
が
違
う
。
B
キ
ャ
ン
パ
ス
は
課
が
乱
立
し
て
い
て
課
ど

お
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
に
く
い
が
、
他
は
も
と
も
と
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
だ
っ
た
の
で
係
を
置
く
形
で
、
親
睦
会
が
あ
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
部
構

成
・
部
課
編
成

キ
ャ
ン
パ
ス
（
条
件
）

キ
ャ
ン
パ
ス

・
図
書
館
は
地
理
的
に
も
離
れ
て
い
て
他
の
職
員
と
接
す
る
こ
と
は
な
く
、
学
年
暦
と
も
関
係
な
く
仕
事
を
し
て
い
た
の
で
、
独
立
し
て
完

結
す
る
場
だ
っ
た
。
専
任
職
員
と
委
託
が
棲
み
分
け
て
い
た
の
で
気
を
遣
っ
た
。
以
前
は
専
任
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
だ
っ
た
。

独
立
し
た
場
所
、
専
任
・

非
専
任
の
業
務
分
掌

独
立
性
（
原
因
）
、
職
場

構
成
（
原
因
）

独
立
性
、
職
場
構
成

・
A
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
B
キ
ャ
ン
パ
ス
が
本
部
で
偉
そ
う
に
見
え
た
が
、
意
見
が
通
り
や
す
い
し
若
い
人
（
学
生
）
が
多
い
の
で
、
勢
い
が
あ

り
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

Cキ
ャ
ン
パ
ス
は
工
学
部
で
研
究
が
多
く
学
生
の
質
も
違
う
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴

キ
ャ
ン
パ
ス
（
条
件
）

キ
ャ
ン
パ
ス

・
教
務
課
は

33
人
で
、
ベ
テ
ラ
ン
が
多
く
、
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
で
き
っ
ち
り
や
る
仕
事
で
平
和
的
な
感
じ
だ
し
、
結
束
力
が
強
い
。
学
生

課
は

10
人
で
、
日
々
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
る
の
で
、
元
気
で
イ
キ
イ
キ
し
て
い
て
個
性
的
な
人
が
多
く
、
教
務
課
と
は
対
照
的
。
人
事

課
は
前
向
き
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
自
由
闊
達
。
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
人
間
関
係
の
調
整
が
必
要
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
は
落
ち
る
し
意
思
疎
通
も
深

ま
り
に
く
い
。

職
場
規
模
と
調
整
、
業
務

内
容
の
違
い

職
場
規
模
（
原
因
）
、
厳

格
さ
（
条
件
）
、
支
援

（
条
件
）

職
場
規
模
・
構
成
、
厳

格
、
支
援

・
パ
ー
ト
は
古
い
人
が
い
る
の
で
、
権
限
を
握
っ
て
い
る
人
も
い
て
影
響
す
る
。

非
専
任
の
影
響

職
場
構
成
（
原
因
）

職
場
構
成

・
学
務

Cは
学
生
が
来
る
し
、
派
遣
職
員
が
多
く
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
の
で
賑
や
か
だ
が
、
入
学

Cは
会
話
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
静

か
。

学
生
窓
口
、
職
場
構
成

学
生
対
応
（
特
性
）
、
職

場
構
成
（
原
因
）

学
生
対
応
、
職
場
構
成

・
法
学
部
事
務
室
は
教
員
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
。
コ
ロ
ナ
対
応
で
卒
業
時
の
資
料
送
付
等
を
教
員
が
手

伝
っ
て
く
れ
た
。

教
員
と
親
密
な
関
係

親
密
（
条
件
）

親
密

・
教
職

Cは
学
生
が
来
る
の
で
明
る
い
し
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
た
が
、
法
人
系
は
ピ
リ
ッ
と
し
て
い
る
。

学
生
来
室
の
有
無

学
生
対
応
（
特
性
）
、
来

室
（
条
件
）

学
生
対
応
、
来
室

・
学
務

Cは
何
を
や
っ
て
も
怒
ら
れ
る
。
ク
レ
ー
ム
を
受
け
る
最
前
線
で
後
ろ
向
き
に
な
る
感
じ
が
す
る
。
雰
囲
気
は
萎
縮
し
固
い
。
本
来

は
学
生
を
育
て
る
こ
と
は
社
会
の
核
心
に
な
る
こ
と
で
や
り
が
い
が
あ
る
は
ず
だ
が
、
教
学
は
教
員
が
最
前
線
で
あ
る
。

受
け
身
（
教
務
）
、
教
員

優
位
（
教
務
）

受
け
身
（
条
件
）
、
教
員

優
位
（
特
性
）

受
け
身
、
教
員
優
位

・
学
生
部
は
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
寄
り
添
っ
て
対
応
し
て
い
る
の
で
、
だ
ら
だ
ら
し
す
ぎ
て
い
る
。
個
人
に
よ
っ
て
業
務

の
密
度
が
違
っ
て
し
ま
う
。

学
生
支
援
・
個
別
性

学
生
対
応
（
特
性
）
、
個

別
性
（
特
性
）

学
生
対
応
、
個
別
性

・
窓
口
の
有
無
に
よ
る
。
対
人
対
応
は
業
務
を
進
め
る
要
素
で
突
発
的
な
対
応
も
あ
る
が
、
法
人
部
門
は
計
画
ど
お
り
に
仕
事
が
進
め
ら
れ

て
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
な
る
。

来
室
の
有
無

来
室
（
特
性
）

来
室

・
Aの

学
生
と
職
員
は
愛
校
心
が
強
い
。
職
員
は
学
生
と
の
距
離
が
近
く
、
直
接
、
学
生
の
成
長
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
が
多
い
、

Aは
真
似
の

で
き
な
い
大
学
と
い
う
唯
一
無
二
で
あ
る
と
い
う
誇
り
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
度
の
多
さ
に
よ
る
誇
り
が
理
由
で
は
な
い
か
。
教
員
が
ど
う

考
え
る
か
は
業
務
か
ら
消
え
る
が
、

Bで
は
教
員
の
反
応
を
考
え
る
。

学
生
と
の
距
離
感

学
生
と
の
距
離
感
（
原

因
）

学
生
と
の
距
離
感

・
教
務
系
は
単
位
の
計
算
を
間
違
え
ら
れ
な
い
の
で
、
厳
し
く
て
守
り
の
仕
事
だ
が
、
学
生
系
は
育
て
て
い
く
仕
事
で
風
土
の
違
い
が
で
る

と
思
う
。

厳
格
（
教
務
）
、
学
生
支

援
（
学
生
）

厳
格
（
条
件
）
、
支
援

（
条
件
）

厳
格
、
支
援

・
学
務

Cは
仕
事
が
か
っ
ち
り
し
て
い
て
管
理
さ
れ
て
い
る
。
期
日
に
つ
い
て
財
務
は
支
払
い
期
日
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
少
し
緩
い
が
、

学
務

Cの
補
助
金
調
査
は
厳
格
に
し
て
い
る
。

厳
格

厳
格
（
条
件
）

厳
格

・
入
学

Cは
外
向
き
で
積
極
的
で
前
に
向
か
い
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
る
の
で
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽
く
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
取
り
込
ん
で
い

く
。
学
務

Cは
き
ち
ん
と
間
違
い
な
く
や
る
こ
と
で
固
い
。

積
極
的
（
入
試
）
、
正
確

（
教
務
）

積
極
的
（
条
件
）
、
正
確

（
条
件
）

積
極
的
、
正
確

・
総
務
は
何
で
も
屋
で
、
解
決
の
た
め
に
動
く
た
め
皆
が
ど
こ
か
で
繋
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。
学
術
研
究
支
援

Cは
縦
割
り
が
し
っ
か
り

し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
ま
で
で
終
わ
り
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

業
務
分
担

業
務
分
担
（
原
因
）

業
務
分
担

巨
大

【
資
料
3
-
8
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
織
文
化
の
S
C
A
T
分
析
（
大
学
規
模
別
）

大

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
部
課
の
業
務
が
、
学
生
の
窓
口
業
務
が
あ
る
か
、
業
務
内
容
が
ル
ー
ル
に
も
と
づ
き
厳
格
さ
を
求
め
ら
れ
る
か
、
業
務
の
接
点
が
大
学
外
に
あ
る
か
な
ど
の
違
い
は
、
部
課
の
組
織
文
化
に
影
響
す
る
。

ま
た
、
職
場
の
規
模
と
構
成
も
影
響
す
る
し
、
複
数
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
と
、
学
部
構
成
、
本
部
機
能
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
な
ど
が
キ
ャ
ン
パ
ス
の
組
織
文
化
を
作
る
。
さ
ら
に
、
上
司
は
自
分
の
ル
ー
ル
を
持
ち
込
む
の
で
、

部
課
の
組
織
文
化
に
影
響
を
与
え
る
。
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

概
念
構
成

・
教
学
部

と
国

際
部

で
は

守
り

と
攻

め
の

違
い

が
あ

り
進
め
方
も
異
な
っ
て
い
る
。
考
え
方
は
国
際
部
の
方
が
楽
。

守
り
（
教
務
）
、
攻
め

（
国
際
）

守
り
（
条
件
）
、
攻
め

（
条
件
）

守
り
、
攻
め

・
キ
ャ
リ

ア
Cは

学
外

に
出

て
営

業
す

る
の

で
、

動
物
園
で
教
学
的
な
こ
と
は
何
も
な
か
っ
た
。
校
友
父
母
課
は
ト
ッ
プ
の
意
向
を
常
に
意

識
し
な
け

れ
ば

な
ら

ず
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
で

あ
っ

た
し

、
息
苦
し
く
て
大
学
で
は
な
い
と
感
じ
た
。
学
生
の
た
め
に
働
い
て
い
る
の
で
は
な

く
、
ト
ッ

プ
の

意
向

で
仕

事
を

し
て

い
た

。
学

部
事

務
室
は
仕
事
は
タ
フ
だ
が
教
員
と
接
点
が
あ
っ
た
。
図
書
館
は
楽
し
い
。
自
由
度
が
与

え
ら
れ
た

方
が

自
分

の
良

さ
は

発
揮

で
き

る
。

自
由
（
就
職
・
図
書

館
）
、
ト
ッ
プ
の
意
向

（
社
会
連
携
）
、
教
員
と

の
接
点
（
教
務
）

自
由
（
条
件
）
、
ト
ッ
プ

の
意
向
（
条
件
）

自
由
、
ト
ッ
プ
の
意
向

・
競
争
に

対
す

る
マ

イ
ン

ド
が

全
く

違
う

。
入

学
Cは

他
私
大
と
の
関
係
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
が
求
め
ら
れ
た
し
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
教
学
部
は

他
に
勝

る
、

目
指

す
な

ど
の

目
標

が
曖

昧
で

、
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
対
応
す
る
よ
り
も
現
状
維
持
に
重
き
が
置
か
れ
る
し
意
思
決
定
に
時
間
が
か

か
る
。

意
見

を
通

す
た

め
に

ど
う

柔
軟

に
対

応
す

る
か
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

速
さ
（
入
試
）
、
現
状
維

持
（
教
務
）

速
さ
（
条
件
）
、
現
状
維

持
（
条
件
）

速
さ
、
現
状
維
持

・
情
報
部

門
は

時
限

的
業

務
が

多
い

の
で

カ
チ

カ
チ

と
仕
事
を
す
る
。
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
残
っ
て
い
る
し
、
知
識
を
持
っ
て
い
る
人
が
い

て
、
き
ち

ん
と

仕
事

が
進

む
。

期
限
（
情
報
）

期
限
（
条
件
）

期
限

・
人
事
は

上
の

ル
ー

ル
に

従
え

と
い

う
感

覚
が

あ
っ

た
が
、
研
究
部
は
民
間
企
業
の
よ
う
で
別
会
社
に
転
職
し
た
感
じ
。
総
務
も
人
事
と
同

じ
。
雰
囲

気
の

違
い

は
そ

の
課

が
も

つ
接

点
の

違
い

に
よ
る
。

厳
密
さ
（
総
務
等
）
、
民

間
型
業
務
（
研
究
）

厳
格
（
条
件
）
、
緩
や
か

（
条
件
）

厳
格
、
緩
や
か

・
入
試
執

行
は

固
い

仕
事

で
工

場
労

働
者

の
よ

う
だ

っ
た
が
、
入
試
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
が
多
く
カ
オ
ス
状
態
。
教
務
は
人
数
が
多
い
と
統
制
が

と
れ
な
い

。
厳
格
・
混
沌
（
入
試
）
、

大
規
模
（
教
務
）

職
場
規
模
（
原
因
）
、
厳

格
さ
（
条
件
）

職
場
規
模
、
厳
格

・
総
務
と

学
事

は
守

る
仕

事
で

断
る

こ
と

が
多

い
。

学
生
課
や
現
場
に
近
い
と
こ
ろ
は
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
い
か
に
越
え
る
か
と
ア
ク

テ
ィ
ブ
で

、
入

試
は

募
集

と
執

行
の

チ
ー

ム
で

文
化

が
違
っ
た
。
学
生
と
の
距
離
の
違
い
に
よ
る
と
思
う
が
、
教
務
は
な
ぜ
か
分
か
ら
な
い

が
反
対
だ

っ
た

。

守
り
（
総
務
・
教
務
）
、

学
生
対
応
・
積
極
的
（
学

生
）

守
り
（
条
件
）
、
積
極
的

（
条
件
性
）
、
学
生
対
応

（
特
性
）

守
り
、
積
極
的
、
学
生
対

応

・
教
学
部

は
静

か
で

縦
割

り
が

強
い

。
学

生
部

と
事

務
室
は
教
員
や
学
生
が
来
る
の
で
会
話
が
あ
る
。

分
担
・
分
業
（
教
務
）
、

来
室
（
学
生
・
事
務
室
）

分
業
（
条
件
）
、
来
室

（
特
性
）

分
業
、
来
室

・
入
試
は

裁
量

が
あ

り
、

学
長

等
ト

ッ
プ

と
も

出
張

で
一
緒
に
な
る
の
で
、
日
常
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
で
意
見
交
換
し
や
す

い
。
学
部

は
事

務
室

内
で

完
結

し
て

い
た

の
で

、
部

次
長
を
含
め
事
務
室
以
外
の
人
と
話
す
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

裁
量
・
親
近
感
（
入

試
）
、
完
結
（
教
務
）

裁
量
（
条
件
）
、
親
近
感

（
原
因
）
、
完
結
（
条

件
）

裁
量
、
親
近
感
、
完
結

・
職
員
に

ど
れ

だ
け

任
せ

ら
れ

て
い

る
か

に
よ

る
。

任
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
専
門
性
が
必
要
に
な
る
が
、
職
員
の
権
限
が
弱
い
と
こ
ろ
は
保

守
的
に
な

り
や

す
い

。
教

学
部

は
学

部
と

の
調

整
が

一
番
意
識
さ
れ
る
の
で
保
守
的
に
な
り
や
す
い
。

裁
量
、
調
整
、
保
守
的

裁
量
（
条
件
）
、
調
整

（
条
件
）
、
保
守
的
（
条

件
）

裁
量
、
調
整
、
保
守
的

・
入
学

Cは
体

育
会

系
出

身
者

が
多

く
、

ま
と

ま
り
や
す
く
元
気
が
良
か
っ
た
。
部
長
の
雰
囲
気
で
違
っ
て
く
る
。

上
司
の
影
響

上
司
（
影
響
）

上
司

・
上
司
が

雰
囲

気
を

作
る

の
で

、
1部

署
1室

だ
と

閉
鎖
さ
れ
雰
囲
気
が
変
え
ら
れ
な
い
が
、
オ
ー
プ
ン
だ
と
中
和
さ
れ
る
。

上
司
の
影
響

上
司
（
影
響
）

上
司

・
上
司
に

よ
り

違
う

。
入

学
Cは

良
き

に
計

ら
え

で
、
い
ち
い
ち
聞
く
な
、
責
任
は
と
る
と
い
う
上
司
で
個
人
は
尊
重
さ
れ
た
が
、
そ
の
分

責
任
感
を

感
じ

た
。

施
設

部
は

服
従

さ
せ

る
タ

イ
プ

で
機
嫌
を
伺
っ
て
い
た
。
図
書
館
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
で
き
て
良
い
感
じ
で
あ
る
。

上
司
の
影
響

上
司
（
影
響
）

上
司

・
キ
ャ
ン

パ
ス

が
違

う
と

マ
イ

ナ
ー

ル
ー

ル
が

で
き

る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
、
独
自
ル
ー

ル
キ
ャ
ン
パ
ス
（
条
件
）

キ
ャ
ン
パ
ス

・
本
部
の

み
の

職
場

で
景

色
は

変
わ

ら
な

い
。

現
場

と
溝
が
あ
る
よ
う
に
肌
感
覚
と
し
て
あ
る
。

本
部

本
部
（
条
件
）

本
部

・
キ
ャ
ン

パ
ス

で
文

化
は

違
い

、
そ

れ
は

歴
史

の
長

さ
に
よ
る
。
組
合
を
通
じ
て
A
キ
ャ
ン
パ
ス
よ
り

Bキ
ャ
ン
パ
ス
の
方
が
風
通
し
は
良

か
っ
た

。
学

部
棟

が
あ

る
か

ど
う

か
も

影
響

す
る

。
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
徴

キ
ャ
ン
パ
ス
（
条
件
）

キ
ャ
ン
パ
ス

・
職
種
構

成
の

多
様

化
は

帰
属

意
識

に
差

が
出

て
、

一
体
感
が
薄
れ
る
。

職
場
構
成

職
場
構
成
（
原
因
）

職
場
構
成

・
学
務

Cは
大

規
模

で
派

遣
職

員
が

多
く

、
全

て
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
な
い
の
で
調
整
に
時
間
が
か
か
る
。
派
遣
職
員
が
多
い

と
入
れ

替
え

が
早

く
、

学
生

対
応

に
ば

ら
つ

き
が

で
や
す
い
と
思
う
。
国
際

Cは
小
規
模
（

7～
10

人
）
で
顔
を
知
っ
て
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

が
と

れ
る

し
、

ス
ピ

ー
ド

感
が

あ
る

。

職
場
規
模
・
構
成

職
場
規
模
・
構
成
（
原

因
）

職
場
規
模
・
構
成

・
学
務
C
は

規
模

が
大

き
く

、
フ

ロ
ア

ー
が

分
か

れ
て

い
る
の
で
知
ら
な
い
人
が
い
た
が
、
雰
囲
気
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。

職
場
規
模

職
場
規
模
（
原
因
）

職
場
規
模

・
学
務

Cは
派

遣
職

員
の

割
合

が
高

い
の

で
、

人
間
関
係
の
難
し
さ
が
あ
っ
た
。
机
で
の
仕
事
で
あ
り
い
な
い
の
が
目
に
つ
き
や
す
い
が
、

入
学

Cは
休

日
出

勤
、

出
張

が
多

い
の

で
机

に
い

な
く
て
も
気
に
な
ら
な
い
。

職
場
構
成
、
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
職
場
構
成
（
原
因
）
、
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
（
原
因
）

職
場
構
成
、
デ
ス
ク
ワ
ー

ク

・
学
務

Cは
年

数
が

長
い

業
務

職
・

派
遣

職
員

が
い
る
の
で
、
立
場
が
逆
転
す
る
の
で
や
り
ず
ら
さ
が
あ
り
、

8割
が
女
性
で
意
見
が
強
い
。

職
場
構
成

職
場
構
成
（
原
因
）

職
場
構
成

・
研
究

Cは
総

合
職

以
外

の
人

が
多

く
、

女
性

も
多
い
の
で
賑
や
か
だ
が
、
空
気
を
読
ま
な
い
と
い
け
な
い
。
総
合
企
画
は
男
性
が
多
く
こ

じ
ん
ま

り
し

て
い

て
、

相
談

し
や

す
く

皆
で

や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
。
課
長
の
雰
囲
気
の
違
い
も
あ
る
。

職
場
規
模
・
構
成
、
上
司

の
影
響

職
場
規
模
・
構
成
（
原

因
）
、
上
司
（
影
響
）

職
場
規
模
・
構
成
、
上
司

【
資
料
3
-
8
】
（

続
き

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
織
文
化
の
S
C
A
T
分
析
（
大
学
規
模
別
）

巨
大
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

概
念

構
成

・
研

究
部
は
多
様
な
雇
用
形
態
が
進
行
し
て
い
く
途

上
で

、
立

場
や

職
位

の
違

い
を

上
も

下
も

強
く

意
識

し
て

お
り

、
ま

と
め

る
の

に
苦

労
し

た
。
学
生
部
は
雇
用
形
態
の
違
い
が
あ
っ
て
も
意

識
の

上
で

は
フ

ラ
ッ

ト
だ

っ
た

。
ど

の
雇

用
種

別
も

学
生

に
接

し
て

い
た

か
ら

だ
と

思
う

。
事
務
室
は
仕
事
が
定
型
化
さ
れ
て
い
た
の
で
、

仕
事

も
雇

用
形

態
の

違
い

で
区

分
さ

れ
て

い
た

。
職

種
間

の
風

通
し

は
良

く
な

か
っ

た
が

、
居
心
地
の
悪
さ
は
感
じ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た

。

学
生

対
応

、
職

場
構

成
・

担
当

業
務

学
生

対
応

（
特

性
）

、
職

場
構

成
（

原
因

）
学

生
対

応
、

職
場

構
成

・
専

任
率
で
働
き
方
が
変
わ
る
。
契
約
職
員
等
と
は

同
じ

情
報

を
持

っ
て

い
な

い
し

、
方

向
性

が
一

致
し

て
い

な
い

の
で

、
専

任
率

が
低

い
と

苦
労
が
多
い
。
専
任
は
大
学
の
こ
と
を
考
え
れ
ば

当
た

り
前

と
思

っ
て

も
言

葉
や

思
い

は
一

致
し

な
い

。
職

場
構

成
職

場
構

成
（

原
因

）
職

場
構

成

・
Aは

フ
ラ
ン
ク
で
課
長
も
さ
ん
づ
け
で
呼
ん
で
い

た
し

、
契

約
職

員
も

専
任

と
の

違
い

は
感

じ
な

か
っ

た
し

、
契

約
職

員
は

誇
り

を
持

っ

て
い

た
。
契
約
職
員
は
ベ
テ
ラ
ン
が
多
か
っ
た
。

Bは
職

種
間

の
違

い
を

感
じ

る
。

制
度

の
整

備
の

違
い

も
あ

り
、

Aの
方

が
変

え
る

幅
は

大

き
い

職
場

構
成

・
担

当
業

務
職

場
構

成
（

原
因

）
職

場
構

成

・
国

際
部
は
帰
国
子
女
も
多
く
お
り
、
異
文
化
理
解

が
進

ん
だ

し
、

自
分

の
意

見
を

持
つ

こ
と

が
文

化
と

し
て

あ
っ

た
。

職
場

構
成

職
場

構
成

（
原

因
）

職
場

構
成

・
管

財
は
土
木
経
験
者
が
多
く
男
性
職
場
だ
っ
た
。

学
生

オ
フ

ィ
ス

と
社

会
連

携
は

女
性

職
場

だ
っ

た
が

、
学

生
オ

フ
ィ

ス
は

こ
そ

こ
そ

し
た

感
じ
、
社
会
連
携
は
オ
ー
プ
ン
な
感
じ
で
バ
ラ
ン

ス
が

と
れ

て
い

た
が

、
構

成
員

の
年

齢
が

社
会

連
携

の
方

が
高

か
っ

た
。

職
場

構
成

職
場

構
成

（
原

因
）

職
場

構
成

・
人

の
要
素
、
特
に
課
長
の
役
割
や
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
多

さ
な

ど
人

の
構

成
が

大
き

い
。

上
司

の
影

響
、

職
場

構
成

上
司

（
影

響
）

、
職

場
構

成
（

原
因

）
上

司
、

職
場

構
成

・
Aは

雰
囲
気
が
良
く
、
契
約
職
員
も
て
き
ぱ
き
と

仕
事

が
で

き
る

人
が

多
く

、
忙

し
く

て
周

り
を

見
る

余
裕

が
な

い
の

で
、

他
者

と
の

も

め
ご

と
が
で
て
こ
な
い
。
も
め
ご
と
が
あ
る
と
個
別

に
対

応
す

る
こ

と
に

な
る

の
で

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

時
間

を
割

く
こ

と
に

な
る

。
業

務
密

度
業

務
密

度
（

条
件

）
業

務
密

度

・
入
試
は
少
人
数
（

20
人
）
で
専
任
比
率
が
高
く
、
仕

事
が

一
緒

な
の

で
和

気
あ

い
あ

い
と

し
て

い
た

。
教

務
は

専
任

職
員

と
契

約
職

員
の

線
引

き
が
明
確
で
、
人
数
が
多
く
（

60
人
）
、
業
務
範

囲
が

広
い

の
で

、
他

の
業

務
チ

ー
ム

と
の

比
較

で
突

き
上

げ
が

あ
り

、
向

け
ら

れ
る

目
の

違
い
が
あ
っ
た
。

共
同

、
職

場
規

模
・

職
場

構
成

共
同

（
原

因
）

、
職

場
規

模
・

職
場

構
成

（
原

因
）

共
同

、
職

場
規

模
・

職
場

構
成

（
出

所
：

筆
者

作
成
）

【
資

料
3
-
8
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

組
織

文
化

の
S
C
A
T
分

析
（

大
学

規
模

別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
部
課
の
業
務
が
、
学
生
の
窓
口
業

務
が
あ
る
か
、
教

員
と
の
日

常
的

な
接

点
が
あ
る
か
、
業

務
内

容
が
厳

格
さ
を
求

め
ら
れ

る
か
、
裁

量
の
幅

が
あ
る
か
、
業

務
を
計

画
ど
お

り
進

め
ら
れ

る
か
、
突

発
的

な
対

応
が
あ
る
か
、
大

学
外

に
出
て
い
く
か
、
ト
ッ
プ
と
の
距
離
な
ど
の
違
い
は
、
部

課
の
組

織
文

化
に
影

響
す

る
。
ま
た
、
職

場
の
規

模
と
構

成
の
影

響
は
大

き
い
し
、
デ

ス
ク
で
の
仕

事
が
中

心
か
、
業

務
分

担
が
明

確
に
な
っ
て
い
る
か
、
共

同
で
業

務
を
行

う
機

会
が
あ

る
か
な
ど
も
影
響
す
る
。
複
数
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
と
、
学

生
構

成
や

キ
ャ
ン
パ

ス
の
歴

史
な
ど
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
組

織
文

化
に
違

い
が
あ
り
、
マ
イ
ナ
ー

ル
ー

ル
が
作

ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
上

司
は
、
部

課
の
組

織
文

化
に
影

響
を
与

え
る
。

巨
大
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
就
職
は
教
員
か
ら
の
依
頼
、
職
員
か
ら
の
依
頼
と
い
う
そ
れ
だ
け
の
つ
な
が
り
で
、
お
互
い
仕
事
を
し
て
い
る
感
じ
だ
が
、
教
務
は
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
ま
で
踏
み
込
む
の
で
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
感
じ
が
す
る
。

（
就
職
）
依
頼
の
み
、

（
教
務
）
協
働

一
方
向
の
関
係
（
結

果
）
、
協
働
（
結
果
）

一
方
向
の
関
係
、
協
働

・
教
務
課
は
一
番
接
点
が
あ
っ
た
が
、
新
人
で
教
員
は
目
上
の
人
で
、
気
持
ち
よ
く
授
業
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
す
る
立
場
だ
っ

た
。
入
学

Cと
教
育
研
究
支
援
課
は
関
わ
る
教
員
は
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
国
際
交
流
で
は
教
員
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
。

（
教
務
）
依
頼
す
る
側
、

（
入
試
）
特
定
教
員
、

（
国
際
）
協
働
、
部
課
に

よ
る
違
い

教
員
優
位
（
条
件
）
、
特

定
教
員
（
条
件
）
、
協
働

（
特
性
）
、
部
課
に
よ
る

違
い
（
原
因
）

教
員
優
位
、
特
定
教
員
、

協
働
、
部
課
に
よ
る
違
い

・
教
務
課
で
は
接
点
が
あ
り
、
多
く
の
教
員
は
協
力
的
だ
っ
た
が
、
一
部
の
古
い
教
員
に
対
し
て
は
ど
の
よ
う
に
お
願
い
す
る
か
気
を
使
う

こ
と
も
あ
っ
た
。

（
教
務
）
協
力
的
、
配

慮
、
多
く
の
教
員

協
力
的
（
結
果
）
、
配
慮

（
結
果
）
、
多
く
の
教
員

（
条
件
）

協
力
的
、
配
慮
、
多
数
の

教
員

・
自
己
点
検
・
評
価
は
学
部
長
・
学
科
主
任
、
大
学
執
行
部
と
や
り
と
り
が
あ
る
が
、
各
種
調
査
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
。
高
大
連
携
は
出
張

講
義
の
依
頼
な
ど
が
あ
っ
た
。

（
企
画
）
執
行
部
、
依
頼

の
み
、
部
課
に
よ
る
接
点

の
違
い

執
行
部
（
条
件
）
、
一
方

向
の
関
係
（
結
果
）
、
部

課
に
よ
る
違
い
（
原
因
）

執
行
部
、
一
方
向
の
関

係
、
部
課
に
よ
る
違
い

・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
わ
っ
て
は
い
ろ
い
ろ
な
教
員
と
や
り
と
り
が
あ
る
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
変
や
教
育
推
進
室
の
業
務
で
は
執
行
部
や

学
部
長
な
ど
の
教
員
に
な
る
。

（
教
務
）
全
教
員
、
執
行

部
全
教
員
（
条
件
）
、
執
行

部
（
条
件
）

全
教
員
、
執
行
部

・
接
点
は
教
務
課
で
は
そ
こ
そ
こ
あ
っ
た
が
、
入
学

Cは
課
長
に
な
っ
て
独
自
業
務
が
あ
り
、
ま
た
監
督
の
配
当
を
し
た
り
、
高
校
訪
問
を

依
頼
し
た
り
し
た
の
で
、
一
番
接
点
が
多
か
っ
た
。

（
教
務
）
多
く
の
教
員
、

（
入
試
）
管
理
職
の
独
自

業
務
に
よ
る
接
点

多
数
の
教
員
（
条
件
）
、

職
位
に
よ
る
接
点
（
原

因
）

一
定
の
接
点
、
職
位
に
よ

る
接
点

・
学
部
に
よ
り
行
事
の
参
加
度
合
い
に
差
が
あ
る
。

（
教
務
）
学
部
間
の
差

学
部
間
の
差
（
原
因
）

学
部
間
の
差

・
入
試
で
多
く
の
教
員
と
接
点
が
あ
っ
た
が
、
出
身
大
学
で
も
あ
り
仲
間
意
識
を
持
っ
て
受
け
入
れ
て
く
れ
て
い
た
。

（
入
試
）
多
く
の
教
員
、

仲
間

多
数
の
教
員
（
条
件
）
、

仲
間
（
結
果
）

多
数
の
教
員
、
仲
間

・
一
緒
に
べ
っ
た
り
と
仕
事
を
し
た
経
験
は
な
い
。

経
験
無
し

未
経
験
（
結
果
）

未
経
験

・
総
務
は
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
側
で
見
る
が
、
期
日
を
守
ら
な
い
教
員
が
地
域
連
携
を
熱
心
に
や
っ
て
い
る
の
を
見
た
。

（
総
務
）
管
理
者
の
視

点
、
違
う
側
面
を
見
る

管
理
者
の
視
点
（
条

件
）
、
違
う
側
面
（
結

果
）

管
理
者
の
視
点
、
違
う
側

面

・
総
務
は
教
員
を
知
ら
な
い
の
で
深
い
理
解
に
な
ら
な
い
。
教
務
は
関
わ
り
が
深
い
の
で
理
解
が
深
ま
り
、
研
究
者
の
側
面
や
一
匹
狼
の
集

ま
り
に
見
え
る
。

（
総
務
）
知
ら
な
い
、

（
教
務
）
多
様
な
側
面
、

一
匹
狼

知
ら
な
い
（
結
果
）
、
多

様
な
側
面
（
結
果
）
、
個

人
中
心
（
結
果
）

知
ら
な
い
、
多
様
な
側

面
、
個
人
中
心

・
総
務
で
は
労
務
管
理
や
福
利
厚
生
を
通
し
て
生
活
面
が
見
え
た
。
学
生
課
は
教
学
面
の
み
の
接
点
で
授
業
中
の
こ
と
が
分
か
り
、
頑
張
っ

て
い
る
人
に
負
担
が
い
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
総
務
）
生
活
面
、
（
学

生
）
授
業
の
状
況
、
負
担

状
況

生
活
面
（
結
果
）
、
授
業

の
状
況
（
結
果
）
、
負
担

状
況
（
結
果
）

生
活
面
、
授
業
の
状
況
、

負
担
状
況

・
A
の
教
員
の
方
が
教
育
熱
心
で
、
行
政
に
対
す
る
意
見
も
少
な
い
。

（
短
大
）
教
育
中
心

教
育
中
心
（
原
因
）

教
育
中
心

・
臨
床
に
行
く
先
生
を
見
る
と
ど
こ
に
そ
ん
な
体
力
が
あ
る
の
か
と
考
え
、
そ
の
努
力
や
常
に
教
育
を
考
え
て
い
る
こ
と
は
見
習
わ
な
け
れ

ば
と
思
う
。

（
教
務
）
負
担
状
況
、
刺

激
負
担
状
況
（
結
果
）
、
刺

激
（
影
響
）

負
担
状
況
、
刺
激

・
A
の
教
員
は
協
力
的
で
話
や
す
い
。
B
の
教
員
は
協
力
的
・
非
協
力
的
に
分
か
れ
る
。
非
協
力
的
な
教
員
は
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
て
こ
な

い
。

（
短
大
）
協
力
的
、
（
大

学
）
協
力
的
と
非
協
力
的

協
力
的
（
条
件
）
、
非
協

力
的
（
条
件
）

協
力
的
、
非
協
力
的

・
B
の
教
員
は
個
で
動
く
が
、
A
の
教
員
は
チ
ー
ム
で
や
る
意
識
が
強
く
、
面
倒
見
も
良
く
学
生
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
の
中
で
学

生
の
把
握
率
は
大
き
な
違
い
が
出
て
い
る
。

（
短
大
）
チ
ー
ム
意
識
、

（
大
学
）
個
人

学
部
間
の
差
（
結
果
）

学
部
間
の
差

・
A
は
教
員
・
職
員
の
垣
根
が
な
く
、
教
員
が
多
様
な
領
域
の
仕
事
を
す
る
。
法
令
で
や
る
こ
と
や
方
向
性
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
自
由
度

の
幅
は
狭
く
、
ム
ラ
社
会
で
同
調
圧
力
も
強
い
。

（
短
大
）
垣
根
の
低
さ
、

裁
量
幅
の
小
さ
さ
、
同
調

圧
力

教
職
の
近
さ
（
背
景
）
、

自
由
度
の
低
さ
（
原

因
）
、
同
調
圧
力
（
結

果
）

対
等
、
教
育
中
心

・
A
の
教
員
は
何
で
も
協
力
し
合
っ
て
や
っ
て
い
た
の
で
分
か
り
合
っ
て
い
た
し
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
な
あ
な
あ
の
感
じ
だ
っ
た
。
A
の
教
員

は
職
員
が
い
な
い
と
回
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
と
思
う
。
B
の
教
員
は
ビ
シ
ッ
と
し
て
い
て
、
言
い
方
で
反
発
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
総

務
は
敵
対
的
に
見
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
構
え
て
い
た
。
研
究
の
こ
と
を
言
う
が
、
A
の
教
員
か
ら
は
聞
か
な
か
っ
た
。

（
短
大
）
家
族
的
関
係
、

（
大
学
）
教
職
の
違
い
、

研
究

家
族
的
関
係
（
背
景
）
、

教
職
の
差
（
背
景
）
、
研

究
（
背
景
）

仲
間
、
教
職
の
差
、
研
究

・
個
人
で
は
良
い
が
、
団
体
に
な
る
と
変
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
く
る
。

集
団
に
よ
る
弊
害

集
団
に
よ
る
弊
害
（
結

果
）

集
団
に
よ
る
弊
害

【
資
料
3
-
9
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
員
と
の
接
点
・
教
員
の
見
方
の
S
C
A
T
分
析
（
大
学
規
模
別
）

小
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
研
究
者
で
は
な
く
教
育
者
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
役
職
者
は
、
行
政
マ
ン
の
面
が
必
要
で
、
自
分
の
学
部
だ
け
で
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

大
学
と
し
て
ど
う
か
と
い
う
観
点
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

教
育
者
、
全
学
の
視
野
を

持
つ
行
政
マ
ン

教
育
者
（
結
果
）
、
全
学

視
野
の
行
政
マ
ン
（
結

果
）

教
育
者
、
全
学
の
視
野

・
教
員
と
の
関
係
で
は
文
書
を
書
く
時
に
気
を
付
け
る
し
、
ル
ー
ズ
な
人
も
い
る
の
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
設
定
で
は
気
を
付
け
る
。

文
書
作
成
で
の
配
慮
、
日

程
配
慮

文
書
作
成
で
の
配
慮
（
結

果
）
、
配
慮
（
結
果
）

文
書
作
成
で
の
配
慮
、
配

慮
・
教
員
と
の
関
係
は
、
ま
ず
聞
く
こ
と
と
、
聞
き
方
は
柔
ら
か
く
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

配
慮
し
た
対
応

配
慮
し
た
対
応
（
結
果
）

配
慮

・
学
生
課
は
ゼ
ミ
合
宿
や
学
長
表
彰
程
度
で
接
点
は
少
な
か
っ
た
。
入
学

Cは
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
や
り
と
り
が
あ
り
近
い
存
在
だ

が
、
入
試
の
み
で
普
段
は
分
か
ら
な
い
。
総
合
企
画
は
広
報
や
取
材
で
関
係
す
る
の
で
教
員
の
い
ろ
い
ろ
な
面
が
見
え
る
。
広
報
で
は
研
究

の
面
も
知
る
し
、
協
力
的
・
非
協
力
的
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
。

（
学
生
）
少
な
い
接
点
、

（
入
試
）
限
ら
れ
た
接

点
、
（
広
報
）
多
様
な
側

面
、
部
課
に
よ
る
違
い

少
な
い
接
点
（
結
果
）
、

限
ら
れ
た
接
点
（
結

果
）
、
多
様
な
側
面
（
結

果
）
、
部
課
に
よ
る
違
い

（
原
因
）

少
な
い
接
点
、
限
ら
れ
た

接
点
、
多
様
な
側
面
、
部

課
に
よ
る
違
い

・
学
術
交
流

Cで
は
、
積
極
的
な
教
員
を
相
手
に
し
て
活
動
を
見
て
い
た
。
財
務
は
全
教
員
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
研
究
を
し
て
い
る
か
ど

う
か
分
か
る
。

（
図
書
館
）
積
極
面
、

（
財
務
）
資
料
か
ら
の
把

握

積
極
面
（
結
果
）
、
資
料

か
ら
の
把
握
（
条
件
）

積
極
面
、
資
料
か
ら
の
把

握

・
学
費
の
督
促
で
チ
ュ
ー
タ
ー
の
教
員
に
連
絡
す
る
く
ら
い
で
、
電
話
で
話
を
す
る
教
員
は
半
年
で

5人
ほ
ど
で
あ
る
。
教
員
を
知
ら
な
い

の
で
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
い
。

（
財
務
）
知
ら
な
い

知
ら
な
い
（
結
果
）

知
ら
な
い

・
入
学

Cで
は
協
力
し
て
く
れ
る
教
員
と
の
み
接
し
た
。
教
学

Cで
は
研
究
分
野
や
学
生
と
接
す
る
姿
に
触
れ
る
の
で
、
教
育
者
と
し
て
尊
敬

す
る
し
大
変
さ
も
分
か
る
。

（
入
試
）
特
定
教
員
、

（
教
務
）
尊
敬
、
負
担
状

況

特
定
教
員
（
条
件
）
、
尊

敬
（
結
果
）
、
負
担
状
況

（
結
果
）

特
定
教
員
、
尊
敬
、
負
担

状
況

・
し
い
て
言
え
ば
キ
ャ
リ
ア

Cは
接
点
が
少
な
か
っ
た
。
職
場
か
ら
の
見
え
方
の
違
い
と
い
う
よ
り
、
個
人
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
だ
と
思

う
。

（
就
職
）
少
な
い
接
点
、

個
性

少
な
い
接
点
（
条
件
）
、

個
性
（
原
因
）

少
な
い
接
点
、
個
性

・
図
書
館
の
時
に
教
員
の
名
前
を
覚
え
た
が
、
協
働
の
経
験
は
な
い
。

（
図
書
館
）
名
前
の
み

名
前
（
条
件
）

名
前

・
こ
れ
ま
で
の
職
場
で
は
唯
一
就
職
課
で
接
点
が
あ
り
、
学
生
の
様
子
を
教
え
て
も
ら
う
な
ど
協
力
関
係
は
あ
っ
た
。

（
就
職
）
協
力
関
係
、
部

課
に
よ
る
違
い

協
力
関
係
（
条
件
）
、
部

課
に
よ
る
違
い
（
原
因
）

協
力
関
係
、
部
課
に
よ
る

違
い

・
科
研
費
業
務
は
持
っ
て
い
る
教
員
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
は
執
行
部
の
教
員
と
接
点
が
あ
る
が
、
執
行
部
の
教
員
は
い
ろ
い
ろ
な
視
点
を

持
っ
て
い
る
の
で
勉
強
に
な
る
。

特
定
教
員
、
執
行
部
、
多

様
な
視
点

特
定
教
員
（
条
件
）
、
執

行
部
（
条
件
）
、
多
様
な

視
点
（
結
果
）

特
定
教
員
、
執
行
部
、
多

様
な
視
点

・
就
職
課
は
学
生
が
主
で
、
教
員
と
の
接
点
は
少
な
か
っ
た
。
現
在
は
副
学
長
や
役
職
者
と
の
接
点
が
多
い
。

（
就
職
）
少
な
い
接
点
、

（
教
務
）
役
職
者

少
な
い
接
点
（
結
果
）
、

役
職
者
（
条
件
）

少
な
い
接
点
、
役
職
者

・
接
点
が
あ
る
教
員
の

8割
は
役
職
者
で
あ
る
。

役
職
者

役
職
者
（
条
件
）

役
職
者

・
経
理
課
で
は
教
員
は
関
わ
ら
な
い
。

（
経
理
）
接
点
無
し

接
点
無
し
（
条
件
）

接
点
無
し

・
大
学
教
員
と
の
接
点
は
少
な
い
。

少
な
い
接
点

少
な
い
接
点
（
結
果
）

少
な
い
接
点

・
接
点
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
単
発
の
も
の
は
あ
る
が
し
っ
か
り
と
協
働
し
た
経
験
は
な
い
。

少
な
い
接
点
、
協
働
経
験

無
し

少
な
い
接
点
（
条
件
）
、

協
働
経
験
無
し
（
結
果
）

少
な
い
接
点
、
協
働
経
験

無
し

・
接
点
は
あ
ま
り
無
い
。

少
な
い
接
点

少
な
い
接
点
（
結
果
）

少
な
い
接
点

・
人
事
は
お
金
の
サ
ポ
ー
ト
で
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
が
分
か
っ
た
。
図
書
館
で
は
研
究
に
熱
心
な
教
員
か
な
ど
が
分
か
っ
た
。

（
人
事
）
生
活
面
、
（
図

書
館
）
研
究
面

生
活
面
（
結
果
）
、
研
究

面
（
結
果
）

生
活
面
、
研
究
面

・
姿
勢
と
し
て
総
務
で
は
制
御
し
た
い
立
場
だ
が
、
研
究
や
教
学
は
協
働
、
合
い
支
え
る
立
場
に
な
る
。
総
務
で
は
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
た
。

（
総
務
）
管
理
の
側
、

（
教
務
・
研
究
）
協
働
、

部
課
に
よ
る
違
い

管
理
の
側
（
条
件
）
、
協

働
（
結
果
）
、
部
課
に
よ

る
違
い
（
原
因
）

管
理
の
側
、
協
働
、
部
課

に
よ
る
違
い

・
学
生
課
は
方
針
を
決
め
て
進
め
て
い
く
時
に
は
や
り
や
す
か
っ
た
。
入
試
も
基
本
的
方
向
性
を
示
せ
ば
理
解
し
て
も
ら
え
る
。
総
務
は
接

点
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
が
、
徹
底
を
図
る
側
で
難
し
か
っ
た
。

（
学
生
）
方
針
の
一
致
、

（
入
試
）
理
解
、
（
総

務
）
管
理
の
側

方
針
の
一
致
（
原
因
）
、

理
解
（
結
果
）
、
管
理
の

側
（
条
件
）

方
針
の
一
致
、
理
解
、
管

理
の
側

【
資
料
3
-
9
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
員
と
の
接
点
・
教
員
の
見
方
の
S
C
A
T
分
析
（
大
学
規
模
別
）

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
教
員
と
の
接
点
は
部
課
に
よ
り
異
な
り
、
執
行
部
・
役
職
者
、
特
定
教
員
、
多
数
の
教
員
か
ら
、
教
員
と
の
接
点
を
持
っ
た
経
験
が
な
い
も
の
ま
で
幅
が
あ
り
、
職
位
に
よ
り
接
点
を
持
つ
こ
と
も
あ

る
。
教
員
と
の
関
係
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
な
ど
協
働
が
あ
る
も
の
、
仲
間
と
見
ら
れ
る
一
方
で
、
教
員
優
位
も
あ
る
。
教
員
の
見
方
は
、
業
務
を
通
し
て
教
育
者
、
研
究
者
の
役
割
や
、
負
担
状
況
を
理
解
し
、
刺
激
を
受
け

て
い
る
が
、
他
方
で
、
個
人
や
集
団
の
弊
害
な
ど
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
も
見
て
い
る
。
教
員
に
対
す
る
見
方
は
学
部
の
間
で
違
い
が
あ
り
、
配
慮
し
た
対
応
を
し
て
い
る
。

小 中
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

・
入
試
で
は
自
分
た
ち
は
素
人
な
の
で
教
え
て
ほ
し
い
と
頼
ら
れ
た
。
こ
ち
ら
が
情
報
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
作
り
上
げ
る
仕
事
は
リ
ー
ド

で
き
る
。
た
だ
し
、
教
授
会
で
反
対
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
。

（
入
試
）
頼
ら
れ
る
、

リ
ー
ド
、
教
授
会
反
対

頼
ら
れ
る
（
結
果
）
、
職

員
主
導
（
結
果
）
、
対
峙

（
結
果
）

頼
ら
れ
る
、
職
員
主
導
、

対
峙

・
一
芸
に
秀
で
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
尊
敬
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
職
員
と
は
上
下
関
係
で
は
な
く
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
の

違
い
で
、
他
部
署
の
人
と
同
じ
く
ら
い
に
思
え
る
。
上
下
関
係
も
最
近
は
良
く
な
っ
て
い
る
。

役
割
の
違
い

役
割
の
違
い
（
結
果
）

役
割
の
違
い

・
施
設
関
係
で
は
職
員
の
立
場
を
伝
え
る
機
会
が
あ
り
、
教
職
協
働
で
教
職
の
区
分
な
く
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

（
施
設
）
役
割
の
違
い

役
割
の
違
い
（
結
果
）

役
割
の
違
い

・
立
場
・
考
え
方
が
違
い
、
力
関
係
で
は
上
下
関
係
で
改
善
が
進
み
に
く
い
。
資
料
作
成
に
手
間
が
か
か
る
の
で
や
め
た
い
と
言
っ
て
も
了

解
さ
れ
ず
、
コ
ス
ト
感
が
合
わ
な
い
。

教
員
優
位

教
員
優
位
（
結
果
）

教
員
優
位

・
職
員
と
の
違
い
で
は
、
結
論
に
至
る
過
程
を
大
事
に
す
る
教
員
も
い
る
。

プ
ロ
セ
ス
重
視

プ
ロ
セ
ス
重
視
（
結
果
）

プ
ロ
セ
ス
重
視

・
気
を
付
け
て
話
す
な
ど
、
特
性
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
考
え
て
行
動
し
て
い
る
し
、
学
部
へ
の
思
い
が
強
い
教
員
が
多
い
の
で
配
慮
す
る
。

配
慮

配
慮
（
結
果
）

配
慮

・
事
務
局
の
考
え
方
だ
け
で
は
進
ま
な
い
の
で
、
意
識
し
て
い
る
の
は
根
拠
だ
て
た
説
明
を
す
る
こ
と
や
、
レ
ス
ポ
ン
ス
を
早
く
す
る
こ
と

で
あ
る
。

配
慮
し
た
対
応

配
慮
し
た
対
応
（
結
果
）

配
慮

・
教
務
系
の
シ
ス
テ
ム
を
担
当
し
て
い
る
の
で
接
点
は
あ
る
。
こ
う
す
べ
き
と
い
う
纏
ま
っ
た
意
見
は
上
が
ら
ず
、
個
別
の
課
題
に
つ
い
て

意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
。

（
教
務
）
個
人

個
人
（
結
果
）

個
人

・
教
務
課
・
学
生
課
で
は
学
生
に
寄
り
添
っ
て
一
緒
に
や
っ
て
い
る
感
じ
だ
が
、
人
事
課
は
評
価
制
度
な
ど
メ
ス
を
入
れ
る
業
務
を
担
当
し

て
い
る
の
で
対
峙
す
る
。

（
教
務
・
学
生
）
協
働
、

（
人
事
）
対
峙
、
部
課
に

よ
る
違
い

協
働
（
結
果
）
、
対
峙

（
結
果
）
、
部
課
に
よ
る

違
い
（
原
因
）

協
働
、
対
峙
、
部
課
に
よ

る
違
い

・
教
務
は
指
導
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
入
試
は
お
願
い
す
る
側
だ
っ
た
。

（
教
務
）
指
導
、
（
入

試
）
依
頼

指
導
（
特
性
）
、
依
頼

（
入
試
）

指
導
、
依
頼

・
国
際
交
流
担
当
教
員
と
接
点
が
あ
る
が
、
会
議
が
多
く
研
究
以
外
の
活
動
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

（
国
際
）
特
定
教
員
、
負

担
状
況

特
定
教
員
（
条
件
）
、
負

担
状
況
（
結
果
）

特
定
教
員
、
負
担
状
況

・
個
人
と
の
や
り
と
り
は
少
な
く
、
役
職
者
（
学
部
長
・
学
科
長
）
へ
の
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
接
点
が
あ
る
。

（
財
務
）
役
職
者

役
職
者
（
条
件
）

役
職
者

・
図
書
予
算
の
執
行
で
や
り
と
り
は
あ
る
が
、
顔
を
合
わ
せ
な
い
の
で
良
く
分
か
ら
な
い
方
が
多
い
。
図
書
館
委
員
と
も
接
点
は
あ
る
。

（
図
書
館
）
非
対
面
、
特

定
教
員

非
対
面
（
条
件
）
、
特
定

教
員
（
条
件
）

非
対
面
、
特
定
教
員

・
就
職
は
接
点
が
な
く
任
せ
ら
れ
て
お
り
、
教
務
は
一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
総
務
は
接
点
が
な
い
。

（
就
職
）
任
さ
れ
る
、

（
教
務
）
協
働
、
（
総

務
）
接
点
無
し

任
さ
れ
る
（
結
果
）
、
協

働
（
結
果
）
、
接
点
無
し

（
条
件
）

任
さ
れ
る
、
協
働
、
接
点

無
し

・
今
は
繋
が
り
が
薄
い
。

薄
い
繋
が
り

薄
い
繋
が
り
（
結
果
）

薄
い
繋
が
り

・
学
生
課
は
一
緒
に
動
い
て
く
れ
る
人
で
協
力
的
、
財
務
は
教
員
か
ら
は
監
査
機
関
で
予
算
が
つ
か
な
い
な
ど
、
向
け
ら
れ
る
目
は
冷
た
く

感
じ
た
。

（
学
生
）
協
力
的
、
（
財

務
）
冷
た
さ

協
力
的
（
結
果
）
、
冷
た

さ
（
結
果
）

協
力
的
、
冷
た
さ

・
そ
れ
ま
で
は
卒
業
生
と
し
て
教
員
を
尊
敬
し
て
い
た
が
、
職
員
に
な
り
教
員
の
エ
ゴ
が
見
え
た
。
良
い
も
の
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
が
裏

側
が
見
え
た
。

個
人
優
先

個
人
優
先
（
結
果
）

個
人
優
先

・
研
究
だ
け
や
っ
て
き
た
教
員
は
常
識
が
な
く
、
自
分
勝
手
な
こ
と
し
か
言
っ
て
こ
な
い
が
、
民
間
の
経
験
が
あ
る
教
員
は
我
々
の
こ
と
も

理
解
し
て
く
れ
た
。

常
識
の
有
無
と
職
員
理
解

常
識
の
有
無
（
原
因
）
、

職
員
理
解
（
結
果
）

常
識
の
有
無
、
職
員
理
解

・
行
政
と
研
究
業
績
の
両
方
で
頑
張
っ
て
い
る
人
は
な
か
な
か
い
な
い
し
、
役
職
者
は
行
政
的
セ
ン
ス
や
積
極
性
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

両
立
の
難
し
さ

教
員
の
役
割
の
両
立
（
背

景
）

教
員
の
役
割
の
両
立

・
講
座
制
は
教
授
が

O
K
で
あ
れ
ば
動
き
は
早
く
、
会
計
処
理
で
事
務
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
も
あ
る
。
私
学
は
教
員
は
独
立
し
て
や
っ
て
お

り
、
ま
た
研
究
以
外
に
か
か
る
労
力
が
大
き
い
。

個
人
、
負
担

独
立
し
た
個
人
（
条

件
）
、
負
担
（
原
因
）

独
立
し
た
個
人
、
負
担

・
職
員
に
な
る
前
は
気
難
し
い
人
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
教
育
者
と
し
て
は
熱
心
だ
と
思
う
。

教
育
者

教
育
者
（
結
果
）

教
育
者

・
教
員
の
仕
事
を
増
や
す
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
教
員
の
協
力
が
な
い
と
仕
事
が
成
り
立
た
な
い
の
で
、
い
か
に
協
力
の
姿
勢
を
引
き
出
せ

る
か
考
え
て
い
る
。

必
須
の
協
力
者

協
力
必
須
（
条
件
）

協
力
必
須

・
教
員
は
個
人
事
業
主
で
、
ま
た
理
屈
が
多
い
の
で
矛
盾
を
つ
か
れ
な
い
よ
う
に
文
書
を
作
成
し
て
い
る
。

個
人
、
文
書
の
論
理
性

独
立
し
た
個
人
（
条

件
）
、
文
書
の
論
理
性

（
結
果
）

独
立
し
た
個
人
、
配
慮

・
ど
う
い
う
人
で
も
飛
び
込
ん
で
み
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
お
り
、
直
接
会
い
に
行
き
研
究
室
を
み
て
繋
が
り
を
探
し
て
い
る
。

対
面

対
面
（
結
果
）

対
面

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
教
員
と
の
接
点
は
部
課
に
よ
り
異
な
り
、
執
行
部
、
特
定
教
員
か
ら
、
資
料
や
名
前
の
み
を
知
っ
て
い
る
と
幅
は
広
い
し
、
教
員
と
の
接
点
を
持
っ
た
経
験
が
な
い
人
も
い
る
。
教
員
と
の
関
係
は
、
協

働
、
方
針
の
一
致
や
理
解
に
も
と
づ
く
関
係
か
ら
、
教
員
優
位
で
反
対
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
教
員
の
見
方
は
、
職
員
と
の
役
割
の
違
い
を
認
識
し
、
教
員
の
積
極
面
や
負
担
状
況
、
多
様
な
視
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
見

て
い
る
一
方
で
、
研
究
者
の
側
面
も
見
て
い
る
。
教
員
に
は
配
慮
し
た
対
応
を
し
て
い
る
。

大

【
資
料
3
-
9
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
員
と
の
接
点
・
教
員
の
見
方
の
S
C
A
T
分
析
（
大
学
規
模
別
）

中
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 規
模

注
目
す
べ
き
語
句

語
句
の
言
い
換
え

テ
キ
ス
ト
外
の
概
念

構
成
概
念

大

・
学
務

Cは
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
入
学

Cは
特
定
の
教
員
と
の
や
り
と
り
。

（
教
務
）
個
人
、
（
入

試
）
特
定
教
員

個
人
（
条
件
）
、
特
定
教

員
（
特
性
）

個
人
、
特
定
教
員

・
学
部
事
務
室
で
は
教
員
の
手
足
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
が
、
企
画
で
は
セ
ン
タ
ー
長
と
対
等
に
議
論
で
き
る
。
学
長
室
や
企
画
は
バ
ッ
ク
に

理
事
長
・
学
長
が
い
る
と
見
ら
れ
て
い
る
と
、
教
員
の
接
し
方
も
変
わ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

（
教
務
）
教
員
優
位
、

（
企
画
）
対
等
、
部
課
に

よ
る
違
い

教
員
優
位
（
原
因
）
、
対

等
（
結
果
）
、
部
課
に
よ

る
違
い
（
原
因
）

教
員
優
位
、
対
等
、
部
課

に
よ
る
違
い

・
財
務
は
関
わ
り
が
な
い
。
学
務

Cは
近
く
、
認
識
の
違
い
が
あ
る
と
怒
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
地
方
入
試
で
一
緒
に
な
っ
た
経
験
も
あ

り
、
変
わ
っ
た
人
、
細
か
い
人
が
多
い
が
良
い
人
も
い
る
。

（
財
務
）
接
点
無
し
、

（
教
務
）
多
様
な
人
材

接
点
無
し
（
条
件
）
、
多

様
な
人
材
（
結
果
）

接
点
無
し
、
多
様
な
人
材

・
学
務

Cは
意
外
と
付
き
合
い
が
少
な
か
っ
た
。
総
合
企
画
は
役
職
者
と
接
し
、
学
部
事
務
室
は
全
教
員
が
対
象
に
な
る
。

（
教
務
）
少
な
い
接
点
、

（
企
画
）
役
職
者
、
（
事

務
室
）
全
教
員

少
な
い
接
点
（
条
件
）
、

役
職
者
（
条
件
）
、
全
教

員
（
条
件
）

少
な
い
接
点
、
役
職
者
、

全
教
員

・
附
属
校
と
学
術
研
究
支
援

Cで
は
、
全
て
の
教
員
の
人
間
ら
し
い
側
面
が
見
え
、
残
念
だ
な
と
思
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
研
究
）
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
面

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
面
（
結
果
）

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
面

・
教
職

Cの
時
は
学
部
の
教
員
と
は
接
点
は
な
か
っ
た
。
大
学
教
育
開
発

Cで
は
補
助
金
が
ら
み
の
課
題
で
は
、
こ
ん
な
に
文
科
省
が
嫌
い
か

と
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用
に
つ
い
て
反
対
が
多
い
。

（
教
務
）
少
な
い
接
点
、

上
位
機
関
の
見
方

少
な
い
接
点
（
条
件
）
、

上
位
機
関
の
見
方
（
結

果
）

少
な
い
接
点
、
上
位
機
関

の
見
方

・
パ
ー
ト
ナ
ー
で
嫌
な
思
い
を
し
た
経
験
は
な
い
。
キ
ャ
リ
ア
で
の
人
脈
を
生
か
し
て
社
会
連
携
で
や
っ
て
い
る
。

良
好
、
人
脈
活
用

良
好
（
結
果
）
、
人
脈
活

用
（
結
果
）

良
好
、
人
脈
活
用

・
事
務
室
は
多
様
な
教
員
を
見
る
の
で
、
教
学
に
消
極
的
な
人
、
行
政
を
敵
視
す
る
人
も
い
る
。
動
か
な
い
教
員
は
ダ
メ
だ
と
い
う
見
方
で

は
仕
事
は
進
ま
な
い
。
教
学
部
と
国
際
部
は
仕
事
を
す
る
教
員
で
積
極
的
な
人
と
の
み
接
す
る
。

（
教
務
）
多
様
な
人
材
、

特
定
教
員

多
様
な
人
材
（
結
果
）
、

特
定
教
員
（
条
件
）

多
様
な
人
材
、
特
定
教
員

・
法
人
と
教
学
で
は
全
く
違
う
。
仲
間
と
い
う
意
味
で
は
、
管
理
課
は
金
を
握
っ
て
い
る
の
で
そ
う
い
う
立
ち
位
置
に
な
り
、
教
員
は
構
え

た
し
「
お
上
」
と
見
ら
れ
た
。
学
部
事
務
室
や
史
資
料

Cは
一
緒
に
仕
事
を
す
る
の
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
。

（
財
務
）
職
員
優
位
、

（
教
務
）
良
好
、
部
課
に

よ
る
違
い

職
員
優
位
（
特
性
）
、
良

好
（
結
果
）
、
部
課
に
よ

る
違
い
（
原
因
）

職
員
優
位
、
良
好
、
部
課

に
よ
る
違
い

・
研
究
部
で
は
、
組
織
人
の
は
ず
な
の
に
違
う
枠
で
生
き
て
い
る
人
で
、
い
い
加
減
さ
が
見
え
る
し
幻
滅
が
多
い
。
大
学
教
員
は
ど
う
な
の

か
と
思
う
。
総
務
は
役
職
者
の
み
で
接
点
は
少
な
い
。
キ
ャ
リ
ア
は
知
識
は
職
員
の
方
が
上
で
偉
い
と
思
わ
な
か
っ
た
し
、
対
等
に
話
し
を

し
た
。

（
研
究
）
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

面
、
（
総
務
）
役
職
者
、

（
就
職
）
対
等
、
部
課
に

よ
る
違
い

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
面
（
結

果
）
、
役
職
者
（
条

件
）
、
対
等
（
結
果
）
、

部
課
に
よ
る
違
い
（
原

因
）

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
面
、
役
職

者
、
対
等
、
部
課
に
よ
る

違
い

・
Aは

フ
ラ
ン
ク
で
時
間
が
あ
れ
ば
オ
フ
ィ
ス
に
話
に
来
る
。
外
国
人
は
主
張
が
強
く
譲
ら
な
い
部
分
も
多
か
っ
た
。
教
員
で
積
極
的
な
人

は
や
り
た
い
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が
事
務
局
に
降
り
て
く
る
の
で
、
本
当
に
必
要
か
調
整
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

良
好
、
必
要
性
の
見
極
め

良
好
（
結
果
）
、
必
要
性

の
見
極
め
（
結
果
）

良
好
、
必
要
性
の
見
極
め

・
入
学

Cは
役
職
者
の
み
と
交
流
が
あ
り
、
一
緒
に
仕
事
を
す
る
人
。
教
務
は
人
間
と
し
て
見
て
い
る
の
で
、
文
句
ば
か
り
言
う
人
、
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
人
な
ど
教
員
と
い
う
人
種
に
会
え
た
。

90
％
の
教
員
は
仕
事
を
す
る
し
期
限
も
守
る
。

（
入
試
）
役
職
者
、
協

働
、
（
教
務
）
多
様
な
人

材

役
職
者
（
条
件
）
、
協
働

（
条
件
）
、
多
様
な
人
材

（
結
果
）

役
職
者
、
協
働
、
多
様
な

人
材

・
部
課
に
よ
り
距
離
が
違
う
。
事
務
室
は
近
い
が
図
書
館
や
情
報
部
門
は
遠
い
。
図
書
館
の
職
員
は
相
手
に
す
る
の
が
面
倒
だ
と
思
っ
て
い

る
よ
う
で
、
職
員
が
避
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
情
報
部
門
は
必
要
と
し
な
い
が
、
こ
ち
ら
か
ら
働
き
か
け
れ
ば
返
っ
て
く
る
。

部
課
に
よ
る
違
い

部
課
に
よ
る
違
い
（
原

因
）

部
課
に
よ
る
違
い

・
人
事
・
総
務
で
は
法
人
の
役
員
で
一
緒
に
考
え
る
姿
勢
が
あ
り
、
腰
掛
で
は
な
い
と
思
っ
た
。
給
与
の
担
当
時
は
「
聖
職
」
な
の
に
金
に

い
や
ら
し
い
と
思
っ
た
。
研
究
部
は
自
分
の
研
究
を
支
援
し
て
く
れ
る
人
に
は
良
い
が
、
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
る
側
だ
っ
た
の
で
、
め
ん
ど
う

く
さ
さ
や
社
会
性
の
低
さ
を
見
た
。
一
貫
教
育
の
高
大
連
携
で
は
上
か
ら
や
っ
て
く
る
姿
勢
の
人
も
い
た
。

（
法
人
）
役
職
者
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
面
、
（
研
究
）
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
面
、
（
一
貫
教

育
）
教
員
優
位

役
職
者
（
条
件
）
、
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
面
（
結
果
）
、
教

員
優
位
（
結
果
）

役
職
者
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

面
、
教
員
優
位

・
入
試
で
は
一
部
の
教
員
と
接
し
た
が
、
好
意
的
に
仕
事
を
し
て
く
れ
何
の
ス
ト
レ
ス
も
な
か
っ
た
。
学
生
課
と
学
長
室
は
役
職
者
の
み
と

接
触
し
た
。
教
務
で
は
教
員
組
織
が
こ
れ
ほ
ど
統
率
が
と
れ
な
い
の
か
と
思
う
。
本
流
（
教
務
担
当
）
は
恐
怖
感
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い

る
し
、
メ
ー
ル
で
も
繊
細
に
や
っ
て
い
る
。
全
く
違
う
生
き
物
を
扱
っ
て
い
る
感
じ
。

（
入
試
）
特
定
教
員
、
協

力
的
、
（
学
生
・
企
画
）

役
職
者
、
（
教
務
）
個
人

中
心

特
定
教
員
（
条
件
）
、
協

力
的
（
結
果
）
、
役
職
者

（
条
件
）
、
個
人
中
心

（
結
果
）

特
定
教
員
、
協
力
的
、
役

職
者
、
個
人
中
心

・
国
際
部
は
委
員
会
で
し
か
接
点
が
な
い
の
で
、
事
務
室
で
は
実
態
の
違
い
が
分
か
る
。
事
務
室
を
経
験
し
て
い
た
ら
P
J
業
務
は
で
き
な

か
っ
た
。

（
国
際
）
特
定
教
員
、

（
教
務
）
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
面

特
定
教
員
（
条
件
）
、
ネ

ガ
テ
ィ
ブ
面
（
結
果
）

特
定
教
員
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

面

【
ス
ト
ー
リ
ー
ラ
イ
ン
】
教
員
と
の
接
点
は
部
課
に
よ
り
異
な
り
、
執
行
部
、
特
定
教
員
か
ら
、
接
点
が
あ
っ
て
も
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
対
面
し
な
い
で
の
対
応
と
幅
が
広
く
、
全
く
接
点
が
な
い
人
も
い
る
。
教
員
と
の
関

係
は
、
協
働
、
依
頼
す
る
側
、
対
峙
す
る
業
務
と
多
様
で
あ
る
。
教
員
の
見
方
は
、
職
員
と
の
役
割
の
違
い
を
理
解
し
、
独
立
し
た
個
人
と
し
て
見
た
う
え
で
、
任
せ
ら
れ
る
、
協
力
的
、
必
須
の
相
手
と
い
う
側
面
と
、
個
人
優

先
、
常
識
に
対
す
る
疑
問
、
冷
た
さ
な
ど
の
側
面
も
見
て
い
る
。
ま
た
、
教
育
者
、
研
究
者
と
し
て
行
政
と
の
両
立
の
負
担
状
況
も
見
て
お
り
、
配
慮
し
た
対
応
を
し
て
い
る
が
、
積
極
的
に
対
面
で
対
応
し
て
い
る
人
も
い
る
。

【
資
料
3
-
9
】
（
続
き
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
員
と
の
接
点
・
教
員
の
見
方
の
S
C
A
T
分
析
（
大
学
規
模
別
）

巨
大
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 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
学

生
部

で
は

学
生

支
援

で
目

標
が

一
致

し
て

い
た

の
で

、
コ

ン
フ

リ
ク

ト
は

な
か

っ
た

。
教

学
部

は
講

師
を

お
願

い
す

る
と

負
担

増
に

な
る

の
で

コ
ン

フ
リ

ク
ト

が
あ

っ
た

。
事

務
室

も
学

生
対

応
で

や
り

す
ぎ

と
い

う
反

応
で

、
コ

ン
フ

リ
ク

ト
が

あ
る

。
（

学
生

）
目

標
一

致
、

（
教

務
）

コ
ン

フ
リ

ク
ト

目
標

一
致

（
原

因
）

、
コ

ン
フ

リ
ク

ト
（

結
果

）
目

標
一

致
、

コ
ン

フ
リ

ク
ト

・
一

緒
に

仕
事

を
す

る
の

は
機

構
の

教
員

の
み

で
、

学
部

所
属

の
教

員
と

の
違

い
は

分
か

ら
な

い
。

（
教

務
）

特
定

教
員

特
定

教
員

（
条

件
）

特
定

教
員

・
事

務
室

は
試

験
関

係
書

類
が

紙
で

、
そ

の
や

り
取

り
を

通
じ

て
名

前
と

顔
は

一
致

し
た

。
（

教
務

）
全

教
員

全
教

員
（

条
件

）
全

教
員

・
管

財
は

役
職

者
と

接
点

が
あ

っ
た

が
、

学
生

課
は

あ
ま

り
な

く
、

社
会

連
携

も
な

か
っ

た
。

（
財

務
）

役
職

者
、

（
学

生
・

社
会

連
携

）
接

点
無

し

役
職

者
（

特
性

）
、

接
点

無
し

（
特

性
）

役
職

者
、

接
点

無
し

・
入
試

と
就

職
は

接
点

が
な

か
っ

た
。

研
究

部
は

教
員

と
一

緒
に

競
争

的
資

金
の

獲
得

と
い

う
新

し
い

経
験

を
し

、
成

長
実

感
を

持
っ

た
。

（
入

試
・

就
職

）
接

点
無

し
、

（
研

究
）

協
働

接
点

無
し

（
条

件
）

、
協

働
（

結
果

）
接

点
無

し
、

協
働

・
教

学
部

は
繋

が
り

が
強

い
が

、
お

伺
い

を
た

て
意

見
を

求
め

る
。

学
生

部
は

学
生

思
い

の
教

員
が

多
く

、
同

じ
人

で
も

教
学

と
学

生
で

は
見

え
方

が
違

い
印

象
が

変
わ

っ
た

。
入

学
Cは

任
せ

ら
れ

て
お

り
意

見
を

求
め

ら
れ

る
こ

と
が

多
い

。

（
教

務
）

教
員

優
位

、
（

学
生

）
学

生
思

い
、

多
様

な
側

面
、

（
入

試
）

任
せ

ら
れ

る

教
員

優
位

（
結

果
）

、
多

様
な

側
面

（
結

果
）

、
職

員
主

導
（

結
果

）

教
員

優
位

、
多

様
な

側
面

、
職

員
主

導

・
教

学
部

が
一

番
接

点
が

多
く

、
い

ろ
い

ろ
な

人
が

い
る

こ
と

が
分

か
る

。
大

学
の

た
め

か
自

分
の

た
め

の
発

言
な

の
か

分
か

ら
な

い
人

が
多

い
。

（
教

務
）

多
様

な
人

材
多

様
な

人
材

（
結

果
）

多
様

な
人

材

・
Aの

方
が

教
職

協
働

に
近

い
感

じ
が

し
、

教
員

が
相

談
に

来
て

一
緒

に
す

る
。

Bで
は

接
点

が
少

な
か

っ
た

。
協

働
協

働
（

結
果

）
協

働

・
入
試

で
は

教
員

と
は

あ
ま

り
関

わ
ら

な
か

っ
た

。
教

務
は

日
常

的
に

接
す

る
が

、
立

場
の

違
い

が
あ

り
難

し
さ

は
あ

る
が

、
教

学
で

あ
り

教
員

が
い

な
い

と
回

ら
な

い
と

い
う

意
識

で
仕

事
を

し
て

い
る

。

（
入

試
）

少
な

い
接

点
、

（
教

務
）

立
場

の
違

い
少

な
い

接
点

（
条

件
）

、
役

割
の

違
い

（
結

果
）

少
な

い
接

点
、

役
割

の
違

い

・
国

際
部

は
対

等
に

近
い

意
識

で
、

自
分

た
ち

も
制

度
を

熟
知

し
PG

を
運

営
し

て
い

る
自

負
が

あ
っ

た
。

事
務

室
は

教
員

の
ア

シ
ス

ト
で

一
段

下
で

意
思

決
定

に
は

入
れ

な
か

っ
た

。
入

学
課

は
職

員
主

導
だ

が
、

今
は

作
問

で
何

も
で

き
な

い
。

（
国

際
）

対
等

、
（

教
務

）
教

員
優

位
、

（
入

試
）

職
員

主
導

対
等

（
結

果
）

、
教

員
優

位
（

条
件

）
、

職
員

主
導

（
結

果
）

対
等

、
教

員
優

位
、

職
員

主
導

・
執

行
部

の
教

員
と

の
み

し
か

接
点

は
な

か
っ

た
。

執
行

部
執

行
部

（
条

件
）

執
行

部
・

学
部

に
よ

り
教

員
の

対
応

は
違

い
、

経
済

・
経

営
は

職
員

の
仕

事
を

手
伝

わ
な

か
っ

た
し

、
そ

れ
が

伝
統

と
し

て
受

け
継

が
れ

て
い

る
。

（
教

務
）

学
部

間
の

差
学

部
間

の
差

（
結

果
）

学
部

間
の

差
・

学
部

に
よ

っ
て

教
員

の
性

格
に

違
い

は
あ

る
。

（
教

務
）

学
部

間
の

差
学

部
間

の
差

（
結

果
）

学
部

間
の

差
・

専
任

、
嘱

託
講

師
、

授
業

担
当

講
師

な
ど

教
員

組
織

の
ピ

ラ
ミ

ッ
ド

を
知

っ
た

。
階

層
構

造
階

層
構

造
（

背
景

）
階

層
構

造

・
Bの

方
が

行
政

で
教

員
が

入
る

割
合

が
多

い
。

Aは
職

員
で

詰
め

切
っ

た
後

で
教

員
と

相
談

す
る

形
で

あ
る

。
教

員
・

職
員

の
関

係
役

割
の

違
い

（
原

因
）

役
割

の
違

い

・
研

究
支

援
の

時
は

教
員

を
助

け
た

い
と

思
う

の
で

、
教

員
寄

り
の

見
方

に
な

る
。

管
理

部
門

で
は

イ
レ

ギ
ュ

ラ
ー

は
こ

こ
ま

で
と

し
て

寄
り

添
え

な
い

。
顔

は
全

く
見

え
な

い
の

で
個

々
の

良
い

と
こ

ろ
も

悪
い

と
こ

ろ
も

見
え

な
い

。

（
研

究
）

支
援

、
（

法
人

）
管

理
の

側
、

部
課

に
よ

る
違

い

支
援

（
原

因
）

、
管

理
の

側
（

条
件

）
、

部
課

に
よ

る
違

い
（

原
因

）

支
援

、
管

理
の

側
、

部
課

に
よ

る
違

い

・
入

学
Cは

身
近

で
親

し
い

存
在

で
、

個
性

の
強

い
人

も
い

た
が

基
本

的
に

は
良

い
人

で
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

も
っ

た
。

財
務

部
は

直
接

の
接

点
は

な
く

、
伝

票
を

通
じ

て
こ

の
人

は
こ

ん
な

も
の

を
買

う
の

か
と

見
て

い
る

。

（
入

試
）

良
好

、
（

財
務

）
資

料
で

の
接

点
良

好
（

結
果

）
、

資
料

で
の

接
点

（
条

件
）

良
好

、
資

料
で

の
接

点

・
学

生
系

は
委

員
で

あ
る

教
員

と
教

職
協

働
で

や
っ

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
し

、
教

務
系

は
一

緒
に

回
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
、

庶
務

系
と

は
違

う
よ

う
に

見
え

る
。

（
教

務
・

学
生

）
協

働
、

部
課

に
よ

る
違

い
協

働
（

結
果

）
、

部
課

に
よ

る
違

い
（

原
因

）
協

働
、

部
課

に
よ

る
違

い

・
学

務
Cは

学
部

の
一

員
と

し
て

見
て

く
れ

て
お

り
距

離
も

近
い

し
、

教
学

の
声

を
聴

い
て

提
案

し
て

い
け

ば
良

か
っ

た
。

国
際

Cは
距

離
が

遠
く

味
方

と
見

て
く

れ
な

い
の

で
説

得
が

た
い

へ
ん

だ
っ

た
。

（
教

務
）

近
い

距
離

感
、

（
国

際
）

遠
い

距
離

部
課

に
よ

る
違

い
（

原
因

）
部

課
に

よ
る

違
い

・
入

学
Cで

は
、

教
員

は
世

間
離

れ
し

て
い

る
の

で
高

校
生

の
目

線
が

少
な

く
、

イ
ン

ス
タ

で
は

な
く

活
字

を
並

べ
る

。
施

設
部

は
で

き
た

建
物

に
い

ち
ゃ

も
ん

を
つ

け
る

し
、

計
画

段
階

で
入

っ
て

も
ら

う
と

予
算

無
視

に
な

る
。

図
書

館
で

も
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
モ

ン
ズ

で
の

飲
食

に
つ

い
て

、
未

だ
に

反
感

が
あ

る
。

（
入

試
・

施
設

・
図

書
館

）
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

面
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

面
（

結
果

）
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

面

・
学

務
Cは

教
員

は
お

客
様

感
が

あ
り

、
言

わ
れ

た
こ

と
を

や
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
か

っ
た

。
入

学
Cは

教
員

は
職

員
を

入
試

の
専

門
家

と
し

て
見

て
お

り
、

職
員

か
ら

提
案

で
き

る
し

対
等

に
み

て
も

ら
え

る
。

（
教

務
）

教
員

優
位

、
（

入
試

）
対

等
教

員
優

位
（

条
件

）
、

対
等

（
結

果
）

教
員

優
位

、
対

等

・
人

事
で

は
、

教
員

も
従

業
員

と
し

て
見

て
特

殊
な

人
と

は
見

な
か

っ
た

。
今

は
研

究
者

と
し

て
見

て
お

り
、

教
育

、
社

会
活

動
な

ど
い

ろ
い

ろ
な

場
で

の
動

き
も

知
り

、
忙

し
い

人
だ

と
思

う
。

（
人

事
）

従
業

員
、

（
研

究
）

研
究

者
、

負
担

状
況

従
業

員
（

結
果

）
、

研
究

者
（

結
果

）
、

負
担

状
況

（
結

果
）

従
業

員
、

研
究

者
、

負
担

状
況

・
研

究
部

で
は

言
わ

れ
た

ら
根

気
よ

く
話

せ
ば

理
解

さ
れ

る
の

で
、

素
直

だ
と

思
っ

た
。

総
合

企
画

は
接

点
が

な
い

。
（

研
究

）
理

解
理

解
（

結
果

）
理

解
・

研
究

部
は

や
り

た
い

こ
と

を
や

る
と

い
う

本
質

が
見

え
る

。
事

務
室

は
教

育
が

媒
介

と
な

る
の

で
、

自
分

を
押

し
殺

し
て

学
生

を
成

長
さ

せ
る

と
い

う
仕

事
と

し
て

動
い

て
い

る
教

員
見

る
。

学
生

部
の

仕
事

は
執

行
部

の
教

員
が

絡
む

の
み

だ
が

、
多

く
の

教
員

に
と

っ
て

は
関

心
の

な
い

領
域

の
業

務
。

（
研

究
）

本
質

、
（

教
務

）
教

育
者

、
（

学
生

）
執

行
部

、
無

関
心

本
質

（
結

果
）

、
教

育
者

（
結

果
）

、
執

行
部

（
条

件
）

、
無

関
心

（
結

果
）

本
質

、
教

育
者

、
執

行
部

、
無

関
心

【
資

料
3
-
9
】

（
続

き
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

教
員

と
の

接
点

・
教

員
の

見
方

の
S
C
A
T
分

析
（

大
学

規
模

別
）

巨
大



211 
 

 規
模

注
目

す
べ

き
語

句
語

句
の

言
い

換
え

テ
キ

ス
ト

外
の

概
念

構
成

概
念

・
学

部
は

教
育

を
中

心
に

一
緒

に
や

っ
て

い
る

の
で
、

利
害

対
立

は
起

こ
ら

な
い

し
や

り
や

す
い

。
研

究
部

は
本

質
が

見
え

、
前

向
き

な
姿

も
あ

る
が

、
尖

っ
た

と
こ

ろ
が

で
る

の
で

研
究

費
配
分

で
苦

情
を

言
わ

れ
た

こ
と

も
あ

る
。

研
究

を
し

て
い

る
こ

と
の

バ
ッ

ク
ボ

ー
ン

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
の

で
現

場
に

来
て

良
か

っ
た

。
経
験

値
と

し
て

越
え

て
は

い
け

な
い

線
、

職
員

と
し

て
ど

の
よ

う
に

言
う

か
が

分
か

る
。

（
教

務
）

協
働

、
（

研
究

）
本

質
、

役
割

理
解

協
働

（
条

件
）

、
本

質
（

結
果

）
、

役
割

理
解

（
結

果
）

協
働

、
本

質
、

役
割

理
解

・
リ

エ
ゾ

ン
活

動
が

活
発

に
な

る
と

、
教

職
協

働
で
教

員
も

営
業

を
す

る
の

か
と

思
っ

た
。

保
健

課
で

は
所

長
に

も
意

見
を

言
っ

た
が

、
経

営
に

携
わ

っ
て

い
る

の
は

職
員

で
、

コ
ス

ト
の

調
整
を

す
る

が
、

教
員

は
意

見
を

言
う

だ
け

で
あ

る
。

病
院

の
ヒ

エ
ラ

ル
キ

ー
は

強
く

職
員

を
下

に
見

て
い

る
。

（
研

究
）

協
働

、
（

総
務

）
教

員
優

位
協

働
（

条
件

）
、

教
員

優
位

（
条

件
）

協
働

、
教

員
優

位

・
転

職
後

、
職

員
は

2級
市

民
だ

と
感

じ
た

が
、

国
際

課
は

自
由

な
雰

囲
気

で
言

い
た

い
こ

と
が

言
え

た
。

教
学

部
は

フ
ラ

ン
ク

だ
っ

た

が
、

学
部

で
は

職
員

は
教

学
方

針
に

口
を

出
す

な
と

い
う

感
じ

で
、

教
員

の
気

に
い

ら
な

い
こ

と
は

言
わ

な
い

よ
う

に
し

た
し

、
教

員
が

責
任

を
と

れ
ば

や
れ

ば
と

い
う

対
応

を
し

た
。

た
だ

し
親

密
度

は
高

か
っ

た
。

（
国

際
）

対
等

、
（

教
務

）
教

員
優

位
対

等
（

結
果

）
、

教
員

優
位

（
条

件
）

対
等

、
教

員
優

位

・
キ

ャ
リ

ア
Cは

遠
い

存
在

で
、

職
員

は
コ

ン
サ

ル
の

よ
う

に
見

ら
れ

て
い

た
。

父
母

会
は

も
っ

と
遠

く
ゲ

ス
ト

で
あ

っ
た

。
学

部
事

務
室

は
身

内
で

、
図

書
館

は
教

員
の

希
望

を
実

現
す

る
の
で

仲
が

良
い

。

（
就

職
）

遠
い

距
離

、
（

社
会

連
携

）
客

、
（

教
務

）
身

内
、

（
図

書
館

）
良

好
、

部
課

に
よ

る
違

い

部
課

に
よ

る
違

い
（

原
因

）
部

課
に

よ
る

違
い

・
学
生
部

で
は

、
教

員
は

賢
く

て
怖

い
と

思
い

、
で
き

る
だ

け
関

わ
ら

な
い

よ
う

に
し

た
が

、
教

学
部

で
は

日
常

的
に

接
す

る
の

で
、

研
究

テ
ー

マ
を

覚
え

る
よ

う
に

な
っ

た
し

、
怖

い
人

で
は
な

く
一

緒
に

考
え

る
の

は
楽

し
い

。
教

員
も

職
員

に
対

し
て

は
ル

ー
テ

ィ
ン

の
み

で
い

や
な

人
と

思
う

人
や

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と
っ

て
い

る
人

も
い

る
。

（
教

務
）

近
い

距
離

感
、

多
様

な
職

員
の

見
方

部
課

に
よ

る
違

い
（

原
因

）
、

多
様

な
職

員
の

見
方

（
結

果
）

部
課

に
よ

る
違

い
、

多
様

な
職

員
の

見
方

・
入
試
で

教
員

と
の

接
触

も
増

え
、

大
学

に
関

心
を
持

っ
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

、
見

方
が

変
わ

っ
た

。
一

方
、

い
ろ

い
ろ

な
教

員
が

い
る

こ
と

も
分

か
り

、
教

員
の

見
方

の
視

野
が

広
が

っ
た
。

教
学

部
は

教
員

と
一

緒
に

仕
事

を
し

て
、

教
員

抜
き

で
は

成
り

立
た

な
い

こ
と

が
分

か
っ

た
。

（
入

試
）

接
点

の
増

加
、

多
様

な
人

材
、

（
教

務
）

役
割

理
解

接
点

の
増

加
（

条
件

）
、

多
様

な
人

材
（

結
果

）
、

役
割

理
解

（
結

果
）

接
点

の
増

加
、

多
様

な
人

材
、

役
割

理
解

・
個

性
が

強
く

、
持

論
を

主
張

し
話

が
通

じ
な

い
教
員

も
お

り
、

怖
い

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
。

個
性

的
個

性
的

（
結

果
）

個
性

的
・

大
学
運

営
に

強
い

意
識

が
あ

る
人

と
な

い
人

が
お
り

、
い

ろ
い

ろ
な

属
性

の
人

が
い

る
。

多
様

な
人

材
多

様
な

人
材

（
結

果
）

多
様

な
人

材
・

大
学
院

で
接

し
た

教
員

を
見

る
と

、
職

員
の

必
要
性

を
現

場
教

員
は

感
じ

て
い

な
い

。
研

究
費

を
と

っ
て

き
て

く
れ

る
職

員
が

良
い

職
員

だ
と

見
て

い
る

。
教

員
の

見
方

は
立

場
に

よ
り

異
な
る

。
職

員
の

見
方

職
員

の
見

方
（

結
果

）
職

員
の

見
方

・
ゼ

ミ
の

教
員

が
副

学
長

だ
っ

た
が

、
教

員
の

忙
し
さ

の
実

態
（

行
政

）
が

分
か

っ
た

。
負

担
状

況
負

担
状

況
（

結
果

）
負

担
状

況

・
学

生
の

時
の

見
方

か
ら

は
、

授
業

だ
け

で
な

く
仕
事

量
に

驚
き

尊
敬

し
、

そ
れ

に
対

し
て

サ
ポ

ー
ト

し
た

い
と

思
う

。
負

担
状

況
、

尊
敬

負
担

状
況

（
結

果
）

、
尊

敬
（

結
果

）
負

担
状

況
、

尊
敬

・
教

員
役

職
者

・
委

員
も

学
部

が
あ

る
の

で
大

変
だ
と

思
う

。
負

担
状

況
負

担
状

況
（

結
果

）
負

担
状

況
・

職
場
に

よ
っ

て
見

方
は

あ
ま

り
変

わ
ら

な
い

。
も
と

も
と

特
殊

な
人

で
、

そ
の

分
野

で
す

ご
い

人
が

い
る

が
、

そ
れ

が
社

会
的

に
役

立
つ

か
分

か
ら

な
い

が
、

そ
れ

を
突

き
詰

め
て

い
る

。
多

様
な

人
材

多
様

な
人

材
（

結
果

）
多

様
な

人
材

・
銀

行
で

は
支

店
長

で
も

自
分

の
延

長
線

上
に

考
え
る

こ
と

が
で

き
る

が
、

大
学

教
員

は
違

う
種

類
の

仕
事

を
す

る
人

で
、

尊
敬

で
き

刺
激

が
あ

っ
た

。
自

分
が

で
き

な
い

こ
と

が
で

き
る

の
で
、

違
う

領
域

で
自

分
が

だ
せ

る
も

の
は

何
か

常
に

意
識

し
て

い
た

。
役

割
の

違
い

、
刺

激
役

割
の

違
い

（
結

果
）

、
刺

激
（

結
果

）
役

割
の

違
い

、
刺

激

・
学

部
内

の
委

員
会

の
教

員
と

接
点

が
あ

り
、

学
生
の

時
の

見
方

か
ら

忙
し

さ
が

分
か

っ
た

。
特

定
教

員
、

負
担

状
況

特
定

教
員

（
条

件
）

、
負

担
状

況
（

結
果

）
特

定
教

員
、

負
担

状
況

・
役

職
者

と
の

み
接

点
が

あ
っ

た
。

教
員

と
職

員
は
就

職
前

は
違

う
と

思
っ

て
い

た
が

、
官

僚
が

議
員

の
所

に
出

向
く

よ
う

な
関

係
に

な
く

、
一
緒

に
や

っ
て

い
こ

う
と

い
う

意
識

が
あ

り
、
役

割
の

違
い

で
差

は
感

じ
て

い
な

い
。

役
職

者
、

役
割

の
違

い
役

職
者

（
条

件
）

、
役

割
の

違
い

（
結

果
）

役
職

者
、

役
割

の
違

い

・
役

職
者

は
同

じ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

す
る

の
で

共
通
の

基
盤

が
あ

っ
て

話
を

す
る

が
、

全
て

の
教

員
と

の
関

係
で

は
、

話
を

す
る

時
に

共
通

の
出

発
点

を
作

ら
な

い
と

難
し

い
。

専
任

教
員

は
学
生

を
ど

う
す

る
か

と
い

う
共

通
性

は
あ

る
が

、
非

常
勤

は
と

ん
で

も
な

い
こ

と
を

言
う

人
が

い
る

。
対

話
の

ベ
ー

ス
対

話
の

た
め

の
共

通
項

（
条

件
）

対
話

の
た

め
の

共
通

項

（
出

所
：

筆
者
作

成
）

【
資

料
3
-
9
】
（

続
き

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

教
員

と
の

接
点

・
教

員
の

見
方

の
S
C
A
T
分

析
（

大
学

規
模

別
）

【
ス

ト
ー

リ
ー

ラ
イ

ン
】

教
員

と
の

接
点

は
部

課
に
よ

り
異

な
り

、
執

行
部

・
役

職
者

、
特

定
教

員
、

全
教

員
、

限
ら

れ
た

接
点

、
資

料
を

通
し

た
接

点
、

全
く

接
点

が
な

い
と

幅
が

広
い

。
教

員
と

の
関

係
は

、
対

等
な

関
係

で
協

働
す
る

業
務

、
教

員
優

位
の

も
の

で
の

業
務

、
対
峙

し
た

り
コ

ン
フ

リ
ク

ト
が

あ
る

業
務

、
職

員
主

導
の

業
務

と
、

部
課

に
よ

り
違

い
が

あ
る

し
、

学
部

の
間

で
も

教
員

と
職

員
の

関
係

に
違

い
が

あ
る

。
教

員
の

見
方

は
、

業
務

と
関
係

し
て

協
力

的
、

多
様

な
人

材
の

多
様

な
側
面

、
個

人
優

先
の

ネ
ガ

テ
ィ

ブ
な

面
、

文
科

省
な

ど
上

位
機

関
の

見
方

な
ど

幅
広

い
。

教
育

者
、

研
究

者
と

し
て

の
負

担
や

、
行

政
と

の
両

立
の

負
担

も
理

解
し

、
尊

敬
し

て
い

る
し
、

教
員

の
職

員
に

対
す

る
見

方
も

感
じ

て
い
る

。
教

員
に

対
し

て
は

、
必

要
性

を
見

極
め

た
う

え
で

配
慮

し
た

対
応

を
行

う
が

、
業

務
を

通
し

て
形

成
し

た
人

脈
を

活
用

し
た

り
、

対
話

が
で

き
る

た
め

の
共

通
項

を
見

出
す

よ
う
に

し
て

い
る

。

巨
大
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語句 分類
学生（・父母）対応、学生指導、学生支援、教
員・学生との近さ・接点

〇 〇 〇

大学経営 〇
広範囲業務 〇 〇
土台 〇
明確な業務範囲 〇
執行部との調整 〇
学内対応 〇
学外（外部）との接点、対外的窓口、ステークホ
ルダー

〇 〇 〇

非専任職員のマネジメント 〇 〇 〇
業務委託 〇
定型中心 〇 〇 〇 〇
対人業務 〇
時限的業務 〇 〇
新規、未知 〇 〇
調整 〇 〇
ルール遵守 〇 〇 〇 〇
正確、緻密 〇 〇
弾力性、創意工夫、裁量幅 〇 〇
年間サイクル、学年暦 〇 〇
個別性 〇
突発性 〇 〇
守りと攻め 〇
教員主導 〇
職場規模、職場構成、専任比率 業務の環境 〇

（出所：筆者作成）

業務での関係者

【資料3-10】　　　　　　　　　　　　　　　　　業務の内容（大学規模別）
質的調査の概念構成

小 中 大 巨大

業務内容

業務の特性

語句 分類
担当業務の拡大、業務量の増加 〇 〇 〇
熟達化、効率化 〇 〇 〇 〇
業務内容の未理解 〇
業務比率・内容の変化 〇 〇 〇 〇
業務の質・やり方の変化、経験 〇 〇 〇
業務量の調整役 〇
独自業務 〇
業務量の増加 〇 〇 〇
調整業務の増加 〇
変化無し 〇
役割の明確化、役割の違い・変化 〇 〇 〇
権限、役割、責任 〇 〇 〇 〇
組織規模、対象者数増 〇 〇 〇 〇
職場構成 〇
階層組織 〇
視野の拡大・変化、意識の変化 〇 〇 〇 〇
担当業務の見直し、他業務との関係性の理解、全体
バランス

〇 〇

他者の視線 〇
業務知識 〇 〇
（出所：筆者作成）

【資料3-11】　　　　　　　　　　　　　　職位・年数と業務の関係（大学規模別）
質的調査の概念構成

小 中 大 巨大

職位

年数
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分類
熟達化 〇 〇 〇 〇
異動 〇 〇
職位、責任 〇 〇 〇 〇
人的ネットワーク、影響範囲 〇 〇
他者理解、他者意見、他者視線 〇 〇
暗黙知、背景理解 〇 〇 〇
大学組織 〇 〇 〇
業務内容、学生対応 〇 〇 〇 〇
任される 〇 〇
意識化、意欲 〇 〇 〇 〇
自律、自律化、主体性 〇 〇
自信、成功体験 〇 〇 〇
チーム意識、育成 〇 〇
大学外、大学外への関心、情報収集 〇 〇
安全志向、先が見える、保守的、自制、慎重、限界 〇 〇 〇
余裕 〇 〇
上司、上司の姿勢 〇 〇
構成員、構成員の姿勢、関係者 〇 〇
教員との関係 〇
助言、ロールモデル 〇 〇
組織文化、組織の動き 〇
年数、熟達化、経験値 〇 〇 〇 〇
異動、多部課経験 〇 〇 〇
職位、責任 〇 〇 〇 〇
人的ネットワーク 〇 〇
他者意見、他者視線 〇 〇 〇 〇
業務内容、定常外 〇 〇 〇 〇
職場規模 〇 〇 〇
意識化 〇 〇
自律性、主体性 〇 〇
自信、積極性 〇 〇 〇
チーム意識、育成 〇 〇
慎重 〇 〇
余裕 〇 〇 〇 〇
上司の支援、上司の影響 〇
関係者、信頼 〇
助言、ロールモデル、相談相手 〇 〇
研修会 〇 〇
年数、熟達化、経験値、経験 〇 〇 〇 〇
異動、多部課経験 〇 〇 〇 〇
職位 〇 〇 〇 〇
人的ネットワーク、情報量 〇 〇
他者理解、他者意見 〇 〇 〇
暗黙知、大学組織 〇 〇
業務内容 〇 〇 〇
マニュアル化の弊害 〇
意識化 〇 〇 〇
主体性 〇 〇
保守化 〇
余裕、思考時間 〇 〇 〇
上司の姿勢、上司の理解、上位者の考え方 〇 〇
支援 〇
助言、ロールモデル 〇 〇
研修会 〇
熟達化、経験値 〇 〇 〇 〇
異動、多部課経験、異なる分野 〇 〇 〇
職位、責任、権限 〇 〇 〇 〇
人的ネットワーク、人脈の活用 〇 〇
他者意見、他者視線 〇 〇
組織理解、大学組織の理解 〇 〇 〇
業務内容 〇 〇 〇 〇
裁量 〇
自己完結 〇 〇
決定プロセス、上位機関の案件、組織特性 〇 〇 〇
タイミング、状況 〇
意識化 〇 〇 〇
自信 〇 〇 〇
自己認識、自己の理解度 〇 〇 〇 〇
準備状況 〇 〇
余裕 〇 〇
慎重 〇 〇 〇
性格、得意 〇 〇 〇
上司の姿勢、上司の意識、上司の理解、上司の支
援、上司の判断

〇 〇 〇 〇

協力者、支援 〇 〇
周囲の状況、他者の理解度、他者との関係性、他者
の刺激、人間関係、関係者の複雑性、関係者の理
解、関係者の規模、関係者の範囲

〇 〇 〇 〇

教員との関係 〇 〇 〇 〇
組織改革 〇
助言 〇
大学院、研修会 〇 〇

職位・年数

業務

自己

他者

能
動
的
実
験

業務

他者

抽
象
的
概
念
化

職位・年数

自己

職位・年数

業務
内
省
的
観
察

自己

他者

職位・年数

具
体
的
経
験

業務

自己

他者

【資料3-12】　　　　　　　　　　　　　　　　　仕事への取り組み方（大学規模別）

小 中 大 巨大
質的調査の概念構成

語句
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分類
熟達化、経験値 〇 〇 〇 〇
職位、権限、責任 〇 〇 〇 〇
人的ネットワーク 〇 〇 〇 〇
組織理解、大学組織の特性 〇 〇 〇 〇
業務内容 業務 〇 〇 〇 〇
意識化、視野拡大 〇 〇 〇 〇
自信 〇
抑制 〇
自己認識、自身の考え方 〇 〇
上司の姿勢、上司の理解度 〇 〇
教員との関係 〇 〇
組織規模、構成員の多様性、関係者の規模 〇
組織改編、大学改革 〇 〇
指導、助言、他者意見 〇 〇 〇
研修会 〇

【資料3-12】（続き）　　　　　　　　　　　　　　仕事への取り組み方（大学規模別）

（出所：筆者作成）

質的調査の概念構成
小 中 大 巨大

語句

自己

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
/
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ

職位・年数

他者

語句 分類
部課による違い 〇 〇 〇 〇
執行部、役職者 〇 〇 〇 〇
特定教員、個人 〇 〇 〇 〇
全教員・多数の教員 〇 〇
資料からの把握、名前、非対面 〇 〇 〇
限られた接点、少ない接点、薄い繋がり 〇 〇 〇
職位 〇
経験無し、知らない 〇 〇 〇 〇
協働、支援 〇 〇 〇 〇
良好、協力関係、理解 〇 〇
方針の一致、目標一致 〇 〇
対等、仲間 〇 〇
教員優位、教職の差、立場の違い 〇 〇 〇
一方向の関係、依頼 〇 〇 〇
対峙、コンフリクト 〇 〇 〇
職員主導、職員優位、頼られる、任せられる 〇 〇 〇
役割の違い、役割理解、独立した個人 〇 〇 〇
協力的、協力必須、積極面 〇 〇 〇 〇
多様な側面、多様な人材、違う側面、個性 〇 〇 〇
プロセス重視 〇
ネガティブ面、本質、個人優先、個人中心、常識の有
無、集団による弊害

〇 〇 〇

非協力的、無関心、冷たさ 〇 〇 〇
上位機関の見方、全学視野 〇 〇
多様な職員理解・見方、職員理解 〇 〇
教育中心、教育者、授業の状況 〇 〇 〇
研究面、研究者 〇 〇 〇
生活面、従業員 〇 〇
負担状況、教員の役割の両立、負担 〇 〇 〇 〇
尊敬、刺激、多様な視点 〇 〇 〇
学部間の差 〇 〇
階層構造 〇
配慮 〇 〇 〇
管理者の視点、管理の側 〇 〇 〇
対面 〇
人脈活用 〇
必要性の見極め 〇
対話のための共通項 〇

▲▲ ●▲ ▲▲ ▲●

接点

関係性

見方

（出所：筆者作成）

事務局長等へのインタビュー内容

教授会（●議題調整・資料作成・出席、▲議事録作成）

対応

【資料3-13】　　　　　　　　　　　　　教員との接点・教員の見方（大学規模別）
質的調査の概念構成

小 中 大 巨大
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